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1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年　IIGY}　参加の一環 として,昭 和31年 に 剤庸観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間をのぞいて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実 に発展 して きた、,その結果,南 極地域観測隊並
びに極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者か ら強 く要望
された、.昭和37年 国 立:科学博物館 に極地関係の資料兼事務室が設置 されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,極
地部,極 地研究部,極 地研究セ ンター と発展的に改組 されてきた しか し,我 が国の南極観測事業のより 層 の進展
のため,昭 和48年9月29日 に国、?1科学博物館極地研究セ ンターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関として,国
立極地研究所が創設 された
昭和48年9月29日 国立極地研究所創設 研究系4部 門,資 料系2部 門.管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設置さ
れた また,南 極の昭和基地が観測施設 となった、
昭和49年4月
昭和50年4月
昭和50年10月
昭禾053年4月
昭和54年4月
昭和56年4月
昭和58年4月
昭和59年4月
'{i成2年6月
平成5年4月
平成6年6月
平成7年4月
平成8年5月
平成9年4月
平成10年4月
研究系に寒地1二学研究部門,資 料系にデー タ解析資料部門,事 業部に観測協力室,並 びに図書室
が設置 された
研究系に地学研究部門,寒 冷生物学研究部門,資 料系に低温資料部門が設置された
事業部観測協力室 に設営係 と定常観測係が設置された、
研究系に極地気象学研究部門1時 限5年`,極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置 され,寒 冷生物学
研究部門が寒冷生物学第一一研究部門と寒冷生物学第 二研究部門に改組 された一
研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第一一研究 部門と超高層物理学第 二研究部門に改組
され,寒 地1:学 研究部門は極地設営一[学研究部門と改称 された
資料系に損石資料部門が設置 され,み ずほ基地が観測施設となった、
研究系の極地気象学研究部門が廃止され.気 水圏遠隔観測研究部門が設置された ・時限10申
研究系に除石研究部門,資 料系にオーロラ資料部門が設置された。
北極圏環境研究センター と情報科学センターの2研 究施設が設置され,資 料系のデータ解析資料
音匡門力汀莞止 された
研究系の気水圏遠隔観測研究部門が廃」ヒされ,極 域大気物質循環部門が設置された 総合研究大
学院大学数物科学研究科極域科学 専攻が設置 され,同 大学の基盤機関 となった
研究系に地殻活動進化研究部門が設置された
研究施設に南極圏環境モニ タリング研究センターが設置 された、
南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行われ,資 料系非生物資料部門が廃止 された
北極圏環境研究センター及び南極圏環境モニタリング研究セ ンターの整備が行われた
研究施設に南極阻石研究セ ンター,事 業部に環境影響企画室が設置 された 研究系の損石研究部
門(客 員部門し,資料系の「貴石資料部門が廃止された
2.概 要
1)設 置 目的
大学共同利用機関 として設置 され ・国立学校設置法の …部を改1正する法律,昭 和48年 法律第103}主,極 地 に関す
る科学の総合研究及び極地観測 を行 うことを目的 とする
2)主 要事業
ア)共 同不1」用
大学及び研究機関の研究者その他の者で,こ の研究所の 目的 とする研究 と同 一の研究に従事する者の利用に供 し,
及び共同研究を行 う
イ)大 学院教育に対する協力
大学の要請に応 じ,当 該大学の大学院における教育に協力する
ウ)南 極観測事業
南極地域観測の中核機関 として,観 測 事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務 を行い,並 びに観測
成果について集中的に資料を収集,整 理.保 管,解 析,提 供 し,研 究発表を行 う
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5)研 究支援スタッフ
ri度1紛1 COE非 常勤研究員 研究支援推進員 リ サ ー チ ・ア シ ス タ ン ト
i7 4
卜8
4 1 2
9 4 6 8
10 4 7 9
l　 l1 7 8 10
12 7 8 14
i
l3ト 7 8 16
L!4 7 8 14
:15 5 6 14
6)経 費
国立学校別会計(項)研 究所(項)施 設整備費(項)国 立学校
(単 位:千 一円)
1年 度 人 件 費 物 件 費 計
一
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
237,054 343,672 580,726
一
511
「52 280,699 319,789 600,488
「53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610β45 1,059,461
58 470,172 642β88 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
4 821,502 942,497 1,763,999
5 882,564 ユ,029,598 1,912,162
4
・1渡 ノ、f牛 費 物 件 費
一一ー ーコ
計
61987,415 965,428
　-
L952β43
{7 94Ll69 L764.971
一一 一
2,706,140
8 ユ,ll6,867 1」05.972 2222,659
9 991205 2,544,962
一
3536,167
10 L188、743 3,054,733 4243,476
ll 1,132,509 2,523,432 3,655,941
12 1,231,604 2.608277 3,839,881
13 1,158,553 2,434,178 3,592,731
14 LO99.392 2.307311 3.407β11
15 1,139,639 2,412,941 3,552,580
一般会計(項)南 極地域観測事業費
(単位:千 円ノ
年度!人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10β85 538,489 549,374
51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 85L814 867,294
54 15β33 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,ll6 1,174,016
60 22,141 1.089282 1,!ll,423
61 25,042 808595 833,637
162
1 28,472 L409,849 1.438β21163
27,198 761,209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
,2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435
4 24,738 883,434 908,172
5 29,506 L212、536 1,242,042
6 27,275 1,102,514 1,129,789
7 46,640 1,290,989 1,337,629
8 49,194 1,950,804 1,999,998
9 30,515 L544、563 1,575,078
10 32,294 50,439 82,733
11 28,272 48,474 76,746
12 33,881 77,939 ll1,820
13 29,289 61,220 90,509
14 28β34 50,015 78,849
15
　 　
36,524 56,831 93,355
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7)施 書几貢又
敷 地 面 積
建 物 延 面 積
研 究 棟
管理 ・資料棟
ゲス トハウス
物 品 庫
河 口湖 ・大石研修施 設
河 口湖 ・ボ イラー棟
5,945m:(板 橋 地 区)
1,407m」(河 口 湖 地 区)
1:蕊鵬 呵
372㎡(W地 上2階)
15㎡(B地 上1階) ]
11,177m'
387㎡
研 究 所 配 置 図
＼ 上
II.　研 究 活 動
国 立極地研究所の教官は,専 攻分野 に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究グループ,気 水圏研究 グループ,地 学研究
グループ,生 物学研究 グループ,及 び極地設営ユニ学研究 グループに所属 し,研 究に従事 している、各研究グループは,
将来計画の推進 ・共同研究の進展,前 年度の研究実績等を踏 まえ,年 度ごとの研究計画を立案 し実行 している「平成
15年 度 に行われた研究活動を 「研究」,「科学研究費補助金採択状況」,「奨学寄付金受け入れ状況」「他機関 との共同
研究の状況」,「国際共同研究等」及び 「シンポジウム等」に区分 してまとめた。「研究」においては,各 研究グループ
ごとに,学 会誌等 に発表 された論文や,学 会 ・シンポジウムでの口頭発表を含む各教官 ごとの研究概要 を 「一一般研究」
に,所 外の研究者 との共同研究の研究課題を 「共同研究」に,科 学研究費補助金による研究課題を 「科学研究費補助
金による研究」にまとめ,研 究の成果 として,各 々まとめた、「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ
の シンポジウム(極 域 における電離圏磁気圏総合観測 シンポジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学シンポジウ
ム,南 極明石 シンポジウム,極 域生物 シンポジウム)及 び阻石国際シンポジウムの概要について,ま た,共 同研究の
一一環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会 ・研究談話会等について,そ の題 目等をまとめた、
研 究 組 織 一 覧
平成16年3月31日 現在
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1.研 究
1)超 高層物理学研究グループ
(1)一 般研 究
研 究 目 的
太陽風 と地球磁気圏の相互作用に起因するプラズマ運動や電磁場 は,地 球の磁力線 に沿って極域電離圏に投影され
る、このため,極 域の電離圏は太陽風磁 気圏相互作用や磁気圏くこ体を監視 ・観察する好個 な窓となっている この
宇宙の窓から,ど れだけの量のエネルギーが,ど のような物理過程や経路 を経て地球圏に流入しているか,ま たこの
エ ネルギーが地球大気や環境にどの ような影響 を与えているか を,い ろいろなタイムスケールにおける定量的なシナ
リオとして理解 し,将 来における太陽一地球系環境変動の予測に供することを目的としている
研 究 計 画 の 概 要
太陽風 か ら地球 磁気圏 に流 入 したエ ネルギ ーは オーロ ラ現 象に代 表 され る様 々な電磁 気学的 相互作 用 によってその
姿 かた ちを変 えつつ,極 域 の地球 電離 圏 にお いて,蓄 積 ・消費 され,こ の領域 はいわ ば ダイナ ミックな実験観測 の場
とな ってい る、.さ らには,こ こで熱化 され たエ ネルギ ーは極域 中層 大気のエ ネルギ ーバ ランスや運動,全 地球 規模の
大気 大循環 に大 きな影響 を及ぼ して いる と考え られ てお り,こ のエ ネルギーの輸 送,そ れ に伴 う諸現 象を様 々な 手段
で観 測す る ことに よ り,逆 問題 と して その背後 に潜 む複雑 な物理 課程 を解 明 しよ うと してい る
この ため,カ ス プ域 の中山 基地 と南極 点基地,北 極 スバルバ ー ル等 に設置 した オーロラ光学観 測機器 や オー ロラ帯
の 昭和 基地Superl)ARNレ ー ダー,ス バ ルバ ールEISCAT　 (欧 州 非干 渉散 乱)レ ー ダー等 を用 いて 太陽風 か ら供給 さ
れ る電磁エ ネルギー流 入の様相 を調べ る この電 磁エ ネルギ ーは夜側 の磁 気圏尾 部 に輸 送 ・蓄 積 された後,爆 発 的 に
解放 され オー ロラ現象 として観測 される この過程 をオー ロラ帯 に位 置す る昭和 基地,ア イスラ ン ドや スウェ ーデ ン
に設 置 した オー ロ ラ光学 観測 器 等 に よ り観 測 し,そ の動 形態 か ら現 象 に関与 す る物 理 プ ロセ スを研 究す る また
EISCATレ ー ダー を軸 と した レー ダー観測 の汎 地球 スケ ールか ら局 所的 な詳細比 較 に亘 る連携 観測 に よ り,極 域電 離
圏,下 部熱 圏大気 の プラ ズマ ・中性 大 気の結 合 を解明 する。 さらに,地1産 児測 と相 補的 な人工衛 星の デー タ受信 が昭
和 基地で行 われ,地 上観測 と併 せた総 合解析 に供す る 、オー ロラ現 象時,極 域超 高層大 気 に注 入 され る膨 大なエ ネル
ギ ーは電 離大 気 ・中層 大気の 相 互作 用 を通 じ ド部熱圏 か ら中間圏 界面 領域 に大 規模 な 大気 の運動,波 動 を励起 す る
これ らを南極 昭和 基地 や北極域 に展 開 してい る 単色 全天 イメー ジ ャー,オ ー ロ ラスヘ ク トロ グラフ,流 星 レー ダー,
MFレ ー ダー,ナ トリウム温 度 ラ イダー,フ ァブ リーヘ ロー ドッフ ラー イメー ジャーな どに よ り2次 元 も しくは3次 元
的 に観測 し,得 られ たデー タを も とに総 合的 な解析 を行 う 南極の超 高層大気 か ら下層 大気 までの広 い高度領域 を精
密 に捉 え,力 学過 程,ヒ ド結合,中 低緯 度 との結 合,北 極 との比 較等 に関す る総 合的研究 を目指 して,大 型 大気 レー
ダーの昭和 基地へ の設置 を検討 す る
研 究 成 果 の 概 要
・超 新 星爆 発 な どによ って作 られ る高 エ ネルギ ー 一次 宇宙電 子線 の観測 を 目的 とした南極 周 回気球7号 機il10万 立方
米 の気球)の 実験 を行 った 気球 は,2004年lJj4日 に昭和 基地 にて放球 され,1月17口 まで南極 大陸 の周 りを西
回 りに周 回 し,13日 間 の デー タを取 得 す る こ とが出 来 た 数 多 くの宇 宙線 シ ャワー イベ ン トが 観測 され てお り,
デー タの解析 を進め てい る.
・また,昨 年度 の('r成15年1月13日 放球 ・ オー ロラ現 象 を2機 の編隊 飛行す る気球で総 合観測 す るこ とを目的 とす
る南極 周 回気球実 験 では大 きな地 磁気擾 乱 に遭 遇 し,波 動,オ ー ロ ラX線,電 場観測 器 等は顕著 な現 象 を受 信 し,
解 析が進 め られてい る
・昭和基地 において,テ ィルテ ィン グフォ トメー タ,多 色 フ ォ トメー タを用 いて フロ トンオー ロラ,電 子 オー ロラの
観 測 を行 った、,観測 日数 はそ れぞれ,92H,91日 で,観 測機 器 はいず れ も正常 に動 作 し,オ ー ロラの極 方向拡 ノく
やパ ルセー テ ィングオー ロラな どにつ いて の数 多 くの デー タを取 得す る こ とが 出来 た
・昭和 基地近 傍 の3点1ス カー レ ン,オ メガ岬,　 HlOO)　 及び ドームふ じ観測拠 点 に無 人磁力 計 を設 置 し,磁 場 変動
の観測を行 った、,いずれのデータも無事回収 され,正 常にデー タが記録 されていることが確認 された。昭和基地,
ドームふ じ観測拠点 における磁場観測,オ ーロラ光学観測データとの同時解析 により,特 にオーロラサブス トーム
の ダイナ ミックスに関する研究を進める予定である。
・2003年 の過去最大規模 となったオゾンホールの生成期,消 滅期の長期 にわたるオゾンゾンデ集中観測 を行 った
前半は国際南極ネッ トワーク観測の一環 として行 った。後半には高高度気球 による高度40kmま での7回 のオゾン
観測 も含まれる(気 水圏 と共通)。
・大型大気 レー ダーの南極昭和基地への設置検討を継続 して進めた、,特に,今 年度は,設 置候補地での地形 ・積雪 ・
電波環境の調査,環 境試験用アンテナの設置お よび観察 を行った。また,電 力削減が期待 される高効率アンプの開
発 を行った(気 水圏 と共通)。
・脈動オーロラのFAST衛 星 と昭和基地一アイスラン ド共役点同時観測 イベ ントの解析 を進め,発 生領域が磁気赤道
面でな く地球に近い場所であることや,オ ーロラ形状にポテンシャル構造が関係すること,形 状 には共役性がない
こと,な ど,脈 動オーロラの発生機構に関する新 たな事実を得ることができた。
・2003年9月 に実施 したアイスラン ドと昭和基地の共役点観測中に,二 晩連続でオーロラブレイクアップ現象の共役
性 に関する興味深いデー タが得 られた,,昭 和基地から一部のデー タを取 り寄せ,初 期解析を進めた。その結果,一 一
晩は過去20年 間の観測の中で最 も共役性が良い現象であり,微 細構造の共役性 など今後の成果が期待で きる。
・2003年11月23日 に南極大陸で皆既 日食現象に起こった。 この 日食に伴う磁場変動やSuperDARNの 初期解析を行
ったところ,予 想以上に大 きな電離圏擾乱が南北両半球で発生 していることが明 らかになった。
・宇宙航空研究開発機構(元 宇宙科学研究所)「 あけぼの」衛星放射線モニター(RDM)の1太 陽活動周期 を越える
長期連続データのデータベース化を引 き続 き進め,磁 気嵐に伴 う放射線帯の大規模な構造変化についての解析 を進
めた。
・昭和基地ファブ リーペローイメージャーによって導出された風速 ・温度分布から,E層 温度 とオーロラ発光高度 と
の関係,及 びF層 温度 と太陽EUVフ ラックスとの関係の研究を進めた。
・昭和基地の2基 のHFレ ーダーを中心 とした国際SuperDARNレ ーダー網観測に関 し,本 年度に実施 した研究課題 と
その成果 として,1)電 離圏対流 ダイナ ミクスの南北半球 の相違,　2)　SuperDARNとGEOTAIL衛星,及 び,
EIACATヒ ータ実験 を合わせた特別同時観測デー タをもちいた,Pc3-4とPc5地 磁気脈動の発生 ・伝播機構の特性,
3)レ ーダーエ コースペク トル特性の南北半球比較の統計的,及 び,ケ ーススタデ ィーとしての解析研究,4)可 視
オーロラとHFレ ー ダー との同時比較観測研究,6)移 動性電流渦現象の発生機構に関するHFレ ーダー と地上磁
場 との比較研究,7)極 域夏季中間圏エ コー　(PMSE)の 共役性 に関するイベ ン ト,及 び,統 計的解析研究,8)
HFレ ーダーの生時系列データを用いた応用 と開発,な どがあ り,多 方面の研究分野で多 くの観測 ・研究成果 を上
げることがで きた。
・南極点全天イメー ジャを遠隔運用 し,南 極点から極地研へ全 イメージ(約52万 イメージ)を 準 リアルタイムで転
送 した。準周期的に移動す る朝側のオーロラ構造 について解析 を進め,磁 気圏衛星Geotailと のコンジャンクショ
ン観測 をもとに,そ のオーロラ構造の原因と考えられる反太陽方向に移動する磁気圏プラズマ渦 とそれに伴うポテ
ンシャル構造 を推測 した。
・磁気圏イオンの分布関数の時間変化と,磁 気圏 ・電離圏の電流結合をセルフコンシステントに解 く数値 シミュレー
ションを実行 し,オ ーロラ帯及びサブオーロラ帯における電離圏電気伝導度 と磁気圏 イオン分布の関係 を調べた。
太陽活動に伴う太陽紫外線の変化は電離圏電気伝導度の変化を通 して リングカレン トの大きさを有意に変化 させ る
こと,オ ーロラに伴う電気伝導度の空間構造は磁気圏電場構造に反映 され,磁 気圏イオン分布を直ちに変化 させ る
などの新たな知見が得 られた。
・宇宙科学研究所の小型極軌道衛星INDEXに 搭載するオーロラカメラお よび電流モニターの総合試験 を行った。
・イメージングリオメータの全地球的ネッ トワーク観測が英国ランカスター大学 より提案されている∴ランカスター
大学 と共同で,ア イスラン ドとフィンラン ドの イメージングリオメータ同時比較解析を行い,オ ーロラサブス トー
ム発達の地方時による差異,磁 気圏 プラズマ対流 に伴 うCNAド リフ ト速度の経度 による差異などを明かに した。
また,全 地球的ネットワーク観測に対応で きるように,デ ータを準 リアルタイムに伝送する通信機能を備えた イメ
ージングリオメー タを製作 し,昭 和基地に設置 した。
・英国南極調査所 により消費電力 を0.1W級 に抑 えた無人磁力計 システムが開発 され,平 成15年1月 か ら昭和基地周
辺 とドームふ じ観測拠点で観測が始められている。 このシステムの考え方を活か し,測 定感度をさらに1桁 近 く上
10一
げ,Pc3地 磁気脈 動 が測定 で き,ま た衛 星電話 に よる観 測デ ー タの準 リアル タ イム伝 送 と観 測機へ の コマ ン ド送信
が可 能 な システ ムの製作 を行 な ってい る,こ の システ ムは国内 での フ ィール ドテ ス ト後,平 成17年 か ら昭和基 地
周辺 で試験観 測 を始 め る予定
・昭和基 地で 受信 したDMSP衛 星 オー ロ ラ画像(6899バ ス)の 処 理 を行 い,ジ オ メ トリ変換 したサ マ リー プロ ッ ト
を極域 科学総 合 デー タベ ー スに登録 した 受信 デ ー タを用 いた研 究で は,オ メガバ ン ドとオー ロ ラ(N-S)ス トリ
～マ ー に注 目 し,　DMSP粒 子 デー タか らこれ らの オー ロラ を励 起 す る降下電 子 のエ ネルギー スペ ク トル を同定 し
た。
・44次 宙空観 測 として ドー ム観 測拠点 にて 全天デ ジ タ1レカ メラ,全 天TVカ メラ による オーロ ラ撮像 観測 を行 い,計
144夜 のデー タ収録 に成功 した,、 この うち,2003年5月29日 の磁気 嵐開始時 の画像 を国内伝 送 し解析 した,tド ーム
ふ じは,こ の 時 ち ょうど昼 間側 に位 置 し,極 めて強 い赤い オー ロラ 汐 イブA/D)を2時 間以上 にわ た り観 測 した。
磁気 嵐時の昼 側 カスプ域 オー ロラの時間発 展 を克 明に捉 えてお り,デ ー タの 国内到着後,さ らに詳 しい解析 を進め
る、
・2003年3月 に実 施 したEISCAT　 UHFレ ー ダー/光 学 同時観 測デ ー タの解析 を進め る とと もに,2003年!!月,2004年
2月 に同様 の特 別観測 を実施 した。狭 視野 カメラで撮像 した微 小 オー ロラ構 造 と定量比 較す るには レー ダーデー タ
の 時間 分解能(20秒)を 上 げ る必 要が あるが,2重 差分 法 を用い て等 価的 に4秒 毎 の物理 量変 化 を議論 で きるよ う
にな った..こ れ に よ り,強 い デ ィス クリー トアー クの両側 に約10kmス ケー ルの イオ ン温度 上昇域が あ る こ と,ブ
ラ ッ クオー ロラでは そ うした明瞭 な イオ ン温度 上昇 は見 られ ない ことな どが判明 した。
・　ALIS　 (Aurora　 Large　Imagillg　System)　 とEISCATヒ ーテ ィング,　EISCATレ ー ダーの 同時観測 による励 起大 気光の
多点観測 とプ ラズマ測 定の 数次 にわた る観測 実験 デー タを もとに,励 起過程 の解析が 行わ れ,励 起発 光 に関与す る
電子エ ネルギーの テー ルにおけ る分布 の推定 な どで新 た な知見 を得 た、
・オー ロラ帯 の トロム ソに流 星 レー ダー を新設 し,ス バ ルバー ルの流 星 レー ダー とあい まって緯度 の違 いに よる大 気
潮汐 波 モー ドの推定 や重 力波 の解析 を始 め,同 所のEISCATレ ー ダー,MFレ ー ダー との詳細 な比 較 に よる研 究 等
が可 能 となっ た。 また同時 に トロム ソ ・デー タ収 集 ・アー カ イブ システムの整備 を行 い,北 極超 高層観測 デ ー タの
集積 に よる総 合解析 の資源 と した。設 置直後 の2003年11月 に8日 間のEISCATに よるキ ャンペ ー ン観測 が行 われ,
EISCATレ ー ダー との比 較観測 の貴 重 なデ ー タが得 られ た。 また従来 か らのスバ ルバ ール流 星 レー ダーが ほぼ3年
連続 で観 測 を行 い,極 域 大気潮 汐波 の クラ イマ トロジーが理論 モデ ル との比較 や グローバ ルな総合解析 か ら種 々明
らか に され た,,
・オー ロラ スペ ク トロ グラフ　(ASG)　 とEISCATス バルバ ール レー ダーデー タを用 いて,　EISCATレ ー ダー に よ り顕
著 な イオ ン上昇流 が観測 された2001年12月 の イベ ン ト解析 が行 われ,低 エ ネルギ ー電子 の降 り込み に よる電 子温
度上 昇が電子 ガスの両極性拡 散 を もた らし,こ の ため に生 じた電場 が イオ ンを上向 きに駆動 した もの との極域電離
圏 での イオ ン上昇流 生成 につい てひ とつの説 明が な され た、,2003年 度 の全天 スペ ク トロ グラ フを用 いた オー ロラ
酸 素 イオ ン発 光の 分光 観測 は,極 域 電 離圏 か らの イオ ン上 昇の メカニ ズ ム解 明 を目的 と したSERSIO　 (Svalbard
EISCAT　 Rocket　 Study　 of　Ion　Outflows)　 ロケ ッ ト観測 キ ャンペ ー ンに対 応 した地 上観測 と して実 施 された。 ロケ ッ
トは2004年 ユ月22日08時57分00秒(世界時)に 打 ち上げ られ た、この とき酸 素 イオ ンオーロ ラの増光 も認 め られ,
分光 観測 デー タはEISCATデ ー タ と合わせ て現 在解析 が進め られ てる。
① 江尻全機 研究 主幹(併 任),研 究系超高層物理学第一研究部門教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域
科学専攻教授(併 任),工 学博士(京 都大学:1973年)
1.専 門領域 二磁気圏物理学
2.研 究課題:放 射線帯高エ ネルギー粒子の計算機シ ミュレーション,及 びオーロラと磁気圏 ダイナ ミックスの研究
3.研 究活動の概要 と成果
磁気圏物理学で放射線帯高エ ネルギー粒子の振る舞いに関する研究は,磁 気嵐に伴うプラズマシー トから環電流
領域へのエネルギー注入の過程(リ ングカレン ト形成)や 高緯度オーロラ粒子の起源,低 緯度オーロラの原因等 と
密接 に関連 し,ま た,宇 宙空間(と くに放射線帯)で の宇宙利用(通 信 ・放送衛星,気 象衛星,地 球探査衛星,ス
ヘース ・ステーション等)に 対する宇宙天気 という観点から重要な研究課題である。
これまで,理 論 シ ミュレーションの新たな計算手法の開発を行い,高 エネルギー粒子のエ ネルギー束分布の時間
発展を求める事が出来,磁 気圏内での環電流形成に伴 う地球磁場変動について検討 し,太 陽風に対する磁気圏の応
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4答 を研究 し,衛 星観測 デ タの統 計解析結 果 と比 較 した、 さらに,極 域電 離圏 と磁 気圏結 合系 と しての オー ロ ラ現
象 とい う観 点か ら,南 極点 での全 天 オーロ ラ イメー ジャの通年観測　(ASI-SP)　 を行い,オ ー ロラ と磁気 圏の ダイナ
ミッ クスにつ いて も新 しい知見 を得たtt　ASI-sPで は極 点での 大気光 とい う観 点での解析 も試 みた,,
.研 究活動 歴
ア メリカ航空宇 宙局　(NASA)研 究 員(1974-1976)
国際 共同観測 ロケ ッ ト実験(グ リー ンラ ン ド)参 加(1976)
国際 共同大気球 実験(ス ウェーデ ン)参 加(1980)
スヘ ー スシャ トル試験(ケ ネデ ィ宇宙 セ ン ター)参 加(1982)
国際 共同 大気球 実験(ス ウェーデ ン)参 加(1982)
5.
第25次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)
第30次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)
北欧 ロケ ッ ト実験(ノ ル ウェ、)
北欧 ロケ ッ ト実験(ノ ル ウェー)
米 国 ・アム ンゼ ン
学術論 文(過 去5年 間の重 要論
Ebihara,　Y.,
(2004):
参加
参加
参加
参加
・ス コ ッ ト 南 極 点 基 地 参 加(1995)
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7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 太 陽 活 動 極 大 期 に お け る オ ー ロ ラ 微 細 構 造 の 南 北 半 球 対 称 性 ・ 非 対 称 性 の 研 究 」(研 究 分 担 者)
(平 成13～16年)
特 定 領 域 研 究(B)(2)「 北 極 域 に お け る 中 層 大 気 ・熱 圏 の 力 学 的 結 合 」1〔研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
基 盤 研 究(A)「 国 際SuperI)ARNレ ー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11
～14年)
8.講 演 な ど
板 橋 区 環 境 月 間 記 念 講 演 会2003.61,板 橋 区 夏 休 みKidls環 境 教 室2003.8),核 燃 料 サ イ ク ル 開 発 機 構(2003.8),
福 島 県 婦 人 団 体 連 合 会(2003.9),鳥 取 県 立 鳥 取 東 高 校(2003.101
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9.学 会及び社 会的活動
Anleriean　 Geophysical　 (Jnion,地 球電磁 気 ・地球 惑星圏学 会(評 議 員),日 本学 術会議 ・地球電 磁気学研 究連絡 委
員会委 員 ・天文学 研究連 絡委 員会委員 ・電波科学研 究連絡 委員 会委員,宇 宙 科学研 究所 ・宇宙 理学 委員 会委 員
10.受 賞 な ど
日本地球電 気磁 気学 会 ・田 中館 賞(1979),ア メ リカ地球物 理学連 合　(AGU　 :　American　 GeophysicaHＴllioll)優
秀論 文審査 賞　(Excellence　 ill　Refereeing)　 (1993),　 ア メ リカ航空 宇宙 局　(NASA　 :　The　 National　 Aeronautics　 alld
SpaceAdministration)　 ・地球 ・宇宙 科学 に対 す る功 績賞　(Group　 Achievement　 Award,　 Global　Geospace　 Scien(}e
(GGS)(1998))
11.他 大学等 での講義 な ど
総 合研究 大学院 大学数物 科学科極 域科学 専攻教授(併 任)(2003.4-2004.3)
12.所 内外 の主要 な会議委 員な ど
国立 極地 研究 所運営 協議 員 会(委 員),国 立 極地研 究所 運営 会議(委 員),宇 宙科 学研 究所 ・大気球 専 門委員 会
(委 員),京 都大学 宙空電波 科学研 究セ ンター運営 委員 会(委 員),南 極 地域観測統 合推進 本部(幹 事)
13.研 究活 動の課 題 と展望
太陽風 と磁 気圏相互作 用の結 果 としての磁 気嵐やサ ブ ・ス トー ムに伴 う,高 エ ネルギー荷電 粒子の運 動 と放射 線
帯の形 成 は,磁 気圏物 理学 の基本で あ り,衛 星観測 デー タの解析 と理 論 ・シ ミュレー シ ョンに よ りその物理 過程 の
解明 に取 り組 む。 さらに,南 極点 及び北極域 に於 け るオーロ ラ光学観 測 を通 して,電 離圏 ・磁 気圏結 合過程 の ダ イ
ナ ミックスを解明す る。
② 麻 生 武彦 北 極 圏環境 研究 セ ンター教 授,資 料 系兼 務,総 合研究 大学 院大学 数物 科学研 究 科極域 科 学専 攻教授
(併任),工 学博士(京 都 大学:1976年)
1.専 門領域:超 高 層物理 学
2.研 究 課題:
(1)欧 州非 干渉散 乱　(EISCAT)　 レー ダ～や流星 レー ダー な どの電波 工学 的手法 による極球 超高層 大気 ダ イナ ミッ
クスの研究
(2}多 点 イ メー ジ ャーや スペ ク トロ グラフ な どの光 学 的手法 を用 い た極球超 高層 オー ロラ,大 気光 の超 高 層物理
(エ ア ロ ノミー)研 究
(3)計 算機 に よる大気波動 の数値 モデ リングの研究
3.研 究活動 の概 要 と成果
本年度 の北 極域のEISCATレ ー ダー を軸 とす る極 域超 高層大 気 ダ イナ ミックス研究 の一環 と して,オ ー ロラ帯 の
トロム ソに流 星 レー ダー システ ム を新 たに設置 し,同 所 のEISCATレ ー ダー等 との 直接 的 な比較 に よる研 究 に着手
した。 また 同時にデ ー タ収集 ・アーカ イブシステ ムの整備 を行 い,北 極超高層 観測 デー タの集 積 による総 合解 析 の
資源 とした。 今年度 の活 動の概 要 ・成 果 を挙 げ ると
(1)高 緯度 にお けるEISCATレ ー ダー を補完す る こ とを 目的 と して,ト ロム ソに流 星 レー ダーを新設 し,流 星 レー
ダー と,　EISCATレ ー ダーお よびMFレ ー ダーに よる速度場,大 気潮 汐波観 測 に関す る直接 比較 解析 等 に着手 し
た、
(2)2003年11月 にEISCATレ ー ダーに よる9日 間 にわた る極域 大気潮 汐波 キ ャンペ ー ン観測 を行 い,こ の期 間一 日
周期 成分 が比較 的弱 いこ と,2日 周期 波動が卓 越す る ことな どを含 め,上 記流 星 レー ダー との比 較 を行 った。
(3)高 緯 度の スバル バール流 星 レー ダーが ほぼ3年 間連続観 測 を行 い,こ れ に よ り大気 潮汐波 の様 相 を明 らか に し
つつ ある。得 られ た観 測デ ー タと数値 モデ リングの比較検 討,定 常 モデルや大 気大循環 モ デル を用 いての,極 域
潮汐波 の クラ イマ トロ ジー と日々変動 性 につ いて検討 を進 めた。 とくに,ス バルバ ール流星 レー ダー観 測 デー タ
は,南 極 にお け るよ うな夏季 の半 日周期潮汐 の卓越 を示 してお らず,数 値 シ ミュ レー シ ョンの結果示 された反対
冬半球 での プ ラネ タリ波 との非線形 カ ップ リングな らび にプ ラネ タリー波 の南 北非対 称 を示 唆 してい る と考 え ら
れ る、,
(4)極 域 にお け る半 日周 期大 気潮汐 波 の太陽非 同期 モ ー ドにつ いて論 文発表 を行 ない,6,8時 間 とい った短 周期
波動 の特性 につ いて も水平波 数 の特 定 などの研 究 を行 なった。
(5)こ の ほかEISCAT観 測 の立場 か ら,　Geotail衛 星 が通過す る時刻 に合 わせ,ト ロム ソのEISCATヒ ー ターに よる
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電 離 圏 加 熱,　 HFレ ー ダ ー エ コ ー 検 出 とULF波 動 観 測 実 験 等 に 関 わ っ た 。
ま た オ ー ロ ラ ・大 気 光 の 光 学 観 測 を 包 含 し た エ ア ロ ノ ミ ー 研 究 に お い て は
(1)ト ロ ム ソ に 光 学 観 測 サ イ ト を 開 設 し オ ー ロ ラ 構 造 とEISCATレ ー ダ ー の 同 時 観 測 を 可 能 と し たf',ま た,11月 の
大 き な 磁 気 嵐 時 に 見 ら れ た オ ー ロ ラ 電 磁 擾 乱 と 流 星 レ ー ダ エ コ ー 消 失 や 熱 圏 下 部 大 気 速 度 場 の 関 連 に つ い て 検 討
した 。
(2>多 色 光 で のALIS光 学 観 測 とEISCATヒ ー テ ィ ン グ,　 EISCATレ ー ダ ー の 同 時 観 測 デ ー タ と 理 論 モ デ ル か'),励
起 発 光 に 関 与 す る 電 子 エ ネ ル ギ ー の テ ー ル に お け る 分 布 の 推 定 を 行 っ た 。
(3)ス バ ル バ ー ル で 冬 季 に オ ー ロ ラ ス ペ ク トロ グ ラ フ　 (ASG)の 連 続 観 測 を 継 続 し,ま たEISCATス バ ル バ ー ル レ
ー ダ ー デ ー タ の イ ベ ン ト解 析 か ら は
,極 域 電 離 圏 で の イ オ ン 上 昇 流 生 成 に つ い て の 説 明 が な され た,
4研 究 活 動 歴
オ ー ス ト ラ リ ア ア デ レ ー ド大 学,　 VisitingResearchFellow　(1980)
ア メ リ カ ・ハ ー バ ー ド大 学 　 ResearchAssociate　 (1980-1981)
ス ウ ェ ー デ ン 国 立 ス ペ ー ス 物 理 研 究 所 ,文 部 省 短 期 在 外 研 究 員(1995-1996)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　　 _Aso　 T　 (2003):　 An　 overview　 of　the　 terdiurnal　 tide　observed　 by　polar　 radars　 and　 optics,　 Adv.　 Polar　 Upper　 AtInlos.
Res.,17,167-176.
　 　 Hall,　C.　M.,　T.　Aso,　 A.　H.　Manson,　 C.E.　 Meek,　 S.　Nozawa　 and　 M.　TsutsunU　 (2003):　 High　 latitude　 mesopheric　 meall
　 　 　 winds:　 A　comparison　 between　 Tromsoe　 (69N)　 and　 Svalbard　 (78N),　 J.　Geophys.　 Res.,　 108(D!9),　 4598,
doi:10.1029/2003JDOO3509.
　 　 OkaIlo,　 S.,　N　 Koizumi,　 T.　Sakanoi,　 and　 T.　Aso(2003):　 Observatioll　 of　auroral　 OII　 emission　 with　 all　all-sky
　 　 　 spectrograph　 at　Longyearbyen,Proc　 30'h　Almual　 European　 Meeting　 oII　Atmospheric　 Studies　 by　Optical　 Methods,
14.18
　 Hall,　 C.　 M,　 Husoy,　 B.　 0.,　 _Aso　 T　 and　 Tsutsumi,　 M.　 (2002):　 The　 Nippon　 /Norway　 Svalbard　 Meteor　 Radar:　 First
　 　 　 results　 of　small-scale　 structure　 observations,　 Chinese　 J.　Polar　 Sci.,　 13(1),　 47-54.
　 　 Hall,　 C.　M.,　 △s_o　 T　 and　 Tsutsumi,　 M.　 (2002):　 An　 examination　 of　high　 latitude　 upper　 mesosphere　 dynamic　 stabihty
　 　 　 using　 the　 Nippon　 /　Norway　 Svalbard　 Meteor　 Radar,　 Geophys.Res.　 Lett.,　 29(8),　 121.1-121.3.
む
Gustavsson,　 B.,　Braendstroem,　 B.　U　 E.,　Steen,　 A.,　Sergienko,　 T.,　Leyser,　T.　B.,　Rietveld,　 M.　 T.,　A虹and　Ejiri,　 M.
(2002)二Nearly　 simultaneous　 images　 of　HF-pump　 enhanced　 airglow　 at　6300　 A　 and　 5577　 A,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,
29(24),73.1-73.4,10.1029/2002GLO15350.
Taguchi,　 M,　 Okano,　 S.,　Sakanoi,　 T.,　Koizumi,　 N,　 △ 旦Ω』 二alld　 Ejiri　 M.　 (2002):　 A　New　 Meridian　 Imagillg　 Spectrogarph
　　 　 　for　the　 Auroral　 Spectroscopy,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atinos.　 Res.,　 16,　99-110.
　 　 △_so　 T　 (2001):　 A　 study　 on　 the　 Arctic　 upper-atmospheric　tide　 by　 EISCAT　 radar　 -Recellt　 results　 and　 prospects-,
　 　 　 Mem.　 National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Spec.　 Issue,　 54,　43-48.
　 　 _Aso　 T　 (2001):　 An　 Overview　 on　 the　 9.　tudy　 of　Large-　 scale　 Atmospheric　 Waves　 in　the　 Arctic　 Mesosphere　 and　 Lower
　 　 　 Mesosphere　 and　 Lower　 Thermosphere　by　 the　 EISCAT　 and　 Associated　 Observations　 (Extended　 Abstract),
　　　 　Tohoku　 Geophys.　 J.　(Sci.　 Repts.　 Tohoku　 Ulliv.　 Ser.　 5),　36(2),　 248-249.
　 　 Tsutsumi,　 M.,　 △_so　 T　,　Ejiri,　 M.　 (2001):　 Initial　 results　 of　 Showa　 MF　 radar　 observations　 il}　Antarctica,　 Adv.　 Polar
UpperAtmos.Res.,15,103-116.
A些,　 Steen,　 A.,　Bradstrom,　 U.,　 Gustavsson,　 B.,　 Urashima,　 A.　 and　 Ejiri,　 M.　 (2001):　 Optical　 observation　 Iletwork
　 　 　 for　the　 exploration　 of　I)olar　 atmospheic　 processes,　 COSPAR,　 Adv.　 Space　 Res.,　 26　 (6),　 917-924.
む
　 　 Gustavsson,　 B.,　Sergienko,　 T.,　Rietveld,　 M.　 T.,　Honary,　 F,　 Steen,　 A.,　 BradstrOm,　 B.　U.　 E.,　Leyser,　 T.　 B.,　Aru}ia,　 A.,
　 　 　 Aso　 T.,　Ejiri,　 M.　 and　 Marple,　 S.　(2001):　 First　 tolnographi(:　 estimate　 of　voluine　 distribution　 of　HF-pump　 enhanced
　 　 　 airglow　 emission,　 Accepted　 for　publication　 in　J.　Geophys.　 Res.,　 106(A12),　 29105-29123.
む
　 　 △_so　 T　,　Steen,　 A.,　Bradstr61n,　 U.,　 Gustavsson,　 B,　Urashima,　 A.　 and　 Ejiri,　 M.　 (2000):　 ALIS,　 a　state-of-the　 art　optical
　 　 　 observation　 network　 for　the　 exploration　 of　polar　 atmospheric　 pro〔lesses　 ,　Adv.　 Space　 Res.,　 24(6),　 917-924.
　　 △s_o　 T　 (2000).　 Penet.ration　 of　the　 non-migrating　 atlnospheric　 diurnal　 tide　 into　 polar　 latitudes,　 Adv.　 Polar　 Upper
Atmos.Res.,14,138-145.
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　 Hedin,　 M,　 Haggst　 rom,　 L,　Pellinen-Walmberg,　A.,　Andersson,　 L.,　Brtidstr6m,　 U.,　Gustavsson,　 B"　 Steell,　 A.　Weshnan,
A.,Wannberss,G.,vallEyken,T.,△皿,　 Cattell,　 C.　 C.,　Carlosll,　 W.　 and　 Kll1111par,　 D.　 (2000):　 3-D　 ext.(mt　 of'　the
　 　 　 main　 iollospheric　 trough-a　 case　 study,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　 14,　157-162.
　 Haggstrom,　 1.,　Hedin,　 M.,　_Aso　 T　,　Pellinen-Wannberg,　A.　alld　 Westmall,　 A.　 (2000):　 Auroral　 field-aligned　 cllrl'enls　 by
　 　 　 incoherent　 scatter　 I)lasma　 line　 observatioiis　 ill　the　 E　regioll,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atm()s.　 Res.,　 14,　 103-121.
　 　 Hall,　 C.　 M.,　 and　 △_so　 T　 (2000):　 Identification　 of　 possi})le　 ion-drag　 induces　 neut.ral　 inst,ak)ility　 ill　the　 lowe「
　 　 　thermosphere　 over　 Svalbard,　 Earth　 Planets　 Space,　 52,　639-643.
Ley,e,,　 T.　 B.,　 Gust,avss・n,　 B.,　B・a・d・t・61n,　 B.　 U.　 E.,　 Stee・,　 A.,　H・n・ ・y,　F,　 Ri・t… 　ld,　M・　T・,些 工,a・dEii・i,M・
　 　 　 (2000):　 Simllltalleous　 nleasllremellts　 of　high-frequenc:T　 pllmp-enhanced　airglow　 amd　 ionosp eric　 temperatllres　 at
　 　 　 auroral　 latitudes,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atm()s.　 Res.,　 14,　1-11.
△ 阻_ユL,　 vall　 Eyken、 　A.　 and　 Williams,　 P.　J.　S.　 (1999):　 EISCAT　 Svalbard　 radar-(lerived　 tidal　 features　 ill　the　 lowel'
　 　 　 thermosphere　 as　compared　 with　 the　 nuinerical　 modeling　 ATM2,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　 13,　48-56.
Bralldstr6m,　 B.　 U.　 E.,　 Leyser,　 B.,　 Steen,　 A.,　 Rietveld,　 M.　 T.,　 Gustavsson,　 B.,　 △皿andEjiri,M.(1999):
UnambiguousevidenceofHFp皿ip-enhanced　 airglow　 at　 auroral　 latitlldes,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　 26(23),　 3561-
3564.
　 Ejiri,　 M.,　 A_so　 T　,　Okada,　 M.,　 Tsutsllmi,　 M.　 Taguchi,　 Sato,　 N.　 Okano,　 S.　(1999):　 Japallese　 research　 project　 oll　a「ctic
　 　 　 and　 alltarctic　 observations　 of　the　 mid(lle　 atmosphelDe,　 Adv.　 SI)ace　 Res.,　 24(12),　 1689-1692.
　 　Hall,　 C.,　 alld　 △_so　 T　 (1999):　 Mesospheric　 velocities　 and　 blloyallcy　 subrange　 spectral　 slopes　 determiiled　 over
Svalbard　 by　 ESR,　 Geophys.　 Res.　 Leu　 ,　26(12り,1685-1688.
　 　 IJrashima,　 A.,　 _Aso　 T　,　Ejiri,　 M.,　 Steen,　 A.,　 Bradstr6111　 U.　 alld　 (}ustavsson,　 B.,　 (1999):　 Camera　 calibratioll　 by　 all
　 　 　 illtegl'atiOll　 spheI・e　 for　the　 auroral　 t.omography　 observation,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　 13,　79-88.
　 　 _Aso　 T　,　Urashima,　 A.,　 Ejiri,　 M.,　 Miyaoka,　 H.,　 Steen,　 A.,　Bradstr6m　 U.　 and　 (lustavssoii,　 B.　 (1998):　 First　 resllhs　 of
　 　 　 auroral　 tomography　 from　 ALIS-　 Japan　 multi-station　 observatiolls　 il/　March,　 1995,　 Earth　 Plallets　 Spa(le,　 50(1),　 63-
80.
_Aso　 T　 Ejiri,　M.,　 Urashima,　 A.,　Miyaoka,　 H.,　Steen,入.,　 BI・2idstr6m　 U.　and　 Gustavssoil,　 B.　(1998):　 Auroral
　　 　 tolnography　 allalysis　of　a　folded　 al℃　observed　 at　the　ALIS-Japaiunulti-statioll　 campaigIl　 oll　March　 26,　1995,　 Pr(x:.
　　　 NIPR　 Sy　IIP.　Upper　 AtInos.　 Phys.,　 11,　1-10.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
垣越 彦,堤 雅 基,ホ ー ル ク リ ス,ス バ ル バ ー ル 流 星 レ ー ダ ー　 (NSMR)観 測 の 概 観 と ト ロ ム ソ 流 星 レ ー ダ ー
(NTMR)計 画,第27回 極 域 に お け る 電 離 圏 磁 気 圏 総 合 観 測 シ ン ポ ジ ウ ム,国 立 極 地 研 究 所,2003年7月31日一
8月1日.
麻 生 一'彦,わ が 国 に お け るEISCATの 将 来 計 画,第27回 極 域 に お け る 電 離 圏 磁 気 圏 総 合 観 測 シ ン ポ ジ ウ ム,国 立
極 地 研 究 所,2003年7月31EJ-8月1日.
麻 生tt'-i'1-li',堤雅 基,ホ ー ル ク リ ス,極 域 超 高 層 に お け る 大 気 潮 汐 波 の 振 る 舞 い(9)一 ス バ ル バ ー ル 流 星 レ ー ダ
ー とEISCAT,　SOUSY,　 PFMFレ ー ダ ー 観 測,　 GCMモ デ ル と の 比 較 一,2003年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 大 会
(第ll3回),幕 張,2003年5月26-29日.
麻 生ieF2,　 堤 雅 基,ホ ー ル ク リ ス,ガ ル シ ア ロ ラ ン ド:極 域 超 高 層 に お け る 大 気 潮 汐 波 の 振 る 舞 い(8)一 ス
バ ル バ ー ル の 流 星 レ ー ダ ー 観 測 とSOUSY,　 EISCATレ ー ダ ー 観 測,　 GCMモ デ ル の 比 較 一,第ll2回 地 球 電 磁
気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 講 演 会,A42-01,2002年ll月11-14日.
　　 _Aso　 T　,　Tsutsullli,　 M.　and　 Hall,　C.:　First　 results　 of　NSMR　 -NIPR　 /　Norway　 Svalbard　 Meteor　 Radar　 observaUoll　 ill
　 　 　 Longyearbyen　 ill　eaI・ly　2001,　 Pro℃.　The　 lOth　 Internati()nal　 EISCAT　 Works}lop,　 Tokyo,　 Japal/,　 p.　33,　23-27　 July.　,
2001.
△皿:　 Polar-Region　 Large-scale　 Atmosplleric　 Waves　 ill　the　 Mesosphere　 and　 Lower　 Thermosphere,　AGIＴWestern
Pacific　 Geophysics　 Meeting,　 Tokyo、 　Program　 p.　60,　29　J山le,2000.
　 　 ∠X_SO　 T　:　StUdy　 (⊃f　tidal　 dyllalnicS　 ill　the　 arcltic　 inesoSphei'e　 and　 IOwer　 therllloSphere　 by　 the　 EISCAT　 rada「 　all(l
　 　 　 coordinat,ed　 ground-based　 facilities,　 The　 First　 S-RAMP　 Collferel/ce,　 S17-18,　 Sapporo,　 Oct.　 1-6,　 2000.
7.科 学 研 究.費 補 助 金 取 得 状 況
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特定研 究B(2)「 北 極域 にお ける中層 大気 ・熱圏 の力学 的結 合」研究 代 表者 〔平成15～16年)
基盤 研究B　 (2p　「EISCATレ ー ダー に呼 応 した観測 と数値 モデ リングに よる極域 大気潮 汐波 の解明」 研究代 表 者
(平 成14～16年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的 活動
地球 電磁気 ・地球 惑星圏学 会 会員
American　 Geophysical　 lJnion　 会員
国際EISCAT科 学連 合 評議 員
国際北極 科学委 員会ICARp　 ll運 営委 員
東 京書籍刊 「北 極 と南極 の100不 思 議」執 筆 分担
丸善刊 「南極 ・北 極の 百科 事典」 執筆 分担
10.受 賞 な ど
日本地球電 気磁 気学 会 ・田 中館 賞 〔19811
11.他 大学 等で の講義 な ど
総 合研究 大学 院大学数物 科学 科極域 科学 専攻教授1併 任!`2003.4-2004.3)
東北 大学 大学 院理学研 究科 講師(非 常 勤 ・〔2003.4-2004.3)
H本 女子 大学理 学部 数物 科学 科講師.非 常勤 、12003.4-2004.3)i
12.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
国立 極 地研究 所運 営協 議 員会1委 員`,国 立極 地研究 所運営 会議(委 員),国 立 極地研 究 所編 集委 員 会(委 員),
国立極地研 究所 北極 科学 研究推 進特 別 委員会(委 員),国 立極地研 究所非 －F渉散 乱 レー ダー委員 会t幹 事),総 合研
究 大学 院大学 評議 員,総 合研 究 大学 院 ノく学企画 調査 委員 会(委 員),総 合研 究大 学院極域 科 学専攻 委 員会(幹 事),
日本学術 会議宇 宙空 間研 究連絡 委員 会 委 員1,日 本学術 会議極 地研究連絡 委員 会(委 員),日 本学術 会議地球 電磁
気学研究 連絡 委員会(委 員1,名 古屋大学 太陽地球 環境研究 所 共同利用 委員会(委 員),名 古屋 大学 太陽地球環 境研
究 所北極 レー ダー 専門 委員 会 ・委員)
13.研 究活 動の課 題 と展望
EISCATレ ー ダーや流 星 レー ダー,MFレ ー ダーな ど と,こ れ に呼応す るオー ロ ラ ・ノ(気光 の地 上光学 観測 によ
り,中 層 大気 か ら熱圏 に広が る超高層 大気 にお ける種 々の スケ ールの波動擾 乱の消 長 と波動 を介 した 大気 各層の結
合,さ らに長期 的 には ド層 ノく気の温暖 化 に繋が る中層大気 の寒冷化 な ど,広 汎 な領域 で相互 に複雑 に絡み 合 った極
域 中層 ・超高 層大気環境 とその変動過 程 につい て解明す る ことをゴー ル として いる、極域超 高層 は また,太 陽風磁
気圏相 互作 用に よ り,オ ー ロラ をは じめ とす る さ まざまな電磁 気現 象が 生起す る開放 された複雑 系で ある こ とか ら,
レー ダー と地 一ヒ光学観 測の 有機的 な連 携 に よ り,オ ー ロラ現 象や太 陽擾乱 の電 離圏 ・熱圏,中 層 大気への 影響 につ
いて研究 を進 めて い く、
③ 佐藤 夏雄 ・情 報 科学セ ンター長1併 任),教 授,総 合研究 ノく学 院 ノく学 数物 科学研究 科極域 科学 専攻教授(併 任),
理学博ir　 !東 京大学:1979年)
1.専 門領域:磁 気圏物 理学
2.研 究 課題:　,Superl)ARNレ ー ダー と可視オー ロ ラによる極域電 磁圏擾 乱 の研 究,及 び,オ ー ロラ現 象の 南北 半球
比 較研究
3.研 究 活動 の概 要 と成果1当 該年 ・
1)脈 動 オー ロ ラのFAST衛 星 と昭和 基地 一 ア イス ラン ド共役点 同時観測 イベ ン トの解析 を進 め,発 生領域 が磁 気
赤 道 面でな く地球 に近 い場所 であ るこ とや,形 状 にポテ ンシャル構造が 関係す る こ と,オ ーロ ラ形状 には 共役性
が ない こ とな ど,脈 動 オー ロラの発 生機構 に関 す る新 たな 事実 を得 るこ とがで き,そ の結 果 を論 文 に投稿 した
2)2003年9月 に実施 した ア イスラ ン ドと昭和基地 の共役点 観測 中に,一 二晩 連続 で オーロ ラブ レイクア ップ現 象の
共役性 に関す る興味深 いデ ー タが得 られ た 昭和基地 か ら ・部のデ ー タを取 り寄せ,初 期解析 を進め た その結
果,一 晩 は過去20年 間の観測 で は得 られて い ない,共 役性 が極め て良 い現 象で あっ た 微細 構造 の共 役性 な ど
今 後の成 果が期待 で きる
3)2003年11月23日 に南極大 陸で皆 既 日食現 象 に起 こった この 日食 に伴 う磁場 変動 やSlll)erDARNの 初期 解析
一 一17一
45.
を 行 っ た と こ ろ,予 想 以 上 に 大 き な 擾 乱 が 南 北 両 半 球 で 発 生 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 南 極 で の デ ー タ 入
手 は 遅 れ る こ と か ら,北 半 球 の ア イ ス ラ ン ド,　 IMAGE,　 グ リ ー ン ラ ン ド な ど 磁 力 計 ネ ッ ト ワ ー ク の デ ー タ 解 析
を 行 っ た,、 そ の 結 果,日 食 の 影 響 と 見 ら れ る 磁 場 変 動 が 観 測 さ れ て い た 。
研 究 活 動 歴
第15次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1973-1975)
仏 国 ケ ル ゲ ー レ ン 基 地(交 換 科 学 者)参 加(1977)
ソ 連 マ ラ ジ ョ ー ジ ナ や 基 地(交 換 科 学 者)参 加(1979-1980)
第22次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1980-1982)
第29次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1987-1988)
第34次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1992-1994)
オ ー ロ ラ 共 役 点 観 測(ア イ ス ラ ン ド)参 加(1977,83,84,85,86,88,89,90,91,94,95,96,97,98,99,2000,01,02,03)
国 際 共 同 大 気 球 実 験(ノ ル ウ ェ ー)参 加(1985)
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Nishitani,　 N.,　 Lester,　 M.,　 Milan,　 S.　E.,　 Ogawa,　 T.,　_Sato　 N　 ,　Yamagishi,　 H.,　Yukimatu,　 A.　 S.,　and　 Rich,　 R　 J.(2004):
　 Unusual　 ionospheric　 echoes　 with　 high　 velocity　 and　 very　 low　 spectral　 width　 observed　 by　 the　 SuperDARN　 radars
　 in　the　 polar　 cap　 during　 high　 geomagnetic　 activity.　 J.　Geophys.　 Res.,　 109,　 AO2311,　 doi:10.1029/2003JAO10048,
2004.
Milan,　 S.　 E.,　 Lester　 M.,　 and　 Sato　 N.　 (2003):　 Multi-frequency　observa ons　 of E　 region　 HF　 radar　 aurora,　 Ann.
Geophysicae,21,761-777.
Nishitani,　 N.,　 Papitashvili,　 V.,　 Ogawa,　 T.,蘂L,　Yamagishi,　 H.,　 Yukimatu,　 A.　 S.,　 and　 Rich,　 F　 J.　 (2003):
　 Interhemispheric　asymmetry　 of　the　 high　 latitude　 ionospheric　 convection　 on　 May　 11-12,　 1999.　 J.　Geophys.　 Res.,
108(A5),ll84,doi:10.1029/2002JAOO9680.
Hosokawa,　 K.,　 Woodfield,　 E.　 E.,　 Lester,　 M.,　 Milan,　 S.　E.,　 S酬,Yukimatu,　A.　 S.,　 and　 Iyemori,　 L　 (2003):
　 Interhemispheric　comparison　 of　spectral　 width　 boundary　 as　observed　 by　 the　 SuperDARN　 radars.　 Anll.　 Geophys.,
21,1553-1565.
Milan,　 S.　E.,　 Sato　 N.,　 Lester　 M.,　 Murata　 Y.,　Doi　 H.,　 Shinkai　 Y.,　Frey　 H.　 U.,　and　 Saemundsson　T.　 (2003):　 E　 region
　 echo　 characteristics　 governed　 by　 auroral　 arc　 electrodynamics,　Ann. G ophys,　 21 1567-1575.
Kataoka,　 R.,　Fuk皿ishi,　 H.,　Hosokawa,　 K.,　Fujiwara,　 H.,　Yukimatu,　 A.　 S.,　_Sato　 N　,　and　 Tung,　 Y.-K　 (2003):　 Transient
　 production　 of　F　region　 irregularities　 associated　 with　 TCV　 passage.　 Alm.　 Geophys.,　 21,　 1531-1541.
Wild,　 J.A.,　 Milan　 S.E.,　 Cowley　 S.W.H.,　 Dunlop　 M.W.,　 Owen　 C.J.,　 Bosqued　 J.M,　 Taylor　 M.G.G.T.,　 Davies　 J.A.,　 Lester
　 M.,　 Sato　 N.,　 Yukimatu　 A.S.,　 Fazakerley　 AN.,　 Balogh　 A.,　 and　 Rbme　 H.　 (2003):　 Coordinated　 interhemispheric
　 SuperDARN　 radar　 observations　 of　 the　 ionospheric　 response　 to　 flux　 transfer　 events　 observed　 by　 the　 Cluster
spacecraft　 at　the　 high-latitude　 magnetopause,　 Ann.　 Geopん:48乞cα θ,21,1807-1826.
Hosokawa,　 K.,　 Ogawa　 T.,　Sato　 N.,　 Yukimatu　 A.　 S.　and　 Iyemori　 T.　 (2003):　 A　 statistical　 investigatioll　 of　AIItarctic
　 polar　 mosposphere　summer　 echoes　 observed　 with　 the　 Syowa　 Station　 HF　 radaer,　 Geophys.　 Res.,　 Lett.,　 31,
LO2106,doi:10.1029/2003GLOI8776.
Ogawa,　 T.,　Hosokawa,　 K.,　Nishitani,　 N.,　_Sato　 N　 ,　Yamagishi,　 H.,　and　 A.　S.　Yukimatu　 (2003):　 Characteristics　 of　polar
　 mesosphere　 summer　 echoes　 observed　 with　 oblique　 incidence　 HF　 radars　 at　 Syowa　 Station.　 Adv.　 Polar　 Upper
Atmos.Res.,17,13-29.
Fukuda,　 A.,　 Mukumoto　 K.,　 YoshihirO　 Y.,　Nagasawa　 M.,　 Yamagishi　 H.,　 Sato　 N.,　 Yang　 H.,　Yao　 M.　 W.,　 and　 Jin　 L　 J.
　 (2003):　 Experiments　 on　 meteor　 burst　 communications　ill　the　 An arctic,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.'Res.,　 17,　 120-
136,2003
_Sato　 N　 ,　Wright,　 D.　 M.,　 Ebihara,　 Y.,　Sato,　 M.,　 Murata,　 Y.,　Doi,　 H.,　 Saemundsson,　T.,　Milan,　 S.　 E.,　Le t.er,　 M.　 and
　 Carlson,　 C.　W.　 (2002):　 Direct　 comparison　 of　pulsating　 aurora　 observed　 simultaneously　 by　 the　 FAST　 satellite　 and
　 from　 the　 ground　 at　Syowa,　 Geophys.　 Res.,　 Lett,　 29(21),　 2041,doi:10.1029/2002GLO15615.
Sakanoi,　 T.,　Fukunishi,　 H.,　 Okano,　 S.,　_Sato　 N　 ,　Yamagishi,　 H.　 and　 Yukimatu,　 A.　 S.,　(2002):　 Dynamical　 cOUI)ling　 of
　 neutrals　 aIld　 ions　 ill　the　 hight-latitude　 F-region:　 Simuitaneous　 FPI　 and　 HF　 radar　 observation　 at　Syowa　 st.atioll,
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 Antarctica, J. Geophys. Res.,  107(A11), 1388,  doi:10.1029/2001JA007530. 
Ogawa, T., Nishitani, N., Sato, N.,  Yamagishi, H. and  Yukimatu, A. S. (2002): Upper mesosphere echoes with the 
 Antarctic Syowa HF radar, Geophys. Res.,  Lett.,, 29(7), 1157,  doi:10.1029/2001GL014094. 
Matsuoka, H.,  Yukimatu, A. S., Yamagishi, H.,  Sato, N., Sofko, G. J., Fraser, B. J.,  Panomarenko, P., Liu, R. and 
 Goka, T. (2002): Coordinated  observations of Pc 3 pulsations near cusp latitudes, J. Geophys. Res., 107(A1), 
 1400,  doi:10. 1029/2002JA000065. 
Milan, S. E.,  Sato N., Murata, Y., Doi, H., Lester, M.,  Yoenian T. K. and Saemundsson, T. (2002): The spectral 
 characteristics of E region radar echoes colocated with and adjecent to visual auroral arcs, Ann. Geophys, 20, 
 795-805. 
Nishitani, N., Ogawa, T.,  Sato N., Yamagishi, H.,  Pinnock, M., Villain, J., Sofko, G. and Troshichev, 0. (2002): A 
 study of the dusk convection cell' s response to an IMF southward turning, J. Geophys. Res., 107, SMP3-1-15, 
 doi:10.1029/2001JA900095. 
Hosokawa, K., Woodfield, E. E., Lester, M., Milan, S. E., Yukimatu, A. S. and Sato, N. (2002): Statistical 
 Characteristics of Spectral Width as Observed by the Conjugate SuperDARN Radars, Ann. Geophys., 20,  1213-
 1223. 
Hosokawa, K., Sugino, M., Lester, M.,  Sato, N., Yukimatu A. S. and Iyemori, T. (2002): Simultaneous measurement 
 of duskside subauroral irregularities form the CUTLASS Finland radar and EISCAT UHF system, J. Geophys. 
 Res., 107(Al2), 1457, doi:10.1029/2002JA009416. 
Hongqiao, H., Liu, R.,  Liu, Y., Liu, S., Yang, H.,  XII, Z., Sato, N. and Yamagishi, H. (2002): The extremely intense 
 CAN events observed at Zhongshan Station in July, 2000, Chinese Journal of Polar Science, Vol. 13, No. 1, 7-14. 
Saka, 0.,  Kitantura, T., Tachihara, H., Shinohara, M., Trivedi, N. B.,  Sato, N., Ruohoniemi, J. M. and Greenwald, R. 
 A. (2001): Substorm onset signature at auroral zone as observed with SuperDARN and equatorial 
 magnetometers,  J. Geophys. Res., 29,037-29,050. 
Milan, S. E., Sato N. and Ejiri, M. (2001): Auroral forms and the field-aligned current structure associated with field 
  line resonances, J. Geophys. Res., 106, 25,825-25,833. 
Hosokawa, K., Iyemori, T., Yukimatu, A. S. and Sato, N. (2001): Source of field-akigned irregularities in the 
  subauroral F region as observed the SuperDARN radars, J. Geophys. Res., 106, 254,713-24.
Milan, S. E., Lester, M., Sato, N., and Takizawa, H. (2001): On the altitude dependence of the spectral 
  characteristics of decametre-wavelength E region backscatter and the relationship with optical auroral forms, 
  Ann. Geophys., 19, 205-. 
Koustov, A.V., Andre,  I)., Igarashi, K., Sato, N., Yamagishi, H. and Yukimatu, A. S. (2001): Observations of 50-MHz 
 and 12-MHz auroral coherent echoes at Antarctic Syowa station,. J. Geophys. Res., 106, 12,875-12,887.. 
Ogawa, T., Buchert, S. C., Nishitani, N.,  Sato, N. and Lester, M. (2001): Plasma density suppression process around 
 the cusp revealed by simultaneous, CUTLASS and EISCAT Svalbard radar observations, J. Geophys. Res., 106, 
  5551-5564. 
Milan, S. T., L. J. Baddeley, M. Lester, and N. Sato, A seasonal variation in the convection response to IMF 
 orientation  , Geophys. Res., Lett., 28, 3, 471-474, 2001. 
 Sato N., Murata, Y., Yamagishi, H., Yukimatu, A. S., Kikuchi, M., Watanabe, M., Makita, K., Yang, H., Liu, R. and 
  Rich, F. J.(2001): Enhancement of optical aurora triggered by the solar wind negative pressure impulse (SI-), 
  Geophys. Res., Lett., 28, 1, 127-130. 
 Watanabe, M.,  Sato, N., Greenwald, R. A., Pinnock, M., Hairston, M. R., Rairden, R. L. and McEwen, D. J. (2000) 
  The ionospheric response to interplanetary magnetic field variations: Evidence for rapid global change and the 
  role of preconditioning in the magnetosphere, J. Geophys. Res., 105, 22,955-22,977.. 
Yang, H.,  Sato  N., Makita, K., Kikuchi, M.,  Kadokura, Ayukawa, M., Hu, H. Q., Liu, R. Y. and Haggstrom, I. (2000): 
  Synoptic auroral display along the postnoon auroral oval: A survey with all-sky TV observation  at. Zhongshan, 
  Antarctica, J. Atmos. Terr. Phys., 62, 787-797. 
Milan, S. E., Lester, M., Sato, N., Takizawa, H. and  Villain,  J. P. (2000): Investigation of the relationship between
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　 　 　 optical　 allroral　 forms　 and　 HF　 radar　 E　region　 ba(lkscatter,　 Alm.　 Geophys.,　 18,　608-617.
　 Mllrata,　 Y.,　Sato　 N　,　Yamagishi,　 H.,　Yukimatu,　 A.　S.,　Kikl1(:hi,　 M.,　 Makita,　 K.,　Ogawa,　 T.,　Yallg,　 H.,　Liu,　 R.　and　 Walke「,
A.　D.　 (2000):　 Sillmltalleo/ls　 quasトperi()di(:　 ol)tical　 an(l　 IIF　 radar　 sigllatures　 observed　 ill　the　 pOStllOOII　 se(ttolE,　 Adv.
　 　 　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　 14,　34-44.
Hu,　 H.,　Liu,　 R.,　Yang,　 H.,　Makita,　 K.　aild岨L　(1999):　 The　 Allroral　 occurl'ellce　 over　 Zhoiigshan　 Statioll,　 chillese
Jourllal　 of　Polそ〕rSc:iellce,10,2,101-109.
魍,　 Mllrata,　 Y.,　 Yamagishi,　 H.,　 Yllkimatu,　 A.　 S.,　 Kiku(:hi,　 M.,　 Makita,　 K,　 Yallg,　 H.　 and　 Liu,　 R.　 (1999):
　 　 　 Simllltalleolls　 ohservation　 of　Syowa　 East　 HF　 radar　 and　 Zh(mgshall　 optical　 aurora　 associated　 with　 the　 solar　 wind
　　　　negative　 pressllre　 iinpulse,　 Chillese　 Journal　 of　Polar　 Science,　 10,　2,　81-87.
魍,　 Nagato,　 T.　and　 Saemundsson,　Th.　 (1999):　 Extremely　 I)eriodic　 pulsatillg　 allrora　 observed　 neal'　 L=6:　 A　llew
　 　 　 type　 I)ulsting　 aul'ora,　 Adv.　 Polar　 UI)per　 Atmos.　 Res.,　 13,　57-66.
　 　 Nishitalli,　 N.,　Ogawa,　 T.,　Pinnock,　 M.,　 Freeman,　 M.,　 Dudelley,　 J.,　VillaN,　 J.-P.,　 Baker,　 K.,　Sato　 N.,　Yamagishi,　 H.　al}(i
　 　 　 Matsumot.o,　 H.　 (1999):　 A　very　 large　 scale　 flow　 bursts　 observe(l　 by　 the　 SuperDARN　 radars,　 J.　Geophys.　 Res.,　 104,
A10,22469-22486.
Lessard,　 M.　 R.,　Hudson,　 M.　 K,　 Anderson,　 B.　J.,　Arlloldy,　 R.　L,　 L　lhr,　H.,　Reeves,　 G.　D.,皿alld　Weatherwax,　 A.
　 　 　 T.　 (1999):　 Evidence　 for　 a　global　 disturbance　 xVith　 m(mochromatic　pulsa ions　 and　 energetic　 electron　 boullciiig,　 J.
Geophys.Res.,104,A4,7011-7023_
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
S岨,　 D.　M.　 Wright,　 C.　W.　 Carlson,　 Y.　Ebihara,　 M.　 Sato,　 T.　Saeinundsson,　 S.　E.　 Milan,　 and　 M.　 Lester,　 Generatioll
　 　 　 regioll　 of　pulsating　 aul'ora　 obtailled　 siinultaneously　 1)y　the　 FAST　 satellite　 alld　 a　Syowa-lceland　 colljussate　 I)ai「　of
　 　 　 observatories,　 XXIII　 IUGG　 General　 Assembly　 Sal)poro,　 Japan,　 A.298,　 June　 30-　 Jllly　11,　2003.
辿 ユL,　 Milan,　 S.　E.,　 Lester,　 M.,　 Yukimatl1,　 A.　 S.,　Miyaoka,　 H.,　Shinkai,　 Y.,　Mllrata,　 Y.,　Deguchi,　 H.,　Saelmllldssol1,
　　 　　 T.,　and　 Villail1,　 J.-P.　 (2003):　 SiIn　 llt,ane〔)us　 observation　 of　c)ptical　 and　 E-region　 radar　 aurora　 over　 Iceland　 during
　 　 　 the　 Syowa-1(:elalld　 col!jugate　 campaigll,　 SuperDARN　 workshol)　 ill　Kiljava,　 Finland,　 2003.5.19-23.
皿,　 Yallg,　 H.,　Hu,　 H.,　Liu,　 R.,　Yamagishi,　 H.,　Yukimatu,　 A.　 S.,　Kikuchi,　 M.,　 Mllrata,　 Y.,　Milan,　 S.　E.,　Lester,　 M.
and町ilna,　 T.,　Bifurcating　 Cusp　 Allrora　 aIid　 Transient　 Travelillg　 Auroral　 Vortices　 (TTAVs)　 under　 Large　 IMF　 By
　 　 　 Condition,　 Sul)erDARN　 workshop　 in　Valdez,　 Alaska,　 2002.5.20-24.
泌,　 Wright,　 D.,　Ebihara,　 Y.,　Sato,　 M,,　 Murata,Y.,　 Doi,　 II.,　Saemlllldsson,　 T.,　Milan,　 S.,　Lester,　 M.　 and　 Carlson,　 C.
　 　 　 W.,　 Temporal　 and　 spatial　 featllres　 of　I)ulsatilig　 aurora　 ol)served　 siinultaneously　 froln　 the　 FAST　 satellite　 alld　 oll
　 　 　 the　 ground,　 SCAR　 STAR　 Workshop,　 Jllly　2002,　 Shanghai.
泌,　 Yang,　 II.,　Liu,　 R.,　Hu,　 Hollgqiao,　 Kikuchi,　 M.,　 Mllrata,　 Y.,　Yamagishi,　 H.,　Yukiinatu,　 A.　 S.,　Watanabe,　 M.,
　 　 　 Ejiri,　 M.,　 Okada,　 M.,　 Okano,　 S.,　Milan,　 S.　E.,　Lester,　 M.,　 Villain,　 J.-P.　 alld　 Iijima,　 T.,　Dynamics　 of　dayside　 allro「a
　 　 　 with　 relatioll　 to　 the　 ionospheric　 c()11vect,iol/:　 Movillg　 Vortex　 Auroral　 Forms　 (MVAF's),　 Superl)ARN　2001
　 　 　 workshop,　 Venice,　 200L5.21-25.
　 　 Sat.o　 N　,　Mllrata,　 Y.,　Doi,　 H.,　Sato,　 M.　 and　 Saemulldssorl,　 T.,　Col!jugaxy　 and　 Iloll-conjugacy　 of　pulsating　 alll'ora　 alld
　 　 　 westward　 traveling　 surge　 observed　 at　 Syowa-lcelalld　 c()1)jussate-pair　 stat.iolls　 ill　the　 auoral　 zone,　 IAGA　 and
　 　 　 IASPEI,　 IIanoi,　 Vietnam,　 August,　 2001.
魎alld　 Saemllluissol1,　 T.,　Geomaglletically　Conjugat,e　 Auroras　 between　 Syowa　 .Statioll　 and　 Iceland,　 SCAR
　 　 　 STAR　 Workshop,　 July　 2000,　 Tokyo.
泌,　 Murata,　 Y.,　Yamagishi,　 H.,　Yukimat.u,　 A.　 S.,　Kikuchi,　 M.,　 WataIlabe,　 M.,　 Makita,　 K.,　Yallg,　 H.,　 Liu,　 R.　 alld
　 　 　 Rich,　 F.　J.,　Sudden　 Enhancement　of　Optical　 Aurora　 and　 Sl11)erDARN　 HF　 Radar　 Echoes　 associated　 with　 1,he　Solar
　 　 　 Wind　 Negative　 Pressure　 Impulse,　 AGU　 Fall　 Meetillg,　 December　 !999,　 CaliforIlia,　 USA
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
二 国 間 交 流 事 業 日 中 科 学 協 力 事 業(共 同 研 究)「 昭 和 基 地SUperDARNレ ー ダ と 中 山 基 地 オ ー ロ ラ 観 測 装 置 群 に
よ る 極 域 電 磁 圏 ダ イ ナ ミ ク ス の 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成15～17年 度)
基 盤 研 究(B)(2)(海 外 学 術 調 査)「 太 陽 活 動 極 大 期 に お け る オ ー ロ ラ 微 細 構 造 の 南 北 半 球 対 称 性 ・非 対 称 性 の
研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成13～16年 度)
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基盤 研究(A)、2)「 国際SUperr)ARNレ ー ダー網 に よる極 域電磁 圏擾乱 の南北 半球比 較研究」1研 究代 表 者)(平
成11～14年 度)
二国 間交流 〔日英科学 協力 事業 共同研究 「日英 大型短波 レー ダー に よる極域 電磁 圏 ダイナ ミッ クスの 南北 半球
比較研 究」1研 究 代表 者t//i.成13～14年 度//
基盤 研究　.:A　 「1　「EISCATレ ー ダー を用い た国際 共同実験 による超 高層 大気 の研究(研 究 分担者)('F成12-一 一・
15年 度)
特定 領域研 究iBi　 「北 極域 におけ る中層 大気 ・熱圏の 力学的結 合」`研 究分担 者1(平 成ll～16年 度)
8.講 演 な ど
新潟 県 中越高校 悠 久会講演 会 〔2003.7,NHKハ イビジ ョン講演 会2004.L,下 一葉 県浦安市 当代島公 民館 ・南極
教室 講演 会(2004.2)
9.学 会及 び社 会的活動
Allleri℃all　Geol)hysical　 Ilni(m　 会員,地 球電 磁 気 ・地球惑 星圏学 会.、会員 、,日 本学 術会議 地球電磁 気学研究連
絡委 員会 〔委員:19892-91.8,日本学 術 会議 地球 電磁 気学 研究 連絡 委 員会STE専 門委 員(委 員:1989.2-94.3),
地球電 磁 気 ・地球 惑 星圏学 会運営 委 員会(委 員:1989.4-93.3,1995.4-97.3),名古屋 大学 太陽地球 環境研 究所 共同
利 用 委員 会 ビ委員:1990.2-923,1994.4-98.3,名古屋 大学 太陽 地球 環境研 究 所 共同 利用委 員 会専 門委 員会(委
員:1990.6-922,1994.4-96.3,日本学術 会議宇宙 空間研究 連絡 会1委 員:1991.9-2000.9),千 葉 大学 工学 部修士論
文審 査 委員 会 ・委員:19922,名 占屋 大学 太陽地 球環境 研究 所運営 協議 員 会(委 員:1994.1⇒,郵 政 省通信 総合
研究所 客 員研 究 員/i'1994.4-99.3.,日 本学術 会議極 地研究連絡 会(委 員:19959-2000.8),九 州 大学理 学部 博 士論文
審査 委員 会(委 員:1998.2-98.3,総 務 省地球環境 保 全国際委 員会1委 員:2001.4-)
10.受 賞 な ど
El本 地球電 気磁気学 会 ・田中館賞ii1982,米 国宇宙 セ ン ター(NASA)・ グルー プ研 究費q9981・
11.他 大学等 での講義 な ど 当該年.
総 合研 究大 学院 大学 数物 科学科 極域 科学 専攻 教授1併 任ノL,2003.4-200431
12.所 内外 の 主要 な会議 委員 な ど
国 立極 地研 究所 運営 協議 員 会 委 員1,国 立極 地研 究所 運営 会議`委 員1,国 立 極 地研究 所宙 空専 門委 員 会(委
員:幹 事),国 立 極地研究 所 設営 専門 委員 会通信 分科 会(委 員),名 古 屋 大学 太陽地球 環境研 究所運営 協議 員会(委
員),総 務省 地球環境 保 全国際 委員 会1委 員1,総 合研究 大学院 大学評議 員1委 員),総 合研 究 大学 院大学 運営 会議
1委 員)
13.研 究 活動 の課題 と展望
脈動 オー ロラの 共役点 ・　FAST衛 星 同時 観測 に よ り,脈 動 オー ロラの発 生領域 を明 らか にす る ことが で きた、今
後,こ の事実 を基 に,多 くの イベ ン トの特性 を考慮 して,脈 動 オーロ ラの発 生機構 の本質 とな るモ デル を提案 した
い 、.
2003年9月 の共 役点観測 で得 られた オー ロラは過 去最 高 に興味深 い オー ロラブ レ イクア ップ現 象であ り,昭 和基
地の 全デー タが 手元に入 り次 第,詳 細 な解析 を進め たい
2003年11月23日 に起 きた南極 大陸での皆既 日食は,オ ー ロラ帯 で 初め ての事例 であ り,ど の ような現 象が 引 き
起 こ され るかが ノく変 興味深 い 現 時点 で は,予 想以 ヒの 大 きな電 離 圏擾 乱が南 北両 半球 で観測 され てお り,そ の因
果 関係 を探 ってい る
SUperDARNレ ー ダー を用いた観測 研究 で は,昭 和基 地SENSU　 HFレ ー ダーの 共役点 視野 であ る レー ダー を担 当
す る英国 レス ター ノく学 との研 究協 力関 係が よ り深 くな り,相 互に多 くの 共同研 究 を推 進す るこ とが で きた また,
南極側 レー ダー に関 しては,英 国 南極調査所 や フラ ンス宇宙機 構 な どとの 共同観測 も進展 してい る.、さらに,中 国
中山 基地で の 日中共同観 測 も順調 に進 んでい るので,日 本が 得意 とす る・∫視 オー ロラ とSuperDARNレ ー ダー との
同時観測 に関す る研究 成果が 層 進 展す る もの と期待 して いる
④ 山岸久雄
1.専 門領域
2.研 究 課題
研究系超高層物理学第一一研究部門教授,総 合研究ノく学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),
-11学博士(京 都大学:1988年1
超高層物理学
電波を用いた電離圏 ・磁気圏現象の観測的研究
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3.研 究活動 の概 要 と成果
平成15年1月13日 か ら2月7日 にか けて南極 大陸 を半周 した2機 の南 極周 回気球 の電 磁波 動観測 デ ー タを解 析 し
た.、飛行 の前 半で は2機 の 間隔が150kmか ら600kmま で徐 々に増大 す るにつれ,2機 で観 測 され るポー ラー コーラ
ス強度の相 関が次 第 に低 下 した、,また気球 と南極 サナエ基 地の距 離が変化 す るにつれ,両 者 で観測 され る コー ラ ス
の相関 も変化 した,.こ れ らか ら,ポ ー ラー コー ラスの空 間的ひ ろが りを推定 す るこ とがで きた。
イ メー ジング リオメー タの全 地球的 ネッ トワー ク観測 が 英国 ランカス ター大学 よ り提案 されてい る。 この よ うな
観 測 に対応で きる ように,観 測 デー タを準 リアル タイム に伝送 す る通信 機能 を備 えた38.2MHzの イ メー ジング リオ
メー タを製作 し,昭 和 基地 に設 置 した。従来 か ら設置 され てい る30MHzの イ メー ジ ングリオ メー タとの2周 波 同時
観測 が行 なわれ,吸 収 量の周波 数依存性 を調べ るデ ー タが取得 され てい る。
英 国南極 調査 所 に よ り消 費電 力 をQIW級 に抑 えた無 人磁 力計 が 開発 され,平 成15年1月 よ り昭 和基 地周辺 と ド
ー ムふ じで観 測が 始め られて い る。 この システム の考 え方 を活用 し,測 定 感度 を さ らに1桁 近 く上 げ,地 磁 気脈動
研究 に対応 で き,さ らに衛 星電話 に よるデー タ伝 送 によ り,観 測現 場 までデー タ回収 に行 かず に済 む無 人磁 力計 の
製作 を行 な って いる。 この システムは平成17年 か ら昭和 基地周辺 で試験観 測 を開始 す る予 定。
4.研 究活動 歴
第19次 南極 地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1977-1979)
第26次 南極 地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1984-1986)
ドイツ ・マ ックスプ ランク大気物理研 究所(客 員研究 員)研 究(1990年)
第36次 南 極地域観 測隊(夏 隊)参 加(1994-1995)
第38次 南 極地域観 測隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
第45次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)越 冬 隊長 と して越冬 中(2003-2005)
5.学 術論文(過 去5年 間の 重要論文)
　 　Nishitani,　N.,　Lester,　M.,　Milan,　S.　E.,　Ogawa,　 T.,　Sato,　N.,　YamaRishi、 　H.,　Yukimatu,　 A.　S.,　and　Rich,　F.　J.(2004):
　 　　 1.Jnusual　ionospheric　 echoes　with　high　velocity　and　very　low　spectral　width　observed　 by　the　SuperDARN　 radars
　 　 　il/　the　polar　cap　dllring　high　geomaglletic　 activity.　J.　Geophys.　 Res.,　109,　AO2311,　 doi:10.1029/2003JAOIOO48,
2004.
　 　 Nishitani,　 N.,　 Papitashvili,　 V.,　 Ogawa,　 T.,　 Sato,　 N.,　 Yamagishi.　 H.,　 Yukimatu,　 A.　 S.,　 and　 Rich,　 F.　 J.　 (2003):
　 　 　 IIlterhemispheric　asymmetly　 of　the　 high　 latitude　 ionospheric　 convection　 on　 May　 ll-12,　 1999.　 J.　Geophys.　 Res.,
108(A5),1184,doi:10.1029/2002JAOO9680.
　 　 Ogawa,　 T.,　Hosokawa,　 K.,　Nishitani,　 N.,　Sato,　 N.,　Yamagishi.　 H.,　and　 A.　 S.　Yukimatu　 (2003):　 Characteristics　 of　p()lar
　 　 　 mesosphere　 summer　 echoes　 observed　 with　 oblique　 incidence　 HF　 radars　 at　 Syowa　 Stat,ion.　 Adv.　 Polar　 UI)per
Atmos.Res.,17,13-29.
　 Fukuda,　 A.,　Mukumoto　 K.,　YoshihirO　 Y.,　Nagasawa　 M.,　 Yamagishi　 H.,　 Sato　 N.,　 Yang　 H.,　 Yao　 M　 W.,　 and　 Jill　L　 J.
　 　 　 (2003):　 Experilnellts　 on　 meteor　 burst　 communications　in　the　 ARt rctic,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　 17,　 120-
136,2003
　 　 Sakanoi,　 T.,　Fukunishi,　 H.,　 Okano,　 S.,　Sato,　 N.,　 Yamagishi、 　H.　 and　 Yukimatu,　 A.　 S.,　(2002):　 Dynamical　 coupling　 of
　 　 　 neutrals　 and　 iolls　 ill　the　 hight-latitude　 F-region:　 Simultaneous　 FPI　 and　 HF　 radar　 observation　 at　 Syowa　 statiol1,
Alltarctica,　 J.　Geophys.　 Res.,　 107(A11),　 1388,　 doi:10ユ029/2001JAOO7530.
　 　 Nishitani,　 N.,　Ogawa,　 T.,　Sato,　 N.,　Yamagishi、 　H.,　Pinnock,　 M.,　 Villain,　 J.-P.,　 Sofko,　 G.　and　 Troshichev,　 0.　 (2002):　 A
　 　 　 study　 of　 the　 dusk　 collvection　 cell's　 response　 to　 all　IMF　 southward　 turl)ing,　 J.　Geophys.　 Res.,　 107,　 No.A3,
10.1029/2001JA900095,SMP31-15.
躍,菊 池 雅 行,佐 藤 夏 雄,長 野 勇,　 Th.　 Saemundsson　 (2002)　 :昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド地 磁 気 共 役 点 長
期 観 測 か ら 得 ら れ たELF/VLF放 射 の 太 陽 活 動 依 存 性,季 節 変 化,日 変 化 及 び 週 末 効 果,南 極 資 料,46(1),
1-14頁.
Nishino,　 M.,　Yamagishi,　 H..　Sato,　 N.,　Liu,　R.,　Hu,　 H.,　Stauning,　 P.　and　 Holtet,　 J.　A.　 Colりugate　 features　 of　daytime
　 　 　 absorption　 associated　 with　 specific　 changes　 ill　the　 solar　 wind　 observed　 by　 inter-hemispheric　 high-lat,itude
　 　 　 imagmg　 riometers,　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　14,　76-92,　 2000.
　 　 Yamagishi.　 H.,　FUjita,　 Y.,　Sato,　 N.,　Nishino,　 M.,　 Stauning,　 P.,　Lui,　 R.　and　 Saemundsson,　 T.:　Interhemispheric
－22一
　 　 　 conjugacy　 of　allrora　 Poleward　 eXI)allSiOII　 Obser、 ・ed　by　colljugfate　 imaging　 rionleters　 at　～67　and　 75-77　 illval-iallt
　 　 　 latitllde,　Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　14,　12-33,　 2000.
　 　 Nishino,　 M.,　Gorokov,　 N,　 Tanaka,　 Y.,　Yamagishi　 H.　and　 Hansen,　 T.　Probe　 experimellt　 (;haracterizing　 30-MIIz　 radio
　 　 　 wave　 scatter　 in　the　high-latitude　 iollosphel'e,　 Radio　 Sci.、　34,　NO.4,　 883-898,　 1999.
　 　 Hirashjma,　 Y.、　Shimobayashi,　 H..　Yamagishi、 　U,,　Suzuki、 　H.,　Murakami,　 H.Yamada,　 A.、　Yamaganli,　 T.,　Namiki.　 M.　and
　 　 　 Kodama,　 M.MHD　 wave　 characteristics　 inferre(1　 from　 correlations　 t)etween　 X-rays,　 VLF　 and　 ULFs　 at　Syo、va
　　　　Statio11,　Antarctica　 and　 Tj()1'lles,　Iceland(L～6),　 Earth　 Planets　 Spa(le,　 51,　33-41,　 1999.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
雌,　 PPB実 験 グ ル ー プ,南 極 周 回 気 球 観 測 シ ス テ ム ー 編 隊 飛 行 に よ る 磁 気 圏 現 象 の 時 空 間 変 動 観 測 一,第
112回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 講 演 会(調 布),2002年11月
山 、崖 久 雄,菊 池 雅 行,佐 藤 夏 雄,長 野 勇,　 Th.　 SaemUlldssOll,　 昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド地 磁 気 共 役 点 に お け る
ELF/VLF放 射 の 電 離 層 日照 効 果,週 末 効 果,第110回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 講 演 会(福 岡),2001年11
月
　 　 Yamagishi、 　H.,　Sato,　 N.,　Nagano.　 1.　and　 Saeinundsson,　 Th.　Weekelld　 decrease　 and　 sunlit　ionosphere　 effect　found　 ill
ELF/VLF　 emissions　 ol)served　 at　geoinagnetic:ally　 c;onjugate　 stations,　 IAGA総 会,2001年8月20～31日,ハノ イ
　 　 Yamagishi,　 H.,　Sato,　 N.,　Nishino,　 M.,　Staullillg,　 P.　and　 Liu,　 R.,　Interhemispheric　 conjugacy　 of　auroral　 l)oleward
　 　 　 expansion　 observed　 by　 conjugate　 imaging　 riometers　 at　67　and　 75-77　 invariant　 latitude,　 "Testern　 Pacifi℃
　 　 　 Geophysical　 Meetillg,　 Tokyo,　 June　 27-30,　 2000
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
一般 研 究(基 盤 研 究A2)「 国 際SuperDARNレー ダ ー 網 に よ る 板 蔵 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(平 成11～
14年)(研 究 代 表 者 佐 藤 夏 雄)
日英 科 学 協 力 事 業 共 同 研 究 「日 英 大 型 短 波 レ ー ダ ー に よ る 極 域 電 磁 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(平
成13～14年)(研 究 代 表 者 佐 藤 夏 雄)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
American　 Geophy.　 sical　Union,　 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 会 員
10.受 賞 な ど
米 国 宇 宙 セ ン タ ー(NASA)・ グ ル ー プ 研 究 費(1998)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 共 同 研 究 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 宙 空 専 門 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 南 極 圏 環 境 モ
ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 運 営 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 情 報 科 学 セ ン タ ～ 運 営 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究
所 非 干 渉 散 乱 レ ー ダ 委 員 会(委 員),名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 共 同 観 測 情 報 セ ン タ ー 運 営 委 員 会(委 員),第
18期 目 本 学 術 会 議 電 波 科 学 研 究 連 絡 委 員 会H分 科 会(委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
南 極 大 陸 に お け る 無 人 多 点 観 測 技 術 の 発 展 の レ ビ ュ ー よ り,今 後 必 要 な 基 盤 技 術 と し て 遠 隔 デ ー タ 通 信,投 下 方
式 に よ る 設 置,極 省 電 力 設 計 が 必 要 で あ る と の 認 識 に 達 し た 、 こ れ に 沿 っ た 技 術 開 発 を 今 後 進 め,広 範 囲 に わ た り
大 き な 自 由 度 で 観 測 機 を 設 置 で き,そ の 後 の 保 守 が 不 要 な 無 人 観 測 装 置 の 開 発 を 目 指 し た い 、 流 星 バ ー ス ト通 信 は
上 記 遠 隔 デ ー タ通 信 の 一一つ と し て 位 置 付 け ら れ,オ ー ロ ラ 帯 で の ス ホ ラ デ ィ ッ クE層 に よ る 多 重 反 射,D層 に よ る
電 波 吸 収 が 通 信 路 に 及 ぼ す 影 響 が 観 測 デ ー タ の 解 析 に よ り明 ら か に さ れ つ つ あ る 。 南 極 周 回 気 球 実 験 は 平 成14年
12月 ～15年1月 に 昭 和 基 地 か ら 放 球 さ れ,気 球2基 の 編 隊 飛 行 に よ る 磁 気 圏 境 界 領 域 現 象 の 時 間 空 間 変 動 特 性 の 観
測 が 行 わ れ た 。 実 験 デ ー タ は イ リ ジ ウ ム 衛 星 デ ー タ 通 信 に よ り良 好 に 取 得 さ れ,解 析 が 進 行 中 で あ る.
⑤ 宮岡 宏
1.専 門領域
2.研 究課題
情報科学センター助教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助教授(併 任),理 学博
士(東 北大学:1982年)
電離圏 ・磁気圏物理学
オーロラの微細 ・中規模構造とその発生機構に関する研究
一 一23一
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
(F昭 和 基 地 で 受 信 し たDMSP衛 星n∫ 視 画 像 デ ー タ(42次 受 信:4973パ ス)を 処 理 ・編 集 し,極 域 科 学 総 合 デ ー
タ ベ ー ス に 登 録 し た 、受 信 デ ー タ を 用 い た 研 究 で は,オ メ ガ バ ン ド と オ ー ロ ラ ス ト リ ー マ ー に 注 目 し,こ れ ら の
オ ー ロ ラ を 励 起 す る 降 下 電 子 の エ ネ ル ギ ー ス ヘ ク トル を 同 定 し た オ メ ガ バ ン ド を 生 成 す る 粒 子 は4～10keV電
子 で,ソ ー ス 領 域 は プ ラ ズ マ シ ー ト　 (CPS)地 球 側 境 界 に 対 応 す る.ま た,オ ー ロ ラ ス ト リ ー マ ー に は ヒ ー ク エ
ネ ル ギ ー 数keVの 加 速 電 子 が 対 応 す る 、昭 和 基 地 全 天TV画 像 の 解 析 か ら,高 緯 度 か ら 低 緯 度 側 に(磁 気 圏 尾 部
か ら 地 球 方 向 へ)約!knVsecで 移 動 し て い る こ と を 確 認 し,磁 気 圏 内 の 高 速 プ ラ ズ マ 流 　(Bllrsty　 Blllk　Fl()w)　 に
対 応 し た オ ー ロ ラ 現 象 で あ る 可 能 性 が 高 い こ と を 示 し た 、
(2}ド ー ム ふ じ 観 測 拠 点 に お い て 全 天 デ ジ タ ル カ メ ラ,全 天TVカ メ ラ に よ る 初 の オ ー ロ ラ 観 測 を 実 施 し,計144
夜 分(3月 ～9月)の デ ー タ 収 録 に 成 功 し た.、 こ の う ち,2003年5月29日の 磁 気 嵐 開 始 時 の 画 像 を 衛 星 回 線 に て
伝 送 し て も ら い 解 析 し た 、 ドー ム ふ じ は こ の 時 昼 間 側 に 位 置 し て お り,極 め て 強 い 赤 い オ ー ロ ラ(タ イ プA/D)
を2時 間 以}二 に わ た り観 測 し た,こ れ は オ ー ロ ラ オ ー バ ル が 低 緯 度 ま で 拡 大 し た こ と に 伴 い,カ ス プ 域 オ ー ロ ラ
を 極 冠 内 か ら捉 え た も の で あ る,,デ ー タ の 国 内 到 着 後,さ ら に 詳 し い 解 析 を 進 め る 予 定 で あ る 。
(3)2003年3月 に 実 施 し たEISCAT　 UHFレ ー ダ ー/光 学 同 時 観 測 の デ ー タ 解 析 を 進 め る と と も に,2003年11月な ら
び に2004年2月 に 同 様 の 特 別 観 測 を 実 施 した 狭 視 野 カ メ ラ で 撮 像 し た オ ー ロ ラ 画 像 と比 較 す る た め に は レ ー ダ
ー 観 測 の 時 間 分 解 能(通 常 は20秒)を 上 げ る 必 要 が あ る が,差 分 法 を 用 い て 等 価 的 に4秒 毎 の 物 理 量 変 化 を 議 論
で き る よ う に な っ た 、 そ の 結 果,強 い デ ィ ス ク リ ー ト ア ー ク の 両 側 に 約10kmス ケ ー ル の イ オ ン 温 度 ヒ昇 域 が あ
る が,ブ ラ ッ ク オ ー ロ ラ 周 辺 で は そ う し た 明 瞭 な イ オ ン温 度 ヒ昇 は 見 ら れ な い こ と な ど が 判 明 し た
4.研 究 活 動 歴
米 国 ・ジ ョ ン ズ ホ プ キ ン ス 大 学 応 用 物 理 学 研 究 所,文 部 省 短 期 在 外 研 究 員(1985.1Ll986.2)
第28次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1986-1988)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1998-2000)
国 際 共 同 大 気 球 実 験(ス ウ ェ ー デ ン,ノ ル ウ ェ ー)参 加(1982,85)
北 欧 ロ ケ ッ ト実 験(ノ ル ウ ェ ー)参 加(1991)
オ ー ロ ラ 共 役 点 観 測(ア イ ス ラ ン ド)参 加(1991,2002)
オ ー ロ ラ 観 測(ス ウ ェ ー デ ン,グ リ ー ン ラ ン ド)参 加(1995,96,97)
EISCATレ ー ダ ー 特 別 共 同 実 験(ノ ル ウ ユー 一)参 加(2003)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Yokoyama,　 N.,　Kamide,　 Y.　and　 Mivaoka、 　H.　(1998):　 The　 size　of　the　 auroral　 belt　 during　 maglleti(:　 stomls,　 Amn.
Geophysicae,16,566-573.
　 Onda　 K,　 Ejiri,　M.,　Itikawa,　 Y.　and　 Mivaoka.　 H.　(1998):　 Altitude　 I)rofile　of　electr()ll　dellsitY.　and　 oxygen　 greell　 line　ill
　 　 　 active　 auroral　 al℃s　based　 oll　electron　 differential　 Illlmber　 f}ux　observed　 by　soupding　 rocket,　 Proc.　 NIPR　 Sylllp.
　 　 　 Upper　 Atmos.　 Phys.,　 ll,　36-54.
　 　 Aso,　 T.,　Umshima,　 A.,　Ejiri,　M.,　Mivaoka.　 H.,　Steen,　 A.,　BralldstrOm,　 U.　and　 Gustavssoi1,　 B.　(1998):　 First　「esults　of
　 　 　 auroral　 tomography　 frorn　ALIS-Japall　 Imllti-statioll　 ol)servatiolls　 il/　March,　 1995,　 Earth　 Planets　 and　 Sl)ace　 5(D,　63-
80.
　 　 Ebihara　 Y.,　 Ejiri,　 M.　 and　 Mivaoka,　 H.　 (1998):　 Couloinl)　 Iifetime　 of　 the　 rillg　 cllrrellt　 iollS　 with　 time　 val'yillg
　 　 　 plasmasphere,　 Earth　 Plamets　 all(l　SI)ace,　 50,　371-382.
　 　 Ebihara　 Y.,　Ejiri,　 M.　 and　 Mivaoka、 　II.　(1998):　 Enhanceinents　of　(lifferent al　 flux　 of　energetic　 particles　 ill　tlle　ilmer
　 　 　 magnetosl)here　 associated　 wVith　 a　maglletic　 storm,　 Proc.　 NIPR　 Sylnp.　 Upper　 Atmos.　 Phys.,　 ll,　150-153.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Mivaoka、 　H.　 and　 Takeshita,　 S.:　Micro-scale　 strllctures　 alld　 d》mamics　 of　auroral　 arcs　 with　 a　Ilarrow-FOV　 hlgh　 speed
auroralimager,地球 惑 星 科 学 関 連 学 会2003年 合 同 大 会,幕 張 メ ッ セ,2003年5月26日 ～5月29日
　 　 Mivaoka、 　II.　and　 Takeshita,　 S.:　Micro-scale　 structures　 and　 dynami(:s　 of　auroral　 arcs,　 XXIII　 IUGG　 Gelleral　 Asseml)ly
　 　 　 　SaPPoro,　 JaPall,　 ,June　 30-　 July　 l1,　2003.
宜 廼L宏,中 野 啓,門 倉 昭,佐 藤 夏 雄,新 海 雄 一一,海 老 原 祐 輔,江 尻 全 機:昼 側 カ ス プ オ ー ロ ラ の フ ル カ ラ ー 撮
像 観 測.第114回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会,富 山 大 学,2003年10月31日 ～11月3日
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古 前 宏 ,岡 田雅樹,竹 ド 秀,佐 藤 夏雄:オ メガバ ン ド/ト ー チ構造 な らび にオー ロラ ス トリーマ ーの衛 星地 ヒ
同時観測.地 球惑 星科学 関連学 会2002年 合 同学 会,オ リンピ ックセ ンター,2002年5月26日 ～29口.
宜正L宏,岡EH雅 樹:オ メガバ ン ド/ト ー チな らび にオー ロラ ス トリーマーの 衛星他 地ヒ同時観測.第112「[II地 球電
磁 気 ・地球 惑 星圏学 会,電 気通 信 ノく学,2002年11月11日 一14日.
7.科 学 研究 費補助 金取 得状 況
基盤研 究IC)(2)「 オー ロラの微細構造 の解析 とその 生成機構」1研 究代表者)(平 成14--16年1
基盤 研究:A)il2)「 国際SllperDARNレ ー ダー網 に よる極域 電磁 圏擾 乱の南北 半球比 較研究」(研 究分担 者 一'F
成11～14年 度)
特定 領域研 究{Bl(21「 北極域 にお け る中層 大気 ・熱 圏の力学 的結 合F研 究 分担者)('F成11～16年)
基盤研 究B)「 太陽活動 極 大期 にお け るオー ロ ラ微 細 構造 の 南北 半球 対称性 ・非 対称性 の 研究」(研 究 分担 者)
(平 成13～16年'
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社会的活 動
American　 (}eophysi(・al　Uni()ll,　地球電 磁気 ・地球惑 星圏学 会 会員
10.受 賞 な ど
ll.　他 大学等 での講義 な ど
総 合研究 大学院 大学数物 科学科 極域 科学 専攻助教授1併 任:1
12.所 内外 の主要 な会議委 員な ど
名 古屋 大学 太陽地 球環境 研究 所共 同観測情 報 セ ン ター運営 委 員会 ・委員;1,総 合研 究 大学院 大学 国際 シ ンポ ジ ウ
ム実 施委 員会(委 員),情 報 科学 セ ン ター運営 委員 会委員(幹 事),共 同研 究委 員会(委 員),し らせ 後継船 検討 作
業委 員 会(委 員),移 転問題検 討 分科 会 倭 員),南 極 中長期 目標 計画分 科会(委 員),極 地観測 安 全対策常 置 分科
会(委 員),法 人化 分科会財 務WG　 委 員・
13.研 究活動 の課 題 と展 望
オー ロラは全球 規模 の スケールで生 成 され るが,原 因 となるオー ロラ粒 子の加 速 ・散 乱過程 に対応 して ミクロお
よび メンスケ ールの構造 や多様 な時 間変動成 分 を含 んでい る、 したが って,こ うした高 分解能 の観測 デー タを もと
に オ ー ロ ラ粒 子 の加 速 ・散 乱 モ デ ル を推 定 ・構 築 し,そ れ ら を定 量 的 に検 証 す る研 究 が 今 後不 可 欠 とな る、
EISCATレ ー ダーは,オ ー ロ ラ発光 高度 の プラ ズマや電 場 を高精度 に観測 す るこ とが で き,オ ー ロラの微細 構造 や
ダイナ ミックス を研究 す る 上で理 想的 な観 測 手法 の 一ー一つ とい え る　 EISCATサ イ トにおけ るISレ ー ダー と狭視野 イ
メー ジャー を用 いた国際 共同観測 をさ らに進展 させ,上 記 の研究 課題 を追究 す る一
〔6,門 倉 昭 資料 系 オー ロラ資料 部 門助教授,博 士(理 学)1東 京大学:2002年1
1.専 門領域:電 離 圏磁気 圏物理学
2.石 牙究 言果題:
(1)オ ー ロラサ ブ ス トームの観測 的研究
② 南極 周回気球 に よる超 高層物 理現 象の観測 的研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果
地上,ノ ＼工 衛星 同時観 測 デー タを用 いた オーロ ラサ ブス トー ムの研究 を行 って いる 第30次,第44次 日本南極
地域 観測 隊 に参 加 し,昭 和基 地 におい てオー ロラ光学 観測 を行 った また,「 あ けぼの」 衛星搭 載 オ ーロ ラ撮 像 装
置 の観測班 員 として,観 測機器 の運 用、デ ー タ処理 を担 当 した これ らのデ ー タ解析 に よ り,サ ブス トー ムの成長
相,拡 大相 に見 られ る特 徴的 な発達過 程 につ いての 新た な指摘 を行 った、北極域 の ア イスラ ン ド,ロ ング イヤー ビ
ェ ンにお いて も地 ヒオー ロラ光学観 測 を行い,EISCATレ ー ダーや人工衛 星 との同時 観測 を実現 した また,
オー ロラ観測 を 目的 とした ロケ ッ ト実験 に も電場 観測 主担 当 として参 加 した
大気球 による電場観 測 によ りオーロ ラ現 象の研究 を行 ってい る 第1次 南極 周回気球(1)PB!実 験 には,電 場
観 測担 当及 び受 信 デー タ処理担 当 と して参 加 した 第2次PPB実 験 には,電 場 観測,電 離 層全電子数 観測担}ll及
び観測 主任 として参 加 した 地hや 人1:衛 星 との 同時観測 に よ り,主 としてサ ブ ス トーム に伴 う現 象の研究 を行 っ
てい る.,
4.研 究 活動歴
5.
6.
7.
第30次 日 本 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1988-1990)
ア イ ス ラ ン ド共 役 点 観 測 参 加(1993.8-10)
ア ン ドー ヤ(ノ ル ウ ェ ー)ロ ケ ッ ト実 験 参 加(1994.12)
英 国 南 極 局(BAS)(文 部 省 短 期 在 外 研 究 員)研 究(1996)
ス バ ル バ ー ド,ロ ン グ イ ヤ ー ビ ェ ン観 測 参 加(1999.3)
第44次 日 本 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(2002-2004)
第2次 南 極 周 回 気 球 実 験 に 参 加(2003-2004)
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Kadokura,　 A.,　Yukimatu,　 A.　S.,　Ejiri,　M.,　Oguti,　 T.,　PiImock,　 M.　aIld　Hairstoll,　 M.　R.　(2002):　 Detailed　 analy,　sis　of　a
　 subst.orm　 event　 oll　6　and　 7　June　 1989,　 1.　Growth　 phase　 evolution　 of　nightside　 auroral　 activities　 alld
　 ionosphericconvection　toward　 expansion　 phase　 onset,　 J.　 Geophys.　 Res.,　 107(Al),　 1479,　 doi:
10.1029/2001JAOO9127.
Kadokura、 　A.,　Yukimatu,　 A.　S.,　Ejiri,　M.,　Oguti,　 T.,　Pinnock,　 M.　and　 Sutcliffe,　 P.　R.　(2002):　 Detailed　 allalysis　 of　a
　 subst,orm　 event　 oll　6　and　 7　June　 l989:　 2.　Stepwise　 auroral　 bulge　 evolution　 during　 expansion　 phase,　 J.　Geophys.
Res.,107(A1),1480,doi:10.1029/2001JAOO9129.
Kadokura.　 A.,　Yalnagishi,　 H.,　Sato,　 N.,　Ejiri,　M.,　Hirosawa,　 H.,　Yamagami,　 T.,　Torii,　S.,　Tohyama,　 F,　 Nakagawa,　 M.,
　 Okada,　 T.　and　 Bering,　 E.　A.　(2002):　 Polar　 Patrol　 Balloon　 Experiment　 in　Antarctica　 during　 2002-2003.　 Adv.　 Pola「
UpperAtmos.Res.,16,157-172.
Yang,　 H.,　 Sato,　 N.,　 Makita,　 K.,　 Kikuchi,　 M.,　 Kadokura,　 A.,　 Ayukawa,　 M.,　 Hu,　 H.　 Q.,　 Liu,　 R　 Y.　and　 Haggstrom,　 1.
　 (2000):　 Synoptic　 observation　 of　 auroras　 along　 the　 postnoon　 oval:　 a　survey　 with　 all-sky　 TV　 observations　 at
　 Zhongshan,　 AIItarctica,　 J.　Atmosph.　 Solar-Terr.　 Phys.,　 62,　 787-797.
Kadokura、 　A.,　 Ejiri,　 M.　 and　 Oguti　 T.　 (1998):　 Ionospheric　 closure　 of　the　 substorm　 current　 wedge　 systeln　 deduced
　 from　 the　 visible　 auroral　 imager　 aboard　 AKEBONO　(Extended　 abstract),　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Upper　 Atmos.　 Pllys.,
11,139-142.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Kadokura.　 A.,　Yukimatu,　 A.　S.　and　 Ejiri,　 M.:　 Stepwise　 evolutioll　 of　auroral　 sllbstorm　 observed　 by　 meridiall　 scalming
　 photometers　 at　Syowa　 and　 Asuka　 stations,　 Sixth　 Int/ernational　 Conference　 oll　Substorms　 (ICS-6),　 Univ.　 of
　 Washington,　 Seattle,　 U.S.A.　 March　 25-29,　 2002.
Kadokura、 　A.,　 Aso,　 T.,　Sato,　 N.,　Haeggstroem,　 1.,　van　 Eyken,　 A.,　Brekke,　 A.,　Lorentzen,　 D.　 A.,　Moen,　 J.,　Rees,　 1).,
　 Syrjasuo,　 M.,　 Sandholt,　 P.　E.,　Hayashi,　 K.,　Smith,　 R.　 W.,　 Mukai,　 T.　 and　 Carlson,　 C.W.:　 Coordinated　 study　 oll　the
　 electrodynamics　around　 the　 most　 poleward　 arc　 system　 of　the　 double　 oval　 configurat,ion　 ill　a　substoriii　 with
　 EISCAT,　 satellites　 and　 ground-based　 observat,ions,　 The　 10th　 International　 EISCAT　 Workshop,　 NIPR　 ,Tokyo,　 Jllly
23-27,2001.
Kadokura.　 A.,　 Aso,　 T.,　Sato,　 N.,　 Haeggstroem,　 1.,　van　 Eyken,　 A.,　 Brekke,　 A.,　Lorentzen,　 D.　 A.,　 Moen,　 J.,　Rees,　 D.,
　 Syrjasuo,　 M.,　 Sandholt,　 P.　E.,　Hayashi,　 K.,　Smith,　 R.　W.,　 Mukai,　 T.　 and　 Carlson,　 C　 W.:　 Coordinated　 stludy　 on　 the
　 electrodynamics　around　 the　 most　 poleward　 arc　 systern　 of　the　 double　 oval　 configuration　 in　 a　sllbstorm　 with
　 EISCAT,　 satellites　 and　 ground-based　 observations,　 The　 first　S-RAMP　 conference,　 Sapporo,　 October　 2-6,　 2000.
Kadokura.　 A.,　 Ejiri,　 M.,　 Kaneda,　 E.,　 Yamamoto,　 T.,　 Oguti,　 T.　 and　 Pinnock,　 M.:　 Substorm　 growth　 phase　 sigllatul'e
　 observed　 with　 the　 Halley　 HF-radar,　 International　 SuperDARN　 Workshop,　 Tokyo,　 July　 7-10,　 1998.
Kadokura,　 A.,　Ejiri,　 M.,　 Kaneda,　 E.,　Yamamoto,　 T.,　Oguti,　 T.　alld　 Pinnock,　 M.:　 A　case　 study　 of　a　substorm　 occurred
　 oR　 June　 6-7,　 1989,　 IIltemational　 Conference　 ol/　Substorms-4　 (ICS-4),　 Lake　 Hamana,　 March　 9-13,　 1998.
科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
研 究 基 盤 研 究(A)「 国 際SuperDARNレ ー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研 究 分 担 者)(平
成11～14年)
科研費特定領域(B)「 北極域 における中層大気
8.講 演など
9.学 会及び社会的活動
・熱圏の力学的結合」(研 究分担者)(平 成11～16年)
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Ainerican　 Geophysical　 Union,地 球 電磁 気 ・地球惑 星圏学 会
10.受 賞な ど
11.他 大学等 での講義 など
12.所 内外 の主要 な会議 委 員な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
地上 におけ るオー ロラ観 測 を中心 として,オ ー ロラサ ブ ス トームの研究 を引 き続 き行 う。 さらに,南 極 周回気球
(ポ ーラ ーパ トロールバ ルー ン(PPB))実 験 に よ り取得 され たデー タの解析 を行 う。 これ以外 に南 極昭和 基地周
辺3点 及 び ドームふ じ観測拠 点 において無 人磁 力計 に よ り取 得 され たデー タの解 析 も行 う。
⑦ 田 口 真 南 極 圏 環 境 モ ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 助 教 授,博 士(理 学)(東 北 大 学 二1995年)
1.専 門 領 域:超 高 層 大 気 物 理 学
2.研 究 課 題:地 上 及 び 飛 翔 体 か ら の 分 光 撮 像 観 測 に よ る 超 高 層 大 気 物 理 学 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
2001年 に 南 極 昭 和 基 地 に て 観 測 を 行 っ た フ ァ ブ リ ー ペ ロ ー イ メ ー ジ ャ ー の デ ー タ か ら,熱 圏 大 気 ダ イ ナ ミ ク ス
の 研 究 を 進 め,成 果 をIUGGで 発 表 し た 新 全 天 単 色 光 学 系 を 利 用 し た 全 天 イ メ ー ジ ャ ー を フ ァ ブ リ ー ペ ロ ー イ メ
ー ジ ャ ー の リ フ ァ レ ン ス 画 像 取 得 用 に 昭 和 基 地 に 設 置 し た .月 探 査 周 回 衛 星 搭 載 プ ラ ズ マ イ メ ー ジ ャ のFMを 製 作
し,一 一次 噛 み 合 わ せ 試 験 を 実 施 し た 。 金 星 探 査 機 搭 載 赤 外 カ メ ラ の 概 念 設 計 に 基 づ き,試 作 機 を 製 作 し,電 気 性 能
試 験 を 実 施 し た,中 国 極 地 研 と の 共 同 研 究 と し て,新 全 天 イ メ ー ジ ャ ー3式 を 製 作 し,中 国 北 極 基 地 で の オ ー ロ ラ
観 測 に 投 入 し た 。 気 球 搭 載 望 遠 鏡 の 概 念 設 計 を 行 い,キ ー と な る サ ブ コ ン ポ ー ネ ン ト を 試 作 し た 、
4.研 究 活 動 歴
第42次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(2000-2002)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Nakagawa,　 H.,　Fukunishi,　 H.,　Takahashi,　 Y.,　Watanabe,　 S.,　Ta只uchi.　 M.,　 Bertaux,　 J.-L.,　 Lallemellt,　 R.,　and
Qu6merais,　 E.　(2003):　 Solar　 cycle　 dependence　 of　interplanetary　 Lymanαemission　 and　 solar　Wind　 anisot/ropies
　 　 　 derived　 from　 NOZOMI/UVS　 alld　SOHO/SWAN　 observations,　 J.　Geophys.　 Res.,　 (Accepted).
　 　 TaRuchi.　 M.,　 Okano,　 S.,　Sakanoi,　 T.,　Koizumi,　 N.,　Aso,　 T.,　and　 Ejiri,　 M.　 (2002):　 A　new　 meridian　 imagillg
　 　 　 spectrograph　 for　the　auroral　 spectroscopy,　 Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research,　 16,　99-110.
　 　 Shiokawa,　 K.,　Katoh,　 Y.,　Satoh,　 M.,　Ogawa,　 T.,　Taguchi.　 M,　 and　 Yamagishi　 H.　(2002):　 New　 auroral　 spectrometer
　 　 　 usillg　an　acousto-optic　 tl111able　filter,　Advances　 ill　Polar　 Upl)er　 Atmosphere　 Research,　 16,　146-156.
　 　 Taguchi、 　M.,　 Funabashi,　 G.,　Watanabe,　 S.,　Takahashi,　 Y.,　and　 Fukunishi,　 H.　 (2000).　 Lunar　 albedo　 at　hydrogell
　 　 　 Lyinan　 a　by　the　NOZOMI/UvS,　 Earth　 Planets　 Space,　 52,　645-647.
　 　 Taguchi.　 M.,　Fukunishi,　 H.,　Watallabe,　 S.,　Okano,　 S.,　Takahashi,　 Y.,　alld　Kawahara,　 T.　D.　(2000).　 Ultraviolet　 imaging
　 　 　 spectromet.er　 (UVS)　 on　board　 the　NOZ()MI　 spacecraft:　 Instrument,ation　 and　 initial　results,　 Earth　 Planets　 Space,
52,49-60.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
田 口 宜,岡 野 章 一,江 尻 全 機:昭 和 基 地 フ ァ ブ リ ー ペ ロ ー イ メ ー ジ ャ ー に よ る 熱 圏 風 速 ・温 度 観 測(2),地 球
惑 星 科 学 関 連 学 会2003年 合 同 大 会,2003年5月.
　 　 Makoto　 Taguchi,　 Shoichi　 Okallo,　 and　 Masaki　 Ejiri　:　Thermospheric　 wind　 and　 temperature　 measurements　 by　 a
Fabry-Perot　 imager　 at　Syowa　 Station,　 Antar(:tica,　 IUGG国 際 会 議,2003年7月.
田 上L真,江 尻 全 機,岡 野 章 一 二昭 和 基 地 フ ァ ブ リ ー ペ ロ ー イ メ ー ジ ャ ー に よ る 熱 圏 風 速 ・温 度 観 測,第26回 極
域 に お け る 電 離 圏 磁 気 圏 総 合 観 測 シ ン ポ ジ ウ ム,2002年7月.
田 口 亘:準 天 頂 衛 星 か ら の オ ー ロ ラ ・大 気 光 観 測 の 可 能 性,第46回 宇 宙 科 学 技 術 連 合 講 演 会,2002年10月.
旦 ⊆L皇,岡 野 章 一,江 尻 全 機:昭 和 基 地 フ ァ ブ リ ー ペ ロ ー イ メ ー ジ ャ ー に よ る 熱 圏 風 速 ・温 度 観 測(1),第
112回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会,2002年12月.
田 口 亘:MTI衛 星 観 測 研 究 会,小 型 衛 星 を 利 用 し た オ ー ロ ラ ・大 気 光 観 測 の 提 案,第3回 宇 宙 科 学 シ ン ポ ジ ウ
ム,2003年1月.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
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8.講 演 な ど
9.学 会及び社 会的活動
地球電 磁気 ・地球惑 星圏学会,日 本気 象学会,　AmericanGeophysi℃alUmoll
lO.　受賞 な ど
ll.　他 大学 等で の講義 な ど
東北 大学 大学 院理学研 究科助教授(併 任1(2003.4.1-2004.3.31)
12.所 内外 の 主要な会議 委員 な ど
13.研 究活 動 の課題 と展 望
昭和 基地 フ ァブリーヘ ロー イメー ジャー に よって導 出 された風速 及び温度 分布 デー タか らオー ロラ発 光高 度 との
関係(東 北 大只野氏 の研究)や 太陽EUVフ ラ ッ クス との関係 の研究 が進 め られ てい る。 今後,更 に詳 し く解 析 し
て,オ ー ロラ活動が極 域熱圏 大気 ダ イナ ミクスに及ぼす影響 を研究す る.,月 探 査衛 星搭載 プラ ズマ イメー ジャは ・
次噛 み合 わせ試験 を済 ませ,機 器の最 終調 整 を行 って いる、金 星探査 機開発 はPMフ ェー ズス ター トへ 向 けた準 備
が 整 った 惑 星観測 用気 球搭 載望 遠鏡 の開発 が スター トした、2007年 の 初観測 を目指 して,ゴ ン ドラの開発 を行
う.、光学観測 を中心 に中国極地研 との共同研究 を推進 す る、
、8行 松 彰 研究系超 高層物 理学 第一研究 部門助手,総 合研究 大学院 大学 数物 科学 研究 科極域科学 専攻助 手(併 任),
博 士(理 学)(京 都 大学:2002年)
1.専 門領域:磁 気圏物 理学,超 高層 大気物理 学
2.研 究課題 二大型 短波 レー ダーに よる極域 超 高層 大気の研 究,及 び,放 射線 帯高 エ ネルギー粒 子の振 る舞い に関す
る研 究
3.研 究活動 の概 要 と成 果
SUperDARN短 波 レー ダーで は,開 始 当初か ら不等 間隔 マ ルチパ ル スを用 いた ドップラー スヘ ク トル(自 己相 関
関数(ACF))法 を用 いた電離 圏観 測が行 わ れて きた 、近 年近距 離エ コ～ 中に流 星エ コーが 含 まれ てい る こ とが わ
か り,中 間圏 界面領域 の 中性 風 観測 も可 能で あ る とされ る様 に なって きた。 しか し近 距 離ACFデ ー タが すべ て流
星エ コーか どうか の確認 がで きない こ とや,中 性 風の 高度 分布 までは求 め られな い とい う問題が あ った そ こで,
全ての1,Qデ ー タを取 得 して解析す る こ とに よ り,マ ルチ パル ス観測 デ ー タか らシ ングルパル ス観測 の様 な時系
列 解析 が 可能 なサ ンプルのみ抽 出す る新 しい手法 を開発 し,且 つ,こ の新 しい手法 を用いて 中性風 導 出 に必 要 な真
のunderdense流 星エ コーのみ抽 出 し,精 密 な 中性 風速 度 と高度情 報 を得 るこ とに2001年 にSuperDARNで 初 め て
成功 した 本年度は,昨 年度 に始め た干渉計法 及 びオーバ ーサ ンプ リング法 に よる,中 性 風観測 の特 に高度精 度 を
さ ら向上す る試み を実験 的 に検 証す る と ともに,更 に新 しい手 法 と して,　FDI　 (周 波 数領域 干渉計)法 に よる高度
精 度 向 上を試 み た 、更 に,上 記 生IQ時 系列 解 析 手 法 の電 離 圏 研 究応 用の 可 能性 につ い て,電 離 層 カ スプ域 や
EISCATヒ ー ター に よ り人一1二的 に誘起 され た電 離層 沿磁 力線不 規 則構造 の新 手法 に よるデ ー タ取 得 を行 い,特 に,
多周波 数 を用 いた よ り詳細 な観測 手法 も試 み,観 測 ・解析研 究 を進 め た,.ま た,英 国 レスター大 学 との 共同研究 で,
昭和 基地短波 レー ダーの ステ レオ レー ダー化,及 びデ ジ タル受信機 の導 入につい て,詳 細 な検 討 を行 い,そ の実現
に向 けて動 き出 した,ま た,短 期 アム ンゼ ン ・ス コッ ト南極 点基地 を訪問 し,極 地研 全天 イメージ ャーの保 守作 業
を行 う とともに,　SUperDARN観 測 との共 同観測 の観点 か らの調査 も行 った。 また,宇 宙 科学研究 所(現 宇宙 航 空
研究 開発機構)の 科学 衛 星EXOS-D　 (「あ けぼの」)搭 載 の放射線 モニ ター装置(RDM)の 観測 に関 して,東 京1二業
ノく学 地球惑 星学科 との 共同で,こ れ まで取 得 され続 けて きた膨大 な観 測 デー タの組織 的 デー タベ ー ス構築,及 びそ
の解析 研究 を引 き続 き推 し進 め た。1996年 度か ら地磁気異常 地域(SAA)直 下の ブ ラジル域 にお ける,放 射線 帯粒
子降 「及びその 影響 を調査す る為の地 上観測 も拓 殖大 学 及びブ ラジル宇宙 科学研究所(INPE)　 との共 同で開始 し,
大 きな磁気 嵐時の放射 線帯粒 子の振 る舞 いに関す る共同研究 も引 き続 き進 めてい る、
4.研 究活動歴
第30次 日本 南極 地域観 測隊(あ すか越冬 隊)参 加(1988-1990)
米国ユ タ州立大 学,　NOAA/NGDC,　 コロ ラ ド大学,ジ ョンズホプキ ンス大学 応用物理 学研究所(日 米科学 協 力 事
業共同研究)(1995.1-1995.3)
英国南 極調査所(BAS)(日 英 科学協 力事 業共同研究)(1996.2-1996.3及 び1996.5-1996.6)
ブ ラジル(国 際学 術研究)(1996.12及 び1997.8)
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 in press. 
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     press. 
 Kataoka, R.,  Fukunishi,  II.,  Hosokawa, K.,  FUjiWara,  H.,  Yukimatu, A. S., Sato, N.,  and Tung,  Y.-K. (2003):  Transient 
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 Sato, N., Milan, S.  E.,  Lester,  M.,  Yukimat  u, A. S., Miyaoka, H., Shinkai, Y., Murata, Y., Deguchi, H.,  Saemundsson, 
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日 中 科 学 協 力 事 業 共 同 研 究 「極 球 電 磁 圏 ダ イ ナ ミ ク ス の 研 究 　(Stlldy　 of　polar　 ionospheric　 and　 magnetosphel・ic
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(研 究 分 担 者)(平 成13(2001)～16(2004)年度 (研 究 代 表 者:佐 藤 夏 雄)
基 盤 研 究(B)(一 ・般)　 (2)　 「EISCATレ ー ダ ー に 呼 応 し た 観 測 と 数 値 モ デ リ ン グ に よ る 極 域 大 気 潮 汐 波 の 解 明 」
(研 究 分 担 者)(平 成13(2001)～16(2004)年度 (研 究 課 題 番 号:14340146)(研究 代 表 者:麻 生 武 彦)
日 英 科 学 協 力 事 業 共 同 研 究 「日 英 大 型 短 波 レ ー ダ ー に よ る 極 域 電 磁 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(研
究分担 者1)(平 成13(2001い14(2002・ 年度)1研 究代 表者:佐 藤 夏雄)
特定 領域 研究B、 「北 極域 にお ける 中層 ノく気 ・熱圏 の力学 的結 合」(研 究 分担 者)!平 成11ほ999)～16(2004)年
度)「 研 究 課 題番 号11208205研 究代 表 者:麻 生武 彦`「 総括 班XOO二 北極 域 にお ける環境 変動 機構 に関 す る研
究　{　Study　ol1　Climate　and　()nvironment　 (・llallges　il)　Ar(lt}℃一'11成1111999、 ～16{2004)年 度 」 のAO5・L
基盤 研究A国 際SllperDARNレ ー ダー網 による極域電 磁気 圏擾乱 の南北 半球 比較 研究」 研 究分担 者)1('r－成
11(1999)～1412002年1`研究 代 表者:佐 藤 夏 雄1
8.講 演 など
9.学 会及 び社 会的活動
地球 電磁 気 ・地球 惑 星圏学 会 ・会員,,米 国地球 物理学 連合　 AGUノ 会員 ・
10.受 賞 な ど
!!.他 大学等 での講義 など
12.所 内外 の主要 な会議 委員な ど
13.研 究 活動 の課題 と展望
マ ルチ パル ス法 を用 いた短波 レー ダーの生時 系列解析 手法の 開発は,こ れ まで の(数 秒 間'li_均の)ACF観 測 と
は異 な る,特 に時 間分解能 を大幅 に向 ヒした新 しい解析 手法の確 、tilを意味 す る、デ ジ タル受 信機 やFI)工 手法 を用
い ての高空 間分解能 観測 の 口∫能性 につ いて も更に追究 し,こ れ までに ない南 北両極域 におけ る経 度方向 に充実 した
ネ ッ トワー クを活 か した中性 風 な どの観測 による中間圏 ・ド部熱 圏の研究へ の新 しい貢 献,或 いは,従 来の短波 レ
ー ダー観測 では推測 の域 を出 なかった,電 離層沿 磁力線不 規則構造 や過渡 的 な現 象や波動現 象 との関連 等 に関 して
の詳細 な研究 や,更 には広 大 な視野 を も活 か しての磁気 圏 ・電離 圏の投 影や結 合に関 しての発展 的 な研究 への 応用
等が 期待 され,そ の発展 の 口∫能性 を追究 してい きたい .ま た,放 射線 帯 におけ る高 エ ネルギー粒 子の振 る舞い に関
して も磁 気 嵐 に伴 う放射線帯 の 大規模 な構 造変化 につ いて活発 な議 論が な され てい るが,高 エ ネルギー粒 子と背 景
場 及び波動,低 エ ネルギー粒 了一との相 互作用 についての物 理素過 程の解 明が極め て重要 であ り,観 測 ・理 論の 両面
か らその ダ イナ ミクスを追 究 してゆ きたい また,今 後 よ り低緯 度の短波 レー ダー観測網 が展 開 して ゆ く可能性 が
高 く,地 球磁 気圏 全体の 対流,電 場 の ダイナ ミクス と高 エ ネルギー粒 子の振 舞 いの両者 を結 びつ けて研究 を進 めて
い きたい
(9)i菊 池雅 行 研究系 超高層物 理学 第 一研究 部門助 手,総 合研究 大学院 大学数物 科学研究 科極域 科学専攻助 手(併 任),
(†専一十:)王里!学:「東」ヒ大学::1993付 三・
1.専 門領域:プ ラズマ物理学
2.研 究 課題:飛 翔体技 術 を応用 した地 上観測 ネ ソトワー クの構築
3.研 究 活動 の概要 と成果
超 高層の地 上観測 にお いて,遠 隔 地デ ー タの即時 取得 及び監視 に対す る要求 は以 前 に増 して増 大 して いる 気 象
の分野 で は,防 災か らの必 要性 に よ りす でに ノく規模 な言権見測網 が 整備 されてい る、 一方で超 高層地 上観測 は,必 要
とされる地点 が気象観 測 に比 べて 少な く,か つセ ンサーの 種類 も気 象定常観測 に比 較 して多様で ある 、このため信
頼 性が 高 く単 価の低 い観測網 を作成 ・維持 す るこ とが困難 であ った また電磁 現象 の観測 に必 要 なサ ンプ リン グレ
ー トは,・ 般 に気象 デー タに比 較 して高 いため記録 系の流 用は困難 であ る
この 問題 を打 開す るため,す で に飛翔 体に 用い られ てい る数 ユ00Hzの サ ンプ リング レー トのデー タを扱 う技 術 を
地 ヒ観 測 に応用す る 今年度 は 月周回衛 星　ISELENE、 　の 開発 に関 わ り,プ ラズマ イ メー ジャ　 UPL　 の組込 制御
系の 設計 ・実装 を行 った また,熱 ・構造 につい ての設計 と実験 との比較 を行 い,孤 立系の 設計 に不 可欠 な 手法 の
理 論 ・実験 の比 較 を行 った さらに2002年 に行 った イメー ジン グリオ メー タの制御 部 の開 発 に対 して,プ ログラ
ムの保守 作業 を行 った
4.研 究活 動歴
中 国南極地域 観測隊 ・夏隊 参加Il994-1995
第37次 南極地域観 測隊 越 冬隊 参加1995-1997
5.学 術論 文(過 去5年 間の 重要論文
塞雌 五 ・LLi岸久雄k2002:マ ルチ タス クOSを 用 いた イメー ジング リオ メー タ制御 部の開発,南 極資料,vol46,
No3,554-564
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　 　 　 (2000):　 Simultaneous　 quasi-periodi℃ 　ol)tical　 and　 HF　 radar　 signatures　 observed　 in　the　 postnoon　 sector,　 Adv.　 Polar
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　 Yarlg　Hui-GeIl,　Liu　RuLYuan,　 Huang　 De-Hong,　 Kikuchi　 M.,,　Minatoya　 H.,　Sato　N　and　Tian　Wei,　(1997):　An　all-sky
　　　auroral　video　image　analyzing　 system,　Acta　Geophysica　 Sini(}a,
小原 徳昭,劃 也雅 五:高 速 分光装置,特 許 出願番号:2001-216548(出 願2001.7.17)
劃 立錐五:計 測 装置 お よび方法 並 びに コ ンピュー タに よって実行 され る計 測 プ ログラム,特 許 出願番号:2002-
028297(出 願2002.2.5)
6.口 頭 発表(過 去 の代表 的 な発表)
墓地 准行,中 村 正 人,田 口 真,岡 野 章一,江 尻全機:　 SELENE　 UPI制 御 システムの開発,第24回 極域 におけ る
電離 圏磁気 圏総合観測 シ ンポ ジウム,2000.8
勤 也進 行,中 村 正 人,田 口 真,岡 野章 一一,江 尻全機 二SELENE　 UPI　Gimbal　 system,地 球惑 星科学 関連学 会合 同
大 会,2000.6
7.科 学研 究費補助 金取 得状況
奨励研 究(A)「 ネ ッ トワー ク透 過型地 上観測制御 プラ ッ トフォームの 開発」(研 究代表 者)(平 成13年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員 など
SCS運 営 委員
13.研 究活動 の課 題 と展望
孤 立系 と して動作す る観測器 の設計 に は,電 力 ・構造 ・熱 の解析 が不 可欠 な要素 とな る。有 限要素法 に よる筐体
の構造解 析 とその実測 との比 較 によ り,輸 送手段 の制 限のあ る地上 ・航 空機観測 に応 用可能 な,軽 量 な筐体 の設計
手 法の理 論 と実験の比 較 を行 う,,ま た飛翔体 に用 い られて いる組込制御 機器 の設計手 法の応 用 によ り,省 電 力で信
頼 性 の高 い観 測制御装 置の 開発 を行 う,,
⑩ 岡田雅樹 情報科学センター助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),博 士(工 学)
(京都大学:1994年)
1.専 門領域:磁 気圏プラズマ物理学
2.研 究課題:
「計算機実験による磁気圏プラズマ素過程の研究」
「南極点全天光学観測およびINDEX衛 星観測によるオーロラ発光機構の研究」
「飛翔体プラズマ電磁環境の研究」
3.研 究活動の概要と成果:
磁気圏プラズマ物理の素過程 とオーロラ発光現象等の大規模現象は,複 雑な非線形プラズマ過程によって関連づ
けられる。これまでの,観 測データや計算機実験だけでは不十分であった部分をより詳細 かつ精密に観測,実 験す
ることにより自己無撞着な磁気圏の描像 に迫ることが 目標である。
光学観測は,高 い波長,空 間分解能を持 った観測 を行 うことによりオーロラ発光過程の研究に結びつ く,ま た,
衛星観測によってオーロラ帯上空におけるオーロラ発光の原因となる振 り込み粒子計測 と組み合わせ ることにより
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オ ー ロ ラ 発 光 の 因 果 関 係 を よ り深 く解 明 す る こ と が 可 能 と な る こ れ ら の 観 測 デ ー タ を 支 え る 背 景 と し て,プ ラ ズ
マ 物 理 現 象 の 素 過 程 を 明 ら か に す る 計 算 機 実 験 に よ る 研 究 お よ び 衛 星 の プ ラ ズ マ 電 磁 環 境 の 研 究 を 行 っ て き た 、`こ
れ ら の 研 究 開 発 に よ り 将 来 の 大 規 模 計 算 機 実 験 技 術 や 宇 宙 探 査 技 術 の 進 歩 に 寄 与 す る も の と 期 待 さ れ る 、
4.研 究 活 動 歴
南 極 点 基 地 派 遣(1996.11.1-ll.15)
南 極 点 基 地 派 遣(1999.!!.1-11.191
.南極 点 基 地 派 遣(2000
.10.29-11.19)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
th田yE(2003):複 雑 系 と し て の 物 理 と 生 物 の 集 団 的 行 動,月 刊 「科 学 」,1月 号,60-63
Ω魎M　 and　 A・{atsuiiloto,　H.　(2002):　 Simulation　 techniques　 of　electromaglletic　 ellvil'olullent　 il/　the　vicillity　of　a
　 　 　spacecraft,　 Proc.　 of　23「d　international　 symposium　 on　space　 technology　 and　 science,　 MATSUE　 Vol.　1,　385-388
村 田 健 史,ヌ ル デ ィ ヤ ナ が 一 二,臼 井 英 之,上 田 裕 子,」 画具幽,大 村 善 治,松 本 紘(2002):宇 宙 プ ラ ズ マ 計
算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 問 題 解 決 環 境 の 提 案,情 報 処 理 学 会 論 文 誌:数 理 モ デ ル 化 と 応 用,Vol.43,No.
SIG7(TOM6),105-!!7
村 田 健 史,雌,阿 部 文 雄,荒 木 徹,松 本 紘(2002):太 陽 地 球 系 物 理 観 測 の 分 散 メ タ デ ー タ ベ ー ス の 設 計
と 評 価,情 報 処 理 学 会 論 文 誌:デ ー タ ベ ー ス,Vol.43No.SIGI2(TODI6),ll5-130
村 田 健 史,上 田 裕 子,上 岡 功 治,臼 井 英 之,苗 田 罐,大 村 善 治,松 本 紘(2002):オ ブ ジ ェ ク ト指 向 開 発 技 法
に よ る プ ラ ズ マ 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン コ ー ドの 開 発,電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌B-J85-B,No.8,1411-1425
且 国 運 蹴,松 本 紘(2001):非 構 造 格 子 プ ラ ズ マ 電 磁 粒 子 コ ー ドに よ る 飛 翔 体 環 境 シ ミュ レ ー シ ョ ン,EDD2-11,
DEI-02-19,HV-02-11,電気 学 会,放 電,誘 電 ・絶 縁 材 料,高 電 圧 合 同 研 究 会 資 料
　 　 Okada　 M　and　 Matsumoto,　 H.　(2001):　 Electromagnetic　 Particle　 Siimulation　 with　 Unstructured-Grid　 Model,　 ulatioil,
　 　 　 Proc.　 of　7'h　Spacecraft　 Chargiilg　 Technology　 Conference,　 ESA-ESTEC,　 The　 Netherlands,　 ESA　 SP-476,　 521-524
　 　 1Jeda,　 H.　 ().,　Nakata,　 M.,　 Murata,　 T.,　Usui,　 H.,　 Okada　 M.,　 Ito,　K.　 (2001):　 An　 Object-Oriellted　 Desigll　 of
　 　 Electromaglletic　 Wave　 Simulator　 for　Mlllti　Schemes,　 IEICE　 transactions　 on　electronics,　 E84-C,　 7,　967-972
　 　 0kada　 M.　And　 Ueda,　 H.　C).　(2000):　 Study　 of　electromagnetic　 waves　 ill　space　 plasmas　 with　 massively　 l)arallel
　 　 particle　 siniulations,　 Japanese　 Society　 of　Simulatioll　 Technology,　 JSST　 International　 Conference　 oll　modeling,
　 　 　control　 aIld　colllputatioll　 ill　simulation,　 346-349
　 　 Ejiri,　M.,　Aso,　 T.,　Okada　 M.,　Tsutsumi,　 M.,　Taguchi,　 M.,　Sato,　 N.　and　 Okano,　 S.　(1999):　 Japanese　 research　 project
　 　 　oll　arctic　and　 Antarct'ic　 observations　 of　the　middle　 atmosphere,　 Adv.　 Space　 Res.　Vol.　24,　No.　 12,　1689-1692
上 田 裕 子,苗 講(1998):分 散 メ モ リ 型 並 列 計 算 機 に よ る2次 元 粒 子 モ デ ル プ ラ ズ マ シ ミュ レ ー シ ョ ン,電 子
情 報 通 信 学 会 技 術 報 告,AP98-100,RCS98-145,55-60
6.口 頭 発 表 過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　Okada　 M.　H.　Matsllmoto　 (2003),　 Study　 of　spacecraft-plasma　 interaction　 via　3D　 unstructured-grid　 EM　 particle
　 　 　simiilation,　 IUGG,　 GAIII.　 11/09P/A15--010,　 Sapporo,　 Japan
　 　Okada　 M.　 and　 Ejiri,　M.　 (2003):　 Study　 of　aurora　 plasma　 physics　 via　ill-situ　observation　 and　 plasma　 particle
　 　 　 siinulati()n,　P-25,　 The　 8`h　international　 syiHposiurri　 on　siniulation　 science,　 P-25,　 March　 5-7,　2003
　 　0kada　 M,　 Ejiri,　M.,　Sakalioi,　 T.　and　 Hirahara,　 M.:　In-situ　 observation　 of　aurora　 fine　structllre　 and　 simulation　 of
　 　 　 satellite-plasma　 interactiol/,　 SM51B-0527,　 AGU　 Fall　Meeting,　 2002
缶 講,江 尻 全 機,坂 野 共 催:　 INDEX衛 生 に お け る 飛 翔 体 環 境 の3次 元 非 構 造 格 子 電 磁 粒 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン,第112回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会2002年11月11日か ら14日
且 田遊 團,江 尻 全 機,坂 野 共 催,岡 野 章 一,平 原 聖:　 INDEX衛 星 に お け る 衛 星 近 傍 の プ ラ ズ マ 環 境 シ ミュ レ ー
シ ョ ン,第110回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会2001年11月22日か ら25日
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
若 手 研 究B「3次 元 非 構 造 電 磁 粒 子 コ ー ド に よ る 宇 宙 飛 翔 体 環 境 シ ミ ュ レ ー タ の 開 発 」(研 究 代 表 者)(平 成14
～15年)
基 盤 研 究C「 オ ー ロ ラ の 微 細 構 造 の 解 析 と そ の 生 成 機 構 」(研 究 分 担 者)(平 成14～16年)
国 際SuperDARNレ ー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究(研 究 分 担 者)(平 成ll～14年)
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科学技 術振 興事業団 計算科学技 術活 用型特定研 究 開発推 進 事業 「宇宙 シ ミュ レー シ ョン ・ネ ッ トラボ ラ トリー シ
ステムの開発」(研 究 協 力者)(平 成12～14年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
地球 電磁 気 ・地球 惑 星圏学 会会 員(宇 宙 飛翔体研究 会 会員い プ ラズマ粒子 シ ミュ レー シ ョン研 究 会会員),ア メ
リカ地球物理 連合(AGU)会 員,電Jt－ 情 報通信学 会会員,情 報処理学 会 会員
10.受 賞 な ど
11.他 大学 等での講義 等
名古屋 大学情報 メデ ィア教育 セ ン ター,情 報連携 基盤 セ ン ター 「天体 とスペ ース プラズマの シ ミュ レー シ ョンサ
マー ス クー ル」(講 師)(2002.9.9-13)
千葉 大学 総 合 メデ ィア基盤 セ ン ター,「 天体 とスヘ ー ス プ ラ ズマ の シ ミュ レー シ ョンサ マー セ ミナー」 講 師,
(2003.9.8-12)
12.所 内外 の 主要 な会議 委員 な ど
広報 委員 会委員,広 報編集委 員 会委 員
13.研 究 活動 の課題 と展望
MHD方 程式 系 で記述 され る 大規模 磁気 圏構 造の なかで,プ ラ ズマ の運動 論的 な振 る舞 いが重 要 な役割 を担 って
いる こ とが予 想 され るよ うにな り,シ ミュ レー シ ョンを行 う うえにお いてMIIDシ ミュ レー シ ョン と粒 子 シ ミュ レ
ー シ ョンの連携が ます ます重要 にな りつ つあ る、情 報 ネッ トワー ク技術 の進歩 に よ り,両 者の連携 に も可能性が 見
えは じめ具体的 な活動が 開始 されつつ あ る,極 域 にお ける超高層 観測 デー タの蓄 積 と ともに,シ ミュ レー シ ョン解
析 と有機 的 に連携 す る ことに よ り,地 球 磁気圏 の大規模構 造 と非 線形 プ ラズマ物 理の 素過程の双 方 において シ ミュ
レー ション技術 の進 歩が期待 され る。
⑪ 堤 雅基 北 極圏環 境研 究セ ンター助 手,総 合研究 大学 院大学 数物 科学研 究科極域 科学 専攻助 手(併 任),博 士
(-L学)(京 都大学:1995年)
1.専 門領域:大 気物 理学
2.研 究課題:電 波 お よび光学観測 に基づ く中層大気 力学の研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果
極域 の中間圏 か ら 上の大気領域 は,ま だ まだ観 測の不 足か ら定 量的 な議論 が 困難で ある。特 に経 度方 向の情報 に
乏 し く大規模 な大気 の振 る舞 い に不明 点が 多い。経 度 方向 に広 がる南北両 極域 の流星風速 観測 ネ ッ トワー ク構 築 に
向 けて,行 松助 手 とともにSuperDARNHFレ ー ダー を用い た時系列 デ ー タ解析 手法 を中心 とす る開発 を行 い技 術
な完 成 をみ た 、また昭和 基地MFレ ー ダー お よびナ トリウム ラ イダー の風速 ・温度 の同時観 測 デー タの解 析 を進め
た 、.2002年 に南極 で は観 測 史上 初 の 大規模 な成層 圏突 然 昇温 が起 こっ たが,中 間 圏 ・下部 熱 圏高 度 にお い て も
2002年 は例 年 とは明 らか に異 な る風速 ・温 度場 が確 認 され,成 層圏 突然 昇温現 象が 下層 大気 か ら超 高層 大気 まで
を巻 き込 んだ非常 に大 きな スケー ルの現 象で あ る ことが改 めて示 唆 され た 、また,南 極点 におい ては,大 気 波動
(特 に大気 重力波)の 研究 に遅 れが 目立つ 、全天 イ メー ジャー を用い たナ トリウム 大気光 に よる大気波 動 イメー ジ
ン グ観測 を世 界に先 駆 けて行 い,冬 期間 にわた る良好 な大 気波動観測 の デー タを取得 した。 さらに,南 極域 で は厳
しい環境 ・輸送 な どの制 限か らこれ まで例 の ない本格的 な 大型 大気 レー ダー施設 の実現 に向け ての基礎調 査 を行 っ
た.一 一方,北 極域 にお いては麻生教授 を中心 にスバー ルバル諸 島にお ける流星 レー ダー観 測 を継続 す る と共 に,新
たに トロム ソに も流星 レー ダーを設置 し,北 極域 高緯度 大気の緯度構 造 に迫 る研究 に着手 した。
4.研 究活動 歴
日本学 術振 興 会の 「海 外 の 中核 的研 究拠 点 へ の派 遣研 究 者」 と して オー ス トラ リア ・ア デ レ イ ド大 学 に滞 在
(1996.1-10)
第40次 南 極地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1998-2000)
米 国 ・アム ンゼ ン ・スコ ッ ト南極点 基地(交 換 科学者)参 加(2002)
米 国 ・アム ンゼ ン ・スコ ッ ト南極点 基地(交 換 科学者)参 加(2002)
5.学 術 論 文(過 去5年 間の重 要論 文)
　 　 Hall,　C.　M.,　Aso,　T.,　Manson,　 A.　H.,　Meek,　 C.　E.,　Nozawa,　 S.,　and　Tsutsumi　 M.　(2003):　High-latitude　 Illes()spheric
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    mean  winds: A  comparison  between Tromso  (69N)  and  Svalbard  (78N),  J,  Geophys. Res., 
 doi:10.1029/2003,11)003509. 
   Murphy,  D.  ,J.,  Tsutsumi, NI.,  Riggiii,  D.  M.,  Jones, C.  C). L.,  Vincent, R. A., Hagan, M. E., Avery, S. K. (2003): 
     Observations  Of a  non-migrating  component of the  semidiurnal tide  over Antarctica,  J. Geophys.  Res., 
 doi:10.1029/2002,1D003077. 
 Hall, C.  M., Aso, T., and  Tsutsumi, M. (2002):  An examination of high latitude upper mesosphere dynamics stability 
     using the  Nippon/Norway  Svalbard  meteor radar,  Geophys. Res.  Lett., 29, 2001GL014229. 
 Yukimatu, A. S. and  Tsutsumi,  M. (2002): A new  SuperDARN  meteor wind  measurement: Raw  time series analysis 
 method and its  application to  mesopause  region  dynamics, Geophys. Res. Lett., 29, 2002GL015210. 
 Yukimatu, A.  S.,  Tsutsumi,  M.,  Yamagishi,  H.,  and Sato, N.  (2002): A new  method for monitoring and removing 
 SuperDARN  radar  DC offsets,  Advances  in Polar Upper Atmosphere Research, 16, 181-192. 
   Kawahara,  T.D., Kitahara, T., Kobayashi, F., Saito,  Y.,  Nomura, A., She,  C.-Y., Kru ger, D. A.,  and  Tsutsumi, M.  
 (2002):  Wintertime  mesopause  temperatures  observed by lidar  measurements over Syowa station (69S, 39E), 
 Antarctica,  Geophys. Res.  Lett., 29, 2002GL015244. 
   Tsutsumi,  M., Aso, T. and Ejiri,  M.  (2001): Initial results of Syowa  MF radar  observations in Antarctica, Advances in 
     Polar  Tipper Atmosphere Research, 15, 103-116. 
   Kawahara, T.  D.,  Kitahara, T., Kobayashi, F.,  Tsutsumi,  M., Saito, Y., and  Nomura, A. (2001): First  mesopause 
 temperature  measurements using  sodium lidar observations in the Antarctic region, Advances in Polar Upper 
 Atmosphere Research, 15, 23-31. 
 Nakamura, T.,  Tsuda, T.,  Maekawa, R.,  Tsutsumi, M.,  Shiokawa, K. and Ogawa, T. (2001): Seasonal variation of 
    gravity waves with various temporal and horizontal scales in the MLT region observed with radar and airglow 
     imaging, Adv. Space Res., 27(10), 1737-1742. 
   Buriti, R. A.,  Nakamura, T. Tsuda, T., Fukao, S.,  Tsutsumi, M., Takahashi, H., nd Batista, P. P. (2000): Mesopause 
 temperature observed by  airglow OH spectra and meteor echoes at Shigaraki (34.9N,  136.1E),  Japan, Adv. Space 
    Res., 26(6), 1005-1008. 
 Tsutsumi, M., Holdsworh,  I)., Nakamura, T., and Reid, I. (1999): Meteor observations with a MF radar, Earth 
     Planets Space, 51, 691-699. 
   Ejiri, M., Aso, T., Okada, M.,  Tsutsumi, M., Taguchi, M., Sato, N., and Okano,  S. (1999): Japanese research  project, 
     on Arctic and Antarctic observations of the middle atmosphere, Adv. Space Research, 24, 1689-1692. 
   Kobayashi, K., Kitahra, T., Kawahara, T.  D., Saito, Y., Nomura, A.,  Nakamura, T., Tsuda, T., Abo, M., Nagasawa, C., 
     and Tsutsumi, M. (1999): Simultaneous measurements of dynamical structure in the mesopause region with 
     lidars and MU radar, Earth Planets Space, 51, 731-739. 
 6.  1.M7) ( 'it [YJ 
   Tsutsumi, M., Kawahara, T. D., Aso, T., Kitahara, T., and Kobayashi, Nomura, A., Short period tidal oscillations in 
     the winter  mesopause region over Syowa  (69S, 39E), Antarctica, XXIII general assembly of the international 
     union of geodesy and geophysics,  Sapporo,  Japan,  June 30-July 11, 2003. 
 Tsutsumi,  M., New approaches to polar atmosphere studies using radars, Tenth international workshop on 
    technical and scientific aspects of MST radar,  Piura, Peru, May 13-20, 2003. 
   Tsutsumi, M. and Yukimatu, A. S., New SuperDARN raw time series analysis method and its possible applications 
    to upper and middle  atmosphere researches, Tenth international workshop on technical and scientific aspects of 
     MST radar, Piura, Peru, May 13-20, 2003. 
 Tsutsumi, M., Kawahara, T.  D., Aso, T.,  Nomura, A., Kitahara, T., and Kobayashi, F. (Invited): Simultaneous Wind 
     and Temperature Observations in Antarctic  MLT region using  MF radar and Na lidar  at Syowa (39E, 69S), 
    Western Pacific Geophysics Meeting, Wellington, New  Zealand,  July 9-12, 2002. 
   Tsutsumi, M., Aso, T.,  Ejiri, M., Taguchi, M., Sato, N.,  Yamagishi, H., Yukimatu, A. S., Okada, M., Takeshita, S., 
 Nomura, A., Kawahara, T.  D., Kitahara, T., and  Hall,  C. (Invited): Recent Multi-Instrument Mesopause Region 
     Measurements  made  in Antarctica,  CEDARISCSTEP Workshop, Longmont, Colorado,  USA, June, 2001.
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　 　 Tsutsumi.　 M.,　 Aso、 　T.,　 Okano,　 S.,　and　 Ejiri,　 M.　 :　A　 I/ew　 MF　 radar　 at　 Syowa　 station,　 Antarctica,　 Second　 SPARC
　 　 　 general　 assenibly,　 Mar　 del　 Plata,　 Argentina,　 November　 6-10,　 2000.
　 　 Tsutsunri　 M.,　 Aso,　 T.,　 Okano,　 S.,　and　 Ejiri,　 M.　 :　A　new　 MF　 radar　 at　Syowa　 statioIl,　 Antarctica,　 The　 first　 S-RAMP
　　 　　 conference,　 SapPoro,　 Japan,　 October　 2-6,　 2000.
Tsutsu面M.,　 Holdsworth,　 D.,　 Reid,　 L　M.,　 and　 Nakamura,　 T.　:　Meteor　 observations　 With　 an　 MF　 radar,　 Interna.tional
　　　Symposium　 oll　Dynamics　 alld　Structure　 of　the　Mesopause　 Region,　Kyoto,　Japan,　March　 l6-20,　1998.
7.科 学 研究費補 助金取 得状況
若 手研 究(B)「 レー ダー お よび各種 工学 観測 装 置 を用 いた総 合的 な南 極域 中 間圏 ・下 部熱 圏大 気力 学 の研究 」
(研 究代 表 者)(平 成14～16年)
基盤研究　(B)　「EISCATレ ー ダーに呼応 した観測 と数値 モデ リングに よる極球 大気潮 汐波の解 明」(研 究分担 者)
(平 成14～16年)
基盤研 究(C)(1)「 南 極昭和 基地 大型大 気 レー ダー を用 い た極 域大 気科学 の総 合研究 」(研 究 分担 者)(平 成14
年 度)
特定領域研 究(B)「 北極域 にお ける中層大気 ・熱圏 の力学 的結 合」(研 究 分担者)(平 成11～16年)
基盤研 究(A)(2)「 国際SuperDARNレ ー ダー網 による極域電 磁圏擾 乱の南 北半球比 較研 究」(研 究 分担 者)(平
成11～14年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 での講義 など
12.所 内外 の主要 な会議委 員な ど
国立極 地研 究所広 報委 員会委員
13.研 究活 動の課題 と展望
MFレ ー ダー,ナ トリウム ラ イダー,流 星 レー ダーか ら,大 気波動 の風速 ・温度 変動 を抽 出 し,理 解の 進 んでい
ない極 域波動(特 に重 力波)の 構造 や伝播 特性 につ いて さらに解析 を進め る こ とが重 要で ある。　SuperDARN昭 和
レー ダー を使 って開発 した改 良型流 星風観測 手法 は技術 的 に完 成 してSuperDARNコ ミュニテ ィの他の レー ダーへ
の採 用 も決定 した。全SuperDARNレ ー ダー での極球 中間圏 界面観 測 ネ ッ トワー ク観測 実現 に向 けての 具体 的な作
業 を今後進 めて行 く。 また地 理的特 異点で あ る南極 点での大 気光 を利 用 した大気波動 観測 デー タが 蓄積 されつつ あ
る,、重力波 を中心 とした波動 伝播特性 を探 り,南 極 にお ける大気波動 の励起 源の推定 な どを試み る。南極域 大型 レ
ー ダー観測装 置の実 現 には電 源 ,建 設,耐 環 境 な ど様 々な課題が あ り,基 礎 実験 と改 良 を さらに積 み重 ねて計画 の
具体 化 を図 る。
⑫ 海老原祐輔 研 究系超 高層物理 学第一一研 究部 門助 手,博 士(理 学)(総 合研究 大学 院大学:1999年)
1.専 門領域:磁 気圏物理 学
2.研 究課 題:磁 気圏高エ ネルギー荷電粒 子の ダイナ ミクス に関す る研 究
3.研 究活 動の概 要 と成果
(Uオ ー ロラ帯 及 びサ ブ オーロ ラ帯 にお ける電 離圏電 気伝導度 が,内 部磁気圏 の電場構 造 及び粒子分布 に与 え る影
響 を,電 離 圏 ・磁気 圏結 合 シ ミュ レー シ ョンを用 いて調べ た。その結 果,電 気伝導度 の変化 は磁気 圏電場 遮蔽効
果 の変化 を生み 出 し,内 部磁 気圏 の電 場構造 と粒子 分布 に影響 を与 え るこ となどが わか った。例 えば,太 陽活動
最 大期(FlO.7=250)に お ける リ ングカ レン トは,太 陽活動 最小期(F10.7=70)に 比べ て約30%強 くなる こ と,
春 分や秋 分の時 の リ ングカ レン トは,夏 至 や冬至 の時 に比 べ て約5%強 くなる ことな どの知 見 を得 た。 この結果
に よ り,地 磁 気活動 の季節 変化 を説 明す る新 しい メカニ ズム を提 唱 した。
(2)　IMAGE衛 星 によって得 られた時 間分解 能2分 の オー ロ ラ画像 か ら電気伝 導度 を推 定 し,現 実 的 な オー ロラ電
気伝 導度 を用 いた初め ての磁気 圏 シ ミュ レー シ ョンを行 った。 その結果,磁 気 嵐回復相 の真夜 中付近 に長時 間現
れ る 「オー ロラ ・ギ ャ ップ」の発 生 メカニ ズムを明 らか に した。
(3>テ レサ イェ ンス を実 施 してい る南極 点全天 イメー ジ ャーの遠 隔運用 を行 い,同 イメー ジャーで得 られた高緯 度
昼側 オー ロラ画像 の解析 を進め た。 閉 じた磁 力線 の領域 で 見 られ るPoleward　 Movillg　 Auroral　 Formsの 原 因 を
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4.
5.
Geotailの デ ー タ を 用 い て 明 ら か に し つ つ あ る
研 究 活 動 歴
グ リ ー ン ラ ン ド観 測i'19961ii
ス ウ ェ ー デ ン 国 立 宇 宙 物 理 研 究 所 研 究(1999-2001'.
ア メ リ カ 合 衆 国 南 極 点 基 地 派 遣1::2001)
ア メ リ カ 合 衆 国 南 極 点 基 地 派 遣(2002)
ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 　 (NASA)　 VisitingFell(⊃w　 (2003-2004)
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Ebihara、 　Y.,　Ejiri,　 M.　 and　 Nilsson,　 N.　 (2003):　 Sillgle　 particle　 simulatioii　 on　 the　 storm--tinle　 ring　 curl'ellt　 f(.)mlatioll
　 and　 Dst　 val'iatioll,　 Advallces　 in　Spa(:e　 Research,　 VoL　 31,　Issue　 4、　1051-1058.
Ebihara.　 Y.　 alld　 Ejiri,　 M　 (2003):　 Numerical　 simulation　 of　the　 rillg　 cUI'1'ellt:　 Review,　 SI)a(le　 Sciellce　 Reviews,　 105,
Issue1-2,377-452.
Milillo,　 A,　 (.)rsil/i,　S.,　Delcourt,　 D.C.,　 Mura,　 A.,　 Massetti,　 S.,　DeAngelis,　 E.,　and　 Ebihara,　 Y.　 (2003):　 Empirical　 model
　 of　protoll　 fluxes　 ill　the　 equatorial　 ilmer　 iiiassnetosphere:　 2.　Properties　 and　 apPlications,　 Jolii'lial　 of　Geol)hysical
Research,Vol.108,No.A5,1165,doi:10ユ029/2002JAOO9581
Ganushkina,　 N.　 Yu,　 T.　 Karhunen,　 M.　 V.　 Kubyshkina,　 Y.　 Ebihara,　 V.　 A.　 Sergeev,　 T.　 L　Pulkkinen　 and　 T.　 A.　 Fritz,
　 Locations　 of　prot()n　 isotropic　 bolllldaries　 as　 measured　 by　 c(mjllgate　 high-altitude　 and　 low-altitude　 satellitesii,
　 Advances　 ill　Space　 Research,　 VoL31,　 Issue　 5,　1265,　 2003.
Ebihara、 　Y.,　Ejiri,　 M.,　 Nilsson,　 H.,　 Salldahl,　 1.,　Milillo,　 A.,　 Grallde,　 M.,　 Felmell,　J.F,　 and　 Roeder,　 J⊥.　 (2002):
　 Statistical　 distribution　 of　the　 storm-time　 l)1'otoll　 rillg　 currellt:　 POLAR　 measurements,　Geophysical　 Resear(}h
Lett.ers,29,No.20,1969,doi:10.1029/2002GLO15430.
Ebihara,　 Y.,　Ejiri,　 M,　 Sandahl,　 1.,　Nilsson,　 H.,　 Grande,　 M.,　Fenmell,　 J.　F　,　Roeder,　 J.　L,　 Ganushkina,　 N.　 Yu.,　 alld
　 Milillo,　 A.　 (2002):　 Structure　 and　 dyliami(:s　 on　 the　 proton　 energy　 density　 in　the　 illner　 magIletosphere,　 Advali(:es　 i1}
　 Space　 Research,　 ill　press.
C:soll　 BIDandt,　 P.,　Ebihara.　 Y.,　Barabash,　S.,　and　 Roelof,　 E.　 C.　 (2002):　 Ellergetic　 neutral　 atom　 images　 of　a　llal'rOw
　 flow　 chanllel　 from　 the　 I)lasma　 sheet:　 Astrid-1　 0bservations,　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 107,　 No.AIO,　 1273,
doi:10.1029/2001JAOOO230.
C:soll　 Brandt,　 P.,　Mitchel1,　 D.　 G.,　Ebihara、 　Y.,　Sandel,　 B.　R.,　Roelof,　 E.　C.7　Burch,　J.　L,　 and　 Deinajistre,　 R.　 (2002):
　 Global　 IMAGE/HENA　observations　 of　the　 I・illg　current:　 Examples　 of　rapid　 response　 to　 IMF　 and　 rillg　cUrl'ellt-
　 plaslnasphere　 iIlteractioll,　 Joumal　 of　Geophysical　 Reseal℃h,　 107,　 No.A11,　 doi:10.1029/2001　 JAOOOO84.
Hashimoto,　 K.　 K,　 Kikl1℃hi,　 T.,　 and　 Ebihara.　 Y.　 (2002):　 Response　 of　 the　 magnetospheric　convection　 to　 sudden
　 interplanetary.　 magnetic　 field　 changes　 as　 deduced　 fi'oin　 the　 evolution　 of　partial　 rillg　 curl'ellts,　 Jourilal　 of
　 Geophysical　 Research,　 107,　 No.A11,　 doi:10.1029/2001JAOO9228.
Sato,　 N,　 Wright,　 D.　 M.,　 Ebihara.　 Y.,　Sato,　 M.,　Mllrata,　 Y.,　Doi,　 H.,　,Saemundsson,　 T.　 ,　Milall,　 S.　E.,　 Lester,　 M.,　 and
　 Carlson,　 C.　 W.　 (2002):　 Direct　 comparisoll　 of　pulsating　 aurora　 observed　 simultaneously.　 by.　the　 FAST　 satellite　 and
froln　 the　 ground　 at　Syowa,　 Geophysical　 Research　 Letters,　 29,　No.21,　 2041,　 doi:10ユ029/2002GLO15615.
Ebillara　 Y,　 Yamauchi,　 M.　 Nilsson,　 H.,　 Lundin,　 R.　 and　 Ejiri,　 M.　 (2001):　 Wedge-like　 dispersioll　 of　sub-keV　 iolls:
Particle　 simlllati(m　 and　 Vikillg　 observation.　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　106,　 No.　 Aユ2,29,571-29,584.
Ebihara.　 Y.,　Ejiri,　 M.　 and　 Nilssoll,　 H.　 (2001):　 Single　 particle　 siinulation　 on　 the　 storm-time　 I・illg　cul'rel}t　 fol'matioll
　 and　 Dst　 variation.　 Advances　 in　Space　 Research,　 ill　plDess.
Ebihara.　 Y.　alld　 M.　 Ejiri(2001):　 A　 simulation　 schenie　 for　 high　 ellel'gy　 particles,　Proceedings　 of　Sixth　 lnternational
　 SchooYSymposiuni　(ISSS　 6),　Coperllicus　 Gesellschaft,　 154-157.
Hoeymork,　 S.　H.,　Yamal1(:hi,　 M.,　 Ebihara、 　Y.,　Narita、　Y.　 Nor正)erg,　 0.、　Wilmiligham,　 D.　 (2001):　 Dense　 ioll　clouds　 of
　 O.1-2　 keV　 ions　 il/si(:le　the　 CPS-regioll　 observe(l　 by　 Astrid-2.　 Alulales　 Geophysicae,　 19,　No.　 6,　621-632.
Ebihara、 　Y.　and　 M.　 Ejiri　 (2000):　 Simuilation　 stlldy　 oll　the　 fundamental　 property　 of　storm-time　 ring　 currents.　 Jollmal
　 of　Geophysical　 Reseal℃h,　 105,　 No.　 A7,　 15843-15859.
Ebihara.　 Y.,　Barabash,　 S.　and　 Ejiri,　 M.　 (1999):　 Oll　 the　 global　 productioli　 rates　 of　energetic　 ileutral　 atonls　 (ENAs)
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　 　　 　and　 lheir　 asso(lialioll　 With　 tlle　I)st　nldex.　 Ge()physical　 R(}search　 Letters,　 26,　 No.19,　 2929-2932.
Ebihara、 　Y.　alld　 Ejiri,　 M.　 (1999):　 Quamtit,ative　 rillg　 currellt　 model:　 Overview　 alld　 col叩arisoll　 with　 obsel'valions・
　 　 　 Advall℃es　 ill　Polar　 Upper　 Atmosl)here　 Resear(lh,　 13,　1-36.
Ebihara、 　Y.,　Ejiri,　 M.　 alld　 Miyaoka,　 II.　(1999):　 Ring　 cmTellt　 forma行oll:　 A　 case　 stlldy　 of　the　 storlll　 oll　Fe|)rllary　 13.
　 　 　 1972.　 Proceedillgs　 of　the　 NIPR　 SyMI)osillm　 oll　Upper　 Atlllosphere　 Physics,　 12,　1-!l.
　 　 Ebihara.　 Y.　and　 Ejiri,　 M.　 (1998):　 Mo(lelillg　 of　solar　 "ril1(1　(:ontrol　 of　the　 rillg　cllrrellt　 l)11ildup:　 A　 case　 study　 of　the
　 　 　 maglletic　 st,orlns　 in　April　 1997.　 Geophysical　 Reseal℃h　 Letters,　 25,　 No.20,　 3751-3754.
　 　 Ebihara、 　Y.,　Ejiri,　 M.　 alld　 Miyaoka,　 II.　(1998):　 Colllomb　 lifetillle　 of　 the　 riIlg　 (:11rrellt　 iolls　 with　 time　 varyillg
　 　 　 plasmasphere.　 Earth,　 Planets　 alld　 Spilce,　 50,　371-382.
　 　 Ebihara.　 Y.,　Miyaoka、 　II.　and　 Ejiri、　M.　 (1998):　 The　 enhanceinents　of　 diff rential　 fhlx　 of　 ellergeti(l　 particles
　 　 　 associated　 、～1th　a　maglletic　 stoml.　 Proceedillgs　 of　the　 NIPR　 Symposium　 oll　Upl)er　 AtIllosphere　 Physics,　 1L　 !50-
153.
　 　 Ebihara、 　Y.,　Miyaoka,　 H.,　 Tohyama,　 F.　alld　 Ejiri,　 M.　 (1997):　 Loss　 effects　 for　 energetic　 protons　 associated　 with　 a
　 　 　 maglletic　 storm　 il)　the　 ilmer　 magl)etosl)here.　Proceedillgs　 of　 the　 NIPR　 Sylnposiuln　 oll　UI)per　 Atmosph(!re
Physics,10,16-28.
　 　 Ebihara、 　Y.,　Kadokura,　 A.,　Tollegawa,　 Y.,　Tohyama,　 F,　 Sato　 N.,　Hirasima,　 Y.,　Namiki,　 M.,　Berillg,　 III　E.　A.,　Bellbrook,
　 　 　 J.　R.　 and　 Ejiri,　 M.　 (1996):　 A　 conve℃tion　 enhanceinent　evellt　 observed　 with　 the　 polar　 patrol　 balloon　 #4.
　 　 　 Proceedillgs　 of　t}1e　NIPR　 Symposilull　 oll　Upl)er　 Atlnosl)hel'e　 Physics,　 9,　12-24.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Ebihara.　 Y.,　Fok,　 M.-C.,　 and　 Nagai,　 T.　 (invited):　 Dy　 iami℃s　 of　the　 ril18r　cUITellt　 dm・illg　 the　 super　 storIlls　 ill　O(:1()1)e「-
　 　 　 November　 2003,　 Americall　 Geophysical　 UIli()l/,　Fall　 Meetillg,　 Sall　 Fransisco,　 CA,　 USA,　 December　 2003.
　 　 Ebihara.　 Y.,　Fok,　 M.-C.,　 Brandt,　 P.C.,　 Wolf,　 RA,　 and　 Moore,　 T.E.:　 Self-collsistent　 behavior　 of　the　 rillg　 cllrrellt
　 　 　 developmellt　 ,　Ameri℃all　 Geophysical　 Uni()11,　 Fall　 Meetillg,　 Sall　 Fransisco,　 CA,　 USA,　 1)ecember　 2003.
　 　 Ebihara,　 Y.,　Ejiri,　 M.,　 Nilsson,　 H.,　 ,Sandahl,　 1.,　Grande,　 M.,　 Felulell,　 J.F,　 alld　 Roeder,　 J.L.　 (invited):　 Fol'matioll　 of
　 　 　 maill　 l)hase　 rillg　cllrrellt　 and　 re(lovery　 p}lase　 rillg　cUrrellt,　 IUGG　 General　 Assembly,　 GAIII.06,　 Sapporo,　 Jap;m,
Jllly2003.
　 　 Ebillara.　 Y.,　Ejiri,　 M.,　 Sandahl,　 1.,　Eliassoll,　 L.,　Nilsson,　 H.,　Grallde,　 M.,　 Felmell,　 J.F.,　 Roeder,　 J.L.,　 and　 Kistle「,　 L.M.
　 　 　 (invited):　 Fate　 of　the　 plasma　 slleet　 i(ms,　 IUGG　 Gelleral　 Assembly,　 GAIII.08,　 Sapl)oro,　 Jal)al1,　 July　 2003.
　 　 Ebihara.　 Y.,　Ejiri,　 M.,　 Sandahl,　 1.,　Nilssoll,　 H.,　 GraIlde,　 M.,　 Felmell,　 J.　F,　 Roeder,　 J.　L,　 and　 Ganushkina,　 N.　 Yu.
　 　 　 (invited):　 Stru(:tul'e　 and　 dynami(ls　 o1|　the　 plasma　 pressllre,　 ill　th(・　ilmer　 magllet()sPhere　 A　simlllation　 sclleme　 for
　 　 　 high　 ellergy　 partides,　 COSPAR,　 34th　 Scielltific　 Assembly,　 IIouston,　 TX,　 USA,　 October　 2002.
　 　 Ebihara.　 Y.,　Ejiri,　 M.,　 Ganushkina,　 N.,　Sandahl,　 1.,　NilSSOn,　 H.,　 Grande,　 M.,　 Felmell,　 J.　F,　 ROeder,　 J.　L,　and　 Fritz,　 T.
　 　 　 A.:　POLAR/CAMMICE　Ineasllremellt.s　 of　equatorial　 I.)rotoll　 ellergy　 dellsity　 ill　tlle　 ilmer　 Inagnetosphere,　COSPAR
　 　 　 Colloquiuin,　 Plasma　 processes　 ill　the　 near-earth　 space:　 Interl)all　 alld　 bey.　ond,　 Sofia,　 Bulgaria,　 February,　 2002.
　 　 Ebihara,　 Y.,　 and　 Ejiri,　 M.　 (illvited):　 A　 s.　imulation　 schellle　 for　 high　 ellergy　 parti(lles.　 Sixth　 IIltenlati(mal
　 　 　 School/SyIlll)osium　(ISSS　 6),　Garchin9,　 Germany,　 Septellll)er　 2001.
　 　 Ebillara、 　Y.,　Yamauchi,　 M.,　 Nilsson,　 H.,　 Llllldill,　 R.,　Ejiri,　 M.:　 A　possible　 fate　 of　the　 earthward　 ion　 flow　 illto　the　 low-L
　 　 　 region:　 ParUd()　 simulations　 alld　 viking　 observations.　 The　 first　S-RAMP　 Collferell℃e,　 S7-16,　 0ctober　 2000
　 　 Ebihara.　 Y.,　Ejiri,　 M.　 and　 Nilssoll,　 II.　(invited):　 Single　 parti℃le　 silllulatioll　 oll　the　 storm-time　 rillg　currellt　 formatioil
　 　 　 alld　 Dst　 variati()ll.　 COSPAR,　 33rd　 S(lielltific　 Assembly,　 Warsaw,　 Poland,　 July　 2000
　 　 Ebihara.　 Y.,　Yamauchi,　 M.,　 Nilsson,　 II.,　Llmdill,　 R.,　Ejiri,　 M.:　 Particle　 simulation　 of　the　 Ineso-s()ale　 sthlchlre　 ()f　the
　 　 　 ring　 curl'el}t.　 Eui'opean　 Geophysi(:al　 ,Socieiy,　 XXV　 General　 Assembly,　 Nice,　 Frallce,　 April　 2000
　 　 Ebihara、 　Y.,　Nilssoll,　 H.,　 Yamau(:hi,　 M.　 alld　 Ejiri,　 M.:Ring　 currellt　 l)rotoll　 precil)itatioll　 alld　 its　collse(luel|ce　 to　 th(・
　 　 　 ionosphere.　 Ellropeall　 Geophysical　 So℃iety,　 XXV　 Geiieral　 Assembly,　 Nice,　 Frallce,　 AI)ril　 2000
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 研 究(B)(2)「 北 極 域 に お け る 中 層 大 気 ・熱 圏 の 力 学 結 合 」(研 究 分 担 者)(平 成13年)
8.講 演 な ど
一40
9.学 会及び社 会的活動
地 球電 磁 気 ・地球 惑 星圏 学 会,ア メリカ地 球物 理 連 合　 Allleri℃al}　Geol)hysi(:al　 {TmolU　 ,　欧 州地 球 物理 協 会
　 (EuroPeall　 Geol)llysi(・al　Socie{y/
10.受 賞 な ど
ll.　他 大学 等での 講義 な ど
12.所 内外 の主 要な 会議 委員 な ど
13.研 究活 動の 課題 と展 望
磁 気嵐 にお いて発達 す る リングカ レン トの 発達 は,オ ー ロラ帯 及 びサ ブオーロ ラ帯 にお ける電気伝導 度 に大 き く
支配 されてい る ことが 当該年 度の研究 で明 らか になった この こ とは,リ ング カレ ン トの発達 は従来考 え られてい
た よ りも複雑で,リ ン グカ レン トの発 達の理解 には,オ ー ロラ帯 及びサ ブオーロ ラ帯 にお ける電気伝 導度の 空間構
造 の理解 が不可 欠で ある こ とを意味 してい る 今後 は人工衛 星に加 え,地 一ヒ観測 による オーロ ラ画像 か ら メン スケ
ールの電 気伝導 度空 間構 造 を推 定 し,未 解明 であ った磁 気圏電場,粒r－ 分布 お よび電離 圏電気 伝導度 との関係 を さ
らに明 らか に してい きたい また 一方,太 陽紫 外線 に起因す る背 景電 気伝 導度 は,電 離 圏対流 や沿磁 力線 電流,化
学変 化等 の影響 を受 けるため,背 景電 気伝導度 の磁気 圏 に対す る役割 は複雑 で全 く明 らかで はない.磁 気嵐 に伴 う
SubAuroral　 Ion　Drift　(SAIDI　 やSubAuroral　 Polarizatioil　Stream　 `SAPS)　 といったサ ブ オー ロ ラ帯の電 離圏 におけ
る現 象 を理 解す るため には,背 景電 気伝 導度 を適 切 に取 り扱 う必 要があ ろ うt－熱 圏 シ ミュ レー シ ョンやEISCATな
どの レー ダー観測結 果 を視 野 にいれ た磁 気圏 ・電 離圏結 合 に関す る複 合的研究 を進 めて い きたい
(2)共 同研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職
一 一1_
研 究 課 題
佐 藤 夏 雄 国 、ン:極地研究 所 ・教授 南北両極か らみた電磁気圏と中層大気の結合
麻 生 武 彦 国立極地研究所 ・教授 ISレ ー ダー に よ る太 陽粒 子 エ ネルギ ー流 入構造 の観
測 ・研 究
イ.一 般 共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
湯 元 清 文 九州大学大学院理学研究院 ・教授 地上多点 と人一1二衛星観測 に基づ くオーロラとPi2地 磁
気脈動に関する研究
吉 川 顕 正 九州大学大学院理学研究院 ・助 手 発散性ホール電流 を考慮 したオーロラ現象同定に関す
る理論的研究
福 西 浩 東北大学大学院理学研究科 ・教授 AGOと 昭和基地広帯域磁力計観測による極域脈動現象の解析
利根川 豊 東海 大学Il学 部 ・教授 SUperI)ARNを 用 いたULF波 動 の研究
小 川 英 夫 大阪府 ウニノく学総合科学部 ・教授 極域における大気微量成分の ミリ波観測
塩 川 和 夫 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助教授1
大気 光 イ メー ジン グ観測 を通 じた電離 圏 ・熱 圏 ・中層
圏 ダ イナ ミクスの研 究
久保田 実 (独)通 信総 合研究 所 ・主三任 研究 員
1全 天型 イ メー ジャを用 いた微弱 な オー ロラの 絶対 強度
1導 出 及び オー ロラ降 一ド電子 エ ネルギ ー推 定 に関す る研
究
臼 井 英 之 京都 大学宙空電波研究セ ンター ・
助教授 宇宙環境 シュミレータの開発 と飛翔体環境の解析
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
柴 崎 和 夫 國學院大學文学部 ・教授 衛星による極域大気組成の研究
西 野 正 徳 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助教授
リオメータ観測デー タによる南北両極磁気圏電離圏の
対称 ・非対称性の研究
早 川 正 士 電気通信大学 ・教授 上層雲放電 とELF放 射 ・電離層擾乱
野 澤 悟 徳 名 古屋大学太陽地球環境研究所 ・助教授 極域 中間圏における各種大気波動の研究
南 繁 行 大阪市立大学工学部 ・助教授 極域における沿磁力線電流 と磁気圏電場の関連 に関する研究
巻 田 和 男 拓殖大学工学部 ・教授
地球磁場変動 に伴 うグローバルな超高層大気環境の調
査
家 森 俊 彦 京都大学大学院理学研究科 ・教授 極域 プラズマ対流および中性風 と磁気圏3次 元電流系の関係
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・教授
SllperDARNレ ー ダー に よる極域 熱圏 ・電 離 圏 ダ イナ
ミクスの研究
森 岡 昭 東北大学大学院理学研究科 ・教授 極城地磁気擾乱とAKR活 動の研究
三 澤 浩 昭 東北大学理学研究科 ・助教授 オーロラ嵐活動 を説明する太陽構造変動のモデル化
小 野 高 幸 東北大学大学院理学研究科 ・教授
科学衛星 「あけぼの」 による波動観測 と地上観測の対
比 による極域電磁圏プラズマの太陽風応答 ・太陽活動
依存性の研究
白 井 仁 人 一一関工業高等専門学校 ・助教授
人工衛星を用いた磁気中性線の発生 と移動に関する研
究
五十嵐 喜 良 (独)通 信総合研究所 ・室長
VHFレ ーダによる極域超高層大気 ダイナ ミックスに関
する研究
中 川 道 夫
大阪市立大学 大学 院理学研究科 ・
助教授
オーロラX線 の発生機構 と高エネルギー粒子加速の研
究
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.特定領域研究(2)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究難 く絨 〉 研究所教官の分担者
麻 生 武 彦 ・教 授 北極域における中層大気 ・熱圏の力学的結合 15～16 江 尻 全 機
佐 藤 夏 雄
山 岸 久 雄
田 口 真
堤 雅 基
行 松 彰
岡 田 雅 樹
Blorl1　 GllstavssOll
海老原 祐 輔
福 西 浩
三 好 勉 信
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イ.基 盤研究(B)
研究代表者 ・職| 研 究 課 題 研究鞭 〈饅〉 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 太陽活動極大期 におけるオーロラ微細構造の南北 13～16 江 尻 全 機
半球対称性 ・非対称性の研究 山 岸 久 雄
宮 岡 宏
田 口 真
門 倉 昭
行 松 彰
岡 田 雅 樹
菊 池 雅 行
麻 生 武 彦 ・教 授 EISCATレ ー ダー に呼 応 した観測 と数 値 モデ リン14～16 山 岸 久 雄
グによる極域大気潮汐波の解明 堤 雅 基
行 松 彰
村 山 泰 啓
ウ.基 盤研究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈}'成〉 研究所教官の分担者
宮 岡 宏 ・助教授 オーロラの微細構造の解析 とその生成機構 14～16 岡 田 雅 樹
エ.若 手研 究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈臓 〉 研究所教官の分担者
岡 田 雅 樹 ・助 手 3次 元非構造格子電磁粒子 コー ドによる宇宙飛翔
体環境 シミュレータの開発
14～15
堤 雅 基 ・助 手 レーダーおよび各種光学装置を用いた総合的な南
極域中間圏 ・下部熱圏大気力学の研究
14～16
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2)気 水圏研究グループ
(1)一 般 研 究
研 究 目 的
極域は地球の冷源域 として,地 球規模の気候 ・環境 システムにおいて重要な役割 を果たしている。南極氷床は地球
上の淡水の90%以 上を占めるなど,両 極の雪氷圏は地球規模の水循環や海面水位変動 に大 きな影響 をもっている、
南極大陸を取 り囲み,北 極海を埋める海氷域は,大 気と海洋 を遮る役割を果た し,底 層水の形成,ひ いては海洋深層
循環 に関っている、極域の大気は,著 しい低温 と強い極渦の発達で特徴付けられ,海 洋 とともに,中 ・低緯度 と極域
との間で熱や物質を運ぶ役割 を果た している、,このような大気一雪氷一海洋 ・海氷システムの素過程およびその関連
を明らかにし,さ らには極域が重要な鍵 となっている地球規模環境変化を解明することを研究の目的としている。
研 究 計 画 の 概 要
・南極における大気中物質の変動,発 生 ・吸収および輸送過程を,大 気循環場 との関連で捉えてい く,,現地では,地
上,高 層観測,ク ライオジェニ ックサンプラー回収気球実験 船上観測の他,リ モー トセ ンシングによる大気エア
ロゾル,雲 の観測,　ADEOS-II/GLIの 受信 と地上検証観測を実施 した。特に,オ ゾンホール生成,消 滅に関するオ
ゾンゾンデ集中観測やエアロゾルに重点をおいた 「しらせ」重点観測 も行った。また,大 気微量成分のモニタリン
グを継続 し,長 期の変動を究明 している。その他,衛 星データ,客 観解析デー タの解析 も進めると共に,将 来の南
極における大型大気 レー ダの可能性 を検討 した、
・北極域大気の対流圏,成 層圏における温室効果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動を明らかにし,そ の原因とな
る輸送や生成 ・消滅過程の解明をはか り,南 極域 と対比 しつつ,放 射効果などを通 じた気候への影響を評価 してい
る,、これまで実施 した北極海横断の航空機大気観測デー タの解析 を実施すると共に,2004年 に予定 している対流
圏エアロゾル と放射の航空機 ・地上総合観測の準備 を進めた、
・南極における過去の気候 ・環境変動の解明を目的として,ド …ムふ じの深層氷床 コアと南極の多点浅層雪氷 コアの
分析 を実施 し,研 究 を進めた。
・北極域雪氷圏の気候 ・環境変動を明らかにするため,北 極域 とその周辺 において氷河観測 と雪氷コア掘削 を行い,
雪氷コア解析を実施 した。
・南大洋 イン ド洋区における海洋循環 ・海氷変動過程の解明を目的 として,衛 星画像や現地観測データの解析 を実施
した、「しらせ」船上の海氷観測 を継続すると共に,衛 星データ検証のための衛星一航空機一砕氷船同期観測 を冬
季南極海氷域で行 なった、,
研 究 成 果
・北極航空機大気観測結果の解析 を進め,大 気循環場一輸送過程一と北極ヘ イズを含むエアロゾルの動態,組 成,光
学的特性 との関連,温 室効果気体の分布特性,極 渦 と基本的な大気構造の関連等を明らかにした。第V期 南極観測
で得 られたライダー観測データなどを基に,南 極沿岸域か ら内陸のエアロゾルの濃度や形状(球 形 ・非球形)等 の
特徴 を調べ,そ の季節変動,高 度分布を明 らかにした、,また昭和基地でのエアロゾルを構成する化学成分の分析か
ら季節変動 を明らかに した。
・夏季の ドームふ じの氷床表面層 と惑星境界層の領域で,日 周期の水循環系が存在することを指摘 した,
・2003年12月26日 および2004年1月5日 に昭和基地においてクライオジェニ ックサ ンプラー回収気球実験を実施 し,
上空10kmか ら30kmのll高 度の成層圏大気資料の採集に成功 した。
・2003年 の過去最大規模に発達 したオゾンホールの生成,消 滅過程を調べるため98機 のオゾンゾンデ観測 と50機 の
ラジオゾンデ観測 を行った。前半は国際共同南極 ネッ トーワーク観測の一環である。 また,後 半は7機 の高高度気
球による高度40kmま での観測を含む。(宙 空と合同)
・大型大気 レーダに使用す る高効率増幅器の開発を行い,必 要電力を半減 させることに成功 した,,ま た,昭 和基地で
のア ンテナ環境試験 を含む地形,積 雪,電 波環境に関する現地調査 を行った。(宙 空 と合同)
・南極 ドームふ じコアの酸素同位体比から推定 した過去32万 年間の気温変動のプロファイルがボス トークコアによ
る気温変動のプロファイルとよく…致 していることが明らか になった、また,過 去32万 年 にわたるダス トの直接
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放射 強制 力 の変動 を放射 伝達 モ デル を用い て検 討 した ダス トの放 射強 制力 は,現 在 に比 べ10倍 もの 高濃 度で あ
った氷期の 末期 で も,現 在 の地球 平均 と同程度 に過 ぎず,氷 期 の南半球高緯 度 におけ る高濃 度 ダス トが気候 へ 及ぼ
す 直接 効果 は小 さか った ことが 明 らか とな った .
・南極 浅層雪 氷 コア に含 まれ る火山 シグナル を同定 す るこ とによ り,斜 面 下降風域 にあ る地点 での過 去200年 間の表
面 質量 収支 の変動 が明 らかに なった
・カナ ダのマ ウ ン トロー ガ ンにおい て,深 さ220mま で の雪氷 コア を採取 した 一同 コアの層位 観測 を行 った ところ,
深 さ130mと146mの 部 分 に,厚 さ2mmの 火LI恢 層 が 見 られた 掘 削地 点 で採 取 した ピ ッ ト試料 の分析 結果 か ら,
酸 素同位 体比 と イオ ン濃度 の季節 変化 に関 す る知見 を得 る と ともに,2001年 春 に ゴビ砂 漠か ら飛 来 した ダス ト層
を同定 す る ことが で きた 方,昨 年度,ロ シアの アル タイLIJ脈 におい て掘 削 した表層雪氷 コアを解析 し,森 林火
災の シグナル を検 出 した.
・南極 ウ ィル クスラ ン ド沖 で漂流 させた 中層 フロー トの デー タ解析 を進め た結果,発 散 域の低 気圧性渦 にお いて活発
な湧 昇が起 こってい るこ とを明 らか に した また,そ の渦 の出現 海域 はホ リニ ア形 成域 とも一致す る ことが わか っ
た、,
・過去20年 間 にわたる南極 リュツ ォ ・ホルム湾定 着氷域の 氷状 変化 に関 して,衛 星 画像,EMI(電 磁誘導法)デ ー タ,
ビデオ画像 お よび砕 氷航行 デー タの解析 に よって,年 々変化 の特徴 を明 らかに した。
Cl.　藤 井 理行 北 極圏環 境 研究 セ ン ター長k併 任),教 授,総 合研 究 大学 院大 学数 物 科学研 究 科極 域 科学 専攻 教授
(併 任),理 学博士(名 古 屋 大学:1981年)
1.専 門領域:雪 氷気候 学
2.研 究 課題:極 域雪 氷 コアに よる過 去の気候 ・環境 変動の復 元 と変動 メカニズム,及 び雪氷圏 変動 に関す る研 究
3.研 究 活動の概 要 と成果
南極 氷床 ドームふ じ氷 床深層 コアの基 本解析 を共 同研究 と して進 め,特 に過 去14万 年 間 におけ る ダス ト変動 と
海面 変動 に伴 う南 半球 高緯 度の 大陸棚 露 出面積 変動 か ら,ダ ス トの大気 輸送 力の 変動 を明 らか に した,ま た,14
万年 間の大 気輸 送力 変動 と海塩 のNa+フ ラ ックスの問 に高 い相関 を見 出 し,こ の 関係 か ら,過 去32万 年 にわ たる
大気輸 送力の変 動 を推 定 した
4.研 究活 動歴
第18次 南極 地域観 測隊(越 冬隊)参 加(1976-1978)
第25次 南極 地域観 測隊(越 冬隊)参 加(1983-1985)
第32次 南極 地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1990-1992)
第37次 南極 地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1995-1997)
英国 ・ハ レー基地(交 換 科学 者)参 加(1981-1982)
スイス連邦工 科大学(短 期在外 研究fii'留 学(1986)
スバ ールバ ル氷 河調査 参加(ユ987,1993)
グリー ンラ ン ド雪氷調査 参加(1989)
グリー ンラン ド氷床深層 コア掘 削参加(1992,2000)
ネハ ール ヒマ ラや氷河調 査参加(1973,1974,1975,1994)
シベ リア積雪調査 参加(1999,2000,2001)
ロ シアアル タ イ山脈 氷河 及 び山 岳永 久凍 土調査参加(2000,2001,2003)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論文)
E皿,　 Kohno,　 M.,　Matoba,　 S.,　Motoyama,　 H.　and　Watallabe,　 O.　(2003):　A　320　k-year　record　of　mi℃roparticles　ill
　 　　the　Dolne　 Fuji,　Antarcti(la　ice　c:ore　measured　 by　lag.　er-light　scatterillg.　Mem.　 Natl　Inst.　Polar　Res.,　Sr)ecial　Issue,
57,46-62.
Shiraiwa,　 T.,　Goto-Azuma,　 K.,　Matoba,　 S.,　Yamazaki,　T.,　Segawa,　 T.,　Kanamori,　 S.,　Matsuoka,　 K.　alld　 E虹 肚(2003):
　 　 　 Ice　 core　 drilling　 at　King　 Col,　 Mc)unt　 Logan.　 Bulletin　 of　Glaciological　 Research,　 20,　57-63.
Goto-Azuma,　 K.,　Shiraiwa,　 T.,　Matoba,　 ,S.,　Segawa,　 T.,　 Kanamori,　 S.,　E虹U　 Yamazaki,　 T.　 (2003):　 All　 overview　 of
　 　 the　 Japallese　 glaciologi(:al　 studies　 oll　Mt.　 Logan,　 Yuk(m　 Territory,　 Canada　 iIl　2002.　 Bulletin　 of　Glaciol()gieal
Research,20,65-72.
一45一
Kawamura, K., Nakazawa, T., Aoki, S., Sugawara,  S.,  Fujii, Y. and Watanabe, 0. (2003): Atmospheric  CO2 variations 
 over the  last three glacial-interglacial climatic cycles  deduced from the Dome Fuji deep ice core, Antarctica 
 using a wet extraction technique. Tellus, 55B, 126-137.       
, ,  1t  TT,  g  4-^  , Sepp Kipfstuhl,  ttIVist  ,  HE1  *1.  ,  h,4  4   (2003) :  4J1 
 DomeFUJIr*D 7  7°117  6_  t,'  t'44-Tilf-Ak31R-NorA7. 47, 328-337. 
Kameda, T., Fujii, Y., Nishio, F., Savatyugin, L. M., Arkhipov,  S.M., Ponomarev,  I.A. and Mikhailov, N. N. (2003): 
 Seasonality of isotopic and chemical species and  biomass burning signals remaining in wet snow in the 
 accumulation area of Sofiyskiy Glacier, Russian Altai Mountains. Polar Meteorology and Glaciology, 17, 15-24. 
Kawamura, K., Nakazawa, T., Aoki, S., Sugawara, S., Fujii, Y. and Watanabe, 0. (2003): Atmospheric CO2 variations 
 over the last three glacial-interglacial climatic cycles deduced from the Dome Fuji deep ice core, Antarctica 
 using a wet extraction technique. Tellus, 55B, 126-137. 
 Fujii, Y., Azuma, N., Tanaka, Y.,  Nkayama, M.,  Kameda, T., Shinbori, K., Katagiri, K., Fujita, S., Takahashi, A., 
  Kawada, K., Motoyama, H., Narita, H., Kamiyama, K.,  Furukawa, T., Takahashi, S., Shoji, H., Enomoto, H., Sitoh, 
  T., Miyahara, T., Naruse, R., Hondoh, T., Shiraiwa, T., Yokoyama, K., Ageta, Y., Saitoh, T.,  Watanabe, 0. (2002): 
 Deep ice core drilling to 2503 m depth  at Dome Fuji, Antarctica. Memoirs of National Institute of Polar Research, 
  Special Issue, 56, 103-116. 
Kohno, M. and Fujii, Y. (2002): Past 220 year bipolar volcanic signals: remarks on common features of their source 
  volcanic eruptions. Annals of Glaciology, 35, 217-223. 
Fujita, S., Azuma, N., Motoyama, H., Kameda, T., Narita, H., Fujii, Y. and Watanabe, 0. (2002): Electrical 
  measurements on the 2503 m Dome Fantarctic ice core. Annals of Glaciology, 35, 313-320. 
Fujita, S., Azuma, N., Motoyama, H., Kameda, T., Narita, H., Matoba, S., Igarashi, M., Kohno, M., Fujii, Y. and 
  Watanabe, 0. (2002): Linear and non-linear relations between the high-frequency-limit conductivity, AC-ECM 
  signals and ECM signals of Dome Fantarctic ice core from a laboratory experiment. Annals of Glaciology, 35,  321-
  328. 
Takahashi, A.,  Fujii, Y., Azuma, N., Motoyama, H., Shinbori, K., Tanaka, Y., Watanabe, 0., Narita, H.,  Nakayama, Y., 
 Kameda, T., Fujita, S., Furukawa, T., Takata, M., Miyahara, M. (2002): Improvements to the JARE deep ice core 
  drill. Memoirs of National Institute of Polar Research, Special Issue, 56, 117-125. 
Fujita, S., Aauma, N., Fujii, Y., Kameda, T., Kamiyama, K., Motoyama, H., Narita, H., Shoji, H., atanabe 0. (2002): 
  Ice Core Processing at Dome Fuji Station, Antarctica. Memoirs of National Institute of Polar Research, Special 
  Issue, 56, 275-286. 
)11  , if A- + , r.t.1,LIa FY] , i7 (2002)  : 7 ge. 41, L- J'01J4)- -1 
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Yamada, T., Takahashi, S., Shiraiwa, T.,  Fujii, Y, Kononov, Y., Ananicheva, M.D., Koreisha, M.M., Muravyev, Y.D. 
  and Samborsky, T. (2002): Reconnaissance on the No. 31 Glacier in the Suntar-Khayata Range,  Sakha. Republic, 
 Rissia. Federation. Bulletin of Glaciological Research, 19, 101-106. 
Suziki, K., Kameda, T., Kohno, M., Nakazawa, F., Uetake, J. and Fujii, Y. (2002): Meteorological observations on 
  Sofiyskiy Glacier. Russian Altai Mountains. Polar Meteorology and Glaciology, 16, 140-148. 
Fujii, Y.,  Kamiyama, K., Shoji, S., Narita, H., Nishio, F., Kameda, T. and Watanabe, 0. (2001): 210-year ice core 
  records of dust storm, volcanic eruption and acidification at Site-J, Greenland. Mem.  Natl Inst. Polar Res., Spec. 
  Issue, 54, 209-220. 
Kawamura, K., Yokoyama, K.,  Fujii, Y. and  Watanabe, 0. (2001): A Greenland ice core record of low molecular 
  weight dicarboxylic acids,  ketocarboxylic acids, and a -dicalbonyls: A trend from Little Ice Age to the  present 
  (1540 to 1989 A.D.) Journal of Geophysical Research, 106,  D1,  1331-1345. 
Wu, L., Chen, L., Li, Y., Tang, Y., Shbn, Y., Dong, Z.,  Fujii, Y. (2001): Study on the abundance of CFCs varying with 
  the latitude at the bottom of the troposphere in the Southern Hemisphere. Environ. Sci. Technol., 35, 2436-2440. 
Takata, M. and Fujii, Y. (2001): A laser tomograph technique for ice core stratigraphy analysis. Polar Meteorology 
  and Glaciology, 14, 16-26.
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 Kawamura, K., Nakazawa, T.,  Machida, T.,  Morimoto,  S., Aoki, S.,  Ishizawa, M.,  Fujii,  Y. and  Watanabe, 0. (2001): 
    Variations of the carbon isotopic  ratio  in atmospheric  CO2  over the last 250 years recorded in an ice  core from 
    H15, Antarctica. Polar  Meteorology  and  Glaciology, 14, 47-57. 
   Motoyarna,  ff.,  Watanabe, 0.,  Kamiyama, K..,  Igarashi,  M.,  Goto-Azuma, K.,  Fujii, Y.,  Iizuka, Y.,  Matoba, S., Narita II. 
 and  Kameda, T.  (2001): Regional  characteristics of  chemical  constitutents in  surface  snow, Arctic  cryosphere. 
    Polar Meteorology and  Glaciology, 15, 55-66. 
 Tamura, S., Kikuchi, T., Takahara, H.,  Mishima, M. and Fujii, Y.  (2001): Application of He-microwave  induced 
 plasma  atomic emission spectroscopy  to an analysis of  individual particulate  matter. Polar  Meteorology  and 
 Glaciology,  15, 124-132. 
 Kawamura, K., Nakazawa, T.,  Machida, T.,  Morimoto,  S., Aoki, S., Ishizawa, M., Fujii, Y.  and Watanabe,  O. (2000): 
    Variations of the carbon isotopic ratio in atmospheric CO2 over the last 250 years recorded  in an ice  core  from 
     H15, Antarctica. Polar Meteorology and  Glaciology, 14, 47-57. 
   Takata, M.  and Fujii, Y. (2000): A laser  tomograph  technique for ice core stratigraphy analysis. Polar Meteorology 
    and Glaciology, 14, 16-26. 
   Kohno, M.,  Fujii, Y., Kusakabe M. and Fukuoka, T. (1999): The last 300-year volcanic signals recorded in an ice core 
     from H15, Antarctica. Seppyo, 61, 13-24. 
 Kawamura, K., Yokoyama, K., Fujii, Y. and  Watanabe, 0. (1999): Implication of azelatic acid  in a Greenland ice  core 
     for oceanic and atmospheric changes  in high latitudes. Geophysical Research Letters, 26, 7, 871-874. 
   Ikegawa, M., Kimura, M., Honda, K., Akabane, I., Makita, K. Motoyama, H., Fujii, Y. and Itokawa, Y. (1999): 
    Geographical variation of major and trace elements in East Antarctica. Atmospheric Environment, 33, 1457-1467. 
   Fujita, S., Maeno, H.,  Uratsuka, S., Furukawa, T., Mae, S.,  Fuii, Y. and Watanabe, 0. (1999): Nature of radio echo 
     layering in the Antarctic ice sheet detected by a two-frequency experiment. Journal of Geophysical Research, 
    104, B6, 13013-13024. 
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 Kohno M. and Fujii Y. (1999): Major element analysis of fine tephras found in an ice core from Dome Fuji Station. 
     Antarctica. Polar Meteorology and Glaciology, 13, 125-134. 
 Watanabe, 0.,  Fujii, Y.,  Kamiyama, K., Motoyama, H., Furukawa, T., Igarashi, M. Kohno, M.,  Kanamori, S., 
     Kanamori, N., Ageta, Y., Nakawo, M., Tanaka, H., Satow, K., Shoji, H., Kawamura, K.,  Matoba, S. and  Shimada, W. 
     (1999): Basic analyses of Dome Fuji deep ice core Part 1: Stable oxygen and hydrogen isotope ratios, major 
     chemical compositions and dust concentration. Polar Meteorology and Glaciology, 13, 83-89. 
 Fujii, Y., Kohno, M., Motoyama, H., Matoba, S., Watanabe,  0., Fujita, S., Azuma, N., Kikuchi, T. , Fukuoka., T. and 
    Suzuki., T. (1999): Tephra layers in the  Dome Fuji (Antarctica) deep ice core. Annals of Glaciology, 29, 126-130. 
   Matsunaga, S., Kawamura, K., Yamamoto, Y., Azuma, N., Fujii, Y. and Motoyama,  H. (1999): Seasonal changes of 
    low molecular weight dicarboxylic acids in snow samples from Dome-Fuji, Antarctica. Polar Meteorology and 
 Glaciology, 13, 53-63. 
 Watanabe,  0., Kamiyama, K.,  Motoyama, H., Fujii, Y., Shoji, H. and Satow, K. (1999): The palaeoclimate record in 
     the ice core from Dome Fuji station, Antarctica. Annals of Glaciology, 29, 176-178. 
 Horn A., Tayuki, K., Narita, H., Hondoh, T., Fujita, S.,  Kameda, T.,  Shoji,11., Azuma, N.,  Kamiyaa K., Fujii, Y., 
    Motoyama, H. and  Watanabe,  O. (1999): A detailed density profile of the  Dome Fuji (Antarctica) shallow ice core 
     by X-ray transission method. Annals of Glaciology, 29, 211-214. 
 6.  [7150AA CiAkg)f-t93=A) 
 Fujii, Y.,  Kohno, M.,  Matoba, S., Watanabe,  C). (2003): An 140 K-year record of  dust flux at Dome Fuji, Antarctica 
    and its climatological interpretation. SCAR 7th International Symposium on Antarctic Glaciology, Milan, Italy, 
    August, 2003. 
 Fujii, Y., Kohno, M., Kamiyama, K., Motoyama, H.,  Matoba, S., Igarashi, M. and  Watanabe, 0.: Microparticle 
    concentration change  during past 330 ka recorded in  Dome Fuji ice core, Antarctica.  International Symposium
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　　　oll　Ice　Cores　and　Climate.　Kangerlussuaq,　 19-23　August,　2001.
E虹 旦,　 Watallabe,　 0.,　Kamiy.　ama,　K.,　Motoyama,　 H.,　Furukawa,　 T.,　Ko}mo,　 M,　Matoba,　 S.　aild　Igarashi,　M.:　()limate
　　　alld　Terrestial-Marine　 Envii'oimmemt　 dul-illg　past　320k　 years　recorded　 ill　I)ollle　Fuji　Ice　Core.　 China-Jal)all
　　　International　Syml)osillm　 on　Polar　Gla℃iology・,　Shallghai.　Chilla,　12　-　16　Sel)teml)er　200L
E旦匝"Y`,　Kamiyama,　 K,　Motoyama、 　H.,　Azumti,　K.,　Igarashi,　M.、　Sh〔λii,　H.,　Kameda,　 T.,　Narita　H.　and　"'atanabe,　 0.:
　　 NAO　 and　AO　 signals　recorded　 ill　Greenland　 and　 Svalbard　 i(:e　cores.　Intennat,ional　Workshop　 oll　Tlle　ILTS
　　　 Research　 Prqle(:1　"Atmosphere-Bi()spllel'e-Cryosl)here　 Interacti(⊃Ils　ill　the　Cold　Terrestrial　Region,　 Sal)poro,　4-5
　　　December,　 2001.
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
特定 領域研 究(B)「 北 極域 にお ける気候 ・環境 変動 の研 究」(領 域代 表 者)(平 成ll～16年)
特 定領域 研究(B)研 究 計画 「環北極 雪氷 コア による比 較環境 変動研 究」(分 担 者,代 表者神 山孝吉)い ド成11～
16年)
基盤研究(S)「 氷床 コアの高時 間分解能解析 に よる急激 な気候 ・環境 変動 の解明」(研究代表 者)(平 成15～19年)
基盤 研 究(B)極 域 雪 氷 中の環 境 変動 シ グナル抽 出 と環 境情 報復 元 に関す る研 究(分 担 者,代 表 者本 山 秀明)
(平 成15～17年)
基盤研 究(A)「 時代 比較 に よる乾燥 地域の 水資源 ・水利 用 に関 す る問 題点の抽 出」(研 究分担 者,代 表 者中尾 正
義)(平 成14～17年)
基盤研 究(B)合 成開 口 レー ダに よる南極氷床末端 変動 が流域の ダイナ ミクスに及ぼす影響 の評価(研 究分担 者,
代 表者 古 川晶雄)(平 成15～17年)
基盤 研 究(())北 極雪 氷 コアが 示す 十年 スケ ールの エ アロ ゾル変動 と北極振 動(研 究 分担者,代 表 者神山 孝 占)
(平 成15～17年)
8.講 演 な ど
「JARE　i(:e　(lore　paleoclimate　 research」 　(5月21日,　 KORDI,　 Korea),　 朝 日南極教室 「-70℃ の世 界」,朝 日新聞
本社 ホール(10月25日),上 副 岡市立福 岡 中学 校 「ふれ あい講演 会」講演(11月28日)
9.学 会及び社 会的活動
日本 雪氷学 会(事 務局 長),日 本 学術 会議極 地研究連 絡委 員会(幹 事),日 本学術 会議SCoSTEP専 門委 員会(委
員),日 本学 術 会議 環境理 学研究連絡 委 員会(委 員),日 本学術 会議 国際学術協 力事業研 究連絡 委員 会WCRP専 門委
員会ACSYS/CliC小 委 員会(委 員),日 本学術 会議 陸水研 連雪氷 小委員 会(委 員),極 地振 興会(評 議 員),極 地振 興
会編 集 委 員会(委 員),　International　 Glaciological　 Sociely評 議 委 員推薦 委 員 会(委 員),　 Glaciological　 S()℃iety、
AnnalsofGlaciology.　(編集 委員)　,　Canadian　 Foundation　 for　(Jlimate　and　Atmospheri℃ 　Sciences:　 (審 査 委員)
10.受 賞 な ど
日本雪氷学 会平 田賞(1980),秩 父宮 記念学術 賞(団 体受賞,1981),日 本 雪氷学 会特別表 彰(団 体受賞,1997),
日本雪氷学 会学術 賞(1999)
11.他 大学等 での 講義 等
福 岡大学理 学部 非常勤講 師(2003.4-2003.9)
岩手大学教 養講座 講師 「南極 ・北極 と地球 規模環 境変動」 講義(12月ll日)
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
文 部科学 省(科 学官),文 部 科学 省国際研究 集 会派遣研究 員 ・国際 シンポ ジウム選 考委 員(委 員),総 合科学技 術
会議 温暖化 イニ シアテ ィブ(委 員),総 合地球環 境学 研究所運 営協議 委員会(委 員),地 球 観測 フ ロンテ ィア研究 シ
ステム運営 委 員会(委 員),日 本学術振 興会 科学研究 費委 員会(専 門委員),ベ ルギー南 極観測 プ ログラム雪氷 分野
評価 委員 会(委 員),国 立極 地研究 所運営 協議 員 会(委 員),国 立極 地研究 所運営 会議(委 員),国 立極地研 究所 編
集 委員 会(委 員)
13.研 究活動 の課題 と展望
南極 ドー ムふ じ深層 コアの解析 を進 め,陸 海域 環境 変動 の実態 とその変動 メカニ ズムを研究す る とともに,第 一二
期 ドームふ じ南極氷床深層掘 削 計画 を推 進す る..北 極域 で進行 す る温暖 化の地域性 や季節 依存性,経 年 変化 を研 究
す る とと もに,北 極域 の雪 氷 コアデー タを用 いてその変 動の地域 特性 や北極振動 との 関連 を研究 す る、 また,富 十
山及 び ロシア ・アル タイ山脈 の永 久凍 ヒの温暖化 影響 に関す る研究 を行 う,、
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(2)和 田 誠 研究 系地球物 理学研 究部 門教授,総 合研究k学 院 大学 数物 科学研究 科極域 科学 専攻併 任理学 博lr　 〈/M
古屋 大学:1987年!
1.専 門領域:大 気物 理学1雲 物理 学.
2.研 究課 題:極 域 大気 中の/Jく蒸 気,雲 降 水 ヒエ アロ ゾルの研 究
3.研 究活動 の概 要 と成 果
水蒸気,雲,降 水 は 水ilH,,0.iの 相変 化で あるが,気 象,気 候現 象 にそれぞ れ異 なった影響 を与え る またエ ア
ロゾル はそれ独 自で も気候 ,環 境変動 に影響 を与えるが,雲 の 形成発達 に関与す る、現 在 これ らの量 の観測 を行い,
相 互の 関連,分 布,移 動,変 化 過程 の研究 を行 ってい る'F成15年 度 は南 極観 測で2000年 に得 られた デー タの 解
析,無 人観測 の北 極圏 スバー ルバ ルの雲,降 水,水 蒸気 の デー タ,有 人観測 の エ アロ ゾルのデ ー タを用い た解析,
2003年 春 の北極 圏飛行 機観 測の ドロ ップゾ ンデ な どの デー タの解析 を平成14年 度 に引 き続 き行 った 南極での 年
間の航 空機 観測 デー タか らは,　0.OIUm以 ヒの粒 ゴ1(主 と してエ イ トケ ン粒子 、数,0.311m以 ヒの粒 子 主 として ノ〈
粒子!数 の約6.5kmま で の高度 分布 を求め た その結 果年 間 を通 じてみ る と,エ イ トケ ン粒子 と大粒子 の高度 分布
は大 き く異 な り,エ イ トケ ン粒 子で は高度分布 の違 いが 余 り見 られ ないが,大 粒子 で は高 度が 上が るに連れ て粒子
数が 減少す る様 子が示 された この こ とは年 間の傾向 として,南 極沿岸域 まで到達 す るノs粒r－の起源 はF層 にあ る
こ と,エ イ トケ ン粒 」㌃の起源 は必 ず しも ド層 とはい え無い こ とが認め られた と考 えられ る 北極 の航空機 観測 か ら
はオ ゾ ン濃 度 と水蒸気 量,気 温 の関連づ けか ら対流圏 の空気が 成層圏 に もた らされ たケー スを見つ ける こ とが で き
た オゾ ン濃度 の変化 は対流 圏 と成層 圏の空 気交換の 良い指標 であ り,そ の過程 に伴 う他の物 質 量の 交換 は 重要で
才)る と考 え られる 今 後 これ らに関 して更 に調査 を進 め る予定 であ る また スバー ルバルの観測 か らは,昨 年度の
研究 を更に続 け,降 水粒 子の粒 径分布 が,急 に ノくきく変化す る ケー スの解析 を進 め た,現 在 これ らの ケ… スについ
て同時 に行 わ れてい る他 の観測 との比 較 を行 ってい る 粒径 分布の変 化が何 に起 因す るのか の検 討 を進 め るr.定 で
ある、
4. 研究活動 歴
第20次 南極 観測隊 〔越冬 隊11978-19801
第29次 南極観 測隊 ・越冬 隊`1987-1989i
第41次 南極観 測隊(越 冬 隊..:1999-200山
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文
　 MOrimoto,　 S.,　Watai,　 T.、　MaChida,　 T.,　 Wada　 M.　 and　 Yamallouchi,　 T.　 (2003):　 In-sitU　 measul'mellt　 Of　 the　 ()Z(me
　 　 (1011celltl'atiOll　 iIl　the　 Ar(:tic　 Airbome　 MeasllreIllellt　 Program　 2002　 (AAMPO2).　 Polar　 Me↑eol.　 GlacioL、 　17,　81-93.
　 MOrimotO,　 S.,　Wada　 M.、　SUgawara.　 S.、　、　Aoki,　 ,S.,　NakaZawa,　 T.　alld　 Yt)malloU(:hi,　 T.　(2002):　 In-SitU　 meaSllremellt　 of
　 　 　 the　 atmosphel'ic　 CO　 ℃on℃elltrati()ll　 at　Syowa　 Statioll,　 AIltarctica.　 1'olar　 Meteol.　 Glaciol.,　 16、　95-105.
　 Nishita,　 C.,　Osada,　 K.,　Ilara、 　K..　Kido、 　M.,　Wada　 M.,　Shibata,　 T,　}md　 Iwasaka,　 Y.　(2001):　 Nuinbei-size　 distllbutiolls　 of
atmosphericそ1erosol　particles　 (10<1)p<36511m)　at　Ny-Alesund,　 Norwegiall　 Arctic.　 Polar　 Meteol.　 Gla(:iol.,　 15,　67-
77.
　 Yamanouchi,　 T.,　Wada　 M.,　 FUkatsu,　 T.,　Hayt)shi,　 M,　 Osada,　 K.,　 Nagatani、 　M.,　 Nakada,　 A.　 and　 Iwasaka,　 Y.　 (1999):
　 　 Airbome　 obsel'vatioll　 of　watel'　 vapor　 alld　 aer()sols　 alollg　 Mizuho　 t'oute、 　Alltarctica.　 Polar　 Meteol.　 Gla(:iol、 　13,　22-
37.
6.目 頭 発 表 過 去 の 代 表 的 な 発 表1
差肥 ⊥ 誠,猪 原 哲,芝 治 也:南 極 昭 和 基 地 で の エ ー ロ ゾ ル 観 測.日 本 気 象 学 会 秋 季 大 会,2003年10月.
[]田 誠,森 本 真li」,'}ろ 沢 尚 彦,山 内 恭:北 極 横 断 飛 行 時 の ド ロ ッ プ ゾ ン デ 観 測.2002年11月
魍,　 Konislli,　 IL,　Morimoto、 　S.　and　 Yalnallol1(:hi,　 T.　:　Size　 distributi(ms　 of　aerosol　 alld　 slloW　 particle　 ill　dit'f{・1・(}llt
　 　 tyl)e　 airmasses.　 Ill　(:hallgillg　 physical　 envirolllllellt.　 Tromsoe　 lO.8.　 2002.
酬L　 :　Drol)sollde　 ()1)servations　 ill　Alltarcti℃a.　 AvAPs　 llser　 grc)ul)　 Ill(1eting　 2002.　 Boulder　 4.10.　 2002.
`口囲=1-
,猪 原 哲,芝 治 也:南 極 昭 和 基 地 内 陸 間 の エ ア ロ ゾ ル 航 空 機 観 測.日 本 気 象 学 会 秋 季 大 会,2001年10月
日田1,猪 原 哲,芝 治 也:南 極 で の 航 空 機 に よ る エ ア ロ ゾ ル 計 数 観 測.エ ア ロ ゾ ル 科 学 技 術 検 討 会,2001年7A
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 研 究B2:「 北 極 対 流 圏 ・成 層 圏 物 質 の 変 動 と 気 候 影 響 」 ・研 究 分 担 者)(平 成13,14,15年度)
基 盤 研 究A:「 北 半 球 の 気 候 に 影 響 を 与 え る ノ ル ウ ェ ー 海 周 辺 で の 水 蒸 気 ・降 水 ・気 象 擾 乱 の 研 究 」(研 究 分 担
一 .19
者)(平 成14～15年 度)
8.講 演 など
佐 倉 市国際 文化大学 での講演(2003.6)
9.学 会及 び社 会的活動
学 会:日 本 気象学 会,日 本雪 氷学 会,日 本 エア ロゾル学 会,　AmericanMeteorologicalSociety
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 の講義 な ど
大東 文化 大学経済 学部社 会経 済学 科非常勤 講師(2003.4-2004.3)
総 合研究 大学院大 学数物 科学科極域 科学専 攻助教授(2003.4-2004.3)
12.所 内外 の主要 な会議委 員な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
昨年度 か ら継続 中で ある研究 につ いて当該年 につい て も進め てい る。研 究活動 の概要 で述べ た成果 を まとめ て論
文 を作成 す る,,更 に今後 の展 開 と して雲 粒の形 成 に関与 す るエ ア ロゾルの数濃 度 を測 り,雲 粒数,エ ア ロゾル数 と
の 関係 を観 測す る方法 を開発す る。
③ 山 内 恭 南 極 圏 環 境 モ ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 教 授,図 書 室 長,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学
専 攻 併 任,大 学 共 同 利 用 機 関 法 人 化 準 備 室 併 任,理 学 博 士(東 北 大 学 二昭 和53年)
1.専 門 領 域:大 気 物 理 学,極 域 気 候 学
2.研 究 課 題:極 球 大 気 の 放 射 収 支,大 気 ・物 質 循 環,雲 ・海 氷 気 候 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
雪 氷 面 上 の 大 気 の 放 射 特 性,海 氷 一 大 気 の 相 互 作 用,温 室 効 果 気 体 や エ ア ロ ゾ ル ・雲 の 変 動 と 大 気 循 環 と の 関 り,
そ の 放 射 効 果,気 候 影 響 を さ ぐ る 観 測 的 研 究 を 南 極,北 極 域 で の 地 上 観 測,気 球,航 空 機,船 舶 等 を 使 っ た 観 測,
人 工 衛 星 に よ る リ モ ー トセ ン シ ン グ デ ー タ の 解 析 に よ り 進 め て い る 。15年 度 は,北 極 で こ れ ま で 実 施 し た 各 種 観
測 の 解 析 を 進 め た ほ か(対 流 圏 エ ア ロ ゾ ル と 放 射 総 合 観 測ASTAR2000,北 極 海 横 断 航 空 機 大 気 観 測AAMP　 O2),
16年 度 の 観 測 計 画 を 検 討 し た 。 ま た,南 極 域 で の 観 測(南 極 に お け る 地 球 規 模 大 気 変 化 観 測,大 気 微 量 成 分 モ ニ
タ リ ン グ)を 進 め,国 内 支 援 を 行 っ た ほ か,物 質 輸 送 と 大 気 循 環 場 の 関 連 に つ い て,気 象 客 観 解 析 デ ー タ を 使 っ た
検 討,人 工 衛 星NOAAの 赤 外 画 像 デ ー タ か ら南 極 域 の 雲 の 分 布 特 性 の 導 出 等 を 行 っ た 。
4.研 究 活 動 歴
第20次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1978-1980)
ア メ リ カ ・大 気 科 学 研 究 セ ン タ ー(NCAR)(短 期 在 外 研 究 員)(1982)
ア メ リ カ ・ア ム ン ゼ ン ス コ ッ ト南 極 点 基 地(交 換 科 学 者)(1985)
第28次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1986-1988)
ア メ リ カ ・NASA/ラ ン グ レ ー 研 究 セ ン タ ー　 (NRC客 員 研 究 員)(1992-1993)
第38次 南 極 地 域 観 測 隊 長 ・越 冬 隊 長(越 冬 隊)(1996-1998)
北 極 対 流 圏 エ ア ロ ゾ ル と 放 射 総 合 観 測(ASTAR2000)(2000.3-4)
北 極 海 横 断 航 空 機 大 気 観 測(AAMPO2)(2002.3)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Hara,　 K.,　S.　Yamagata,　 T.　Yamanouchi,　 K.　Sato,　 A.　Herber,　 Y.　Iwasaka,　 M　 Nagatani　 and　 H.　Nakata　 (2003):　 Mixillg
　 　 　 states　 of　individual　 aerosol　 particles　 ill　spring　 Arctic　 troposphere　 duriIlg　 ASTAR　 2000　 campaign.　 J.　Geophys.
Res.,108(D7),4209,doi:10.1029/2002JDOO2513.
　 　 Aoki,　 S.,　T.　Nakazawa,　 T.　Machida,　 S.　Sugawara,　 S.　Morimoto,　 G.　Hashida,　 T.　Yamanouchi,　 K　 KaWalmra　 alld　H.
　　 　　 Honda　 (2003):　 Carbon　 Dioxide　 Variations　 ill　the　 Stratosphere　 Over　 Japan,　 Scandinavia　 and　 Antarc:tic.　 Tellus,
55B,178-186.
　 　 Morimoto,　 S.,　T.　Nakazawa,　 S.　Aoki,　 G.　Hashida　 and　 T.　Yamallouchi　 (2003):　 Collcelltration　 variatiolls　 of　atmosl)heric
　 　 　 CO2　 0bserved　 at　Syowa　 Station,　 Alltarctica　 from　 l984　 to　2000.　 Tellus,　 55B,　 170-177.
　 　 Yamanouchi　 T.,　N.　Hirasawa,　 M.　 Hayashi,　 S.　Takahashi　 and　 S.　KaI/eto　 (2003):　 Meteorological　 chara(}teristi(:s　 of
　 　 　 AIltarctic　 inlan(1　 statioll,　Dome　 Fuji.　Proc.　 Int.　Sylnp.　 1)ome　 Fuji　 Ice　Core　 all〔1　Related　 Topics.　 Mem.　 Natl　 Inst.
一50一
 Polar  Res., Spec. Issue, 57, 94-104. 
 Nakashima,  H.,  N.  Hamada  and T.  Yamanouchi  (2003): Airborne  microorganisms in the  indoor  environment of 
 Syowa Station  in  Antarctica. Polar Meteorol. Glaciol., 17, 61-67. 
 Kobayashi,  It, K.  tiara, M. Shiobara, T.  Yamanouchi, K.  Osada and S. Ohta (2003): Seasonal variation of  chemical 
 composition of aerosols at Syowa Station, Antarctica in 2001. Polar Meteorol. Glaciol., 17, 68-80. 
Morimoto, S., T. Watai, T.  Machida, M.  Wada and T.  Yamanouchi (2003): In-situ measurement of the ozone 
 concentration in the Arctic Airborne Measurement Program 2002 (AAMP 02). Polar  Meteorol. Glaciol., 17, 81-93. 
 Hirasawa, N., M. Hayashi and T.  Yamanouchi (2003): An examination of the humidity correction by Vaisala  RS80-A 
 radiosondes for experiments and measurements at inland Antarctic station. Polar  Meteorol. Glaciol., 17, 94-102. 
 Yamanouchi, T., M. Wada, M. Shiobara, S. Morimoto,  Y.  Asuma, S.  Yamagata and others (2003): Preliminary  report. 
 of the  "Arctic Airborne Measurement Program 2002" (AAMP 02). Polar Meteorol. Glaciol., 17, 103-115. 
 Sato, K., M. Yamamori, S. Ogino, N. Takahashi, Y. Tomikawa and T. Yamanouchi (2003): A meridional scan of the 
 stratospheric gravity wave field over the ocean in 2001 (MeSSO 2001). J. Geophys. Res., 108, 
 doi:10.1029/2002,11)003219. 
Thomason, L. W., A. B.  Herber, K. Sato and T.  Yamanouchi (2003): Arctic Study on Tropospheric Aerosol and 
 Radiation:  Comparison of tropospheric aerosol extinction profiles measured by airborne photometer and SAGE 
 II.  Geophys. Res.  Lett.  , 30 (6), 1328,  doi:10.1029/2002GL016453. 
Kadosaki, G., T. Yamanouchi and N. Hirasawa (2002): Temperature dependence of brightness temperature 
 difference of AVHRR infrared split window channels in the Antarctic. Polar Meteorol.  Glaciol., 16, 106-115. 
 Hata, K. Osada, C. Nishita, S. Yamagata, T. Yamanouchi, A.  Herber, K. Matsunaga, Y. Iwasaka, M. Nagatani, and H. 
 Nakada. (2002): Vertical features of sea-salt modification in the boundary layer of spring Arctic during the 
 ASTAR 2000 campaign,  Tellus 54B, 361-376. 
Okada, I. and T.  Yamanouchi (2002): Seasonal change of the atmospheric heat budget over the Southern Ocean 
 from ECMWF and ERBE data.  J. Climate, 15, 2527-2536. 
Higashi, T., M. Kanao, H. Motoyama and T.  Yamanouchi (2001): Gravity observations along the traverse routes from 
  Syowa Station to Dome Fuji Station,  East. Antarctica. Polar Geoscience, 14, 226-234. 
Osada, K., K. Hara, M. Kido, H. Kai, T.  Yamanouchi, G. Hashida, K. Matsunaga and Y. Iwasaka (2001): Sulfate 
 depletion in snow over sea ice near Syowa Station, Antarctica, in relation to the origin of sulfate depleted sea salt 
  aerosol particles in winter. Polar Meteorol.  Glaciol., 15, 21-31. 
 Koji, M., N. Kikuchi, N. Hirasawa and T.  Yamanouchi (2001): A method of cloud field detection over Antarctica 
  during the polar night using AVHRR data. Polar Meteorol.  Glaciol., 15, 114-123. 
111   (2001) :  fAJLt-,ti%.(1.tM  J•-3  tt  L  A  )1.  )1/  OD  A-MA:41, 45,  329  —  352. 
 Morimoto, S., S. Aoki and T. Yamanouchi (2001): Temporal variations of atmospheric  CO2 concentration and carbon 
  isotope ratio in Ny-Alesund, Svalbard.  "Environmental Research in the Arctic 2000", Mem.  Natl. Inst. Polar 
 Res.,  Spec. Issue, 54,  71-80. 
 Yamanouchi, T. and A. Herber (2001): Plan of Arctic field campaign ASTAR2000 (Arctic Study of Tropospheric 
  Aerosol and Radiation). "Environmental Research in the Arctic 2000",  Mere.  Natl.  Inst. Polar  Res.,  Spec. Issue, 
 54, 101-106. 
 Yamanouchi, T., N. Hirasawa,  G. Kadosaki and M. Hayashi (2000): Evaluation of AVHRR cloud detection at Dome 
  Fuji Station, Antarctica. Polar Meteorol.  Glaciol.  , 14, 110-116. 
 Fukamachi, Y., M. Wakatsuchi, K. Taira, S. Kitagawa, S. Ushio, A. Takahashi, K. Oikawa, T. Furukawa, H. Yoritaka, 
 M. Fukuchi and T. Yamanouchi (2000): Seasonal variabiility of bottom water properties off Adelie Land, 
 Antarctica.  ,I. Geophys.  Res., 105, 6531-6540. 
 Hirasawa, N., H. Nakamura and T.  Yamanouchi (2000): Abrupt changes in meteorological conditions observed at an 
 inland Antarctic station in association with wintertime blocking formation.  Geophys. Res.  Lett., 27, 1911-1914. 
Ihsida, K., K. I.  Ohshima, T. Yamanouchi and H. Kanzawa (1999): MOS-1/lb MESSR observations of the Antarctic 
  sea ice: ice bands and ice streamers.  J.  Oceanography, 55, 417-426.
51
YalllallOU(:hi、 　T.,　N.　 Hirasawa　 alld　 M.　 Hayashi　 (1999):　 Report　 of　observation　 })r(λle(:t　ol)　"Atlllospheric　 Cil'℃ 山atioll
and　 Material　 Cycle　 in　the　 Antarctic"　 by　JARE-38.　 ∫)θlax'　,Veteθx'ol.　 Glαciol.,13、159-164.
　 Yamanouchi.　 T.,　 M.　 Wada,　 T.　 Fukatsu,　 M.　 Hayashi,　 K.　 Osada,　 M.　 Nagatani,　 A.　 Nakada　 and　 Y.　Iwasaka　 (1999):
Airbome　 observation　 of　water　 val)or　 and　 aerosols　 along　 INCizuho　 rollte,　AntalDctica.　 Po1α.r　Meteoグol.θ1σ(プ θ/.,13,
22-37.
6.[」 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Yamallollchi,　 T.　(2003):　 Observati()ll　 pr(λle(:t　of　gl'eeilhouse　 gas,　aerosol　 and　 cliiilate　ill　the　Arctic.　 4th　Illtemati(mal
　 　 Workshop　 (m　Glol)al　 Challge:　 Colmectioll　 to　the　Aretic　 2003　 (GCCA4),　 6　-　7　November　 2003,　 Toyokawa,　 ,Jal)ail
　　　 (IIlvied　Talk).
　 　Yamanouchi、 　T.,　A.　Herber,　 R.　Treffeisen　 and　 M.　 Shiobara　 (2003):　 T　ARCTIC　 STUDY　 OF　 TROPOSPIIERIC
　 　 　 AEROSOL　 ANr)　 RADIATION　 (ASTAR　 2000)　 -　Results　 of　airborl/e　 alid　ground-based　 observations　 -,　MIO2-
　 　 　 IAMAS/IUGG,　 30　June　 -　3　July　2003,　 Sapporo,　 Japan.
　 Yalnanou(;hi、 　T.,　M.　Wada　 and　 others　 (2003):　 Variatic)lls　 of　atmosl)heric　 constit,uents　 alld　their　climatic　 ill|pact　ill
the　Arctic.　 JSPO4-IAPSO,　 IAMAS,　 IAHS川IGG,　 9　-　10　Jllly　2003,　 Sapporo,　 Japall.
　 Yainanouchi、 　T.,　M.　 Wada,　 M.　 Shiobara　 and　 A.　Herber　 (2002):　 VaI・iatioIls　of　atmosl)heric　 cOllSt,itUellt,.S　and　 their
cliInatic　iMI)a(;t　ill　the　Arctic　 -　Prelilninary.　 report　 of　"Arctic　 Airborne　 Measurenlellt　 Program　 2002　 (AAMP　 O2)"一.
Sixth　 Ny,一－Alesund　 International　 ,S(tielltifi(l　Semil/or　 "The　 Chamgillg　 Physical　 Ellviromllellt",　 8　-　10　0ctober　 2002,
　 　 　 TrOmso,　 NOrway.
　 　 Yainanouchi.　 T.　and　 A.　Ilerber　 (2001):　 Climate　 impact　 of　tIle　Arctic　 aerosols　 based　 oll　ASTAR　 2000　 (Arctic　 Shldy　 of
　 　 Tropospheric　 Aer()sol　 and　 Radiat,ion)　 fie1(i　campaign.　 The　 Se(lond　 Wadati　 Conferen(〕e　 oll　Global　 Chamsse　 and　 the
　 　 　 Polar　 Climate.　 March　 7　-　9,　2001,　 Tsukuba,　 Japal1.
　 　 Yamanouchi.　 T.　(2000):　 The　 ROIe　 of　the　Antarcti(l　 il}　Global　 Challge　 Research.　 SCAR　 Special　 LeCture,　 XXVI　 SCAR,
　　　　 10-21　 July,　2000,　 Tokyo,　 Japall.
　 　 Yainanouc:hi　 T.　and　 Herber,　 A.　 (2000):　 Forthcomillg　 Arctic　 fiel(l　campaigll　 ASTAR　 2000　 (Arctic　 St,udy　 of
TrOpOSpheriC　 AerOSOI　 and　 RadiatiOIり.　 Se(1.　Int.　Symp.　 Environmeilt　 ReS.　 il/　the　ArCtiC,　 「rOkyO.
　 　 Yamallouchi.　 T.　(2000):　 Observation　 of　polar　 clouds　 and　 aerosols　 for　radiation　 budget　 and　 climate　 stlldy.　1st　Int'l
　 　 Workshop　 oll　Spa(ieborne　 Cloud　 PI'ofiling　Radar,　 Tsukuba,　 Japan,　 24-26　 January.　 2000.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定B(2)北 極 環 境(計 画 研 究)「 北 極 対 流 圏 ・成 層 圏 物 質 の 変 動 と 気 候 影 響 」(研 究 代 表 者)(平 成11～16年
度)
基 盤A(2)(旧 国 際 学 術)「 北 極 エ ア ロ ゾ ル と オ ゾ ン ・雲 と の 相 互 作 用 お よ び そ の 気 候 影 響 に 関 す る 研 究 」(研 究
代 表 者)(平 成!!～13年 度)
基 盤B(2)「 雪 氷 コ ア 解 析 に 基 づ く 広 域 拡 散 エ ア ロ ゾ ル の 光 学 的 厚 さ と放 射 強 制 力 の 変 動 」(平 成12～14年 度)
(研 究 分 担 者)(代 表 藤 井 理 行)
8.講 演 等
統 計 数 理 研 究 所 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム(地 球 規 模 変 動 解 明 を め ざ す 極 球 科 学 に お け る 予 測 と発 見)(2003.ll.5)
朝 日 南 極 教 室(南 極 の 気 象 と オ ゾ ン ホ ー ル の な ぞ)(2004.1.24)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 気 象 学 会(会 員 ・理 事),日 本 雪 氷 学 会(会 員),ア メ リ カ 地 球 物 理 学 連 合(AGU)(会員),日 本 学 術 会 議 大
気 水 圏 科 学 研 究 連 絡 委 員 会 気 象 学 専 門 委 員 会(委 員),同 極 地 研 究 連 絡 委 員 会(一 委 員)
10.受 賞 な ど
日 本 気 象 学 会 賞(1999.4),日 本 気 象 学 会 山 本 賞(1985.10)
ll.　 他 大 学 等 で の 講 義 な ど
山 梨 大 学 工 学 部 非 常 勤 講 師(集 中 講 義)
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
環 境 省 ・南 極 地 域 活 動 計 画 確 認 検 討 委 員,南 極 環 境 保 護 議 定 書 損 害 責 任 付 属 書 研 究 会(委 員),環 境 省 ・成 層 圏
オ ゾ ン 層 保 護 に 関 す る 検 討 委 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 ・運 営 協 議 員 会(委 員),気 水 圏 専 門 委 員 会(委 員),北
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極科学研究推進特別委員会 委員,編 集委員会 ・委員},第26回 南極条約協議国会議 日本代表団員1ス ヘ イン ・
バルセロナ>
13.研 究活動の課題 と展望
新 しい観測手法 として,無 人航空機や小型大気採集システムの開発を進め,ま た広域の雲の鉛直分布を観測する
ためのライダー ・雲 レーダ搭載衛星システムや大気の流れの鉛直構造把握のための大型大気 レーダの実現につとめ
る、,極域大気現象 ・気候の理解のために客観解析データの解析や領域気候モデルの南極 ・北極域への適用をめざし
ている、
④ 神山孝吉 研究系地球物理学研究部門教授,総 合研究 大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理
学†書士k京 都大学:1980年)
1.専 門領域:地 球化学
2.研 究課題:水 圏における物質循環
3.研 究活動の概要 と成果
地球水圏では物質は物理的あるいは化学的にさまざまな形態をとっている。物の形態は周囲の環境 を反映 し,ま
た周囲の環境が物質の形態 を決定 している、地球水圏では熱エ ネルギーの流れに伴 って物質が移動 し,移 動 中の環
境の物理的 ・化学的条件に応 じて物質はその形態 を変えてい く したがって熱エ ネルギーの流れと物質移動 ・物質
の形態の変化 とは密接 な関係を持 っている このような過程が地球水圏における物質循環像 を決定 している。ここ
で周囲の環境 に対 して化学的に安定な保存性物質,ま た化学的に不安定な非保存性物質は,物 質 を取 り巻 く物理
的 ・化学的環境 を大きく反映 している 物質の化学的性質か ら動的な化学的環境 を明 らかにすることを検討 した。
なお南極に長期滞在後の国内活動のため,滞 在時の諸活動のとりまとめを行った.
4. 研 究活動 歴
第26次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊lq984-1986)
第33次 南極地域 観測 隊　il越冬 隊!il1991-1993.i
第43次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊)(2000-2003)i
5.学 術論 文(過 去5年 間の 重要論 文)
高 橋弘樹 ・金濱 晋 ・趣 山主圭 ・古 川晶雄(2003):内 陸沿岸 地域(地 点H68)の2002年 夏期 の積 雪 ・気 象特性.
南極資 料,47,370-379.
6.口 頭 発 表(過 去 の代 表 的な発 表}
齋藤 隆志,木 下 淳,」 幽 」上鎧:第43次 南 極地域 観測隊 気水圏 系内陸旅行 概要報 告./日 本 雪氷学 会全 国大 会(講
演 予稿 集,209,L越 市市民 プラザ,ll),10.7-10.10,2003.
佐藤 和 秀,渡 辺興 亜,藤 井理 行,」 連山主査,本 山秀 明,古 川晶 雄,五 十嵐 誠,金 森 悟:南 極 ドー ムふ じコアに
よる占環境 変動 の周期性./日 本雪 氷学 会全 国大 会(講 演予 稿集,209,上 越市 市民 プ ラザ,174),10.710.10,
2003.
佐藤 和 秀,渡 辺 興 亜,藤 井理 行,血L主 査,本 山秀 明,古 川晶 雄,五 十一嵐 誠,金 森 悟:ド ー ムふ じ深 層 コアに
よる 占環 境 変動 の 周 期性./第26回 極 域 気水 圏 シ ンポ ジウ ム(講 演 要 旨集,145,国 立 極 地研 究 所,36),
11.19-!l20,2003.
7.科 学 研究 費補助 金取 得状況
8.講 演 な ど
　　Almual　 Life　ill　Japanese　 Base,　Antarc:tic;a　all(l　Japanese　 Activities　over　the　Ice　Plateau.　IIapanese　 Culture　Selllillar
　at　Sydny　 Japallese　Consulate　 (Sydlly,　Australia,　),　21　March,　2003.
南極 の 自然 と観測 隊,白 い大陸か らの メッセー ジ 「講演 と映 画の 会」,国 立極地研 究所 ・東 京,4/19/2003,2003.
南極 の 自然 と観 測隊,白 い 大陸か らの メッセー ジ 「講演 と映画 の会」,市 民文 化ホー ル ・高 山市,7/21/2003,2003.
南極 か らの メ ッセー ジ,ふ じ大学,名 古屋港 文化 セ ンター ・名 古屋市,8/3/2003,2003.
南 極 の 自然 と観 測隊,白 い 大陸 か らの メ ッセ ージ 「講演 と映 画の 会」,市 民 教育 セ ンター ・碧 南 市,9/27/2003,
2003.
南極 での通 年観測 ・自然 そ して地球,秋 期特 別招 待 講演,新 居 浜高等 専 門学 校視聴覚 室 ・新居 浜市,10/17/2003,
2003.
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9.学 会及び社会的活動
日本雪氷学会 ・BGR編 集委員
10.受 賞など
11.他 大学での講義
12.所 内外の主要な会議委員など
国立極地研究所南極中長期計画検討委員会(委 員)
13.研 究活動の課題 と展望
極域は地球水圏における熱エネルギーの収束域であ り,同 時に物質において も収束域で もある。そのため地球上
のさまざまなローカルな環境が極域 に集中する、,特に極域雪氷圏では大気中の物質が降雪に伴って地表に移動 し積
雪 として固定 ・保存 される,、そのため積雪試料中には直接的な大気情報が時間的変動を含めて記録されている。 さ
らに積雪が蓄積 し氷河 ・氷床を形成する中で,氷 河 ・氷床 中には過去の積雪試料が雪氷試料 として保存 される。 し
たがって雪氷試料は,他 の環境試料(海 洋堆積物試料や地質試料)中 と比較 して直接的な大気情報を保持 している
ことに特徴がある、,大気中の非保存性物質は,保 存性物質に対 して地球上の環境要因に大 きく影響 されている。雪
氷試料は非保存性物質を比較的安定 に保存 しているため,大 気環境の時間変動 を確認できる唯一の手段である。例
えば生物活動 と関係する過去の大気中の酸化能力などの推定が目標である。
⑤ 伊藤 一 北極 圏環境研 究セ ンター助教授 理学†専士(ス イス連 邦立理工 科大学:1979年)
1.専 門領域:海 洋 雪氷学
2.専 門課 題:地 球 水循環 にお ける要素 としての海 氷の挙動
3.研 究活 動の概 要 と成 果
北極 海の海氷状 況 規定 に際 して,ユ ー ラ シア大陸 を北行ず る大河 川か ら供給 され る大量の淡 水の果 たす役割 を研
究 してい る。 大規模 な現 地調査 に向 けて,準 備 を行 ってい る。
4.研 究活動歴
ロ シア北極 観測所 共同再稼 動へ 向けての現状 予備調 査
5.学 術論文(過 去5年 間の重 要論文)
吉岡美紀 ・旦 藍 二(2004):ア イスウェ ッジ形 成 につ いての考察.第26回 極域 気水 圏内 シ ンポ ジウム講演 要旨集,
18
盤 二(2003):国 際極年.雪 氷,65巻,6号,553-555
吉 岡美 紀 ・髄 二(2004):ス ピ ッツベ ルゲ ン島の氷河 の変化.日 本地理 学会発表 要 旨集,65号,207
6.口 頭 発表(過 去の代 表的 な発 表)
醜 二(2004)　 :　Japanese　 Research　 Program　 for　IPY-4.サ ミッ ト基地計 画 会議,コ ペ ンハー ゲ ン,デ ンマー ク,2
月24日
罐 二(2004)　 :　Japallese　Proposal　to　IPY4　 1PY-4デ ィスカッシ ョン ・フ ォー ラム,パ リ,フ ランス,3月31日
7.科 学研究 費補助 金取得状 況
特 定領域研 究(B)北 極域 にお ける環境変 動機構 に関す る研 究(研 究代表者:藤 井理行)(研 究 分担者)
特 定 領域 研究(B)北 極域 海洋動 態 と生態 系変動 の研究(研 究代表 者:福 地光男)(研 究分担者)
8.講 演 な ど
9.学 会及び社 会的活動
日本 雪氷学 会(会 員),国 際雪氷学 会(会 員)
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外の 主要 な会議 委員 な ど
ニー オル スン観測 調整 会議(委 員),日 本学術 会議,第4回 国際極 年対応小 委員 会(委 員)
13.研 究活動 の課題 と展望
調査地域 に想定 して いる ロシア北極で は,デ ー タが空 間 ・時 間的 に希 薄であ る。特 に,観 測開始 の年 が遅い こ と
か ら,資 料 を取得 した絶対 期 間が短い。観 測 を実施 していない期 間の欠損 資料 を間接 的 に補填 しよう とし,そ の手
法 を検討 して いる,,
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⑥ 塩原 匡貴 南極 圏環境 モニ タリング研究 セ ン ター助教授,理 学博 士 凍 北 大学:1987年)
1.専 門領域:大 気物 理学
2.研 究課題:極 域 エ アロ ゾルの放射 特性 と気候影響 に関す る観測 的研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果
リモー トセ ン シング手法 と現場 観測手法 によ り,エ アロ ゾルの物 理特性,化 学特性 を調べ,エ ア ロゾルが放射過
程 を通 して極域 の気候 形 成 に及ぼす影響 を調べ る ・エ アロ ゾルは 直接 効果 と間接効 果の2つ の重 要な効果 を持 つ
直接効 果 はエ アロゾルの性状 に強 く依存 し,そ の効 果 を定量 的 に評価 す るにはエ アロゾルの粒 径分布,複 素屈折 率,
光学 的厚 さ等 の光学 的性 質 を精密 に知 る必 要が ある、,エアロ ゾルの直接効果 につ いて極域 と中低緯度 との比 較 とい
う観 点 か ら,第45次 南極観 測 隊行動 の一一環 と して実 施 された 「しらせ」 訓練航 海(2003年9月)に お いて洋一ヒエ
アロゾル観測 を行 った .そ の結果,前 年度 の同様 の観測で 見 られ た太平洋起 源エ アロ ゾル と大陸起源 エ アロ ゾルの
性状 の相違 は顕著 に見 られなか ったが,九 州 北 西沿岸域 を航 行 中に広域 にわた り高 いエ アロ ゾル濃度 を示す 特異 な
ヘ イズ現象 に遭遇 し,そ れ らのエ ア ロゾル粒子が 大陸起源 の土壌粒 子お よび人為汚 染粒 子 で構成 されて いる こ とが
各種物 理的化学 的解析 か ら明 らか に された 、,
エ ア ロゾルの 間接効 果 は雲 粒子生 成 において雲核 となるエ アロゾルの性状 に よ り雲 の光学特 性が 変化す る ことに
よるが,そ の効 果 の定 量的評 価 は直接 効果 よ りさらに困難 であ る その ため,現 状で は まず雲 とエ ア ロゾルの相互
作用 の観点 か ら雲 ・エ アロゾ ルの微物 理特性 や 光学特 性の実態 把握 が重要 であ る との認識 に立 ち,そ のため の様 々
な観測 計画が進 め られて いるが,雲 ・エ ア ロゾルの グロー バル な実態把 握 において は,衛 星観 測が極 めて有効 であ
る。特 に近年進 展 しつつあ る能動型 セ ンサ ー搭 載衛 星 による雲 ・エ ア ロゾル観 測お よびその 地上検証 観測 に関す る
研究 の ため,文 部科 学省 創造 開発 研 究派遣 研究 員 制度 によ り米 航 空宇宙 局(NASA)　 ゴ ダー ド宇宙 飛 行 セ ン ター
(GSFC)に 滞在 し(2003年10～11月),　 NASAが2003年1月 に打 ち一ヒげ たICESat/GLAS衛 星観測 に対応 した北 極 ・
南 極で のMPL地 上観測 デー タの解析 をGSFCの 対応研究 者 と共 同で行 った。
4.研 究活 動歴
第25次 南極 地域観測 隊:越 冬隊員ll983.11-1985.3)
米国 ・航 空宇宙 局 ゴ ダー ド宇宙 飛行 セ ン ター:NRC客 員研究 員(1991.8-1992.7)
国際衛 星雲気候 計画 第2期 地域 実験巻雲 観測　(FIRE　Cirrus　lFO-II　:米 カ ンザ ス州)参 加(1991.IN2)
北 極圏横 断航空 機 大気観測(AAMP98:米 アラス カ州 ～ スバ ールバ ル)参 加(1998.3)
ドイツ ・アルフ レ ッ ド=ウ ェゲ ナー極地海 洋研究所:文 部 省短期在外 研究員(1998.12-1999.3)
日独 共同北極対 流圏エ ア ロゾル放 射総 合観測(ASTAR2000:ス バー ルバ ル)参 加(2000.3-4)
第42次 南極地域 観測 隊:夏 隊 員(2000.11-2001.3)
米国 ・航 空宇宙 局 ゴダー ド宇宙飛 行セ ンター:文 部科学 省創造 開発研究 派遣 研究 員(2003.10-ll)
5.学 術論文(過 去5年 間の一重要論文)
　　Shiobara.　 M.,　Yabuki,　 M.,　and　 Kobayashi,　 H.　(2003):　 A　polar　 cloud　 analysis　 based　 oll　Micro-1)ulse　 l.idai'む
measllremellts　 at　Ny-Alesund,　 Svalbard　 and　 Syowa,　Antarctiea.　 Physicsωzd　 Chemistry　 Q∫　th,e　Eαrth.,28,1205-
1212.
　 　 Kobayashi,　 H.,　 Hara,　 K.,　 Shiobara　 M.,　 Yamallollchi,　 T.,　 Osada,　 K.,　 and　 Ohta,　 S.　 (2003):　 Seasonal　 val'iatioll　 of
chemical　 coml)oSitiOll　 of　aerosols　 at　Syowa　 Station,　Antarctica　 ill　2001.　 .PoZα γル「θfθoγoZ.G[aciot.,17,68-80.
　 　 IIlomata,　 Y.,　Iwasaka,　 Y.,　 Morimoto,　 S.,　Shiobara　 M.,　 Machida,　 T.,　and　 Sugawara,　 S.　 (2003):　 Carbonyl　 sillfide
(lol1Celltl'atiOII　 in　 the　 Arctic　 lowermost　 stratosphere　 and　 stratosphere-troposphere　tl'allspOlit.　J　 Afc?teor.　 Sθc.
」α∫)αノz,81,1471-1483.
　 　 Yabuki,　 M.,　 Shiobara　 M.,　 Kobayashi,　 H.,　 Hayashi,　 M.,　 Hara,　 K.,　 Osada,　 K.,　 Kuze,　 H.,　 alld　 Takeuchi,　 N.　 (2003):
　 　 　 Optical　 properties　 ()f　aerosols　 ill　the　 marille　 bolmdary　 layer　 during　 a　(:ruise　 from　 Tokyo,　 Japan　 to　 Fremalltle、
AUStralia.　 」.　M(!teOグ.Soc.　 　Jrαpα'L,81、151-162.
　 　 Shibata,　 T.,　Sato,　 K,　 Kobayashi,　 H.,　 Yabuki,　 M.,　 and　 Shiobara　 M.　 (2003):　 The　 Antarcti(:　 polar　 stratosplleric　 clouds
　 　 　 under　 the　 telnperatul'e　 perturbation　 by　 non-orographic　 illertia　 gl'avity　 waves　 observed　 by　 micro　 pulse　 lidar　 at
Syowastatiol1.,∫Geopttys.Res.,108(D3),4105、doi:10.1029/2002JDOO2713.
　 Welton,　 E.J.,　 Campbell,　 J.R.,　 Berkoff,　 T.A.,　 Spillhirlle,　 J.D.,　 Tsay,　 S.-C.,　 Holben,　 B.,　and　 Shiobara,　 M.　 (2002):　 The
Micro-pulse　 Lidar　 Network　 (MPL-Net),　 L71dαrRem.ot(ノSeu.s"t.gノ 〃　At,mosph,eric　 a/Ld　 Eαrt/zSc'ieR.c(3s∫21st1〃1.
Lrtser　 Rad,ar　 Co/Ofbre'nce　 (ILR(ノ21?,8-12.ノ2zど〃20()2,(getebec,(」 α)?.αdα,285-288.
　 Slliobara.　 M,　 Yal)uki,　 M.,　 Kol)ayashi,　 IL,　 Shibata,　 T.,　Yalnallou℃hi,　 T.　 (2001):　 Micro--pulse　 lidar　 measul・emellls　 fol・
cloud　 alld　 aer〔)sol　 ill　the　 Arcti(:　 and　 Antarctica.　 P〆・oc.　NagσsαkブWorksh,op　(川Aerosol-Clottd　Rffr!i(tlioti
l・ttteグ(L(;tiO〃 σut,(t/1s1σ 〃　L7'dar　 jV(・t'ti・θi'k,27-29iVotieml)(・」'2001,Nα σαsαk1,.ノ αノっα〃,32-35.
Shiobara.　 M.,　 (2000):　 Arcti(:　 clou(l　 and　 aerosol　 observations　 usillg　 a　Mi(:ro-pulse　 I・idar　ill　Svalbar(L　 ∫)ノ'()('・lstI〃/'1
レVθ'rksh,θpθt1.,(Siっ ααめ θノ・〃θ(Jloti.d　 I'x(?1'ili〃g　 、Rαr1α1;　Tsukaba,　 .lapα ノt,24-26,Jaluual']」2000,179-182.
　 Uchiyama,　 A.,　 Asano,　 S.,　Shiobara　 M　 ,　amd　 Fukabori,　 M.,　 (1999):　 Gi'ound-based　 cirrus　 observation:　 L　()1)servati(m
system　 and　 results　 of　frontal　 cirrost.ratus　 clouds　 on　 June　 22　 and　 30,　 1989.　 ,1.　Meteor.　 Sθc.」 α、ρα'ち77,513-532.
　 Shiobara.　 M.,　 Fujii,　 Y.,　 Morimoto,　 S.,　Asuma,　 Y.,　Yamagata,　 S.,　Sugawara,　 S.,　Illomata,　 Y.,　Watanabe,　 M.,　 and
Machida,　 T.　 (1999):　 An　 overview　 and　 prelimillary　 results　 from　 the　 Arctic　 Airborlle　 Measllremellt　 Progrをmll998
caInpaigll.　 ∫)θt.rlグルle.teorol.　 GZαrゴ θ1.,13,99-110.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 Shiobara、 　M.,　 Hara,　 K.,　Yabuki,　 M,　 and　 Kobayashi,　 H.　 (2004):　 Ship-borne　 measllrelllents　 ()f　aerosol　 ol)tical/(lheluical
properties　 from　 the　 Rハ7　 Shirase　 2002　 cruise　 around　 Japan.　 3rd　 Asian　 Aerosol　 Conference,　 6-9　 Jそ丑lmaly2004,
　 　 　 Hong　 Kong,　 China.
　 Shiobara　 M　 IIara,　 K.,　Yabuki,　 M.,　 Kobayashi,　 H.,　 and　 Hashida,　 G.　 (2003):　 ()1)tical　 all(l　chemical　 l)「ol)erties　 of
　 　 　 aerosols　 ill　the　 mal'ille　 boundary　 Iay.　er　from　 shiPboard　 measllremellts　 aroun(l　 JaPall.　 IUGG　 2003,　 30　 Jlule　 -　ll　Jllly
　 　 　 2003,　 SaPPoro,　 Japan.
　 　 ShiobaraA　 M.,　 Yabuki,　 M,　 and　 Kobayashi,　 H.　 (2002):　 A　polar　 cloud　 allalysis　 usillg　 gt'ound-based　 Micro-pulse　 Li(|ar
　 　 　 data.　 The　 Changing　 Physical　 Environinent　 -　6th　 Ny-Alesund　 Intl　Scientific　 Semillal',　 8　-　10　0ctober　 2002,　 Tromso,
　 　 　 Norway.
　 Shiobara,　 M　 (2002):　 Aerosol　 optical　 depth　 from　 sky-ra(liometer　 meas/lremellts　 and　 SKYNET　 ill　Asia.　 7th　 BSRN
　 　 Science　 and　 RevieNv　 Workshop,　 28-31　 May　 2002,　 Regina,　 Canada.
　 　 Shiobara.　 M.,　Yamaiiouchi,　 T.,　KI'iews,　 M.、　Neuber,　 R.、　IIerber,　 A.,　and　 the　 ASTAR　 2000　 Ny-Alesund　 team　 (2001):
　 　 　 Arctic　 Study　 of　Tropospheric　 Aeros()l　 amd　 Radiation　 (ASTAR　 2000)　 -　Part　 2:　Gi-ound-based　 measul・emellts.　 8th
　 　 　 Scientifi(:　Assembly　 of　IAMAS,　 10-18　 Jllly　2001,　 Ilmsbrl1℃k,　 Austria.
　 　 Shiobara,　 M.,　Yalllagata,　 S.,　Watallabe,　 M.,　Shibata,　 T.,　Neuber,　 R.,　Beyerle,　 G.,　Sclmmacher,　 R.,　Herber,　 A.,　Rai「()uxi
　 　 　 P.,　and　 Nagel,　 D.　(2000):　 Haze　 layers　 and　 their　characteristics　 observed　 over　 Sl)itsbergen　 during　 the　AAMP　 1998
　 　 　 campaigl1.　 2nd　 Intl　Symposium　 on　Environmental　 Research　 ill　the　Arctic,　 23-25　 Febrllary　 2000,　 Tokyo,　 Jal)all.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(A)計 画 研 究AO4P12「 エ ア ロ ゾ ル の 直 接 的 地 球 冷 却 化 効 果 」(平 成14～17年 度)(研 究 代 表 者:
塩 原 匡 貴)
基 盤 研 究(B)「 南 極 ・昭 和 基 地 へ の 対 流 圏 物 質 輸 送:中 ・低 緯 度 の 影 響 評 価 」('F成15～17年度)(研 究 代 表
者:長 田 和 雄)
基 盤 研 究(C)「 中 部 山 岳 地 帯 に お け る 夏 季 の 山 岳 ホ ン プ 効 果 に 関 す る 研 究 」('F成13～14年度)(研 究 代 表 者 二
長 田 和 雄)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 気 象 学 会(会 員:1979-,理 事:1996.7-1998.6,気象 集 誌 編 集 委 員:1996.7-2000.6),アメ リ カ 気 象 学 会
(1993-),日 本 エ ア ロ ゾ ル 学 会(2000-)
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の.講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
エ ア ロ ゾ ル の 直 接 効 果 と 間 接 効 果 の 度 合 い は 北 極 と 南 極 と で 大 き く 異 な る こ と が 予 想 さ れ る 、 そ の た め,両 極 域
に お い て,直 接 効 果 に 関 す る エ ア ロ ゾ ル の 光 学 観 測 デ ー タ を 蓄 積 し,ま た,間 接 効 果 に つ い て は,雲 の 放 射 特 性 の
変 化 な ど,極 域 の エ ア ロ ゾ ル と雲 の 相 正t－作 用 に 関 す る 観 測 的 研 究 を 特 に 両 極 の 相 違 と い う 観 点 で 行 う。 エ ア ロ ゾ ル
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の直接効 果 について は,そ の グロー バル な実態把 握 の観4,tilから.極 域 だけで な く太平洋 上や ア ジア域 のエ アロ ゾル
との相違 に着 目 した 光学 測定 や化学サ ンプ リング等 のエ アロゾ ル観測 を広域 におい て継 続実 施す る.さ らに,本 年
度 よ り着手 した能動 型セ ンサ ー搭載衛 星 に よる雲 ・エ アロゾ1レ観測 の地 上検証 リモ ー トセ ンシングに関す る研 究 と
して,南 極昭 和基地 お よび北 極ニ ーオ ルス ン基地の マ イクロハ ルスラ イ ダー とスカ イラジオ メー タの同時観測 デ ー
タの解析 を進 める
⑦ 本山秀明 研究系雪氷学研究部門助教授 理学博t:[北 海道 ノ〈学:1987年)
1n専 門領域:雪 氷水 文学
2.研 究課題:地 球規模雪氷圏の水循環解明
3.研 究活動の概要 と成果
第42次 南極地域観測隊に気水圏系隊員として参加 して得た試料について解析を進めた 浅層コアを中継拠点,
YM85,ド ームふ じ観測拠点の3地 点で実施 したが,そ の基本解析をYM85に ついて浅層コア解析 グループを中心 に
行 った この結果,近 年の質量収支変動や環境変動について重要な結果が得られつつある、 また3回 の内陸旅行で,
旅行ルー ト沿いの広域な表面積雪を採取 し,国 内へ持 ち帰った雪試料の分析を継続 した、大気から雪氷表面への物
質輸送の,空 間分布及び季節変動 を中心 に解析 を進めている また酸素と水素の安定同位体組成を分析することで,
水蒸気の輸送起源についての考察 も進めている6月 にはグリーンラン ド氷床NGRIPに て実施 されている深層掘削
に参加 したtt　ll月24日 か ら2月13日 まで第45次 南極地域観測隊に参加 しドームふ じ観測拠点にて1年EIの 深層掘
削 を実施した
4. 研 究 活 動 歴
ネ ハ ー ル ヒ マ ラ や 氷 河 調 査(1982,1986,1987'
ア ラ ス カ ツ ン ド ラ 融 雪 出 水 調 査(1988)
第31次 南 極 地 域 観 測 隊 〔夏 隊:・ 参 加q989-1990)
グ リ ー ン ラ ン ドGRIP,　 GISP2,　 フ ェ ア バ ン ク ス ・短 期 在 外 研 究 員,19.91ii
第34次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊 参 加1992-1994)
ス バ ー ル バ ル ・ニ ー オ ル ス ン 観 測'1994`
ス バ ー ル バ ル ・北 東 島VestfOlma氷 河 掘 削(1995)
グ リ ー ン ラ ン ドNorthGRIP深 層 掘 削 肛9961
第38次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊 、 参 加 ・1996-1998)
ス バ ー ル バ ル ・北 東 島AUstfOlma氷 河 掘 削L199.9)
グ リ ー ン ラ ン ドNorth　 GRIP深 層 掘 削.1999・
第42次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊}参 加12000-2002)
グ リ ー ン ラ ン ドNorth　 GRIP深 層 掘 削12003)
第45次 南 極 地 域 観 測 隊{夏 隊)参 加i2003-2004、
5.学 術 論 文 「過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Matoba,　 S.,　Motovama、 　1-1.　Narita、 　H.　 and　 "」atanabe,　 O.　 (2003):　 Anthropogenic　trace　 metals　 ill　all　i(・e　cor(・ 　at
　 　 Vestfolma、 　Svalbard,　 Norway.　 Chinese　 Journal　 of　Polar　 Sciell(:e、 　14,　41-47.
杢 ⊥LL塑 旦 ・ 森 本 真 司 ・渡 邉 興 亜/i2003):ク ロ ム 還 元 法 に よ る 水 素 同 位 体 比 の 測 定 法 と 極 域 雪 氷 試 料 へ の 適 応.
南 極 資 料,VoL47,No.2、101-110.
渡 邉 興 亜 ・杢 山 五 旦1・ 牛 尾 収 輝 ・森 本 真 「fj(2003):極 域 に お け る モ ニ タ リ ン グ と 氷 床 変 動.「 生 物 の 科 学 遺 伝 」
別 冊17号,58-68.
　 Elisabeth　 Isakss()ll,　 Mark　 I'lermaiisoil、 　Sheila　 Ilicks,　 Makoto　 Igaraslli,　 Kokichi　 Kamiyama,　 John　 Moore,　 Hideaki
Moto　 」allla,　1)el'ek　 Muir,　 N'eijo　 Pohjola.　 Reill　 Vaiklllae,　 Roderik　 S.　W.　 vall　 de　 Wal　 alld　 Okitsugu　 Watとmabe(2003):
　 　 　 Ice　 cores　 from　 Svalbard--useful　 arcllives　 of　 l)ast　 clinlate　 and　 I)ollutioll　 histollv.　 Physics　 and　 Cliemistrlx　 of　 the
　 　 　 Earth,　 Parts　 A/B/C、 　Voll1111e　 28、　Is.　sues　 28-32.
Watallabe,　 O.,　 Kamiyama.　 Sll("ji,　H.、　Satow、 　K.,　Motovama、　H.,　 Flψi、　Y.、　Narita,　 H.　 alld　 Aiki.　 S.　(2003):　 Datillg　 of　the
　 　 Dorlle　 Fuji,　 Alllardi(:a　 d(・ep　 i(:e　core.　 Memoirs　 of　National　 Institllte　 ()f　Polar　 Resear(lh　 Special　 Issue　 No.57,　 25-37.
　 Fu.jii,　Y.　Kohmo,　 M.　 Matoba,　 S.,　Motovallla、 　IL　and　 Watanab(・,　 0.　 (2003):　 A　320　 k-year　 recol・d　 of　micropal・ticles　 in　lhe
57
　 　 　 Dome　 Fuji,　 Antarctica　 ice　 core　 ineasured　 by　 laser-light　 scattering.　 Memoirs　 of　 Nat,ional　 Ilistihite　 of　 Polar
　 　 　 Research　 Special　 Isslle　 No.57,　 38-45.
　 　 Hondoh,　 T.,　Narita,　 H.,　Hori,　 A.,　Ikeda-Fukazawa,　T.,　Fujii-Miy moto,　 M.,　 Ohno,　 H.,　Shiraiwa,　 T.,　Mae,　 S.,　FUIita,　 S.,
　 　 Fukazawa,　 H.,　 Fukumura,　 T.,　Shoji,　 H.,　 Kameda,　 T.,　Miyamoto,　 A.,　Azllma,　 H.,　Wallg,　 Y.,　Kawada,　 K,　 Nishio,　 F
　 　 Motovama、 　H.　 and　 Watanabe,　 0.　 (2003):　 Physical　 properties　 of　the　 Deep　 Fuji　 〔leep　 i℃e　core.　 Memoirs　 of　National
　 　 　 Instit.ut.e　 of　Polar　 Research　 Special　 Issue　 No.57,　 63-71.
ShΦ,　 H.,　 Miyamoto,　 A.,　 Shinohara,　 K.,　Watallabe,　 0.,　 Flljii,　 Y.,　Kamiyama,　 K.,　 Motovama.　 H.,　 Goto-Azuma,　 K.,
　 　 　 Igarashi,　 M.,　 Takata,　 M.,　 Kohno,　 M.,　 Fujita,　 S.,　Nakazawa,　 T.,　Aoki,　 S.,　Kawamura,　 K.,　 Narita,　 H.,　 Kawada,　 K.,
　 　 　 Azulna,　 N.,　Saito,　 T.,　Clausen,　 H.　and　 Johnsen,　 S.　(2003):　 A　bipolar　 coml)arison　 if　deep　 ice　cores　 drom　 Alltar(ltica
　 　 　 (Dome　 FUIi)　 and　 Greenland　 (GRIP).　 Physical　 properties　 of　the　 Deep　 Fuji　 deep　 ice　 core.　 Memoirs　 of　Nat.ional
　 　 　 Institute　 of　Polar　 Research　 Special　 Issue　 No.57,　 86-93.
　 　 Nishio,　 F,　 Furukawa,　 T.,　 Hashida,　 G.,　 Igarashi,　 M.,　 Kameda,　 T.,　Kohno,　 M.,　 Motovama.　 H.,　 Naoki,　 K.,　 Satow,　 K.,
　 　 　 Suzuki,　 K.,　Takata,　 M.,　 Toyama,　 Y.,　Yamada,　 T.　and　 Watanabe,　 0.　 (2002):　 Annual　 layer　 deterInillati()lls　 and　 l67-
　 　 　 year　 records　 of　past　 climate　 of　H72　 ice　 core　 in　East　 Drolmillg　 Maud　 LaIld,　 Antarctica.　 Almals　 of　Glaciology,　 35,
471-479
　 　 Motovama.　 H.,　Watanabe,　 0.,　Kamiyama,　 K.,　Igarashi,　 M.,　 Goto-Azuma,　 K.,　Fujii,　 Y.,　Iizuka,　 Y.,　Matoba,　 S.,　Narita,　 H.
　 　 　 and　 Kameda,　 T.　 (2001):　 Regional　 characteristics　 of　 cheinical　 constituents　 ill　sur'face　 sllow,　 Arctic　 cryosphere,
　 　 　 Polar　 Meteorology　 aIld　 Glaciology,　 15,　55-66.
　 Motovama、 　H.,　 Kamiyama,　 K.,　 Igarashi,　 M.,　 Nishio,　 F.　 and　 Watanabe,　 O.　 (2000):　 Distribution　 of　 chemical
　 　 　 constituents　 in　superimposed　 ice　from　 Austre　 Broggerbreen,　 Spitsbergen.　 Geografiska　 Almaler,　 82A,　 33-38.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Hideaki　 Motovama,　 Naohiko　 Hirasawa,　 Kazuhide　 Satow,　 Okitsugu　 Watanabe,　 Seasollal　 variation　 of　oxygeMsotope
　 　 　 ratio　 in　snowfall　 and　 its　change　 in　quality　 at　Dome　 Fuji　 Station,　 Antarctica.　 the　 Seventh　 Int,ernational　 Sytnposiuin
　 　 　 on　 Antarctic.　 Glaciology　 (ISAG7),　 Milan,　 Italy,　 August　 2003.
　 　 Hideaki　 Motovama,　 Kokichi　 Kamiyama,　 Takayuki　 Shiraiwa,　 Takashi　 Saito,　 Takao　 Kameda,　 Nobuhiko　 Azuma,　 Shllji
　 　 　 Fujita,　 Yoshiyuki　 Fujii,　 Keisuke　 Suzuki,　 Tomomi　 Yamada,　 Toshitaka　 Suzuki,　 Yoshinori　 Iizuka,　 Teruo　 Furllkawa,
　 　 　 Koichi　 Nishimura,　 Satoru　 Kallamori,　 Okitsugu　 Watanabe,　 Regional　 characteristics　 of　surface　 snow　 cheinistry　 at
　 　 　 East　 DroIming　 Maud　 Land,　 Antarctica.　 the　 Seventh　 International　 Symposium　 oll　Alltarctic.　 Glaciology　 (ISAG7),
　 　 　 Milan,　 Italy,　 August　 2003.
杢 山 盃 盤,田 中 洋 一,庄 子 仁,渡 辺 興 亜,藤 井 理 行:2003年 度North　 GRIP活 動 報 告.第26回極 域 気 水 圏 シ ン
ポ ジ ウ ム(講 演 要 旨 集,145,国 立 極 地 研 究 所,37),11.19-11.20,2003.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 極 域 雪 氷 中 の 環 境 変 動 シ グ ナ ル 抽 出 と 環 境 情 報 復 元 に 関 す る 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成15～17年)
特 定 領 域 研 究(B)「 環 北 極 雪 氷 掘 削 コ ア に よ る 比 較 環 境 変 動 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
基 盤 研 究(S)「 氷 床 コ ア の 高 時 間 分 解 能 解 析 に よ る 急 激 な 気 候 ・環 境 変 動 の 解 明 」(研 究 分 担 者)(平 成15～19年)
基 盤 研 究(B)「 合 成 開 口 レ ー ダ に よ る 南 極 氷 床 末 端 変 動 が 流 域 の ダ イ ナ ミ ク ス に 及 ぼ す 影 響 の 評 価 」(研 究 分 担
者)(平 成15～17年)
基 盤 研 究(C)「 北 極 雪 氷 コ ア が 示 す 十 年 ス ケ ー ル の エ ア ロ ゾ ル 変 動 と 北 極 振 動 」(研 究 分 担 者)(平 成14～16年)
8.
9
10.
11.
12.
講演 な と
学 会及び社 会的活動
日本雪 氷学 会,国 際 雪氷学 会,　Ainerican　 Geophysical　 Union,　 水文 ・水資 源学 会
受賞 な ど
日本雪 氷学 会平 田賞(1998.10)
日本雪 氷学 会技 術賞:無 人気 象観測装 置 開発 グルー プ(1997.10)
他大学 等で の講義等
所内外 の 主要な会議 委員 な ど
13.研 究活動の課題と展望
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地球規模雪氷圏の水循環解明を中心に研究を進めてきた 南極を対象としては表面質量収支とその形成過程に関
する研究をおこない,北 極域 を対象 としては,氷 河形成過程の研究を進めている。また氷床 ・氷河での雪氷コア採
取のためのコア掘削技術の開発にかかわってお り,両 極で浅層掘削 コアを採取 し,コ ア解析から古環境のシグナル
を抽出 し,ま た氷床形成機構の研究 も行っている、最近は降雪中に含まれる不純物が積雪中へ変質 しなが ら取 り込
まれる過程 に注 目している
今後は,南 極においてはGLOCHANTお よびITASEに 対応 し,近 年の質量収支に関する研究 を,特 に氷床表
面の形成機構に注目して行う 北極域においては,広 域質量収支および氷河形成のメカニズムに注 目した研究を行
う、,これら両極地域の研究にあわせ,ヒ マラヤ,チ ベ ット,パ タゴニアなどを含む地球全体の雪氷圏に注目した近
年の水循環及び物質循環の解明を目指 し,地 球規模環境変動を解明する、
⑧ 東久美 子 研究 系地球物理 学研究 部門助教授,工 学博 士(北 海道大学:1986年)
1.専 門領域:雪 氷学
2.研 究 課題:雪 氷 コア解析 に よる過 去の気候 ・環境 変動の研 究
3.研 究 活動 の概要 と成 果(当 該年)
極域 や 高山域の 氷床 ・氷河 には過 去 か ら現 在 に至 る までの大気 と積雪が冷 凍保存 され てい るか ら,極 域や高 山域
の氷 床や氷 河 において雪 氷 コアを掘 削 ・解析す る ことに よ り,過 去 の気候 ・環境 変動 を解 明す るこ とがで きる、こ
れ まで北 極域 の 多点 で掘削 された雪氷 コアの解析 を実施 し,北 極域 にお け る地域 差 に着 目 した研究 を進 め て きた。
本年 度 は北 極域 の中で もデー タが 殆 ど無か った北 極域太 平洋区 の カナ ダ,ロ ー ガ ン山 において掘 削 した雪 氷 コアの
解析 を行 った。 その結果,酸 素 同位体比,イ オ ン濃度 な どが明瞭 な季節 変動 を してい る ことが 明 らか にな り,こ れ
らの季節 変動 と火 山灰層 の位 置か ら年 平均 酒養 量 を推定 す る こ とが で きた。 また,南 極観測 隊 に参加 し,「 氷床 一
気候 系の 変動機構 の研究 観測」 及び 「氷 床氷縁監 視 と氷床 表面 質量収支 のモニ タリング」 の観測研 究 を実 施 した、,
4.研 究活 動歴
米国 ニュー ヨー ク州 立大学 バ ッフ ァロー校留 学(1986.6-1987及 び1989.4-1990.2)
グ リー ンラ ン ド氷床 コアの 化学解析 に よる気 候 ・環境 変動の研 究
北極域 ス ピッツベ ルゲ ン,東 ブ レ ッガー氷河 にお ける氷河観測(1991.7-199L8)
中 国天山 山脈 一 号氷 河 にお いて氷河 調査 を実 施(19919)
北極域 カナ ダ,エ ル ズ ミア島の アガ シー氷 帽 にける氷河観測(1992.4-19925)
北極域 ス ピッツベ ルゲ ン,ス ノーフ ィエ ラ氷原 におけ る雪氷 コア掘削(1992.7-1992.8)
北極域 カナ ダのエ ル ズ ミア島 アガ シー氷帽,及 びパ フ ィン島ヘニー氷 帽 におけ る氷河 観測(1994.4-1994.5)
北極域 カナ ダのヘ ニー氷帽 にお ける雪氷 コア掘削(1995.4-1995.5)
北極 域 カナ ダのヘ ニー氷帽,及 びその周辺 氷河 におけ る氷河 調査(1996.4-1996.5)
中 国西 部 タクラマ カ ン砂漠 周辺域 におけ る河川の水 質調査,及 びパ ミー ル高原 におけ る氷河調査(1996.10-1996.11)
北極 域 カナ ダ,デ ボ ン氷帽 におけ る雪 氷 コア掘削 及 びペニー氷帽 とそ の周辺氷河 にお ける河調査(1997.4-1997.5)
北極 域 カナ ダの デボ ン氷帽,及 びその周辺 氷河 におけ る氷 河調査(1998.5)
第1次 中 国北 極観測 隊 に参加(1999.7-1999.8)
グ リー ンラン ドNGRIPに お ける深層氷床 コアの現場 化学解 析 に参加(2000.5-6)
カナ ダ,マ ウ ン トローガ ンにおけ る氷河観 測(2000.7-81
カナ ダ,マ ウ ン トローガ ンにおけ る氷河 観測(2001.5-7)
カナ ダ,マ ウ ン トローガ ンにおけ る雪 氷 コア掘削(2002.4-6>
第45次 日本南 極地域観 測隊 に参加(2003.11-)
5.学 術論文(過 去5年 間の 重要論 文)
神田 尚 子,衷 久蓋三E,中 尾 正義,宮 崎 伸夫,清 水増治郎(2002)二 新潟 県中魚 沼郡 中里村 におけ る融雪 期の 積雪
中固体微 粒 子濃度の 時間変 化,雪 氷Vol.64,No.5,549-559.
　 　 Delmas,　 R.　J.,　Waglloll,　P.,　Goto-Azuma、 　K.,　Kamiyama,　 K.　Watallabe,　 O.　(2002):　Evidence　 for　the　loss　of　sllow-
　　　 deposited　 MSA　 to　the　interstitial　gaseous　 phase　in　central　Antarctic　firn,　Tellus,　55B,　71-79.
　 　 R6thlisberger,　 R,　Hutterli,　M.　A.,　Wolff,　E.　W,　Mulvaney,　 R.,　Fischer,　H.,　Bigler,　M.,　Goto-Azuma　 K,　Hansson,　 M.
　　　 E.,　Rllth,　U.,　Siggaard-Andersol1,　 M-L.,　Steffensen,　 J.　P.　(2002):　Nitrate　ill　Greenland　 and　Antarctic　 ice　cores:　a
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6.
　 detailed　 descriptioll　 of　post.-deposit.ional　 pr()cesses,　 Almals　 of　Glaciology,　 35,　209-216.
Goto-Azuma、 　K.,　 Koemer,　 R.　 M.　 alld　 FishelD,　 D.　 A.　 (2002):　 An　 ice　 core　 I・ecord　 over　 tlhe　 last　 two　 cellt.uri(}s　 i1・om
　 Pelmy　 Ice　Cap,　 Baffin　 Island,　 Canada.　 Anmals　 of　Glaciology,　 35,　29-35.
Shiraiwa,　 T.,　Goto-Azuma.　 K.,　Matoba、 　S.,　Yamasaki,　 T.,　Segawa、 　T.,　Kanamori,　 S.,　Matsuoka,　 K.　alld　 Fujii,　 Y.(2002):
　 Ice　 core　 drillillg　 at　King　 Col,　 Molmt　 Logan　 2002,　 Bullet.in　 of　Gla(;iological　 Research,　 20,　57-63.
Goto-Azllma.　 K,　 Shiraiwa,　 T.,　Matoba,　 S.,　Segawa,　 T.,　Kallamori,　 S.,　Fu.jii,　Y.　and　 Yamasaki,　 T.　 (2002):　 An　 overview
　 of　the　 Japallese　 glaciological　 stu(lies　 oll　Mt.　 Logan,　 Yukoil　 Territory,　 Canada　 ill　2002,　 Bullet,in　 of　Glaci()logical
Research,20,65-72.
束 信 彦,東 久.美 子,樋 口 敬 二(2002):火 星 氷 床 と 地 球 極 地 雪 氷 学.雪 氷,64,389-395.
Takata,　 M.,　 Goto-Azuma,　 K,　 Ito,　 Y.,　Azuma,　 N.　 and　 Kanda,　 H.　 (2002):　 Application　 of　 laser　 induced　 br(・akdowll
spectros(:opy　 for　determination　 of　sod川m　 ill　ice,　 Bulletin　 of　Gla(tiological　 Research,　 19,　107-112.
Kallg,　 J.,　SUII,　 B.,　,Sull,　J.,　Meng,　 G.,　 Goto-Azuma、 　K.　 (2001):　 Smm711er　 sea　 ice　 characteristi℃s　 of　the　 Chukchi　 Sea.
　 Cllillese　 Joui'lial　 of　Polar　 Science,　 12,　109-ll8.
Goto-Azllma,　 K.　 amd　 Koerller,　 R.　 M.　 (2001):　 Ice　 core　 stu(lies　 of　 anthropogenic　 slllfate　 and　 Ilitrat.e　 t.rellds　 in　 the
Arctic.J.Geophys.Res.,106,4959-4969.
東 久 美 子(2001):極 地 の 氷 に 記 録 さ れ た 地 球 環 境 変 動 史 の 解 読.結 晶 成 長 学 会 誌,77-84.
Watallabe、 　O.,　 Motoyallla,　 H.,　Igarashi,　 M.,　 Kamiyama,　 K.,　Matoba,　 S.,　Goto-Azuma、 　K.,　Narita,　 H.,　and　 Kameda,　 T.
　 (2001):　 St.udies　 ol}　climatic　 and　 envir()nmental　 chal19es　 during　 the　 last　 few　 hlllldl'ed　 years　 usillg　 ice　 col'es　 h'olll
　 variolls　 sit,es　ill　N()rdallstlalldet,　 Svalbard.　 Mem.　 Natl.　 Inst.　 of　Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,　 54,　227-242.
Takellchi,　 N,　 Kohshillla,　 S.,　Goto-Azllma、 　K　 and　 Koerner,　 R.　 M.　 (2001):　 Biological　 characteristics　 of　(lark　 colo「ed
　 material　 (cryo(lollite)　 on　 Canadian　 Arcti(l　 glaciers　 (Devon　 all(l　Pelmy　 ice　caps).　 NatL　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue,
54,495-506.
Motoyama,　 II.,　Watanabe,　 0.,　Kamiyama,　 K.,　Igarashi,　 M.,　 Gotc)-Azllma、 　K,　 Fujii,　 Y.,　Iizuka,　 Y.,　Matoba,　 S.,　Narita,　 H.
　 and　 Kameda,　 T.　 (2001):　 Regional　 (:haracteristics　 of　 chemical　 (lollstit.uellts　 ill　sUI・face　 snow,　 Arctic　 cryospll(}re.
　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 15,　55-66.
Clifford,　 S.　M,　 Crisp,　 D.,　 Fisher,　 1).　A.,　 Herkenhoff,　 K.　 E.,　 ,SMI'ekar,　 S.　E.,　 Thomas,　 P.　 C.,　Wylm-Williams,　1).　1).,
　 Zurek,　 R.W.,　 Bames,　 J.　R.,　Bills,　 B.　G.,　Blake,　 E.　W.,　 Calvjn,　 W.　 M.,　 Cameron,　 J.　M.,　Carr,　 M.　 H.,　Christensen,　 P.　R.,
　 Clark,　 B,　 C.,　Clow,　 G.　 D.,　 Cutts,　 J.　A.,　Dahl-Jensen,　 D.,　Durham,　 W.　 B.,　 Fanale,　 F.　 P.,　Farmer,　 J.　D.,　 Forget,　 F.,
　 Goto-Azuma.　 K.,　Grard,　 R.,　Haberle,　 R.　M.,　 Harrison,　 W.,　 Harvey,　 R.,　Howard,　 A.　 D.,　Ingersoll,　 A.　 P.,　James,　 P.　B.,
　 Kal'gel,　 J.　S.,　Kieffer,　 H.　 H.,　Larsen,　 J.,　Lepper,　 K.,　Malil1,　 M.　 C.,　McCleese,　 D.　 J.,　Murray,　 B.,　Nye,　 J.　F,　 Paige,　 D.
　 A.,　Platt,　 S.　R.,　Plaut,　 J.　J.,　Reeh,　 N,　 Ri(le,　 J.　W.　 Jr.,　Smith,　 1).　E.,　Stocker,　 C.　R.,　Tanaka,　 K.　L,　 Mosley-Thoml)s()ll,
　 E.,　Thorsteinsson,　 T.,　Wood,　 S.　E.,　Zellt,　 A.,　 Zuber,　 M.,　 alld　 Zwally,　 H.　 J.　(2000):　 The　 stat.e　 alld　 futlui'e　 of　Mars
　　Polar　 science　 and　 exploratioll,　 Icarus,　 144,　 210-242.
Nakamura,　 K.,　Nakawo,　 M.,　 Ageta,　 Y.,　Goto-Azuma.　 K.　and　 Kamiyama,　 K.　 (2000):　 Post-depositional　loss　 of　Ilitrale　 ill
surfaceslloxVlを 〕yers　 of　the　 Antar(ltic　 Ice　 Sheet.　 Bull.　 GlacioL　 Res.,　 17,　11-16.
Takata,　 M.,　 Ito,　Y.,　Goto-Azuma、 　K.　 and　 Azuma,　 N.　 (2000):　 An　 attempt　 at　detemminatioil　 of　calcium　 ill　ice　by　 lase「
　 illduced　 break(1(,wn　 spectroscopy.　 Bull.　 Glaciol.　 Res.,　 17,　37-42.
Sugiyama,　 K.,　Fujit.a,　 S.,　Narita,　 H.,　Mae,　 S.,　Hondoh,　 T.,　Goto-Azuma.　 K,　 Fisher,　 D.　A.,　and　 Koerner,　 R.　M.　 (2000):
　 Measurement　of　ele(ttrical　 conductance　 ill　ice　 cores　 by　 AC-ECM　 IIIethod.　 In　Physics　 of　Ice　 Core　 Records,　 (ed.　 T.
　　Hondoh),　 Ilokkaido　 University.　 Press,　 Sapporo,　 173-184.
Koerner,　 R.　M.,　 Fisher,　 D.　 A.　and　 Goto-Azllma、 　K.　 (1999):　 A　 100　 year　 record　 of　ion　 chemistry　 from　 Agassiz　 Ice　 Cap,
　 Northern　 Ellesmere　 Island　 NWT,　 Canada.　 At　mos.　 Envir()il.,　 33,　347-359.
Kang,　 J.,　Yall,　 Q.,　Sum,　 B.,　Well,　 J.,　Wallg,　 D.,　Sul1,　 J.,　Mell,　 G.,　Goto-Azuma,　 K.　 (1999):　 The　 Arctic　 sea　 i(℃,　climate
　 and　 its　relatioll　 vu・ith　global　 climate　 system.　 Chinese　 J.　Polar　 Res.,　 Vol.　 !l,　No.　 4,　301-310,　 1999.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
東 久 美 子,瀬 川 高 弘,白 一岩 孝 行,的 場 澄 人,金 森 晶 作,藤 井 理 行:カ ナ ダ,マ ウ ン ト ロ ー ガ ン に お け る 雪 氷 コ ア
解 析./日 本 雪 氷 学 会 全 国 大 会(講 演 予 稿 集,209,上 越 市 市 民 プ ラ ザ,3),10.7-10.10,2003.
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1〒 一'S・¥',白 岩 孝 行,的 場 澄 人,瀬 川 高 弘,金 森 晶 作,藤 井 理 行,山 崎 哲 秀:カ ナ ダ,ユ ー コ ン準 州 マ ウ ン ト ロ
ー カ ン に お け る2002年 氷 河 調 査 の 概 要./第25回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 要 旨 集,156,国 立 極 地 研 究
Fリ「,34),11Jj20,21日、2002.
{/lf}一 二,　Roy　 M.　 Koemer,渡 辺 興 亜,山 崎 哲 秀:カ ナ ダ,ユ ー コ ン 準 州 マ ウ ン ト ロ ー ガ ン に お け る 積 雪 量,δ
180,お よ び 積 雪 中 化 学 物 質 の 高 度 分 布./第25回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム(1as演 要 旨 集,156,国 立 極 地 研 究
sリ「,50),ユ1月20,21日,2002.
ミノ 毫',白 岩 孝 行,的 場 澄 人,瀬 川 高 広,金 森 昌 作,藤 井 理 行,山 崎 哲 秀:カ ナ ダ,マ ウ ン ト ロ ー ガ ン に お け
る2002年 氷 河 観 測 報 告./日 本 雪 氷 学 会 全 国 大 会{1」a&演F編 集,,山 形 テ ル サ,),10.8-10.11,2002.
Goto-Azuma　 K　,　Koemer,　 R.　M..　Fisller,　D.　A.　alld　Watal|ab(・1　 0.　:　()liiiiatic　and　 eRvironmental　 histories　 for　the　last
　 two　 (lellturi(is　 from　 Ar(・1ic　 ice　 (:ores,　 Se(lond　 Wadati　 Conference　 on　 (}lobal　 Change　 and　 Polar　 (Jlimate,　 Tsukuba
　 Sciellce　 City,　 79　 Mar℃h　 2001.
Goto-Azuma、 　K.,　Koem(・r,　 R.　M.　 and　 Fish(・r,　 D.　 A.　:　AII　ice　 core　 record　 over　 the　 last　 two　 cenhlries　 from　 Penny　 Ice
Cap,　 Baffill　 Island,　 Canada.　 International　 .SyMI)OSiUm　 oll　I(・(モCores　 alld　 Climate,　Kangerlussuaq,　19-23　 Au6sust,
2001.
Goto-Azllma、 　K.,　 Koerner,　 R.　 M.　 all(l　Fisher,　1).　A.　 and　 Watana})e,　 0.　 :　Temporal　 and　 sl)atial　 variatiolls　 ()f　sea-salt
　 (lollcelltl'atiolls　 dul'illg　 the　 last　 two　 cellmries　 from　 Arcti℃ 　ice　 cores.　 China-Japan　 International　 Symposium　 olI
　 Polar　 Gla(:iol()gy,　 Shallghai,　 12-16　 Septelllber　 2001.
Goto-Azunla　 K.,　 Koerller,　 R.M.　 alld　 Fisher.　1).A.　 :　Ice-(;ore　 ℃hemistry　 variati(m　 oll　Penmy　 I(:e　Cap,　 Baffin　 Island,
　 Canadian　 AI'(:ti(:　over　 the　 last　 txvo　 celltllries、 　Se℃ollCi　 Interntiti(mal　 Sylnposillm　 oll　Environmental　 Research　 ill　the
　 Arctic　 and　 Fifth　 Ny-AlesuIld　 S(:ieilt　ific　Semillal',　 Tokyo,　 23-25　 Febrllary　 2000.
7.科 学 研究費 補助 金取 得状 況
基盤 研究(C)「 北 極雪 氷 コアが示す{'年 スケールのエ ア ロゾル変動 と北 極振 動」(研 究 代表 者1(平 成14～15年)
基盤 研究(B)「 雪 氷 コアの結 晶組織 モ デ リ ングに よる過 去の 氷床 流動 と気候 変動 の解 明」1研 究分担 者)(平 成
13～15年 三)
基 盤研 究(B)「 雪氷 コア解 析 に基づ く広域 拡 散 エ ア ロゾ ルの光 学 的厚 さ と放射 強 制 力の 変動 」(研 究 分担 者)
(平成12～14年)
基盤研 究(B)「 雪 氷層へ混 入す る諸物質 の堆 積安定 化機構 の解明」!研 究 分担者)(平 成11～13年)
特 定 領域 研究(B)「 環北極雪 氷掘 削 コア による比 較環境変動 研究一(平成13年 度か ら研究代 表者)(平 成11～16年)
基盤研究(.O「 雪氷 コア解析 に よるノく気汚染物 質の長距離輸 送 と堆積過 程の解 明」(研 究代 表 者)(平 成ll～13年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社会 的活動
EJ本 雪 氷学 会(雪 氷 化学 分科 会幹 事 長,編 集 委員},日 本気象学 会,　International　 Glaciological　 Society　 (理 事),
Americall　 Geophysi(:al　 Uni()ll,　Intei'national　 Ilydrologi(:al　f'Xssociation,　地球 環境 科学 関連学 会協議 会(委 員),
Internatinal　()〔〕miSSiOII　OII　Snow　 and　lCe　(副 会長)
10.受 賞 な ど
El本 雪 氷学 会'ド田賞受 賞,11998.IOI
ll.　他 ノく学 等 での講義等
富 山大学集 中講義 一地球圏物理 学持論 一2003.7i・
12.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
北 海道 大学低 温科学研 究所 共同利用 委員会(委 員)
13.研 究活動 の課 題 と展望
これ まで雪氷 コアデ ー タが ほ とん どなか った北 極域 の 大西洋区 におい て掘 削 した雪氷 コアの解析 を行 い,太 平洋
区 にお ける過 去の気候 ・環境 変動 を解 明す る 、また,南 北両 極の深層 氷床 コアの比 較解析 を行 い,氷 期 一間氷期サ
イ クルの メカニ ズム,1000年 スケー ルで 生 じる急激 な気候変動 の メカニ ズム等 を研 究す る、
⑨ 佐藤 薫 北極 圏環境研 究セ ンター助教授,理 学 博士{京 都大学:1991年)
ユ.専 門領域 大気 科学
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2.石 音究 言果題
a)極 域の 大気波動,渦 擾乱 と地球気候 への 影響 に関す る研究
b)極 域大 型大気 レー ダーの開発 と大気科学へ 応用
3.研 究活動 の概要 と成果
a)本 課題 の 目的は,殆 ど研究 されて いない極域 の中小 規模大気擾 乱 に焦 点 を当て,様 々な手法 及び視点 か らその
力学 的特 徴,地 球 気候へ の影響 を明 らか にす る ことで ある,、
今年 度 は,南 極 昭和 基地 に てオ ゾ ンホ ー ル生 成期,消 滅期 の6月 中旬 か ら12月 中旬の6ヶ 月 間に わた り,オ
ゾ ンゾ ンデ によ るオ ゾ ン層観測 を行 った.、2003年 には オゾ ンホー ルは過 去最 大級 とな り典型 的 な事例 が観測 で
きた,t前 半 は南 極9基 地 を結 ぶ国際 共同 ネッ トワー ク観測 との位 置づけで行 い,オ ゾ ン変化 をラ グランジュ的 に
押 さえ,オ ゾ ン破壊 率 を定量 的 に捉 えるの に成功 した、,後半 には,通 常 の ゴム気球観 測の ほか に,高 さ40kmま
で届 く高高度 気球観 測 を7回 成功 させ,こ れ まで観 測 されてい ない オゾ ン層上部 の プロフ ァ イル も得 る こ とが で
きた。客観解 析 デー タを用い た極 渦周辺 の渦位勾 配の極 大域 に捕捉 される準総観 規模波 動(冨 川喜弘氏 との 共同
研 究),2002年 の昭和 基地集 中観測 に よる極域 重力波(吉 識 宗佳,木 津 暢彦氏 との共 同研究)の 研 究 も続 行 中で
あ る,、また,1次 隊 か ら43次 隊の1時 間毎 の地上 気象観 測 デー タお よび ブ リザ ー ドデ ー タを整理 し,季 節 変化
や年 々変動,ス ペ ク トル等 の統 計解析 を行 った。低気 圧活動 や潮汐波,カ タバ風の特性 な どを捉 える こ とがで き
た、
b)大 型 大気 レー ダーは高度lkmか ら数 百kmに 亘 る対流圏 ・成層 圏 ・中間圏 ・電 離圏 が高精 度高分解 能で 観測 可
能 な強 力 な測器 であ る、,これ を南 極 に設置す れば,必 ず や極域 大気科学 に大 きな進歩が もた らされ る と考 え られ
る..今 年度 は,E級 ア ンプの開発 に成功 し,省 電 力化 を進 め るこ とがで きた。昭和 基地 では,44次 隊 で設置 した
環境 試験 用 ア ンテナの観 察 を行 った、,結果 をフ ィー ドバ ック し新 た に開発 した軽量 型 ア ンテ ナ を45次 隊 とと も
に候 補地 に設置 しなお した、設置時 間 を1時 間弱 と大幅 に減 らす こ とが で きた。また,雪 尺 を用い ての積雪 調査,
航 空機 か らの広域写 真撮 影等,適 宜行 った,、　IUGGか らのresolutionを 得 た(江 尻 全機,麻 生武 彦,山 内 恭,佐
藤 亨,堤 雅基氏 との共 同研 究)。
4.研 究活動 歴
米 国,　Northwest　 ResearchAssociates　 (外 国 人招聴 研究 員)研 究(1995-1996,1998,2000)
米 国,　NorthwestResearchAssociates　 (文 部省短期 在外研 究 員)研 究(1999)
第44次 南 極地域観 測隊(越 冬隊)参 加(2003.11-2004.3)
5.学 術論文(過 去5年 間の重 要論文)
　 　 Sato　 K.,　Yamamori,　 M.,　Ogino,　 S.,　Takahashi,　 N,　 Tomikawa,Y.,　 and　 Yamanouchi,　 T.　(2003):　 A　Meridional　 Scall　 of
　 　 　 the　 St,ratospheric　 Gravity　 Wave　 Field　 over　 the　 Ocean　 in　2001　 (MeSSO2001).　 J.　Geophys.　 Res.,　 108,　 4491,
doi:10.1029/2002JDOO3219.
鵬,堤 雅 基,麻 生武 彦,佐 藤 亨,　LLJ内 恭,江 尻全機(2003):こ れか らの南極 観測一南 極昭 和基地 大型 大
気 レー ダー計 画一,2002年 度 春季 大会 シ ンポジ ウム 「21世 紀の極 域 科学一 今なぜ南 極観 測 なのか一 」の報 告,
天気,50,619-624.
　 　 Tomikawa,　 Y.,　and　 Sato　 K　 (2003):　 Trapped　 waves　 in　the　 edge　 region　 of　stratospheric　 polar　 vortices.　 J.　Geophys.
Res.、108,4047,doi:1029/2002JDOO2579.
　 　 Shibata,　 T.,　Sato　 K.,　Kobayashi,　 H.,　Yabuki,　 M.,　 and　 Shiobara,　 M.　 (2003):　 The　 Antarctic　 polar　 stratosphelbi(l　 clollds
　 　 under　 the　 tenlperatllre　 perturbatioll　 by　 non-orographic　 inertia-gravity　 waves　 observed　 by　 micro　 pulse　 lidar.　 J.
Geophys.Res.,108,10.1029/2002JDOO2713
　 　 Thomason,　 LW,　 Herber,　 A.　 B.,　Yamanouchi,　 T.,　and　 Sato　 K.　 (2003):　 Arctic　 Study　 oll　Tropospheric　 Aerosol　 and
　 　 　 Radiation:　 Comparison　 of　troposr)heric　 aerosol　 extillctioll　 profiles　 measured　 by　 airborIle　 photollleter　 and　 SAGE
II.Geophys.Res.Let.,30(6),1328,doi:10ユ029/2002GLOI6453.
H、,a,K.,Y・m・g・t・,S.,Y・man・u・hi,T.,S・t・K.,H・ ・b・・,A.,Iw・ ・ak・,Y・,N・g・t・ni,M・,・ndN・k・d・,A・(2003)・
　 　 　 Mixing　 states　 of　individual　 aerosol　 particles　 in　sprillg　 Arctic　 Troposphere　 during　 ASTAR　 2000　 campaigll.　 J.
Geophys.Res.,108(D7),4209,doi:10ユ029/2002JDOO2513.
　 　 Tomikawa,　 Y.,　Sato　 K.,　Kita,　 K.,　Flljiwara,　 M.　 Yamamori,　 M.,　 and　 Sano,　 T.　 (2002):　 Formation　 of　an　 ozone　 lamina　 due
　 　 　 　 to　differelltial　 advection　 revealed　 by　 illtellSiVe　 observat.ions.　 J.　Geophys.　 Res.,　 107,　 D10,　 10.1029/2001JDOOO386.
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__,Sato　K　 and　 Dmlkert(m,　 T.　」.　(2002):　 Layered　 stl'uCtUI'e　 assc)ciated　 vvit}|　low　 potential　 vOIltiCity　 Ileal'　the　 troPoPallse
　 seell　 in　high　 resolutic)ll　 radiosondes　 over　 Japall.　 J.　Atmos.　 Sci.,　59、　2782-2800.
Yamamori　 M.,　 and皿(2002):　An　 ellergy　 source　 of　 medium-scale　 trol)opausal　 waves.　Moll.　 Wea.　 Rev.,ユ30,
1455-1467.
Baldwin,　 M.　 P.,　Gray,　 L.J.,　 Dunkerton,　T.　J.,　Hamilton,　 K.,　Haynes,　 P.　H.,　Randel,　 W.　 J.,　Holton,　 J.　R.,　Alexallder,　 M.
JっHirota,　 1.,　Horinouchi,　 T.,　Jones、 　D.　B 　A.,　Kinnersley.　 J.　S.,　Marquardt,　 C.,趾,　alld　 Takahashi,　M.　 (2001):
　 　The　 Quasl-Biennial　 Os(:illation.　 Rev.　 of　GeoPhys.,　 39,　 179-229.
_,Sato　 K　 (2000):　 Sources　 of　gravity　 waves　 ill　the　 polar　 middle　 atmosphel・e.　 Adv.　 Polar　 Upper　 Atmos.　 Res.,　 14、　233-
240.
Yoshiki,M.　 alld虹(2000):　A　 statisti(:al　 study　 of　gravity　 waves　 ill　the　 I)olar　 regions　 based　 oll　operatiollal
radiosonde　 dそ1ta.J.Geophys.Res.,105,17995-18011.
_Sato　 K　,　Yanlada,　 K,　 and　 Hirota,　 1.　(2000):　 Global　 c}laracteristics　 of　rnedillm-scale　 trop()pausal　 waves　 observed　 ill
　 ECMWF　 operatiollal　 data.　 Mol1.　 Wea.　 Rev.,　 128,　 No.!!,　 3808-3823.
_Sato　 K　,　Kumakura,　 T.　and　 Takahashi,　 M.　 (1999):　 Gravity　 w・aves　 appearillg　 ill　a　high--resolution　 GCM　 silllulatioll.　 」.
Atmos..Sci.,56,1005-1018.
Satolllura　 T・,　and　 _Sato　 K　 (1999):　 Secolldary　 generation　 of　gravity　 waves　 associated　 with　 the　 breaking　 of　moulltaill
waves.J.Atmos.Sci.,56,3847-3858.
Wada,　 K.,　 Nitta,　 N,　 and　 Sato　 K　 (1999):　 Equatorial　 inertia-gravity　 waves　 il/　the　 lower　 stratosphere　 revealed　 by
　 TOGA-C()ARE　 IOP　 data.　 J.　Met.　 Soc.　 Japan,　 77,　721-736.
佐 藤 重(1999):中 層 大 気 重 力 波 の 研 究 一 平 成10年 度 気 象 学 会 学 会 賞 受 賞 記 念 講 演 一,天 気,46,803-818.
佐 藍.童(1999):赤 道 下 部 成 層 圏 準2年 周 期 振 動 に お け る 大 気 重 力 波 の 役 割..天 気,46,11-19.
口 頭 発 表(過 去 の 代.表 的 な 発 表)
_、Sato　 K　,　Yalllamori,　 M.　 08SillO,　 S.,　Takahashi,　 N.　 Tomikawa,　 Y.,　alld　 Yamamuchi,　 T.:　 The　 Meridional　 Scall　 of　the
　 Stratosphere　 Over　 the　 O(lean　 in　2001　 (MeSSO2001).　2th　 Collference　 on　 Middle　 Atmosphere,　 ,San　 Antonio,　 2002.
_,Sato　 K　,　Yamamori,　 M.,　 OgillO,　 S.,　Takahashi,　 N.　 and　 Tomikawa,　 Y.:　The　 Meridiollal　 Scan　 of　the　 Stratosphere　 Over
　 the　 Oceall　 il'1　2001　 (MeSSO2001).　International　 .Sytnposiulll　 on　 Equatorial　 Processes　 Including　 Coupling　 (EPIC),
　 Kyoto,　 March,　 2002.
_,Sato　 K　,　Tslltsllmi,　 M.,　 Aso、 　T.,　Sato,　 T.,　Yainanouc:hi,　 T,　 and　 Ejiri,　 M.:　 The　 project　 of　Antarctic　 Syowa　 MST　 I'adar
　 (PANSY).　 Tokyo,　 Japall,　 July.　,　2001.
_,Sato　 K　 :　Tropical　 tropopause　 modificati()ll　 by　 equatorial　 waves.　 SPARC　 Tropopause　 Worksllop,　Bad　 Tolz,
　 Germaliy,　 April,　 2001.
_,Sato　 K　 :　Sour(les　 of　gravity　 waves　 ill　the　 polar　 middle　 atmosphel'e.　 European　 Geophysical　 So(:iety　 XXVI　 General
　 Assembly,　 Nice,　 France,　 March,　 2001.
泌:　 Layered　 disturbances　 associated　 、vith　 low　 l)otential　 vorticity　 revealed　 by　 high-resolution　 radiosonde
　 observation　 in　Japan.　 211d　 SPARC　 (Stratospheri(l　 Processes　 And　 their　 Role　 ill　Climate)　 General　 Assembly,　 Mardel
　 Plata,　 Argelltilla,　 November,　 2000.
_,Sato　 K　 and　 Takahashi,　 M.　 :　Sources　 of　gravity　 、vaves　 simlllated　 by　 a　high-resolution　 GCM.　 Nillth　 Col/ferell(:e　 oll　the
　 Middle　 Atmosphere,　 Lollg　 Beach,　 Califomia,　 U.S.A.　 Jamlary,　 2000.
_Sato　 K　 :　Medium.scale　waves　 tral)ped　 around　 the　 mid.latitude　 tropopause.　 22th　 IUGG　 General　 Assembly,
　 Bimlillgham,　 U.K.　 July,　 1999.
科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)「 衛 星 観 測 デ ー タ ・客 観 解 析 デ ー タ に 基 づ く 極 渦 周 辺 擾 乱 の 気 候 」(研 究 代 表 者)(平 成12～
14年 度)
特定領域研究
特定領域研究
年度)
奨励研究(A)
(B)「 北極域 にお け る気候 ・環境変動 の研究」(AO5研 究 分担者)(平 成12～14年 度)
(B)「 成 層圏 力学過 程 とオ ゾ ンの変動 お よびそ の気候へ の 影響 」　(BOI研 究分担 者)(平 成ll～14
「観測データに基づ く極域重力波の力学特性 と年々変動の解明」(研 究代表者)(平 成11年 度)
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基盤研 究(A)(2)「 新総観 気象学:傾 圧波 ・中間規模 波 ・重 力波の 力学 的研究」(研 究分担 者)('F成!l年 度)
8.講 演 な ど
9.学 会及び社 会的活動
日本気象学 会(気 象 集誌編集 委員,電 子情報 委員,評 議 員)
　　American　 Meteorological　 ・Society
　　Ameri℃aM　 Geophysical　 (Jnion
第44次 日本南極 地域観測 隊越冬 隊(2002.ll-2004.3)
10.受 賞 な ど
1991年 日本気 象学 会 山本 ・正野 論文賞受 賞
1998年 日本気 象学 会学 会賞受賞
11.他 大学 等での講義 等
12.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
IUGG/IAMAS/ICMA　 (委 員),　SCOSTEP　 (Scielltific　Discipline　Representatives),日 本 学術 会議 ・地球 電磁 気研 連
将 来計画 策定 ワーキ ンググルー プ(委 員)
13.研 究活 動 の課題 と展望
今後 も,極 域 大気擾 乱 の力学 と地球 気候へ の影響 という視点で研 究 を進 め る。引 き続 き,気 候 デー タ,観 測 デー
タの 整備,北 極,南 極で の新た な観 測 を行 い,こ れ らの デー タを用いて,大 気力学 理論 を駆 使 し,必 要 な らば大気
モ デ ルに よる数値実 験 を行 い,極 域 の 大気擾乱 の力学特性,オ ゾ ン等微量 成分 の輸 送 ・混合過程,大 規模 循環 との
相 互作用 を調べ る,.ま た,大 型 大気 レー ダー の技 術的検 討 を進 めて,南 極 に適 した システム設計 を進め る と同時 に,
電 離圏 か ら対流圏 に至 る広い 大気領域 の新 たな科学の 可能性 を考察す る。
⑩ 藤田秀二 研究系雪氷学研究部門助教授,博 －f:(工学)(北 海道大学:1992年)
].一書P弓領土或 二
・マイクロ波帯を中心 とした誘電物性研究
・電磁波を用いたりモー トセンシング
・氷 と水の物理的性質
・極地雪氷学
・氷床 コア研究(氷 期 ・間氷期環境復元)
・氷床 ・氷河の構造探査
2.研 究課題:
・高周波 ・マ イクロ波領域 を中心 とした氷結晶の誘電特性の研究
・不純物 を含有す る氷の電気特性 と力学特性
・雪氷圏電波 リモー トセンシング(特 にRFレ ーダサウンデ ィング技術)
・南極2504mド ームふ じコアの解析
・コア解析手法の開発
・極地氷床の3次 元物理構造の復元
3.研 究活動の概要 と成果
・氷結晶の物性計測の研究概要
高周波領域での氷結晶の高周波電気物性 を計測 し,極 域氷床の電波 リモー トセンシングと氷床コアの電気的物
性解析に関わる氷の本質的な基礎情報の研究を進行 している、
・氷床 コアに関す る研究概要
交流ECM　 (AC-ECM)　 と呼ぶ,氷 コアの固体電気伝導度を計測するための手法を開発 ・改良を し,こ れを
2503mド ームふ じ深層 コア氷の計測に応用する研究を進行 している これにより,従 来法より遥かに高い精度で,
氷内部の不純物 イオン濃度を高速で数mmの 空間分解能で解明 しつつある.
・氷床のレーダサウンデ ィングに関する研究概要
上に記述 したの氷結晶の物性研究か ら求めた知見 と,実 際の南極観測デー タを基礎 として,氷 床内部の物理状
態を解明研究 を進行 している 特 に,氷 床内部の氷結晶の結晶方位分布の変化が,氷 床内部に電波を散乱する構
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造 を つ く る こ と を 明 ら か に し,遠 隔 探 査 が 氷 床 内 部 の 力 学 的 構 造 の 解 明 に 使 用 で き る こ と を 明 ら か に し つ つ あ
る 、、
石ナF究 」舌動 原歪
第29次 日.本 南 極 地 域 観 測 隊 あ す か 観 測 拠 点 越 冬 隊1:1987-1989'1
第37次 日.本 南 極 地 域 観 測il家 ド ー ム ふ じ 観 測 拠 点 越 冬 隊11995-19971
学 術 論 文!、 過 去5年 間 の 重 要 論 文
Takata,　 M.,　 Iizuka,　 Y.,　Hondoh、 　T.,　 Flllita、　S.,　Fujii　 Y.　and　 Shoji　 II.　(ln　 Press):　 Stratigraplly　 .Aila1>アsis　of　Dome　 Fu,ji
　 Antar℃ti(・.　 Ice　(〕ore　 llsillg　an　 Ol)ti℃al　 ScaIlller.　 Alm.　 Gla(:iol.
Matsuoka,　 K.,　 Uratsllka,　 S.、　 Fuiitas　 S.,　alld　 Nishio,　 F.　 (In　 Press):　 1(:e-t'1(')w-induced　 s℃atterillg　 zoll(・　withill　 tlle
　 Ant.arcti(:　 i(:e　sheet　 revealed　 })y　high-fl'eql"}11cy　 airb(:)me　 ra(1ar.　 J.　Glaciol.
前 野 英 生,古 津 年 章,浦 塚 清 峰,藤 田 秀.:.'2003iil電波IX－ 撮 マ ト リ ク ス 法 を 用 い た 南 極 氷 床 内 部 の 積 層 構 造 を
も つ 複 屈 折 媒 体 の 伝 搬 特 性 モ デ ル と そ の 初 期 評 価,日 本 雪 氷 学 会 誌 「雪 氷 」,65(5)441-456.
Matsu(.)ka、 　K.,　 Furuka"'a,　 T..　 Fuiita、 　S.,　Maeno、 　1.1.、　Uratsllka、 　S.、　Naruse,　 R.　 and　 Watallabe、　O.　 (2003):　 Crystal-
　 ol-iellt.atiOII　 fa1)ri℃s　 withill　 tll(・　Antarctic　 i(:(・　sheet　 reveale(l　 by　 a　multi-1)olarization-plane　and　 (iual--fre(lllel (ly　 radar
　 survey.　 」.　Geophys.　 Res.,　 Solid　 Earth,　 108(BlO)　 EPM　 lO-l　 to　EPNI　 lO-17
Flljita、 　S.,　Matsuoka,　 K.,　 Maello,　 Il.　and　 Fllmkaw1〕,　 T.　 (2003):　 S(:atterillg　 of　VI-IF　 radio　 waves　 from　 withill　 an　 ice
sheet　 ℃olltaillill8S　vel'tical-gilてlle-tyl)e　 fal)1'ics　and　 allisot　 rol)i(:　refle(:tioll　 b()undaries.　Alm.　 Glac .)L　 37、　305-316.
Fuiita.　 S.,　 Azuma,　 N,　 Motoyama,　 II.,　Kameda,　 T.,　 Nal・ita,　H.,　 Matoba,　 S.,　Igarashi,　 M.,　 Ko}mo,　 M.,　 FUiii,　 Y.　aiid
　 Watallabe,　 0.　 (2002):　 Linear　 and　 Iloll-lilleal・ 　relatiolls　 bet、 、・eell　HF　 c(mdll℃tivit.y,　 AC--ECM　 signals　 all(l　E(〕M　 signals
　 of　Dome　 F　Antar(:ti(l　 ice　℃()re　from　 a　lab()latory　 exl)erilllellt.　 Alm.　 GlacioL,　 35,　321-328.
Fuiita、 　S.,　Aziima,　 N.,　Motoyama,　 H.,　 Kameda,　T..　Narita、 　H.　 Fu.jii,　Y.　and　 Watallabe,　 (.).　(2002):　 measul'c・IIIellts　 oll
　 the　 2503-ni　 Dollle　 F　Antai'℃tic　 ice　℃ore.　 AIIII.　Gla℃ioL.　 35.　313_320.
Fuiita、 　S.,　Matsuoka,　 K,　 Maeno,　 H.,　 Furuka"Ta　 T.　 alld　 Ma{slloka,　 K.　 (2002):　 Scatterillg　 ()f　、咀F　 radio　 waves　 l'rom
within　 the　 top　 700　 m　 c)f'　the　 Alltal℃ti(:　 i℃e　slleetと111d　 its　relatiol}　 to　 tlle　 depositionを ヨl　ellvirolullellt:　 a　℃ase　 shldy
　 along　 the　 ,Syowa--Mizuho--Dom(}-F　traverse.　 Ann.　 GlacioL,　 34,　 157-164.
Matsuoka,　 K.,　Maello,　 H.,　Uratsllka,　 S.、　 Fu.iita,　S.,　Furllkawa,　 T.　 and　 Watanabe,　 O.　 (2002):　 A　groluld-base(1,　 1mllti-
f「eqllellcy　 ice-pelletratil18f　 rと1dar　systelll.　 Alm.　 Gla(:ioL,　34,　 171-176.
Fuiita、 　S.,　Azuina,　 N.,　 Fujii,　 Y..　Kameda,　 T.,　Kallliyama,　 K.,　Motoyama,　 H..　 Narita,　 H.,　 Shqli,　 1-1.,　and　 Watanabe,　0.
　 (2002):　 Ice　 core　 I)rocessing　 at　Dome　 Fu.ji　Statioll、 　Antar(:tica.,　 Mem.　 Natl.　 Inst.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue　 56,　 275-
286.
Siegert,　 M.」.,　 aild　 Fuiita,　 S.(2001):　 Internal　 i(:(・-sheet　 radar　 layer　 profiles　 alld　 their　 i'elati()n　 to　 refle(:tion
Ille(:hanisms止)etweell　Dome (J　and　 the　 Transantar(:ti(:　 Moumtaills.J.　Gla(:ioL,　 45(157),　 205-212
Lythe.　 M.B.,　 Vaughan,　 D.G.,　 BEDMAI.)、 　Col|sortillm:,　Fuiita.　 S.,　Maello,　 H.,　 Nishio,　 F,　 et　aL(2001):　 BEr)MAI.):　 a　Ilew
i(le　thi(:ktless　 and　 subgla℃ial　 tol)ogral)hic　 mo(lel　 of　AIltar(・ti(:a,　J.　Geophys.　 Res.,　 106(B6),　 11β35-11',351.
藤 田 秀 二(2001):ア イ ス レ ー ダ で 読 む 氷 床 内 部 の 構 造.学 術 月 報2月 号,11.15
Fuiita.　 S.,　Mahlsoka,　 T.,　 Ishida,　 T.、　Matsuoka,　 K.,　 and　 Mae,　 S.　(2000):　 A　 sulllnlary　 of　 the　 (:()ml)lex　 dielectl'i℃
　 pernlittivity　 ()f　ice　 ill　magah∈ ・rtz　rallge　 and　 its　applications　 f()r　radar　 soUll(ling　 of　polar　 ice　 sheets.　 Physics　 (.)f　i℃e
　 core　 records,　 T.　Ilolldoll　 (・d.　Hokkaid()　 Ulliversity　 Press,　 185-212.
Sllgiyallla,　 K.,　Fuiita.　 S.,　Narita、 　H..　Goto-Azllma、 　K.,　Hondoh,　T.,　Mae,　 S.,　Fisher,　 D.　 A.,　and　 Koemer,　 R.　M.　 (2000):
　 Measllrmellt　 of　electrical　 (:ol1(lu(:tall℃e　 nl　i(:e　cores　 by　 AC-ECM　 meth(.)d,　 Pllysi(:s　 of　ice　core　 records,　 T.　Holldoh
　 ed.　 Hokkaido　 IJiliversity　 I'ress、 　173-184.
藤 田 秀 二(2000):ノ く陸 氷 と 惑 星 氷 の レ ー ダ ー サ ウ ン デ ィ ン グ ー 氷 の 高 周 波 誘 電 物 性 か ら み た 現 状 と 将 来 展 望 一
　 (Radar　 sounding　 of　 ice　 sheets　 alld　 ice　 ill　olltel'　 planets:　 Possibilities　 and　 limitatiolls　 ℃〔)nsidering　 tlle　 diele(・tri℃
properties　 of　ice　crystals・,　 日 本 雪 氷 学 会 誌 「雪 ♪1(」,62(1)49-60.
Hondoh　 T.,　 Narita,　 H.,　 Ilori,　 A.,　 Fu.iii,　M.、 　Sll(.'.ji、　1-1.、　Kameda,　 T.,　 Mae,　 S.,　Fuiita、 　S.、　Ikeda.　 T.,　 Fukazawa,　 IL,
Fukumura,　 T.,　Azllma,　 N.,　Wong,　 Y.、　Kunio、 　K.、　Watそmabe、 　0.、　and　 Motoyamそ],　H.　 (1999):　 Basic　 allalyses　 of　I)ome
　 Fuji　 deel)　 ice　col・e,　part2:　 pllysiG}l　 I)roperlies,　 Polar　 Meteor()logy　 and　 Gla(:iology、 　13,　90-98.
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　 　 Hori,　 A.,　 Tay(iki,　 K.,　Narita,　 H.,　 Hondoh,　 T.,　EF!,!i1111Ut}.t　S　,　Kameda,　 T.,　 Shoji,　 H.,　 Azuma,　 N.,　 Kamiyama,　 K.,　 Fu.jii,　Y.,
　 　 Motoyama,　 H.　 and　 Watanabe,　 0.　 (1999):　 A　detailed　 density　 I)rofile　 of　the　 I)ome　 Fuji　 (Antarctica)　 shallow　 ice　core
　 　 　 by　 X-ray　 trallsmissioll　 method,　 Ann.　 Glaciol.,　 29,　211-214.
Fujii,　 Y.,　Kohno,　 M.,　 Motoyama,　 H.,　 Matoba,　 S.,　Watanabe,　 0.,皿,　Azuilia,　 N.,　 Kikuchi,　 T.,　Fukuoka,　 T.,　and
　 　 　 Suzuki,　 T.　 (1999):　 Tephra　 layers　 in　the　 Dome　 Fuji　 (Antarctica)　 deel)　 ice　core.,　 Alm.　 Glaciol.,　 29,　 126-130.
E虹 雌,　 Maeno,　 H.,　 Uratsllka,　 S.　Furukawa,　 T.,　Mae,　 S.,　Fujii,　 Y.,　and　 O.　 Watanebe　 (1999):　 Nature　 of　ra(lio-e(:llo
　 　 　 layering　 ill　the　 Alltarctic　 ice　 sheet　 detected　 by　 a　two-frequency　 experimellt.　 J.　Geophys.　 Res.,　 104(B6),　 13013-
13024
藤 井 理 行 他,全26名(藤 且 五 三 を 含 む)(1999):南 極 ド ー ム ふ じ 観 測 拠 点 に お け る 氷 床 深 層 コ ア 掘 削 　 (Deep
Ice　 Coring　 at　DoIne　 Fuji　 Statioll,　 Antarctica)　 ,　南 極 資 料(AntarcticRecord),43(1),162-210.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
E虹 些,　 Matsuoka,　 K.,　 Maeno,　 H.　 and　 Furukawa,　 T.　 :　Scattering　 of　VHF　 radio　 waves　 from　 Within　 all　ice　 sheet
　 　 　 contaillillg　 vertical-girdle-type　fabrics　 alld　 anisotropic　 reflection　 boun(laries.　 International　 Symposium　(m
　 　 　 Physical　 and　 Mechanical　 Processes　 iII　Ice　ill　Relation　 to　 Glacier　 and　 Ice-Sheet　 Modelling　 held　 in　Chamollix　 Mollt-
　　 　 　Blanc,　 France,　 26-30　 August　 2002.
E虹 些,　 Matsuoka,　 K.,　Maeno,　 H.　 and　 Furukawa,　 T　:　ScatteriIlg　 of　VHF　 radio　 waves　 from　 Within　 deepest　 several
　 　 　 hundred　 meters　 of　the　 Antarctic　 ice　sheet.　 International　 Symposium　 on　 Phy.　sical　 and　 Mechanical　 Processes　 in　Ice
　 　 　 in　Relation　 t.o　Glacier　 and　 Ice-Sheet　 Modelling　 held　 in　Chamonix　 Mont,-Blanc、 　France,　 26-30　 August　 2002.
Fuiita　 S.,　Matsuoka,　 K.,　Maeno,　 H.,　Furukawa　 T.　and　 Matsuoka,　 K.　 :　ScatteriIlg　 of　VHF　 radio　 waves　 from輔thill　 the
　 　 　 top　 700　 m　 of　the　 Antarctic　 ice　 sheet　 and　 its　relatioll　 to　the　 depositional　 ellvironment:　 a　case　 study　 along　 the
　 　 　 Syowa--Mizuho--Dome-F　traverse.　 International　 Symposium　 oll　Renlote　 Sellsing　 in　Glacio}ogy　 hel(l　 iIl　Maryland,
U.S.A.,4-8June2001
E虹 魎,　 Azuma,　 N.,　Motoyama,　 H.,　Kameda,　 T.,　Narita,　 H.,　Matoba,　 S.,　Igarashi,　 M.,　Kohno,　 M,　 Fujii,　Y.そmd
　 　 　 Watanabe,　 0.　:　Linear　 and　 Ilon-linear　 relatiolls　 between　 HF　 conductivity,　 AC-ECM　 signals　 and　 ECM　 sigllals　of
　 　 　 Dome　 F　AIltarctic　 ice　core　 from　 a　labolatory　 experiment.　 The　 Internat,ional　 Symposium　 on　Ice　Cores　 alld　Cli111ate
　　　　held　 ill　Kangerlussuaq,　 Greenland,　 19-23　 August　 2001
E虹 雌,　 Azuma,　 N.,　Motoyama,　 H.,　Kameda,　 T.,　Narita,　 H.,　 Fujii,　Y.　and　 Watanabe,　 0.　:　Measurements　 oll　th(・
　 　 　 2503-m　 Dome　 F　Antarctic　 ice　core.　 International　 Sylnposillm　 on　Ice　Cores　 and　 Climate　 held　 in　Kangerlussuaq,
　　　　Greenland,　 19-23　 August　 2001.
E吐 血 ユ,　 Maeno　 H.,　Uratsuka　 S.,　Furukawa　 T.,　Mae　 S.,　Fujii　Y.,　Watanabe　 O　 :　Grovvt.h　 of　high-shear　 zones　 ill　the
　 　 　 Antarctic　 ice　sheet:　 observation　 by　radar　 sounding.　 International　 Symposium　 on　the　Verification　 of　Cryospheri(:
　 　 　 Models　 held　 in　ZUrich,　 SWitzerland,　 16-20　 August　 1999
藤 禾 二:多 周 波RFレ ー ダ探 査 で み え は じ め た 氷 床 氷 体 の 内 部 物 理 構 造 一 ド ー ム ふ じ 掘 削 点 近 傍 を 例 に し て
一
,日 本 雪 氷 学 会 北 海 道 支 部1999年 度 春 の 講 演 会.1999年4月28日13:30-15:15招待 講 演,北 海 道 大 学 学 術 交
流 会 館
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
学 術 創 成 研 究(2)「 極 地 氷 床 に お け る 物 理 過 程 の 解 明 と そ れ に 基 づ く 気 候 ・環 境 変 動 史 の 高 分 解 能 解 析 」(研 究
分 担 者)(平 成14～18年)
基 盤 研 究(S)「 氷 床 コ ア の 高 時 間 分 解 能 解 析 に よ る 急 激 な 気 候 ・環 境 変 動 の 解 明 」(研 究 分 担 者)(平 成15--21年)
基 盤 研 究(B)「 極 域 雪 氷 中 の 環 境 シ グ ナ ル 抽 出 と 環 境 情 報 復 元 に 関 す る 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成15～17年)
基 盤 研 究(B)「 合 成 開 口 レ ー ダ に よ る 南 極 氷 床 末 端 変 動 が 流 域 の ダ イ ナ ミ ク ス に 及 ぼ す 影 響 の 評 価 」(研 究 分 担
者)(平 成15～17年)
基 盤 研 究(C)「 北 極 雪 氷 コ ア が 示 す 十 年 ス ケ ー ル の エ ア ロ ゾ ル 変 動 と 北 極 振 動 」(研 究 分 担 者)(平 成15～16年)
特 定 領 域 研 究(2)「 環 北 極 雪 氷 掘 削 コ ア に よ る 急 激 な 気 候 ・環 境 変 動 の 解 明 」(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
奨 励 研 究(A)「 南 極 氷 床 内 部 か ら の 電 波 散 乱 の 多 周 波 ・多 偏 波 情 報 の 解 析 に よ る,応 力 ・歪 み 構 造 の 解 読 」(研
究 代 表 者)(平 成12～13年)
基 盤 研 究(B)「 山 岳 氷 河 の 氷 厚 測 定 用 イ ン パ ル ス 式 ア イ ス レ ー ダ の 開 発 」(研 究 分 担 者)(平 成12～14年)
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基盤研 究(B)「 氷床 氷体 中の レー ダ波伝搬過 程 と内部物理構 造の解明」(研 究分担 者)(平 成11～12年)
特定 領域研究(B)「 氷の物性 と氷床 変動研 究」(研 究分担 者)(平 成10～12年)
8.講 演 な ど
9.学 会及び社 会的活動
日本物 理 学 会,日 本 雪 氷 学 会,日 本 リモ ー トセ ン シ ン グ学 会,国 際 雪 氷 学 会,電 子情 報 通 信 学 会,　IEEE
　 (Geosciellce　and　Remote　 Sensillg　Society)　,　American　 Geophysical　 UIlion
10.受 賞 な ど
平成11年 度 山 下太郎学 術奨 励賞受賞(「 マ イクロ波 領域 におけ る氷結 晶の 誘電特性 の測定 と,南 極大 陸氷床 にお
け る電波 リモ ー トセ ンシングへ の応 用に関す る研究」 に よる)
1999年 目本雪氷学 会平 田賞受賞(「 多周波 レー ダによる南 極氷床 の動力学 的研究」 に よる)
11.他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主 要 な会議 委員 な ど
国立 極地研究 所広報 編集 委員 会(委 員),北 海道 大学低温 科学研究 所共 同利用委 員会(委 員)
13.研 究 活動 の課題 と展望
項 目3に 記 載 した3つ の 主 要課題 「ゴ氷結 晶の物性 計測,ら 氷床 コアに関す る研究概 要,③ 氷床 の レー ダサ ウ ン
デ ィング」 に関 し,研 究 を継 続す る 特 に,'1)に ついて は計 測技術 の洗練 と応用,② につ いて も,コ ア計測 技術 や
測定 機器の 開発 と実 際の計 測へ の応用,豆 につ いては,既 存の デー タの更 な る解析 と同時 に,レ ー ダ観測技 術の新
規 開発 と南極 観測へ の応用技 術 の洗練 をはか る.,そ れ に よ り,氷,氷 コア,レ ー ダ探 査 を組 み合 わせ,極 地 に存 在
す る巨大氷体 の存在 や振 る舞 いについての,ミ クロか らマ クロへ の トー タルの理解 を 目標 とす る,、
⑪ 平沢尚彦 情報科学センター助手,総 合研究大学院大学数物科学科極域科学専攻助手(併 任),学 術修士(筑 波
大学:1986年)
1.専 門領域:気 象学
2.研 究課題:極 域大気雪氷圏における水の循環 とそれに関わる大気現象
3.研 究活動の概要と成果
南極大陸氷床の内陸域で大気F端 に発達する気温逆転層について,そ の季節変化,日 変化について1997年 に観
測 された ドームふ じのゾンデデー タをもとに調べ,気 温逆転層の鉛直構造が冬季 と夏季 とで異なることを示 した、,
また,-50℃ 以下におけるゾンデの湿度デー タに対する補正方法を検討 した。補正 されたデータを用いることで,
気温逆転層の季節的な違いが ダイヤモ ン ドダス ト形成など南極氷床と大気 との水の輸送 に密接 に関連 していること
を示唆 した.
南極観測の活動 として,南 極44次 隊の ドーム越冬大気観測,及 び昭和基地でのNOAAな ど衛星デー タ受信 に関
して国内側の対応を行 った 昭和基地で受信 されたNOAA,　 MOSの 衛星デー タのアーカイブと一次処理を行い,
南極大陸上の雲検出アルゴリズムの検討を行った。衛星画像データをホームベージ上で公開し,共 同研究の体制整
備を進めた 、
将来の観測活動 に備え,自 律型航空機の観測への利用について研究を進めた。
4.研 究活動 歴
ノルウ ェー ・スピ ッツベ ルゲ ン域大 気観測参 加(1996.3)
第38次 南極 地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1996-1998)
ノル ウェー ・スピ ッツベ ルゲ ン域大 気観測参 加(1999.3)
ノルウ ェー ・ス ピッツベ ルゲ ン域大 気観測 参加(2000.4)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Hirasawa　 N.,　 M.　 Hayashi　 and　 T.　 Yamallouchi　 :　All　 examinatioll　 of　 correction　 of　humidity　 by　 Vaisala　 RS80-A
　 　 radiosondes　 with　 experimellts　 alld　 measurements　at the　 illlalld　 AIltarctic　 station.　 Polar　 Meteorol.　 GlacioL,　 17,　94-
102,2003.
　 　 Yainanouchi,　 T.,　Hirasawa　 N.,　Hayashi,　 M.,　 Shuhei,　 T.　 and　 Kaneto,　 S.　:　Meteorological　 characteristics　 of　Antarctic
　 　 　 illlalld　 statiol1,　 Dollle　 Fuji.　 Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res.　 Spec.　 Issue,　 57,　 94-104,　 2003.
　 Kadosaki,　 G.,　 Yamallollchi,　 T.　 and　 Hirasawa　 N.　 (2002):　 Temperature　dependence　 of　brightness　 temperahlre
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　 　 　 differen(・e　 of　AVHRR　 infrared　 sl)lit　willdow　 chalmels　 m　 the　 Antarctic.　 Polar　 Meteorol.　 GlacioL,　 16,　106-115.
亜 尺 岩 蓼二(2000):ド ー ム ふ じ 観 測 拠 点 に お け る 風 向 測 定 値 の エ ラ ー と 補 正.南 極 資 料,Vol.44,No.3,249-264.
Ilirasawa　 N.,　Nakamllra,　 II.　and　 Yamanouchi,　 T.　 (2000):　 Abrul)t　 chそmges　 il)　meteor()logical　 conditi(ms　 observed　 at
all　inland　 Antarctic　 statioll　 Ill　assoc}iatiol1輌th　 wvintel'tillle　 blocking　 formation.　 Geol)hys.　 Res.　 Lett.,　 27,　 1911-1914.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Hii`asawa　 N,　 M.　 Ilayashi　 and　 T.　Yamanouchi:0止)servational　stu(ly　 oll　vertical　 moisture　 trallsl)ort　 between　 the　 ice
　 　　sheet　and　atm()sphere　 at　the　I)ome　 Fuji　statioll,　Antarc;tica.　IUGG　 XXIII　General　 Assembly,　 JSMI6:　 The　 Role　of
　 　　Atmospheric　 Processes　 in　Mass　Balan℃e　Exchange　 in　the　P()lar　Regions,　Sapporo,　 Japan,　4　Jllly　2003.
'ろ沢 晋彦1極 地研),中 村 尚(東 大),[1」 内 恭(極 地研):南 極氷床 上の大気循環 場 に観 測 され る季節 内変動 と高
緯度循 環.[]本 気象学 会春 季大会,つ くば,2003年5月.
'1'尺吉 塚,林 政彦,山 内 恭 二低温環 境 下にお け るバ イサ ラ ゾンデデ ー タの補正.極 球 気水 圏 シ ンポ ジ ウム,25,
東京,2002年l!月.
　 　Hirasawa　 N.,　Nakamura,　 H.　and　Yamanouchi,　 T.　:　Abmpt　 ℃hanges　ill　meteorological　 conditions　 observed　 at　an
　 　 inland　AIItarcti(l　statioll　in　associa(,ioll　with　willtel'time　blocking.　 Extended　 abstract　 of　the　seeond　 Wadah
　　　collferellce　on　global　℃hange　and　the　polar　climate.　Tsukuba,　 Japall,　March　 7-9,　2001.
7.科 学 研究費 補助 金取 得状況
特定 研究(B)「 北 極域 対流圏 ・成層圏物 質の変動 と気候 影響」(研 究 分担者)(平 成11～16年 度)
基盤研 究A2「 北極 エ ア ロゾル とオ ゾ ン ・雲 との相互 作用 及 びその気 候影響 に関す る研 究」(研 究 分担者)(平 成
11～13年)
基盤研究B2「 小 型気球 搭載 用超小型 成層圏 大気サ ンプ リ ングシステムの開発」(研 究分担者)(平 成11～13年)
8.講 演 な ど
朝霞市 立朝霞 第8小 学 校,父 母 と先生 の会,「 南極教 室」(2003.108)
青森 県根 城 中学 校 「極域 に関 す る幾つ かの質 問に答 えて」(2003.4.18)
9.学 会及 び社 会的活動
日本 気象学 会会 員(同 学 会講演 企画 委員,極 域 寒冷域研 究連絡 会委 員)
10.受 賞 など
11.他 大学等 での講義 な ど
総 合研究 大学院大学 数物 科学科極域 科学専 攻助手(併 任)(2002.4-2003.3)
12.所 内外 の主要 な会議 委 員な ど
13.研 究活動 の課題 と展望
極域の水 循環 を理 解す るため に,特 に,大 気惑 星境 界層 の観測 を展 開 した い、,季節変化 及 び 日変化す る境 界層 の
構 造 を把握 し,自 由大気 との 水 ・物質 のや り取 りを明 らか にす るため に,大 気惑 星境 界層il面 のEの 高度2000m
程 度 までの係留気 球 ゾ ンデ に より,多 層 の連続 的 な観測 を行 う、 また,無 線 コ ン トロールの小型 無 人飛行 機 を利用
した観測 では,よ り高 高度の3次 元的 な観 測或 いは係留 では行 えない重量 の測定機等 の利 用 を可能 にす るであ ろ う、
氷点 下80℃ の環 境で 正常 に作動 す る観 測設備 を 目標 とす る、
南極 観測 にお ける航 空機の 効率 的 な利 用 によって,夏 期 間,冬 期 間 の観測 を分 けて集約 的 に行 うこ とを企画 し,
季節 別の南極氷 床の 酒養 ・消 耗過程 を明 らか にす るこ とを目指 す。 また,電 源 の改良 な どを とお して,無 人観 測基
地 を実現 したい,
極域 全体の理 解 をす るため には,全 球客観 解析 デー タの利 用が不可 欠で あ り,ロ スビ一波 に代 表 され る惑 星波の
関 わ り方や,水 循環 を駆動す る大気循 環 を引 き起 こす機構 を研 究 したい。大 気循環 を引 き起 こす機構 の 中で根 本的
な項 は放 射効 果 であ るが,衛 星 による根城 におけ る雲域 検 出 と雲 の有 無 に よる放 射収 支へ の 影響 の研究 を進 め た
い 、
⑫ 古川晶雄 研究系雪氷学研究部門助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),博 士(理
学)(名 古屋大学:1998年)
1.専 門領域 二雪氷学
2.研 究課題:南 極氷床表面の堆積過程
一68一
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
地 球 規 模 の 気 候 変 動 に 応 答 ㌧ て,南 極 氷 床 が ど の よ う に 変 動 す る か を 明 ら か に す る た め に は,南 極 氷 床 の 質 量 収
支 に 関 わ る 諸 過 程 が 気 候 変 化 に 対 して ど の よ う に 応 答 す る か を 明 ら か に す る 必 要 が あ る.特 に 南 極 氷 床 表 面 で は 雪
の 堆 積 が 数 年 間 に わ た っ て 中 断 す る 現 象 が 頻 繁 に 発 生 し ,氷 床 コ ア の 年 代 を 決 定 す る 際 に 重 要 と な る 氷 床 表 面 で の
年 層 の 欠 層 を 引 き 起 こ す ま た,氷 床 表 面 の 堆 積 中 断 は 氷 床 下 の 基 盤 地 形 と 密 接 な 関 係 を 持 つ こ と か ら,堆 積 中 断
域 の 存 在 形 態 は,氷 床 の 動 力 学 的 状 態 も 反 映 し て い る 可 能 性 が あ る 氷 床 末 端 変 動 が 流 域 の 動 力 学 的 状 態 に 及 ぼ す
影 響 を 評 価 す る こ と を 目 的 と し て,流 出 口 に あ た る 白 旗 氷 河 付 近 の 合 成 開Llレ ー ダ 画 像 の 収 集 及 び 表 面 高 度,基 盤
高 度,表 面 質 量 収 支 等 の 地 一ヒ観 測 デ ー タ を 集 積 し解 析 す る た め の シ ス テ ム の 整 備 を 開 始 し た、
4.研 究 活 動 歴
第29次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊"1参 加(1987-1989)
第33次 南 極 地 域 観 測 隊`越 冬 隊1参 加 ・、1991-1993)
第36次 南 極 地 域 観 測 隊1(夏 隊)参 加1:11994-1995)
オ ー ス トラ リ ア ・南 極 共 同 観 測 セ ン タ ー1['長 期 在 外 研 究 員)研 究(1996・
第40次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1998-2000)
第45次 南 極 地 域 観 測 隊1「 夏 隣1参 加!1.2003-2004)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 W・tall・be,　 0・,　Kal・iyam・,　 K・,　M・t・yam・ ・　H・,　F・jii,　Y.,　lga…　 hi,　M.,　 Fur・k・w・ 、　T.,　G・)t・-A・um・,　 K,　 S・it・,　T.,
　 　 　 Kananiori,　 S.,　Kanamori,　 N,　 Yoshida,　 N.　and　 IJeinura,　 R.　(2003):　 General　 tendencies　 of　stable　 isotopes　 amd　 majol'
　 　 　 chemical　 c:ollstituellts　of　th(・　Dome　 Fuji　deel)　ice　core.　 Mem.　 Natl　Inst.　Polar　 Res.,　Spec.　 Issue,　57,　1-24.
　 　 Suzuki,　 T.,　Iizuka,　 Y.,　Furukawa.　 T.,　Matsuoka,　 K,　 Kamiyama,　 K.　alid　Watallabe,　 O.　(2003):　 Spatial　 distributioll　 of
　 　 　 chemical　 tracers　 m　 sllow　 along　 the　 rollte　 froin　 the　 (・oast　to　1000km　 inland　 at　east　 Droimiiig　 Malld　 Land,
Anta「(:tica,　 Chinese　 Joumき110fPolarSciel1(le,14,48-56.
　 　 Matsuoka,　 K.,　 Furukax・va　 T、　)"ujita、 　S.,　Maeno,　 II.,　Uratsuka,　 S.,　Naruse,　 R.　 and　 Watallabe,　 0.　 (2003):　 Crystal
　 　 　 ol'ielltatiOll　 fabrics　 x・Vithin　the　 Alltarctic　 i℃e　sheet　 revealed　 by　 a　multil)olarization　 plane　 and　 dual--frequency　 radar
s山 ・vey、 」.Geopl/ys.Res.,108(BlO),2499,DOI:10.1029/2003JBOO2425,2003.
　 　 Fujita,　 S.,　Alatsuoka,　 K.,　 Maeno,　 H.　 and　 Fumukaxva.　 T.　 (2003):　 Scattering　 ()f　VHF　 radio　 waves　 from　 within　 all　ice
　 　 　 sheet　 colltaillillg　 the　 verti(lal-girdle-type　 i(:e　fabric　 and　 allisotropic　 reflection　 boundaries.　 Alm.　 Glaciol.,　 37,　 305-
316.
　 　 Suzuki,　 T.,　Iizuka,　 Y.,　Matsuoka,　 K.,　Furukawa　 T　 Kamiyama,　 K.　and　 Watallabe,　 0.　 (2002):　 Distribution　 of　sea　 salt
　 　 　 comPollellts　 ill　sllow　 cover　 along　 the　 traverse　 route　 from　 the　 (:oast　 to　 Dome　 Fllji　Station　 1000　 km　 lnland　 at　east
　 　 　 I)rolmillg　 Malld　 Land,　 AIltarctica.　 Tellus,　 54B,　 407-411.
Fμlita、 　S,　Maello,　 H.,　Furukawa、 　T.　and　 Matslloka,　K　 (2002):　 Sc:attering　 of　VHF　 radio　 waves　 from　 MthiII　 the　 top　 700
　 　 　 m　 of　the　 Ailtar(lti(:　 ice　 sheet　 all(l　its　relation　 to　 the　 dePositiollal　 ellvil'OIUIlellt:　 a　case　 study　 alollg　 the　 Syowa.
　 　 　 Mizuho-1)olne　 Fuji　 traverse.　 Alm.　 Glaciol,　 34,　 157-164.
　 　 Matsuoka,　 K.　 Maellc),　 II.,　Uratsuka,　 S.,　Fu.jita,　 S.,　})"urukawa、 　T.　 and　 Watallabe,　 O.　 (2002):　 A　 ground-based,　 mult,i-
fl'ci(luemcy　 i(:e-pellet　 rating　 rと1dar　system,　Ann.　 Glaciol,　 34,　 171-176.
Suzuki、 　T.,　Iizuka,　 Y.,　Furukaxva　 T.、　Mそ1tslloka,　K,　 Kamiyama,　 K.　and　 XVatanabe,　 0.　 (2001):　 Regional　 distribution　 of
　 　 ・・hemi・ ・al　tl'a(・er・　ill　sll・w　 ℃・・'er　・1・11g　the　 ・・ut・ 　f・・m　 Sl6　 t・　D()me　 Fuji　 St・ti・ ・,　・ast　 D・ ・nning　 Maud　 Land,
　 　 　 Antarctica.　 Polar　 Meteorol.　 Glac:iol.、 　15,　 133-140.
Fllkamachi,　 Y.,　Wakatsuchi,　M.,　 Taira,　 K.,　Kitagを1wa,　 S.,　Ushio,　 S.,　Takahashi,　 A.,　Oikawa,　 K.,　Furukawa、 　T.,　Yoritaka,
　 　 H・ 　F・ku(・hi,　 M・　・Illd　Yam… 　 u(・lli、　T・　(2000)・ 　Se・s・nal　 va・i・bility　 ・f　b・tt・lll-・・v・tel・　pr・pe・ties　 ・ff　Ad・li・ 　Lmd,
Antarctica.J.(}eophys.Res.,105,6531-6540.
　 　 Watanabe,　 K.,　 Stow,　 K,　 Kallliyama,　 K.,　 Motoyallla,　 H.　 Fllmkawa、 　T.,　 Watallabe,　 O.　 and　 Narita,　 H.　 (2000):　 ECM
　 　 　 profile　 ol'l　the　 S25　 core　 and　 its　relationshil)s　 with　 (:hemi(:al　 (・oMI)OsitiOlls.　 Bull.　 Glacier　 Res.,　 17,　 17-22.
Flljita,　 S.,　Maello,　 H.,　Uratsllka、　S.,一,　 Mae,　 S.,　Fujii,　 Y.とmd Watallabe,　 ().　(1999):　 Nature　 of　radio　 echo
　 　 　 layerillg　 in　the　 AI|tarctic　 ice　sheet　 detected　 by　 a　two-・fl'e(lllel}C:y　 expelDimellt.　 J.　Geophys.　 Res.,　 104,　 13013--13024.
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ffJi昇 友,本 山 秀 明,松 岡 健 一,渡 邉 興 亜:東 南 極 白 旗 流 域 に お け る 氷 床 変 動.第25回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ
ム,国 立 極 地 研 究 所,東 京,2002年11月20日 ～21日.
一訓 日 雄
,本 山 秀 明,福 田 順 洋,岩 野 祥 子,渡 邉 興 亜:東 南 極 白 旗 流 域 に お け る 氷 床 変 動 観 測.2002年 度 日 本
雪 氷 学 会 全 国 大 会,山 形 市,2002年10月8日 ～11日.
　 Furukawa　 T.　:　SllOW　 surface　 condition　 from　 the　coast　 to　I)ollle　Fuji　and　 its　relation　 with　 }riatus　phenoinen()ll　 ill
　 sll。w　,urface　 l、yers,　Allt・・ctica.　China-J・pa・ 　1・tern・ti・nal　Symp・ ・i・m　・n　P・1・・　Glaci・1・gy,　 Shai・gh・i,　China,　 12-
　　　　16　Sel)telnber　2001.
五皿晶雄,鈴 木利孝,松 岡健'一・,福崎順洋,本 山秀明,渡 邉興亜:南 極 白旗流域における氷床変動観測.第23
回極域気水圏 シンポジウム,国 立極地研究所,東 京,2000年11月29日 ～30日.
五皿晶雄,鈴 木利孝,松 岡健 一,改 井洋樹,渡 邉興亜:第40次 南極観測隊雪氷観測概要.2000年 度日本雪氷学
会全国大会,加 賀市,2000年10月1日 ～5日.
7.科 学研究費補助金取得状況
基盤B(2)「 合成開口レー ダによる南極氷床末端変動が流域の ダイナ ミクスに及ぼす影響の評価」(研 究代表者)
(平成15～17年 度)
基盤S(2)「 氷床コアの高時間分解能解析 による急激な気候 ・環境変動の解明」(研 究分担者)(平 成16～19年)
基盤B(2)「 極域雪氷中の環境変動シグナル抽出と環境情報復元 に関する研究」(研 究分担者)(平 成15～17年)
基盤C(2)「 北極雪氷 コアが示す十年スケールのエアロゾル変動 と北極振動」(研 究分担者)(平 成14～15年)
8.講 演など
NHKス タジオパーク南極教室2003(2003.8)
9.学 会活動および社会活動
口本雪氷学会,国 際雪氷学会
10.受 賞など
日本雪氷学会平田賞(2001.10)
11.他 大学等での講義等
12.所 内外の主要な会議委員など
13.研 究活動の課題 と展望
南極氷床表面においては,数 年間にわたって堆積が中断するような堆積中断域は,斜 面下降風が加速 されるよう
な氷床表面の急傾斜の場所に発達 している。氷床表面の堆積過程 と氷床変動 との関係を定量的に明 らかにするため
に,ア イスレーダ観測によって明らかにされている氷床内部構造との関連 も考慮 して白旗流域末端域の動力学特性
を明 らかにする.
⑬ 牛尾収輝 北極圏環境研究センター助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),博 士
(理学)(北 海道大学:1994年)
1.専 門領域:極 域海洋学
2.研 究課題:南 大洋における海洋循環の実態 とその変動機構,南 極 リュツォ ・ホルム湾および東 ドロンニ ング ・モ
ー ドラン ド沖の海氷消長,沿 岸ポ リニアの物理過程
3.研 究活動の概要 と成果
1980年 以降の南極 リュツォ ・ホルム湾の海氷状態,特 に湾内定着氷の崩壊 と流出に注 目して,氷 状変動要因を
氷上積雪の他,地 上風系や冬季気温推移の特徴か ら調べ た。また,砕 氷船 「しらせ」の氷海航行記録からも過去
20年 間の同湾氷状の年々変化の特徴 を抽出 した。その結果,氷 上積雪深の年 々変化については,少 雪傾向が最近
の数年間で顕著であることが示 され,昭 和基地付近の積雪観測結果 と同様の変化傾向であることがわかってきた
南大洋で実施 したブロファイリングフロー ト観測のデータを解析 し,低 気圧性渦 とボリニア(開 水面または疎氷域)
との関連を調べた、ウィルクスラン ド沖,東 経110度 周辺は再現ポ リニアの形成域 となってお り,海 洋構造 ・循環
の特異性が明瞭に現れる海域であることがわかった,,ま た,南 極海氷域の衛星データ検証実験(国 際共同観測)に
関する国内 とりまとめを行なった。
4.研 究活動歴
第31次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1989-1991)
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ス バ ー ル バ ル 諸 島 フ ィ ヨ ル ド域 海 洋 観 測 参 加(1991,1993,1998:)
グ リ ー ン ラ ン ド海 航 海 観 測 参 加(1992)
米 国 ワ シ ン ト ン 大 学 海 洋 学 部 及 び ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所(文 部 省 長 期 在 外 研 究 員)(1994-1995)
第64次 海 鷹 丸 南 極 海 調 査 参 加C1996)
ノ ー ス ウ ォ ー タ ー ポ リ ニ ア 域 海 洋 観 測 参 加(1997)
バ レ ン ツ 海 航 海 観 測 参 加(1999)
第41次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1999-2001)
第44次 南 極 地 域 観 測 隊(専 用 観 測 船)参 加(2003)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
主 星 雌(2003):頻 発 す る 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 海 氷 流 出 一1980年 ～2003年 の 海 氷 状 況 か ら一.南 極 資 料,
47,338-348.
主 星 坐雌(2003):南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 で 発 生 す る 海 氷 の 流 出 現 象.月 刊 海 洋,35,「 海 氷 研 究 の 最 前 線 一 衛
星 リ モ ー トセ ン シ ン グ ・現 地 観 測 か ら の ア プ ロ ー チ ー 」,731-735.
渡 邉 興 亜 ・本 山 秀 明 ・主 星 ⊥姫 ・森 本 慎 司(2003):極 域 に お け る モ ニ タ リ ン グ と 氷 床 変 動.生 物 の 科 学 遺 伝
別 冊17号 「地 球 温 暖 化 一 世 界 の 動 向 か ら 対 策 技 術 ま で 一 」,58-68.
　 Enonloto,　 H.,　Nishio,　 F.,　Warashina,　 H.　and　 Ushio　 S.　(2002):　 Satellite　 observation　 of　melting　 and　 break-up　 of　fast
　 　 　 ice　in　LUtzow-Holin　 Bay,　 East　 Alltarctica.　 Polar　 Meteorology　 alld　Glaciology,　 No.　 16,　1-14.
　 Massom,　 R.　A.,　Eicken,　 H.,　Haas,　 C.,　Jeffries,　 M.　O.,　Drinkwater,　 M.　R.,　Sturm,　 M.,　Worby,　 A.　P.,　Wu,　 X.,　Lytle,　 V.　L,
　 　 Ushio　 S.,　Morris,　 K.,　Reid,　 P.　A.,　Warren,　 S.　G.,　and　 Allison,　 1.　(2001):　 Smw　 on　Antarctic　 sea　ice.　Reviews　 of
Geophysics,39,3,413-445.
　 Ohshima,　 K.　1.,　Kawamura,　 T.,　Takizawa,　 T.,　Ushio　 S.　and　 Miyakawa,　 T.　(2000):　 Current　 variability　 under　 landfast
　 　 　sea　ice　ill　LUtzow-Holm　 Bay,　Antarctica.　 Jourllal　 of　Geophysical　 Research,　 105,　17121-17132.
　 Chiba,　 S.,　Hirawake,　 T.,　Ushio　 S.,　Horimoto,　 N.,　Satoh,　 R.,　Nakajima,　 Y.,　Ishimaru,　 T.　and　 Yainaguchi,　 Y.　(2000):　 An
　 　 overview　 of　the　 biological/oceanographic　 survey　 by　 the　 RTV　 Umitaka-Maru　 III　off　Adelie　 Land,　 AIltarctica　 ill
　 　 　 January-February　 l996.　 Deep-Sea　 Research　 II　47,　2589-2613.
　 Fukamachi,　 Y.,　Wakatsuchi,　 M.,　Taira,　 K,　 Kitagawa,　 S.,　Ushio　 S.,　Takahashi,　 A.,　Oikawa,　 K,　Furukawa,　 T.,　Yoritaka,
　 　 H.,　Fukuchi,　 M.　 and　 Yainanou(ihi,　 T.　(2000):　 Seasonal　 variability　 of　bottom　 water　 properties　 off　Ad61ie　 Laud,
　 　 　 Alltarctica.　 ,Journal　 of　Geophysical　 Research,　 105,　6531-6540.
U岨,　 Takizawa,　 T.,　Ohshima,　 K　 I.　and　 Kawamura,　 T.　(1999):　 Ice　production　 and　 deep-water　 entrailllllellt　ill
　 　 　 shelf-break　 polyIlya　 off　Enderby　 Land,　 Antarctica.　 Journal　 of　Geophysical　 Research,　 104,　29771-29780.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
生 見 」区 埋:中 層 フ ロ ー ト に よ る 南 極 ア デ リ ー ラ ン ド沿 岸 流 の 観 測.2003年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会(長 崎),
2003.9.25
生 星 盤:「 し ら せ 」 砕 氷 航 行 デ ー タ か ら 見 る リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 海 氷 変 動.2003年 度 日 本 雪 氷 学 会 全 国 大
会(上 越),2003.10.9
主 星 収21!91:過 去20年 間 に わ た る 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 海 氷 流 出 と そ の 要 因.2002年 度 日 本 雪 氷 学 会 全 国 大 会
(山 形),2002.10.10
　 　Ushio　 S.　:　Thermal　 structure　 of　the　 coastal　 polynya　 formed　 off　Riiser-Larsen　 Peninsula,　 Antarctica.　 2nd
　 　 　 International　 Conference　 oll　the　Oceallography　 of　the　Ross　 Sea　 Antarctica　 (Naples),　 2001.10.10
遡 重 三頻 発 す る 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 海 氷 流 出.2001年 度 日本 雪 氷 学 会 全 国 大 会(帯 広),2001.10.3
盤 ・深 町 康:南 大 洋 の 海 氷 変 動 と 底 層 水 形 成1999年 度 日 本 海 洋 学 会 春 季 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「南 極 海 と 地
球 環 境 」(東 京),1999.3.27
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(C)「 南 極 域 で 頻 発 す る 沿 岸 海 氷 お よ び 棚 氷 の 大 規 模 流 出 が 示 す 大 気 ・海 洋 環 境 変 化 の 影 響 」(研 究 代
表 者)(平 成15～17年)
基 盤 研 究(B)「 南 極 海 イ ン ド洋 セ ク タ ー に お け る 深 層 循 環 の 実 態 把 握 一 特 に 南 極 底 層 水 の 低 緯 度 へ の 輸 送 量 の
直 接 評 価 一 」(研 究 分 担 者)(平 成14～16年)
一71一
基盤 研究(())「 南極 海 と地球 環境 に関す る総 合研究」(研 究 分担者)(平 成14年)
特定 領域研究(B)「 北極域 海洋動態 と生態 系変動の研 究」(研 究 分担 者)(平 成!l～16年)
8.講 演 な ど
飯 能 市立南 高麗小 学 校(2003.9.17),こ ど も国連 環境 会議 ワー ク シ ョップ(2003.11.22),北 海 道湧 別 高等学 校
(20042.13),日 本河 川協 会(2004223)
9.学 会及 び社 会的活動
日本雪氷学 会(会 員),日 本海 洋学 会(会 員),　AmericallGeophysicalUIlion　 (会 員)
10.受 賞 な ど
11.他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 の主要 な会議委 員な ど
危 機管理 委員 会極 地観測安 全対 策常 置分科会
13.研 究活動 の課題 と展望
南大洋,特 に南 極発散域 の海 洋構造 ・循環の特 性 を明 らか にす るために,プ ロ ファイ リング フロー トの観測 デ ー
タ解 析 を進 め る と共 に,今 後 の観測計画 を検討 す る、,また,リ ュ ツォ ・ホル ム湾 の海氷 変動の研 究 に関連 して,蒙
基地周辺 の氷状 変化 との比較 を含め,他 の沿 岸域 につ いて も氷状 特性 の年 々変 化 を調べ るこ とによ り,大 気 ・海洋
環境 変 化 との 関連 を解 明す る、,これ を もとに将 来の海氷 モ ニ タリングの着眼点 を明 らかに して い く。
⑭ 橋田 元 南極圏環境モニタリング研究センター助手,†専士(理 学)(東 北大学:1995年)
1.専 門領域:極 域大気科学
2.研 究課題:極 球の大気一海洋一雪氷系における微量気体成分の動態
3.研 究活動の概要と成果
平成15年 度は第44次 南極地域観測隊越冬隊員 として南極 ・昭和基地および,昭 和基地～シ ドニーの南極観測船
「しらせ」船上で諸観測に従事 した。 これらの観測は,南 極地域観測 における中期計画として位置づけ られている,
成層圏一対流圏間の物質輸送の研究,雪 氷 ・海氷表面状態お よびエアロゾル ・雲 ・降水の時空間分布の研究,大
気一海洋間の物質交換過程の研究,な どを課題 とする 「南極域における地球規模大気変化観測」,そ して 「大気微
量成分モニタリング観測」の…環を為すものである。
4.研 究活動歴
第39次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(1997.11-1999.3)
第43次 南極地域観測隊(夏 隊,専 用観測船)参 加(2002.2-3)
第44次 南極地域観測隊(越 冬隊)参 加(2002.12-2004.3)
5.学 術論文(過 去5年 間の重要論文)
　 　 Aoki,　 S.　and　 Hashida　 G.　 (2000):　 Observations　 of　watertemperature　and　 s linity　 in　Ougul　 Strait,　 AIltarctica,　 ill　l998
　 　 　 and　 investigations　 of　their　 int.raseasonal,　 seasonal,　 and　 illtel'-almllal　 variatiolls,　 Polar　 MteoroL　 AIId　 ()laciol.7　 14,
68-77.
　 　 Honda,　 H.,　Hashida、 　G.,　Morimoto,　 S.,　Yajima,　 N.　 and　 Nakazawa,　 T.　 (2001):　 Staratospheric　 Whole　 Air　 Salllplillg　 at
　 　 　 Alltarctica　 Usillg　 Coinpact　 Grab　 Sampler,　 Proceedings　 of　 the　 15th　 ESA　 Symposium　 on　 European　 Rocket　 and
　 　 　 Balloon　 Programmes　 and　 Related　 Research,　 Biarritz,　 Fralice,　 28-31　 May.
6.口 頭 発 表1過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Hashida　 G.　 :　Monitoring　 of　greenhouse　 gases　 at　 Syowa　 Statiollalld　 ol山oard　 R/V　 Shirase,　 Workshop　 oll　chenlical
　 　 　 processes　 ill　the　 Antarctic　 troposphere　 and　 stratosphere,　 PACA　 meeting　 oll　26th　 SCAR,　 Tokyo,　 July　 !l,　2000.
　 　 Hashida　 G.:Aoki,　 S.,　Morimoto,　 S.,　Nakaoka,　 S.,　Watai,　 T.,　 Yoshimura,　 ,S.,　Nakazawa,　 T.　 and　 Yahmanouchi,　 T.:
　 　 　 Temporal　 and　 Spatial　 Variatiol/s　 of　Surface　 Oceanic　 CC)2　 in　the　 Greenland　 Sea　 and　 Barents　 Sea,　 6th　 Internat,iona|
　 　 　 Carbon　 Dioxide　 C(mferellce,　 Sendai,　 October　 lO5,　 2001.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 気 象 学 会 会 員
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10.受 賞など
11.他 大学等での講義 など
12.所 内外の主要な会議委員など
13.研 究活動の課題 と展望
これまで進めてきた北極域や南極域の大気 ・海洋間の二酸化炭素交換過程の研究においては,表 層海洋中の二酸
化炭素濃度の季節変化を明 らかにす るため,大 気一海洋間二酸化炭素交換量の定量的評価や季節変動 メカニズムの
解明を目指す、
⑮ 森本真 司 北 極圏環境 研究 セ ンター助 手,総 合研究 大学 院大学 数物 科学研究 科極域 科学専 攻助 手(併 任),博 士
(理 学)(東 北 大学:1994年)
1.専 門領域:大 気物理学
2.研 究課題:地 球 表層 におけ る温 室効果 気体の循 環 に関す る研究
3.研 究活動 の概 要 と成果
地球 表層 にお ける温室効 果気体 の収支 を明 らかにす るため に,南 極昭和 基地お よび北極 ニー オル スン基地 におい
て,温 室効果 関連 気体濃度 及 び同位 体比 の長期観測 を国内共同研究 者の協 力の下 に維持 し,高 精度 デー タを蓄積 し
た。2000年 に開始 した昭和 基地 におけ るCO濃 度の連続 観測 デー タを解析 し,CO、,CH,濃 度 変動 との関係 を明 らか
に した。 また,こ れ まで 開発 を行 って きたCH,炭 素 同位 体比 分析 システム を用 いて,北 極 ・南 極域大 気試料 の分析
を開始 した、
新 しい観測 ・分析手 法 として,長 期 モニ タリング観 測 システム 用遠 隔監視 システ ム を構成 す る小型 サー バーの開
発 と試験 及 び小 型気球 に搭載 が可能 な小型成層 圏 大気 サ ンプラーの 開発 を継続 した、,
4.研 究活動 歴
グリー ンラン ド海航海観 測il1994)
第36次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)(1994-1996ノ
北極 圏航 空機観測1998(1998)
グ リー ンラ ン ド海 ・バ レンツ海航 海観測 ほ999)
北極 圏航空機 観測2002(2002)
5.学 術論 文(過 去5年 間の重 要論 文)
　 　Morimoto　 S.,　Watai,　T.,　Machida,　 T.,　Wada,　 M.　alld　Yanlallou(:hi、　T.　(2003):　In-situ　measul'emellt　 of　the　oz()ne
e()ncentration　 in　the　 Ar(:tic　 Airl)(りme　 Measurement　 PI・ograin　 2002　 (AAMPO2).　Polar　 Meteorol.　 Glaciol.　17,　81-93.
　 　 Morimoto　 S.,　Nakazawa,　 T.,　 Aoki,　 S.,　Hashida,　 G.　 and　 Yamallouchi,　 T.　 (2003):　 Collcelltratioll　 val・iatiOII　 of　 the
　 　 　 atmospheric　 Co,　 observed　 at　,Syoxva　 Statioll,　 AIltarctica　 fr〔)Ill　l984　 to　2000.　 Tellus　 55B　 170-177.
　 A・ki,　 S・,　N・kazaw・,　 T・,　M… 　hid・,　 T・,　・S・9・lwar・,　 S.,　M・m・1・t・ 　 S.、　Hashid・,　 G..　 Y・man・u・hi,　 T.,　 K、wamui"a,　 K.　 and
　 　 　 Hondti,　 H.　 (2003):　 Carboll　 Dioxide　 Variatiol|s　 ill　tlle　 Stratosphere　 Over　 Japan,　 Scandinavia　 and　 Antarcti℃.　 Telltis,
55B,178-186.
本 山 秀 明,木 弍直 言,渡 辺 興 亜(2003):ク ロ ム 還 元 法 に よ る 水 素 同 位 体 比 の 測 定 法 と 極 域 雪 氷 試 料 へ の 適 用
,
南 極 資 料47,101-110.
　 Moriino{o.　 S.,　Wada,　 M.,　 Sllgawara,　 S.,　Aoki,　 S.,　Nakazawa,　 T.　alid　 Yamallou(ihi,　 T.　 (2002):　 In-situ　 metlsuremellts　 of
　 　 　 the　 atlllOsl)heric　 ()O　 collcelltrati()ll　 at　Syowa　 Statioll,　 Antarctica.　 Polar　 Meteorol.　 Glaciol.　 16,　95_105.
　 M・rim・t・ 　 S　,　A・ki,　 ・S・　and　 Yaman・u(・hi,　 T.　 (2001)・ 　T・ml・ …　 1　・ari・ti・Ils　 ・f　・tm・ ・ph。,i,　 CO、 　c。ll,。11trati。n　 and
　 　 　 carboll　 isotope　 ratio　 ill　Ny-Alesund,　 Svalbard.　 Mem.　 Natl.　 Polar　 Res.,　 Spec.　 Issue、 　54,　71-79.
Moriinoto　 S.,　Nakazawa.　T.、　Higllchi,　 K　 and　 Aoki、 　S.　 (2000):　 Latitudinal　 (listribution　 of　atlnosphelうcCOL,　 som'℃es
alld　 sinks　 inferred　 byδ13C　 II/easllrements　 from　 l985　 to　l991.　J.　Geophys.　 Res.,　 105,　 24315-24326.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
査 杢 真 旦[,和 田 誠,山 内 恭,菅 原 敏,中 蔦 裕 之,青 木 周 司,中 澤 高 清:南 極 ・昭 和 基 地 に お け る 一 酸 化 炭 素 濃
度 の 連 続 観 測,日 本 気 象 学 会2003年 度 春 季 大 会,つ く ば 市,2003年5月21-23日
　 Morimoto.　 S.,　 Nakazawa,　 T.,　 Aoki、 　S.、　Hashida,　 G.　 alid　 Yamanouchi,　T.　 :　Tempor l　 variatiolls　 of　 the　 CO2
concelltliation　 aild　 isotope　 ratios　 ()bserved　 at　Syowとl　 Statioll,　AIltardica.,　 6th　 Intei'national　 CO,　 conference,
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　　　　Sendai　Japan,　1-5　0ctober,　2001
7.科 学研究費補助金取得状況
若手研究(B)「 炭素同位体比観測 による南北両極域での大気中メタン濃度変動の解明」(研 究代表者)(平 成15
～16年)
基盤研究(B)「 南極 ・昭和基地への対流圏物質輸送:中 ・低緯度の影響評価」(研 究分担者)(平 成15～17年)
若手研究(B)「 炭素同位体比 を用いた北極域における大気中のメタン濃度の変動に関する研究」(研 究代表者)
(平成13～14年)
特定領域研究(B)「 北極対流圏 ・成層圏物質の変動と気候影響」(研 究分担者)(平 成11～16年)
8.講 演など
9.学 会および社会的活動
日本気象学会会員
10.受 賞など
日本気象学会 ・山本正野論文賞(1995)
ll.　他大学での講義など
12.所 内外の主要な会議委員など
13.研 究活動の課題 と展望
陸上生物圏に よるCO、吸収 ・放 出に関する情報 を持つ と考え られているCO、 の酸素同位体比 について,昭 和基
地 ・北極ニーオルスン基地における酸素同位体比の観測デー タを蓄積 し,そ の変動原因について考察する、,北極域,
南極域の大気試料を用いたCH,の 炭素同位体比観測 を継続 し,CH,濃 度変動の原因について考察を行 う。 また,地
球表層でのCO、循環 を明 らかにする上で新たな拘束条件 を与える大気中の酸素濃度変動の高精度連続観測を行 うた
めに,高 精度酸素濃度観測装置の開発を開始する。小型成層圏大気サ ンプラーの開発 も継続する。
(2)共 同研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
山 内 恭 国立極地研究所 ・教授 極域大気 ・海洋 ・雪氷圏における物質循環の総合解析
神 山 孝 吉 国立極地研究所 ・教授 南北両極域の雪氷 コアの氷期一間氷期 ステー ジの解析 ・研究
(北極研究共通)
研究代表者 所 属 ・ 職1 研 究 課 題
藤 井 理 行 国立極地研究所 ・教授 北極域における大気,雪 氷,海 洋,生 態系変動 に関する研究
イ.一 般共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所 ・教授 X線 透過および回折法 による氷床コアの物理構造の解
析
榎 本 浩 之 北見工業大学 ・教授 南極浅層コアを用いた過去数百年間の気候環境復元研究
鈴 木 利 孝 山形大学理学部 ・助教授 南極氷床から探るエアロゾルの拡散過程
馬 渕 和 雄 気象庁気象研究所 ・主任研究官 気候モデルを用いた雪氷圏一大気圏相互作用 に関する研究(H)
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
村 本 健一郎 金沢大学工学部 ・教授 南極域衛星画像 を用いた雲および氷の解析 に関す る研
究
立 花 義 裕 東海大学総合教育セ ンター ・助教授 亜寒帯域縁辺海における大気一海洋一海氷相互作用の
解析
佐 藤 薫 国立極地研究所 ・助教授 極球中層大気擾乱と物質輸送の研究
鈴 木 勝 裕 北海道工業大学 ・教授 衛星マ イクロ波観測データの解析による極域 における
雪氷物理量の長期変動の推定
高 橋 忠 司 埼玉大学教育学部 ・教授 極地に降る雪結晶の形態 と氷晶核 ・凝結核の役割
神 沢 博 名古屋大学大学院環境学研究科 ・教
授
極域 オゾン層観測セ ンサーILAS-Hに 呼応 した昭和基
地での観測計画の検討および観測データの解析
東 信 彦 長岡技術科学大学工学部 ・教授 炭酸 ガスレーザーによる雪氷コアの非接触切断の開発
小 西 啓 之 大阪教育大学 ・助教授 北極域の降雪 とエアロゾルの研究
宇 都 正太郎
(独)海 上技術安全研究所海洋開発研
究領域氷海技術研究 グループ ・上席
研究員
船上観測デー タによる海氷厚の年々変動の解明に関す
る研究
竹 内 智 山梨大学工学部 ・教授 システ ム ダイナ ミックス による地球温 暖化 の シ ミュ レー シ ョン
平 嶋 健 一・ 山梨大学工学部 ・教授 氷結物体の現有応力 ・歪みの計測法の確立に関す る研
究
川 村 隆 一一 富山大学理学部 ・助教授 オホーツク海高気圧の多重時間スケール構造の解明
久 慈 誠 奈良女子大学理学部 ・助手 リモ ー トセ ンシ ングデ ー タを用 い た南 極 域 にお け る
雲 ・水蒸気 変動の研 究
庄 子 仁 北見工業大学未利用エ ネルギー研究
セ ンター ・教授
昭和基地近辺の海底 におけるメタンハ イ ドレー トの研
究
吉 田 豊 室蘭工業大学工学部 ・教授 北極域の降雨 ・降雪 に対するPOSSに よるモニタリン
グ観測に関する研究
畑 中 雅 彦 室蘭工業大学工学部 ・教授 マイクロ輝度温度画像 による南極大陸気温分布の短期
変動の研究
若 土 正 暁 北海道大学低温科学研究所 ・教授 南大洋における海氷消長と海洋循環の研究
鈴 木 啓 助 信州大学理学部 ・教授 極域 における降雪お よびエアロゾルの化学特性の研究
福 岡 孝 昭 立正大学地球環境科学部 ・助教授 南極雪氷中の火山 ・宇宙起源物質の研究(III)
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科 ・教授 南極成層圏における温室効果気体の分布 と変動に関する研究
成 瀬 廉 二 北海道大学低温科学研究所 ・助教授 極地雪氷域における堆積 ・削剥過程の研究
高 橋 弘 東北大学大学院工学研究科 ・助教授 次世代型氷床内部探査 システムの基礎研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
林 政 彦 福岡大学理学部 ・助教授
エアロゾルゾ ンデ観測による対流圏 ・成層圏エアロゾ
ル変動の研究
西 尾 文 彦 千葉 大学環境 リモ ー トセ ンシ ング研
究 セ ンター ・教授
合成開口レー ダ(SAR)時 系列画像データを用いた り
ュツオホルム湾の海氷 ・氷河変動 と温暖化の研究
(3)科 学 研 究 費補 助 金 に よ る研 究
ア.特 定領域研究(2)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度く1成〉 研究所教官の分担者
藤 井 理 行 ・教 授 北極域における環境変動機構に関する研究 15～16 山 内 恭
東 久美子
福 地 光 男
神 田 啓 史
麻 生 武 彦
伊 藤 一
山 内 恭 ・教 授 北極域対流圏 ・成層圏物質の変動 と気候影響 15～16 和 田 誠
塩 原 国 費
平 沢 尚 彦
森 本 真 司
青 木 周 司
神 山 孝 吉 ・教 授 環北極雪氷掘削 コアによる比較環境変動研究 15～16 渡 邉 興 亜
藤 井 理 行
本 山 秀 明
藤 田 秀_
古 川 晶 雄
塩 原 国 費 ・助教授 エアロゾルの直接的地球冷却化効果 14～17
イ.基 盤研究(S)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 く1誠〉 研究所教官の分担者
藤 井 理 行 ・教 授 氷床 コアの高時間分解能解析 による急激 な気候 ・ 15～19 神 山 孝 吉
環境変動の解明 本 山 秀 明
東 久美子
藤 田 秀 二
古 川 晶 雄
青 木 周 司
ウ.基 盤研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度く幟 〉 研究所教官の分担者
本 山 秀 明 ・助教授 極域雪氷中の環境変動 シグナル抽出と環境情報復
元に関する研究
15～17 藤 井 理 行
神 山 孝 吉
藤 田 秀 二
古 川 晶 雄
森 本 真 司
鈴 木 啓 助
古 川 晶 雄 ・助 手 合成開口レーダによる南極氷床末端変動が流域の
ダイナ ミクスに及ぼす影響の評価
15～17 藤 井 理 行
本 山 秀 明
藤 田 秀 一二
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エ.基 盤研 究(C)
|
研究代表者 ・職 ミ 研 究 課 題 1読 彗 ・ い 研究所教官の分担者
神 山 孝 吉 ・教 授 1北 極雪氷 コアが示す 十年スケールのエアロゾル変
1動 と北極振動
i
15～16 藤 井 理 行
本 山 秀 明
藤 田 秀.
古 川 晶 雄
牛 尾 収 輝 ・助 手 南極域で頻発する沿岸解氷および柳水の大規模流
「出が示す大気 ・海洋環境変化の影響
15～17
オ.若 手研 究(B)
研究代表者 ・職 ミ 研 究 課 題 研究諄 く い 研究所教官の分担者
森 本 真 司 ・助 手 炭素同位体比観測による南北両極域での大気中 メ
タン濃度変動の解明
15～16
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3)地 学研究グループ
(1)一 般研 究
研 究 目 的
46億 年前の太陽系惑星の形成 と進化過程,40億 年前以降の大陸地殻の形成発達過程,大 陸形成後の大陸分裂移動
過程,南 極 に現在につながる氷床が発達 した新生代の南極地史,を 解明する。また,現 在の地球環境 と密接な関係が
ある第四紀の南極氷床変動 と,氷 床後退後の露岩域における地殻隆起様式 と量を解明する。
研 究 計 画 の 概 要
・主に南極で採集された陽石の地球化学的 ・鉱物学的研究 とSHRIMPを 用いた年代学的研究により,原 始太陽系星雲
での物質進化の研究,玄 武岩質限石の母天体初期地殻の地質史を明らかにする、
東南極に分布する太古代か ら古生代にわたる岩体の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究 と他の大陸での成果を比
較することを通 じて,大 陸地殻の形成発達過程の解明する,、
・広域的な人工地震探査や重力異常,地 磁気異常観測 と解析か ら,地 殻構造やプレー ト運動 を解明する,,
占地磁気学的 ・岩石磁気学的研究により,諸 大陸の形成と分裂過程を解明する。
・露岩域 と大陸棚の地形や堆積物の研究 により,南 極氷床の変動 と地形発達,環 境変動などの新生代地史を解明する
・グローバルネッ トによる精密測地観測とデータ解析によって,現 在の南極域のジオダイナ ミクスを明 らかに し,さ
らに後氷期の地殻隆起の様式 と量を解明する,
研 究 成 果
リュツォ ・ホルム湾沿岸の基盤岩類の記載 と解析をおこない,高 温～超高温変成岩類の形成温度 と圧力お よびその
変化をより詳細に考察 した
モナザ イト年代測定 によって,レ イナー岩体の内陸地域(約10億 年前)と 西部沿岸域(約5億 年前)と で形成過程
が異なるという仮説を検証することがで きた、
・ナピア岩体の超高温変成作用の時期(約25億 年前)を モナザ イト年代か ら再確認すると共に,冷 却過程における
加水 イベ ン トの年代(約19-17億 年前)を 新たに見いだした,,
・南インド洋海域におけるゴン ドワナ分裂初期の海洋底拡大過程に関 して,西 エ ンダビー海盆の重力 ・地磁気異常 ・
海底地形デー タを解析 した結果,分 裂初期のブルーム活動 による構造物が存在する可能性を指摘で きた 、
・南極 リーセル ・ラルセ ン山の岩石(39億 年の地殻)に ついて,磁 鉄鉱一石英片麻岩 と珪長質片麻岩の磁気特性 と
化学組成を調べた,、その結果,鉱 物組成は赤鉄鉱を主成分 とする縞状鉄鉱床 と類似 し,磁 性鉱物の形状や分布,赤
鉄鉱を磁鉄鉱に換算 した時の飽和磁化の大きさも似ていることが判明 した。
極地での使用を最終目標 とする小型無人飛行機 と磁力計 システムを開発 した。　GPSに よる自律飛行が可能なこの飛
行機で,桜 島の磁場探査実験を行いデータを取得 した、,
・南極ヘネ トレー ターの電池寿命の再検討を行った。第43次 隊夏隊実験時の不具合は,逆 接続防止回路 の複合 トラ
ンジスター部での電流 リークだった .回 路を正 し,-15度Cで の実運用スケジュールに沿 った負荷試験 を低温槽で
実施 し,50日 の寿命を持つことを確認 した
・宗谷海岸か ら採取 された第四紀お よび先第四紀 と考えられる貝化石の放射性炭素年代,ア ミノ酸ラセ ミ化年代,T
L年 代 を比較検討 した結果,最 終間氷期以前の海楼化石が含まれている可能性が高 まった。 しか し,後2者 の年代
値算定 については不確定要素があ り,な お も検討 を要する.
・南極横断山地 を例 として,南 極氷床の消長に伴う地球表層環境の変動 と固体地球 との関わりについて2-3次 元の
有限要素モデルを用いた考察 を行った 、これにより,リ'ノ スフェアの変形にともなってどの ような応力状態や地形
的特徴が もたらされうるかが評価で き,実 測値 との比較検討が可能 となった,。
昭和基地で受信 したERS-1/2合 成開口レー ダーのデータを干渉処理 し,南 極氷床の氷下湖であるボス トー ク湖の潮
汐力等による湖水位変位 に起因する氷床表面の変位を求め,さ らに氷床表面変形の気圧変化に対する応答を調べた 、
・1969年 にボス トー ク基地で行われた重力潮汐観測 データの再解析 を行い,潮 汐残差成分が,氷 床下湖水の湖潮汐
(K1,M2)で ほぼ説明できることを示 した、
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・昭 和基 地 を含 むVLBI網 観 測 デ ー タ(11999-2003年!の 解析 か ら各局 間の基線 長変化(プ レー ト運動)を 求 めた
Syowa-Hobart間 は57・0±1・ nnm/yr,　 Syowa-HartRAO間 は10.8±1.3min/yrだ った一 一"i方,　,Syowa--0'Higgills間 は
4.5±2.11nm/yrで,南 極 プ レー ト内部の 変形 として確証 を得 るに は,さ らに観 測期 間 を延 長 し精度 を上げなけ れば
な らない 、
・南極 大陸の定常 観測点 近傍 の地殻 ～最 ヒ部 マ ン トルの構 造 を レシー バ関数の非線 形 インバー ジ ョンによ り求め,各
地域 の テ ク トニ クスを考察 した..ま た,リ ュツ ォ ・ホルム岩体 の下 部地殻 の反射構 造 を説明す るため,変 成岩類 の
ラ ミナ ー構 造 を 与え て レシー バ関数の理論 波 形を計算 し,音 響 インピー ダンスの変 化 によ り観測波 形 と合わせ,反
射層 の成 因 を考察 した
・南極 で初 めて発 見 され たナ クラ イ ト(火 星領 有の一種)の 成因 を実 証す るために再現実験 を開始 した
・火 星表層 での水 質変成 作用 に よってYamatO　 nakhliteの カ ンラン石のル ビジウムスー トロ ンチ ウム系 は乱 され てい る
こ とを明 らか に した
・ル ビジウム スー トロ ンチ ウム,サ マ リウム ネー オ ジム 同位 体系 を もちい て,火 星起 源陽石Yamato　 OOO593の 結晶 化年
代が13億 年 であ る ことを明 らか に した、.
・玄武岩 質 阻石(Northwest　 Africa　Oll,　1)hofar　OO7)の 岩 石組織,全 署 組成,酸 素 同位体組 成 か ら,熱 史や衝 撃 史,
そ して,岩 石学 的成 因につ いて考察 した、
・月明 石Yamato983885の 詳細 な岩 石鉱物学 的研究 を行い
,そ の起源 を明 らかに した。
① 森脇喜一 研究系地学研究部門教授,総 合研究 大学院大学数物科学研究科極域科学専攻(併 任1,博 士(文 学)
(広島大学:1993年)
1.専 門領域:地 形学
2・ 研究課題:後 期新生代の南極氷床変動 と地形発達史
3.研 究活動の概要 と成果1当 該年、
昭和基地周辺地域で採取 された海楼化石等の産地 とその炭素同位体年代などのデータベースを整備した、 ソフ ト
X線 写真撮影装置を導入 し,テ ス ト試料1海 底堆積物)のX線 写真撮影を実施 して正常動作 を確認した、 また,共
同研究で南極の貝化石のESR年 代測定をおこなった結果,す べてAMSl1C年 代 よりも古い値 となった.今 後さらに
検討を要する
4.研 究 活 動 歴
マ ク マ ー ド ドラ イ バ レ ー 調 査(1970-1971夏 季)
第13次 南 極 地 域 観 測 隊 優 隊1参 加[11971-1972)
第15次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加U973-1975)
第18次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊)参 加(1976-1978')
第22次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加11980-19821
第26次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加 〔1984-1985)
第27次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1985-1986)
第30次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊 ノ 参 加C1988-1989}
ス イ ス 連 邦 工 科 大 学(短 期 在 外 研 究 員,寒 冷 地 の 長 期 環 境 変 動 の 研 究(1994)
第39次 南 極 地 域 観 測 隊 〔夏 隊)参 加:1997-1998i)
5.学 術 論 文1過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Takada、 　M.,　Talli,　A.,　Millra,　 H.,　Moriwaki　 Kそmd　 Nagatomo,　T.　(2003):　 ESR　 dating　 of　fossil　shells　 in　the　 LUtzow-
　 　 Holm　 Bay　 region,　 East　 Antarctica.　 Qllatemary　 Science　 Reviews,　 22,　1323-1328.
　 Miura,　 H.,　Maemoku,　 H.　and　 Moriwaki　 K.　(2002):　 Holocene　 raised　 beach　 stratigraphy　 alld　sea-level　 llistory　 at
　 　 Kizahasi　 Beach,　 Skarvsnes,　 LUtzow-Holm　 Bay,　 Antarcti(:a.　 Antarctica　 at　the　close　 of　a　millenmium,　 Royal　 Society
　 　 　 of　New　 Zealand　 Bulletin,　 35,　391-396.
　 Nakada,　 M.,　Kinmra,　 R.,　Okmno、 　J.,　Moriwaki　 K,　Mhlra,　 H.　and　 A{aenloku,　 H.　(2000):　 Late　 Pleistocene　 and　 Holo(・elle
　 　 　meltillg　 history　 of　the　AIltarctic　 ice　sheet　 derived　 frolll　sea-level　 variations.　 Marine　 Geology,　 167,　85-103.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Moriwaki.　 K.,　Miura,　 H.,　 Maemoku,　 H.　 and　 Igarashi,　 A.:　 Map　 of　raised　 beaches　 aiid　 radiocart)oll　 ages　 of　 marille
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　　　fossils　ill　the　S6ya　Coast　 region,　East　Alltardlca.　 8th　International　 Synu)osium　 oll　Antarctic　 Earth　Sck}llces,
　　 Wellington,　 1999.7
7.科 学 研究補助 金取得状 況
基盤研 究(B)(2)第 四紀 後期 の南極の 氷床変動 と環境変 化1研 究 代表者)ド 「成14～15年)
基盤研 究c〆B)U)最 終氷 期以 降の 南極氷床融 解期 の高精 度決定 とそ の地球環境 変動へ の評 価 に関す る研 究 ・研
究分担 者)1平 成14～16年)
8.講 演 な ど
長岡高 校(2004.1)
9.学 会 及び社 会的活動
日本 第四紀学 会,日 本地 形学連 合,東 京地学協 会
10.受 賞など
11.他 大学等での講義 など
立正大学地球環境学部非常勤講師(2003.12集 中講義)
12.所 内外の主要な会議委員など
南極地名委員会(委 員),国 立極地研究所地学専門委員会(委 員)
13.研 究活動の課題 と展望
後期新生代の南極氷床変動 と地形発達史を解明するために,昭 和基地周辺の大陸棚の探査 ・研究 を指向する
/2
,渋 谷 和 雄 南 極 圏 環 境 モ ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 ・享攻 教 授
(併 任),理 学 博 士(東 京 大 学:1978年)
1.専 門 領 域:測 地 学 ・固 体 地 球 物 理 学
2・ 研 究 課 題:南 極 域 を 中 心 と し た グ ロ ー バ ル ・ジ オ ダ イ ナ ミ ク ス の 解 明
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
昭 和 基 地 に お け るVLBI,　 GPS,　 超 伝 導 重 力 計,広 帯 域 地 震 計,海 洋 潮 汐 な ど の 観 測 とlAR衛 星 受 信 を 国 際 的 な
汎 地 球 観 測 網 の な か に 位 置 づ け,プ レ ー ト運 動 や 氷 床(形 態 ・質 量)の 経 年 変 化 が ヒ記 観 測 量 に ど の よ う な 変 動 と
し て 現 れ る か の 解 明 を 中 心 に 研 究 を 行 っ て い る 、 平 成15年 度 は,測 地 観 測 の 応 用 の 一一環 と し てLake　 Vostokの 変 動
を 重 力 潮 汐,　 IIISARの 面 か ら 研 究 を 進 展 さ せ た 、 一一方,　 GRACE衛 星 重 力 デ ー タ を 利 用 し た 極 域 ・大 気 一 海 洋 一 氷
床 循 環 に つ い て の 提 案 書 がNASAに よ り採 択 さ れ た こ と を 受 け,地 ヒ検 証 計 画 の,南 極 観 測 へ の 組 み 込 み を 企 画 し
て い る 、
4.研 究 活 動 歴
第21次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加 ・1979-1981)
マ ク マ ー ド地 域 エ レ バ ス 火 山 研 究(外 国 共 同 観 測)参 加(1981-1982)
カ ナ ダ 地 質 調 査 所 及 び マ サ チ ュ ー セ ッ ツ1:科 大 学(短 期 在 外 研 究 員}研 究(1983)
マ ク マ ー ド地 域 エ レ バ ス 火 山 研 究(外 国 共 同 観 測)参 加(1984-1985)
第28次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1986-1988)
第39次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加q997-1999)
5.学 術 論 文1過 去5年 間 の 重 要 論 文)
旦h止 輕,Doi,　 K.　and　 Aoki,　 S.　(2003):　 Ten　 years'　 pl'ogress　 of　Syowa　 Station、 　Antar℃tica,　 as　a　global　 geodesy
　 　 　 Iletwork　 site.　Polar　 Geoscien(te,　 16、　29-52.
Ozawa,　 T.,過,　 Doi,　 K.　alld　Aoki,　 S.　(2002):　 Detectioll　 of　gt'oulldillg　 line　all(I　vertical　 displacement　 of　ice
shelf　by　SAR　 interferoinetry　 -　A　(lasci　study　 for　the　 Sta川11kovichそl　 Ice　Shelf,　 East　 Antal℃tica,　 usil18S'　ERS　 tand(・m
　 　　 　SAR　 data　 -,　Polar　 Geosciellce、 　15.　!l2-122.
　 　 Aoki,　 S.,　Shibll　 a　 K、　Masllyama,　 A..　Ozawa,　 T.　and　 Doi,　 K.　(2002):　 Evaluatioll　 of　seasonal　 sea　level　N・ariati()ll　at
　 　 　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 11smg　 GPS　 observations,　 Jollnlal　 of　O℃ealiogi'aphy、 　58,　519-523.
　 　 「)oi,　K.,　Seo,　 N.,　Aoki,　 S.　and　 Shibllva　 K.　(2002):　 Sea　 sllrfac(・　height　 determination　 by　GPS　 in　sea　ice　regioll　 of
　 　 　 LUtzow-Holm　 Bay,　 Antarctica,　 Polar　 Geoscience,　 15、　104-111.
　 　 　 ,　Aoki,　 S.　and　 K.　Doi　 (2001):　 JARE　 Syowa　 Station　 11-m　 antelma,　 Alltarctica,　 ill　the　IlltemaU()nal　 VLBI
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　 Service　 for　Geodesy　 and　 Astrometl・y　 2000　 Alumal　 Report　 1　127-130,　 NASA/TP-2001-209979,　ed.　 N.　R.　Vandenberg
　 and　 K.　 D.　Baver,　 IVS　 Coordinating　 Cf・11ter,　 NASA/GSFC,　 Greenbelt,　 USA.
Sato,　 T・・　Fuku(ta,　 Y・1　Aoyama,　 Y・,　McQueen,　 II.,　,Shibuva,　 K.,　 Tamura,　 Y.,　Asari,　 K.　 and　 Ooe,　 M.　 (2001):　 Oll　 the
・bse・ved　 anllllal　 gr・vity　 vari・ti・m　 ・lld　the　 ・ff…　1　・f　・e・　s11・fa・e　 height　 …　 i・ti・Ils
,　Plly・.　 Earth　 Plan・!t.　 1・te・ 」23,
45-63.
Dietrich,　 R.,　Shil)uva、 　K.、　Poetzsch,　 A.　 and　 Ozawa,　T.　 (2001):　 Evidence　 for　 tides　 ill　the　 subglacia】 　Lake　 Vostok,
　 Alltarctica,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　 28,　2971-2974.
小 澤 拓 ・L井 浩 … 郎 ・池 公 眩'll2000):JERS-1の 干 渉 合 成 開 「.]レ ー ダ 法 を 用 い た 南 極 氷 床 流 動 ・変 形 の 検 出
,
測 地 学 会 誌,46,43-52.
Shibllva.　 K.,　 M.　 Kanao、 　T.　 Higashi　 and　 S.　Aoki　 (2000):　 Installation　 and　 operatiol/　 of　 PRARE　 trackillg　 alltelllla　 at
　 Syowa　 Statioll,　 Antarctica,　 Nallkyok/l　 Slliry()　 (Antarctic　 Recol・d),　 44,　 14-24.
Aoki,　 S.,　Ozawa、 　T.,　Doi,　K.　and　 Shibllva.　 K.　 (2000):　 Gli),91　()bservation　 of　the　 sea　 level　 variation　 in　LUtzow-Holln　 Bay,
　 Antarctica,　 Geophys.　 Res.　 Lett.,　 27,　2285-2288.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表 ノ
　 　 　 　 　 　 K　,　Doi,　 K.,　Sato,　 T.,　Talmlra,　 Y.　(2003):　 CI)-ROM　 distliibuiioll　 of　Syowa　 supercolldllctillg　 gl'aviIueter
　　 　 　records,　 IUGG2003,　 Sapporo、 　2003.7.
　 　 Shibll　 a　 K,Doi,　 K.　and　 Aoki,　 S.　(2003):　 Tell　 years'　 progress　 of　S}mwa　 ,{ltatiOll,　AIltarctica,　 as　a　global　 geodesy
　 　 　 Iletwork　 site,　9th　ISAES,　 Potsdam、 　2003.9.
虹:　 Curl'el)t　 and　 futui'e　 plalls　 of　the　 JARE　 earth　 science　 pl'ograms　 and　 the　 seismi℃ 　instrl1111f)lltatiol|
developnlent　 for　Ailtarcti(:　 reseal'ch,　Stmcmre　 al)(l　Evolution　 of　the　AIltarctic　 P正ate　2003　 (SEAP2003)　 Workshol),
　　　　 Boulder,　 Colorado,　 2003.3　 (lnvited).
　 ・Shibu　・　 K　 and　 A・ki,　S・・　Sllmm・ri・illg　 i・f・rm・ti・ll　t・　・Pd・t・　the　 SCAR-GGI　 pe・mallellt　 ti・1・　g・・9e　・bserv、t、 、ly
　　　　sites,　Antarctica,　 Antar(:ti(:　 Geodesy　 Sylnl)osium,　 St　.　Petersbllrg,　 2001.7
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
科 研 費 基 盤 研 究(C)(2)「 南 極 ・氷 床 稿 胡(LakeVOstok)のダ イ ナ ミ ク ス に 関 す る 国 際 共 同 研 究 」(研 究 代 表 者)
(平 成14～15年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
測 地 学 会 評 議 員,測 地 学 会 誌 編 集 委 員 長,　 EPS運 営 委 員,測 地 学 会,地 震 学 会,火 山 学 会,地 学 協 会,
　 Ameri(:all　 GeoPhysical　 Union
lO.　 受 賞 な ど
南 極 功 労 賞 全 米 科 学 財 団(.1985)
ユ1.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 一所運 営 協 議 員 会(委 員)
南 極 地 名 委 員 会(委 員)
国 立 極 地 研 究 所 地 学 専 門 委 員 会(委 員}
国 立 極 地 研 究 所 編 集 委 員 会(幹 事)1
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
こ の10年,vLBI,GPS,超 伝 導 重 力 計 ,重 力 絶 対 測 定,広 帯 域 地 震 計,海 洋 潮 汐 な ど 個 々 の 観 測 とsAR衛 星 受
信 の 整 備 充 実,国 際 共 同 へ の 位 置 づ け を 心 が け て き た 昨 年 度 に 引 き続 き,合 成 開 日 レ ー ダ デ ー タの ア ー カ イ ブ 促
進,　 GRACE,　 GOCEな ど,衛 星 重 力 ミ ッ シ ョ ン の 南 極 域 に お け る 地 上 検 証 方 法 の 確 立 に 力 を 入 れ た い 南 極 ヘ ネ
ト レ 一 夕 ー の 低 温 下 で の 電 池 寿 命 に 目 途 が つ い た の で ,　UserlnterfaceS()ftwareの改 良,筐 体 の 改 良 を 実 施 し た い
③ 白石和行
ユ.一専門領域
南極限石研究センター長(併 任 ・,研究系地殻活動進化研究部門教授,総 合研大学院大学数物科学研
究科極域科学専攻教授'併 任1・ 南極明石研究センター(併 任),理 学博士(北 海道大学:1986年 〉
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2.研 究 課 題:大 陸 地 殻 の 形 成 発 展 に 関 す る 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
東 南 極 大 陸 地 殻 を 構 成 す る 変 成 岩,深 成 岩 類 の 分 布,相 互 関 係,鉱 物 の 種 類 や 化 学 組 成,同 位 体 年 代 な ど に 基 づ
い て,岩 石 の 成 因 や 変 成 ・変 形 作 用 の 履 歴 を 明 ら か に し,東 南 極 大 陸 地 殻 の 形 成 と変 遷 の 過 程 を 研 究 し て い る 、 特
に,バ ン ア フ リ カ ン 変 動 と ゴ ン ド ワ ナ の 形 成 を タ ー ゲ ッ ト と し,南 極 大 陸 と 東 南 ア フ リ カ と の 地 質 学 的 対 比 研 究 を
進 め,北 部 モ ザ ン ビ ー ク の 地 質 野 外 調 査 を 通 じ て 試 料 採 集 を 行 っ た 。 ま た,二 次 イ オ ン 質 量 分 析 計 　(SHRIMP　 II)
を 用 い たU-Pb年 代 測 定 の た め の 標 準 試 料 の 作 成 を 進 め て い る 、,
4.研 究 活 動 歴
第14次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1972-1974)
米 国 ・ 日米 共 同 阻 石 探 査(外 国 共 同 観 測)参 加(1978-1979)
NASAジ ョ ン ソ ン 宇 宙 セ ン タ ー(短 期 在 外 研 究 員)研 究(1979)
第21次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1979-1981)
第25次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1983-1984)
第26次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1984-1985)
第31次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1989-1991)
オ ー ス トラ リ ア 国 立 大 学(JSPS派 遣 研 究 員)研 究(1993)
ド イ ツ ・第14次 ポ ー ラ ー シ ュ テ ル ン 観 測 参 加(交 換 科 学 者)(1997)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1998-1999)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Hokada,　 T.,　Misawa,　 K.,　Yokoyama,　 K.,　Shiraishi、 　K.　and　 Yamaguchi,　 A.　(2004):　 SHRIMP　 alld　electron　 n/icl'oprol)e
chrollology　 of　UHT　 metamorphism　 in　the　 Napier　 Complex,　 East　 Antarctica:　 implications　 for　zil'cOll　gro吼hat
　 　 　 >1000°C.　 Colltributiolls　 to　Mineralogy　 and　 Petrology,　 147,　1-20.
　 Shiraishi、 　K.,　Hokada,　 T.,　Fanning,　 CM.,　 Misawa,　 K.　and　 Motoyoshi,　 Y.　(2003):　 Timing　 of　thermal　 events　 ill　eastelDn
　 　 　 Dronning　 Maud　 Land,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 16,　76-99.
　 　 Hokada,　 T.,　Misawa,　 K.,　Shiraishi.　 K.　and　 Suzuki,　 S.　(2003):　 Mid　 to　Late　 Archaean　 (3.3-2.5　 Ga)　 tonalitic　 crust,al
　 　 　 formation　 and　 high-grade　 metamorphism　 at　Mt.　Riiser-Larsen,　 Napier　 Complex,　 East　 Antarctica.　 Precambrian
Research,127,215-228.
　 　 Nutman,　 A.　P.,　McGregord,　 V.　R.,　Shiraishi,　 K.,　Friende,　 C.　R.　L,　Bennett,V.C.　 and　 Kinny,　 P.　D.　(2002):　 >3850　 Ma
　 　 BIF　 and　 mafic　 inclusions　 in　the　 early　Archaean　 Itsaq　 Gneiss　 Complex　 around　 Akilia,　southern　 West　 Greenland?
　 　 　 The　 diffiCUItieS　 Of　preCiSe　 dating　 Of　ZirCOn-free　 prOtOlithS　 ln　migmatit,es.　 PreCambrian　 ReSearCh,　 117,　185-224.
　 　Shiraishi,　 K　 ed.　(2001):　 Geologic　 Evolution　 of　Namaqua,　 Natal　 and　 Maud　 metalnorphic　 belts.　Memoirs　 of　Natiollal
　　　 Illstitute　of　Polar　 Researach,　 Spec.　 Issue,　No.55,　 178pp.
　 Hokada,　 T.,　Motoyoshi,　 Y.,　Hiroi,　Y,　Shimura,　 T.,　Yuhara,　 M.,　Shiraishi.　 K.,　G.　H.　Grantham　 and　 M.W.　 Knoper　 (2001):
　 　 　 Petrography　 and　 mineral　 chemistry　 of　high-grade　 pelitic　 gneisses　 and　 related　 rocks　 from　 Namaqualand,　 Sout.h
　 　 　 Africa.　 In:　Geologic　 Evolution　 of　Namaqua,　 Natal　 and　 Maud　 metamorphic　 belts.　Memoirs　 of　National　 Institute　 of
　　　 Polar　 Researach,　 Spec.　 Issue,　No.55,　 105-126.
　 　Grew,　 E.S.,　Yates,　 M.G.,　 Barbier,　 J.,　Shearer,　 C.K.,　Sheraton,　 J.W.,　 Shiraishi,　 K.　and　 Motoyoshi,　 Y.　(2000):　 GraImlite-
　 　 　 facies　beryllium　 pegmatit.es　 in　the　Napier　 Complex　 in　Khmara　 and　 Amundsen　 Bays,　 western　 Enderby　 Land,　 East
　　　　Antarctica.　 Po}ar　 Geoscience,　 13,　1-40.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 Shiraishi.　 K.,　C.M.　 Fanning,　 T.　Hokada,　 K.　Misawa　 and　 H.　Kagami:　 Late　 Proterozoic　 crustal　 evolutioll　 ih　the　eastem
　 　 Dronning　 Maud　 Land,　 East　 Antarctica,　 PPO-ASIA,　 SAPPORO　 2002　 Ainalgamation　 of　Precambrian　 BlocksAnd　 the
　　　 Role　 of　the　Paleozoic　 OI・ogens　 in　Asia,　2002.9
　 　Shiraishi.　 K,　 C.M.　 Falming,　 T.　Hokada,　 K.　Misawa　 and　 H.　Kagami　 Pan-African　 events　 in　the　east,ern　 Dronning　 Maud
　　　 Land,　 East　 Alltarctica　 :　16th　Australian　 Geological　 Collvel/tiOII　 Adelaide,　 2002.7
　 　 Shiraishi,　 K.,　Hokada,　 T.,　Misawa,　 K.　and　 Kaiden,　 H　:　Metamorphic　 ages　 of　the　Yamato-Belgica　 Colnplex:revisited,
南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,国 立 極 地 研 究 所,2001.10
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,Shiraishi　K.,　Fそmllillg,　C.M.　alid　Hokada,　 T.:　Timlllg　of　Pan--African　 Evellts　ill　the　eastern　 Di'oiil)ing　Maud　 I,and,
East　Antarctica,地 球 惑 星科学 合 同大会,東 京,2001.6.
　　 Shiraishi　K.,　Falllllng.　C.M.、　Armstrollg,　 R.　and　Motoyoshi,　 Y.:　New　 Evldence　 of　Polr　rmetamorphic　 Events　of　the　Sor
RondaneM()untaills,EastAIltarctica　 [k:1際南極地学 シンポジ ウム,ウ エ リン トン,1999.7
7.科 学 研究補 助 金取 得状況
基 盤研 究(By(2)南 極 か ら見 た ゴ ン ドワナ形成 史:　SHRIMP年 代学 か らの アプ ロー チ(研 究 代表 者)(平 成13
～16年)
基盤研 究(A)ゴ ン ドワナの集合 ・分裂 とマ ン トル ダイナ ミクス(研 究 分担者)(平 成13～15年)
基盤研 究(()'i「 新 た なゴ ン ドワナ大陸 の復 元」(研 究分担 者1(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
9.学 会及び社 会的活動
日本地 質 学 会 会 員1南 極 研究 委 員 会 委 員),日 本 岩 石鉱 物 鉱 床学 会 会員,日 本 地 球 化学 会 会 員,　Gondwana
Research　 (編 集委員)
10.受 賞 な ど
南極功 労章 全米 科学 財団Ll979.7)
日本航 海学 会功 績賞(平 成11年1
11.他 大学 等で の講義 な ど
12.所 内外 の 主要な 会議 委員 な ど
国 立極地研 究所 運営協 議 員会(委 員),南 極地 名委員 会(委 員),国 立極地研 究所 地学専 門委 員会(委 員),国 立
極 地研究 所編 集委 員会(委 員ノ,第18期,第19期 目本学術 会議極地 研究連 絡委 員 会(幹 事),文 部 科学省南 極輸 送
問 題 調 査 会(委 員),文 部 科 学 省 南 極 観 測 基 本 問題 検 討 会(委 員),南 極 の 設営 と行 動 に関 す る常 置 委 員 会
(SCALOP)　 (日 本代 表 委員 ・,南 極 科学研究 委員会(,SCAR)(日 本副代 表)
13.研 究活動 の課題 と展 望
大陸地殻 一般 の形成 発展の 過程 を研 究す るため,　SHRIMP　 IIを 用 いて世 界の造 山帯 の岩 石の年代測 定 を実 施す る
こ とを目指 す。 当面 はゴ ン ドワナ大陸 の形成 と分裂 を視 野 にお いて,か って,南 極大陸 と連続 していた ス リランカ
や東南 アフ リカな どで の野 外調査 を通 じて,同 時代 の 各地域で の地学現 象 を比較検 証 しつつ,始 生代一顕 生代 とい
う巾広 い時 間軸 に またが る地殻 の発 展 史を地球年代 学的手 法 によ り,具 体 的に解明 す るこ とを主眼 としたい。
(4'小 島 秀 康 南 極 陽 石 研 究 セ ン タ ー 教 授,理 学 博 士(東 北 大 学:1990年)
1.専 門 領 域:陽 石 学
2.研 究 課 題:南 極 慣 行 の 分 類 学 的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
当 研 究 所 が 保 有 す る16700個 の 南 極 陽 石 に つ い て 記 載 岩 石 学 的 研 究 を 進 め,順 次 分 類 を 行 っ て い る 、,こ の 中 で
Yamato　 98唄 石 中 か ら新 た に 火 星 陽 石 を 見 い だ し た..第44次 南 極 地 域 観 測 隊 に 参 加,越 冬 中 で あ る 。
4.研 究 活 動 歴
第20次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊!参 加 〔1978-1980)
第27次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊1参 加e[1985-1986)
マ ッ ク ス プ ラ ン ク研 究 所 ・文 部 省 在 外 研 究)研 究(1993ノ
第39次 南 極 地 域 観 測 隊 ・越 冬 隊)参 加q997-1999)
第44次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(2002-2004)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Itoh　S・,　KΩ 五山a_上上 nd　 Yurimoto　 H.　(2004):　 Petorography　 and　 oxgell　 isotopic　 compositions　 in　refractory　 inclusions
　 　 　 from　 CO　 chondrites.　 Geo(;him.　 Cosmochim.　 Acta　 68,　183-194
Kimura　 M.,　Hiyagoll　 II.,　Paleme　 H.、　Spettel　 B.,　Wolf　 D.,　Claytoll　 R　 N.,　Mayeda　 T.　K.,　Sato　 T.,　Suzuki　 A.　alld　]血
止L　(2002):　 Yamato　 792947,　 793408　 and　 82038:　 The　 nlost　 prlmitive　 H　chondrites,　 with　 abundant　 refractory
　 　 　 illclusiolls.　Meteorincs　 &　Planetary　 Sciell℃e　37,　1417-1434.
　 　 Tomiyama　 T.,　Yainassuchi　 A.,　Misawa　 K.　and　 Ko'ima　 H　 (2002):　 Millor　 elelnent　 chemistry　 of　low-　 Ca　 pyroxelle　 il1
一83一
　 　 　 Allan　 Hills-77252,　 an　 L3-6　 regolith　 bl'eccia.　 Alltarctic　 Mete()rile　 Research,　 15,　78-96.
Ninagawa　 K,　 Ota　 M.,　 Imae　 N.　 and　 Koiima　 H　 (2002):　 Thei"moluminescenc;e　stし」dies　 of　ordinary　 (lhondrites　 in　1}le
　 　 　 Japallese　 Aiitai'(:tic　 met()ol'ite　 c()llectioii,　 III:　Asuka　 and　 Yamat()　 type　 3　0rdinary　 (:hon(lrites.　 AIltarctic　 Meteorite
Research,15,ll4-121.
・・ 康永 康(20011i:惑 星 科 学 に お け る 南 極 限 石 の 意 義 .学 術!j報.675.127-131.
　 Terada,　 K.,　 Yada、 　T.,　 KOjima.　 H.,　 Noguchi,　 T.,　NakamUra,　 T.,　MUrakaIni,　 T.,　 Yano,　 II.,　NOZaki,　 W.,　 Nakainuta,　 Y.,
MatSumoto,　 N.,　 Kamata,　 J.,　MOri,　 T.,　 Nakai,　 1.,　SaSaki,　 M.,　 Itabashi,　 M.,　 Setoyそmagi,　 T.,　 NagaO,　K.,　 OSaWa,　 T.,
　 　 　 Iliyagoll,　 II.,　Mizut,aiii,　 S.,　Fukuoka,　 T.,　Nogami,　 K.,　Ohmori,　 R.　and　 Ohashi,　 H.　 (2001):　 General　 chara℃t(・rizalion　 of
　 　 　 Antarcti(:　 micrometeorites　c()llected　 by　 the　 39th　 Japallese　 Alltarctic　 Research　 Expedition:　 Collsortillm　 studies　 of
JARE　 AMMs(川).　 Antarctic　 Meteorite　 Research,　 14,　89-107.
Koiima　 II　,　Kaiden　 II.　and　 Yada　 T.　 (2000):　 Meteorite　 seal'(:h止)y　 JARE　 39th　 in　l998-99　 seas()11.　Antar(:tic　 Meteorite
Research,13,1-8.
　 　 Yada　 T.　alld　 Koiima　 II.　(2000):　 The　 colledioll　 of　miCrometeoriles　ill　the　 Yamat()　 Meteorite　 Ice　 Field　 of　Alltar(:tica　 in
　 　 　 1998.　 Antar(:tic　 Meteorite　 Researdl,　 13,　9-18.
　 　 Imae　 N.　and　 Ko'illla　 IL　 (2000):　 Slllfide　 texture　 of　a　ullique　 CO3-(:hondrite　 (Y82094)　 alld　 its　petrogenesis.　 Alltarctic
　 　 　 Meteorite　 Resear(lh,　 13,　55-64
Fujita　 T.,　Ko'ima　 H　 and　 Yanai　 K.　 (1999):　 OI'igill　 of　 metal-troilit(・ 　aggregates　 ill　six　 or(iillal-i　 cholldrites.　 A川ar℃ti℃
　 　 　 Meteorite　 Research,　 12,　 19-35
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Ko'ima　 H　,　Kaiden　 H.　and　 Yada　 T.　 (2001):　 Distributioli　 feahlre　 of　the　 Yamato　 98　 meteorite.第64回国 際 陽 石 学 会,
ロ ー マ
Ko'ima　 l-1.　(2000):　 Some　 ulliqlle　ach()ndrites　 in　the　Yamato　 98　meteorites.第25回 南 極 除 石 シ ン ポ ジ ウ ム
Koiima　 H　,　Kaiden　 H.　and　 Yada　 T.　(2000):　 4100　 0f　Yaniato98　 ineteorite　 collected　 by　JARE　 39th　 in　1998-99　 seasoll.第
31同 月 惑 星 会 議,ヒ ュ ー ス ト ン
　 　 Yada　 T.　and　 Ko'ima　 H　 (2000):　 The　 collection　 of　Il/icrollleteol'ites　 from　 bare　 ice　()f　the　 Yamato　 Mts.　 ill　Allstral
summer　 of　1998.第31同 月 惑 星 会 議,ヒ ュ ー ス ト ン
Ko'ima　 H　,　Kaiden　 I.1.　alld　Yada　 T.　(1999):　 Meteorite　 seal℃h　 of　JARE　 ill　1998-99　 season.第24回 南 極 明 石 シ ン ポ ジ ウ
ム
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
8..講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
MeteoriticalSociety,日本 地 質 学 会,日 本 惑 星 科 学 会,日 本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会
10.受 賞 な ど
ll.　 他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
南 極 阻 石 研 究 セ ン タ ー が 保 有 す る16700個 の 阻 石 の 同 定 分 類 を 継 続 し て 行 う　tt
51本 吉洋一 研究系地学研究部門教授,理 学博士(北 海道大学:1986年)
1.専 門領域:地 質学
2.研 究課題:ノ く陸地殻物質の岩石学的 ・鉱物学的研究
3.研 究活動の概要 と成果
南極大陸での フィール ドワークと室内実験 をもとに,東 南極大陸を構成する基盤岩頚の地質学的お よび岩石学
的 ・鉱物学的研究を進めてきた.鉱 物の化学分析に基づ く形成温度圧力の推定,鉱 物反応組織 に基づ く変成履歴の
復元から,大 陸地殻の形成発達過程の解明,ま た,東 南極ナピア岩体を例に,超 高温変成条件下における造岩鉱物
の鉱物学的特性の研究にも取 り組んで きた.最 近では,電 子線マ イクロプローブアナライザ を用いて,岩 石中のモ
ナザ イ ト,ジ ルコンといった鉱物の年代測定に取 り組んでいる、.
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4.研 究 活動歴
第23次 南極地域観 測隊1.、夏隊1参 加 、1981-19821
第24次 南極地域観 測隊!夏 隊1参 加ll982-1983)
ポ ス ト ドクター フ」.ロー11987-88,オ ース トラ リア ・ニ ューサ ウスウェー ルズ大学)
オー ス トラ リア南極 隊参加 〔1987-88・
文部 省在外研究(1990,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア)
第33次 南極地域 観測 隊(越 冬隊)参 加 ほ991-1993)
日本学術振 興 会研 究者派遣 プロ グラムQ996-97,オ ース トラ リア ・ニ ュ ーー サ ウス ウエ ルズ大学)
第40次 南 極地域 観測隊(夏 隊!参 加(1998-1999)
第42次 南 極地域観 測隊(観 測隊 長兼越 冬隊長)参 加(2000-2002)
5.学 術 論.文G過 去5年 間の重 要論 文)
　 　 Shiraishi,　 K.,　H()kada,　 T.,　Fanning,　 C.M.,　 Misawa、 　K.　and　 Motovoshi　 Y　 (2003):　 Timiiig　 of　thermal　 evellts　 ill　eastem
I)rolulillg　 Maud　 Land,　East　 Antarctica.　 1)olα グ(}eθ,scie〃 α!、16,76-99.
　 Kaw・s・ki,　 T・,　S・t・),　K・　・nd　 M・t・ 　T・shi　 Y・　(2002)・ 　E・pe・ime・t・1　 ・・Ilst・・illt・　・11　the　 th・ ・m・l　 p・・k　。f　、　g,an。lit,　 fr、)m
　 　 　 Mclntyre　 Island,　 EIlderby　 Land,　 East　 Antallctica.　 Gol/dwana　 Research,　 5,　749-756.
Hi「 °i,Y・,Gl'ew,E・S・,M・t・ア・shil1L・,R・ ・c・・,D・R・ ・R・use,R.C.,M・t・・ba ・5 ,Y・k・y・m・,K.,Miy・w・ki,R.,M,Gee,
J・」・,S・,S・-S・,H・k・da,T・,Fu・ ・k・・v・・N・alldShiba・ ・ki,1・1.(2002)・Ominelit・,(F・,Mg)Al、、BSi(),(F。 ・'+all、1。gue。f
　 　 g「andidi・ ・it・)・　a　llew　 Illi・er・1　fii・)m　P・ ・phyritic　 g・a・it・ 　il|　J・pall.　 Ame・icaii　 Mine・al・gi・t,　 87,　 160.170.
Y°shimu「 ・,Y・ ・Miyam・t・・T・,G・ ・"T,E・S・,Cal…ll,C.」.,1)a・kl・y,D.J.alld-(2001)、High.g,。d。
　 　 metamorl)hi(l　 rocks　 from　 Christmas　 Point　 ill　the　 Napier　 Complex,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Geosciences,　 14,　53-74.
　 Hi「 ・i,　Y・,　H・k・d・,　 'F・,　M・t・v・ ・hi　 Y　 Shilmlr・,　 T・,　Y・ha・ ・,　Y.,　Shir・i・hi,　 K.,　 (}・a・th・m,　 GH.　 and　 Kll。Pe,,　 MW.
　 　 (2001)・ 　N・w　 ・vidence　 f・・　pr・9・ade　 m・t・m・ ・phism　 and　 pa・ti・l　 meltin9　 ・f　Mg-Al,ri,h　 g,al1。1it,、 　fr。ln　 we,tem
Namaqu・1・nd,　 ,S・・th　 Af・ica・ 　 Ev()1・ti・1・ 　・f　the　 Namaqi1・
,　N・t・l　 alld　 M・ ・d　M・t・m・ ・phi・I　B・lt,　 、　」、palトS。uth
Af「icaJ・illtR・ ・eali・h,・d・ 止・y　K・　Slli・・i・hi・　Mem・ir・ 　・f　N・ti・ll・1　 1nstiti・t・ 　・f　P・lar　 R・ ・ea・ ・h,　Spe・i・I　 lssue,　N。.55,
87-104
H・k・d・ ・T・,幽 虹 ⊥ 　1/ilD・i,　Y・,　・Shiimura,　 T・,　Y・har・,　Y.,　 Slli・ai・hi,　 K.,　 G・anth・m,　 G.H.　 and　 Kn。pe,,　 M.W.
　 　 (2001)・ 　Pet・ ・g・・pl・y　aIld　 mille・ ・1　・・h・mi・t・y　 ・f　high-grad・ 　peliti・ 　g・eisse・ 　a・d　 ・el・t・d　 …　 k・　f・・nl　N、nia(lu、1、nd,
S・uthAf・ica・ 　 E…1・ti… 　 ftheNamaqu・,N・t・la・d八 ・lalld　M・tam・ ・1・hi・　B・lt、 　,　J、P。n　 .　S。 。th　 A1・,i,、　J。i。t
　 　 R・se・r・h,　 ・d・　by　 K・　Shir・i・hi・ 　Mel・(・irs　 ・f　N・ti・n・I　 I・lstit・・e　・f　P・lar　 R・ ・earch,　 Speci・I　 lssue,　 N。.55,　 105-126.
　 M・t・ 　・shi　 Y　 ・nd　 Hensen,　 B・J・　(2001)・ 　F-・i・h　 phl・g・pit・ 　・t・bility　 in　ult・a-high　 temperature　 met、pelit,、 　f,。m　 the
Napier(Jomplex,EastAntar(:tica.Ainel'icとmMinel`alogist,86,1404-1413.
G「ew,E・S・,y・t・ ・IM・G・,Ba・bie・,J・,Shea・e・,C・K.,S止ler・t・n,　 J.　W.,　 S}U・ai・hi,　 K.　 a・d趣虹 ⊥(2000)、
　 　 Gmlmlite-faci・ ・　be・ylli・m　 l・e6'lllatit・ ・　nl　the　 N・piel・ 　C・mplex　 in　Khmara　 and　 Amun(1・e・ 　B・y・,　w・ ・tem　 E。de,by
　 　 　 　Lalld,　 East　 AIltaractica.　 P()lar　 Geosciellce,　 13,　1-40.
　 Miyam・)t・,T・ ・G・ew,E・S・,Sher・t・ ・,J・W・,Y・t・ ・,M.G.,Dunkl・y,D.J.,(⊃ars・11,C.J.,Y・,himura,Y.a。dM。t。v。shi、Y.
　 　 (2000)・ 　Lampr・it・ 　・lyk・ ・　i・　the　 N・pi・ ・　()・mplex　 ・t　T・ ・agh　 l・1・nd,　 E・de,by　 La。d,　 E、,t　 Ant、,cti,,a.　 P。la,
Geos(:ience,13,41-59.
Y・shilm1… 　 Y・,血 鯉 山 ⊥G・ ・w,E・S・,Miyam・t・,T.,C・1…n,C.J.andDunkl・y,D.J.(2000)、Ult、 ・、high.
　 　 tempe「atu「e　 mf・tam・ ・Phic　 r・(lk・　fr・m　 H・ward　 Hill・ 　i・　the　 N・piel・ 　C・mplex,　 East　 A・ta・ctica.　 P・la・ 　G・ ・sci・nce,
13,60-85.
　 K・wa・ ・ki,　T・　・nd　 M・t・ 　・shi　 Y　 (2000)・ 　High-pressur・ 　and　 high-teinpe・ ・ture　 Pha・e　 ・el・ti・ns　 ・f　all　・・th。pyr。xelle
granulite　 from　 M(:IIlt阻'e　 Island,　 Endei'by　 Land,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Geos(:ience,　13,　114-134.
　 　 Harley,　 S.L　 and　 ]VlotovoshL　 Y.　 (2000):　 Al-zollillg　 ill　orthopyToxelle　 ill　a　sapphirine　 quatzite:　 evidence　 for　 >1120℃
1旧T　 m・taln・ ・phism　 in　 th・ 　N・1・iel'　 C・inplex,　Antar・ticl・,　 al)d　 iml・li・ ・ti・ns　 f・・　the　 e・t・ ・py　 ・f　・aPPhil・ille.
　　　　　(Jontributions　 to　IMilleralogy　 tmd　 Petrology,　 138,　 293-307.
6口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Moto　 oshi　 Y.,　Hokada,　 T.　 aHd　 Shiraishi,　 K　 (2003):　 U-Th-Pb　 electron　 micr()probe　 datiIlg　 on　 mollazite,　 zil"cOII　 and
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　 　 　 xellotime　 ill　Forefinger　 Point　 gran　 llites,　East　 Antarctica:　 implication　 for　Pan-African　 evellt.　 9th　International
　 　 　 Symposillm　 oll　AIltarctica　 Earth　 Sciel/ces,　 September　 8-12,　Potsdanl,　 Germany.
　 　 Mot()voshi、 　Y.,　Hokada,　 T.　and　 Shiraishi,　 K.　(2003):　 U-Th-Pb　 electron　 microprobe　 datmg　 on　the　Rayller　 Cc)mplex,
　 　 　 East,　Antarctica.　 10th　 Seoul　 International　 Symposium　 on　Polar　 Sciences,　 October　 21-22,　 Incheon,　 Korea.
本 土 」'… ・外 田 智 千 ・白 石 和 行(2003):東 南 極 レ イ ナ ー 岩 体 のU-Th-Pb　 EPMA年 代.日 本 地 質 学 会 第!!O年 学 術
大 会(静 岡),9月.
N士"一 ・外 田 智 千 ・白 石 和 行(2003):東 南 極 サ ン ダ ー コ ッ ク ・ ヌ ナ タ ー ク 産 グ ラ ニ ュ ラ イ トのEPMA年 代 測
定.第23回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム(東 京),10月.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)南 極 か ら 見 た ゴ ン ドワ ナ の 形 成 史:　 SHRIMP年 代 学 か ら の ア プ ロ ー チ(研 究 分 担 者)(平 成13～
16年)
基 盤 研 究(C)新 た な ゴ ン ドワ ナ 大 陸 の 復 元(研 究 分 担 者)(平 成13～15年 度)
8.講 演 な ど
千 葉 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ(2003.4),朝 日 南 極 教 室(2003.6),日 立 市 教 育 研 究 所(2003.7),青 森 県 上 北 町
(2003.8),船 橋 市 西 海 神 小 学 校(2003.11),船橋 市 塚 田 地 区(2003.12),松戸 市 南 極 教 室(2003.12),NHKス タ ジ
オ パ ー ク(2003.12),山 梨 県 玉 穂 南 小 学 校(2004.1),千 葉 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ(20043)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 地 質 学 会,日 本 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会
10.受 賞 な ど
第23回 山 崎 賞(1997)
1ユ.他 大 学 で の 講 義 な ど
千 葉 大 学 理 学 部 集 中 講 義(2003.l!)
静 岡 大 学 理 学 部 特 別 講 義(2003.12)
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
日 本 学 術 会 議IGCP国 内 委 員 会 委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
南 極 大 陸 に 関 連 し た ゴ ン ドワ ナ 研 究 の 一 環 と し て,こ れ ま でSHRIMP,　 Rb-Srお よ びSm-Nd法 で 測 定 さ れ た 同 位
体 年 代 に つ い て,X線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ を 用 い た 年 代 測 定 法 に よ る 検 証 を 試 み て い る 。 こ れ ま で の 予 察 的 実 験 に
よ る と,パ ン ア フ リ カ ン 変 動(520-550Ma)を 広 域 的 に 被 っ て い る と さ れ て き た リ ュ ツ オ ・ホ ル ム 岩 体 内 部 に,一 一
部1000Maの 変 動 記 録 を 保 持 し,な お か つ パ ン ア フ リ カ ン 変 動 の 重 複 が 検 出 さ れ な い 地 域 が あ る こ とが わ か っ た 、」
こ の 意 義 を 検 証 す る た め に,第46次 南 極 観 測 隊(2004年 出 発)に 参 加 し て,岩 石 の 産 状 や 周 囲 と の 関 連 を 詳 し く
調 査 す る 予 定 で あ る 。
⑥ 船 木 實 研 究系地 学研 究部 門助教授,総 合研究 大学 院大学数物 科 学研究 科極域 科学専 攻助教授(併 任),理 学
博士(東 北 大学:1983年)
1.専 門領域:岩 石磁 気学
2・ 研 究課題:南 極 大陸 を中心 とす る ゴ ン ドワナ大 陸の古地磁 気学 的 ・岩石磁 気学 的研 究,お よび損 石の岩 石磁気学
的研 究
3.研 究活動 の概要 と成果
南極,エ ンダー ビー ラ ン ド,リ ー セ ル ・ラ ルセ ン山 周辺 の岩 石(39億 年 の地 殻)に つ い て,変 成 結状 鉄 鉱床
(meta-BIF)　 と珪 長質岩 石 のICP-MSに よる化学 分析 と帯 磁 率 を調 べ,そ の結 果 を西 オー ス トラ リア産の縞状 鉄 鉱
石 と対比 した。 その結 果,　nleta-BIFは 主成 分 のみ な らず,微 量 元素 にお いて もオー ス トラ リアの もの と同 じ化学
組 成 を示 した、,この こ とか らmeta-BIFは 縞状 鉄鉱 床が 変成 に よ り形成 され た可能性 が明 らか にな った。帯 磁率 の
測 定結 果,　nleta-BIFは1.00(SI)前 後 であ るの に対 し,こ の地域 を代 表す る珪長 質岩 石 は10'1(SI)と 極 めて小 さ
い こ とが判明 した。今 まで の研 究結果 を総 合的 に考 え る と,　meta-BIFの 残留磁 気 と誘導磁 化 は珪 長質岩 石の10000
倍以 上大 き く,こ れが大 きな磁 気異常の原 因 になってい る と考 え られ る。
リーセ ル ・ラルセ ン山周辺 の磁 気異常 は大 陸氷床内部 に続 いてい る。 しか し大 陸で は クレバ ス等で これ以上 の調
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査 はで きない 。 この 問題 を解 決す るため ,小 型無 人飛行機 に よる磁場 探 査 を 目的 に磁力計 シ ステム とGpSに よる
自律飛行 が 可能 な翼長2mの 無 人飛行 機 を開発 した..こ の飛行 機 を使 用 し,桜 島で磁 場探 査 を行 い,そ の性 能試験
を行 った、
限 石の磁 気学 的研 究 では,超 高速 衝突 に よる衝 撃 によ り阻石の磁 化が どの ように変化す るか銅 一 コバ ル ト合 金を
用 いて調べ た,そ の結果,5,10,20GPaの衝 撃で消磁 された試料 は,外 部磁場 の大 きさや方 向 と無 関係 に,衝 撃
に対 し直角 方向 に磁 化 す る こ とが 明 らか に なった ,、しか し,衝 撃試 料 を切 断す る と磁 化 方 向 はバ ラバ ラ にな り,
5GPaの 試料 で は交流消 磁 で水平磁 化が 卓越す るこ とが判 明 した.一 連 の衝 撃磁気 の研究 で,磁 気の 基 にな るス ピ
ンは大 きな衝 撃 を受 け る と,衝 撃 に対 し直 角方向 に傾 く可能性 が出 て きた 、この ことは磁 化 してない損 石であ って
も,衝 撃 で磁化 す る可 能性 を示 してお り,損 石磁 気学の研 究 に とって重 要な知見 と考 えられる.
4.研 究活動 歴
第16次 南極 地域観測 隊(越 冬 隊)参 加(1974-1976)
マ クマ ー ド基地(1977-78夏 季)
マ クマ ー ド基地(1978-79夏 季)
マ クマ ー ド基地(ユ980夏 季)
第25次 南 極地域観 測隊(夏 隊)参 加(1983-1984)
モ ー ソン基地 ・デ イビス基地(1987夏 季)
第30次 南極 地域観測 隊(夏 隊)参 加(1988一 ユ989)
デ ュモ ンデ ュル ビル基 地(1991-92夏 季)
第35次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1993-1995)
第42次 南極地域 観測隊(夏 隊)参 加(2000-2001)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論 文)
　　 Fullaki　M　,　Koshita,　M.　and　Nagai,　H.　(2003):　The　maglletic　ailomaly　alld　NRM　 directions　of　Odessa　 octahedrite.
　　　 Ant,arctic　Meteorite　 Reserch,　 16,　220-234.
D・linsky,P・ ・Fullak上M・,　Yalnazaki,　A・,　1・hik・w・,　N.　a・d　M・t・ud・,　T.　(2002)・　Th・　・e・ult・　 f　m、glletic　、u,vey、　at　Mt.
　 　 Rii・er-L… 　 el1,　 Amulld・en　 B・y,　 E・d・ ・by　 Land,　 E・ ・t　A・tar・ti・a,　 by　 th・ 　42nd　 J。P、ne,e　 A。t、,,ti,　 Re、ellr,h
　 　 　 Expeditioll.　 Polar　 GeoscieIlce,　 15,　80-88.
旦魎 ⊥alldOgi・him・,T・(2002)・All・t… 　 mag・eti・p・ ・pel`ti… 　 f・ ・1・ani… 　 ck・c・lleet・df・ ・mKil19G,。lg,
　 　 　 Island,　 AIltarctic　 Peninsula.　 Ocean　 and　 Polar　 Research,　 24,　No.3,　 313-318.
　 ()・li・ky,　 0・　・nd　 Funaki・ 　M　 (2002)・ 　St・dy　 ・f　l・b・・at・・y　i・d・ ・ed　 ・elf-reversed　 th・ ・m・ ・emanent　 m、g。eti,ati。 。　a。d
　 　 th・Fe-Ti・xid… 　 ftheda・it… 　 hf・ ・mthel991Pi・・t・b・erllpti・n(PhilipPine・).Stud.G。。py、.G。 。d.,46,527.
544.
Ozima,　 M・　alld　 Fullaki　 M・　(2001)・ 　M・g・eti・ 　1・r・pe・ti… 　 fhem・ilme・it・ 　・玉・gl…　 y・t・1・inHarun、dacit。}、111nice
　 　 「eve・led　 by　 the　 Bitt・ ・　t・・hnique,　 "dth　 ・pe・i・1　・ef・・ence　 t・　・elf-reversal　 ・f　th・ ・m・ ・em・nellt　 maglleti、 、ti。1.　E、rth
PlanetsSpace,53,111-119.
　 FunakL　 M.,　 Tunyi,　 1.,　Orlicky,　 0.　 and　 Porubcan,　 V.　(2000):　 Naturai　 remanent　 magnetizat,ion　 of　Rumanova　 cholldrite
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日 本 惑 星 科 学 会,地 球 電 磁 気 ・地 球 惑.星 圏 学 会,　 Meteoritical　 Society,　 Arnerican　 Geophysical　 Union
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田 中 館 賞(地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会)(1993)
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
群 馬 県 教 育 委 員 会(平 成15年9月4日)
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
南 極 大 陸 を 中 心 と す る ゴ ン ド ワ ナ 構成 大 陸 か ら 岩 石 試 料 を 収 集 し,古 地 磁 気 学 ・岩 石 磁 気 学 的 手 法 に よ り ゴ ン ド
ワ ナ や ロ デ ニ ア,そ れ に 初 期 地 球 の 大 陸 と 地 球 磁 場 の 進 化 を 明 ら か に す る 。 磁 場 探 査 に 使 用 す る 小 型 無 人 航 空 機 の
開 発 を 行 っ て い る 。 ま た,阻 石 の 岩 石 磁 気 学 的 研 究 に お い て は 衝 撃 磁 気 の 本 質 を 明 ら か に し,衝 撃 が 積 石 の 自 然 残
留 磁 気 に ど の よ う な 影 響 を 与 え て い る か を 調 べ る 。 そ し て,そ の 結 果 を 発 展 させ,限 石 母 天 体 の 磁 場 環 境 と 熱 史 を
明 ら か に す る.、
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南極限石研究センター助教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助教授(併 任),学
術博士(神 戸大学:1988年)
宇宙化学
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2.研 究 課題:惑 星物 質の同位 体年代学 研究
3.研 究 活動の概 要 と成果:
普通 コン ドラ イ ト隅石 に適 用で きるマ ンガ ン クロム年代測定 の開発 をお こなった
ル ビシウム スー トロ ンチ ウム ,サ マ リウム ー ネオジム同位 体系 をもちい て,火 星起源 慣行Yamato　 OOO593の 結 晶
化 年代 が13億 年 であ る こ とをあ き らか に した 火星表層 での 水質変成作 用 に よってYamato　 nakhliteの カ ンラ ン石
の ル ビジ ウム ー ス トロ ンチ ウム系は乱 されて いる ことをあ きらかに した 、
Yamato　 980459　01ivine-phyric　shergottiteコ ンソーテ ィアム研究 を組織 した
4.研 究活動 歴:
ア メ リカ合衆 国地 質調査 所i'留 学)I　Yamatoお よびAsllka月 限 石の同位体 年代 学研 究(1991.1-1992.3)
ア メリカ合衆国地 質調査所{t共 同研 究)　Yamato火 星F員石の同位体 年代学研 究(1996.8-10')
ア メリカ合衆国地 質調査所(短 期 在外研究 員!同 位 体年代学 研究(1998.6-8)
オー ス トラ リア国立 大学1研 修 ・:次 イオ ン質 量分析計の 保守研修!1999.5-6)
ア メリカ合衆国地 質調査所1共 同研 究)標 準 ジル コンの年代 評価(20023)
ア メリカ航 空宇宙 局!共 同研 究:1火 星明 石　`:Yamatoナ クラ イ ト)の 同位体年代 学研究(2002.9)
オ ー ス トラ リア国 立 大学1在 研 海 外 研 究 開 発動 向 調 査1-1次 イオ ン質 量 分析 計マ ルチ コ レ ク ター シス テ ム
(2004.1-3)
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三 こ 敢 百,山 口 亮(2000):HED母 天 体 の 形 成 史,2000年 度 日 本 地 球 化 学 会 年 会,山 形 大 学,U」 形
三 二 敢 百(1999):太 陽 系 初 期 の1000万 年,1999年 度 日 本 地 球 化 学 会 年 会,工 業 技 術 院 地 質 調 査 所,つ く ば
科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況:
基 盤Bユ ー ク ラ イ ト阻 石 母 天 体 の 形 成 史(研 究 代 表 者)(平 成 ユ3～15年)
一90一
基盤B南 極 か ら見た ゴン ドワナ 形成 史:　SHRIMP年 代学 か らのア プローチ(研 究 分担者)(平 成13～16年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及び社 会的活動:
American　 Geophysi(:al　Union,　 The　Meteoritical　Society,　日本地球 化学会,日 本惑 星科学 会
10.受 賞 な ど:
日本地球 化学 会奨 励賞(1989)
11.他 大学等 での講義 な ど:
12.所 内外 の主要 な会議委 員な ど:
総研 大 ジ ャーナ ル編 集委 員会(委 員)
13.研 究活動 の課題 と展望:
陽 石母天体 の熱変 成過程 につ いて,詳 細 な タ イム スケール を規定 す るために,消 滅核種(26Al-2``Mg,「':IMn-:':'Cr系)
を もちい た年 代学研究 に本格 的 に取 り組 む、
へ 野 木 義 史
研 究 系 地 学 研 究 部 門 助 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 先 導 科 学 研 究 科 生 命 体 科 学 専 攻 助 教 授(併 任),博
士(理 学)(神 戸 大 学:1992年)
1.専 門 領 域:固 体 地 球 物 理 学
2.研 究 課 題:ゴ ン ド ワ ナ 分 裂 過 程 と現 在 の 南 極 プ レ ー トの 進 化 に 関 す る 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
昨 年 度 に 引 き 続 き,南 イ ン ド洋 海 域 に お け る,初 期 の ゴ ン ド ワ ナ 分 裂 過 程 と そ れ に 伴 う 海 洋 底 拡 大 過 程 に 関 す る
研 究 を 行 っ た 。 こ れ ま で に 得 ら れ て い る 西 エ ン ダ ビ ー 海 盆 の 重 力 ・地 磁 気 異 常 お よ び 海 底 地 形 デ ー タ か ら ,こ れ ま
で と 異 な る 新 た な 海 底 拡 大 過 程 が 推 定 さ れ た.こ の 西 エ ン ダ ビ ー 海 盆 の 海 洋 底 拡 大 モ デ ル に 基 づ き,初 期 分 裂 に 係
わ る 諸 現 象 等 の 検 証 を行 っ た.そ の 結 果,コ ン ラ ッ ド ラ イ ズ の 海 山 の 一 部 が,初 期 分 裂 時 の ブ ル ー ム 活 動 に 関 係 す
る 構 造 物 で あ る 可 能 性 を 指 摘 し た 、 ま た,こ の モ デ ル か ら,今 後 予 定 さ れ て い る 日独 航 空 機 地 球 物 理 共 同 観 測 へ 向
け て の,研 究 目 標 お よ び 観 測 地 域 に 関 す る 議 論 を 行 っ た 。
4.研 究 活 動 歴
第30次 南 極 地 域 観 測(夏 隊)参 加(1988-1989)
国 際 深 海 掘 削 計 画 　(ODP)　 Legl43次 航 海 参 加(1992)
BASジ ェ ー ム ズ ク ラ ー ク ロ ス 号JRO9航 海 参 加(1995)
イ ギ リ ス ・　BAS　 (短 期 在 外 研 究 員)研 究(1998)
第37次 南 極 地 域 観 測(越 冬 隊)参 加(1995-1997)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 Seama,　 N.,　Goto,　 K,　 INNQgi.,_y,　Ichiki,　 M.,　Kasaya,　 T.,　Tada,　 N.,　Iwamoto,　 H.,　Kitada,　 K.,　Matsuno,　 T.,　Yoshida,　 S.,
　 　 Kawada,　 Y.,　Ito,　M,　 Ishii,　R.,　Takizawa,　 K.,　Suyehiro,　 K.、　Utada,　 H.　and　 Shimoizumi,　 M.　(2003):　 Preliminary　 report
　 　 of　KRO2-14　 Kairei　 cruise.　 ,IAMSTEC　 Jollmal　 of　Deep　 Sea　 Research,　 22,　89-106.
地gエ 」 二alld　 Seama,　 N.　(2002):　 Basement　 ol・ielltatiOII　ill　the　 East　 Enderby　 Basin,　 Southern　 Indian　 Ocean.　In
　 　 Antarctica　 at　the　close　 of　a　inillenniuin,　 ed.　Gamble,　 J.A.,　Skinner,　 D.NB.　 and　 Henrys,　 S.,　The　 Royal　 Society　 of
　 　 　 New　 Zealand　 Bulletin,　 35,　539-547.
Terada、 　K.,　Fukuda,　 Y.　and虹(2001):　Detectioll　 of　seafloor　 structures　 off　the　 Guniiei'us　 ridge.　Polar
Geoscience,14,235-243.
虹and　 Kaminuma,　 K.　(1999):　 Vector　 maglletic　 anomalies　 in　the　West　 Enderby　 Basin.　 Korean　 Jourllal　 of　Polar
Research,10,117-124.
　 Kobayashi,　 R.,　Kaminunia,　 K.,　NNngL)(.Y　 and　 Kanao,　 M　 (1999):　 A　great　 earthquake　 in　the　Antarctic　 Plate　 on　March
　 　 25,　1998.　 Korean　 Jollmal　 of　Polar　 Research,　 10,　109-!l5.
　 Kaminuma,　 K.,　Kobayashi,　 R,　 NNggLIXL.Y　and　 Kanao,　 M　 (1999):　 Aftershock　 activity　 of　the　 great　 earthquake　 in　the
　 　 　 Alltarctic　 plate.　Polar　 Geoscience,　 12,　183-191.
上蛆and　 Kamilmma,　 K.　(1999):　 MeasllreIllellts　 of　vector　 maglletic　 allomalies　 oll　board　 the　icebreaker　 Shirase
　 　 and　 the　magnetization　 of　the　shiP.　AIlllali　di　Geofisica,　 42,　161-170.
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6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
虹and　 Koizumi,　 K　 Seafloor　 strllchlre　 around　 the　 epicellter　 of　the　 great　 AIltarctic　 eart,hquake.　 9th
　 　 　 International　 Symposillm　 oll　Antarctic　 Earth　 Sclell(tes,　Potsdam,　 Sept.　 8-12,　2003.
虹and　 Koizunli,　 K　 Seafloor　 mappillg　 around　 the　epicenter　 of　the　 great　 AIltarctic　 earthqllake.　 EGS　 -　AGU　 -
　 　 　 EUG　 Joillt　Assembly,　 Nice,　 France,　 Apr.　 6-11,　2003.
虻alid　 Koizllmi,　 K.　 Seafloor　 Mappillg　 Aroui1(i　 the　EI)i(℃11ter　 of　the　 Great　 Antal℃tic　 Earthquake.　 AIIIeri℃all
　 　 　 Geophysical　 UIlioll　2002　 Fall　Meeting,　 Sall　Francisco,　 December　 6-10,　2002.
虹,　 Terada,　 K.,　Sealna,　 N.　and　 F　lkuda,　 Y.　 .Seafloor　 spreading　 evolution　 in　the　West　 Enderby　 Basin,　 Southei'il
Indian　 Ocean.　 AI'nerican　 (leophysical　 Union　 2001　 Fall　Meeting,　San　 Francisco,　 Decem止)er10-14,2001.
虹and　 Seama,　 N.　 Seafloor　 spreading　 history　 ill　the　 Enderby　 Basill,　 Southern　 Indian　 ()cean.　 Americall
　 　 　 GeoPhysical　 Ullion　 2000　 Fall　Meetillg,　 Sall　Francisco,　 r)e(:enlber　 !5-19,　 2000.
虹and　 Livermore,　 RA　 Vector　 maglletic乏ulomalies　 il)　the　east　 ,Scotia　Sea.　 Americall　 Geophysical　 Union　 l999
　 　 　 Fall　Meeting,　 ,San　Francisco,　 December　 l3-17,　 1999.
辿and　 Kaminumt),　 K.:　MagIletic　 anolnalies　 ill　the　 Enderl)y　 Basin,　 Solithern　 Indian　 Ocean.　 8th　 International
　 　 　 Symposillm　 (m　Antarctic　 Earth　 Sciences,　 Wellington,　 ⊥999.
虹and　 Kaminuma,　 K..　Maglletic　 allomalies　 ill　the　Southern　 Indian　 Ocean.　 American　 Geophysical　 Union　 l999
　 　 　 Spring　 Meeting,　 ,Sall　Francisco,　 May.　31-　Julle　4,　1999.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(O:新 た な ゴ ン ド ワ ナ 大 陸 の 復 元(研 究 代 表 者)(平 成13～15年)
基 盤 研 究(A):国 際 共 同 観 測 に よ る 中 央 海 嶺 研 究 の 総 合 的 推 進(研 究 分 担 者)(平 成14～17年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会,日 本 地 震 学 会,日 本 海 洋 学 会,　 AinericanGeophysicalUnion
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
10DPサ イ トサ ー ベ イ パ ネ ル(SSP)委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
ゴ ン ド ワ ナ 分 裂 過 程 に 関 す る 研 究 を 継 続 す る 、.こ れ ら の 研 究 を 基 礎 と し て,大 陸 分 裂 の メ カ ニ ズ ム お よ び ホ ッ ト
ス ポ ッ ト と の 関 係 の 解 明 を 目 指 し,さ ら に 今 後 も 観 測 を 継 続 し て い ぐ、特 に エ ン ダ ビ ー 海 盆 全 域 の 海 洋 底 拡 大 史 の
推 定 を 行 い,こ れ に 基 づ く ゴ ン ド ワ ナ の 復 元 に 関 す る 研 究 を 行 う 、.
⑨ 土 井浩一郎 南極 圏環境 モニ タリング研究 セ ンター助 教授,博 士(理 学)(京 都 大学:1992年)
1.専 門領域:測 地学
2.研 究課題:干 渉 合成開 口 レー ダーに よる氷床 変動 の検 出 と氷床変動 に伴 う地殻変動 お よび重 力変化 の研 究
3.研 究活動 の概要 と成果
南極大 陸内 陸 にあるVostok湖 は氷床 下湖で あ り,約4000mの 厚 さの氷床 の下 に凍 ってい ない湖 が存 在 してい る
と考え られて いる、.この ため,湖 水 が潮 汐力 や気圧変 化 に応答 して生 じる変位 が氷床 表 面上 に表れ るはず であ る、
こ うした変位 を検 出す るため,昭 和基地 にお いて受信 され たERS-1/2の 合成 開 口 レー ダーデ ー タに対 し干渉処 理 を
適用 し,そ の 変位 を求めた 、また,求 め られ た変位 と潮位 変化 お よび気 圧変化 との相関 を求め た。
4.研 究 活動歴
第41次 南極 地域観測 隊(越 冬隊)参 加(1999-2001)
第45次 南極地域観測 隊(越 冬隊)参 加(2003-2005)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重要論 文)
土 井浩一一郎,今 栄直 也,岩 田尚能,瀬 尾 徳常(2004):第41次 南極 地域観 測隊 にお いて実施 され た南極 氷床11に
おけ るGPS観 測,南 極資料,48,7-18.
　　Higashi,　T.,　Fukuda,　 Y.,　Abe,　M,　Takemoto,　 S.,　Dwipa,　 S.,　Kllsuma,　 D.,　S.,　Andan,　 A.,　Doi　 K.,　Imanishi,　 Y.,　alid
－92一
　　　 　 A「dl]illo、 　G.　 (2003):　 1)etermillation　 of　Ab.solut(・ 　Gravlty　 Vallles　 llsillg　a　FG5#210　 in　Ban〔lung　 and　 Yogy,　 akarta,　 J.
Geod.Soc.Jal)aii,49、177-180.
ヒ井 浩'郎,澁 谷 和1鵜f㌢ 木 茂,、5i'家 孝 明,福 崎 順 洋,岩 野 祥]'・12003:宇 宙 測 地 技 術 を 利 用 し た 南 極 ・昭 和
基 地 の 地 殻 変 動 観 測,京 都 ノく学 防 災 研 究 所 研 究 集 会 「地 殻 変 動,地 球 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 観 測 と モ デ ル 計 算 の 最
近 の 成 果,今 後 の 課 題 」 集 録,108-113.
1?ukuda　 Y.、　Shit)llya　 K、　1皿,　alld　A()ki　S.　(2003):　 A　Challenge　 lo　the　 l)etection　 ()f　Regional　 to　Lo(:al　Scale　 lce
　 　 ・Sheet　 M・vem・llt・ 　ill　Alltal-・ ・ti…　 by　 tll・　C・mbill・ti・ll　 ・f　ln-sit・ 　Gr・ ・ity　Mea・u・eme・t・ 　and　 (1・・vity　 S・t・llit・ 　1)・t、,
　 　 3「dMe・tillg・fUh・1・lernati・iial(}・avityand(}e・idC・mlllissi・m(IGGC),T・i、lv。s(ed.),GG2002,243.248.
虹 ⊥,　 Se・,　 N・ ・　A・ki・ 　・S・　arid　 ,Flhibuya・ 　K・　(2002)・ 　・Sea　slll・fa(・・　h・ight　 d・tel・millati・n　 by　 GPS　 in　se、 　i℃e　r。gi。ll　。f
　 　 　 Lutzow-1.iolm　 Bay,　 AI|tardi(・a、 　Polar　 Geos(:i.、 　15、　104-111.
Ozawa、 　T.,　 Shibtlya、 　K..　1皿.　 and　 A()ki.　 S.　 (2002):　 Detectjon　 of　gt'ounding　 line　 and　 verti℃al　 displacemellt　 ()f　the
　　　　 Baudouin　 Ice　Sllelf,　 AIltarcti(:a.　 by　 SAR　 inlel'ferollletry,　 Polar　 Geos℃i.,　 15,　 ll2-122.
Fuku(ia.　 Y..　Aoki,　 S.　andエ ユΩL」 二(2002):　 Impad　 of　 satellite　 gravity　 MiSSiOIls　 ol/　Gla(liology　 and　 Antarctic　 Earth
sciell℃es,　 PolarユMeteol'ol.　GlacioL,　 16,　3Z_41.
Fukuzaki,Y.,Shil)llya,K.、DΩLK.,　 Jik(＼ 　T.　Jaun(:ey,　 D.,　and　 Nicolson,　 G.　 (2002):　 Processig　 of　the　 Data　 of　 Syowa
　 　 　 　VLBI　 Experimellt　 by　 (;ol)yillg　 Betwe〔m　 the　 I)ifferellt　 Re(:ording　 Systellls　 and　 the　 Result　 of　the　 Analysis,　 IVS　 2002
General　 .Meciting　 Proceedillgs.ユ84-188.
　 Jik・,　T・,　Mall・1・e,　 ,S・・　Tamura・ 　Y・・　.Shibuya,　 K・・　1)oi　 K　,　Tanaka、 　T.、　ptl・(〕・1|・(・h、　P.,　C・ ・t・,　M.,　 Nic・1・ ・ll,　G.,　 Qui,k,　 J.,
　 　 Sat・,K・,Shib・t・,K・,Fukuzaki.Y・.Jalm('・y,r)・、・ndR・yll・ld・.J.(2002)・TlleA・tal'cti・VLBIE・Pe・imellt,D。,i。9
　 　 JARE39　 ・・d　G・()d・t　i・・　A・ ・lysi・　1・y　th・ 　IXIit・ka　FX　 ()・IT・1・t・ ・,　IVS　 2002　 Genel・al　 Meeting　 Pr・ceedin9、,　 324　 -　328.
小 澤 拓,」 艸 澁 谷 和 雄(20001:JERS-1の干 渉 合 成 開rlレ ー ダ ー を 用 い た 南 極 氷 床 流 動 ・変 形 の 検 出
,
測 地 学 会 誌,46,43-52.
ヒ井 浩 一郎,澁 谷 和 雄,野 木 義 史,小 澤 拓119991:南 極 ・昭 和 基 地 で 受 信 さ れ たERS-1/2タ ン デ ム ・ ミ ッ シ ョ
ン か ら 得 ら れ た}二 渉SAR画 像,測 地 学 会 誌,45,351-354.
小 澤 拓,士.井 浩 ・郎,　 i)ilE谷和 雄`1999・1「 渉 合 成 開 口 レ ー ダ か ら 得 ら れ た 東 南 極Zubchatyy棚 氷 の 海 洋 潮 汐 に
よ る 変 形,測 地 学 会 誌,45,165-179.
Ozawa,T.、DΩL_K,　 and　 Shibuya,　 K.　(1999):　 A　(:ase　study　 of　gelleratillg　 a　digital　elevation　 model　 for　tlle　Soya　 (]oast
　　　　area,　AI|tar(:tica,　 usillg　JERS-1　 SAR　 interf(iroinetr).yr、　Polar　 Geos(:i.、　12、　227-239.
6日 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表}
些,　 Shiblly・,　K・　A・)ki,　S・・　Yam・ll・k・1(・hi・　T・、　1)i・t・i・h,　R.,　P6t・ ・(lh,　A.　・　R・・p・llse　・f　L・k・　NI… t・k　t・　Atm。splle,i,
　　　　P「essure　 ChaIlge,　 IUGG2003,　 Sapporo、 　June　 30-　」111y　ll,　2003.
F・kuzaki・ 　Y・,　Shil・・y・,　K・』 巫,N・tl111・9・1,A.,Jik・,T.,lwan・,S」 ・1・ll(・・y,1いi・ ・1・ ll,　G.　、　All、lysi、　。f　A。tali,ti,
　　　 VLBI　 Experillleilt　 cal・ried　out　ill　Sy()wa　 Statiol1,　IUGG2003,　 Sapporos　 June　 30　-　July　 ll,　2003.
ヒ炸 浩 一一郎,渋 谷 和 雄,青 木 茂,山 之 日 勤:InSARを 用 い たVostok湖 表 面 の 気 圧 変 化 に 伴 う 変 位 の 検 出 に つ い
て,地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会2003年 合 同k会,F葉,5月26日 一29日,2003年.
Shiblly・ ・K・・1些 ・lld　A・ki・　S・　・　St・ms　 ・f　SlrM'　ge・d・ti・　'1'LBI　(i・Pe・imellt・　and　 c・ll・c・t・・1　。bse,v、ti。ns　 at　Sy。w、
　　 　 StatiolL　 AIItal'(iti(:a,　2nd　IVS　Gelleral　 Meeting.　 TsUkliba,　 Febrllary　 4-7,　2002.
ヒ井 浩 一郎,青 木 茂,ら セ谷 和 雄,今 栄 直 也,岩 田 尚 能:宇 宙 測 地 技 術 に よ る 氷 床 域 の 高 さ 変 化 の 検 出 に つ い て,
地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会2002年 合 同 大 会,東 京,5月27日 一31日,2002年.
ヒ井 浩 一郎,澁 谷 和 雄,　 R.　1)ietri(lh,　 A.　POtzsch:南 極 ・　vostok基 地 に お い て 観 測 さ れ た 重.力 の 潮 汐 変 化 デ ー タ
の 再 解 析,日 本 測 地 学 会,金 沢,10月28日 一30日,2002年.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(Bl　 「GGP-JAPAN超 伝 導 重 力 観 測 点 で の 絶 対 重 力 測 定 に よ る グ ロ ー バ ル 重 力 変 化 の 研 究 」 ・研 究 分 担
者)(平 成14～16年 ・
基 盤 研 究(Cノ 「南 極 ・氷 床1・一湖[.　Lake　 Vostok　 `の ダ イ ナ ミ ク ス に 関 す る 国 際 共 同 研 究 」(研 究 分 担 者)1'F成14
8
一15年)
.講 演 な ど
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9.学 会及び社会的活動
日本測地学会,国 際測地学協会
10.受 賞など
11.他 大学等での講義等
12.所 内外の主要な会議委員な ど
測地学研究連絡会 地殻変動 ・海水準小委員会(委 員)
13.研 究活動の課題 と展望
第45次 南極地域観測隊 に参加 し,南 極 ・昭和基地において超伝導重力計による観測,南 極VLBI実 験 を行 なうと
ともに,周 辺露岩域および海氷上においてGPS観 測,重 力測定を行 なう予定である。 これ らのデー タはプレー ト
運動や後氷期地殻変動の検出お よび重力 ミッション衛星GRACEの 地上検証 として用い られる。
`10.金 尾 政 紀 研 究 系 地 学 研 究 部 門 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士(理
学)(京 都 大 学:1996年)
1.専 門 領 域:固 体 地 球 物 理 学
2.研 究 課 題:極 域 の 大 陸 リ ソ フ フ ェ ア 構 造 と ダ イ ナ ミ ク ス に 関 す る 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
地 球 進 化 過 程 に お け る 表 層 部 岩 石 圏 の ダ イ ナ ミ ク ス を 議 論 す る ヒで,大 陸 リ ソ ス フ ェ ア の 構 造 と そ の 形 成 過 程 の
研 究 は 重 要 で あ る 、 こ れ ま で は 特 に 昭 和 基 地 を 中 心 と す る 東 南 極 エ ン ダ ー ビ ー ラ ン ド ～ ドロ ー ニ ン グ モ ー ド ラ ン ド
域 の,太 古 代 ～ 古 生 代 の 各 岩 体 の 沿 岸 一 大 陸 氷 床 部 に お け る 現 在 の 構 造 を,波 形 イ ン バ ー ジ ョ ン 等 の 地 震 学 的 手 法
を 中 心 に 各 種 地 球 物 理 学 的 解 析 を 行 っ た,ま た 表 層 地 質 や マ イ ク ロ テ ク トニ ク ス 研 究,及 び 室 内 高 圧 実 験 に よ る 岩
石 鉱 物 学 的 物 性 の 研 究 結 果 と 照 ら し 合 わ せ,大 陸 深 部 を 構 成 す る 岩 石 の 物 理 的 化 学 的 特 徴 を 検 討 し た,,さ ら に 地 殻
深 部 の 地 震 反 射 面 の 形 状 や そ の 生 成 モ デ ル を,岩 石 の 変 形 や 流 動 と の 関 係 で 考 察 し,ゴ ン ドワ ナ 超 大 陸 形 成,及 び
分 裂 に 伴 う 大 陸 成 長 過 程 を 解 明 し て い る 、 ま た,ロ シ ア シ ベ リ ア 域 を は じめ,ユ ー ラ シ ア 大 陸 の 構 造 と 形 成 過 程 に
つ い て も 研 究 を 進 め て い る 、
4.研 究 活 動 歴
フ ィ リ ピ ン ・ル ソ ン 島 地 震 の 余 震 観 測 ・断 層 調 査 参 加(1990)
第33次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(199H993)
ノ ル ウ ェ ー ・ス バ ー ル バ ル 諸 島 の 地 球 物 理 観 測 参 加(1994)
第38次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1996-1998)
文 部 科 学 者 在 外 研 究(創 造 開 発 派 遣)(2004,ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミ ー)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 Kanao,　 M.　 and　 Ishikawa,　 M.　 (2004):　 Origins　 of　the　 Lower　 Crustal　 Reflectivity　 ill　the　 LUtzow-Holm　 Coml)lex,
　　　 　Enderby　 Land,　 East　 Antarctica.　 Earth　 Planets　 Space,　 56,　151-162.
K幽 』L,　 Ishikawa,　 M.,　Yamashita,　 M.,　Kaminuma,　 K.　and　 BrowIi,　 L.　D.　(2004):　 Stmchlre　 an(l　Evolution　 of　the
　 　 　 East　 Antar(ltic　 Litllosphere:　 Tectonic　 Implications　 for　the　 I)evelopment　 and　 Dispersal　 of　Gondwalla.　 Gondwana
Research,7,31-41.
　 　 Miyamachi,　 H.,　Toda,　 S.,　Matsllshima,　 T.,　Takada,　 M.,　Watallabe,　 A.,　Yamashita,　 M.　 and　 Kanao　 M.　(2003):　 Seismic
　 　 　 refraction　 and　 wide-angle　 reflectioll　 exploration　 by　JARE-43　 011　Mizuho　 Plateau,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Geosci.,
16,1-21.
　 　 Kallao　 M,　 Kubo,　 A　,　Shibutani,　 T.,　Negishi,　 H.　and　 Tono,　 Y.　(2002):　 Crustal　 structure　 around　 the　AIItarctic　 Illargill
　 　 　 by　teleseismic　 receiver　 function　 analys　es.　Antarctica　 at　the　close　 of　a　millelmium,　 Royal　 Society　 of　New　 ZealaIld
Bulletill35,485-491.
　 　 Kanao　 M.,　 Kamilmma,　 K.,　Kobayashi,　 R.,　Shibuya,　 K.　and　 Nogi,　 Y.　(2002):　 System　 replacement　 of　seismic
　 　 　 observations　 and　 (lata　accessibility　 for　public　 use　at　Syowa　 Statioll,　East　 Antarctica.　 Antarctica　 at　the　 cl()se　of　a
　 　 　 millennium,　 Royal　 Society　 of　New　 Zealand　 Bulletin　 35,　601-609.
　 　 Kobayashi,　 R.,　Kamilmma,　 K.,　Nogi,　 Y.　alld　Kanao　 M.　 (2002):　 Aftershock　 activity　 of　the　 25　March　 1998　 great
　 　 　 earthqllake　 ill　the　AIltarctic　 Plate.　 Antarctica　 at　the　close　of　a　millelmium,　 Royal　 Society　 of　New　 Zealand　 Bu}let.in
－一94一
 6.
  35, 589-593. 
Yamashita,  NL,  Kanao, M.  and  Tsut  sui, T.  (2002):  Characteristics of the  Moho as revealed  from explosion  seismic 
  reflections  beneath the  Mizuho Plateau, East  Antarctica. Polar  Geosci.,  15, 89-103. 
Tsutsui,  T.,  Murakami,  H.,  Miyamachi, H.,  Toda.  S. and  Kanao,  NI.  (2001): P-wave velocity  structure of the  ice  sheet 
 and the shallow  crust  benearth  the  Mizuho  traverse route, East Antarctica, from  seismic refraction analysis. 
  Polar  Geosci.,  14, 195-211. 
 Tsutsui,  T.,  Yamashita,  1\4.,  Murakami,  H.,  Miyamachi,  H.,  Toda, S. and Kanao, M.  (2001):  Reflection  profiling  and 
  velocity structure  benearth Mizuho  traverse route, East Antarctica. Polar Geosci., 14, 212-225. 
Brown, L.  D.,  Kroner,  A., Powell, C.,  Windley, B. and  Kamm,  M. (2001): Deep Seismic Exploration of East 
 Gondwana: the LEGENDS Initiative.  Gondwana  Research, 4, 846-850. 
Higashi, T.,  Kanao, M.,  Motoyama, H.  and  Yamanouchi, T.  (2001): Gravity observations along the traverse  routes 
 from Syowa Station  to  Dome Fuji Station, East Antarctica. Polar  Geosci.,14, 226-234. 
 Tsuboi, S., Kikuchi,  M.,  Yamanaka, Y. and Kanao, M.  (2000): The March 25, 1998 Antarctic Earthquake: Great 
  earthquake  caused  by  postglacial  rebound. Earth Planets Space, 52, 133-136. 
Shibuya K.,  Kanao, M.,  Higashi, T. and Aoki, S. (2000): Installation and operation of PRARE tracking  antenna at 
  Syowa Station, Antarctica.  Antaret.  Rec., 44, 14-24. 
( 1911-73( or) ftAn s": 
Usui, Y.,  Hiramatsu, Y., Furumoto, M. and Kanao, M. (2003): Anisotropy of S wave velocity in the lowermost mantle 
  using broad-band  data recorded at Syowa in Antarctica. Eos  tram.  AGU,  84(46), Fall Meet.  Suppl., Abstract 
 U51B-0002. 
Yoshii, K., Ito, K. and  Kanao, M. (2003): Crustal Structure Derived From Refractions and Wide-Angle Reflections  in 
  The Mizuho Plateau, East Antarctica.  AGII Fall 2003 Meeting, S21F-0383, San Francisco,  California, 
Kanao, M.,  Miyamachi, H., Toda, S.,  Murakami, H., Tsutsui, T.,  Matsushima, T.,  Takada, M., Watanabe, A., 
 Yamashita, M., Yoshii, K. and SEAL Geotransect Group (2003): MULTIDISCIPLINARY SURVEYS BY 
 `STRUCTURE  ANI) EVOLUTION  OF  THE E
AST ANTARCTIC  LITHOSPHERE'  : SEAL-2000, -2002. 10th Seoul 
  International Symposium on Polar Sciences., Programme and Abstracts, October  21-22, Inchon, Korea. 
Kanao, M.,  Shibutani, T. and Kubo, A. (2003): Lithospheric shear velocity models beneath continental margins in 
  Antarctica inferred from genetic algorithm inversion for teleseismic receiver functions. IX  Intern. Sympo. Antarc. 
  Earth  Sci., Programme  and Abstracts  p177, September 8-12, Potsudam, Germany. 
 Kanao, M., Negishi, H., Tono, Y. and Shibuya, K. (2003): Broadband  SeismicArray Deployment around the  Ltitzow-
  Holm Bay Area, East Antarctica. IX Intern.  Sympo.  Antarc. Earth Sci., Programme and Abstracts  p176, 
 September 8-12, Potsudam, Germany. 
Kanao, M., Miyamachi,  H., Toda, S., Murakami, H., Tsutsui, T., Matsushima, T., Takada, M.,  Watanabe, A., 
 Yamashita., M.,  Yoshii, K. and SEAL Geotransect Group (2003): MULTIDISCIPLINARY SURVEYS BY 
 `STRUCTURE AND EVOLUTION OF  THE 
EAST ANTARCTIC  LITHOSPHERE'  : SEAL-2000, -2002. IX Intern. 
 Sympo. Antarc. Earth Sci., Programme and Abstracts p175, September 8-12, Potsudam, Germany. 
 Kanao, M., Shibutani, T. and  Kubo, A. (2003): Lithospheric shear velocity models beneath continental margins in 
 Antarctica inferred from genetic algorithm inversion for  teleseismic receiver functions. PROBLEMS OF 
 SEISMOLOGY IN III MILLENNIUM 15-19 September,  Program and abstract pp. 329-330, Novosibirsk, Russia. 
 Kanao, M.,  Miyamachi,  II.,  Toda, S., Murakami, H., Tsutsui, T., Matsushima, T., Takada, M., Watanabe, A., 
 Yamashita, M. and Yoshii, K. (2003):  INTEGRATED MULTIDISCIPLINARY SURVEYS BY STRUCTURE  ANI) 
 EVOLUTION OF  THE EAST ANTARCTIC LITHOSPHERE TRANSECT: SEAL-2000, -2002. XXIII General 
 Assembly of the International Union of Geodesy  and Geophysics (IUGG2003), Program  SW03/10A/D-003, 
 Sapporo, Japan. 
 Kanao, M.,  Shibutani, T.  and Kubo, A. (2003): LITHOSPHERIC  SHEAR VELOCITY  MODELS  BENEATH 
 CONTINENTAL MARGINS IN ANTARCTICA  INFERRED FROM GENETIC ALGORITHM INVERSION  FOR 
 TELESEISMIC RECEIVER  FUNCTIONS. XXIII General Assembly of the International Union of Geodesy  and
95
　 　 Geophysics　 (IUGG2003),　 Program　 SWO3/10A/D-OOI,　 Sappol・o,　 Japal1.
Kanao　 M.　 and　 Ishikawa、 　M.　 (2003):　 1)EEP　 STRUCTIＴRE　 AND　 COLLISION　 TECTONICS　 OF　 PAN-AFRICAN
　 　 OROGENIC　 BELT:　 LUTZOW-IIOLM　 COMPLEX,　 ENDERBY　 LANI),　 EAST　 ANTARCTICA.　 XXIII　 Gelleral　 Asselllbly
　 　 of　the　Internati()Ilal　 Union　 of　Geo(lesy　 and　 Geophysi(:s　 (IUGG2003),　 Program　 SWO3/101'/AO4-OO4、 　Sapporo,　 Japan.
　 　 Kanao　 M.,　Negislli,　 H.,　Tono,　 Y.　and　 Shibllya,　 K.　(2003):　 "Broadband　 SeismicArray　 Deploymellt　 ar()und　 the　Liitzoxv--
　 　 Holm　 Bay　 Area,　 East　 Aiitar(:ti(:a.　 Strl1(:tul`e　 and　 Evolutioi)　 of　the　 Antar(:tic　 Plate　 (SEAP　 2003)　 Worksho|),
　 　 　 Programme　 and　 abstracts,　 Hotel　 Boulderado,　 Boulder,　 Colorado,　 USA.
　 　 Kanao　 M.　 and　 Ishikawa,　 M.　 (2003):　 1)EEP　 STRUCTURE　 ANI)　 COLLISION　 TECTONICS　 OF　 PAN-AFRICAN
　 　 OROGENIC　 BELT:　 LUTZOW-IIOLM　 COMPLEX,　 ENI)ERBY　 LAND,　 EAST　 ANTARCTICA.　 The　 lOth　 Illtemational
　 　 　 Syml)osium　 of　I)eep　 Seismic　 Profiling　 of　the　 COIItillellt9,　aiid　Their　 Margins　 (SEISMIX2003),　 Programllle　 &
　 　 　 Abstracts　 p80,　Taupo,　 New　 Zealand.
　 　 Bro、 ～m,　1..　D.,　Kanao　 M.,　Kroner,　 A.　and　 Willdley,　 B.　(2003):　 LEGENDS:　 r)EEP　 SEISMIC　 EXPLORATION　 OF　 A
　 　 　 SUPERCONTIb]NNT.　The　 lOth　 International　 Sylnpos.　iuln　of　I)eep　 Seisnli(:　Profiling　 of　the　Colltillellt,s　and　 「Pheir
　 　 　 Margins　 (,SEI,SMIX2003),　 Programme　 &　Abstracts　 p48,　Taupo,　 New　 Zealand.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
文 部 科 学 省 在 外 研 究(創 造 開 発 研 究)「 シ ベ リ ア ク ラ ト ン ～ バ イ カ ル リ フ ト域 の 異 常 厚 化 地 殻 の 構 造 の 起 源 に 関
す る 調 査 研 究 」(平 成15年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 地 震 学 会,日 本 火 山 学 会,日 本 測 地 学 会,米 国 地 球 物 理 学 会
関 東 大 震 災80周 年 「THE地 震 展 」 出 展(地 球 内 部 を 探 る)(日 本 地 震 学 会,読 売 新 聞,国 立 科 学 博 物 館 共 催)
日 本 学 術 振 興 会 ・外 国 人 研 究 者 招 聴(短 期)　 :　Ronald　 M.　ClOwes教 授(カ ナ ダ ・ブ リ テ ィ シ ュ ・ コ ロ ン ピ ア ノく学)
(平 成15年)
月 刊 地 球,2003年6月 号:「 地 球 内 部 を 覗 く極 域 の 窓 」 編 集
国 際 測 地 学 及 び 地 球 物 理 学 連 合 総 会IUGG2003　 ・　Lithospheric　 strlld　 ure　of　a　slll)el・cOI|tillellt:　Golldwalla　 ;　swO3セ
ッ シ ョ ン 企 画
Eart,h　Planets　 and　 Space　 (Vol.56,　 No.2　 2004)　 :　Special　 section　 for　lUGG　 (Gon(lwana　 Lithosp}1ere)編 集
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
地 球 物 理 学 研 究 連 絡 委 員 会/固 体 地 球 グ ロ ー バ ル 観 測 ネ ッ トワ ー ク 小 委 員 会(委 員),国 際 地 震 学 地 球 内 部 物 理 学
協 会IASPEI/国 際 リ ソ ス フ ェ ア プ ロ グ ラ ムILP/グ ロ ー バ ル 深 部 構 造 研 究 協 力 推 進 委 員 会CC-8　 (for　 COILS:
Comlnittee　 On　 lnterdisciplinary　 Lithospheri(:　 Sllrveys)　 (委 員)
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
地 球 史 に お け る 大 陸 成 長 過 程 と 現 在 の グ ロ ー バ ル ・ ダ イ ナ ミ ク ス を 研 究 す る た め,極 域 の 長 期 間 に 渡 る 地 震 学 的
諸 デ ー タ を 活 用 す る 特 に,昭 和 基 地 を 中 心 と し た 固 体 地 球 モ ニ タ リ ン グ 観 測 デ ー タ を 中 心 に 解 析 し,地 球 表 層 の
ダ イ ナ ミ ク ス と そ の 下 の マ ン トル ・核 の 異 方 性 ・不 均 質 構 造 と の 関 係 を,汎 地 球 的 な ブ ル ー ム テ ク トニ ク ス 研 究 に
関 連 し て 考 察 す る 、.ま た,超 大 陸 の 離 散 集 合 過 程 と そ の 履 歴 を 詳 細 に 紐 解 く た め,南 北 両 極 域 に お け る 受 動 的 ・能
動 的 震 源 に よ る 大 陸 リ ソ フ フ ェ ア 部 分 の 構 造 解 析 を 合 わ せ て 行 う 、
⑪ 今栄直也 南極陽石研究セ ンター助 手,総 合研究 大学院 大学数物科学研究科極域科学 専攻助手(併 任),博:lr
(理学)(京 都大学:1994年;1
1.専 門領域:限 石学,鉱 物学
2.研 究課題:原 始太陽系星雲および限石母ノ〈体における物質の挙動,ナ クライト阻石の成因の実験的研究,南 極限
石の産状の研究
3.研 究活動の概要 と成果
南極明石 としては初めてのナクライトの鉱物学的 ・岩石学的研究か らマグマからの結晶化過程 を分別結晶過程で
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そ の 成 因 を 説 明 で き,国 際 誌 へ の 論 文 作 成 を 行 い 投 稿 し た ま た,こ の 成 因 を 実 証 す る た め の 実 験 装 置 の 　ltノ:ち,ヒげ
を 行 う と と も に ナ ク ラ イ ト再 現 実 験 を 開 始 し た 非'仁 衡 ル ム ル チ コ ン ドラ イ トの 記 載 を 行 い,硫 化 鉱 物 と か ん ら ん
石 に 着 目 し て,そ の 成 因 を 調 べ た
4.研 究 活 動 歴
第41次 南 極 地 域 観 測 隊1越 冬 隊:・ 参 加.1999-2001'.
5.学 術 論 文1過 去5年 間 の 重 要 論 文
.ヒ井 浩 一一郎
,今 栄 直 也,岩 田 尚 能,瀬 尾 徳 常(2004,:第4ユ 次 南 極 地 域 観 測 隊 に お い て 実 施 さ れ た 南 極 氷 床 上 に
お け るGPS観 測.南 極 資 料48,No.L7-18.
　 　 Misawa,　 K.,　K()jima,　 H.,　Imae.　 N.　alld　Nakainui・a,　 N.　(2003):　 The　 Yalniito　 Ilakhlite　 (:ollsOI-tiUm.　 Alltar(:tic　 Meteorite
Reseal'ch16,1-12.
Okazaki,　 R.,　Naga(),　 K.,　」⊥旦巫and　K(λlilna,　II.　(2003):　 Noble　 gas　 sigllatul'es　 of　Ant.arcti(:　 nakhlit(ls,　Yamato　 (Y)-
　 　 　 000593,　 Y-000749　 and　 Y-OOO802.　 Alltarcti℃ 　Meteorite　 Resear(・h　 l6,　58-79.
　 　 IIIIae　 N.,　 Ikeda　 Y.,　Shinoda　 K、 　K〔!iima　 II.　and　 Iwata　 N.　 (2003):　 Yama{()　 nakhlites:　 Petr(〕graplly　 alld　 milleralogy.
Antar℃tic　 Met(守orite　 Resear〔:h　 16,　13-33.
Imae　 N.,　 Iwata　 N.　 and　 Shimodそ1　 Y.　(2002):　 Sear(:h　 f'or　Antar(:tic　 Il|eleorites　 in　th(・　bare　 ice　 fiel(l　ar(.)und　 lh(i　Yamato
　 　 　 Moumtaills　 by　 JARE-41.　 Alltarctic　 Meteorite　 Research　 15,　1-24.
Iwa{a　 N.　 and　 Imae　 N.　 (2002):　 AIltard　 ic　micr()meteorite　 colle(:ti(m　 at　a　bal・e　ice　 regi(m　 Ilear　 Sy()wa　 Statioll　 by　 Jノ＼RE-
　 　 　 41　 ill　2000.　 Antarctic　 Mde()rite　 Researcll　 15、　25-37.
Nillagawa、 　K.,　Ota、 　M.,旦L匝,　and　 K().jima,正1.　 (2002):　 '1"hermolumilies(:ellc(〕 　studies　 of　ordinarv　 chondrit(・s　 ill　the
　 　 　 Japallese　 Alltal℃tic　 Meteorit(》 　(・olle℃tioll、　III:　Asuka　 Type　 3　01・dinary　 (:hondrites.　 Antarctic　 Mete()rite　 Reseal'℃h　 15,
ll4-121.
　 　 Nogtlchi.　 T.、　Yano,　 H..　 Terada、 　K.、　Imae.　 N.,　 Yada、 　T.,　 NakamUra、 　T.　 and　 Kojima、 　1.1,　(2002):　 Alltal・Cti(・
ml(:「ollleteol'ites　 col|e(:ted　 })y　the　 Jal)allese　 Alltarctic　 Resξ ・ar(:h　Expedition　 teallls　 dllrillg　 1996-1999.　In:　COSPAR
Colloq山a　 Series　 15,　1)ust　 ill　tlle　solar　 systelll　 an(l　 other　 plallelar}・ 　systell1、　392-395.　 S.　F.　Green、 　1.　P,　、Villiams、 　」.
　 　 　 A.　M.　 Mcl)oimell.　 all(l　N.　McBride、 　editors.　 Pergamoll　 Pr(・ss.
Imae　 N.　 and　 K(!1ima　 H.　 (2000):　 Sllll'ide　 textul'es　 of　 a　mli(lue　 (一)03-(:hondrite　 (Y-82094)　 and　 its　pen'ogellesis.
　 　 　 Antarctic　 Me{　 ()orite　 Resear(:h　 l3,　56-65.
ImaeN.andK(λiillla　H.　 (2000):　 Oll　 lh(・　r'elationship　 k)etween　 troilite　 and/or　 magllet廿e　 rimmed　 FeNi　 metals　 and
　 　 　 subtype　 ill　CO3　 chondrites.　 Aiitarc/　 i(i　Meteorite　 Research　 l3,　66-78、 　2000.
Ninagsawa　 K・,　S・y・ ・m・,　K,　 ota,　 M・,　T・y・d・i　 S..　1・1・e.　N.,　K・加1・,II.,Ben・it,P.H.al・dSe・rs,D.W.(1.(2000)、
Themm・1・minescence・mdi… 　 f・rdina・y(lh・md・i寸・・　i・　Jal・all・s・ 　Aiitai'・ti・ ・　met… 　 ite　 c・ll。 。寸i。。
,II、N。w
　 　 　 measul'emellls　 tLorthil・ty　 lype　 3　(.)rdillary　 (:h()ndrites.　 Alital・dic　 lNleteorite　 Reseal・ch　 13,　ll2-120.
　 　 Nogu℃lli　 T.,　N　 Imlle,　 T.　 Nakamllra、 　W.　 Nozaki,　 K.　 Terada.　 T.　Mori.　 1.　Nakai.　 N.　 Kondo,　 M.　 Sasaki,　 T.　 Mllrakami、 　T.
Fuklloka,　 K　 Nogami,　 R.　 Oomorい 】nd　 II.　Ohashi　 (2000):　 A　 (:ollsOI'tiUM　 stlldy　 of　 Antai'(:tic　 Illicrollleteorites
re℃overed　 fl・oln　the　 I)ollle　 Fu.ji　.Statioll.　 Alltar(・ti(:　 Met.eoritいReseal・(:lll3s270-284.
　 　 Imae　 N.、　Y.　 NTakamuta,　 and　 K.　 ,Shinoda　 (1999):　 An　 (}xperimen{al　 study　 of　llydrolls　 milleral　 fomlatioll　 by　 I'ea(:ti(m
　 　 　 l)etweell　 ibrsterite　 and　 wa1('r　 vapor.　 Pro(:eedings　 of　the　 ,lapan　 Academy　 75,　Ser.　 B,　229-234.
　 N・kamllr・ 　T・　N・　lmae・ 　I　N・k・L　 T　N・・g・(・hi,　1'1.　Yan・ 、　K.　Te・ ・d・ 、　T　 l　furakami,　 T.　Fuku・k・,　 K.　 N・9、mi,　 H.　 ()ll、shi、　W.
Nozaki,　 M.　 Ilashini(一)to,　 N.　 Kondo、 　H.　 Mastuzaki,　O.　 1(:hikawa　 alld　 R.　 Ollm(.)ri　 (1999):　 、へlltarcti(:　 Inicl'ometeoriles
(:ollected　 at　th(}　Dome　 Fllji　StとltiolL　 AIItarctic　 Meteorite　 R(・sear(:h　 12,　183-198,　 1999.
中 村 智 樹,M.E.Zolensky,今 栄 直 也I!9991:宇f}i空 間,成 層 圏,南 極 地 域 で 捕 獲 さ れ た 宇 宙 塵,鉱 物 学 雑 誌
28,95-102.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表 ・
今 栄 直 也:非 平 衡 組 織 か ら な る ル ム ル チ コ ン ド ラ イ ト:PRE95404 .日 本 鉱 物 学 会 年 会.9月28日 ～ ユ0月1日,
2003.
虹and　 Zolellsky　 M.　 E.:　Mnleralogi(・al　 des(・riph()ll　 ot'　PRE95404:　 A　 Rumul4uti　 (:hondrite　 that　 includes　 a　larg(・
llllequilibrat(.モd　 clast.　 61st　 Allllllal　 M(・etillg　 of　Met(}ol・iti(・al　 So(:iety
,　Mllel|ster,　 Jllly　28-Allgust　 1,　2003.
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　 　 Imae　 N.,　Ikeda,　 Y.　alld　Kojima,　 H.:　Igneous　 peterogenesis　 of　Yamato　 nakhlites.　 Lunar　 and　 Planetary　 Sciell(・e,
　 　 　 XXXIV,　 Houston,　 March　 17-21,　 2003.
Imae　 N,　 Ikeda,　 Y.,　Shilloda,　 K.,　K叩ma,　 H.　alld　Iwata,　 N.:　Two　 nakhlites　 from　 Alltactica:　 YOOO593　 and　 YOOO749.　 The
　 　 　 Twentysevellth　 Symposium　 oll　Alltarctic　 Meteorites,　 Juiie　11-13,　 2002.
　 　 Ilnae　 N.,　Okazaki,　 R.,　Kojima,　 H.,　and　 Nagao,　 K.:　The　 first　Nakhlite　 from　 Antar℃tica.　 Limar　 alld　Planet,ary.　 Sciell(・e
　 　 　 Conference,　 XXXIII,　 Houston,　 March　 ll-15,　 2002.
　 　 Imae　 N.　alld　Iwata,　 N.:　Search　 of　Yamato　 meteorites　 in　2000.　 64th　 Almual　 Meeting　 of　Meteoritical　 ,Societ,y,　Vati(:all
　　　　 City,　Septenlber　 10-14,　2001.
　 　 Ilnae　 N.,　Noguchi,　 T.,　Nakaniura　 T.,　and　 Nozaki　 W.:　X-ray　 microprobe　 analyses　 of　Antarctic　 microlllete()rites　 from
　 　 　 the　Dome　 Fuji　Station.　 The　 Twentyfourth　 SyInposillm　 on　Antarctic　 Meteorites,　 NIPR,　 June　 1-3,　1999.
　 　 Imae　 N　 and　 Shinoda,　 K.:　An　 experimelltal　 st,udy　 of　hydrous　 Inineral　 formatioll　 reaction　 betweell　 ellslatite　 al1(l
　 　 　 water　 vapor.　 61st　 Ann　 lal　Meeting　 of　Meteoritical　 Societ,y.　,　Dublin,　 July　27-31,　 1998.
7.科 学 研 究 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 ユ ー ク ラ イ トF員石 母 天 体 の 形 成 史 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
基 盤 研 究(C)(2)「 火 星 限 石 ナ ク ラ イ トの 再 現 実 験 」(研 究 代 表 者)(平 成15～17年)
8.講 演 な ど
千 葉 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 研 修 講 座(2003.8.6)
平 塚 市 博 物 館(2003.10.11)
九 州 大 学 総 合 研 究 博 物 館 公 開 議 会(2004.2.14)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 鉱 物 学 会,日 本 惑 星 科 学 会,　 TheMeteoriticalSociety
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
ナ ク ラ イ トの 成 因 を 立 証 す る た め の 酸 素 分 圧 を 制 御 し た 冷 却 実 験 を 引 き 続 き 行 う 。 ま た,非 平 衡 コ ン ド ラ イ ト を
は じ め と す る 南 極 産 稀 少 限 石 の 観 察 ・分 析 か ら 未 知 の 太 陽 系 初 期 の 出 来 事 を 探 索 す る こ と を 行 う 、,
⑫ 三浦英樹 研究系地学研究部門助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),博 士(理
学)(東 京都立大学:1995年)
1.専 門領域:地 形学 ・第四紀地質学
2.研 究課題:
南極氷床縁辺域における新生代の高精度環境復元 に関する研究
地球表層環境変動史における南極氷床変動の役割に関する研究
3,研 究活動の概要 と成果(当 該年)
新生代の南極大陸縁辺山地の発達 史と南極氷床変動 ・地球表層環境変動史との相互関係 に関す る共同研究を開始
し,南 極横断山地の形態 と規模に与える新生代の南極氷床存在の意味づけについてのモデル研究 を行った、石油公
団が南大洋で採取 した海底堆積物 コアを用いた最終氷期中の南極氷床融解期(IRDお よびC16脂 肪酸の水素同位体
比の利用)の 高精度年代決定についての共同研究 を開始 した。 リュツォ ・ホルム湾沿岸から採取 された第四紀およ
び先第四紀 と考えられる貝化石および微化石の放射性 炭素年代,生 層序,ア ミノ酸 ラセ ミ化年代,TL年 代 を整理
し,特 に第四紀後期 より古い堆積物の存在の可能性 について考察 し,と りまとめた。また,第45次 南極地域観測
隊(夏 隊)に 参加 し,リ ュツォ ・ホルム湾周辺の露岩域で,よ り詳細な東南極氷床変動史を復元するための宇宙線
照射年代測定用岩盤試料の採取 ・隆起海浜堆積物試料の採取,過 去か ら現在の氷床の安定性の原因について明 らか
にするために,現 在の氷河底面お よび氷河堆積物の氷河構造地質学的調査を行った。
4.研 究活動歴:
第37次 南極地域観測隊(夏 隊)参 加(1995-1996)
第38次 南極地域観測隊(夏 隊)参 加(1996-1997)
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第40次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1998-1999)
米 国 ・オ ハ イ オ 州 立 大 学 ・バ ー ド極 地 研 究 セ ン タ ー 研 究 員(文 部 科 学 省 長 期 在 外 研 究 員)(20012002)
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ ビ ク ト リ ア 大 学 ・南 極 研 究 セ ン タ ー 研 究 員(文 部 科 学 省 長 期 在 外 研 究 員)(2002)
第45次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(2003-2004)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Takada,　 M.　 Tani,　 A.,血LユL,　 Moriwaki,　 K.　alid　Nagatomo,　 T.　(2003):　 ESR　 dating　 of　fossil　shells　in　the　 LUtzow-
　 　 Holm　 Bay　 region,　 East　 Antarctica.　 Quatemary　 Science　 Reviews,　 22,　1323-1328.
　 Miura、 　H.,　Maemoku,　 H.　al'id　Moriwaki,　 K　 (2002):　 Holocene　 raised　 beach　 stratigraphy　 and　 sea-level　 history　 at
Kizahasi　 Bea(二h,　Skarvsnes,　 LUtzow-Holm　 Bay,　 AIltarctica.　Antarctica at　the　close　 of　a　millennium,　 Royal　 Sodety
　 　 　 of　New　 ZealaIld　 Bulletin,　 35,　391-396.
ヨ 什 参(2002):第 四 紀 の 南 極 氷 床 変 動 と 古 海 洋 ・古 気 候 変 動.月 刊 地 球,17,1-7.
三eL－ 喜(2002):第 四 紀 研 究 史 に お け る 南 極 氷 床 変 動 研 究 の 位 置 づ け 一 氷 床 コ ア ・陸 上 ・大 陸 棚 ・深 海 底 堆 積
物 の 記 録 と 時 空 間 分 布 か ら一.月 刊 地 球,17,8-15.
ヨL+f.一 喜,前 杢 英 明,吉 永 秀 一 郎,高 田 将 志,Zwartz,D.P.(2002):南極 沿 岸 地 域 の 完 新 世 の イ ベ ン トー 隆 起 海
浜 地 形 と 放 棄 さ れ た ヘ ン ギ ン ル ッ カ リ 一 一.月 刊 地 球,17,23-30.
三 ご"壼,前 杢 英 明,瀬 戸 浩 二,五 十 嵐 厚 夫(2002):リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 周 辺 の 隆 起 海 浜 堆 積 物 か ら 見 た 第 四
紀 後 期 の 南 極 氷 床 変 動 と 古 環 境.月 刊 地 球,17,37-43.
三"'+:+"豊,高 田 将 志,Zwartz,D.P.(2002):東南 極,エ ン ダ ビ ー ラ ン ド,リ ー セ ル ・ラ ル セ ン 山 周 辺 の 第 四 紀 氷
床 変 動 の 証 拠 と 古 環 境.月 刊 地 球,17,51-57.
LLilntpt喜,奥 野 淳 一,中 田 正 夫,瀬 戸 浩 二,五 十 嵐 厚 夫,高 田 将 志,前 杢 英 明(2002):海 洋 酸 素 同 位 体 ス テ ー
ジ3に お け る 南 極 氷 床 縁 辺 部 の 融 解 の 可 能 性 一 第 四 紀 後 期 の 両 半 球 氷 床 の 挙 動 と 原 因 一.月 刊 地 球,17,65-
69.
Ishikawa,　 M.,　Hokada,　 T.,　Ishizuka,　 H.,虹 上L,　Suzuki,　 S.,　Takada,　 M.とmd　 Zwartz,　 D.P.　 (2000):　 Geological　 map　 of
　 　 Mount　 Riiser-Larsen　 (xVith　explanatory　 text,　36p).　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar
　 　 　 Research,　 Sheet　 37.
Nakada,　 M.,　Kimura,　 R.,　Okuno,　 J.,　Moriwaki,　 K.,　M血 止L　 alld　Maemokll,　 H.　(2000):　 Late　 Pleistocene　 and　 Holocene
　 　 melting　 history　 of　the　Antarctic　 ice　sheet　 derived　 from　 sea-level　 variations.　 Marine　 Geology,　 167,　85-103.
Hirakawa,　 H.,　Moriwaki,　 K.,　Yoshida　 ,　Y.　and　 M並L上L　 (1999):　 Geomorphological　 map　 of　Wast　 Ongul　 and　 West
　 　 OIlgul　 Islands.　 Special　 Map　 Series　 of　National　 II/stitute　of　Polar　 Research,　 No.　7.
　 Takahashi,　 H.A.,　 Wada,　 H.,　Nakamura,　 T.　and　 Miura.　 H.　(1999):　 14C　 anomaly　 of　freshwater　 algae　 ill　Alltarctic
　 　 　 coastal　 ponds　 and　 lakes.　Polar　 Geosciellce,　 11,　262-276.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
玉山 坐 上L,　Maemoku,　 H・,　Seto,　 K.,　Igarashi,　 A.　aiid　Moriwaki,　 K.:　Late　 Quaternary　 ice　history　 a正ong　the　Soya　 Coast,
　 　 Luzow-Holm　 Bay,　Antarctica.　 INQUA　 meetillg,　 Reno,　 USA,　 2003.7.
M血 已 上L,　Maemoku,　 H.,　Okuno,　 J.　and　 Nakada,　 M.:　The　 reconstruction　 of　spatial　 sea-level　 changes　 and　 meltillg
　 　 history　 of　the　Ant.arctic　 ice　during　 the　late　Quaternary.　 WAIS,　 "」ashington,　 USA,　 2003.9.
M血 込 ユL,　C)kuno,　 J.,　Nakada,　 M.,　Maemoku,　 H.,　Takada,　 M.,　Igarashi,　 A.,　Seto　 ,　K　 and　 Moriwaki,　 K.:　Late　 Quatemary
　 　 relative　 sea-level　 change　 and　 reconstructed　 Antarctic　 ice　history.　 9th　ISAES,　 Potsdum,　 Germany,　 20039.
Yokoyama,　 Y.,　]血 必 」土,　Zwartz,　 D.,　Takada,　 M.,　Fillkel,　R.C.,　MaemokuH.　and　 Moriwaki,　 K.:　Melting　 history　 of　the
　 　 Enderby　 Land　 and　 the　 Dronming　 Maud　 Land　 of　East　 Antarct.ic　 Ice　Sheet　 during　 the　marine　 isotope　 stage　 3　and
　 　 Holocene.　 AGU,　 2003　 Fall　meeting,　 Sanfrallcisco,　 USA,　 2003.12.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(1)最 終 氷 期 以 降 の 南 極 氷 床 融 解 期 の 高 精 度 決 定 と そ の 地 球 環 境 変 動 へ の 評 価 に 関 す る 研 究(研
究 代 表 者)(平 成14～16年)
基 盤 研 究(B)(2)第 四 紀 後 期 の 南 極 の 氷 床 変 動 と環 境 変 化(研 究 分 担 者)(平 成14～15年)
萌 芽 研 究 実 験 的 手 法 を 用 い た 氷 河 関 連 堆 積 物 と 土 石 流 堆 積 物 の 識 別 法(研 究 分 担 者)(平 成14～15年)
8.講 演 な ど
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9.学 会及び社会的活動
日本地質学会,日 本地理学会,東 京地学協会,日 本第四紀学会(評 議員,編 集委員),日 本土壌肥料学会,日 本
ヘ ドロジス ト学会,日 本植生史学会,日 本地形学連合,日 本堆積学会,ア メリカ地球物理学会
10.受 賞など
l!.他 大学等での講義 など
高知大学理学部,丁 一葉大学理学部
12.所 内外の主要な会議委員など
13.研 究活動の課題 と展望
地球表層環境変動史の重要な要素である南極氷床変動史をより詳細 ・高精度に明らかにし,海 洋循環,ノ く気循環
などの地球表層システムの変動に果た してきた南極氷床 ・南ノく洋の役割,お よび非活動的大陸縁辺域での地殻の隆
起 ・沈降運動と地球表層物質の侵食 ・運搬 ・堆積 との相互作用を解明する研究を行なう、これらの研究のために以
ドの3点 を今後特に強 く推進する必要があると考えている
1.過 去から現在の氷床底環境 ・プロセス,流 域の特性を意識 した陸上,海 底の氷河地形地質の堆積学的 ・氷河構
造地質学的な野外調査 と広範囲 ・高密度での試料採取お よび遠隔探査
2.凍t二,海 氷環境 ドでの堆積物の音響層序学的調査 と試料の掘削技術の開発 ・改良と広範囲 ・高密度での試料採
取
3.他 の地質学的 イベン トとの対比が日∫能な高精度でクロスチェ ック可能な多様な年代測定手法の適用 ・開発
⑬ 山 口 亮 南 極 限 石 研 究 セ ン タ ー 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士
(理 学)(東 京 大 学:1994年)
1.専 門 領 域:限 石 学
2.研 究 課 題:玄 武 岩 質 阻 石 母 天 体 お よ び 月 地 殻 の 形 成 史
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
玄 武 岩 質 領 有 　 Nort　 hwest　 Africa　 O11,　 1)hofar　 OO7)　 の 岩 石 組 織,全 署 組 成,酸 素 同 位 体 組 成 か ら,熱 史 や 衝 撃 史,
そ し て,岩 石 学 的 成 因 に つ い て 考 察 し た.
4.研 究 活 動 歴
オ ー ス ト ラ リ ア 国 立 大 学(研 修):次 イ オ ン 質 量 分 析 計 の 保 守 研 修(1999.5-6)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 YamaguchL　 A.,　Clayton,　 RN.,　 Mayeda,　 T.K.,　 Ebihara,　 M.,　 Ollra,　 Y.,　Miura,　 Y.N.,　 Hal'alllul'a,　 H.,　Misawa,　 K.,　 K()jima,
H.,　and　 Nagao,　 K.　 (2002):　 A　llew　 sour(le　 of止)asatlic　 meteorites　 inferred　 froni　 Northwest　 Africa　 OO1.　 S(:iellce　 296,
334-336.
　 　 Yamaguchi,　 A.,　 Sekine,　 T.,　 and　 Mori,　 1-1.　(2002):　 Shoek　 experimellts　 oll　a　preheated　 basaltic　 ellcrit.e.　 ill　Iligh.
pressllre　 shock　 (lompressioll　 of　solids　 V.,　Shock　 chemis寸ry　 with　 applicatiolls　 to　IIleteorite　 impacts　 (ed.正)y　 I)avisoll
　 　 　 L.,　Horie,　 Y.,　and　 Sekine,　 T.),　 29-45.
　 　 Yamagllchi、 　A.、　Taylor,　 G.　 J.,　Keil　 K.,　 Floss,　 C.,　Crozaz,　 G.,　 Ny(luist,　 L.　E.,　 Bogard,　 1).　D.,　 Gal'rison,　 D.,　 Reese,　 Y.,
"アiesmaml,　 II.,　amd　 Shill,　 C.-Y.　 (2001):　 Post-crystallization　 reheating　 and　 Partial　 meltillg　 of　ellcrite　 EET90020　 by
impact　 mto　 the　 hot　 crust　 of　asteoid　 4Vesta　 ～4.50　 (丑a　ago.　 Geochim.　 Cosmochim.　 Acta,　 65,　3577-3599.
　 　 Yamaguchi、 　A.　 and　 Sekille,　 T.　 (2000):　 Monr)mineralic　 mobilizatioii　 of　plagioclase　 by　 shock:　 an　 experimelltal　 s(udy.
EarthPlanet.S℃i.Lett..,175,289-296.
　 　 Yamaguchi、 　A.,　S℃ott,　 E.　R.　D.,　and　 Keil,　 K.　 (1999):　 Origill　 of　a　ullique　 impact-melt　 rock　 -　t.he　L-(lhondrite　 Rams(lorf.
　 　 　 Meteor.　 Plallet..　 Sci.,　34,　49-59.
　 　 Yamagl1(:hi,　 A.,　 Taylor,　 G.　 J.,　alld　 Keil　 K.　 (1998):　 OI'igiil　 of　uiiusual　 impact　 nielt　 rocks,　 Yamato-790964　and　 -790143
　 　 　 (LL-(;hondi'ites).　 Alltarct.　 Meteor.　 Res.,　 ll,　18-31.
6.目 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Yama只uchi.　 A.,　Takeda,　 H.,　Nyquist,　 L.E.,　 Bogard,　 D.D.,　 Ebihara,　 M.,　 and　 Karouji,　 Y.,　The　 origill　 and　 iml)a(:t　 history
　 　 of　ll111amlete()rile,　 Yamato　 86032.　 35th　 L　lnar　 Planet.　 Sci.　 Collf.,　 Houston,　 March　 15-19,　 2004.
　 　 Yamagu(:hi.　 A.,　 Seloyallagi,　 T.,　 and　 Ebihara,　 M.:An　 allomal()us　 ellcrite,　 DhofarOO7,　 and　 a　possible　 gelleti(・
一一100-一
　 　 　 「elationshil)　 with　 Inesosidel・ites.　 34th　 Lulltll・　Plallet　 .　S(:i.　collf.,　 Houstoll,　 Mar(」1　 17-21,　 2003.
Y・m・ 　m・hi　 A.,　Mi・ ・waＬK.,　Haran)ura.　 ll.,　K・りil・・.IL,Cl・ 細 ・.　R.　 N., M・yeda,　 T.　 K,　 alld　 Ebiha,、1,　M.、　N。,thwest
　 　 Af・ic・ 　Oll,　 ・　n…　 basalli(:　 m()te・ ・rlt・・　M・te・i'・　Planet.　 S・・i.　36,　 A228,　 R・m(・ 　A・gust　 28　 .　S。ptembe,　 1,　2001.
Yam・'ll・hiA,Mi・a"'a ・K・ ・Haramitra,II・ ・K・)jiin・,II・,C1・y寸・・,　R.　 N.,　 M・yeda,　 T.　 K.,　 and　 Ebih、r、,　 M.、 　,Spin(/}1,　 ill
　 　 basaltic　 eu('rit{)s・ 　II・pli・・ati・・ll　f…　 :r.vstalli・tlti・-d　 inetam・ ・1・hi・　hist・1・y.　 M・1・ ・r.　Planet.　 S・i.　35,　A174,　 C}lic、9。,
　　　　August　 28-September　 1,　2000.
7.科 学研 究補助 金取得状 況
若手研 究(B)「 分 化 した陽石 母天体お よび月の表層 地殻の 形成 史」 ・平成14～15年!
基盤研究IIB　 「ユ ー クラ イ ト「貴石母天体の 形成 史」!研 究 分担 者)1'ド 成13～15年)
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
The　Met　eOrili(・al　So(:iety,　日本鉱物学 会,日 本惑 星科学 会
10.受 賞 な ど
ユ1.他 大学等 での講義 な ど
12.,所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
13.研 究活 動の 課題 と展望
地球 の!」や分 化 したPfi(f母 ノC体1/」・惑 星 の地殻 の 岩 石(∫l　rl賄,ユ ー クラ イ ト,メ ソシデ ラ イ ト,　NWAOI1)
の 岩 石 ・鉱物学 的研 究 を行 い,そ れ らの 年代学的 ・地球 化学 的 デー ター と比 較 を行 う 母天 体形 成初期 にお け る,
月お よび分化 した小 惑星の地 殻発達 史 を明 らか にす る こ とを 目指す
⑭ 海田博司 南極慣行研究センター助 手,総 合研究大学院 大学数物 科学研究科極域科学専攻助手!併 任ll・　f　博士
(理 学 」/11「東京 大学:2002年.
1.専 門領域:鉱 物学 ・明石学
2.研 究課 題:損 石の 岩石 鉱物学 的お よび宇宙化学 的研究
3.研 究活動 の概 要 と成果
順 石Yam・t・983885の 詳糸田な岩 個 物 剖 勺研究 を行 い,そ の起源 を明 らカ・に したtt　また,余 ・防 顧 沖 のF。.M9
拡 散 係 数 の 適 用 範 囲 の 拡 張 お よ び 従 来 の デ ー タ と の 比 較 ・検 討 を 行 い ,そ こ で 得 ら れ た 拡 散 係 数 を 用 い て ユ ー ク ラ
イ ト順 行 の 熱 変 成 過 程 の 新 た な モ デ ル の 妥 当性 を 示 し た
4.研 究 活 動 歴
第39次 日 本 南 極 地 域 観 測 隊 、越 冬 隊.参 加 ユ997-1999/
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文
K・i(ien　 H　 I)u・bill,　S・　1)・・　Y・sllikm… 一 ＼・,　Lee,　 J.　H.,　S・giy・m・,　 K.　and　 Fukud、,　T.　(2002),　 M。d。l　 f。,　the
mi(:「°st「'山1r・ ・f…　ideeute・ti・ ・saiid…　 ml…　 i・・ll・舳 ・xl・e・imellt・1・1・s・1-vati・s.J.All・y・C。mI、.β36,259.264.
　 Lee・ 　J・　IL　 Y・shik・w・,　 A・,　K・id・ll　 Ll.,.　Fukuda,　 T.、　Y・ ・n,　D.　 II.　・・d　W・k・,　 Y.　(2001),　 Gr。wrth　 a。d　 ,h、ra,te,i、 、ti。ll　。f
　 　 ・IXI・'O:・-ba・ed　Y:iAl7,0tL',　 Z・O・ 　bill・ly　 ・lld　temaly　 ・・llte・ti・　fiber・.　 」.　K・re・ll　 Ass・ 〔t.　CI・y・t.　G・ ・wth,　 11,　 170-175.
Le・,」 ・ILY・shik・wa,A・K・idell』・・L・bb・u、K.、F・k・da.T.、Y・ ・n,1).H.andWak。,Y.(2001)、Micr。,t,11℃tu,。。f
　 　 Y・O・l　d・ped　 Al・()・/Z・02　 ellt(i・ti・'　fiber・ 　gr・wll　 t・y　the　 mi・ ・r・-pulling-d・"-ll　 l'll・t　lh・d.　J.　C・y・t.　Gr。wrtl'i,　 231,　 179.185.
K(λiima口L　 Kai(len.　H.をmd　 Yada、 　T.　 (2000):　 Meteol・ite　 s(・ai・ch　by　 JARE-39　 il}　1998-99　 seasol1.　Antar℃t　 Meteorite
Res.,1:1,1-8.
　 Kaide・ 　II　,　Mik・u・ ・hL　T・　・11d　Miy・1・ ・t・・　M・　(1998)・ 　C・)・li・g　r・t…　 f・)livl・e　 xe・ ・c・y・t・　i・　th・ 　EET79001　 ,helg。ttit。.
　 　 　 Antarct.　 Meteorite　 Res.,　 IL　 92-102.
Kaidell　 JI.,　 Mik()uchi,　 T.、　Nolnllra、　K.　and　 Miyき 五moto,　 M.　 (1997):　 Chemi(:al　 zollillg　 of　olivines　 ill　theYanlato-791717
　 　 　 CO3　 ℃hondrite　 Aiitai'℃t.　 ]Meteorite　 Res..　 10,　181-190.
6.目 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表1
海 田 博 司 ・小 鳥 秀 康:川1員 石Yalllato983885の起 源 に つ い て ,日 本 鉱 物 学 会 年 会,仙 台 市 戦 災 復 興 記 念 館,仙 台,
2003.928-10.1.
K・ide・ 』 ・　・lld　K・伽 ・』・　Min(・ ・al・gi℃al　 ・t　・dy　 ・f　th・ 　ltramat・ ・　983885　 hm・r　 ln・te・ ・it・.　66th　 All・11、I　Me.tillg　 。1・　the
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　 　 　 Meteoritical　 Society,　 MUmster,　 Germally,　 Jllly　28-August　 1,　2003.
ee;-11_li・t・ 小 島 秀 康:月 限 石Yamalo983885の鉱 物 学 的 研 究 ,日 本 鉱 物 学 会 創 立 五 十 周 年 記 念 年 会,大 阪 大 学,
大 阪,2002.10.1-4.
　 　 Kaiden　 H.　and　 Kqlima,　 H.:　Yamato　 983885:　 A　 second　 lunar　 lneteorite　 from　 the　 Yamato　 98　collection,　 The　 27tll
　 　 　 、SymPOSiUM　 on　Antarctic　 Meteorites,　 Tokyo,　 Japall,　Julle　11-13,　 2002.
・・三澤 啓 司 ・山L'」 亮 ・魍:ユ ー ク ラ イ ト ジ ル コ ン の ウ ラ ン ー 鉛 同 位 体 系,2001年 度 日 本 地 球 化 学 会 第48回
年 会,学 習 院 大 学,東 京,2001.10.18-20
　 　 Kaiden　 H.,　Yoshikawa,　 A.,　Lee,　 J.　H.,　Durbin,　 S.　D.,　Fukuda,　 T.　and　 Waku,　 Y.:　Growth　 by　the　 mi(〕ro-pulling-dowIi
　 　 　 method　 alld　high--teinperature　 properties　 of　Al,・0,,/RE:Y:iAlr、OiL,　fiber　crystals,　 The　 lst　Asian　 Confereilce　 oll　Crystal
　 　 　 Growt　 h　and　 Crystal　 Techllology,　 Selldai,　 Japan,　 August　 29-September　 !,　2000.
　 　 Kaiden　 H.,　Yoshikawa,　 A.,　Hasegawa,　 K.,　Durbin,　 S.　D.,　Fukuda,　 T.　and　 Waku,　 Y.:　Growth　 of　AlzOit/RE3Al5012
　 　 　 eutectic　 crystal　 by　 pulling-(lown　 method　 and　 its　high-temperature　 properties,　 The　 24th　 Annual　 Coeoa　 Beach
　 　 　 Collferellce　 alld　Exposition:　 An　 International　 C()nference　 oll　Engineering　 Ceramics　 and　 Stmchlres,　 Florida,　 U,SA,
,Jamuary23-28,2000.
」km田 草言 ・三 河 内 岳 ・宮 本 正 道:カ ン ラ ン 石 の 冷 却 速 度 二非 平 衡 コ ン ド ラ イ トの 場 合
,第30回 宇 宙 研 月 惑 星 シ
ン ポ ジ ウ ム,宇 宙 科 学 研 究 所,神 奈Hl,1997.8.7-9.
Kaiden　 II.,　Mikouchi,　 T.　alld　Miyamoto,　 M.:　Cooling　 rates　 of　olivine　 xenocrysts　 ill　the　 EET79001　 shergo廿ite,　 The
　 　 　 22nd　 Symposium　 oll　Alltarctic　 Meteorites,　 Tokyo,　 Japan,　 June　 10-12,　 1997.
　 　 Kaiden　 II.,　Mikouchi,　 T.,　Nomura,　 K.　and　 Miyamoto,　 M.:　Chemical　 zollillg　of　olivines　 ill　CO3　 and　 LL3　 chondrites,
　 　 　 The　 21st　Symposillm　 oll　Alltarcti(:　Meteorites,　 Tokyo,　 Japan、 　,June　5--7,　1996.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
若 手 研 究(B)「 消 滅 核 種 で 解 明 す る 限 石 母 天 体 の 形 成 ・分 化 過 程 」(研 究 代 表 者)(平 成14～15年)
基 盤 研 究(B,)「 ユ ー ク ラ イ ト限 石 母 天 体 の 形 成 史 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
The　 Meteoritical　 So(liety,　 日 本 鉱 物 学 会,日 本 地 球 化 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
二 次 イ オ ン 質 量 分 析 装 置 を 用 い た 同 位 体 年 代 測 定 を 引 き続 き 進 め る 。 特 に,時 間 ス ケ ー ル を よ り詳 細 に 議 論 す る
た め に2`Alや:'i;IN・1-tな ど 半 減 期 の 短 い 消 滅 核 種 を 用 い て 太 陽 系 形 成 初 期 に お け る 阻 石 母 天 体 の 分 化 過 程 を 詳 細 に 議 論
す る 、 ま た,同 装 置 を 用 い て 明 石 鉱 物 中 の 元 素 移 動 の 解 析 を微 量 元 素 に ま で 拡 張 し,損 石 の 形 成 お よ び 分 化 過 程 を
明 ら か に す る.
⑮ 外田智千 研究系地殻活動進化研究部門助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),
博士(理 学)(総 合研究大学院大学:1999年)
1.専 門領域:地 質学 ・岩石学
2.研 究課題:大 陸地殻物質の岩石学,鉱 物学および年代学的研究
3.研 究活動の概要と成果(当 該年)
電子線マイクロプローブを用いた年代測定によって東南極ナビア岩体に産する変成岩中のモナザ イト結晶に記録
された超高温変成作用の年代(約24.8-24.4億 年前)を 再確認するとともに,黒 雲母形成等の加水 イベン トの時期
(約19-17億 年前)を 示すモナザ イ トを新たに見いだ した。高温変成岩の岩石鉱物組織お よび鉱物化学組成を用い
て等圧冷却 と等温減圧過程のそれぞれの特徴を検討 した,、リュツォ ・ホルム湾周辺地域に産する高温変成岩類の年
代測定 をおこなった 、
4.研 究活動歴
第38次 南極地域観測隊(夏 隊同行者)参 加(1996-1997)
一102一
第39次 南 極地域 観測隊(夏 隊 同行者)参 加k1997-1998〕
英 国 ・エ ジンバ ラ大学　IJSPS　PD研 究員 い2002)
5.学 術 論 文1過 去5年 間の重 要論.文.
　 　 Hokada、 　T.,　Misaw・a,　 K.,　 Yokoyama,　 K.,　Shiraishi,　 K.　 and　 Yamaguct|i,　 A.　 (2004):　 SHRIMP　 and　 eleciron　 microl)robe
　 　 ・hr・ll・1・gy　 ・f　UHT　 I・etam・ ・phism　 i・　th・ 　N・pie・ 　C・mplex,　 E・ ・t　.Ailtar・ ・ti・a・　iI・plic・ti・ ・s　f…　 irc・ll　gr。"th　 at
　 　 　 　 >1000°C・ 　Contributi()lls　 to　Mineralc)gy　 alld　 Petrology,　 147,　 1-20.
　 　 Ilokada　 T,　 Misawa,　 K,　 .Shiraishi,　 K.　 and　 Suzuki,　 S.　 (2003):　 Mid　 to　 Late　 Archaean　 (3.3-2.5　 (}a)　 tonaliti(:　 crllstal
　 　 　 foi'mation　 alld　 }ligh-grade　 metamorphism　at　 Mt.　 Riiser-Larsen,　 Napier　 Complex,　 East　 Alltarctica.　 Precanll)1'iall
Research,127,215-228.
Shiraishi,　 K.,　Hokada、 　T.,　Falmillg,　C.M.,　 Misawa,　 K.　amd　 Motoyoshi,　 Y.　(2003):　 Timiiig　 of　thermal　 evellts　 ill　eそ1stem
　 　 　 DI'olmillg　 Malld　 Lalld,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Geoscien(le,　 16,　76-99.
　 　 Hokada、 　T.　 (2001):　 Fel(lspar　 thermometry　ill　ultrahigh-temperatllre　metamorphic　rocks:　 evidence　 of　 (:riis.tal
metam・ ・phism　 ・tt・i・i・g　 -1100ウ()　 i・　the　 Ar・hean　 N・pi・ ・　C・1・plex
,　E・ ・t　A・tarctica.　 Ame・i・a・ 　Mine・ 、・1・gi・t,　86,
932-938.
H・k・d・ ・T・ ・mdA・im・ ・M・(2001)・E・1・e・imellt・1・・ sn・ i・ts・ntheparti・1meltiilgu・d・・LＴHTalldd,y(,。ll(liti。。s。f
qllartzo-feldspそlthic　 rock　 ill　the　 Napier　 Coml)lex,　 East　 Antarctica.　Polar Geo cience,　 14,　39-52.
　 H・k・d・ ・　T・,　M・t・y・ ・hi,　Y・,　Hi・ ・i,　Y・,　Shimul・a,　 T.,　 Y・hal・ ・,　M.,　 Shir・i・hi,　 K.,　 G・antham,　 G.H.　 and　 Kn。pe,,　 M.W.
　 　 (2001)・ 　P・t・ ・g・・phy　 ・md　 milleml　 ・・hemi・t・y　 ・f　high-g}・ ・d・　p・hti・ 　glleisses　 and　 ・el・t・d　r・(lk・　fl・。m　 Namaq11、1、lld,
　 　 　 LSOUt.h　 Africa.　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 special　 issue　 No.　 55,　 105-126.
　 　 Osallai,　 Y.,　TOyOShima,　 T.,　Owada,　 M.,　 TSUn〔)gae,　 T.,　 Hokada　 T　 and　 CrOwe,　 W.　 A.　 (1999):　 GeOlOgy　 Of　 Ultralligll-
　 　 　 temperature　 metalllorphic　 rocks　 fl'oru　 Tonagh　 Island　 ill　the　 Napier　 Coinl)lex,　 East　 AIltarctica.　 Polar　 Geos℃iellce,
12,1-28.
　 　 Hokada　 T　 Osallai,　 Y.,　 Toyosllima.　 T.,　 Owada,　 M.,　 Tsunogae,　 T.　 and　 Crowe,　 W.　 A.　 (1999):　 Petrology　 and
　 　 met・m・ ・Phi・nl　 ・f　・apphi・iIle-b・a・i・9　 ・1・mill・11s　 gneisse・ 　f・・m　 T・n・9h　 l・1・・d　i・　th・ 　N・pier　 (⊃・mplex,　 East
　　 　　 Antarctica.　 Polar　 Geoscience,　 12,　49-70.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
H・k・d・ ・T・,Shi・ai・hi,K・,M・t・y・・hi、Y・、Mi・ ・w・,K.・n(五Y・k・yama,　K.・　A・chaean　 -　E・ ・ly　P・・t…　 、。i,　tli、t。,y　。fth。
　 　 　 Napier　 Complex:　 collstl-aints　 from　 U-Th-Pl)　 zil-cOll　 and　 moIlazite　 chronology.　 9th　 International　 ,Syn　 I)oSillm　 oll
　 　 　 AIItar℃ti℃ 　Earth　 Sciences,　 PotsdaIll,　 2003.　 9.　8-12.
H・kad・ 　 T　 and　 Y・k・yam・,　 K・・　El・ ・t・・11　micr・pl・ ・b・・　zirc・n　 chemical　 d・ti・9　 ・ll　s・Pphi・ine-qllart /・sumilit。 一止, a,i。g
　 　 paragneisses　from　 the　 iNapiei'　 Conu)lex　 East　 Altttll・cti(:a:　 impli(・ations　 for　 zircon　 gl'owth　 dllrillg　 UH1'
　 　 　 met.amorphisII1.　 18th　 Gelieral　 Meeting　 ()f　the　 International　 Mineralogsical　 Association,　 Edinburgh,　 2002.　 9.　1-6.
　 Hokada　 T　 Yokoyalna.　 K,　 Shiraishi,　 K.,　 IN'lisawa,　 K.　 and　 Yainagllchi,　 A.:　 Late　 Archaean　 (3.3-2.5　 Ga)　 iSslleous　 and
　 　 　 metamorphic　 events　 of　the　 Napier　 (k)mplex、 　Antai℃tica.　 4th　 International　 Archaean　 Symposmm,　Perth,　 2001.　 9.
24-28.
1-1・k・d・ 　 T　 Suz・ki・ 　S・,　M・t・y・shi・　Y・,　Shir・i・hi,　 K.　 all・田ense・,　 B.J.・ 　0・ 　the　 P・ ・ti・I　M。lti。g　 Du,illg　 UHT
M・tal… 　 Phism・ 　 Ilnplica寸i・m・ 　F・ ・n・　ACiner・I　 T・ ・tu・()、　F・ld・pa・ 　Theml・m・t・y　 a・d　 Zi・c・ ・　Chemi,t,y　 。f　th。
　 　 　 Archaean　 Napiel・ 　Coinplex,　 East　 Alltarctica.　 Amf・ricall　 Geophysical　 Union　 2000　 Western　 Pacific　 Geol)hysi℃s
　 　 　 Meeting,　 Tokyo,　 2000.　 6.
　 　 Hokada.　 T.,　Ishikawa,　 M.,　 Ishizuka,　 H.,　 Osanai,　 S.　and　 Suzuki、 　S.:　Alkali　 feldspar　 cOIIIPOSitiOlls　 of　the　 Archaeall
　 　 　 Napier　 Complex,　 East　 AIltal・ctica:　 Further　 evidence　 for　 l!OO()C　 ultrahigh-tenipei'at.ure　crustal inetainorphisln.　 8th
　 　 　 Intematiollal　 Syrnposhlm　 oll　Antar(:tic　 Earth　 Science,　 Wellington,　 1999.　 7.　5-9.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)「 南 極 か ら 見 た ゴ ン ド ワ ナ 形 成 史:　 SHRIMP年代 学 か ら の ア プ ロ ー チ 」(研 究 分 担 者)(平 成13～
16年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
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日本地 質学 会,日 本岩石鉱物鉱 床学 会
10.受 賞 な ど
1996年 度 日本岩石鉱物 鉱床学 会研究奨 励賞
ユ1.他 大学等で の講義 な ど
12.所 内外 の 主要 な会議 委員な ど
13.研 究活 動の課題 と展 望
イオ ン ・プロー ブ　(SIIRIMP)　 お よび電j璋 泉マ イクロプ ローブ　(EMP)　 を用 いた鉱物 中の微 量 ・希土類 分析 ノ5法
を確 ウ1し,微 小領域 年代測 定 と併 せて 南極 リュツ ォ ・ホルム湾地域,エ ンダビーラ ン ド,中 央 ～西 ドロ ンニ ン グモ
ー ドラ ン ドな らびに アフ リカ,ス リラ ンカ,イ ン ドに産す る基盤 岩類の 鉱物年代 の解析 をお こな う、特 に,ナ ピア
岩体 の太 占代の地殻 形成 プ ロセ ス,グ レンビル1約10億 年前)お よびバ ンアフ リカ ン(約5億 年前)変 動 の広域 的
な分布 と相 互関係 の解明 を 目指す
(2)共 同研究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
森 脇 喜 一 国立極地研究所 ・教授 南極プレー トインド洋区の地学研究
三 澤 啓 司 国立極地研究所 ・助教授 陽石母天体の角礫 岩化にともなう物質分化過程の解明
イ.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
福 田 洋 一. 京都大学大学院理学研究科 ・助教授 衛星重力デー タの南極地球科学への応用に関する基礎
的研究
永 井 寛 之 信州大学理学部 ・教授 南極産限鉄の衝撃 と磁性の相関について
加々美 寛 雄 新潟大学ノく学院自然科学研究科 ・教授
同位体年代 に及ぼす地殻変動の影響 ・東南極大陸か ら
の検討
石 塚
1
英 男 高知大学理学部 ・教授 東南極ナピア岩体の構造発達史の解明
「
[佐 藤
|
F
高 晴 広島大学総合科学部 ・助教授 石油公団が採取 した堆積物 を用いた、磁気的性質を指
標 とする南極域の環境変化の研究
藤 巻 宏 和 東北大学 大学院理学研究科 ・教授 南極普通阻石中の金属相に含まれる白金属元素について
中 村 智 樹 九州大学大学院理学研究院 ・助教授 南極宇宙塵の鉱物化学的研究
石 川 尚 人 京都大学大学院人間 ・環境学研究
科 ・助教授
リーセルラルセ ン山地域のナ ビア岩体 における年代
学 ・岩石磁気学 ・地球電磁気学的研究
松 枝
1
大 治 北海道大学総合博物館 ・教授 東南極およびスリランカ産変成岩中に見られる流体包
有物の流体組成 と地球化学的挙動に関する研究
|
木 多
1
紀
1子 (独)産 業技術総合研究所 ・封壬:研究
員
非平衡 普通 コン ドライ トの鉱物学 ・同位体化学につい
ての研究
1
{廃 井! 美 邦 下一葉大学理学 部 ・教授
大陸地殻深部における岩石と流体の相互作用に関す る
研究
十
大 村 誠 高知女P大 学生活科学部 ・助教授
i
衛星搭載合成開口 レーダ(SAR)　 による南極域の表 面
形状 とその変動の研究
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研究代表者 所 属 ・ 職
1 一
` 研 究 課 題
有 馬 眞 横 浜国 、ン.大学 教育 人間科学 部 ・教授 東南極大陸地殻の地殻構造 と岩石学的モデル
市 川
　
香 九州 ノく学応用力学研究所 ・助教授 海洋の順圧過程 と重力変化
古 本 宗 充 金沢 大学大学院自然科学研究科 ・教
授
南極域の広帯域地震計データを利用 した地球内部の不
均質構造の研究
中 西 . 郎 京都 ノく学 理学 部 ・』力教才受
一一
南極域の広帯域地震計データを利用 した地球内部の異
方性構造の研究
宮 田」
　
宏 樹 鹿児島大学理学部 ・助教授 人 工震源 に よる リュツ ォ ・ホルム 岩体の地殻 構造 の研
究
酒 井 英 男 富山大学理学部 ・教授 極域海洋堆積物お よび南極 ・アフリカ等の岩石を対象
とした磁気物性による古環境 ・地球史の研究
小Lll内 康 人 岡山ノく学教育学部 ・助教授
I
i
東南極 ドロ ンニ ン グモ ー ドラ ン ド ・エ ンダー ビー ラ ン
ドの変成 作用 に関す る精密 な再検 討
澤 柿 教 イ申 北海道大学 ノく学院地球環境科学研究科 ・助手
|
:
南極氷床の変動 と氷河地形、水底 ・海底堆積物 に関連
する研究
和 田 秀 樹 静岡大学理学部 ・教授 南極海の海底堆積物を用いた氷床変動 と海洋変動 に関
する研究
松 岡 憲 知 筑波 ノく学地球科学系 ・助教授
1
:極域および高山域における周氷河環境変動
伊勢崎 修 弘 :F葉 ノく学 理学 部・教授
1
東南極の海陸境界に関する研究
高 田
1
将 志 奈良女子 ノく学文学部 ・助教授
`
南極地域 における第四系年代測定値の クロスチニ ック
に向けて
1 佐 藤
忠 弘 国 ぐノ1天文台 ・助 教授
1
昭和基地における超伝導重力計10年 間のデー タを使 ・、
た重力の経年変化の研究
(3)科 学研 究 費補 助 金 に よ る研 究
ア.基 盤研究(B)
|
研究代表者 ・職 研 究 課 題 lj究諄 く|1い
一
研究所教官の分担者
白 石 和 行 ・教 授 南 極か ら見た ゴ ン ドワナ 形成 史:　SHRIMP年 代 学13～16 本 吉 洋 一
か らのア プローチ 三 澤 啓 司
山 口 亮
外 田 智 丁・
三1睾'、i子 司 ・』力孝友ナ受 ユー クラ イ ト限 石母 天体の形 成史 13～15 山　 rl　　　 亮
今 榮 直 也
海 田 博 司
三 浦 英 樹 ・助 手 最終氷期以降の南極氷床融解期の高精度決定 とそ 14～ ユ6 森 脇 喜 一
の地球環境変動への評価に関する研究
森 脇 喜 一・教 授 第四紀後期の南極の氷床変動 と環境変化 14～15 三 浦 英 樹
i| 伊 村 智
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イ.基 盤研 究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鍍 〈阪〉 研究所教官の分担者
野 木 義 史 ・助教授 新たなゴン ドワナ大陸の復元 13～15 白 石 和 行
本 吉 洋
船 木 實
渋 谷 和 雄 ・教 授 南極 ・氷床 下湖(Lake　 Vostok)の ダイナ ミクス に
関す る国際共 同研 究
14～15 土 井 浩 一郎
今 榮 直 也 ・助 手 火星限石ナ クライ トの再現実験 15～17
ウ.萌 芽研究
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鍍 〈l　IL〉研究所教官の分担者
船 木 實 ・助教授 磁場観測用GPSナ ビゲーション模型飛行機の開発
研究
15～17
エ.若 手研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究生受G> 研究所教官の分担者
山 口 亮 ・助 手 分化 した限石母天体お よび月の表層地殻の形成史 14～15
海 田 博 司 ・助 手 消滅核種で解明する陽石母天体の形成 ・分化過程 14～15
オ.特 別研究員奨励費
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈城〉 研究所教官の分担者
三 澤 啓 司 ・助 教 授
(Buchal/al1,　 Paul　Clarel/ce
・外 国 人 特 別 研 究 員)
分化 した限石の岩石鉱物学 、同位体年代学研究 14～15
本 吉 洋 一一 ・教 授
(Dalliel　J.　DUNKLEY
・外 国 人 特 別 研 究 員)
東南 極 リュ ツオ ・ホル ム変 成岩体のU-Pb地 球年代
学
14～15
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4)生 物学研 究グループ
(1)一 般 研 究
研 究 目 的
極域の極めて厳 しい自然環境に対 して,生 物がいかに適応 して生命を維持 し,生 態系を構築 しているかを明 らかに
することを基本課題 とした 極域の陸上生物,海 洋大型動物,海 洋低次生産者の3分 野を対象 として,地 球規模の環境
変動に対 して どのような応答をしているかその機構について研究する
研 究 計 画 の 概 要
・陸上生物学の分野では南極では3年 計画の最終年として
,昭 和基地周辺の湖沼生態系の解析 を引 き続 き行なう。ま
た,湖 沼の他,土 壌,氷 床中の微生物研究の解析法 について研究する.一 方,北 極域 においてはスピッツベルゲ ン
島,エ ルズ ミア島において氷河広帯域の生態系研究,炭 素循環過程を研究する
・海洋大型動物が,各 々の生活の場である海洋 に以下に適応 し,ど う振 る舞っているのかを明 らかにす るために,ア
ザラシ類やヘ ンギン類の潜水行動について,昭 和基地およびアメリカ ・マ クマー ド基地 において調査 を実施 し,環境
変動に対する応答性を研究する
・海洋生物では,海 色リモー トセ ンシングデー タから南大洋のクロロフ ィルα濃度の推定を行 う。 また,南 極海 イン
ド洋区における海洋構造 と高生物生産海域の研究を明 らかにす るとともに,昭 和基地近傍の沿岸域で季節海氷下に
おけるアイスアルジーの光合成活性 などの解析 を行う、 プランクトンのグルー ミングが起 こる原因として考えられ
る海底地形,海 氷縁 との関与を研究するため,AUV(自 律型潜航艇)の 有効性について検討するt;さ らに,カ ナ
ダ北極海域での一一次生産 ・沈降過程 について観測す る、
研 究 成 果
・昭和基地周辺の露岩域 に点在する湖沼底に生育する水生蘇類及びシアノバ クテリアの分類 と繁殖構造
に関す る遺伝
的解析を進めた他,土 壌 ・湖沼 ・氷床中の微生物研究の解析方法について検討した。北極ではカナダ北極のエルズ
ミア島オーブローや湾の氷河後退域生態系観測の2年 目として,地 形学,植 生学,生 理生態学的研究 を実施 し,昨
年に引 き続 き良好なデータを得た。スピッツベルゲ ン島ではヤナギ類,蘇 類を中心とした炭素循環過程の研究 を進
めた、
・アザラシ類やヘ ンギン類の潜水行動について解析 し
,そ れぞれ生理的 ・物理的制約の元,エ ネルギー効率を最適化
する様式で潜水を行 っていることを検証 した。 また,環 境変動に応答 して,ア ザラシ類,ペ ンギン類などが繁殖生
態,採 餌戦略を変化させていることを明 らかにした、
・海洋生物 では南極昭和基地への往復航路中における基礎生産の時空間分布の研究
,南 極海 イン ド洋区における海洋
構造 と生産海域の研究,日 豪共同による動物プランク トンのモニ タリング観測,南 大洋JGOFS国 際研究計画にお
ける沈降フラックス観測の係留実験等を行ない,良 好なデータを得た、海色 リモー トセンシングデータの解析では
これ までは値の過小評価が問題 にされていたが,熱 帯 ・温帯域では植物 プランク トンのサ イズよりも色素組成が大
きく異なることが原因であることが示唆された。 ノースウオーターポリニアにおける夏季の植物 プランク トン光合
成,北 海道サロマ湖の季節海氷に発達するアイスアルジーの研究については,低 温環境下での光合成生産にとって
キサン トフィルサイクルを中心 とした光合成の強光制御機構の関与について新知見を得た。 さらに,AUVの 有効
性については,光 ファイバージャイロとドップラーソナーを組み合わせた航法 システムが観測プラ・ソトフォームと
して利用可能である見通 しが立った、
:f内 藤靖彦 教授,企 画調整官,農 学博1:(東 京大学:1971年),総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専
攻教授(併 任>
1.専 門領域:海 洋生態学
2.研 究課題:海 洋大型動物の行動 ・生理 ・生態学
3.研 究活動の概要と成果
水生哺乳類 ・海鳥類 ・爬虫類 ・魚類などの海洋大型動物が 各々の生活の場である海洋にいかに適応 し,ど う振
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る舞 ってい るの かは,ほ とん ど分か ってい ない,,こ れ ら大型動物 の海洋 にお ける行 動範 囲は,水 平的 には数 丁丁キ ロ
メー トル,鉛 直的 には数.千 メー トル に もお よぶ,非 常 に広 範囲 に移動す る これ ら動物の行 動や 生理状態 を連続 的 に
把 握す るため に,小 型 の記録計(デ ー タロガー)の 開発 を これ まで進 めて きた その結果,多 様 なセ ンサ ーを開発
し,当 初の深度 と温度 か ら,心 電 ・脳波 ・電気伝 導度 ・遊 泳速 度 ・加速 度 ・地磁 気 ・画像 な ど動 物の行動 ・生態 ・
生理 に関す る数 多 くの パ ラ メー タを同時 に得 られ るよ うに な り,動 物 の生 きる姿 をダ イナ ミックに捉 え るこ とに成
功 した また,デ ー タロガーの 小型化 に よって,対 象動物 は魚 類や 飛翔性 海鳥類 に まで広 げ,魚 類か ら哺乳類 まで
脊椎動物 全般 を扱 うこ とを口∫能 に した.
4.研 究活 動歴
21次 南 極観測 越冬隊 参加
25次 南極観測 夏隊参 加(夏 隊長)
27次 南極観測 越冬 隊参加(越 冬隊 長)
31次 南極観 測越冬 隊参加(越 冬隊 長)
5 学 術 論 文(過 去b.年 間 の 重 要 論 文)
Kato,　 A.,　Watalmki,　 Y,　and皿(2003):　Almual　 and　 seasollal　 changes　 ill　foragillg　 site　 alld　 diviIlg　 behavioi'　 ill
　 Ad61ie　 pellguills.　 Polar　 Biology,　 26,　 389-395.
Kato,　 A.,　Watalmki,　 Y.　 alld遮」 二(2003):　 Fol・agillg　 behaviollr　 of　chick-rearing　 rhilloceros　 auklets　 (1(?〆・θグ1・ui/1でrα
〃ノσ〃θc(ノrαfαat　 Teuri　 IslaIld,　 Jal)all,　 determilled　 by・　acceleratiol1-depth　recording　 micro　 data　 loggers.　 Joilrllal　 of
AvianBiology,34,282-287.
Kawabe,　 R.,　Nashimoto,　 K.,　Hiraishi,　 T.,魍and　Sato 　 K. (2003):　 A　new　 device　 for　I)1011itorill8S　 the　 a(ltivily　 of
freely　 swilnmillg　 natfish,　 Japallese　 fiounder　 」Paグαli(:h〃/〃t～ θ〃 ビ(lceUs.Fish.Sci.69,3-10.
Kuroki,　 M.,　 Kato,　 A.,　 Watallllki,　 Y.,　 Niizuma,　 Y.,　 Takahaslli,　 A.　 alld　 N虹t虹(2003):　Divillg behavior　 oi'　all
epipelagically-feedillg　alcids,　 the　 Rhinoceros　 Auklets　 (θ θrθ〃z?:'ncα γrlo・]?.o(;erαtα).　Calladiall　 Jol11'nal　 of　Zoology,
81,1249-1256.
Milalli,　 Y.,　Sato,　 K.,　Ito,　 S.,　Cameron,　 M.　 F,　 Siniff,　 D.　 B.　aIld虹エ(2003):　 A　method　 for　 recollstrl1(}tillg　 three-
diinensional　 dive　 profiles　 of　mを1rille　 mammals　 llsillg　 geomaglletic　 illtensity　 data:　 results　 frolll　 two　 lactating
　 Weddell　 seals.　 Polar　 BioL,　 26,　311-317.
皿(2003):　 New　 perspectives　 for　oceall　 research　 by　 Bi()-Logging　 tec止mology.　 J.　Adv.　 Mar.　 Sci.　 alld　 Tec.　 Soc.
(海 洋 理 工 学 会 誌),9(2),185-189.
Sato,　 K.,　Tsuchiya,　 Y.,　Kudoh,　 S.　alld岨(2003):　Meteorological　 fa(ttors　 affecting　 the　 nuinber　 of　Weddell　 seals
hauling-out　 on　 the　 ice　during　 t止}e　molting　 season　 at　Sy(⊃wa　 Statiol1,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Bioscience,　 16,　98-103.
Sato,　 K.,　Mitani,　 Y.,　Cameroll,　 M.　 F,　 Silliff,　r).　B.　and虹エ(2003):　 The　 effect　 of　fatness　 on　 t.he　 strokillg　 patt(1ms
　 of　free-ranging　 Weddell　 seals.　 J.　Exp.　 Biol.,　 206,　 1461-1470.
Sato,　 K.,　Mit.alli,　 Y.,　Kusagaya,　 H.　 and　 』魍(2003):　Syllchrollous　 shaUow　 dives　 by　 "」eddell　 seal　 mother-pllp
　 pairs　 dm'ing　 lactation.　 Mar.　 Mallm1.　 ScL,　 19,　136-147.
Takahashi,　 A.,　 Dl11m,　 M.　 J.,　Trathan,　 P.　 N,　 Sato,　 K.,魍_エalld　 Croxall,　 J.　P.　 (2003):　 Foragillg　 strと)t,egies　 of
(:hillstrap　 pellgllills　 at　 Siglley　 Islとmd,　 Alltarctica:　 importall(:e　 of　 bellthic　 feedillg　 (m　 AIltarctic　 KI'ill.　Mar.　 E(:ol.
Prog.Ser.,250,279-289.
Takahashi,　 A.,　Watallllki,　 Y.,　Sato,　 K.,　Kato,　 A.,　AIDai,　 N.,　Nishikawa,　 J.　alld魍(2003):　PareIltal　 for gillg　 effol・t
　 aIld　 offspring　 growth　 ill　Ad(31ie　 I)eIlgmlls:　 does　 workillg　 hard　 iml)rove　 reprodllctive　 su(:cess?　 Fmlctiollal　 Ecology,
17、590-597.
Watallabe,　 Y.,　Mitalli,　 Y.,　Sato,　 K,　 Camerol1,　 M.　 F.　alld瞳エ(2003):　 Dive　 depths　 of　Weddell　 seals　 ill　relatioll　 to
verti℃al　 prey　 distributioll　 as　estimated　 by　 ilnきigedata.]Mar.Ecol.Pro9.Ser.,252,283-288.
Watamlki,　 Y.,　Niizuma,　 Y.,　Gabrielsell,　 G.　 W.,　 Sato,　 K.　 alld皿(2003):　Stroke　 and　 glide　 of　wing-propelled
　 divers:　 deep　 divillg　 seabirds　 adlllst　 sllrge　 fl'equel/cy　 to　buoyal/cy　 challge　 with　 depth.　 Proc.　 Roy.　 Soc.　 Lolld.　 B　270,
483-488.
Kato,　 A.,　Ropert-Coudei・t,　 Y.　alld虹(2002):Chと}llges　ill　Adelie　 p()llguill　 breedillg　 populations　 ill　Llltzow-1101m
　 Bay,　 Alltarcti℃a,　 il)　relatioIl　 to　sea-ice　 collditiolls.　 Polar　 Biology,　 25,　 939-941.Sato,　 K.,　Mitalli,　 Y.,　Cameroll,　 M.　 F.,
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　 　 Si"iff,　 1)・　B・I　W・lta・ ・be・　Y・　・lld　N・it・ ・　Y・　(2002)・ 　De・ ・p　f・r・gi・9　 di・es　 ill　l'・1・ti・ll　t・　the　 energy　 d。pl。ti。 。　。f
　 　 　 　 Weddell　 seal　 (Lepto〃i.t/(i!iot(・.s'　 ti'er!r!e〃 〃)　Ill()thers　 (hlrnlg　 la(:tation.　 Polar　 Biol.,　 25,　 696_702.
・Sat°,K・ ・n(樋 虹 ⊥ 　(2002)・ 　Bi・1・t"!ical　 r・…　 r・h　 ・ll　m・1・in・ 　Ill・mm・ls　 ・sillg　 m・dem　 s・・sillg　 a。d　 re,。
rdi。9
1e(:hniqli()s.FishEsci.68(sul)1)1.1)、290-293.
Sat・,K・,迦 ⊥K・t・) ,A・ ・Nii・uI・ ・,Y・ ・W・t・mlki,Y・,Cl1・rmssil・J.B.,B・st、C.一－A.,Han(1・i・h,Y.andL。M、h。,Y.
(2002)・Bu・y・m・y・mdm・xim・1・li・i・gd・1・tllilll.)(・9・ills・d・ ・h・yc・ ・tr・li・hali・9・i・v・1・m・?J.E。P.Bi。L,205,
1189-1197.
R°Pe「t-C・ud('・{・Y・,K・t・,A・ ・Wils・ ・,R・P・ ・mdKurit・,M・(2002)・Sh・・い1・de・w・ter・pelli・g・fthebe、kf。ll。willg
　 　 　 illullersion　 ill　sevell　 I)ellguill　 spe(:ies.　 The　 (]ondoi',　 104(2),　 444-448,
R°pe「t-C・lldel't,Y・,K・t・,A・ ・S・t・),K・,魍 ⊥,　 Baud・t、 　・J.,　B・st,　 C-A. and　 Le　 M・h・,　 Y.　(2002)、 　S、、vini　speed　 。f　free.
「angillg　 Ad61i・ 　pemg・ills　 11・〃 θ・・'小 ・d・・〃…　、　・nd　 its　r・1・ti・・　t・・　tlle　m・ximuI・ 　(1・pth　 。f　dive、.　J。u,nal　 。f　A。ia。
Biology,33(1)、94-99.
R°pe「t-C・udert,　Y・,　K・t・,　A・,　B・s・,　C-A・ ・　R・dary,　 「)・,　S・t・、　K.、　Le　 Mah・,　 Y.　alld虹(2002)、D。Ade/i。pe。9。inS
　 　 　 modify　 their　 f()ragillg　 behavi()ur　 ill　I)llrsuit　 of　diffennt　 prey?　 INIarine　 Biology,　 140,　 647-652.
6.口 頭 発 表1過 去 の 代 表 的 な 発;〈1'
　 Yasuhik・ 　N・it・ 　・　N・w　 st・ps　 i・　bi・-1・・99i・g　 ・・i・nc・ ・　1・tenlati・iial　 Syml)・siul・ 　・n　Bi・-L・9gi。g　 S,i。n。,,　 N、ti。nal　 lnst.
　 　　 　Polar　 Res　 Tokyo　 IN・Tar℃h　2003
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究B画 像 及 び3次 元 行 動 デ ー タ ロ ガ ー を 用 い た 海 洋 高 次 捕 食 者 に よ る 中 ・深 層 生 物 研 究(研 究 代 表 者)
/'F-hllt!4--16イ}{
8.講 演 な ど
招 儲 演Y・s・hik・ 　N・it・・　S・udy　 ・f　animal　 b・havi・r　 amd　 ・・1・　・)f　instrumellt・.　1・terllati。11、I　Sympp。 、i。m　。n　Aqua
Bio-Me℃hallislllS　 (ISABMEC　 2003).　Ilollolllhl　Ilaw乏1ii　September　 2003.
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 水 産 学 会,日 本 海 洋 学 会,　 Th(・　Society　 of　Marille　 Mamlllalog》 ・,日 仏 海 洋 学 会(評 議 委 員1
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 σ)主 要 な 会 議 委 員 な ど
　 1・tem・1i・m・I　Steeri・9　 C・lllmittee　 ・f　T・ggillg　 ・ f　P・・ifi・　P・1・gi、・,.　Census　 。f　M、lrill。　Lif。
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
ノく型 動 物 が 海 洋 環 境 で 生 き て い く と い う こ と は ,複 雑 な 環 境 の 中 で,結 果 と し て 生 存 に 効 果 を 有 す る と 判 断 し て
働 の 選 択 が な さ れ て い る とLlう こ と で あ る ・あ る 判 断 は ほ と ん ど1働 的 に な さ れ る で あ ろ う し
,あ る 判 断 は 複 雑
な 情 報 の 処 理 と 生 理 的 律 則 に よ り な さ れ る と 考 え ら れ る こ れ ら の 現 象 は ,室 内 の 実 験 系 で は な く 野 外 の 自 然 系
の 中 で と ら え る こ と に よ り ,初Y/て 全 体 像 の 理 解 が 進 む と 考 え ら れ る そ こ で,自 然 環 境 日 こお1ナ る 動 物 の 行 動
生 理 ・生 態 情 報 を,同 時 的 に 複 数 の 対 象 動 物 か ら,微 細 に 計 測 で き る シ ス テ ム の さ ら な る 開 発 が 必 要 と さ れ る、
〆2.神 田啓史 資料1三幹!併 任.,資 料系生物系資料部門教授,総 合研究 大学院大学数物科学研究科極域科学 専攻教
授1併 任),理 学博 士 「広島 大`'}乏:1975年1
1.専 門領土或:干直物分類学
2.研 究課題:北 極ツン ドラ域の生態系変動
3.研 究活動の概要 と成果
三ド成15年 度は 日本が北極カナダ,エ ルズ ミア島オーブローヤー湾 に観測拠点 を設けて実施 してから2年Hの 本
格観測 を実施する 氷河末端域の地形学的,植 生学的,生 理生態学的研究を実施 した とくに植生学の分野で,地
形学的な背 景の元,氷 河後退域 における種.f植 物 と蘇苔類の植生区分,遷 移過程 について調査 した さらに氷河周
辺のモ レーンでの種子植物,鮮 苔類,菌 類を対象に分解過程 とモレーンの年代 と比較 して,生 態系の構造,機 能に
ついて考察 した
4.研 究活動歴
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5.
在 外 研 究 員 短 期(英 国,フ ラ ン ス)(1976)
第19次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1977-1978)
.交換 科 学 者 チ リ 隊(夏 隊)参 加(1978-1979)
交 換 科 学 者 オ ー ス ト ラ リ ア 隊(夏 隊)参 加(1979-1980)
第24次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1982-1984)
第29次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1987-1989)
第37次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(1995-1996)
北 極 調 査(1994-2003)
学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Abyzov,　 S.,　Fukuchi,　 M.,　 Imura,　 S.,　Kanda.　 H.,　 Mitskevich,　 1.,　Nagalmma,　 T.,　 Poglazova,　 M.,　 Savatyugin,　 L.　 and
Ivanov,　 M.　 (2004):　 Results　 and　 perspectives　 of　 biologicそ11　 illvestigations　 of　 the　 Aiita.i'ctic　 ice　 sheet.　 Polar
　 Bioscience　 l7:　106-116.
Kanda.　 H.,　Imura,　 S.　and　 Uello,　 T.　(2004):　 OII　the　 structul'es　 of　moss　 c()lony　 in　the　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde,　 East
AIltarctica.　 Polar　 Bioscien(二el7:128-138.
伊 村 智 ・工 藤 栄 ・坂 東 忠 司 ・大 谷 修 司 ・瀬 戸 浩 二 ・伴 修 平 ・坦 ⊥旦豊 史(2003):南 極 湖 沼 に お け る 生 態 ・地 史 学
的 研 究 計 画 　 (REGAL　 Project)　 一 こ れ ま で の 経 過 と 今 後 の 計 画 一.南 極 資 料.47(2):272-281.
岩 井 雅 夫 ・ 伊 村 智 ・神 田 啓 史(2003):「 イ タ リ カ 号 」 に よ る ロ ス 海 調 査 航 海:第14次 イ タ リ ア 南 極 観 測 隊
(ANTA98/99).南 極 資 料.47(2):288-303.
Imura,　 S.,　Bando,　 S.,　Seto,　 K.,　 Ohtani,　 S.,　Kudoh,　 S.　and　 Kanda、 　H.　 (2003):　 Distriblltioll　 of　aqllatic　 mosses　 ill　the
　 S6ya　 Coast　 regiol1,　 East　 Alltarctica.　 Polar　 Biosciellce,　 16,　1-10.
Kudoh,　 S.,　Tsuchiya,　 Y.,　Aytlkawa,　 E.,　Imllra,　 S.　and　 Kanda、 　H.　 (2003):　 Ecological　 studies　 on　 aquatic　 Inoss　 pillars　 ill
　 Antarctic　 lakes.　 1.　Macro　 strllchlre　 alld　 carbon,　 nitrogen　 and　 chlorophyll　 a　contents.　 Polar　 Bioscience,　 16,　11-22.
伊 村 智 ・齪 史(2002):南 極 湖 沼 底 の 水 生 蘇 類 群 落,蘇 苔 類 研 究,8(3):69-73.
Ayllkawa,　 E.,　Imura,　 S.,　Kudoh,　 S.　and　 Kanda.　 H.　 (2002):　 Reprodllctive　 phenology　 of　subalpille　 moss,　 1)θtytx'?lchto7?
　 ohAoe/tcse　 Ren.　 Et　 Card.,　 Polar　 Bioscience,　 15,　88-96.
Hoshino,　 T.,　 Tojo,　 M.,　 Kanda.　 H.,　 Herrero,　 M.L.,　 Tronsmo,　 A.M.,　 Kiriaki,　 M.,　 Yokota,　 Y.　and　 Yllmoto,　 1.　(2002):
　 Chilling　 resistances　 of　 isolates　 of　P:tyth71it'm　 tzlt71'n?.'et)'x?　var.　 zLtt?17'x?.tt'r/n、　from　 the　 arctic　 and　 tempel'ate　 zolles.
　 CryoLetter　 l3,　151-156.
Uchida,　 M.,　 Muraoka,　 H.,　Nakatsubo,　 T.,　Bekku,　 Y.,　Ueno,　 T.,　Kanda.　 H.　 and　 Koizumi,　 H.　 (2002):　 Net　 photosyllthesis,
の
respiratioll,　 and　 prodllctioll　 of　the　 moss　 Sω 〃()}L71(1.t.Lnc?lie.αt(t　oll　a　glacier　 foreland　 in　the　 high　 Ar(ltic,　 Ny-Alesund,
　 Svalbard.　 Arctic,　 Alltarctic,　 and　 Alpine　 Research,　 34,　 287-292.
Mllraoka,　 H.、　Uchida,　 M.,　 Mishio,　 M.,　 Nakatsubo,　 T.,　 Kanda、 　H.　 and　 Koizumi,　 H.　 (2002):　 Leaf　 photosylltheti(l
　 characteristi(ts　 and　 net　 pliilllal'Y　 l)i'oduction　 〔)f　the　 polar　 wlllow　 (Salix　 polaris)　 ill　a　high　 arctic　 polar　 sellli-desert,
o
　 Ny.　-Alesund,　 Svalbard.　 Canadian　 Journal　 of　Botany,　 80,　 193-1202.
鮎 川 恵 理 ・ 伊 村 智 ・神 田 啓 史(2001):南 極 ラ ン グ ホ ブ デ 雪 鳥 沢 に お け る 蘇 類 の 繁 殖 体 バ ン ク 南 極 資 料,45(3),
320-・328.
Mmami,　 Y.,　 Okitsu,　 S.,　 Kallda,　 H.,　 Valentina,　 Y,　 C.　 and　 Sergei　 Y.　 G.　 (2001):　 Occurrence　 ()f　bryophytes　 on
　 Paramushor　 Islalld,　 northern　 Kuriles,　 Far　 East　 Russia,　 Environinental　 Research　 in　the　 Arctic　 2000:　 Mem.　 Natl.
　 　Inst.　 Polar　 Research,　 Spec.　 Issue,　 54,　 87-493.
H()shino,　 T.,Tojo,　 M.,　 Kanda、 　H.　 and　 Trollsmo,　 A.M.　 (2001):　 Ecological　 role　 of　fungal　 infections　 of　moss　 carpet　 ill
　 Svalbard.　 Environment.al　 Research　 ill　tlle　Arctic　 2000　 :　Meln.　 Natl.　 Inst.　 Polar　 Research,　 Spec.　 Issue,　 54,　507-513.
Iloshillo,　 T.,　 Tojo,　 M.,　 B.　 Chen.　 And　 Kandat　 H.　 (2001):　 Ecological　 Inlpact　 of　 Phytopathgenic　fungi　 in　 Alltal℃ti(:
　 terrestrial　 flora,　 Folia　 Fac.　 Sci.　 Nat.　 Univ.　 Masarykianae　 Bi'unelisis,　 Geographia,　 25,　95-102.
Uneno,　 T.　 Imura,　 S.　alld　 Kanda、 　H.　 (2001):　 Colony　 form　 and　 shoot　 morphology　 of　Sαn,乞()'lt.?la,zl.'t?.c'tl・'t.(1.tcx.(Hedw.)
　 Loeske　 growillg　 ill　differellt　 water　 conditions　 in　the　 high　 arctic,　 Spitsbergen,　 Svalbard.　 Bryol.　 Res.,　 8(1),1-6.
魍 史(2001)二 南 極 の 生 物 環 境 と 自 然.最 近 の 極 域 研 究.学 術 別 報,54(2),142-147.
Elster,　 J.　Svoboda,　 J.　and　 Kanda、 　H.　 (2001):　 Controlled　 environmental　 platform　 used　 in　temperahlre　 manipulation
－110一
　 　 　 　 shldy　 of　a　strealll　 periphytoll　 ill　the　 Ny-Alesl111d.　 71　Svalbard.　 Nova　 Hedwigia　 ,　Beiheft　 l23,　 63-75.
　 　 Kubeckova,　 K.　 Elster,　 」.　and　 Kanda　 H.　 (2001):　 1'eriphyton　 ecol⊂)gy　 of　glacierl　 alld　 sllowmelt　 stream,　 Ny-Alesund,
　 　 　 Svalbard:　 1)resellce　 of　mineral　 partic!es　 ill　water　 aIld　 their　 erosive　 activity.　 Nova　 Hedwigia,　 Beiheft　 l23,　 141-i72.
趣 史 他i,12000):改 訂 ・ 日 本 の 絶 滅 の お そ れ の あ る 野 生 生 物.一 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ー.9植 物H(維 管
束 植 物 以 外),429Pp.(蘇 苔 類:神 田 啓 史,岩 月 善 之 助,古 木 達 郎,19-204),環 境 庁 自 然 保 護 局 野 生 生 物 課 編
集,自 然 環 境 研 究 セ ン タ ー 発 行1
大 谷 修 司,巣 山 弘 介,懸 史(2000):昭 和 基 地 周 辺 に お け る1二 壌 藻 類 お よ び 土 壌 微 生 物 に よ る 環 境 モ ニ タ リ
ン グ.南 極 資 料,44(3) ,265-276.
　 　 Bekku,　 Y.,　Kume.　 H.,　Nakatsubo,　 T.,　Masllzawa,　 T.,　Kanda　 H.　 alid　 Koizumi　 (1999):　 Microbial　 biomass　 ill　relation　 to
　 　 　 Primary　 successioll　 oll　arctic　 degla(liated　 morailles.　 Polar　 Bios℃ience,　 12,　47-53.
Hoshino,　 T.,　 Tojo,M.,　 (一)kada,　G.,　 KaHda　 H.,　 Ohgiya,　 S.　aIld　 Ishizaki,K.A　 (1999):　 filanientous　 fuiigus,　/).tl!〃?'ietx)?
・・励 〃・〃 ・T・ ・wva1'・ ・"7伽 〃・,i・・1・t・df・ ・mnl・ ・iba・dm・ss・ ・1・・i・・f・・mS・ ・lb・・d,…therni・la・d・fN・…ay,
　 　 　 　 Polar　 Bioscien(ie,　 12,　68-75.
　 　 　 Imllm,　 S.,Band(),　 T.,　Saito,　 S.,　Seto,　 K.　 alld　 Kanda　 H.　 (1999):　 Benthic　 Illoss　 pillars　 ill　Antarctic　 Iakes.　 Polar　 Biology,
22,137-140.
　　 　Elster,　 J.,　Lukesova,　 A.,　Svoboda,　 J.　Kope(lky,　 J.　and　 Kanda　 H.　(1999):　 Diversity　 and　 abundance　 of　soil　algae　 ill　th(・
　 　 　 polar　 desert,　 Sver(lrup　 Pass,　 (:entral　Ellesmel'e　 Islalld.　Polar　 Record,　 35(194),　 231-254.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
鮎 川 恵 理 ・伊 村 智 ・魍 史:南 極 に お け る コ ケ 植 物 の 繁 殖 特 性 と群 落 の 成 立 過 程.第32回 日 本 蘇 苔 類 学 会,
神 奈 川,2003.8.2.
魍 史:植 物 標 本 に 刻 ま れ た 地 球 環 境 の 変 遷.集 め る ・貯 め る ・使 う:時 空 を 越 え る 生 物 多 様 性 の 情 報,日 本
植 物 学 会 第66回 大 会,植 物 分 類 学 関 連 学 会 連 絡 会 主 催 第6回 シ ン ポ ジ ウ ム.2002.9.
　 U・hid・,　 M・,　W・ 　M・),・N・k・tsllb・,　 T・,　Mura・k・,　 H.,　 Ka・d・ 　 H.　 alld　 K・i・umi,　 H.　 F・ ・lt・rs　i・fluencing　 net　 。,,。sy、tem
　 　 pr・dllcti・n　 ・ll　・　gla・ie・ 　f・r・la・d　 i・　the　 high　 Ar・ti・ ・.　VIII　 IIIt・c・1　1・ternati・nal　 C・ ・9・ess　 ・・f　E・ ・1・gy,　 COEX,　 ,Se。 。1,
Korea,2002,8.
W{E史 ・工藤 栄 ・伊村 智:南 極 露岩域 湖沼底 に群生す る コケ坊 主.第48回 目本 生態学 会,熊 本,2001.3.
　 K・nda　 Hl・,　lmura,　S・,　Minal・i,　Y・　a・d　K・jima,　S.　・　Fl・・a　・nd　・・9・t・ti…　 fd・gl…　i・t・d　・・ea　i・　Ny.Al・ 、und,　,Sv、1。、r、1.
　　　 Sec.　Int.　Symp.　 Enviroii.　Res.　Arct.　Tokyc),　20002.
7.科 学 研究 費補助 金取得状 況
研究 成果公 開促進 費(デ ー ターベ ー ス1,極 地即物 多様性 画像 デー タベ ー ス(研 究 代表者)(平 成15年,
基盤研 究(B)地 球環境 変動 が極地湖 沼生物 相 に与 える影響評 価(研 究代 表者)(平 成14～16年)
特定 領域研究(B)北 極 ツ ン ドラ環境 変動の研 究1研 究 代表者)(平 成11～16年)
基盤研 究(A)北 極 におけ るホ リニア域 の生態 系変動(研 究分担 者)(平 成9～11年)
8.講 演 な ど
Japanese　 Antar(}tic　Activities,科 学技術 省 タイ国(2003.9.25)
朝 日南極教 室(2003.9.27)
9.学 会及 び社 会的活 動
日本蘇 苔類 学 会(会 長,編 集 幹事,庶 務幹事,地 方幹 事),日 本 生態学 会,　 rl本 植 物学 会,日 本 植物 分類学 会,
国際蘇 苔類学 会
IO.　受賞 な ど
11.他 大学 等で の講義 な ど
12.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
学術 会議植 物研 究連絡 会(委 員),　ITEX　 (国 際 ツ ン ドラ実験計 画,日 本代 表),環 境 省希少野 生動 植物保 存推進
員,総 合研 究大学 院大学 入学選抜 委員 会(委 員 長),国 立極地 研究所広 報 委員会(委 員長),国 立極地研究 所運営協
議 員会(委 員),国 立 極地研 究所編 集委 員会(委 員),国 立極 地研究 所共 同研究 委員 会(委 員),生 物 ・医学 専 門委
員会(委 員),財 団法 人極地研究振 興 会編集 委員会(委 員)
13.研 究活動 の課題 と展望
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カナダ北極において氷河域生態系研究の本格調査を実施した、エルズ ミア島オーブローや湾地域の調査 に焦点 を
絞って,氷 河後退域における地形,植 生,繁 殖,生 理生態学的研究 を実施する事ができた、特 にこれ までに空白分
野であった分解過程の研究 を地形学分野 との共同研究で実施 し,現 場での地 史的な遷移 と現生植生との関連を考察
する目処がたった 、来年度は北極域の生態系研究の最終年々として,過 去から実施 して きたスバールバルでの成果
を踏 まえ比較調査 を実施 してい く
3.福 地 光 男 南 極 圏 環 境 モ ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 長(併 任),教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 板 蔵 科
学 専 攻 教 授(併 任),水 産 学 博 士(北 海 道 大 学:1976年)
1.専 門 領 域:極 域 海 洋 生 態 学
2.研 究 課 題:極 域 海 洋 基 礎 生 産 時 空 間 変 動 の 研 究 及 び,沈 降 フ ラ ッ ク ス 変 動 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 極,昭 和 基 地 へ の 往 復 航 路 上 に お け る 海 洋 プ ラ ン ク ト ン 標 本 や 観 測 デ ー タ を 解 析 し,海 洋 基 礎 生 産 の 時 空 間 分
布 の 研 究 を 行 っ て い る,と り わ け,南 極 海 イ ン ド洋 区 に お け る 海 洋 構 造 と の 関 連 に お い て 特 徴 的 な 生 産 海 域 の 研 究
を 行 っ て い る ま た,南 大 洋JGOFS国 際 研 究 計 画 に ・環 と し て 同 区 に お け る 沈 降 フ ラ ッ ク ス 観 測 の 係 留 実 験 を 実
施 し て お り,季 節 的 及 び 経 年 的 な 変 動 傾 向 を 研 究 し て い る 。 こ れ ら の 成 果 は 国 内 の 関 連 学 会 ・シ ン ポ ジ ウ ム の み な
ら ず,諸 外 国 で 開 催 さ れ た 国 際 学 会 や シ ン ポ ジ ウ ム に お い て も 発 表 し て い る 、 特 に,第43次 隊 に よ る 専 用 観 測 船
に よ る 研 究 成 果 は2003年 度 日 本 海 洋 学 会 に て,ま た 極 地 研 一}三催 の 第26回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム で の 特 別 セ ッ シ ョ
ン に て,研 究 成 果 を 発 表 し,国 内 外 か ら 高 い 評 価 を 得 た 、
一一・方 北 極 海 に お い て は カ ナ ダ と の 国 際 共 同 ポ リ ニ ア 観 測 計 画 に 積 極 的 に 参 加 し
,観 測 計 画 の 立 案 ・実 施 を 分 担 し,
北 極 ボ フ ォ ー ト海 域 へ の 観 測 を 実 施 し た
4.研 究 活 動 歴
ア ル ゼ ンチ ン 南 極 観 測 隊 参 加(1975-1976)
第18次 南 極 地 域 観 測 隊 員 夏 隊 参 加(1976-1977)
第20次 南 極 地 域 観 測 隊 員 夏 隊 参 加(1978-1979)
米 国 ・ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所 招 鴨 研 究 員(1980)
第23次 南 極 地 域 観 測 隊 員 越 冬 隊 参 加(1981-1983)
オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 局 及 び ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド南 極 局 短 期 在 外 研 究 員(1983)
第27次 南 極 地 域 観 測 隊 員 夏 隊 参 加 昭 和(1985-1986)
米 国 ・ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所 と の 共 同 研 究 ベ ー リ ン グ 海 ・チ ュ ク チ 海 航 海(1988-1989)
第33次 南 極 地 域 観 測 隊 長 兼 越 冬 隊 長(1991-1993)
カ ナ ダ ・ラ バ ル 大 学 と の 共 同 研 究 リ ゾ リ ュ ー ト ・パ ッ フ ィ ン 湾 航 海U992-1998)
東 京 大 学 海 洋 研 究 所 白 鳳 丸 南 極 研 究 航 海(KH-94-4」 研 究(1995)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
　 　 G.W.　 Hosie,　 M.　Fukuchi,　 S.　Kawaguchi　 (2003):　 1)ev(・lopmellt　 of　the　Solitherii　 Oclean　 COIItillUC)11S　PIankton　 Re(lord(!r
slll'vey.　Progress　 il1　0ceallogrそ1phy,58、263-283
Sato,　 M.,　Sasaki,　 H.　and　 Fukllchi　 M.　(2002):　 Stable　 isotOI)i(1　(:oMPOSitiOll　 of　overv～111teriI19　 (:ol)ePods　 ill　theき)r℃ti℃
and　 subarctic　 waters　 alld　impliαitions　 to　the　feeding　 history.　 Joumal　 of　Marille　 Systems,　 38、　165-174
　 0date,　 T.,　Hirawake,　 H.,　Klldoh,　 S.,　Bert　 Klein,　 Bemal'd　 LeBlanc　 alld　M.　 Fukuchi　 (2002):　 Teinporal　 an(i　spatial
　 　 patterlls　 in　the　surface-water　 biomass　 of　ph>・rtol)1amkton　 ill　the　North　 Water.　 1)eep-Sea　 Reseai・ch　 II,　49,　4947-4958.
Tani11mra,　 A.,　Hoshiai,　 T.　and　 Fukuchi　 M.　 (2002):　 Change　 in　habitat　 of　the　 sylllpagic　 (こol)epod　 Paralal)idocera
　 　 　 Antarct,i(la　 froni　fast　i(:e　to　seawater.　 Polar　 Biol.,　25,　667-671.
　 　 Ullleda,　 II.,　Graham　 W.　 110sie,　Odate　 T.,　Ilamada,　 C.　alld　Fukuchi　 M.　(2002):　 Surface　 zooplankton　 commlmities　 ill
　 　 　 the　 Indian　 sector　 of　the　 AI/tarctic　 O(:ean　 il)　eai'ly　sllmlller　 1999/2000　 0bserved　 with　 a　COIItMllous　 Plankton
　 　 　 Recorder.　 Antarcti(:　 Record,　 46,　No.2　 287-299
　 　 1garashi,　 A.,　Niimaliami,　 H.,　Tsllchiya、 　Y.　and　 Fukuchi　 M.　 (2001):　 Bathymetric　 distributioii　 ()f　fossil　foramiliifei'a
　 　 　 withill　 marill(・ 　sedimellt　 cores　 frolll　the　 easterl|　 part　 of　LUtzow-Holm　 Bay,　 Eas{　 Antal℃tica,　 aRd　 its
　 　 　 paleoceanographi(:　 implications.　 Marin('　 ]Microl)aleontology,　 42　(3/4)、　125-162.
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Takell(:hi,　 1.,　X/▼atallabe、 　K.、　「「allilmlra,　A.　 and　 Fuku(⊥ 旦』(200ユ):　 Assemblagf}s　 of　 Ilecrol)hag()us　 auiiinals　 off
I・二11derby　 Lall(1,　 East　 Alllal・cli(・a.　 Polar　 Biol.,　24、　650-656.
Chi|)a,　 ,S.,　Ishimaru,　 T..　Hosi(＼ 　(i.W and　 Fuku℃hi.　 J㌧1.　(2001):　 Spatio-t(・luporal　 val'iability　 of　zooplankton　 ℃ommllllity
　 　 　 st　ru(:tul'e　 off　east　 Alltal・ ℃ti(:a　(90　 to　160'E).　 Mar　 E℃ol　 Prog　 ser　 vol.　 216,　 95-108.
　 　 Suzuki,　 H・,　・Sasaki.　 H・　and　 F・ku・hi、 　M・　(2001)・ 　Sh・ ・t　--t・rlll　vt}・i・bilit.v　in　the　 flux　 ・f　rapidly　 si・ki・ss　 l)ai'ti・・le・　i・　th。
　 　 Antarctic　 marginal　 ice　zolle.　 Polar　 Biol.,　 24、　697-705.
E旦 ム魍(2001):　 Global　 cliina{e　 change　 an(|　 polai・ 　Inarin(・ 　1)lankton.　 Btill.　Planktoll　 Soc.　 JaPal1　 48(　 1　),　41-50.
　 Odate,　 T・・　Imai・　K・　alld　Euku(hi　 L　(1998):　 chai-a℃teristi(・s　of　standard　 inethods　 of　NorPac　 Ilet　towing　 ill　the　high
　 　 　 latitude　 sea　al'ea.　Bull.　Pltmkton　 Soc.　.Jal)all、　・15　(1).　1-8.
6.ll頭 発 表 過 去 の 代 表 的 な 発 表
笠 松 伸 江 ・渡 辺 修 ・・ 「:藤 栄 ・小 達 恒 夫 ・ 「il士liJ'へL:タ ス マ ニ ア 南 方 難 局 海 域 に お け る1)MSお よ びDMSP
の 分 布 特 性.2003年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会,2003年9月23～27日,長 崎 大 学
'信 睾 享 ・[藤 栄 ・・」・達 恒 夫 ・ 糊J'乙[」:衛 星 か ら 見 た140:Eの 南 極 発 散 線 域 付 近 に お け る ク ロ ロ フ ィ ル 分 布 お
よ び 海 氷 分 布 の 経 年 変 動q997-2003・.極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第26回,2003年12月4・5日 国 立 極 地 研 究 所 ,
板 橋,東 京
岡 信 和 ・谷 村 篤 ・川 目 創 ・小 達 恒 夫 ・西 山 恒 夫 ・衙IJ't'一:2002年 お よ び2003年 夏 季,南 極 海 東 経140度 ラ イ
ン に お け るSalpa　 thoml)s()niの 分 布 と個 体 群 構 造 の 比 較.極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第26回 ,2003年12月4・5日
国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京
　 Hosie、 　G.　"...　Hunt、 　B.P.V.、 　Fukuchi、 　M.　and　 J.　A.　Kitch(inei'　 :　Sollthern　 Oc:ean　 Colltil)uous　 Plankton　 Re(:order
　 　 Sllrvey:　 Spatial　 and　 tem})c)ral　 I)atterns　 of　vai'iat　iol|　ill　zoopltmkton　 abundamce,　 distribution　 an(l　diversilv.　 the　26th
　 　 Symposnlm　 oll　Polar　 Biology,　 1)ecember.　 2003、 　NIPR.　 Tokvo.
石 井 雅 男 ・佐 々 木 津 ・渡 邉 修 一・・[AtSij'f'[H:オ ー ス ト ラ リ ア 南 方 の 南 大 洋 季 節 海 氷 域 に お け る 炭 素 フ ラ ッ ク ス.
極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第26回,2003年12月4・5日 ,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京
佐 々 木 津 ・岩 舘 由 美 ・山III正 俊 ・青 野 辰 雄 ・　 llllliJ'㌃田:2001-2002年 夏 季 の 南 極 海 季 節 的 海 氷 域 に お け る234T}、
で 推 定 し た エ ク ス ポ ー ト フ ラ ッ ク ス の 経 時 変 化 .極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第26回 ,2003年12JJ4・5日,国 立
極 地 研 究 所,板 橋,東 京
/ilP>K泰 史 ・岩 舘 由 美 ・佐 々 木 津 ・ 呈ij"[・ 谷 「-1旭:南 大 洋 イ ン ド洋 区 に お け る 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 現 存 量 と
沈 降 フ ラ ッ ク ス と の 関 係.極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第26回,2003年12月4・5日 ,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東
京
真 壁 竜 介 ・佐 々 木 津 ・谷 川 旭 ・[藤 栄 ・ 副{J'1-1:南 極 海 の 表 層300mに お け る 粒 状 有 機 炭 素 フ ラ ッ ク ス.根
城 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第26回,2003年12月4・5日 ,国 、ltl極地 研 究 所,板 橋,東 京
太 田 尚 志 ・高 橋 和 也 ・佐 々 木 津 ・tけ い 岨:南 極 海 の 季 節 的 海 氷 域 表 層 水 柱 を 沈 降 す る 微 小 動 物 プ ラ ン ク ト ン 破
片.極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第26i[JI,2003年12月4・5日,国 、71極地 研 究 所,板 橋,東 京
大 井 信 明 ・　Salldri(:　 Ch(・e　Yew　 LeOllg　 ・小 達 恒 夫 ・1;1'IJ'・田 ・田 日 新:2002年 夏 季 南 極 海 の 季 節 海 氷 域 に お け る
光 学 特 性 の 時 空 間 的 変 動.極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第26回 ,2003年12月4・5日,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東
京
笠 松 伸!:・;階f半fり]・L:藤 栄 ・・j・達i[ltlＬliC　・　 ・1士i・一 ・・:好 冷'「・kケ イ1築 のDMSP生 成 能.極 域 醐 勿シ ン ポ ジ ウ ∠、第
26回,2003年12月4・5日 ,国 立 極 地 研 究 所,板 橋,東 京
韓 東 勲 礪 邉 研 太 郎 ・・J・達 「吠 一 群 享 ・ 百川・糾:「 し ら せ 」 航 路 に 沿 ・、た 南 大 洋 イ ン ド洋 区 に お1ナ る 植 物
プ ラ ン ク ト ン 種 の 現 債1:と 鋼f・ 椒 好 物 シ ン ポ ジ ウ ム 第261・!],2003年12月4・5日 ,国 立 極 地 研 究 所,板
橋,東 京
梅 田晴 」㌃・小達恒夫 ・ 【テい な田:南 ノく洋 にお ける連続 プ ラン ク トン採 集器　(CPR)　 と光学式 プ ラ ンク トン計測 装
置(OP(J)の 比較解析 の検 討.極 域 生物 シンポ ジウム第26回,2003年12H4・5日,国 立極地 研究所,板 橋,
東 京
M　±iiJ'　"一 ・八一 ビー ・マ ーチ ャ ン ト ・岩 見哲JC:南 極魚拓 図録作成計 画一 芸術 家の 日を通 した南極 の魚一 .極 域
生物 シンポ ジウム 第26回,2003年12月4・5日 ,国 立極 地研究所,板 橋,東 京
　 Od・t・,　 T・,　Klld・h・ 　S・,　Hashid・ ・　G・・　K・w・gu(・hi、 　S.　&　M.　 Fuku・hi　 ・　A　p・・lil・illallX・　r・1・・,t　c、。　STAGE　 (St。die、 　,,ll　th。
一113一
　 　 　 Ant,arctic　 Ocean　 and　 Global　 Envirnment)　 Gordon　 Research　 Conference　 ol)　Polar　 Mar111e　 Sciellce,　 Ventui'a,
　 　 　 Canada,　 16-21　 March　 2003
　 　 Kasamatsu,　 N.,　S.　Kawaguchi,　 S.　Watanabe、 　T.　Odate,　 and　 M.　Fukuchi　 :　Possible　 iinpacts　 of　zooplankton　 grazing　 oll
　 　 　 I)M,S　 production　 ill　the　 Antarctic　 Ocean.　 Gord(m　 Research　 Conference　 oll　Polar　 Marine　 Science,　 Velltul'a、
　 　 　 Canada,　 16-21　 March　 2003
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 別 研 究 促 進 費(2)「 南 極 海 に お け る 海 洋 環 境 の 中 長 期 的 変 動 に 関 す る 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成!!～13年)
特 定 領 域 研 究(B)(2)「 北 極 域 海 洋 動 態 と 生 態 系 変 動 の 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成!!～16年)
基 盤 研 究(C)「 南 極 海 と地 球 環 境 に 関 す る 総 合 的 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成12年)
基 盤 研 究(B)(2)「 高 度 生 物 情 報 収 集 シ ス テ ム を 用 い た 極 城 中 深 層 生 態 学 の 研 究 」(研 究 代 表 者)(平 成11～13年)
研 究 成 果 公 開 促 進 費 「南 極 海 植 物 プ ラ ン ク ト ン デ ー タベ ー ス 」(研 究 代 表 者)(平 成14年)
研 究 成 果 公 開 促 進 費 「南 極 海 植 物 プ ラ ン ク ト ン デ ー タベ ー ス 」(研 究 代 表 者)(平 成15年)
8.講 演 な ど
は た が や 地 球 倶 楽 部(2002.5),全 国 労 働 保 険 事 務 組 合 連 合 会 東 京 会 講 演(2002.9),札 幌 公 民 公 開 講 演 会
(2002.10),NIIK徳 島 放 送 開 局70周 年 記 念　 NHK公 開 セ ミナ ー(2003.3)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 海 洋 学 会,日 本 プ ラ ン ク ト ン 学 会,日 本 水 産 学 会,米 国 陸 水 海 洋 学 会
10.受 賞 な ど
米 国 ゴ ー ド ン ・ リサ ー チ コ ン フ ァ レ ン ス(極 域 海 洋 科 学)
ll.　 他 大 学 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
生 物 ・医 学 専 門 委 員 会,企 画 調 整 会 議,編 集 委 員 会,運 営 会 議,運 営 評 議 会,　 SCAR　 Working　 Group　 of　Biology,
　 Group　 of　Specialists　 on　Environmental　 Affairs　 and　 Conservation,　 Joillt　Committee　 of　Ant,arctic　 Data　 Manageinent,
Steerillg　 Committee　 of　Ecology　 of　Antarctic,　 Sea　 Ice　Zone,　 Plannilig　 Group　 of　Southern　 Ocean　 JGOFS,　 CCAMI.R日
本 代 表 メ ン バ ー 委 員,　 AOSB日 本 代 表 委 員
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
南 北 両 極 海 に お け る 海 洋 生 産 の 中 長 期 的 な モ ニ タ リ ン グ 観 測 の 実 施 及 び,地 球 規 模 環 境 変 動 と の 関 連 の 解 析 が 大
き な 研 究 課 題 で あ る 。 プ ラ ン ク ト ン現 存 量 測 定 な ど の い くつ か の 具 体 的 な 観 測 項 目 に つ い て は 国 際 的 共 同 観 測 体 制
に よ り 観 測 を 実 施 し て い る,
④ 小達恒夫 研究系生理生態学研究部門教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),水
産学博士(北 海道大学:1989年)
1.専 門領域:極 域生物海洋学
2.研 究課題:極 域海洋における一次生産過程及び関連す る海洋現象の解明
3.研 究活動の概要と成果
極域海洋生態系は,生 物生産の高いことが知られている..こ のことは,南 極海ではナンキ ョクオキア ミの生物量
の高 さ,更 にはそれを捕食するクジラ類の生物量か らも容易に想像 される。こうした生物 も元 をただせば植物 プラ
ンクトンによる一次生産に出発する食物連鎖上にあることから,極 域海洋生態系では一次生産量が高いもの と推測
される,し かしなが ら,ど の ような要因によって高い一次生産が達成 されているかについては不明な点が多い、 一
方,一 一ー般的には極域海洋では海氷が融解する初夏に,植 物 プランク トンが大増殖すると考えられているが,植 物 プ
ランク トンの最大現存量や持続時間等には,そ の海域の地形や海流等により地域性がみ られることも事実である、
植物 プランクトンの分布 に関する,一 般的特性 とローカルな影響 を解明するために,極 域の様々な海域でフ ィール
ドワークを行 っている。これまでに研究 を実施 して きた海域では,植 物プランク トン量が高 くなる時期 ・場所 にお
いては,湧 昇による栄養塩供給,表 層水温の上昇に伴 う成層化が見られることを指摘 してきた,,特 に,北 極海域で
は,生 物生産が高い とされるポ リニア域のケー ススタデ ィー としてパフ ィン湾北部に形成 されるNortll　Water
Polyllyaを 研究対象域 として…次生産過程 を調べ,従 来考えられてきた過程とは異なった一'一次生産過程における同
海域の特異性を指摘す ることが出来た、
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45.
?
石膏究t[ga－動 日空
白 鳳 丸KH86-3航 海(北 部 北 太 平 洋,ベ ー リ ン グ 海,ア ラ ス カ 湾)参 加Ill986)
第33次 南 極 地 域 観 測 隊/t夏 隊)参 加.19.91-1992)
第38次 一南 極 地 域 観 測 隊(夏 隣)参 加.「1996-19971iF
IIlterllatiollal　 North　 Water　 Polyllia　 Stlldy　 1998参 加(1998)
International　 North　 SLVater　 Polynia　 ,Study　 1999参 加(1999'r]
Australian　 National　 Antar(tti(t　 Resear(:h　 Expedition　 Voyage　 6参 加(2001)
第43次 南 極 地 域 観 測 隊1夏 隊)参 加12002)
第44次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊1参 加(2003)
JAMSTEC　 「み ら い 」MRO3-KO4-6航海 参 加(2004)
学 術 論 文(過 去5年 間 の一重 要 論 文)
Odate、 　T.　 and　 K.　 Imai　 (2003):　 Seasolial　 variatioll　 ill　chlorophyll-specifie　growth　 and　 nnicrozooplankton　gl'azing　 of
phytoplankton　 in　Japanese　 coastal　 water.　 ・lo?Lrb'n.al　Qf　」Plα]Lkto/e.、Reserw℃h,25(12):1497-1505.
Odate、 　T.,　K.　Furuya　 and　 M.　 Fuku(:hi　 (2002):　 Photosynthetic　 oxygen　 prodllctioll　 alld　 commUIIitY　 respiration　 ill　tlle
Indian　 sector　 of　the　 Alltai'(rt　ic　Oceall　 during　 allstral　 sulnnler.　∫)olαu'Bio!.ogy,25(11):859-864.
Kashino、 　Y.,　S.　Ku(loh,　 Y.　Ilayashi,　 YSuzuki,　 T.　Odate.　 T.　Hirawake,　 K　 Satoh　 and　 M.　Fukuchi　 (2002):　 Strategies　 of
ph:　Ttoplankton　 to　perform　 effe(ltive　 photosynthesis　 ill　the　 North　 Water.　 Deep-SeαReseαrch∬,49(22-23),5049-
5061.
Ω 岨,　 T.　Ilirawake,　 S.　Kudoh,　 B.　Klein,　 B.　LeBlaIlc　 alid　 M.　 Fukuchi　 (2002):　 Temporal　 and　 spatial　 pattelllls　 ill　the
sllrface-water　 biornass　 of　phytoplankton　 in　the　 North　 Water.　Dθe.ρ－SeαRe)seareh∬,49(22-23),4947-4958.
Umeda,　 H.、　G.　 W.　 Hosie,　 T.　 Odate,　 C.　 Hamada　 and　 M.　Fukuchi　 (2002):　 Surface　 zooplankton　 colnmunities　 ill　the
　 Illdiall　 se℃tor　 of　the　 Antarctic　 O(leall　 ill　early　 sull'llller　 l999/2000　 0bserved　 with　 a　Continu(⊃us　 Plankt()n　 Recorder.
/1〃 孟αノ℃〃cRecord.,46(2),287-299.
Odat,e、 　T.　 and　 S.　Saitoh　 (2001):　 Chlorophyll　 specific　 growth　 rate　 and　 grazing　 mort,ality　rate　 of　phytoplallkton　 ill　the
　 shelf　 water　 of　the　 Bering　 Sea　 ill　sulllmer.　 Potct'r　 Bioscie'nce,　 (14),　 122-128.
工 藤 栄 ・伊 倉 千 絵 ・ 高 橋 晃 周 ・ 西 川 淳 ・石 川 輝 ・ 鷲 山 直 樹 ・ 平 課 亨 ・小 達 恒 夫 ・渡 辺 研 太 郎 ・福 地 光 男
(2001)二,JARE-・39,-40「し ら せ 」 航 路 に 沿 っ た 夏 季 南 大 洋 イ ン ド 洋 区 に お け る 表 層 水 中 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン 現
存 量.南 極 資 料,45(3),279-296.
Fortier,　 L.,　M.　 Fortier,　 M.　Fukuchi,　 1).　Barber,　 Y.　Gi'attoIi,　 L.　Legendre,　T.　 Odate,　 and　 B.　 Hargrave　 (2001):　 The
International　 N()rth　 Water　 Polyllya　 Stlldy　 (N()W):　 A　 progress　 report.ルrρ1ηo惚ofNattonα11-]i.st?:t'tt.te(ゾ∫)olαr
Resea〃"cJt,　 、～'ノ')eciα.II.ssu(・54、343-348.
Odate、 　T.,　T.　 Hii・awake,　 A.　 Taniniura　 all(l　M.　 Fukuchi　 (2000):　 Spatial　 patterlls　 ill　Ilutriellt　 and　 in　vivo　 fluores(:ellce
　 distributions　 in　the　 margillal　 ice　z()lle　and　 the　 seasonally　 ol)ell　 oceanic　 zolle　 ill　the　 Indian　 Sector　 of　the　 Antarctic
Ocealt,　 in　austral　 sulmller.　・JθuritαtQアOceα}tθOrαph:1ノ,56,185-196.
小 達 恒 夫 ・ 石 井 雅 男(1999):南 大 洋 イ ン ド 洋 セ ク タ ー に お け る 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 分 布 と 一 次 生 産 過 程 .月 刊
〆毎 桔ピ,31(12),783-790.
Harrisom,　 P_　 J.,　P.　 W.　 Boyd,　 D.　 E.　 Varela、 　S.　 Takeda,　A.　 Shiomoto　 and　 T.　 Odate　 (1999):　 Comparison　 of　 fact()r
c(mtrollillg　 phytoplankton　 I)roductivity　 ill　the　 NE　 and　 NW　 Subarctic　 Pacific　 Gyres.　∫)rogreSS力 乙()ceα ・n.o(qra!りlz:t/,
43,205-234.
Odat.e、 　TL,　N.　 Shiga,　 S.　Saitoh,　 T.　Miyoi　 and　 S.　Takagi　 (1999):　 Distributioii　 of　phytoplankton　 abundance　 and　 pllysical
　 properties　 ill　the　 solltheastenl　 shelf　 of　the　 Bering　 Sea　 in　sulnll'ler.　 ∫)ol.ctrBioscie}i.ce,　 (12),　 1-14.
小 達 恒 夫,坂 岡 桂 一一郎,梶 原 善 之,今 井 圭 理,小 林 直 人,目 黒 敏 美,福 地 光 男(1999):高 緯 度 海 域 に お け る ノ
ル バ ッ ク ネ ッ ト 標 準 採.集 の 特 性 一 そ の2 .荒 天 下 に 起 こ る 過 剰 曳 網 と プ ラ ン ク ト ン 現 存 量 評 価.E7本 プ ラ ン ク
ト ン 学 会 報,46(2),134-142.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(B)北 極 域 海 洋 動 態 と 生 態 系 変 動 の 研 究(研 究 分 担 者)(平 成11～16年)
一115一
基盤研 究B(2)南 極海 の時 系列現 場観 測 に よる植物 プラ ン ク トン と硫化 ジ メチ ル生 成 に関す る研究(研 究代 表
者t,いF成14～17年 度)
基盤 研究B(2)植 物 プラ ン ク トンの硫 化 ジ メチ ル生成 に関 す る生 理 ・生態学 的研 究(研 究 分担 者)　 el城14～
17年 度)
8.講 演 な ど
朝 日南 極教室(2004.327)
9.学 会 及び社会的活 動
10.受 賞 な ど
日本海 洋学会 岡田賞(1992)
11.他 大学 等で の講義 な ど
12.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
International　 Arctic　Polyllya　I)rograllune,　Scielltific　Coor(linating　GI・oul)メ ンバー(2000.4.1つ
日本学術 会議地球 環境研究 連絡 委員会SOLAS小 委員会(委 員)(2001.4.1-)
13.研 究活動 の課題 と展望
植 物 プラ ンク トンの 光合成過程 は,炭 酸 ガスの 同化作用 であ り,大 気 中の 二酸 化炭素 を吸 収す る効 果が あ る 近
年 の研究 では,動 ・植物 プ ラン ク トンの 生産過程 の中で,地 球温暖 化 に負 の フ ィー ドバ ック効 果を持 つ硫 化 ジ メチ
ルやポ ジテ ィブな効 果 を持 つ メタン といった物 質 も生 産 され ている こ とが指摘 されてい る、 これ らの効果 が生態 系
の 中で複 合的 に働 くときの影響 を解明す る こ とが今後の研 究課題 となる.、こう した研究 のため には生物研 究 者 と化
学研 究 者 との連携 が必要 であ り,両 者が 緊密 な連携 を とる ことによ り新 たな研 究分野 が拓 ける もの と期 待 され る
⑥ 渡 邉研太 郎 資料 系 生物 系資 料部 門 助教授,総 合研 究 大学 院大学 先導科学研究 科生 命体科学専 攻助教授(併 任),
農学博 士(東 京大学:1988年)
1.専 門領域:海 洋 生態学
2.研 究 課題:海 氷域 にお け る海洋 低次生 産過程 の研 究
3.研 究活 動の概 要 と成果
南 ・北 両極海域 に は季節 的 に面積 を大 き く変動 させ る海氷が広 が り,毎 年結 氷 ・融解 を くり返 して いる,、そ こに
は海氷 中で増殖 す る低次 生 産者の ア イスアル ジー　(ice　algae)　 をは じめ としてそ れに由来 す る有機物 に依 存す る オ
キ ア ミ,魚 類,ヘ ンギ ン,ア ザ ラシや ヒゲ クジラ類がユ ニ ー クな海氷圏 生態系 を作 って いる。 高緯度 に起 因す る,
ふ りそそ ぐ太陽 エ ネルギーの 大 きな季節 変化,海 氷の消 長等 に よ り海氷 圏生態 系が ほかの地域 の生態 系 と比べ て ど
の ように違 うの か,様 々な 面か らの アプ ローチ を行 ってい る 、
定着 氷 に覆 われた南極 昭和 基地周辺 の沿岸 におけ る海氷 ドの微 細藻類 群集 に関す る観 測結果 を取 りまとめ,季 節
変化 を検 討 した、夏期 を中心 と して植物 プラ ンク トンのPhaeocystiS　 Sp.が 急 増 したほか,ア イスア ルジー と して優
占 したNitzschia　 SPp.が 初夏 に相対 的 に多 くな り,海 氷の融解 と符 合す る結果 を示 したtt　また,ア イスアル ジーの
増 殖 基盤 となる海氷の広 が りは低次生 産の 大 きさに影響 を及 ぼす と考 え られ る 低次生 産 を基礎 とす る海洋生態 系
の高位 に位置す るペ ンギ ン類 の個体数 の年 々変動 デ ー タを とりまとめ,海 氷変動 と海洋 生態系 の リン クを解明 す る
基礎資料 を作成 した、
4.研 究 活動歴
第22次 南極 地域観測 隊 夏隊参加(1980-81)
第24次 南極 地域観測 隊 越 冬隊参加(1982-84)
CHINARE--5長 城基地 で外 国共同観測(1988-89)
ANARE　 Aiirora　Australis観1則 航 海(1992)
第35次 南 極地域観測 隊 越 冬隊参加(1993-95)
ス クリプス海 洋研究所,ア ラス カ大学 海洋研究所 等 在 外研究 員(1998)
第40次 南極 地域観測 隊 夏隊参加C19.98-99)
第41次 南 極地域観測 隊 越 冬隊長(1998-2001)
第46次 南極 地域観測 隊 越冬 隊長(2004-2006)
5.学 術 論 文(過 去5年 間の重要論 文)
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　 　 Kato,　 A.,　"」atanabe,　 K.,　Nailo,　 Y.　(2004):　 "Population　 chimges　 of　 Adelie　 alld　 emperor　 l)engllills　 along　 t}he　Prillce
　 　 　 Olav　 Coast　 and　 ()n　the　 Riiser-Lars()n　 I'eninsula,"　 Polar　 Biosci(・llce.　 17,　118-123.
　 　 Kudoh,　 S.,　Watailab(＼ 　K.　 and　 Inlui'a、 　S　(2003):　 E(:ologi(・al　 sludies　 of　 a(luati(:　 moss　 I)illars　 ill　Antarctic　 lakes.　 2.
　 　 　 Telllperanlr(}　 and　 hght　 ellvil'OII}llent　 at　lh(・　Inoss　 habitat.　 Polar　 Bioscience　 l6:23-32.
　 　 TakeuChi,　 1.　and　 NVatallabe、 　K　 (2002):　 Mobile　 el)ip}|yti(:　 illvertebl・ates　 mhabitil|g　 the　 bl・owtl　 ma(:rOalga,　 1)eSml)1・estia
　 　 　 chordaris　 lln(ler　 tlle　coastal　 fast-i(:e　 of　Lutzow-Ilolm　 Bily、　Easl　 Ailtar℃tica.　 Polar　 Biol.　 25:624-628.
1:藤 栄,伊 倉 丁一絵,高 橋 晃 周,西 川 淳,石 川 輝,鷲 山 直 樹,平 澤 享,小 達 恒 夫,渡 邉 研 太 郎,福 地 光 男
(2001):JARE-39,40し ら せ 航 路 に 沿 っ た 夏 季 南 大 洋 イ ン ド 洋 区 に お け る 表 層 水 中 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン 現 存 量 .
1幸∫桐{資 半十45(3):279-296.
"rakeu('hi,　L,　 NVatanabe.　 K.,　 Tそ〕11imllra_＼.　 all(l　Fuku(:hi、 　M.　 (2001):　 Assemblages　 of　lle(:i'ophagous　 allillltlls　 off
Ender|)y　 Lan(1,　 East　 An‡arcticと1.Polai'Biol.24:650-656.
　 　 Ikeya,　 T.,　 Kashino、 　Y.,　Kudoh,　 S.,　Imui'a,　 S.,　Watanabe、 　K.　 and　 Fllku℃hi,　 M.　 (2000):　 Accliination　 of　 photosynthetic
　 　 　 properties　 ilU)sycllropllilic　 (liatom　 isolated　 under　 differeI|t　 light　 illtellsities.　 Polar　 Bios(:iellce　 13:43-54
　 Kashino,　 Y.,　Fujimoto,　 K,　 Akainatsu,　 A.、　Koike,　 H.,　 Satoh,　 K.,　 Ikeya,　 T.,　Imura,　 S.,　Wat,anabe.　 K.　 alid　 Kiidoh,　 S.
　 　 (1999):　 A(:climatioll　 of　i(:e　algae　 t()　higher　 irradiance.　 In　P}lotosyllthesis:　 Mechanisms　 aIld　 Effects　 Vol.　 III　ed.　 By
　 　 　 G.　Garab,　 Dordrecht　 、　Kluxvar,　 2237-2240.
6.目 頭 発 表1過 去 の 代 表 的 な 発 表
渡 邉 研 太 郎,佐 藤 博 雄:南 極 定 着 氷 ドの ネ ッ ト植 物 プ ラ ン ク ト ン、 第26回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム.2003.124.
　 Watamtibe、 　K.,　 IJshio,　 S.,　Fukama(lhi,　 Y.　 Nakane,　 K.,　 Kadomoto.　 Y.,　Obara,　 T.,　 Kojima,　 J.,　Sirasaki,　 Y.,　Asai,　 T.,
　 　 Tetsuka,　 K.,　 Hama()ka、 　S.　and　 Fukuchi,　 M.　 :　Field　 exl)erim(Illts　 of　 an　 lmder-ice　 marille　 obsei'vation　 systelll
emplo.yilig　AUV　 iIl　Molnbetsu　 P()1・t.　The　 l81h　Intemと ヨtiollal　Sylnposillm　 oll　Okhotsk　 Sea　 aild　Sea　 Ice,　Mombetsu,
23-27Febrllary,2003
渡 邉 研 太 郎,牛 尾 収 輝,深 町 康,中 根 健 志,門 元 之 郎,小 原 敬 史,小 島 淳 一一,白 崎 勇 一ー一,浅 井 輝 之,手 塚 賢,
浜 岡 荘 司,福 地 光 男:AUVを 用 い た 海 氷 域 海 洋 観 測 シ ス テ ム の 開 発.第25回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム.
2002.12.5
　 Wataiiabe　 K　,　Hirawake,　 T.　an(l　 Fukuchi,　 M.　 :　Satellite　 o(:()t]ll　℃olor　 monitoring　 at　.Syowa,　 East　 Alltarctica.　 The　 Ninth
　 　 II)ternational　 ,SYml)OSil1M　 (m　 Antal'(:ti℃ 　S(lien(:e,　 Korean　 Ocean　 Research　 and　 I)eveloplneiit　 Iiist,itute,　 Ansam,　 8-10
0(:tober,2002
渡 邉研 太郎,'F澤 享,福 地 光男:昭 和 基地北 方海氷域 において海 亀衛 星に よ り観測 され たブル ーム.2002年 度
日本海洋学 会秋季 ノく会.2002.10.4
渡邉研 太郎,平 課 享,福 地 光男:昭 和 基地での 海亀衛 星観 測.第24回 極域 生物 シ ンポ ジウム.2001.12.6
渡邊 研 太郎,吉 田1教,加 藤 明子:昭 和 基地 周辺 での航 空機 に よるヘ ンギ ンセ ンサ ス.第24回 極域 生物 シ ンポ
ジウム.2001.12.6
7. 科学研究費補助金取得状況
特定領域(B)「 北極域海洋動態 と生態系変動の研究」(研 究分担者ノ
基盤研究1:B可 画像及び3次 元行動データロガーを用いた海洋高次捕食者による中 ・深層生物の研究」1研 究分
担 者1
基盤研究 ℃:「 転換期南極条約体制が直面す る組織的 ・環境約諾課題の複合研究」(研 究分担者)
研究成果公開促進費 「南極海プランクトンデータベース」ii1581161jil作成分担者)
8.講 演 な ど
南極教室 「南極 の環境 と生物一1,会津 若松,2003年11月8日.「 南極か ら見た地球環境 」,
"F－成15年 度 こ ども国連環境 会議 全国 大会,東 京,2003年8月18日.「 南極 の 自然 と生 命」,板 橋 教 会オー プ ンチ
ャーチ,東 京,2003年7月26日.
9.学 会及 び社 会的活 動
日本海 洋学 会,日 本水 産学 会,日 本プ ラ ンク トン学 会!和 文誌編 集委 員1,日 本藻 類学 会,米 国藻類学 会,国 際
珪藻学 会,日 本珪藻 学 会
10.受 賞 な ど
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11.他 大学 での講義 な ど
　　 "An　overview　 of　the　Japanese　 Antarctic:　Research　 Expeditiol1　 (JARE)　 alld　its　selected　a(}hieveinelits　ill　Illarille
　biology."　The　Chulalongkorn　 UIliversity　Workshop　 oll　Antar(;tic　Research,　 Bangkok,　 Feb.　6,　2004.
総合研 究 大学 院大学 先導科学 研究科 生命体 科学専攻 講義
12.内 外 の主要 な会議委 員な ど
外)第26回 南極 条約協議 会議 お よび同環 境保 護委 員会 日本代 表団 員,マ ドリ ッ ド,2003年6月9-20日,地球 科
学技 術 フ ォー ラム委員
内)国 際企画 委員 会(幹 事),南 極観測 中長期計画 分科 会(幹 事),研 究 委員 会(委 員),共 同研 究委 員会(委 員),
南 極圏環境 モ ニ タリング研 究セ ンター運営 委員 会(委 員),南 極 地域 観測 廃棄物再 利用検討 委員 会(委 員)
13.研 究活動 の課題 と展望
海氷域 にお ける低次生 産は海 氷,積 雪 が海 中へ の 日射 を減衰 させ,ま た海氷 を基盤 と して光合成 を行 うア イスア
ル ジー の現 存量 に大 きく影響す る こ とか ら,海 氷 圏生態 系 にお いて極め て大 きな影響 を及ぼす こ とが予想 され てい
る 海氷域 の広 が りと共に海氷 下の環境 要因 を把握 す る ことは海氷域の生 態系 におけ る各プ ロセ ス を解 明す る上で
重 要で あ る、現場 で の効率 的,確 実 な観測 の ため,無 人観 測 システム,　AUVを プラ ッ トフ ォー ム と した観測 手法
等,新 たな観測 手法の確 立 を目指 す こ とが必 要 であ る 、また,南 極海域 におけ る観測 で蓄 積 され たデ ー タ,サ ンプ
ルの解析 を行 い,南 極海 生態系 を よ り深 く理解 す るため のデ ー タベー スを公開す る こと も重要で あ る。 これ らに よ
り南極海域 の生物 生産の長 期変動 を明 らか に し,海 氷圏生態 系の より深い理 解 をめ ざして いる。
⑥ 伊 村 智 研 究 系 生 理 生 態 学 研 究 部 門 助 教 授,博 士(理 学),(広 島 大 学:1992年)
1.専 門 領 域:植 物 繁 殖 生 態 学
2.研 究 課 題:極 域 陸 上 植 物 の 繁 殖 生 態 学,南 極 湖 沼 の 生 態 系 構 造 の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
南 極 の 露 岩 域 に 点 在 す る 湖 沼 中 に は,周 囲 の 陸 一ヒよ り も 遙 か に 豊 か な 生 態 系 が 成 立 し て い る こ と が 明 ら か に な っ
て き た 、 特 に 藻 類 と コ ケ 植 物 か ら な る 群 落 は,陸 上 植 生 を し の ぐ 大 き な 生 物 量 を 持 つ 可 能 性 が あ る 、,第42次 日 本
南 極 地 域 観 測 隊 夏 隊 に 参 加 す る こ と で 得 ら れ た サ ン プ ル に 基 づ き,湖 沼 底 に 生 育 す る 水 生 蘇 類 の 分 類 と 繁 殖 構 造 に
関 す る 遺 伝 的 解 析 を す す め た 。 ま た,土 壌 ・湖 沼 ・氷 床 中 の 微 生 物 研 究 を 進 め る た め の 研 究 グ ル ー プ を 組 織 す る と
と も に,実 際 の 解 析 手 法 の 検 討 を 行 っ た 、
4.研 究 活 動 歴
第36次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(1994-1996)
イ タ リ ア ・テ ラ ノ バ 基 地(交 換 科 学 者)参 加(1998-1999)
ア メ リ カ ・カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学(在 外 研 究 員,短 期)(1999)
ノ ル ウ ェ ー ・ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 観 測 参 加(1999)
第42次 南 極 地 域 観 測 隊(夏 隊)参 加(2000-2001)
第45次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加(2003-)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
Okit.su,　S.,　Imllra　 S.　alld　Ayukawa,　 E.　(2004):　 Micro-relief　 distribution　 of　major　 mosses,　 Pott?[α んθ加7η,　Cerαto(i.θ 〃
pz〃 γ)zLre'?.ts,　B'xrty't.tn?　psezLdot-ri.(?'et・etr't.txx?,　Gi'?"n?xnia　 lau'iana.　 andBη ノtL'n2　argettte.　'tL'xn,,　ill　ice-free　 areas　 alollg　the
　　　　S6ya　 Coast,　 (:ontinental　 part　of　East　 Antarctica.　 Polar　 Bioscience　 17:　69-82.
　 　 At)yzov,　 S.,　Fukuchi,　 M.,　Imllra　 S.,　Kanda,　 H.,　Mitskevi(lh,　 L,　Naganuma,　 T.,　Poglazova,　 M.,　 Savatyugill,　 L.　and
　 　 　 Ivanov,　 M.　 (2004):　 Results　 and　 perspectives　 of　biological　 investigations　 of　the　 AIltarctic　 ice　sheet.　 Polar
Bioscience17:106-116.
　 　 Kanda,　 H.,　Imura　 S.　and　 Ueno,　 T.　(2004):　 On　 the　stmctllres　 of　moss　 colony　 in　the　Yukidori　 VaUey,　 Langhovde,　 East
　　　　Ai)tarctica.　 Polar　 Bioscience　 l7:　128-138.
雌 ・工 藤 栄 ・坂 東 忠 司 ・大 谷 修 司 ・瀬 戸 浩 二 ・伴 修 平 ・神 田 啓 史(2003):南 極 湖 沼 に お け る 生 態 ・地 史 学
的 研 究 計 画 　(REGAL　 Project)　 一 こ れ ま で の 経 過 と 今 後 の 計 画 一.南 極 資 料.47(2):272-281.
岩 井 雅 夫 ・但 」ゴ三豊 ・神 田 啓 史(2003):「 イ タ リ カ 号 」 に よ る ロ ス 海 調 査 航 海:第14次 イ タ リ ア 南 極 観 測 隊
(ANTA98/99).南極 資 料.47(2):288-303.
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6.
墜L智(2003):蘇 類 コ バ ノ チ ョ ウ チ ン ゴ ケ の 繁 殖 動 態.蘇 苔 類 研 究.8(7):214-217.
魍(2003):研 究 室 ・研 究 所 め ぐ り ⑰.国 立 極 地 研 究 所 生 物 学 研 究 グ ル ー プ 陸 上 生 物 分 野.遺 伝.
57(5):101-103.
Imura.　 S.,　Bando、 　S.,　Seto,　 K.,　 Ohtani,　 S.,　Kudoh,　 S.　and　 Kallda,　 H.　(2003):　 Distribution　 of　aqllatic　 mosses　 il)　the
　　 S6ya　 Cr)ast　 region,　 East　 Antarctica.　 Polar　 Bioscience,　 16,　1-10.
Kudoh,　 S.,　Tsuchiya,　 Y.,　Ay　 ikawa,　 E.,　Inmra、 　S.　and　 Kanda,　 H.　 (2003):　 Ecological　 studies　 oll　aquati(:　 Inoss　 pillars　 ill
Antarctic　 lakes.　 L　Macro　 structllre　 and　 carbon,　nitrogen　 and　 chlor()phyll　 a　contents.　 Polar　 Bioscience,　 16,　1ユー22.
Kudoh,　 S.,　Watanabe,　 K　 and　 Imura.　S. (2003):　 Ecologi(:al　 studies　 on　 aquatic　 moss　 pillars　 ill　Antar(〕tic　 lakes.　2.
　 Temperahlre　 all(1　1ight　 ellvirOlln'lellt　 at　the　 moss　 habitat.　 Polar　 Bioscience,　 16,　23-32.
Kudoh,　 S.,　Kashino,　 Y.　and　 Ilnura、　S.　(2003):　 Ecological　 studies　 ol/　aquatic　 moss　 pillars　 ill　Antarctjc　 lakes.　3.　Light
　　respollse　 and　 chilling　 and　 heat　 sensitivity　 of　photosynthesis.　 Polar　 Biosciel/ce,　 16,　33-42.
Okitsu,　 S.,　Imura.　 S.,　and　 Ayllkawa,　 E.　 (2003):　 Stmctllre　 alid　 dynamics　 of　the　 Ce・rαtodo}?.μ の りωw3s　 -Bt"yto't?
1)sθ?Ldα 〃(1?1.(?tノ"elm　 commullity　 il/　the　 Yukidoi'i　 Valley,　 Langhovde,　 continental　 Antar(}tica.　Polar Bioscienc ,　 16,
49-60.
Kudoh,　 S.,　Ilnura.　 S.,　and　 Kashino,　 Y.　(2003):　 Xanthophyll-cycle　of　ice　 algae　 oll　the　 sea　 ice　 bottom　 ill　Saroma　 K()
　 lagooll,　 Hokkaido,　 Japan.　 Polar　 Bioscience,　 16,　86-97.
幽 ・k野 健 ・鮎 川 恵 理(2003):l!.生 態 観 察 法.日 本 蘇 苔 類 学 会 記 念 出 版 物 編 集 委 員 会(編) .コ ケ 類 研 究
の 手 引 き.pp.109-113.日 本 蘇 苔 類 学 会 .
Kanda,　 H.,　Ohtani,　 S.　and　 Imura、 　S.　 (2002):　 Plant　 comlm111iti(}s　 at　Dronning　 Maud　 Land.　In　Beyer,　 L.　&　 B61ter,　 M.
　 (eds.)　 Ecological　 studies　 154:　 Geoecology　 of　AIltarctic　 Ice-Free　 Coastal　 Landscapes,　 pp.　 249-264.　 Sprillger-
　 Verlag,　 Heiderber9.
Irlmra.　 S.　(2002):　 Periodicity　 of　vegetative　 diaspore　 forination　 in　some　 Japanese　 mosses.　Hikobia,　 13,　685-691.
埋 土L萱 ・神 田 啓 史(2002):南 極 湖 沼 底 の 水 生 蘇 類 群 落.蘇 苔 類 研 究,8,69-73.
Ayukawa,　 E.,　IIIIlra、 　S.,　Kudoh,　S.　and　 Kallda,　 H.　 (2002):　 Reproductive　 phenology　 of　subalpine　 moss,　 })oZ〃 〃(1/zl1,)7?
θhio(η/sθRen.　 et　Card.Polar　 Bioscience,　 15,　88-96.
U・n・,T・ ・-lmuraSandKa・d・ ,H・(2001)・C・i・ ・yf・ ・ma・d・h・ ・tm・ ・ph・1・gy・fSani・'・1・i・tti?.c71'nata(H。dw.)
L・e・k・g・ ・Wingi・diff・ ・elltw・t・ ・c・ ・diti・nsillthehigh…ti・,Spit・b・ ・ge・,S・ ・lbard.B・y・1・gicalR。・earch,8,1.
6.
鮎 川 恵 理 ・地L萱 ・神 田 啓 史(2001):南 極 ラ ン グ ホ ブ デ 雪 鳥 沢 に お け る 蘇 類 の 繁 殖 体 バ ン ク .南 極 資 料,45,
320-328.
瀬 戸 浩 二ll・　EtNiEII・ 板 東 忠 司 ・神 田 啓 史(2001):南極 湖 沼 に 記 録 さ れ た 完 新 世 の 古 環 境 .月 刊 地 球,24,31-36.
Ikeya、 　T.,　 Kashino,　 Y.,　Kudoh,　 ,S.,　Imura、 　S.,　Watallabe,　 K.　 and　 Fukuchi,　 M.　 (2000):　 Acclimatioll　 of　photosysthetic
　 properties　 ill　psychrophilic　 diatom　 isolates　 uiider　 different　 light　 intensities.　 Polar　 Bioscience,　 13,43-54.
Imura.　 S.,　Bando,　 T.,　Saito,　 S.,　Seto,　 K　 and　 Kanda,　 H.　 (1999):　 Benthic　 moss　 pillars　 in　Antarctic　 lakes.　Polar　 Biology,
22,137-140.
WasaIlo,　 N.,　Iinura、 　S.　and　 Ohba,　M.　 (1999):　 Failure　 to　recover　 E'iαcillti,s　t/z2m}zσ 乞(珊8乞sfromtheLutzow-HolmBay
　 I'egioll　 of　AIltarctica.　 Letters　 in　Applied　 Microbiology,　 28,　49-51.
口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
Imura・ 　S・　(2003):　 SoIne　 noteworthy　 results　 of　genetic　 illvestigatiolls　 oll　biodiversity　 and　 reprodllctive　 inode　 of
　 Antarctic　 mosses.　 RiSCC　 Symposium　 (Ital.y).
Imllra、 　S.　(2003):　 Japanese　 lillmetic　 I)r'oject　 ill　Antarctica　 -　Present
,　past　 and　 future.　 RiSCC　 Sy.　mposium　 (ltaly).
Imura.　 S.　 (2003):　 Several　 t.ypes　 of　 chamber　 app|ied　 to　 Continental　 AIltarctica　 (1994-2002).　RiSCC　 Sympos山m
　　(Italy).
鮎Jll恵 理 ・低 土L萱 ・神 田 啓 史(2003):南 極 に お け る コ ケ 植 物 の 繁 殖 特 性 と 群 落 の 成 立 過 程 .日 本 蘇 苔 類 学 会 第
32回 大 会(神 奈 川).講 演 要 旨10.
瀬 戸 浩 二 ・坦 圭L智(2003):.西 オ ン グ ル 大 池 の 水 質 と 底 質 環 境 .地 学 シ ン ポ ジ ウ ム(東 京).講 演 要 旨.1-2.
Imura,　 S.,　Kudoh,　 S.　and　 Kanda,　 H.　 (2002):　 Lakes　 ill　Antarctica　 --1)ow,　past　 and　 future.　 XXV　 Symposium　 (m　 Polar
－119一
　　　 Biology　(Tokyo).　 Abstract　23.
　　 Imum　 S.　and　Kanda,　 H.　(1998):　Moss　tussoc:ks　at　the　bottom　 of　lakes　ill　the　vicillit.Y　of　Syowa　 Statioll,　Antar(・ti(la.
　 　　VII　SCAR　 International　Biology　Sylnposnlm　 Christchurch.　 Sept.　1998.
7.科 学研 究費補 助金取得状 況
基盤研 究(C)(2)「 南極 陸 上植物 相の 多様性 と進 化」(研 究代表 者)(平 成12～15年 度)
8.講 演 など
中野 区立 第 七中学 校 総 合 的 な学 習 の 時 間(2003.4.30),日 本 蘇苔 類 学 会 第32回 大 会公 開 シ ンポ ジ ウム
(2003.82)
9.学 会及 び社 会的活動
日本蘇苔類学 会(地 方幹事),日 本植物学 会,日 本蘇苔類学 会,種 生物学 会,国 際蘇 苔類学 会,日 本進化学 会
10.受 賞 な ど
ll.　他 大学等 での講義 な ど
12.所 内外 での 主要 な会議 委 員な ど
広報 委員 会,南 極 中長期 目標計 画委 員会
13.研 究 活動 の課題 と展 望
陸上 と湖沼 中 に共通 して生育す る蘇 類 につ いて,遺 伝子解析 を行 い,両 者 の遺伝的 多様性 の比較 か ら,水 生蘇類
の起源 を推定 す る、,また,大 陸氷床 周辺 に生息 す るバ クテ リア相 とその機能 の解明 に向け て,共 同研 究体制 を構 築
す る、
⑦ 工 藤 栄 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー 助 教 授,理 学 †専士(東 京 大 学:1991年)
1.専 門 領 域:水 圏 生 態 学
2.研 究 課 題:極 域 植 物 ・藻 類 の 生 理 生 態 学
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
カ ナ ダ北 極 圏 の ノ ー ス ウ オ ー タ ー ポ リ ニ ア に お け る 夏 季 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 光 合 成,北 海 道 サ ロ マ 湖 の 季 節 海 氷
に 発 達 す る ア イ ス ア ル ジ ー,お よ び 南 極 昭 和 基 地 近 傍 の 季 節 海 氷 下 の ア イ ス ア ル ジ ー の 光 合 成 を 解 析,低 温 環 境 ド
で の 光 合 成 生 産 に と っ て キ サ ン ト フ ィ ル サ イ ク ル を 中 心 と した 光 合 成 の 強 光 制 御 機 構 の 関 与 の 実 態 を 研 究,発 表 を
行 っ て い る,ま た,昨 年 度 に 引 き 続 き,第44次 南 極 地 域 観 測 隊 ・専 用 観 測 船 隊 員 と し て 南 極 海 航 海 研 究 に 参 加 し,
南 大 洋 に お け る 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 光 合 成 生 理 生 態 学 的 観 点 か ら フ ィー ル ドデ ー タ の 収 集 に 努 め た 、
4.研 究 活 動 歴
北 大 お し ょ ろ 丸38次 北 洋 航 海 に 参 加(1991)
ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 に て 海 洋 生 態 系 研 究 の た め の 予 察 調 査(1991)
国 際 共 同 研 究(日 本 一カ ナ ダ)　 SARES　 (サ ロ マ ー レ ゾ リ ュ ー ト)プ ロ ジ ェ ク トに 参 加(1992)
ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 コ ン グ ス フ ィ ヨ ル ド に お け る 海 洋 生 態 学 的 野 外 調 査 に 参 加(1993-1995)
北 海 道 サ ロ マ 湖 に て 海 氷 生 態 系 の 研 究 を 継 続 実 施(1993-1998)1
東 京 大 学 観 測 船 白 鳳 丸 南 大 洋 航 海(KH94-4;iに 参 加(1994-1995)
ラ ン ス 号 航 海 に お い て バ レ ン ツ 海 極 前 線 域 の 生 態 系 研 究 を 実 施(1996)
カ ナ ダ コ ー ス ト ガ ー ド砕 氷 船 を 使 用 し た 国 際 共 同 研 究 「Illterllatiollal　Northwater　 PolyI/ya　 Prqieet」 に 参 加(1997)
国 際 共 同 研 究 「lnternat.ional　 N()rthwater　 Polyllya　 Prqlect」 観 測 に 参 加(1998)
第40次 南 極 地 域 観 測 隊 参 加(1998-2000)
東 京 大 学 海 洋 研 究 所 白 鳳 丸 南 大 洋 航 海 参 加{2001-2002)
第43次 南 極 地 域 観 測 隊 ・夏 隊(専 用 観 測 船 、 隊 員(2001-2002)
第44次 南 極 地 域 観 測 隊 ・夏 隊(専 用 観 測 船)隊 員(2002-2003)
5.学 術 論 文(過 去5年 間 の 重 要 論 文)
IInura,　 S.,　T.　Bando,　 K.　Seto,　 S.　Ohtal}i,　 S.　Kudoh　 and　 H.　Kallda　 (2003):　 Distribution　 of　aquati(1　 1nosses　 ill　the　 Soyとl
　 　 　 Coast　 region,　 East　 AIltarctica.　 Polar　 Bios(:i.,　16,　1-10.
　 　 Kudoh　 S.,　Y.　Tsllchiya,　 E.　Aytikawa,　 S.　Imura　 and　 H.　Kanda　 (2003):　 E(:ological　 studies　 of　aqllatic　 moss　 pillars　in
　 　 　 Antarctic　 lakes.　 1.　Macro　 structllr(・　and　 ℃arb〔m,　nitrogen　 and　 chlorophyll　 a　colltellts.　Polar　 Biosci.,　 16,　11-22.
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 Kudoh,  S., K.  Watanabe  and S.  Imura  (2003):  Ecological  studies of  aquatic  moss  pillars  in  Antarctic  lakes. 2. 
 Temperature  and light  environment at  the  moss  habitat.  Polar  BioSci.,  16, 23-32. 
 Kudoh,  S., Y.  Kashino  and  S.  Imura  (2003):  Ecological  studies of  aquatic  moss  pillars ill  Antarctic:  lakes. 3 Light 
 response  and  chilling  and heat  sensitivity of  photosynthesis.  Polar  Biosci., 16, 33-42. 
 Kudoh, S., S.  hnura  and Y.  Kashino (2003):  Xanthophyll  cycle of ice  algae  on  the  sea  ice  bottom  in  Saroma  Ko 
 lagoon,  Hokkaido,  Japan.  Polar  Biosci., 16,  86-97. 
 Sato,  K., Y.  Tsuchiva,  Kudoh, S.  and Y.  Naito  (2003):  Meteorological  factors  affecting  the  number  of  Weddell seals 
 hauling-out  on the ice  during the  molting  season  at  Syowa  Station, East  Antarctica. Polar  Biosci., 16, 98-103. 
 Kashino, Y., S.  Kudoh, Y.  Hayashi. Y.  Suzuki, T.  ()date, T.  Hirawake,  K. Satoh  and M.  Fukuchi (2002):  Strategies of 
 phyt  °plank'  on  to  perform  effective  photosynthesis  in  the  North  Water.  Deep-Sea Res.  II, 49, 5049-5061. 
 Sampei,  M.,  H. Sasaki,  II.  Hattori, S.  Kudoh, Y.  Kashino  and M.  Fukuchi  (2002): Seasonal  and  spatial  variability ill 
 the flux of  biogenic  particles in the  North  Water, 1997-1998.  Deep-Sea Res.  II, 49, 5245-5257. 
 Odat  e,  T., T.  Hirawake, S.  Kudoh, B. Klein, B.  Leblanc  and  M.  Fukuchi  (2002):  Temporal  and  spatial  patterns  in the 
 surface-water  biomass of  phyt  oplankt  on  in  the  Non h  Water.  Deep-Sea Res. II, 49, 4947-4958. 
 Ayukawa,  E.,  S.  Miura,  S.  Kudoh  and  11.  Manch  (2002):  Reprc)cluctive  phenology of  subalpine  moss.  Po//itiicHit? 
  oh  ioco.se  Ren. Et  Card.  Polar  Biosci..  15, 88-96. 
 Jig   (2002) :  0-)  J'A  ,  FIJ  itei  ,   30, 94-100 
 1j 3  ,  --f-Ifkiniti (2002 :  t,  --.  rig  )  =iji  r#=,  -u-9{-.  30, 130-139 
 Ikeya,  T.,  K.Kikuchi-Kawanobe  and S.  Kudoh  (2001):  Floristic  examination of  diatom assemblage  in  the  dim  light-
  environment of water  column  and sea  ice,  Saroma  Ko  lagoon,  IIokkaido„1apan. Polar  BioSci.,  11, 33-34. 
 Tsuchiya,  Y.,  Kudoh,  S.,  K.  Sato.  nd M.  Fukuchi  (2001):  Breeding  season  and  early  developmental  stage of a 
 urchin„S'tprcchio0cs bie mu/jell  (Meisner), at  Sy()Wil  Station.Alit  M'Ct  ,Japanese  with English  abstract  ). 
  Antact.  Rec., 45  (2). 157-170. 
 Kudoh, S., C. Ikura, A.  Takahashi, .1.  Nishikawa„A. Ishikawa, N.  Washiyama, T. Hirawake, T.  Odat  e, K.  Watanabe 
  and M. Fukuchi (2001): Surface  abundance  of  net-zooplankt  on in  the  Indian Sector of  the  Sourthern Ocean 
 during the ice breaker  Shirase  cruise of  JARE-39, 40. (In  Japanese  with English  abstract).  Ant  arct  .  Rec.,  45,  279-
  296. 
 Ikeya,  T., Y.  Kashino, S.  Kudoh,  S.  Imura,  K.  Watanabe and  NI. Fukuchi (2000):  Acclimation of  photosynthetic 
 properties in  psychrophilic  diatom  isolated  under  different light  intensities. Polar  BioSci., 13,  43-54. 
 Kashino, Y.,  K.  Fujimoto,  Akamatsu,  II. Koike. K.  Satoh, T.  Ikeya, S.  Imura, K.  Watanabe and S.  Kudoh (1999). 
 Acclimation of ice  algae  to  higher  irradiance. In  Photosynthesis:  Mechanisms and  Effects  Vol. III  ed. By C. 
 (;ARAB,  Dordrecht, Kluwer.  2237-2240. 
 Saito,  R., S.  Kudoh, T.  Sato, K.  Watanabe and M.  Fukuchi (1998): Composition of sinking  particles  collected  under 
  fast  ice  near Syowa  Station. East  Antarctica,  in early  spring  and early summer, 1994 (In  Japanese  with  English 
 abstract  ). Antarctic  Rec.. 42  (3). 52-268. 
 Kashino, Y.,  K.  Fujimoto, A.  kamatsu, H. Koike.  K.  Satoh and S.  Kucloh (1998):  Photosynthetic pigment 
 composition of  ice  algal  and  phyloplankt  on assemblages in early spring in  Saronia  Ko lagoon,  Hokkaido,  Japan. 
 Proc.  NIPR  Symp. Polar  Biol., 11. 22-32. 
 Kudoh, S., B.  Robineau, Y. Suzuki. and M.  Takahashi (1997): Photosynthetic  accliination and the  estimation of 
 temperate  ice algal  primary  production  in  Saronia  Ko lagoon,  .Japan., .1. Mar.  Syst. 11, 93-110. 
Suzuki Y., S.  Kudoh  and M.  Takahashi (1997):  Photosynthetic and  respiration  characteristics  of  the Arctic ice algal 
 community  inhabiting  under poor light and low  temperature  environments.„ 1. Mar.  Syst. 11, 111-122. 
Robineau, B., L.  Legendre, M.  Kishino  and S.  Kudoh (1997): Spacial  heterogeneity of  microalgal  biomass in the 
 first-year sea  ice of  Saronia-Ko lagoon  (I  Tokkaido,  <Japan)., .1. Mar. Syst. 11, 81-92. 
 Smith,  R. E. II., M.  Gosselin. S.  Kudoh, B.  Robineau and S. Taguchi (1997):  DO(' and its  relationship to algae  in 
 bottom ice  communities...1. Mar. Syst., 11, 71-80. 
Sasaki, H., H. Suzuki, M.  Takayama, K. Suzuki, II.  'Janda, S.  Kudoh and M.  Fukuchi (1997): Sporadic  increase of
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part,icle　sedimentation　 at　the　ice　edge　 of　the　 Antarc:ti℃ 　oceall　 dllrillg　the　allstral　sun㎜erユ994-1995.Proe.NIPR
　 　 　 Symp.　 Polar　 Biol.,　10,　50-55
　 　 1to,　H.　and　 S.　Kudoh　 (1997):　 Characteristics　 of　water　 ill　Kollgsfiordell,　 Svalbard.,　 Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Mete()1'oL
GIaciol.,11,211-232.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 Kudoh　 S.,　Hirawake,　 T.,　Furuya,　 K.,　Yoshikawa,　 T.,　Miki,　 M.,　Taguchi,　 S.,　Leong,　 S.C.Y.,　 Ooi,　N.,　Taniguchi,　 A.　alld
　 　 　 Gomi,　 Y.　:　Primary　 prodllctioll　 process　 ill　the　Target　 Area-C:　 XXV　 Symposillm　 oll　Polar　 Bi()logy.　 National　 Instltute
　 　　 of　Polar　 Research.　 Dec　 5-6,　2002.
」五 宝,菓 子 野 康 浩:ア イ ス ア ル ジ ー の キ サ ン ト フ ィル サ イ ク ル の 反 応 速 度 と 日 周 性,2002年 度 日 本 海 洋 学 会
秋 季 大 会(札 幌)(2002)
エ 魅,菓 子 野 康 浩:極 域 藻 類 の 光 合 成 に み ら れ る 光 環 境 適 応,第48回 目 本 生 態 学 会(熊 本)(2001)
　 　 Kudoh　 S.,　Tsuchiya,　 Y.,　Sato,　 K.　alld　Fukuchi:　 M.　Autuumnal　 ice　algal　bloom　 at　the　 first-year　 ice　developed　 Ilea「
　 　 　 Syowa　 Station,　 Antarctica.　 1.　-Studies　 oll　the　 growrth　 environments　 and　 photosyllthesis-　 Gordon　 Resear℃h
　 　 Conference　 (Ventura,　 Califomia,　 U.S.A)　 (2001)
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
科 学 研 究 費 補 助 金 基 盤 研 究(B)(2)「 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 硫 化 ジ メ チ ル 生 成 に 関 す る 生 理 ・生 態 学 的 研 究 」
(研 究 代 表 者)(平 成14～17年)
特 定 領 域 研 究B　 「AO2北 極 域 海 洋 動 態 と 生 態 系 変 動 の 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成13～15年)
8.講 演 な ど
工 藤 栄,小 達 恒 夫:　 STAGE　 (Studies　 oll　Antarctic　 ocean　 and　 Global　 Environment,)　 プ ロ ジ ェ ク トの 概 説,大
気 ・海 洋 間 の 生 物 地 球 化 学 的 循 環 過 程 に 関 す る 総 合 研 究 に 関 す る 究 集 会(名 古 屋 大)(2002)
工 藤 栄,古 谷 研,田 口 哲,　 Leon,C.Y.,　 大 井 信 明,谷 口 旭:基 礎 生 産 過 程 の 季 節 変 化,南 極 海 の 生 物 生 産 過 程
と地 球 温 暖 化 学 生 成 過 程 の 研 究,2002年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 季 大 会 お よ びSCOR合 同 シ ン ポ ジ ウ ム(札 幌)(2002)
9.学 会 お よ び 社 会 的 活 動
日 本 生 態 学 会,日 本 陸 水 学 会,日 本 海 洋 学 会
10.受 賞 な ど
11.他 大 学 の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
「北 極 圏 科 学 観 測 デ ィ レ ク ト リ ー 」 編 集 幹 事
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
極 域 海 洋 の 基 礎 生 産 を 担 う 微 細 藻 類 の 光 合 成 過 程 に 関 し て,受 容 光 の 調 節 制 御 が き わ め て 重 要 な 観 点 か ら,こ れ
ま で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク で 得 た 測 定 結 果 を ま と め,報 告 に 向 け 解 析 を 進 め る.ま た,第43次 お よ び 第44次 南 極 地
域 観 測 隊 員 と し て 南 極 海 で 複 数 観 測 船 に よ る 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト　 (STAGEプ ロ ジ ェ ク ト)に 参 加 し 取 得 し た デ ー タ
の 解 析 を 進 め,夏 季 の 海 洋 基 礎 生 産 の 季 節 変 動 性,光 合 成 過 程 に 関 す る 研 究 を 進 め る 。 こ れ ら 海 洋 に お け る 微 細 藻
類 の 研 究 と 共 に,今 後 は 極 域 の 水 界 の 中 で,南 極 の 露 岩 域 湖 沼 に お け る 植 物 群 落 の 生 態 学 的 研 究 に 着 手 す る 予 定 で
あ る.
(8)加 藤明子 研 究系寒冷 生物学 第一一研究 部 門助手,博 士(農 学)(北 海道大学:1998年)
1.専 門領域 二行 動生態学
2.研 究 課題:海 洋脊椎動 物の行 動お よび生態 の研 究
3.研 究活動 の概要 と成 果
海 を主な生活の場 とす る動物 の行動,生 態 は直接 観察 が難 しいため未 知の部分 が多 く残 され てい る,ヘ ンギ ン類,
ウ ミスズ メ類 な どの海鳥の繁 殖生態,採 餌戦 略 につ いて,デ ー タロガー などの動 物装着 型の観測 機器 を用 い,環 境
変動 に対 す る応答 を研 究 した.
また平成15年3月 に開催 された国際 シ ンポ ジ ウム　「Bio-logging　Science」 　の プ ロシーデ ィングスの編 集 を中心 と
な って行い,　Memoir　 of　NIPR,　Special　lssue　No.　58と して出版 された、
4.研 究活 動歴
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オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 観 測 隊!デ イ ビ ス 基 地 ・夏 隊1参 加q992-1993)
オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 観 測 隊1,マ ッ コ ー リ ー 基 地 ・夏 隊1参 加q993-1994.)
フ ラ ン ス 南 極 観 測 隊(ク ロ ー ゼ 基 地 ・夏 隊)参 加(1995-1996)
第38次 南 極 地 域 観 測 隊 ・夏 隊)参 加Ill996-1997)
5.学 術 論 文11過 去5年 間 の 重 要 論.如
K岨,　 Watanuki,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2003):　 Annual　 all(1　seasonal　 changes　 ill　forassiiig　sit,e　and　 divilig　bellavior　 ill
　　　　Ad61ie　 pel18」UillS.　Polar　 Biology,　 26,　389-395.
_Kato　 A　,　Watalmki,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2003):　 Foraging　 bc}havioui'　 of　chi(:k-1'earillg　 rhinoceros　 aukletsθ`」rθr/z力 κα
η7θ〃α1θ/1α1αat　TeUri　 ISIand,　Japan,　 determined　 by　a(;Celeration-depth　 reCOrdillg　 miCrO　 data　 lOggerS.　J Urna 　 Of
AviをmBiology,34,282-287.
　 　 Kuroki,　 M.,　 Kato.　 A.,　 XVatanuki,　 Y.,　Niizuma,　 Y.,　 Takahashi,　 A.　 and　 Naito,　 Y.　 (2003):　 Diving　 behavior　 of　 all
epipelagically-feeding　alcids,　 t}le　 Rhinoceros　 Auklets　 (θθグθ〃L?1n.(ra　n?oi?.o('ei"cttα).　 Canadian　 Journal　 ()f　Zoology,
81,1249-1256.
　 　 Ropert-Colldert,　Y.,　_Kato　 A　 ,　Naito,　 Y.　and　 Camlell,　 B.　 (2003):　 Individual　 diving　 strategies　 ill　Little　 Pellguills
Ett.(!yptitla　 〃??1]Lθx・.Waterbirds,23,406-408.
Takahashi,　 A.,　Watamlki,　Y.,　Sato,　 K.,魍,　Arai,　 N.,　Nishikawa,　 J.　and　 Naito,　 Y.　(2003):　 Parelltal　 fol・agillg　 effort
alldoffspringgrow寸h　ill　Ad61ie　 pellguills:　 does　 workil/g　 hard　 improve　 rel)roductive　 success?　 Functional　 Ecology
,
17,590-597.
Endo,　 Y.,　Asari,　 II.,　Watanuki,　Y.,土 魂 」L,　 Kuroki,　 M.　 alid　 Nishikawa,　 J.　(2002):　 Biological　 charact.eristics　 of
　 　 ・・1・hausiid・ 　p・・y・d　ilP・ ・　by　 Ad・li・ 　pe・gllins　 ill　rel・1ti・ll　t・　se・ 　ice　・・1・diti・Ils　i・　LUt・ ・w-H・lm　 B・y.　 P・1・ ・　Bi・1・gy,
25,730-738.
魁,　 Ropert-Coudert,　Y.　and　 Naito,　 Y.　(2002):　 Challges　 ill　Adelie　 penssuill　 breedillg　 populatiolls　 ill　Lut,zow-Holm
　　 　 Bay,　 AIItarctica,　 ill　relation　 to　sea--ice　 conditions.　 Polar　 Biology,　 25,　939-941.
　 Ropert--Coudert,　 Y.,　-Kato　 _∠L,　W'ilson,　 R.P.　 and　 Kurita,　 M.　 (2002):　 Short　 underxvater　 opellillg　 of　the　 beak　 folloWing
　 　 　 lllmlersl(m　 m　 severl　 pellgllill　 spf1℃ies.　 The　 Condor,　 104(2),　 444-448.
Rol)ert-Coudert　 ,　Y.,　K虹,　Bost,　 C-A.,　 Rodary,　 D.,　Sato,　 K.,　Le　 Maho,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2002):　 1)o　Addlie　 pellguins
　　　 　inodify　 t.heir　f()raging　 behaviour　 il)　pursllit　 of　(lifferelit　 prey?　 IMarine　 Bi(,logy,　 140,　 647-652.
Ropert-Coudert,　Y.,　K鯉L、 　Sato.　 K.,　Naito,　Y.,　Baudat,　 J.,　Bost,　 C-A.　 and　 Le　 Maho,　 Y.　(2002):　 Swim　 speed　 of　free-
　 　 　 rallgillg　 Ad61ie　 pellguills　 Pygos(:elis　 adeliae,　 and　 its　relation　 to　the　 maximum　 depth　 of　dives.　 Journal　 of　Avian
Biology,33(1),94-99.
S・t・,K・,N・it・ ・Y・,超 虹 ⊥,　 Niizllm・,　 Y・,　Watanuki,　 Y.,　Charrassin,　J.B.,　 B・ ・t,　C-A.,　 Hand・ich,　 Y.　alld　 L・　M・h・,　 Y.
　 　 　 (2002):　 Blloyallcy　 all(l　maximal　 diving　 depth　 ill　pellguills:　 do　 they　 (:ontrol　 inhaling　 air　 volume?　 Jourllal　 of
　 　 　 Exl)erimelltal　 Biology,　 205,　 1189-1197.
Watanlki,Y.,K血 」L,　 Sato,　 K.,　 Niizuma,　Y.,　Bost,　 C-A.,　 Le　 Maho、 　Y.　alld　 Naito,　 Y.　 (2002):　 Parental　 mass　 change
alld　 food　 pl'OViSiOllill8S　 in　 Ad61ie　 l)ellguills　 I'earillg　 dhicks　 ill　col(mies　 wうth　 contrasting　 sea-ice　 condit ons.　Polar
Biolog:T,25,672-681.
Wilsc)11,　 R.P.,　 Ropert-Coudert,　Y.　alld　 Ka吐(2002):　Rusll　 amd　 grab　 strategies　 ill　f()raging　 marine　 endotherms:　 tlle
　 　 　 case　 for　haste　 iIl　I)ellgUillS?　 Animal　 Behaviour,　 63(1),　 85-95.
Wilson,　 R.P.,　 Steinfurth,　A.,　 Ropert-Coudert,　Y,　K岨alld　 Kurita,　 M.　 (2002):　 Lip-reading　 in　remote　 subjects:　 all
　　　　 atteIllpt　 to　 qualltify.　 alld　 separate　 ingestion,　 breathing　 and　 vo(ialisat.ion　 ill　free-living　 aninials　 usillg　 pellssuills　 as　a
　 　 　 model.　 Marine　 Bi()logy,　 140,　 17-27.
　 　 Charrassin,　 J.-B.,　 」≦_ato　 A　,　Handrich,　 Y.,　Sato,　 K.,　 Naito,　 Y.,　Ancel,　 A.,　 Bost,　 C.-A.,　 Gallthier-Clerc,　 M.,　 Ropert-
Coudert・ 　Y・　and　 Le　 Maho,　 Y・　(2001):　 Feeding　 behaviour　 of　free-ranging　 penguins　 (Aptenociyt.es　.ραrασω 〃α イs)
　 　 　 determilled　 by　 oesol)hageal　 temperatulle.　 Proc.　 Royal　 Society,　 London　 B,　268,　 151-157.
　 _Kato　 A　,　Watanuki、 　Y.　and　 Naito,　 Y.　(2001):　 Foraging　 alld　 breeding　 perforinance　 of　Japanese　 cormorants　 iIl　relation
　　　 t.o　prey　 type.　 E(;ological　 Research,　 16,　745-758.
OtaRi,　 S.,　Naito,　 Y、,　K些and　Kawaml11・a,　A.　 (2001):　 Oxygen　 (:()llsuml)tiOll　 and　 sNVill/　speed　 of　harbor　 I)orpoise,
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　 　 　 　Phocoella　 ph()coella.　 Fisheries　 Science,　 67,　894-898.
Ropert-Coudert,　Y.,　』≦岨,　 Batldat,　 J.,　Bosi,　 C.-A.,　 Le　 Mallo,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2001):　 Feeding　 strategies　 of　free-
　 　 　 「allgillg　 Ad61ie　 I)ellssui}ls,　 1'y.qoscel'is　 (t(!etilae,　 allalyzed　 by　 m　 lltiple　 data　 re(:ording.　 Polar　 Biology,　 24,　460-466.
Ropert-Coudert,　Y.,　_Kato　 A　,　Btitidat,　 」.,　Bost,　 C.一・A.,　Le　 Maho,　 Y.　alld　 Naito,　 Y.　 (2001):　 Time/del)th　 usage　 of　Ad61i(・
pellg山lls;　 all　al)proa(;h　 based　 ()ll　dive　 angles.　 Polar　 Biology,　 24,　467-470.
　 　 Takahashi,　 A.,　 Kuroki、 　M.,　 Niizilma,　 Y.,　,Yb!u!.s.u1.,ato　A　, Saitoh、 　S.　and　 Watalmki,　 Y.　(2001):　 Impor'tance　 of　the　 Japailese
allchovy　 E〃 ψ ㍑ ど4〃sノ θノノ(〃〃 α パto　 breedillg　 rhinocei'os　 auklets　 Cθ ノて)〃〃〃α1〃 ノo〃o(;exαt(I　 oll　Teuri　 Island,　Sea　 of
　 　 　 JaPal1.　 INCarine　 Biology,　 139,　 361-371.
蠣,　 Watamlki,　 Y.,　Nishiumi,　 1.,　Kuroki,　 M.,　 Shaughnessy,　 P.D.　 alld　 Naito,　 Y.　(2000):　 Variatioll　 ill　foragings　 and
　 　 　 parental　 bellavior　 of　king　 corlllorallts　 at　Macquarle　 Island.　 Auk,　 117,　 718-730.
Otalli,　 S.,　Naito,　 Y.,　K岨and　Kawalm11・a,　 A.　 (2000):　 Diving　 behaviour　 and　 swimmillg　 speed　 ()f　a　free-railghlg
harl)ollr　 l.)OI l)()ise,　P!tocoe}i.cりph(oc:oe}sα.　 Marine　 Mammal　 S(:ience,　 16,　811-814.
　 　 Ropert-Coudert,　Y.,　Baudat,　 J.、　Kurita,　 M.,　 Bost　 C.-A.,　 Kato　 A.,　Le　 Maho,　 Y.　alld　 Naito,　 Y.　 (2000):　 Validation　 of
　 　 　 oesophagtis　 tempel'ature　 recording　 for　 dete()tioll　 of　prey　 illSsestioll　 on　 captive　 Ad61ie　 pell8SllillS.　 Marille　 Biology,
137,llO5-1110.
　 　 ,Ktuu_g,_ato　A ,　Watanuki,　 Y.,　Shaughnessy,　 P」).,　 Le　 Maho,　 Y.　alld　 Naito,　 Y.　(1999):　 Intersexual　 differences　 ill　the　 divlllg
behaviour　 of　 f()raging　 sllbantar(:tic　 (lonllorallt　 (Pん(1/αcグocoi'"(r.,t'(〃 わ1ど1(・〃t(・r):　and　 Japanese　 (lorlnorallt　 (∫)
,/71amκ ・〃tθs'u.s).　 Coml)tes　 Rendus　 de　 l'　A℃ademie　 (ies　 Sciences　 Pal'is,　 322,　 557-562.
6.口 頭 発 表(過 去 の 代 表 的 な 発 表)
　 　 UaKato　 A　 :　Food,　 foraging　 behaviol'　 and　 bl'eeding　 success　 of　Ad61ie　 I)ellguills　 ill　relat.ioll　 to　 the　 amiual　 changes　 ill
　 　 　 sea-ice　 collditi()lls.　 Gordon　 Research　 Conference　 oll　Polar　 Marine　 Science.　 Vellt　ura,　 USA,　 March　 7-12,　 1999.
加 藤 明 子 ・内 藤 靖 彦 ・佐 藤 克 文 ・綿 貫 豊:ア デ リ ー ヘ ン ギ ン の 採 餌 お よ び 繁 殖 生 態 へ の 海 氷 変 動 の 影 響.海 洋
学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「南 極 海 と 地 球 環 境 」,東 京,1999.3.27.
加 藤 明 」1,黒 木 麻 希,高 橋 晃 周,出 口 智 広,綿 貫 豊:ウ ト ウ の 採 餌 行 動 と 海 水 温 度 の 関 係.日 本 鳥 学 会 大 会,
東 京,1999.10.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(B)(2)「 画 像 及 び3次 元 行 動 デ ー タ ロ ガ ー を 用 い た 海 洋 高 次 捕 食 者 に よ る 中 ・深 層 生 物 の 研 究 」(研
究 分 担 者)(平 成14～16年)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 生 態 学 会 会 員,日 本 鳥 学 会 会 員(和 文 誌 編 集 委 員),日 本 行 動 学 会 会 員
10.受 賞 な ど
ll.　 他 大 学 等 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 で の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
9平 言睾 享 南極 圏環境 モニ タリングセ ン ター助 手,総 合研究 ノs学院大学数物 科学研究 科極域 科学専攻助 手(併 任),
博 士(理 学)(名 古屋 大学:2000年)
1.専 門領域:海 洋 生物光 学
2.研 究 課題:海 色 リモ ー トセ ンシングに よる南 大洋の 基礎 生産過程 に関 する研究
3.研 究活 動の概 要 と成果(当 該年)
衛 星デ ー タを使 用 して東経140つ 付近 の 南極 発散練 減 におけ る クロロ フ ィルα濃 度 と海氷密接 度 の経 年 変動 を調
べ,両 者の定 量的関係 を得 た、解析 には,1997年 か ら2003年 までの 海色セ ンサ ーSeaWiFSの クロ ロフ ィルα濃 度
お よびマ イクロ波 セ ンサ ーSSMIの 海氷密 接 度デ ー タを用い た 南緯64」 以 南の開水 面期 間の平均 クロ ロフ ィル(1
濃 度 は,観 測 した6年 間σ)うち2001/2002年 シーズ ンが 最 も高 く1.08mgm-:{で あ った,」海 氷の量 を単純 に積 算 した
パ ラ メー タで は クロロ フ ィルσの経年 変動 をう ま く説 明で きな い ものの ,南 緯63-64° の範囲 内 におい て密 接 度
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、 ??
50%以 「の 海氷 に よって 覆われて いた 面積 を,海 氷が最 大に張 り出 した 日か ら1月31日(ほ ぼ最小 の張 り出 し)ま
で積 算 したパ ラ メー タは.南 緯64° 以 南の 平均 クロロフ ィルa濃 度 と高い相 関関係 にあ った、これは,南 緯63-
64° で海氷 が融 解 してで きた溶 け 水が,そ こに存在 す る渦 に よって沿岸 付近 に流 され,植 物 プ ラ ンク トンブ ルー
ムが 発生す る海域 の鉛 直安定 度 を増 加 させ てい る ことを示唆 している と考え られ る これ らの結 果 は極域 生物 シン
ポ ジ ウム,海 洋学 会お よび 日韓海 色 ワー クシ コツフ.で発表 した また,関 連雑 誌 に投稿 した
海 氷 ドの ア イスア ルジ,海 水 中の 植物 プ ラン ク トンお よび海底の 藻類マ ッ トそ れぞれの海 中全体の 基礎生産 力 に
対す る寄1」一事 を見 積 もるため.2004年211に 北 海道紋別 市にお いて実験 を行 った 海底 に生息 してい る藻類の寄 与
率が非常 に高い こ とが わか った また,こ の 内容 は関連 雑誌 に投 稿 した
.研 究活 動歴
第42次 南極 地域観測 隊.越 冬隊,参 加.2000-2002
第44次 南極 地域観測 隊d訓 」船 オ ブザ ーバ ・参 加:2003・
.学 術論 文　　lt　過 去5年 間の 重要論 文`
　Ilirawake.　TL,　S.　Kudoh,　 S.　Aoki　and　S.R.　1{illt()111　(2003):　Eddies　 revealed　 by　SeaWiFS　 o(:(}all　color　ilnasses　ill　the
Antarctic　 I)iv(モrgel1℃ezollen(・ar140`E.Geopllys.Res.L()tt.,30(9),1458,doi:10.1029/2003GLO16996,2003.
　 Odate,　 T.,　T.　Hil'awake,　 S.　KU(iOh,　 B.　Klein,　 B.　L(・Blal1C　 and　 M.　 FukU(・hi　 (2002):　 TempOral　 and　 Spatial　 pattel'lls　 in　the
sm'face-wat(モr　 l)iomass　 of　phytoplankton　 ill　the　 North　 Wat(・1・.　Deep-Sea　 Res.　 II,　49,　4947-4958.
　 Kashillo,　 Y.,　S.　Ku(loh,　 Y.　Ilayashi、 　Y　 SIIzliki.　 T.　Odate.　 T.　Hirawake、 　K.　Satoh　 and　 M.　 Fukuchi　 (2002):　 Str・ategies　 of
　 　 I)hytol)lankton　 to　pcirfol'1n　 eifective　 photosynthesis　 ill　the　 North　 、Vater.　 Deep-Sea　 Res.　 II,　49,　 5049-5061.
1ノ:ロ 旦 「⊥コー ム ー 、 ア　　 　 lLl　 -L十 ノi_+
佐々木宏明,藤
トンの光吸収ス
一ー・コニ,鈴 木 光 次,序 野 兀 彰,古 谷 研,田 日 新,齊 膝 誠 一,才 野 敏 郎,松 本 和 彦,播 本 孝 史,
木 徹 一…,吉 原 慎.・,柏 俊 行　iil2001i　:　QFT法 及 び 現 場 型 水 中 分 光 吸 光 度 計 に よ る 植 物 プ ラ ン ク
ヘ ク トル 測 定 プ ロ ト コ ル .海 の 研 究,1{D(6),471-484.
岸 野 元 彰,占 谷 研,田 日 新,'醜 壺,鈴 木 光 次,田 中 昭 彦.2001.:海 水 の 光 吸 収 係 数 の 測 定
究 、10(6),537-560.
Ilirawake.　 T.,　Satoh,　 II.,
(総 説).海 の研
1・llimaru・ 　T・　alld　 Yalll・gllchi、 　Y.　(2000)・ 　Ph・.・t・syntheti℃ 　characteristics　 ・f　pl・y寸・plankt　 ・ll　・1'f
Adelie　 Lalld,ノ ～Llltarcli(:a、　(h11'illg　the　 austral　 sullllllelb.　Polar　 Bios(:iel|ce,　 13,　28-42.
Odate,　 T.,　Hirを1wake.　 T.,　TきmimUra,　 A.　 alld　 Fllkllc}li,　 M.　 (2000):　 Spatial　 l)atterns　 il日mtri(→llt　 alld　 ill　vivO　 fluol'es℃ellce
dist.riblltiolls　 in　the　 margillal　 ice　zOlle　 alld　 tlle　sc>asonally　 ol)ell　 ()(:eそmic　 zone　 ill　t.he　Illdiall　 sector　 of　the　 Alltar(:tie
　 Ocean,　 ill　Allst.ral　 sllmmel`,　 」.　OceallogL、 　56(2).　 185-192.
Ili「awake　 T,Sそltoh,　 IL　 Ishimaru,　 T..　 Yamagu(・lli,　Y.　 alld　 Kisllillo,　 M.　 (2000):　 Bio-optical　 relati(msllip　 oi'　Case　 I
　 walers:　 The　 differellce　 bet、 、Yeell　the　 low-　 al|d　 nlid4atitUd(・ 　waterS　 aiid　 the　 Solltherli　 (.)Cean.　 J.　OCeal10gr.,　 56(3),
245-260.
chiba,　 s.,　Hira、vake、 　T.,　IloriIlloto. N.、　satoh,　 R.,　Nakajima,　 Y.,　Usllio、　s.、　Ishimam,　 T.　alld　 Yamagll℃hi,　 Y.　(2000):　 All
〔}verview　 of　biologicaレo(:e三mograpllic　sllrvey　 by　 the　 R「FV　 Umitaka-Maru　 III　off　Adelie　 Lalld
,　Antarctica　 ill　Jamlary-
Februaryl996.1)eep-SeaRes.II,47,2589-2613,
IliraWake、 　T.,　 ()date,　T.,　 Kudoh,　 S.、　Watanal)〔 ・,　K..　 FllkU℃hi、 　M.,　 IShikaWa,　 A. alld　 WaSlliyama,　 N.　 (1998):
Relatiollshipsセ)etweell　absol'1)tiol}　 coefficiellt　 alld　 some　 ()℃eanograpllic　 parameters　 ill　t止le　southerll　 o(1(・all:
　 Reslllts　 of　Illeasllrelnellt　 wiUI　 a　(:olltillllolls　 s|lrfa(:e　 seawat(・r　 lnollitorillg　 systen)　 oll　board　 O(leall,　 0(:eall　 Opti(・s
　 XIV、 　SPIE,　 Bellillgham.(CI)-ROM).
IIirawake.　 T.,　T()bita,　 K.Jshilllal'u、　T.、　Saloll,　 II.　alld　 Morillaga,　 T.　 (1998):　 Primary　 I)roductioli　 ill　the　 ROPME　 Sea
Area,　 Offsh(.)1・e　 Ellvil・ollmellt　 of　the　 ROPME　 Sea　 Area　 a廿er　 t止le　War　 -　related　 Oil　 Spill　 -　Results　 of　t}le　 1993-4
　 Umitaka-Man1　 (lruises,　 pp.18Ll91、 　A.　Otsuki,　 M.Y.　 Abdlllrah(・em　 and　 R.M.　 Reyllolds　 {Eds.],　 TERRA,　 Tokyo.
Ih「awake、 　T.,　 Isllimam、 　T.　 al|d　 .Satoh.　 H.　 (1997):　 Primary　 pro(hldivity　 alld　 p}}otosynthet'ic　 (lharacteristics　 ()f
phytoplallktol|　 ill　the　 Ambiall　 Sea　 alld日le　 Ill(lian　 O(leall　 duriilg　 the　 NE　 II'lollSOOII　 season.　 La　 mer,　 35(4),　 157-167.
Ilirawake.　 T.,　 Satoh卍L,　Morillaga、 　T..　IslliInarll,　 T.　 and　 Kishnlo,　 M.　 (1997):　 In-waterとilgorithms　for　 estilllatiol 　 of
chlorophyll　 a　alld　 pl'illlary　 prodllcti(m　 ill　tlle　 Arabian　 Seと ヨalld　 lh(・　easterll　 In(lian　 Oceall
,　Ocean　 (⊃ptics　 XIII,　 S.G.
　 Acklesoll　 and　 R.　Fr()11ill　{Eds.],　 vol.　 2963、 　pp296-301,　 sPIE、 　BellillghaIil.
目 頭 発.表(過 去 の 代 表 的 な 発 表.
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Hirawake　 T.,　Kudoh,　 S.,　Odate,　 T.　and　 Fukuchi,　 M.:　Inter-al皿ial　 variability　 of　chlor()phyll　 alld　sea-ice　 distribution
(1997-2003)　 in　the　Antarct,ic　 Diverg(}nce　 zone　 near　 140°E　observed　 from　 satellite　 sellsors.　 第26回 極 域 生 物 シ ン
ポ ジ ウ ム　 (oral　session,　 NIPR)　 ,　2003.12.
　 　 Hirawake　 T.,　Klldoh,　 S.,　Odate,　 T.　and　 Fllkllchi,　 M.:　Inter-aimual　 variability　 of　chlorophyll　 and　 sea　 i(le:　their
quantitative　 relationship.　 日 韓 海 色 ワ ー ク シ ョ ッ プ(長 崎 大),2004.1.
'ノ翌 宣
,工 藤 栄,青 木 茂,小 達 恒 夫,福 地 光 男 二 「140°E南 極 発 散 線 域 付 近 に お け る ク ロ ロ フ ィ ル お よ び 海 氷 の 経
年 変 動 と 定 量 的 関 係 」,2004年 度 日 本 海 洋 学 会 春 季 大 会(筑 波 大)2004.3.
7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
特 定 領 域 研 究(B)「 北 極 域 海 洋 動 態 と 生 態 系 変 動 の 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成ll～16年)
基 盤 研 究(B)「 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 硫 化 ジ メ チ ル 生 成 に 関 す る 生 理 ・生 態 学 的 研 究 」(研 究 分 担 者)(平 成14～
17年)
基 盤 研 究A(2)海 外 学 術 調 査 「南 大 洋 イ ン ド洋 セ ク タ ー の 生 態 系 と 海 洋 構 造 」(研 究 分 担 者)(平 成14～17年)
昭 和 シ ェ ル 石 油 環 境 研 究 助 成 金 「植 物 プ ラ ン ク ト ン の 比 吸 光 係 数 の 推 定 」(研 究 代 表 者)(平 成15～16年 度)
8.講 演 な ど
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
日 本 海 洋 学 会,日 仏 海 洋 学 会
10.受 賞 な ど
ll.　 他 大 学 で の 講 義 な ど
12.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
13.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
海 色 リ モ ー トセ ン シ ン グ に よ っ て,海 氷 縁 付 近 の ク ロ ロ フ ィ ル と 海 氷 と の 関 係 が 明 ら か に な っ た が,長 期 的 な 変
動 は 未 だ 不 明 で あ る.、 衛 星 デ ー タ の 解 析 を 進 め る と と も に,　 JAREの ク ロ ロ フ ィ ル デ ー タ を 整 理 す る こ と に よ り,
広 い 時 空 間 ス ケ ー ル の 長 期 変 動 を 捕 ら え る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 ま た,衛 星 に よ る 南 大 洋 の ク ロ ロ フ ィ ル の
推 定 に つ い て は,早 急 に ア ル ゴ リ ズ ム を 改 良 し バ イ ア ス の 無 くす 必 要 が あ る 、
⑩ 佐 藤克 文 研究 系寒冷 生物学 第一研究 部 門助 手,総 合研 究 大学 院大学 数物科学研 究科極域 科学専 攻助 手(併 任),
博士(農 学)(京 都 大学:1995年)
1.専 門領域 二動物 行動学,生 理 生態学
2.研 究 課題:海 洋高次捕 食動物 の比較行動 生理学 お よびバ イオ メカニ クス
3.研 究 活動の概 要 と成 果(当 該 年)
10月 か ら12月 にか けて,マ クマ ー ドア メ リカ南極 基地 を訪 れ,エ ンペ ラーヘ ンギ ンを対 象 と した野外 調査 を実
施 した,遊 泳速 度 ・加速 度 ・深 度 を記 録す るデー タロガー に よるデ ー タを取得 した。過 去 に得 られ たキ ン グヘ ンギ
ン ・アデ リーヘ ンギ ン ・マ カロニヘ ンギ ンの デー タと同様,エ ンペ ラーペ ンギ ンもまた浮力 を用い た受 動的浮 ヒを
行 ってい るこ とがわか った.、
4.研 究 活動歴
亜南 極 クロゼ諸島(仏)に おけ るキ ングヘ ンギ ン調査(1996.1-3)
南極 デ ュモ ンデ ュル ビル基地(仏)に て アデ リーヘ ンギ ン調査(1996.12-1997.2)
第40次 南極地域観 測隊越 冬隊参加.ア デ リーヘ ンギ ン とウェ ッデルアザ ラ シ調査(1998.ll-2000.3)
南極 マ クマー ド基地(米)を 交換科学 者 と して訪問 し,ウ ェ ッデ ルアザ ラシ調 査(2000.10-12)
亜南 極 ケルゲ レ ン島(仏)に お ける ミナ ミゾ ウアザ ラ シ ・マカ ロニ ペ ンギ ン調 査(外 国共同)(2002.11-12)
南極 マ クマー ド基地(米)に お けるエ ンヘ ラーヘ ンギ ン調査(外 国 共同)(2003.10-12)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論 文)
Takahashi,　 A.,　Sato　 K.,　 Naito,　 Y.,　Duim,　 M.　 J.,　Trathan,　 P.　 N.　 alld　 Croxall,　 J.　P.　 (2004):　 Penguin-niounted　cameras
glinipse　 under、vater　 group　 behaviour.　 Pグo(;,　 」R,　Soc.　 Lond,.　 B　 O)iology　 letters)　 DOI　 lO.1098/rsbl.2004.Ol82
Hatase,　 H.,　Matsllzawa,　 Y.,　Sato　 K.,　Balldo,　 T.　and　 Goto,　 K.　 (2004):　 Remigration　 alld　 growth　 of　loggerhead　 tllrtles
(C'a.rett(i,　 cαxettct)　 Ilestillg　 oll　Sellri　 Bea(lh　 ill　Minabe,　 Jal)all:　 life-history　 polylnorphism　 in　a　sea　 turtle　 poplllatiol1.
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岨:　 Strokillg　 I)attf}m　 ill　inhalingr　 I)el18SUillS　 and　 ex止ialins,　 seals.　 Intei'national　 symposillm　 oll　BI()-LOGGING
sciell(:e,　 Natiollal　 Iilstitute　 of　Polar　 Reseき1rch,Tokyo,Mar(:ll17-21,2003.
　 　 K.　 Sato:　 Biomechallical　 and　 physiol()gical　 cOllStl'aillts　 of　foi・agillg　 pellgllills.　 LSyMpOSium　 29　 ``New　 developments　 i!l
　 　 　 tlle　study　 of　seabird　 foraging"　 23rd　 International　 Omithol()gi℃al　 Collgress,　 Beijing,　 China.　 Allgust　 11-17,　 2002.
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　 　 　 Research.　 Tokyo,　 December　 6-7,　 2001.
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7.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況
基 盤 研 究(A)(1)「 海 洋 高 次 捕 食 動 物 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に よ る3次 元 海 洋 計 測 ・環 境 動 態 監 視 シ ス テ ム の 開 発 」
(研 究 代 表 者)(平 成15～18年)
基 盤 研 究(B)(2)「 画 像 及 び3次 元 行 動 デ ー タ ロ ガ ー を 用 い た 海 洋 高 次 捕 食 者 に よ る 中 ・深 層 生 物 の 研 究 」(研
究 分 担 者)(平 成14～16年II
8.講 演 な ど
厚 木 市 立 藤 塚 中 学 校 講 演 会(2003.6.2),長 岡 京 市 立 長 岡 第 七 ・J・学 校 創 立30周 年 記 念 講 演 会(2003.6.9),ス 一 八
ー サ イ エ ン ス ハ イ ス ク ー ル　 (SSII)　 講 演 会 ・新 潟 県 立 長 岡 高 等 学 校(2003.8.29)
9.学 会 及 び 社 会 的 活 動
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日本水産学会,日 本動物行動学会,日 本生態学会,日 本ウ ミガメ会議
10.'受 賞など
11.他 大学等での講義 など
ユ2.所 内外の主要な会議委員な ど
13.研 究活動の課題 と展望
これまでは虫類 ・鳥類 ・ほ乳類 を対象とした行動学 ・生理生態学 を進めてきた.極 域か ら熱帯にまたがる対象動
物を幅広 く研究する過程で,動 物がそれぞれの生理的制約の中で うまく適応しているとい うことをより鮮明に把握
することが出来る 今後も,海 洋大型動物を対象に幅広 く研究 を展開する
⑪ 内田 雅 己 研究 系 生理 生態学 部 門助 手,総 合研 究 大学 院 大学 数物 科学研 究 科極域 科学 専攻 助 手.併 任、1,博.1:
1」デそホ∫)iU21鳥5ノ、こ些芦:1998イF.
1.専 門領域:微 生物生態 学,生 態系 生態 学
2.研 究 課題:高 緯度北極 陸 上生態 系 におけ る物 質循環 と環境変動
3.研 究活動 の概 要 と成 果(当 該 年)
カナ ダオー ブローや湾 お よび ノルウェー ニー オルス ン周辺 におけ るツ ン ドラ生態 系研 究の継続 調査 を行 ・,た カ
ナ ダの 調査 では,7月 の約1月 間,氷 河 末端域 の地 形学 的,植 生学 的,生 理生態 学 的研 究 を実 施 した ラ イン トラ
ンゼ ク ト法 に よって氷河 後退域 の植物の 分 布,植 物 体地上 部現 存 量お よび土壌 炭素蓄 積量 を明 らか に した さらに,
氷河 後退域 の 炭素吸収 能 を明 らか にす るため に,生 態 系純 生産 量:の測定 を実施 した 一方,ノ ルウ ェーでは,8月
か ら約1月 半,氷 河 後退域 の 土壌 炭素蓄 積 贔を広域 に評 価す るため に,5本 の ラ イン トラ ンゼ ク トを設 け,カ ナ ダ
と同様 の調査 を行 った また,地 衣類の 生産 量を推 定す るため に,降 水量 と地衣類 の水分状 態 に関 す る調査 を行.,
た、
4.研 究 活動歴
カナ ダ北極 調査(20031
ノルウ ェー北 極調査 〔2003.
5.学 術論.文(過 去5年 間の重 要論 文
　 　Ucllida　M.,　Nakatsul)o　 T.,　Kasai　Y.,　Nakane　 K.　and　II()rikoshi　T.　(2000):　Altituclinal　diffei・en(:es　in　orgallic　maUer
inass　 l・ss　and　 fungal　 bi・mass　 in　 a　suball)in(i　 …　 llife・・川s　 f・re・t
,　Mt.　 Fuji,　 J・pan.　 AI・・ti・・,　Antai'・ti・,.　 、nd　 All、in。
Research32,262-269.
　 　 Uchida　 M.,　 Nakatsllbo　 T.,　Tamaka　 K.、　Nakane　 K.　an(l　 Horik()shi　 T.　 (2001):　 1)ecompositioll　 all(l　fungal　 biomass　 of　the
moss　 Ht310co〃?iul〃 　sノノ1`・〃d`?〃s　 litter　 lmder　 v?)1'iOlls　 (:limati(:　 ℃onditions.　Polar　 Biosciell(:e　 14、　71-78.
　 S・z・kiA・,U・hid・IM・・1|dKit・Y・(2002)・E・pe・il・・llt・lan・lyses・fs・ccessi…　 cc・1r・ell… 　 famm・lli、fullgiillth(・
　 　 　 field.　 Fumgt}1　 diversit}・ 　10,　141-165.
　 U・hid・ 　M・,　Mllr・1・k・ 　II・,　N・k・tusl・ ・　T・,　B・kk'・ 　Y・・　Uen・ 　rr.,　Kanda　 H.　 ・lld　K・i・umi　 H.　 (2002)・ 　N・t　 ph・t・sy。tlle,i,,
「espir・ti・ll,　 alld　 p「・dl1・ti・ll　()f　the　 m・ss　 Sa〃i・ 〃i(1　tl〃ci〃(1t(t　 ()n　a　gla・ie・ 　f・・el・nd　 i・　the　 high　 AI・・ti,
.　Nyっ ＼le,。nd,
　 　 　 Svalbard.　 Ar℃tic,　 Alltarcti(:,　 and　 Alpine　 Research　 34.　287-292.
　 Ml1・a・k・ 　H・,　U・ ・hid・ 　M・,　 Mi・hi・ 　M・ ・　Nakat・ ・b・ 　rr.,　Kan〈ia　 ll.　and　 K・i・umi　 H.(2002)、 　L・ 、f　ph。t。syilth。ti,
・llar・(・te・i・itiC・　alld　 n・t　l・ima・y　 pI'・d・di・ll　 ・自h・p・larx・ill・w(舳,・ノ…1ω ゾ・)inahighai'・ti,P。1、,、,・mi.de、。,1、∩
　 　 　 Ny-Alesulld.　 Svall)ard.　 Calmdian　 Journa|　 of　Botally　 80,　1193-1202.
6.目 頭 発 表(」 過去 の 代 表 的 な 発 表.
止L坦 坦 英 文 紅,中 坪 孝 之,小 泉 博:多 雪 地 域 の 冷 温 帯 林 生 態 系 に お け る 雪 面 か ら のco、 放 出 源 の 解 明.第
51回 目 本 生 態 学 会.2003.321
土止旦雅 旦,莫 文 紅,村 岡 裕 由,中 坪 孝 之.神 田 啓 史,小 」1博:　 Fa℃tol'S　influencing　 net　ec()system　 prod(i℃tioll　 oll
　 　 　 a　glacier　 foreland　 in　the　lligh　Alicti(・.　VIII　Intel・lmtiolla]　Collgl・ess　of　Ecology,　 2002.8.16
内 田 雅 己,莫 女 紅,村 岡 裕 由,中 坪 孝 之,神 田 啓 史,小 泉 博:高 緯 度 北 極 の 氷 河 後 退 域 に お け る 生 態 系 純 生 産
量 の 制 限 要 因.第49回 日 本 生 態 学 会.2002.3.28
雌 己 英 文 紅,村 岡 俗 曲,中 坪 孝 之,神 田 啓 史,小 泉 博1:ニ ー オ ル ス ン 氷 河 後 退 域 のSalix-Salliolli?1群 落 に
お け る 生 態 系 純 生 産lil:.　第24回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム.2001.12.7
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丘画 集己,村 岡裕由,別 宮有紀子,中 坪 孝之,上 野 健,神 田啓史,小 泉 博:北 極ニーオルスン氷河後退域にお
ける蘇類の一・次生産量第48回 日本生態学会.2001.3.30
7.科 学研究費補助金取得状況
特定領域研究(2)「 北極域ツン ドラ環境変動の研究」(研 究分担者)(平 成14～16年)
基盤研究(B)「 高緯度北極域陸上生態系における炭素循環の時空間的変動の機構解明 と将来予測」(研究分担者㌔
(平成15～18年)
8.講 演など
9.学 会及び社会的活動
日本生態学会,日 本菌学会
10.受 賞など
日本生態学会第49回 大会ポスター賞(優 秀賞ノ受賞(2002)
11.他 大学での講義 など
12.所 内外の主要な会議委員など
研究談話会(幹 事),　PolarBioscience　 (編集幹事:11月 一),南 極 ・北極の百科事典編集委員
ユ3.研 究活動の課題 と展望
北極域は地球温暖化の影響を強 く受けると予測 されている,高 緯度北極陸上生態系におよぼす温暖化および環境
変動の影響 を調査 し,生 態系の脆弱性を明らかにする一
(2)共 同研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者| 所 属 ・ 職
内 藤 靖 彦l
l
国立極地研究所 ・教授
福 地 光 男 国立極地研究所 ・教授
研 究 課 題
極域生態系の環境応答に関する基礎研究
時系列観測 による南極海の生物生産過程 と地球温暖化
ガス生成過程の研究
イ.一 般共同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
乗 木 新一郎
北海道大学大学院地球環境科学研究
科 ・教授
南極海域におけるプランク トン相 と生物起源気体成分
に関する研究
菓子野 康 浩 姫路工業大学理学部 ・助 手 極域藻類の光合成機構の解析
奥 山 英登志 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・助教授 極域微生物及び植物の生理学的 ・分子生物学的研究
長 島 秀 行 東京理科大学理学部 ・教授 極域 に生育する微生物の生理特性 とその応用
葉 原 芳 昭 北海道大学大学院獣医学研究科 ・教
授
データロガーを用いた鰭脚類の行動生理学的研究
大 谷 修 司 島根大学教育学部 ・助教授 昭和基地周辺における土壌藻類及び土壌微生物を用いた環境評価方法の確立
谷 村 篤 三重大学生物資源学部 ・助教授 極域海洋における動物プランク トンの群集構造に関す
る研究一モニタリング調査の確立に向けて一
佐 々木 津 石巻専修大学理工学部 ・教授 南極海季節的海氷域 における移出生産の変動
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
岩 見 哲 夫 東京家政学院大学家政学部 ・助教授 南極沿岸域の魚類 ・底生生物に関する生態お よび生物
地理学的研究
田 口 哲 創価大学工学部 ・教授 海氷域 における低次生産の動態の環境応答に関する生
態学的研究
上 田 宏 北海 道 大学北 方生物圏 フ ィール ド科
学 セ ンター ・教授 冷水性水生動物の環境選択性と回遊行動の研究
齋 藤 誠 一・ 北海道 大学大学院水産科学研究科 ・
教授
衛星マルチセ ンサーによる極域および高緯度海域の基
礎生産過程の研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手 南極キングジョージ島に生息する線虫類の研究
井 上 源 喜 嬢 鍬 学社辮 艮学部 ・教授 膿 の湖底堆積物による環境変動と生物麹 こ関する
長 沼 毅 広島大学生物生産学部 ・助教授 南極湖沼 ・氷床域における微生物の系統分類および生
理生態に関する研究
荒 井 修 亮 京都大学大学院情報学研究科 ・助教
授
人工衛星 ・テレメ トリー システムを用いた水圏大型生
物の追跡 と行動解析
小 幡 斉 関西 大学1:学 部 ・教授 極域生物(細 菌 ・地衣類)の 氷結晶制御 タンパ ク質の
基礎的研究
伊 澤 雅 子 琉球大学理学部海洋自然科学科 ・助
教授 マ イクロデー タロガー を用い た小 型食 肉目の行動解析
加 藤 秀 弘 (独)水 産総合研究センター遠洋水産
研究所 ・室長
南極海 ・海氷域における鯨類 ・鰭脚類 ・海鳥類の分布
特性の解明
綿 貫 豊 北海道大学 大学院水産科学研究科 ・
助教授 潜水性海鳥の浮力に対する推力調節
末 田 達 彦 愛媛 大学農学部 ・教授 加速度記録計によるイヌの行動解析
福 井 勉 昭和大学保健医療学部 ・助教授 マ イクロデー タロガー による人間 日常 生活動作の解析
(3)科 学研 究 費 補 助 金 に よ る研 究
ア.特 定領域研究(2)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈幟 〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 北極域海洋動態と生態系変動の研究 15～16 小 達 恒 夫
伊 藤 ・
工 藤 栄
牛 尾 収 輝
青 木 茂
渡 邉 研太郎
平 言睾 亨
神 田 啓 史 ・教 授 北極域ツンドラ環境変動の研究 15～16 内 藤 靖 彦
森 脇 喜 一一
伊 村 智
三 浦 英 樹
加 藤 明 子
上 野 健
内 田 雅 己
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イ.研 究成果公開促進費
「 研究代表者 ・職 研 究 課 題 i斤究暁 嘱 〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 才受 南極 海 プラ ンク トンデー タベ ース 15 渡 邉 研 太郎
小 達 恒 夫
牛 尾 収 輝
青 木 茂
平 言睾 享
神 田 啓 史 ・教 授 極地植物多様性画像データベース 15 伊 村 智
ウ.基 盤研究(A)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 iテ死戦 ㍑ 〉 研究所教官の分担者
佐 藤 克 文 ・助 手 海洋高次補食動物 プラッ トフォームによる3次 元
海洋計測 ・環境動態 システムの開発
15～18 内 藤 靖 彦
ウ.基 盤研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 1鷲 縷 く1ぴ 研究所教官の分担者
'ド 詳 亨 ・助 手 植物 プランクトンの硫化 ジメチル生成に関する生 14～17 小 達 恒 夫
理 ・生態学的研究
神 田 啓 史 ・教 授 地球環境変動が極地湖沼生物相に与える影響評価 14～17 伊 村 智
内 田 雅 己
工 藤 栄
内 藤 靖 彦 ・教 授 画像及び3次 元行動データロガーを用いた海洋高 14～16 加 藤 明 」㌃
次捕食者による中 ・深層生物の研究 佐 藤 克 文
ROPERT-COUDERT、 　、、Ill
渡 邉 研太郎
小 達 恒 夫 ・教 授 南極海の時系列現場観測 による植物 プランクトン 14～17 平 課 j
と硫化ジメチル生成に関する研究
オ.基 盤研 究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 醗 轄 く「い 研究所教官の分担者
伊 村 智 ・且力教授 南極陸f1植 物相の多様性 と進化 12～15 神 田 啓 史
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5)極 地設営工学研究 グループ
(1)一 般研 究
研 究 目 的
極域の観測 ・調査活動は.設 営問題を除外 ㌧て実施することはできない 南極観測事業では機械 ・建築 ・燃料 ・通
信 ・装備 ・食糧 ・医療 などの多岐にわたる設営的な諸問題に極地研究所が対処 している、,その対応活動は,生 活全般
から観測 丁・段 まで1云範囲な事柄に関連 し,あ らゆる理Il学 分野や生活科学分野の技術力を必要とする.当 研究グルー
フのスタッフ構成は,こ のような広範囲な事項 に万遍な く対応する体制にはないことから,客 員教官制度や 一般共同
研究の制度を利用 し,南 桐{観測 事業でのスムーズな設営活動を目標に,国 内外の既存技術 を極地仕様に取 り込んでの
創意L夫,現 地施設に関する設営1二学的な追跡デー タの取得による解析研究,さ らには極地特有の環境条件に適応す
る新 しい技術の開発などをグルーフ研究の目的 とする
研 究 計 画 の 概 要
1.昭 和基地のスノウ ドリフ ト対策に関する研究
昭和基地管理棟風 ド側のスノウドリフ ト,特 に倉庫棟,汚 水処理棟周辺のスノウ ドリフ ト処理が基地の安 全管理
ヒ,深 刻な問題 となっている 現在は重機除雪によってス ノウ ドリフ ト障害を防いでいる 当該地区の ように建物
が比較的に近接 している場合のスノウ ドリフ ト予測は,南 極の観測基地を設計する上において基本的な課題の1つ
である
昭和基地の適[E規 模やグラン ドデザ インを議論する際の検討資料を得ることを目的のひとつとして,、r昭 和基地
居住区を対象としたス ノウ ドリフ トの発生 と成長の過程を風洞実験によって定性的な性状を調べ ること2昭 和基
地 主要部のスノウ ドリフ トの発生 と成長の過程の実測デー タを比較解析すること ③人工吹雪風洞による ドリフ ト
シュ ミレーション実験の実施などを計画した
2.南 極用風力発電機の最適設計と運転制御に関する研究
極地研の極地設営 グループ と前E]1太佳夫客員教官 との共同研究計画 として進めている.平 成12年2月1第41次
隊1に 南極昭和基地 に設置 した試験運用機 ・10kwは,強 風のため同年7月 に倒壊 した 、設営専門委員会機械分科
会の ドに設置された小型風力発電機倒壊事故調査検討委員会1木 村茂雄座長)に よる原因の究明お よび改良方法等
に基づいて,10kW風 力発電機の仕様の見直 しと国内試験等による再生過程の道筋を明確にする
3.昭 和基地ハイブリッド発電の基礎的技術開発とシステム設計に関する検討
昭和基地の電 力事情がぴっ迫 しているこ とか ら,2項 にも関連 し昭和基地における自然エ ネルギー利用,特 に
100kW級 風力発電機の極地仕様に関する各種低温試験を計画し,併 せてデ ィーゼル発電機とのハ イブリッ ドシステ
ムの実現性や技術的問題に関する基礎的な検討を行 う
4.南 極の 自然エネルギー利用によるバイオ トイレの開発研究
昭和基地の建設作業現場な どに配備することを目的 として,自 然エネルギーを利用 した簡便な極地仕様の し尿処
理 システムを開発する
研 究 成 果
1.昭 和基地のスノウ ドリフ ト対策に関する研究については,客 員教官制度 と任期制教官制度を活用 して研究体制を
整備 し,前 々年度以来実施 している風洞実験 を更に発展させ,ス ノウ ドリフ ト軽減対策に関するシュ ミレー ション
の検討 を進めた 現地観測デー タとの比較検討も同時に行い,管 理棟風 ド側のス ノウ ドリフ トを軽減するためには
建築物周辺の風環境を改善する必要性が導出された その最適解が 「汚水処理棟の移築」であることが判明 してい
るが・ この最適解の実現は現在の観測隊の平よξJ的な設営能力や既存の設営年次計画を考慮すれば具体性に難度があ
る 実現 可能な解決策を見出すための風洞実験 を繰 り返 し実施 した 海氷面上に沿って昭和基地 を襲来する吹雪流
にとって,最 初の障害物である基地の高床式通路棟の風上側の形状を'1二失 した模型を用いた風洞実験により以 ドが
確かめ られた 吹雪流の剥離を避けてその流線を滑らかに矯正することにより現状のスノウ ドリフ トの成長速度が
改 善で きる可能性があることを確認 した
2.南 極用風力発電機の最適設計 と運転lfill御に関する研究では,設 営 専門委員会機械分科会の小型風力発電機倒壊事
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故調査検討委員会(木 村茂雄座長)が まとめた10kW南 極風力発電機試験号機の倒壊事故原因の報告書に基づいて
10kW南 極風力発電機の仕様が見直 された,見 直し仕様の下に製作 された10kW南 極風力発電機改良号機の国内試
験等の再生過程に立ち会った　tt　　改良号機は,第46次 観測隊(2004年!!月 出発)に より,昭 和基地へ搬 入され越冬
期間中に各種運用試験データを取得することになった,、
3.昭 和基地ハイブリッド発電の基礎的技術開発 とシステム設計に関する検討では,前 年度の40kWお よび100kW級
風力発電機の有効性が確認されたことに基づき,100kW級 の風力発電機 とデ ィーゼル発電機 とのハイブッリ ドシス
テムの実現性や技術的問題 に関す る基礎的な検討を行った、本年度は,特 に,風 力発電機の材料の低温特性や温度
サイクル特性の確認を行った.(a)翼 材料の熱サイクル試験,(b)模 擬供試体を用いた風洞実験による翼材の侵食性
試験,(c)ゴ ム ・オイル ・金属等の材料低温試験 を実施 して昭和基地の環境条件の中で耐用する材料であることを
確認 した、
4.自 然エ ネルギー利用によるバ クテ リアし尿処理装置の開発に関 しては,簡 易な要素構成 と制御方式を設計基本方
針 として,し 尿処理 には稼動実績のある市販品(バ クテリアとおが くずを用いたバイオ トイレ)を 用い,処 理に必
要な熱源にソーラーウォール,動 力源として風力 タービンと太陽光発電セルのハ イブリッドユニ ットを導入 し,国
内試験で実用性 を確認 した、今後,南 極における気象環境を模擬 した長期間の実証試験 を計画する、
??????」??
鮎川 勝 研究系極地設営工学研究部門教授,博 士(理 学)(総 合研究大学院大学:1999年)
専門領域:極 地設営工学
研究課題:昭 和基地のス ノウ ドリフ トの低減法に関する研究
研究活動の概要と成果:
標記課題 に対 して,客 員教官および任期制教官(南 極観測隊員)と 共同で,国 内の風洞実験お よび昭和基地にお
ける実測 デー タの比 較解析 を進め た.
4研 究活動 歴
第U次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1969-1971)
第14次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1972-1974)
第18次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊)参 加(1976-1978)
在外研究 員短期 国際 共同大気球 実験参 加ほか(1980/ス ウェーデ ン ・ノルウェー ・アラ スカ)
第28次 南極地域 観測 隊(越 冬 隊/あ すか基地)参 加(1986-1988)
北極域 オー ロラ光学観測 参加(1994.12-1995.1/グ リー ンラ ン ド)
北極域 オー ロラ光学観測 参加(1996.1-2/グ リー ンラン ド)
第41次 南極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(1999-2000)
第44次 南極地域 観測 隊(夏 隊)参 加(2002-2003)
5学 術論 文1(過 去5年 間 の重要論文)
高橋 弘 樹 ・半貫敏 夫 ・鮎』L勝(2003):南 極 昭 和 基地 主要 部 の ス ノウ ドリ フ ト観 測,寒 地技 術 論 文 報 告集,
VoL19,1-16.
遠藤悠 介 ・荒井 恵 太 ・半貫敏 夫 ・高橋弘樹 ・鮎⊥LL勝 ・阿部 修(2003):南 極 昭和基地 主要部 建物 風F側 の ス ノウ
ドリフ トとその軽減 策 に関す る風洞実験,寒 地技 術論 文報告集,VoL19,17-22.
6口 頭 発表(過 去の代表 的 な発 表)
木村 茂雄,石 沢 賢二 、鮎⊥L謄,鈴 木臓 二:南 極 地域 での 利用 を 目的 と した微 生物 処理 型小 型 自立 浄化 施 設の 開
発 に関す る研 究,第17回 全国浄化槽 技術研 究 会(宮 崎),2003.109.
牛尾収 輝,鮎 ⊥L勝:氷 海航 行記 録か ら推 定す る南極 リュツ ォ ・ホルム湾 の氷状 変化,第26回 極域 気水 圏 シ ンポ
ジウム,2003.11.20.
高橋 弘樹,鮎 並」途,半 貫敏 夫:南 極昭 和基地 主要部 の ス ノウ ドリフ ト観測,第20回 日本 雪工学 会(福 島 県郡山
市 、,2003.12.5.
荒井恵太,遠 藤悠 介,半 貫敏夫,阿 部 修,高 橋弘樹,鯉 山 」菱:南 極昭和 基地建物 の風 下側 に発 生す るス ノウ ド
リフ トとその低減対 策 に関す る風 洞実験(1),第20回 日本雪工 学(福 島県郡 山市),2003.12.5.
遠藤 悠 介,荒 井恵 太,半 貫敏 夫,阿 部 修,高 橋 弘樹,鮎 ⊥L勝:南 極昭和 基地建物 の風 下側 に発生す るス ノウ ド
リフ トとその低減対 策 に関す る風 洞実験(2),第20回 日本雪工 学 会(福 島県郡 山市),2003.12.5.
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7.科 学研究 費補助 金取得状 況
8.講 演 な ど
野 田 市北 部公民館 「長 寿 大学」講演 「南極観測 は今!南 極観 測 と地球 環境」il2003.11.21}
9.学 会 及び社会的活 動
10.受 賞等
日本地球電 気磁気 学 会 ・田中館賞119.801
11.他 大学 での講義 な ど
12.内 外 の 主要な会議 委員 な ど
13.研 究 活動 の課題 と展望
昭和 基地 の ス ノウ ドリフ トと防 災に関す る研 究 に関す る成果 の まとめ作業 を推 進す る、 また,極 地 にお ける 自然
エ ネルギ ー利 用 に関 す る開発 研究 につい ては,客 員教 官等 との継 続 的な共 同研究 と して極地実 用機 の実現 化 を 目指
して活動 す る、
② 高橋弘樹 研 究系極 地設営 工学研究 部門助手,工 学修士(日 本大学:1998年)
1.専 門領域:建 築構造学
2.研 究 課題:
ア1建 築物 に よるス ノウ ドリフ トの 形成過程 とその低減 方法の研 究
イ1昭 和 基地 建築物の経 年変 化(老 朽 イピ に関 す る研究
ウ)南 極 滑走路 の電 工学 的 ・設営 工学 的調査
3.研 究活動 の概 要 と成果:
ア)昭 和 基地 の ス ノウ ドリフ トに関す る観測 デー タの整理 と解析 を実 施 し,併 せ て国 内にお ける風 洞実験 を行 っ
た 、
イ)① 昭和 基地観 測棟の構 造 ガ スケ ッ ト耐久性 につい ての観 測簿 のデー タ整 理 と解析 を進 めた
,2:昭和 基地 建物外壁 木質 パ ネルの外壁 及 び枠 材の強度 につい ての観測簿 のデ ー タ整理 と解析 を進 め た
ウ)南 極－H68滑 走路 の現地 調査資 料 を まとめ 「南極資 料」 に投 稿 した
4.研 究 活動歴
第43次 南 極地域 観測隊(越 冬隊)参 加(,2001-2003)
5.学 術 論文(過 去5年 間の重 要論 文)
喜 。'/喜 ・金 演 者 ・神[11孝 吉 ・古Bl晶 雄(2003):内 陸沿 岸地域(地 点H68)の2002年 夏 期 の積雪 ・気 象特 性,
南極資料,47,370-379.
高 高 罐,千 貫 敏夫,鮎 川 勝12003'1:「 南極昭 和 基地 主要 部の ス ノウ ドリフ ト観 測」,寒 地技 術 論文 報 告集,
VoL19,p.1-16
遠藤悠 介,荒 井恵太,半 貫敏夫,高 橋 弘樹,鮎 川 勝,阿 部 修(2003):「 南 極昭和基地 主要部建物風 下側の ス ノ
ウ ドリフ トとその軽 減策 に関す る風 洞実験」寒 地技術
6.Ll頭 発 表1過 去の代 表的 な発 表)
高橋 弘樹 ・半貫敏 夫 ・鮎 川 勝 く2003):昭 和基地 主要部 の ス ノウ ドリフ ト観測,2003年 度 日本雪 氷学 会全国 大会
講演 予稿集(pl36).
高橋弘樹(2003):昭 和 基地 にお け る飛 雪 量の定 点観 測 と管理棟 風 下領域 の ス ノウ ドリフ ト量 の 関係 につ いて,
第26回 極域 気水圏 シンポ ジ ウム講演 要 旨(p!25-126).
荒井恵 太,遠 藤悠 介,9;喬 雄,半 貫敏夫(2003):「 南 極昭 和基地 主要部の ス ノウ ドリフ ト堆 積環境 改善 に関
す る風 洞実験」,平 成15年 度 日本 大学理 工学部学術 講演 会(構 造 ・強度部 会),講 演論文 集(p180-181).
高 高 罐,半 貫敏 夫,鮎 川 勝(2003):「 南極 昭和 基地木 質パ ネルの ビス引 き抜 き強度」,平 成15年 度 日本 大学
理 工学部 学術講演 会(構 造 ・強 度部 会 ・,講 演 論文集(p182-183).
高 高1/壼 ・鮎 川 勝 ・半貫敏 夫(20031):南 極昭 和基地 主要部 の ス ノウ ドリフ ト観測,第20回 日本雪 工学 会,予 稿
集,19(4),103-104.
荒井 恵 太 ・遠藤悠 介 ・平賀 敏夫 ・阿部 修 ・高橋 弘樹 ・鮎IH勝(2003):南 極昭和 基地建物 の風 下側 に発生 す るス
ノウ ドリフ トとそ の低 減対 策 に関す る風 洞実験(1) ,日 本雪 工学 会 第20回 目本雪 工学 会,予 稿 集,19(4),
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105-106.
遠藤 悠 介 ・荒井恵太 ・半貫敏夫 ・阿部 修 ・高k蜷 ・鮎lll勝(2003):南 極昭和 基地建物 の風 下側 に発 生す る ス
ノウ ドリフ トとその低 減対策 に関す る風洞実験(2),第20回H本 雪工学 会,r・ 編集,19(4),107-108.
7.科 学研 究費 補助 金取得状 況
8.講 演 な ど
9.学 会及 び社 会的活動
10.受 賞 等
11.他 大学 での講義 な ど
12.内 外 の主 要な会議委 員 など
13.研 究活 動の課 題 と展 望
昭和 基地の ス ノウ ドリフ ト対 策 と南極 建築 システ ムの最適 設計 に関す る研究 に取 り組 む 、
第43次 南 極地域観測 隊 に参加 して取 得 したデー タの解析研究 を推進 し,結 果 を学位論 文に まとめ あげ る
(2)共 同研究
ア.一 般共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
木 村 茂 雄 神奈川工科大学工学部 ・教授 物体への着氷現象の流体力学的研究
藤 井 石 根 明治大学理一[学部 ・教授 寒冷地における配管保温の最適設計
'ド 山 善
、1「 日 本 ノく学 理1:学illl　 ・教 授
昭 和 基 地 で 越 冬 し た ア ル ミナ セ メ ン トコ ン フ リ 一ー トの
強 度 発 現 に つ い て 一ー ー ーー一－A1一_一 一一一ー ーーーーー ー一　一 一幽1
柴 田 明 穂
一 ーー ー ーー ー 一一-一ーー ー一 一 一一 一 一
岡山 ノく学 法学 部 ・且力教授 南極条約事務局設立に伴う法的 ・組織的諸課題の研究
半 貫 敏 夫 日本大学理工学部 ・教授 昭和基地建物基礎工法の再検討
一136-一
2.科 学研究費補助金採択状況 ら.単f、1,二:百ノ1「円)
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※件数 の ヒ段1、 内 は,
斜線 は種 目廃 止,新 設
申言青f手妻文
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3.奨 学寄付金受け入れ状況
年 度 昭和62 63 平成元 2 3 4 5 6 7 8 9 10
件 数(件) 2 5 6 4 8 3 2 3 3 9 2 2
受入額(千 円) 2,0004β00 5,40010,7009,7003,3002,5001,0001,2506,600930 1,900
年 度 平成11 12 13 14 15
1
件 数(件) 2 1 1 5 5
受入額(千 円) 1,000400 400 11,2141,933
4.他 機関 との共同研 究の状況
1)他 機関 との共同研究
共同研究機関 庶表/分担 氏 名 ・職 研 究 課 題 備 考
北海道大学低温
科学研究所
分担 青木 茂 ・助 手 海氷の発達 ・融解過程 と海洋構造 と
の関係
研究代表者:
島田浩二 ・海洋科学技術セ
ンター ・研究員牛尾収輝 ・助 手
代表 藤井理行 ・教 授 氷床 コアによる古気候 ・古環境復元
の高度化研究分担 本山秀明 ・助教授
東久美子 ・助教授
藤田秀二 ・助教授
古川晶雄 ・助 手
河野美香 ・学振特
別研究員(PD)
分担 東久美子 ・助教授 北米 ローガン山の雪氷コアを用いた
近年の環境変動に関す る研究n
研究代表者:
白岩孝行 ・北海道大学低温
科学研究所 ・助手
千葉 大 学 リモ ー
トセ ンシ ン グ研
究 セ ン ター
代表 塩原匡貴 ・助教授 ライダー観測に基づ くエアロゾルの
光学特性の定量的解析 に関する研究
代表 牛尾収輝 ・助 手 衛星データを用いた南極 リュツォ ・
ホルム湾の海氷 ・氷河変動 と温暖化
に関する研究分担 古川晶雄 ・助 手
京都大学防災研
究所
分担 野木義史 ・助教授 内陸地震空白域の地殻深部比抵抗構
造に関する研究
研究代表者:
塩崎一郎 ・鳥取大学工学部 ・
助教授
東京大学宇宙線
研究所
分担 今榮直也 ・助 手 地球外起源固体微粒子の物質科学的
研究
研究代表者 二
寺田健太郎 ・広島 大学大学
院理学研究科 ・助手
総合地球環境学
研究所
分担 東久美子 ・助教授 北東アジアの人間活動が北太平洋の
生物生産に与える影響評価
研究代表者:
原登志彦 ・総合地球環境学
研究所 ・客員教授
分担 塩原匡貴 ・助教授 大気中の物質循環 に及ぼす人間活動
の影響の解明
研究代表者:
早坂忠裕 ・総合地球環境学
研究所 ・教授矢吹 正教 ・COE研
究 員
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共同研究機関 代表/分担
1
氏 名 ・職 研 究 課 題 備 考
東京大学地震研 分担 金尾政紀 ・助 手 島弧地殻の変形過程 に関する総合的 研究代表者:
究所 集中観測 岩崎貴哉 ・東京大学地震研
究所 ・教授
金尾政紀 ・助 手 火山体構造探査 研究代表者:
渡辺秀文 ・東京大学地震研
究所 ・教授
独 、ツ1行政 法 人放 代表 田口 真 ・助教授 科学衛星搭載観測機器の耐放射線素
射線医学総合研 」な開発 と照射実証実験
究所
天 文台乗鞍 コロ 代表 塩原国資 ・助教授 ス カ イラ ジオ メー タに よるエア ロゾ
ナ観測所
分担 矢吹正教 ・COE研
ルの光学観測
究員
京都大学宙空電 代表 岡田雅樹 ・助 手 非構造格子電磁粒子コー ドによる宇
波科学研究セ ン 宙飛翔体のプラズマ環境の研究
タ ー
東北 ノく学金属材 代表 船木 實 ・助教授 衝撃が限石磁気に与える影響につい
料研究所 ての研究
九州 大学応用力 代表 青木 茂 ・助 手 オホー ツ ク海 にお け るリモ ー トセ ン
学研究所 シング観測の複合利用 に関する研究
2)共 同研究員の受け入れ実績
年 度 採択件数
員 数/機 関 数
総 数 国立大学等}公 私立大学 そ の 他
平成元年度 122 475/136 264/47 66/33 145/56
2 117 487/142 285/47 71/36 131/59
3 ll3 527/164 292/49 67/34 168/81
4 106 543/160 299/49 68/37 176/74
5 104 516/168 272/48 74/41 170/79
6 101 498/156 273/46 74/40 151/70
7 104 522/158 290/46 81/42 151/70
8 107 589/149 342/48 85/42 162/59
9 102 510/138 313/49 78/42 119/47
10 108 542/157 336/64 89/51 117/42
ll 1041509/146 325/63 89/51 95/32
12 !lO540/151
|
351/65 96/54 93/32
13
　
107558/101 351/69 97/24 110/8
14 1061399/1221 282/64 62/39 55/19
15 1111566/157
1
357/63 97/51 112/43
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5.国 際共同研 究等
1)国 際共同研究観測の概要
1ア イスラ ン ドにお けるオー ロラ現 象の南 北共役性研 究 に関 す る国際共同研 究
地球 上で唯 一存在す る オーロラ帯の 「昭和基 地一 ア イスラ ン ド共役点 対」 の 利点 を生 かす ため に,国 、71極地研 究
所 とア イス ラ ン ド大学 ・科学研 究 所 間の 国際 共 同研 究 と して,ア イス ラ ン ド国内 の3個 所 に観 測拠 点 を設 置 し,
1983年 よ り継 続的 に通 年観測 を実 施 して きてい る、 この共 同観測 を実 行す るにあ たって は,両 研 究所 間で研究 協
定 を結 んで いる
具体 的 な観測 は,ヒ 記協 定 に も とつ いた,地 磁 気変 動観 測,地 磁 気脈 動 観測,自 然ELF/VLF帯 電 磁 波動 観測,
イメー ジン グ ・リオ メー タ観 測 な どの,「 オー ロラ現 象の モニ タリング観測 」 をア イスラ ン ド国内の フ ッサ フェル,
チ ョル ネス,ア エ デ島の3観 測拠点 で通年 観測 を継続 して いる、tさ らに,可 視 オー ロラが 昭和 基地 とア イス ラン ド
とで同時 に観測 す るこ とが 可能 な秋 ・春分期 の9月 や3月 には,科 学 研究 費補助 金 な どを用 いて 日本人研 究 者や 大
学 院生 を ア イスラ ン ドに派 遣 し,国 内の3～4箇 所で オーロ ラTVカ メラな どを用 いた観 測 を実 施 して い る/t平 成
15年 度の観 測で は,過 去20年 間で初め ての極 めて共役性 の良い オー ロラブ レ イクア ップ現 象が観測 された。
2中 国中 山基 地 におけ るカスプ域 オー ロラ現 象の研 究に関 す る国際共 同研究
国立極 地研究所 と中国極地研 究所 間の 国際共 同研 究 として,平 成6年 度 よ り,南 極 の中 国中山基 地 にお け るオー
ロ ラ現 象の 日中共 同観測計 画が 開始 され,平 成15年 度 も継続的 に観測 を実 施 した 、
中 山基地 は カスプ/キ ャ ップ域 に位 置 し,そ の地磁 気共役 点 は ス ピッツベル ゲ ン付近 に位 置 して いる、,ま た,第
38次 隊 で昭和 基地 に設置 した第2HFレ ー ダー　(SENSU　 Syowa　 East　HF　radar)　 は中 山基地上 空 をカバーす るため,
地上観 測 とレー ダー との同時観 測 では特 に興味 深 い結 果が得 られ てい る 本 共同観測 計 画で は,観 測装 置 として,
日本側 が オーロ ラ全天TVカ メラ,多 色掃 天 フォ トメー タ,イ メー ジイ ング リオ メー タ,フ ラ ックスゲ ー ト磁 力計,
CCI)オ ー ロ ラ画像撮 像装 置等 を設置 し,中 国側 が デジ タル ア イオ ノゾンデの観 測装 置 を担 当 して い る オヘ レー
シ ョンは,日 本側の観 測装置 につ いは 日本 人研 究 者が 夏期の 中国観測 隊 に参 加 して設 置 を行 ったが,越 冬期 間中 は
中 国 側 の 隊 員 が観 測 を行 っ て い る 研 究 成 果 と して は,カ ス プ域 オ ー ロ ラの ダ イナ ミッ ク スや オ ー ロ ラ と
SUI)erDARNレ ー ダー との比較 観測研究 で は興味深 い 多 くの研 究成 果が得 られ,国 内外 の学 会等 や学術 誌 に発表 し
て きた、.
平成15年 度 は,日 本か らの中山基地 への 直接 派遣 はなか ったが,日 本学術振 興 会の 日中共同観 測事業 の経 費が3
年 間認め られ,日 本 と中国本土で は,両 研究所 間 で研 究者の 交流が活 発 に行 われ た。
3　 SuperDARNレ ー ダーによ る国際共 同研 究
太陽風 と地球磁 気圏 との相互作 用 に伴 うプラズマの運動 は,磁 力線 に沿 って地球 の極域電離 圏 に投 影 されるため,
極域 の電 離 圏は磁気 圏 全体 を監視す る最適 な窓 となってい る この 極域電 離圏 の プラ ズマ運 動 を,瞬 時 に,か つ,
連 続的 に地 上か ら観測 す る装 置 として,最 新の リモー トセ ンシ ング技術 を用 いた 大型短 波(IIF)　 レー ダーが あ るt/
IIFレ ー ダー は,遠 方 までの観測 が可能 であ る とい う大 きな利点 を有す る。 このHFレ ー ダー に よ り,反 射 領域 にお
け る反射 電波 強度や ドップラー速度 な どの物理 情報 を得 るこ とがで きる,観 測 され た ドップラー速度 か ら,反 射 領
域 の 視線 方向 の運 動速 度,つ ま り,プ ラ ズマ対 流速 度 が 求 めれ る。現 在 の レー ダー観 測 システ ムは180kmか ら
3,000km以 上 まで の範囲 を約50度 の扇 形視野で観 測す る ことが可 能で ある。
大型短 波 レー ダー を南 北 両極 域 に多数配備 し,グ ローバ ルな電離圏 プ ラズマ対 流パ ター ンを直接 的 に観測す る目
的の,国 際HFレ ー ダー ・ネ ッ トワー ク観測　(SuperDARN:　 Sl11)er　l)ual　Auroral　Radar　 Network)　 が1995年 よ り開始
され た'F成15年 度時 点で の 主要加盟 国 は,米 国,英 国,フ ラ ンス,イ タ リア,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア,南 ア
フ リカ共和 国,そ して 日本であ る.、この 国際 ネ ッ トワー ク観測 によ り,衛 星観測 で は不可能 な,広 い範囲の プ ラズ
マ運 動 を同時 に観 測 で きる とい う大 きな特 徴 ・利点 を有 してい る、現 在 このSuperDARNレ ー ダー ・ネッ トワー ク
観 測 は,北 極 域 で9基 の レー ダーが 稼働 し,南 極域 で は,昭 和 基地 の2基 を は じめ6基 が 稼働 中で あ る、 この
SUI)erDARNを 構成 す る各 レー ダーは,基 本 的 には全 て共通 の仕様 で製造 され,共 通 の観測 制御 プ ログ ラム で稼働
してい る その為,各 レー ダーの デー タは完全 に互換性 が とれ,デ ー タの相 互利用 や共同研 究が極 めて容 易 となっ
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てい る.
1995年1第36次 隊1と1997年 ・第38次 隊:1に 昭和 基地 に設 置 した2基 の大型短 波 レー ダー　(SENSU)　 は,こ の
国際SllperDARNの 重要な ・翼 を担 ってい る2基 の 昭和基地 レー ダーの特徴 として,　SENSU　 Syowa　 South　 HFレ ー
ダー は地 磁気の 南 方向 極 方向,の 視野 を持 ち,そ の視 野 下に米国 南極点 基地 があ る また,英 国八 一 レー 基地 と
南 ア フ リ カ共 和 国の サ ナ エ 基地 の レー ダー視 野 とも重複 し,プ ラ ズマ 運動 の2次 元運 動 を正確 に観 測 で きる、
sENsu　 syowa　 East　HFレ ー ダー は地 磁 気の 祷ミ向 に視野 があ り,そ の視野 下に 日中 共同観測 を始 め た中国 中山基 地
や オース トラ リアのモ ー'ノン基地,デ ー ビ ス基地,ケ ー シー基地 があ る このSENSU　 Syowa　 Easレ ー ダー視野 と
対(ヘ ア)を 構 成す る仏 国 ケルゲー レン基地 レー ダーが2000年2月 か ら運 用 を開始 し,こ の レー ダーで観測 され る
デー タの 科学的 価値が さらに高 まった さ らに,こ のSENSU　 Syowa　 Eastレ ー ダー と英 国 レスター大学が運 用 して
いるCUTLASSレ ー ダー.ア イスラ ン ドとフ ィンラ ン ドに設置 してあ る2基 のHFレ ー ダー)の 観測視野 は,地 磁 気
共役点ヘ アー`地 球 の磁 力線で結 ばれ た南北 両'11球 の地 点、の 位置関係 にあ り,世 界 に先駆 け てのユニ ー クな南北
共役,[1、(観測 が実施 で きる
Sul)erl)ARNレ ー ダーは,前 述の ように,北 極域 及び南 極域 の ノく半を覆 う広 大 な観 測視 野 を持 つ ため,人 一1二衛 星
観測 に対す る最 も強力 な地 ヒ支援 観測 と して国際 的 に注 目を浴 びてお り,多 くの 人工 衛星 との共 同研究 が な され,
また計 画 されて いる さらに,　EISCATレ ー ダーやEISCATヒ ー タとの 同時観測 や極域 の 地 上で展 開 され てい る多
数 の地磁 気観 測 ・オー ロ ラ観測 な ど との 同時観測 も精 力的 に行 われて お り,　HFレ ー ダーで観測 された電離 圏電場
1プ ラ ズマ 対流速 度)と オー ロラ降下粒 子,電 離圏電 流,地 磁 気脈 動 との相 互関係 な どで も多 くの研 究成果 を ヒげ
て い る また,　PMSEを 南極 で初め て観測 した り,流 星 レー ダーへの適 応 な ど,新 たな研究 分野へ の展 開 も行 われ
て 来てい る
国際SUperDARNワ ー クシ ョップは毎 年開催 され,研 究 成 果発表 だけで な く,観 測や解 析の技 術情 報の 交換 とと
もに,レ ー ダー ネッ トワー クの運 用,デ ー タ利用 につ いての 協議 な ども行 ってい る、 平成15年 度 は フ ィンラン ド
のKiljav'aで 開催 され た また,国 内 では,国 立極地研究 所 にて毎年SllperDARNに 関す る研 究小 集会 を開催 し,　HF
レー ダー研究 の推進 は発展 に 努め た
4　 EISCATレ ー ダーを軸 と した北極 域電磁気 圏 ・中層 ・超高 層大気 ダイナ ミックスの研 究
国 立極 地研究 所 は'1'C成8年4月 以 降,　EIScATの 第7番 目の 加盟 国 とな り,爾 来 国際 共同研究 「lsレ ー ダー によ
る太陽粒 子エ ネルギー流 入機 構の観 測」 を10年 計画 の研 究 と して,国 内の 大学 共同利 用研究 者 とと もに実施 して
い る、 この研 究は,平 成7年 度 にスバ ルバ ールに建 設 され たISレ ー ダー とスカ ンジナ ビアの3点 に既 設のISレ ー ダ
ー な らび に周辺の レー ダー ・地 上観 測 との緊密 な同時観測 に よ り,太 陽風エ ネルギーの地球磁 気圏へ の流 入機構 や
太陽放射 エ ネルギ ー とその擾 乱が 極域 電磁環境 及び大気環境 の変動 に 与える影響 を調べ るこ とを目的 と してい る
共同研究 は,名 古屋 ノく学 太陽 地球環境i,1,STE・ 研 究所 お よびその 他の 大学 のEISCAT研 究 者 に よ りEISCATレ ー
ダーを用 いて観測 実験 を行 うSP　 「特 別 プロ グラムt//と,ア ー カ イブ されたCP　 l共 通 プロ グラム)を 用い たデー タ
解析研 究が継 続 して行 われ,'ド 成15年 度は特 別実験公 募 を担 当す るSTE研 に16件 のEISCAT研 究 課題 申請があ り,
内13件 がSPで あ った、 この 中で は,「 極域 ド部熱 圏 大気 ダ イナ ミクスの研究 」 に関す る36時 間 の実験 をは じめ,
日本の割 り当て時間計100時 間を 各国 とシ』.アしつつ レー ダー観 測 を実施 した、
極地研 究所 の研 究者 が 直接 関 わるEISCAT関 連研究 としては,　「EISCATレ ー ダー とこれ に呼 応 したHF/MST/流 星
レー ダー,地 上光学 観測 共同に よる北緯65-80度 域 中層 大気 ・熱 圏 ノく気潮汐波鉛 直 お よび水平構二造 の究 明」の 課題
の も とに,高 緯度 にお けるEISCATレ ー ダー を とくに中性 大気運動観 測 について補完 す る こ とを 目的 と して,ト ロ
ム ソ 大学 との 国際共 同研究 と して2003年ll月 にEI,9C.ATト ロム ソサ イ トに流 星 レー ダー を新 設 し,ロ ング イヤ ビ
ン(78N,NSMR)と トロム ソ`、70N,NTMR)の 両流星 レー ダー とEISCATレ ー ダー お よびMFレ ー ダーに よる速
度場,大 気潮 汐波観 測 に関す る直接比 較解析 研究 を展 開 した、 同 じ11月 には,　EISCATレ ー ダー による9日 間にわ
た る極球 プラ ネタ リ一波 ・大気潮汐波 キ ャ ンヘー ン観 測 を実 施 し,大 気潮汐成 分 をは じめ,流 星 レー ダー観測 との
詳細 な比較 を行 った また,　ll月 の 大 きな磁気 嵐時 に見 られ たオ ーロ ラ電 磁擾 乱 と流 星 レー ダエ コー消 失や熱 圏
下部 大気速度場 の関 連 につ いて も検 討 した2003年3月 に ロン グイヤ ビ ンに設 置 した流 星 レー ダー に よる 大気 波動
の観測 は,　EISCATやSSR　 {SOUSY　 MSTレ ー ダーノ を補 う もの として,ほ ぼ3年 にわた って連続 的 に行われ,北 極
域 中層 ・超 高層大気 の力学 的結 合の解 明 を日的 とす る プラ ッ トフォーム として,定 常 大気波動 モ デルや大気 大循環
モデ ル と相侯 って極域 大気潮 汐波や 中間圏 界面温度 の クラ イマ トロジー を明 らか に しつつあ る とくに,北 極域 流
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星 レー ダーデ ー タは,南 極 にお け るような夏 季の半 日周期 潮汐の 卓越 を示 して お らず,数 値 シ ミュ レー シ ョンの結
果 示 された反対冬 半球 での プラ ネタリ一波 との非線 形 カ ップ リングな らび にプラ ネタ リー波の南 北非対称 を示唆 し
てい る との知 見を得た.
「EISCATヒ ー ター/Geotail/Superl)ARNレ ー ダー との同時観測 による圧縮性Pc3-5地 磁気脈 動現 象の発生 ・伝搬 機
構 の研究 」 に関す る課題 で は,　EISCATヒ ーター とCUTLASS-HF　 (superDARN)　 レー ダー,　Geotail衛 星 の同時 観
測 によ り,衛 星が通過 す る時 刻 に合わせ,ト ロム ソのEISCATヒ ー ター による電 離圏加 熱 に よ り作 られ た不規 則性
レー ダー を ター ゲ ッ トと し,　HFレ ー ダー によ りULF波 動 を観測 す る実 験観 測 を実施 し,Pc3-4とPc5地 磁 気脈 動
の発生 ・伝播 機構 の特性 が明 らか に された .
オー ロラ ・大気 光の光学観 測 を包含 したエ ア ロ ノ ミー研 究 におい ては,　EISCATト ロム ソサ イ トに光学 観測拠 点
を開設 し,オ ー ロラ光学観測 とEISCATレ ー ダーの同時観 測態 勢 を整 えた。 これ に関連 して,超 高層 グルー プが オ
ー ロ ラ研究 の 一一環 として 参画 して いる 「EISCATレ ー ダー及 び光学 同時観 測 を用 いた電 離圏 一磁 気 圏結 合の研 究」
のテ ーマで は,　EISCATレ ー ダー と狭視野 光学観 測 に よるブ ラ ックオーロ ラの観 測や 大 きな磁 気嵐 時 に見 られ た オ
ー ロラ電磁 擾乱 につ いて貴重 なデ ー タを取得 した。 また,国 立極 地研究 所が ス ウェーデ ンとの共同研究 と して従来
よ り行 ってい る 「ALIS地 上光学/EISCAT同 時 観測」 の課題 で は,　EI.SCATヒ ー テ ィング とレー ダーお よび 多色光で
のALIS光 学 観測 システ ムを用 いたHF－ 励起 人工 オー ロラ研 究 に焦点 を定 め,多 点 光学観測 とプ ラズマ測 定 を も と
に,励 起発 光過程 の解析 が行 われ てい るが,こ れ まで の プラ ズマ 乱流の励 起 とHFポ ンプ周波数,ジ ャ イロ高 調波
の関係 や,557.7mnと630nmの 励起 強度比 と非熱 的電 子の寄 与につ いての知見 に加 え,　ALISとEISCATヒ ーテ ィン
グ,レ ー ダーの同時観 測デ ー タと理論 モ デルか ら,励 起発光 に関与 す る電子 エ ネルギーの テール におけ る分 布の推
定等 を行 った
この ほか,　EISCATと 連 携 した観測 と して,ス バル バー ルで冬季 に オーロ ラスペ ク トログラ フ(ASG)の 連続観
測 を継 続 し,こ れ まで に検 出 され た酸素 イオ ンの732/733nmの 輝線 につい て,　EISCATレ ー ダーの同時 観測 デー タ
に よる粒子 降下 による電離圏 変動 との対応 につ き,オ ー ロラ輝線 スペ ク トル観測 とオー ロラ発光の モデ ル計 算の比
較 か ら,オ ー ロラ中の酸素 イオ ンが低 エ ネルギ ー電子 による酸素原 子の直接電 離 ・励起 に よって発 光 してい るこ と
が確 か め られたが,さ らにEISCATス バ ルバ ール レー ダーに よ り顕著 な イオ ン 上昇流 が観測 された2001年12月 の
詳 しい イベ ン ト解析 か ら,極 域電 離圏で の イオ ン上昇流生 成 につ いて低エ ネルギー電子の 降 り込 み に起 因す る電場
が イオ ンを 上向 きに駆動 した もの との解釈 を提 示 した,ま た,全 天 スヘ ク トログラ フを用 いた オー ロラ酸 素 イオ ン
発 光の 分光観測 が,極 域 電離 圏か らの イオ ン ヒ昇 の メカニ ズム解明 を 目的 と したSERS　 I　O　 (Svalbard　 EISCAT
Rocket.　Study　of　lon　Outflow's)　 ロケ ッ ト観 測 キャ ンペー ンを支援 する地上観 測 として実施 され,ロ ケ ッ トは2004年
1月22日08時57分00秒(世 界時)に 打 ち上 げ られ た、.この とき酸 素 イオ ンオー ロラの増 光 も認め られ,　EISCAT
デー タ と合わせ て現 在解析 が進 め られ てる、
さらに,北 極域 のEISCATレ ー ダ 一ーを軸 とす る極域 超 高層大気 ダ イナ ミックス研究 に資す るため,ト ロム ソ レー
ダーサ イ トにLinuXサ ーバ ーに よるデー タ収 集 ・アー カ イブシ ステ ムを新 たに設 け,北 極超 高層観 測 デー タの 集積
に よる総 合解析 の資源 とした、
平成16年1月13日 及 び14日 に,　「EISCATレ ー ダープ ロジェ ク トの将 来展望 に関す る研 究小 集 会」 を開催 した,,
国内EISCAT共 同 利用研 究 者か ら,　EISCAT研 究 に よ り最近 得 られた新 しい成果 や今 後計 画 され てい る実験 観測,
新 たな提 案等 につい て講演 を得 る とともに,2006年12月 に10年 の協 定期限 を迎 えるEISCATプ ロ グラムに対 して,
EISCATレ ー ダー を用い た北極超 高層研究 の 計画推進 に資 する議論 を行 った。 また,極 地研 に滞在 中の トロム ソ大
Asgeir　Brekke教 授 に よる　「Views　on　the　EISCAT　 future」　と題す る講演 が な され た、 さらに,平 成16年3月15日,
16日 に,　「EISCAT/SuperDARNレ ー ダー研 究集 会一 デー タ利 用 と解 析の チ ュー トリア ルー」 を開催 した。 これ は,
EISCATデ ー タの利 用 に関心 を持 つ全 国の研究 者 ・大 学院 生 を対 象 に実 習 を含むチ ュー トリア ル(計7講)を 通 じ
て,　EISCATお よびSuperDARNデ ー タを用 いた共 同研 究 の促進 を企 図 した もので あ る、,講堂 に36名 分 の ネ ッ トワ
ー ク解析環 境 を臨時 に構築 し,参 加者持 参のPC上 で デー タ解析 ソ フ トを実行 す るこ とに よ り,デ ー タ処理 の実際
を体験 し,理 解 を深 めて も らった,、予 想 を越 え る多 くの参加 者が集 まり,今 後 の共同研究 の発展 が期待 され る 、
5ア ム ンゼン ・スコ ッ ト南極点 基地 にお ける全 天 イメー ジャ観 測
国立極地研 究所 と米国科学 財団 ・極 地局　(NSF/OPP　 :　National　LScience　Foundation,　 Office　of　Polar　Programs)　 と
の 間で交 わ された,ア ム ンゼ ン ・ス コ ッ ト南極点 におけ る全 天オー ロラ イメー ジャに関す る合意書(1996-2004)
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に基 づ き,1996年 南 極点 に設 置 された 全天 オー ロ ラ イメー ジ ャに よ りオー ロ ラ と大気光 の観測 を行 ってい る、特
に南 極点 は冬期 間 一一日24時 間の 連続観 測が 可能 な 事,昼 間側 カス プ ・ク レフ ト領域 の オー ロ ラの観 測が 出 来 る地
球 上唯 一一の場 所 であ る事 等,他 で は研 究 観測 で きな い場 所 であ る.合 意 書で は,極 地研が 観測 機材 を用 意 して運
用 ・維持 しオヘ レー シ ョンを行い,現 地で の冬 季観測 に はNSF/OPPの テ クニ シ ャンが 当 り,尚 且 つ 夏期 間の 日本
か らの研 究者 に対す る現 地1ニ ュー ジー ラ ン ド ・クラ イス トチ ャーチか らマ クマ ー ド経 由南極 点)で の ロジスチ ッ
クスの サポ ー トをNSF/OPPが 提 供す る こ とにな ってい る 毎年!l月 期 に極地研 か ら研究 者 を南極点 基地 に派遣 し,
機 器の メンテナ ンス,デ ー タ回収,現 地技術 者への 訓練 を行 い,観 測 は 日本 の極地研 か ら衛 星経 由の イン ター ネ ッ
トに よ りオヘ レー シ ョン と観 測デ ー タのチ ェ ックを行 い,観 測 され たオー ロラ画像 と大気光 イメー ジは,ホ ームヘ
ー ジに よ り全 世界の研究 者の研 究 に資 している 研究 者現 地派遣 につ いては
,科 学研究 費補助 金 によ り遂行 されて
いる .
6南 極VLBIに 関 す る国際 共同観測
極 地研究所 はオー ス トラリア望 遠鏡 国立施設(ATNF:　 Akisti'alian　Telescope　 National　Facility)間 で交 わ され た覚
え書 きに基づ い て共同研 究 を行 ってい る 南極 昭和 基地11m　 alltellllaの運 用 に合わせ,タ スマニ ア ・　Hobart　 l!m
alltelmaを 測地VLBI実 験 のた めに運 用す るこ とを約 束 した ものであ る 南半球 は もと もと適 当なVLBI施 設が少 な
い。 タスマ ニ ア ・　Hobart　 l!m　alltemlaは 昭和基地 に対 して最適 な実験 相手 局であ るが,昭 和 基地がK4　 systemを 用
い てい るの に対 してHobartはS2　 systemと い う固有の装置 を用 いて受信 を行 い,デ ー タテー プを 日本 に供給 してい
る。 デー タ処 理 と解析 は 日本で行 われ,39次 ～43次 の基線長解 による プ レー ト運動 が求 め られ てい る、、39～41次
は48hr実 験x4回,42～44次は24hr実 験x4回,以 後1年 毎の 自動 延 長 となってい る。 なお,観 測 スケジュー ル
の決定 な どは国際 的な組織　(IVS:　International　 VLBI　 Service　for　Geodesy　 alld　Astrometry　 /　NASA　 GSFC)　 が調整 し
てお り,極 地研 も国立天 文台,国 土地理院,通 信総研 と並 び参加機関 であ る、
一 方,極 地研 究所 は上記のATNF間 の覚 え書 きと同様 に,南 アフ リカ共和 国のハ ーテベ ステ ク天文台　(Hai'tRAO:
Hartebeesthoek　 Radio　Astronomical　 O止)servatory)と 南極測 地VLBI実 験 の ための ア ンテナ運 用 を行 なって いる、 ア
ンテ ナ運 用 方法,実 験 回数,受 信 テ ー プの提 供,デ ー タ処 理 ・解 析 方法,ス ケ ジュ ー ル調 整 方法 等,す べ て,
ATNFと 同様 で あ る。　Syowa-Ilobart-IlartRAOの3局 ア ンテナ に よる4年 間の実験 デー タか ら,南 極 プ レー トとア フ
リカプ レー トの相 対運 動が10.8+-1.3mm/yr,南 極 プ レー トとオー ス トラ リアプ レー ト間の相 対運 動 が57.0+-1.7
mnソyrと 求め られ てい る、
Syowa-Hobart-HartRAOの3局ア ンテナ による実験 で,南 極 プ レー ト,ア フ リカプ レー ト,オ ース トラ リアプ レ
ー ト問の相 対運動 が現状 で数mnVyear精 度で把握 で き
,ま た実験 期 間を継 続す れば精度 も向上す る、
7ロ シア ・バ イ カル リフ ト帯 の深部 構造 に関 す る国際 共同観 測
地球 史 におけ る大陸の 成長過程 と地球 表層部の ダ イナ ミクスを考 え る ヒで,先 カ ンプ リア地塊 の クラ トン及びそ
の周辺 部の構 造 を求め るこ とは重 要で ある 北 半球 最大 の大陸で あるユ ー ラシアの中心部 シベ リアは,か つての ロ
ー レンシアや ゴン ドワナ超 大陸の進 化 を考 える上で鍵 となる地域で ある
、バ イカル リフ ト帯(Baikal　 rift　zolle;　BRZ)
は,北 側 の シベ リア クラ トンと南側 の古生代 ～中生代 の変動帯,さ らに南部の モ ンゴル ～北 中国 クラ トンに挟 まれ,
太平洋 の沈み 込み帯 や イン ド ・ヒマ ラヤの衝 突帯か らも離 れた,ユ ー ラシアの内陸部 に位置 して いる 新生代 の火
山活動 や局所 的な地震 活動,地 溝二帯 の形成 と拡 大 ・勇断様式 が実際 に地表で確 認 されてい る.、また,近 年の ロシア
科学 アカデ ミー　(Russian　 A(ladelny　of　Science;　RASIに よる深部構造探 査 では,リ フ ト帯 に特 徴的 な地殻の 薄化 は
確 認 されず,逆 に深 いモホ面が検 知 されて いる
シベ リア クラ トン～BRZに お ける これ までの成 果 を踏 まえ,深 部構 造 とテ ク トニ クスを さ らに詳細 に調べ るた
め,平 成15年 度 に文部科 学省 の 「在 外研究 員 派遣 事業(創 造 開発研 究)」(研 究代 表者:金 尾政 紀)に よ り 「シベ
リア クラ トン～バ イカル リフ ト域 の異常厚 化地 殻の構 造の起 源 に関す る調査研 究」 を,2004年1月12日 一30日 の
期 間 に実 施 した.こ の派遣 事業 によ り,　RASの 地質学 地球物 理学 及び鉱物 学総 合研究 所(ノ ボ シビルス ク),並 び
に同RASの 地 質学研 究所(ウ ランウデ)と の共 同 に より,バ イカル湖東 岸の 中央 に位 置す るMakCumUxc　 (マ クシ
ミハ;MXM)観 測点 に国 立極地研究 所所有 の可搬型広 帯域地 震計(CMG--40T)及 びその収録装 置一式 を設置 した。
観測 期 間は モス クワ当局か ら最大2年 間(当 初1年 間で 申請,さ らに1年 の延期 申請済 み)の 期 限付 きで了解 を得
て い る。　MXM観 測点 は,　RAS地 質学研 究所 が所 有す る微 小地 震観 測網(短 周期 地震 計の み設 置 され てい る)の う
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ち,基 盤 岩(花 圃岩 質片麻 岩)の 露出す る最良 な場所 を選択 した,
本 共同研 究 に より記録 され る遠 地地震 デー タを用いた波 形解析 に よ り,BRZ周 辺 の リソスフ ェアの構造 を求め る
さらにこれ まで得 られ た成果 と対比 して,BRZ直 ドの異常厚 化の詳細 な構造 とその テ ク トニ クス的成 因 を解 明す る
また本研究 を さらに推進 し,将 来 ロシア北 極域 で広 帯域 地震計 に よる我 が国の定常 観測点 を設 ける こ とで,国 際デ
ジタル地 震観測網　(Federation　 of　I)igital　Seismographi(l　 Networks;　 FDSN)　 に対 して積極 的 に貢献 で きる と期待 さ
れ る
8オ ース トラリア南極局 との海洋共同研究
2001-2002年 に続 き,2002-2003年 の南極夏期シーズンには 日豪双方の南極海洋観測船 を導入 した国際共同海
洋観測が実施 された、得られた種々のサンプルとデータはい まだ解析中の部分があるが,そ の研究成果は国内外の
数多 くの研究集会において発表 され,高 い評価を得ている、12月 の極地研究所で開催 された第26回 極域生物 シン
ポジウムでも特別セ ッションが設 けられ豪側共同研究者も出席 した この ように平成15年 度は現場観測か ら得 ら
れたデータの共同解析が行われると同時に,特 に,動 物 プランク トンの共同観測が南極海 インド洋区を中心に行わ
れた,ま た,こ の共同観測は毎年の南極基地への往復航路上において も日豪双方の観測船 を用いて継続 されてい
る
9ス バ ールバル諸 島二 一オル スン におけ る北極環 境 に関 す る研 究
1990年 に スバ ー ルバ ル諸島 の ス ピ ッツベ ルゲ ン島ニ ー オル ス ンに観 測拠点 を設 置 して以 来,大 気 科学 分野 で
は一一般 地上気 象観測 の他,二 酸 化 炭素,メ タン,地 上 オゾ ンな どの 観測,雲 水 レー ダ観測 な どを,雪 氷分野 で は雪
氷 コア掘 削観測 や降雪 化学観 測,陸 上生態 分野で は氷河後 退域 におけ るツ ン ドラ植 生の遷 移観測 や炭 素循 環観測 等
を進 めて きた、 こう した観測 の 多 くは,ノ ル ウェーの極地研 究所 及び ドイツの アル フレ ッ ド ・ウェー ゲナー極地 海
洋研究 所 との共同研 究 に関す る合 意書 に基づ いて実 施 され て きた、
平成15年 度 は,大 気 科学 分野 で はニー オ ルス ン観測拠 点 で温室 効果 気体,地 ヒオゾ ンな どの観 測 を継続 実施 し
た、、また,ペ アーア イラ ン ドで行 われ てい る レー ダ観測 との対比 観測 として,レ ー ダ観測,オ ゾ ンマ イクロ波放 射
観測 な ども実施 した、9月 には,2004年5～6月 に計 画 してい るASTAR　 O4の ための準備 作業,試 験飛行 観測 を ド
イツ ・ブ レーマ ーハ ーフ ェンにて実施 した 陸tl生 態分野 で は,8月 にニー オル スンの東 ブ レッガー氷河後退域 の
ツ ン ドラ植 生 ・土壌の炭 素循環 の研 究観測 を実施 した 、
10ア ラスカ大学国際北極センターとの北極環境 に関する国際共同研究
アラスカ大学国際北極セ ンタ 　ー(IARC)　 と北極環境に関す る共同研究の合意書に基づ き,ア ラスカ北部のブル
ックス山脈マ ッコール氷河の予備観測を実施 した
2)国 際交流協定
(1)平 成15年 度継続分の覚書 ・合意書等一覧 平成15年7月20日
番号 件 名 相 手 機 関 締 結 日 有効期限
1 日本国国立極地研究所 と韓国海洋
研究所間の極域研究協力に関する
△音量口.じ、日
韓国海洋研究所 1994年9月3日 締結 日から継続
2 国立極地研究所 とオース トラリア
南極局 との間の研究協力に関する
協定
オース トラ リア南 極局 2000年9月11日 2005年9月10日
(5年 間)
3 国立極地研究所 とアイスラン ド大
学科学研究所間の アイスラン ドー
昭和基地共役点に関する共同観測
経費負担合意書
アイスラン ド大学科学研究所 2003年3月25日 2004年3月31日
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番号 1牛 名 相 手 機 関1締 結 日
1
有効期限
4 国 、ン1極地研 究 所 とア イスラ ン ドノく
学 科学 研 究所 間の ア イスラ ン ド
昭和 基地 共役点 に関す る 共同観測
・へ音量口,じ・日
ア イスラ ン ド大学 科学研 究所12002年3月31日
i
l
2004年3月31日
5 日本国国 、シ1極地研究所 と中国極地
研究所間の共同研究 と学術交流に
関する合意書
中国極地研究所 1999年6月30日2004年6月3(り 日1
6 国立極地研究所 とアルフ レッ ド・
ウェーゲナー極地海洋研究所 との
間の研究及び南極 ・北極 における
設営の協力に関する協定
アル フ レ ッ ド ・ウ ェーゲ ナー極
地海 洋研究所
2001年4月2日 2007年4月1日
16年 間
7 日本国国 、ン:極地研究所 とノルウユー
一国極地研究所間のスバールバル
諸島における北極研究に関する協
力についての合意書
ノル ウェー国極地研究所
lll999年3月30日 2004年6月30日
8 南極VLBI共 同研究 に関す る国1':
極地研究所(NIPR)　 とオース トラ
リア望遠鏡国立施設　ATNF`　 間
の研究協力合意書
オー ス トラ リア望遠 鏡 国 立施設
台
2001年3月30口 2004年3月31日
9 国、ン:極地研究所 とトロムソ大学数
物科学研究所間の学術交流 と共同
研究に関する合意書
トロム ソ大学 2002年4月16日12007年4月15日
;
10 日本国国 立極地研究所 とスウェー
デン宇宙科学研究所間のALIS　 オ
ーロラ大規模撮像 システム`を 用
いたオーロラ研究の共同研究に関
する合意書
スウェーデン宇宙科学研究所 2001年5月4日 2004年3月311J
11 日本国国立極地研究所 と全米科学
財団極地局間のアムンゼ ン ・スコ
ッ ト南極点基地における全天 イメ
ージや観測に関する合意書
全米科学財 団極地 局12003年4月16日
1
2004年12月31日
12 国{乙極地研究所 とアラスカ大学国
際北極研究センター間の 共同研究
に関する覚書
ア ラ スカ 大学 国際 北極 研究 セ ン
ター
2001年7月1日
」
2007年6月30日
6年 間1
13 国 、ン:極地研究所 とアラスカ大学地
球物理研究所間の共同研究に関す
る覚書
アラスカ大学地球物理研究所 2001年7月1日 2006年6月30日
(5年 間)
14 南極VLBI共 同 研究 に関 す る国 ウ1
極 地研究 所(NIPR・ 　と八一 テベ ー
ス テ ク電波 天文 台 咀artRAOノ 間
の研究協 力合意 書
ハ ーテベ ー ステ ク電波 天 文台
i
2001年3月30日
1
2004年3月31日
1.15一
② これまでの覚書 ・合意書等一覧(一 部継続分を含む)
番号 覚 書 ・合 意 書 等 の 名 称 相 手 先機 関 名 締結年月日
1 昭和基地における人工衛星テ レメ トリーに関
する覚書
東京大学宇宙航空研究所 1977年7月30日
2 南極観測船 「ふ じ」における船舶地球局設備
による通信実験 に関する覚書
国際電信電話株式会社 1977年8月16日
3 国立極地研究所 とアラスカ大学地球物理研究
所間の協力覚書
ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所
(The　 Geophysical　 IIlstitute　 of　 the
Ulliversity　 of　Alaska)
1978年11月6日
4 国立極地研究所 とソ連科学 アカデ ミー地球物
理研究所間の覚書
ソ 連 科 学 ア カ デ ミー 地 球 物 理 研 究 所
(Illstitute　 of　 Physics　 of　 the　 Earth,
Academy　 of　Sciellces　 tlle　USSR)
1978年12月23日
5 国立極地研究所 とアラスカ大学海洋研究所間
の協力覚書
ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所
(IIlstitute　 of　Marille　 Sciellce,　 Ulliversity　 of
Alaska)
1981年10月8日
6 国立極地研究所 とノルウェー王立科学工業院
宇宙局間の協力合意書
ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegiall　 Coullcil　 for
Scielltific　 alld　IIldustrial　 Research,　 Space
Activity　 Division)
1981年10月8E1
7 国立極地研究所 とスウェーデ ン宇宙開発公社
間の大気球観測実験に関する協定合意書
ス ウ ェ ー デ ン宇 宙 開 発 公 社
(Swedish　 Space　 CorporatiolD
1982年8月31日
8 国立極地研究所 とオスロ大学物理研究所 間の
VLF自 然電波多点観測に関する共同観測合意
書
オ ス ロ 大 学 物 理 研 究 所
(IIlstitute　of　Physics,　 Universiy　 of　Oslo)
1984年8月10日
9 国立極地研究所 とノルウェー王立科学工業院
宇宙局間の共役点国際大気球観測 に関する共
同観測合意書
ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegiall　 Col111cil　 for
Scielltific　 alld　II1(111strial　Research,　 Space
Activity　 Divisioの
1985年4月9日
10 国立極地研究所 とノルウェー王立科学工業院
宇宙局間の共役点国際大気球観測に関する共
同観測経費負担合意書
ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegiall　 Coullcil　 f(⊃r
Scielltific　 alld　 IIldllstrial　 Research,　 Space
Activity　 Divisio1り
1985年5月13日
11 国立極地研究所 とアラスカ大学地球物理研究
所間の共同研究に関する覚書
ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所
(The　 Geophysical　 IIlstitute　 of　 t}1e
Ulliversity　 of　Alaski1)
1988年5月3111
12 日本国国立極地研究所 とスウェーデ ン宇宙科
学研究所間のALIS　 (オーロラ大規模撮像シス
テム)を 用いたオーロラ研究の共同研究に関
する合意書
ス ウ ェ ー デ ン宇 宙 科 学 研 究 所
(Swedish　 Institute　 of　Space　 Physics,
Sweden)
1997年4月21日
13 国立極地研究所 と トロム ソ大学数物科学研究
所間の学術交流 と共同研究 に関する合意書
トロ ム ソ 大 学 数 物 科 学 研 究 所
(Illstitute　 of　Mathematical　 alld　Physical
Sciellces,　 The　 UIliversity　 of　Tromso)
1997年4月25日
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番号 覚 書 ・合 意 書 等 の 名 称 相 手 先 機 関 名 締結年月日
14 国立極地研究所 とスウェーデ ン宇宙科学研究
所間のALIS　 (オーロラノく規模撮像システムノ
を用いたオーロラ研究の共同研究 に関する共
同研究経費合意負担書
ス ウ ェ ー デ ン 宇 宙 科 学 研 究 所
(Swedish　 Illstitllte　of　Space　 Physics)
1997年5月1日
15 日本国国立極地研究所 とオース トラリア国オ
ース トラリア地質調査機構の重力潮汐共同研
究に関す る覚書
オ ー ス トラ リ ア 地 質 調 査 機 構
(Australiall　 Geological　 Sulve}・
Olgal/isatiOIり
1997年6月17日
16 南 極VLBI共 同研 究 に関す る 国立 極地研 究 所
(NIPR・ 　と オー ス トラ リア 望遠 鏡 国 立施 設
(ATFNノ 間の研究協 力合意書
オ ー ス トラ リ ア 望 遠 鏡 国 立 施 設
(Australiall　 Teles(:ope　 Natiol/al　 Facility)
1997年12月4日
17 南極VLBI共 同研 究 に関 す る国 立極 地研 究 所
(NIPR)　 とハ ー テ ベ ー ステ ク電 波 天 文 台
(11artRAO)間 の研究 協力 合意書
ハ ー テ ベ ー ス テ ク 電 波 天 文 台
(Hartebeesthoek　 Radio　 Astronomical
Observatory)
1998年1月12日
18 南極VLBI共 同研 究 に関 す る国立 極 地研 究 所
南極 圏環境 モニ タ リング研究 セ ンター(NIPR)
とハ ーテ ベ ー ステ ク電 波 天文 台IIIartRAO
間の経 費負担 合意書
ハ ー テ ベ ー ス テ ク 電 波 天 文 台
(Hartebeeslhoek　 Ra〔lio　 Astrollomical
Observatory)
1998年1月12日
19 国立 極地研 究所 とノル ウェー地 図局測地 部 間
にお け る二一 オル ス ンの ネ ッ トワー ク利 用 に
関す る合意書
ノ ル ウ ェ ー 地 図 局 測 地 部
(Norwegiall　 Mappillg　 Authorirty,　 Geodesy
Divisioll　 ill　Norway)
1996年10月15日
20 国立極地研究所 とノルウェー地図局測地部間
におけるニーオルスンのネットワーク利用に
関する経費負担合意書
ノ ル ウ ェ ー 地 図 局 測 地 部
(NorwegiaII　 Mappillg　 Authorirty,　 Geodesy
Divisioll　ill　Norway)
1998年6月8日
21 日本国国立極地研究所 とノルウェー国極地研
究所間のスバールバル諸島における北極研究
に関する協力についての合意書
ノ ル ウ ェ ー 国 極 地 研 究 所
(Norwegiall　 Polar　 Research　 IIlstitute)
1999年3月30日
22 日本国国立極地研究所 とノルウェー国極地研
究所間の スバールバル諸島における北極研究
に関す る協力についての経費負担合意書
ノ ル ウ ェ ー 国 極 地 研 究 所
(Norwegiall　 Polar　 Research　 IIlstitute)
1999年3月30日
23 国 立極地研究所 とラバル大学 ・大学間海洋研
究機構間の1999年 国際ノースウォーター共同
観測に関する合意書
ラ バ ル 大 学 ・ 大 学 間 海 洋 研 究 機 構
(Grollpe　 Illterlllliversitaire　 de　 Recherches
Oceallographiqlles　du　 Qllbec　 Laval
UIliversity)
1999年6月11日
24 日本国国立極地研究所 と中国極地研究所間の
共同研究 と学校交流に関する合意書
中 国 極 地 研 究 所
(Polar　 Research　 Illstitute　of　(jhilla)
1999年6月30日
25 日本国国立極地研究所超高層物理グループと
中国極地研究所超高層物理部門間の中III基地
における極域超高層研究に関す る合意書
中 国 極 地 研 究 所 超 高 層 物 理 部 門
(Upper　 Atlllosphel'e　 Physics　 Grollp,　 Polar
Research　 Illstihlte　of　Chil/a)
1999年9月
26 日本国国立極地研究所 と全米科学財団極地局
間のアムンゼン ・スコット南極点基地 におけ
る全天イメージャ観測に関する合意書
全 米 科 学 財 団 極 地 局
(The　 office　 of　Polar　 Programs,　 Natiollal
Sciellce　 Fomldatiol1,　 USA)
2000年3月31日
27 国立極地研究所 とアイスラン ド大学科学研究
所間のアイスラン ドー昭和基地共役点 に関す
る共同観測合意書
ア イ ス ラ ン ド大 学 科 学 研 究 所
(Sciel/ce　 IIlstihlte,　UIliversity　 of　Icelalld)
2000年3月31日
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番号 覚 書 ・合 意 書 等 の 名 称 相 手先 機 関名 締結年月日
28 国立極地研究所 とアイスランド大学科学研究
所間のアイスランドー昭和基地共役点に関す
る共同観測経費負担合意書
ア イ ス ラ ン ド ノく学 科 学 研 究 所
(Sclellce　 Illstihlte,　 Ulliversity　 of　IceLIIld)
2000年3月31日
29 南極 のLake　 Vostok研 究 に関 す る国 ウ:極地研
究所 と ドレスデ ン1二科大学 ・惑 星測地学 研究
所 間の研究 協力合意書
ドレスデ ンL科 大学 2003年3月31LI
30 南極のLake　Vostok研 究 に関する国 立極地研
究所 とドレスデ ン工科大学 ・惑星測地学研究
所間の経費負担合意書
ドレスデ ンL科 ノく学 2003年31131日
31 南 極 のLake　 VOs{ok研 究 に関す る国 立極 地研
究所 とロシア国家 単 一事業体 アエ ロ ジオデ ジ
ィア間の研 究協 力合意書
アエ ロジオデ ジ ィア 2003年3月31EI
32 南 極のLake　 Vostok研 究 に関す る国 立極 地研
究所 とロ シア国家 単一一事業 体 アエ ロジオデ ジ
イア間の経費 負担 合意書
アエ ロ ジオデ ジ ィア 2003年3月31日
6.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポ ジ ウム
第26回 極 域生物 シ ンポジ ウム
12月4日 一5日 に,標 記 シ ンポ ジウムが 国立極地研究 所講 堂にて 開催 された、.シンポ ジウム期 間 中,口 頭 発 表12件,
ポ ス ター発 表61件,計73件 の 講演が 行 われ,2日 間 を通 じて所 内外 か ら105名 の 参加 があ った、 初 日には,「 最近 南
極 海 でわ か った こ と」 とい うテーマ で,JARE-43お よび44シ ー ズンの複船 時系列 観測 関連 の発 表が行 わ れた、 ・連
の発表 では,生 物 そ の もの を取 り扱 った研究 の他 に,海 洋生物 が関 与す る温暖 化関連 ガ スの動態 を扱 った研究 が発 表
され,海 洋生物研 究 の新た な方向性 を示唆す るもの と思わ れた,ポ ス ター発 表で 日を引い たのは,南 極 海 産の魚類 図
鑑 を,魚 拓 に よって作 成 しよう とい う計 画発 表 だった。会場 には,色 鮮や かな魚拓が 多数展 示 され参 加者 の注 目を集
め た 二 日目には,「 極地 の微 生物」 とい うテ ーマで,北 極 お よび南極 にお ける菌類,細 菌類,藻 類 に関す る最近 の
研究 成果が発 表 された 両 日と も,活 発 な議 論が行 われ,問 題点や 新た な展開 な どが指摘 され るな ど,充 実 した シン
ポジ ウム とな った、
第26回 極 域気水 圏 シンポ ジウム
11月19日 お よび20日 に第26回 板域 気水 圏 シ ンポ ジウム を開催 した、講演 件数 は95件,参 加者 は145名(・ 般111
名,学 生34名)で あ った 過去 数年 に引 き続 き,気 水 圏分野 の第5期5か 年計 画 「極域 大 気一雪氷 一海洋 国 におけ る
環境変動 機構二に関す る研 究」終 了後 の研 究成 果発表が 多い状況 にあ る エ アロ ゾル,オ ゾン,海 洋 ・海氷変動,両 極
域 で の雪氷 コア研究,ド ームふ じ深層 コア研究 に関す る研 究 発表が 多か った,ガ スハ イ ドレー トに関 す る講演 が6件
あ り,関 連研 究 者が研 究 交流の場 と して この シ ンポ を選択 してい る状 況が 昨年 にない特徴 に見え る。95件 は,2日 間
で処理 で きる講演数 と しては,時 間的 に非常 に タ イ トであ った、,ポス ター発 表の場 も比較的狭 く,会 期中の 全時 間の
掲示 をで きない問題が あ る　tt　また,口 頭発 表 に10分,質 疑 応答 に2分 しか とれ ないため,議 論 をす る時間が1'分 に と
れない.,参 加者 に とって議論 の場 と して よ り魅 力的 な シンポにす るには,3日 間の 開催期 間 にす るか,テ ーマ を絞 っ
た シンポジ ウム にす るな どの検討が必 要 であ る とお もう 、
第23回 南極地 学 シンポジ ウム
10月16日 お よび17日 の2日 間,第23回 南極 地学 シ ンポ ジウム を極地研 講堂 にて 開催 した。 口頭発 表32件,ホ スタ
ー発表21件 で,参 加 者のべ98名 で あ った.、　SEAL　 (東 南極 リソス フ」一アの構造 と進化)計 画の成果 やモ ニ タ リング観
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測結 果 を中心 に,後 期新 生代,南 極海 の地学,み ず ほ高原の 人工地震探査,昭 和 基地周辺 の測地 と地球物理,地 球物
理 モデ リング,リ ュツ ォ ・ホ ルム 岩体,ナ ピア岩体 ・レイナー岩 体,南 極 ・ゴ ン ドワナ,と 幅広 いテ ーマでの発表 お
よび活発 な討論 が繰 り広 げ られた.ま た,地 学 系の網羅 す る多様 な専 門分野の境 界領域 ・学際 的な研究 の成果 もい く
つ か報 告があ った.
第27回 極 域 にお ける電 離圏磁 気圏総合 観測 シンポ ジウム
7月31日,8月1日 の2日 間 にわた り,「 第27回 極域 にお ける電 離圏磁 気圏 シ ンポ ジ ウム」 を極地研 にお いて 開催 し
た 、中層 大気 ・熱 圏物理,電 離 圏物理,シ ミュ レー シ ョン,磁 気 圏物理,オ ー ロラ物 理,　PPB観 測,将 来計 画の 七つ
の 分野 にわた って,の べ71件 の研究発 表が行 われた、
PPB観 測 のセ ッシ ョンで は第44次 南極観測 隊 に よって実施 され たPPB観 測 の初期 成果が 発表 され,参 加者 の関心
を集 め た 、実験結 果の概 要が,山 岸 久雄(極 地研教授)ら によって報告 され たのち,搭 載 され た観 測機器 に関 して高
エ ネルギ ー宇宙電子線 観測 ,　VLF/ELF帯 波動 観測,磁 場観測,オ ー ロラX線 観測 の結 果が示 され た,,
将 来計画 の セ ッシ ョンで は,次 期SCOSTEP国 際協 同観 測計画 「CAWSES」,　 SCOPEミ ッシ ョン,昭 和 基地MST/IS
レー ダ(PANSY)計 画,　EISCATの 将 来計 画な ど,大 型計 画 につい て多 くの時 間 を割 き,議 論が行 わ れた 、
Evolution　 of　 Solar　 System　 Materials:A　 New　 Perspective　 from　 Antarctic　 Meteorites
平成15年9月3日 か ら5日 の3日 間,「 太 陽 系物 質の起 源 と進 化:南 極損 石研 究 か らの新 た な展 開　(Evolution　 of
Solar　System　 Materials二A　 New　 Persl)ective　from　Antarctic　Meteolites)」 　と題 した国際 シ ンポ ジウムが,国 内か ら97
名,海 外か ら33名,計130名 の参 加者 を迎 えて,極 地研 におい て開催 され た一
火星頗石 の特別 セ ッシ ョンで は,コ ンソー テ ィアム メンバーか ら研 究成 果が公 表 され,新 しい火星明 石の岩 石鉱物
学,化 学,同 位体 年代学 につ いて,踏 み込 ん だ討論 が行 われた、,その結 果,「Yamato980459」 は,こ れ までの 火星陽
石 とは異 な り,火 星の表層 で急冷 して形成 した岩 石であ るこ とが明 らか にな った 一
また,南 極 明石 を用 いた惑星物 質科学研 究の セ ッシ ョンも開か れ,未 分化 な 太陽系始原物 質の起 源お よび陽石 母天
体の 初期 分化 過程 につ いて活発 な議 論 が な され た。F員石学 会 会長G.Huss博 士(ア リゾナ州立 大)の 特 別講 演 では,
未分化 な限 石か らみつか った ブ レソー ラー グ レイン(星 間塵)に つ いての研 究成 果が紹 介 され た。 本国際 シンポ ジウ
ムの成果 は,　Antarctic　Meteorite　 Research　 No.17に 掲載 され た、
2)研 究小集会
研 究 課 題 研究代表者 開 催 日
南極昭和基地大型大気レー ダーを用いた極域大気科学の可能性 堤 雅 基 平成16年1月8日
南極及び北極における中層大気 ・下部熱圏領域力学の観測に関する研
究小集会 その2 田 口 直ノ 、 平成16年3月3日
国際SUperDARNレ ー ダーに よる極域電 磁圏 と下部 熱圏 ・中間圏 の研究
に関す る研究 小集 会 佐 藤 夏 雄 平成15年12月19日
EISCATレ ー ダープ ロジェ ク トの将 来展望 に関 す る研究小 集会 麻 生 武 彦 平成16年1月13日 ～14日
氷床 コアから抽出 した環境変動情報の現状解釈 と将来課題 に関す る研
究小集会 藤 田 秀 二 平成15年11月18日
南極域における地球規模大気変化観測に関する研究小集会 和 田 誠
平成15年8月25日
平成15年9月25日
平成15年10月2日
極域雪氷試料 ・コアを用いた地球環境変動研究の諸問題に関する研究
小集会 本 山 秀 明 平成15年7月31日
南大洋における海洋 ・海氷変動に関する研究小集会 牛 尾 収 輝 平成15年11月21日
南極 ・南大洋の野外調査研究 と新生代 の氷床 ・気候モデ リング研究の
接点について考える研究小集会 三 浦 英 樹 平成15年11月26日
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研 究 課 題 研究代表者 開 催 日
南極における航空機地学観測に関する研究小集会 野 木 義 史 平成15年5月8日
大陸地殻の形成 と進化に関する研究小集会 本 吉 洋 一 平成16年2月6日
極域におけるテレサイェ ンス技術の現状と展望に関する研究小集会 金 尾 政 紀 平成15年11月17日
エルズ ミア島における氷河後退域生態系に関する研究小集会 神 田 啓 史 平成15年6月16日
南極昭和基地における医療 ・医学研究に関する研究小集会 佐 藤 克 文 平成15年9月2日
専用観測船による海洋観測 に関する研究小集会(そ の2) 小 達 恒 夫 平成15年8月5日
データロガーを用いた海洋大型動物研究 佐 藤 克 文 平成15年9月8日
AUVに よる海氷域海洋観測 に関する研究小集会 渡 邉 研太郎 平成16年3月1日
地球規模気候変動と北極観測 伊 藤 一 平成16年3月l!日
インテルサ ット衛星回線 を利用 したテ レサ イェ ンスと極域科学観測 デ
ータベースに関する研究小集会 岡 田 雅 樹 平成16年1月23日
衛星 リモー トセンシングによる氷床 一大気一海洋一地殻圏変動のモニ
タリングに関する研究小集会 福 地 光 男 平成16年3月9日
イオンプローブを用いた惑星物質科学の新たな展開(AJ) 三 澤 啓 司 平成16年1月29日
3)観 測研究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
第45次 南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会 神 田 啓 史
平成15年10月21日南極域からみた地球規模環境変化の総合研究(宙 空系観測)
南極域からみた地球規模環境変化の総合研究(地 学系観測) 平成15年8月28日
__一
南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究(生 物 ・医学系観測) 平成15年8月 あ日～27日
4)研 究談話会等
研究談話会
年 月 日 発 表 者 所 属 題 目
2003年4月23日 藤 田 秀 二 極地研 ア イス レー ダ探査でみ る南極巨大氷床の
内部構造
特別 2003年5月7日 Al/dreas　 B.Herberドイツ ・アルフレッ ド・
ウェー ゲナー極地海洋
研 究所
AWI　 research　 activities　 il/　both　 polar
regions　 in　the　 field　 of　 atonlsphere　 alld
geophysics　 from　 Scopeof　 futllre　 NIPR-AWI
cooperatiol1
2003年5月14日 金 尾 政 紀 極地研 SEAL計 画人工地震探査による成果報告
2003年6月4日 小 達 恒 夫 極地研 第44次 隊専用観測船報告 一第44次 隊専用
観測船航海概要
2003年6月4日 工 藤 栄 極地研 第44次 隊専用観測船報告 一 「C海 域」の
基礎生産過程
2003年6月4日 牛 尾 収 輝 極地研 第44次 隊専用観測船報告 一大陸沿岸域の
海洋構造 と流れ
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年 月 日 発 表 者 所 属 題 目
2003年6月4日 高 橋 邦 夫 極地研 第44次 隊専用観測船報告一動物 ブランク
ト ン 観 測 概 略:JARE-43,-44に お け る 優
占生物 種(オ キア ミ ・サ ルパ)の 分布変化
2003年6月4日 笠 松 伸 江 極地研 第44次 隊専用観測船報告一南極海におけ
る硫化ジメチルおよびその前駆体の時空
間分布
特別 2003年6月18日 Clowes.　 R.M. カ ナ ダ,ブ リ テ ィ ッ シ カナ ダ国家構 造探 査　(LITHOPROBE)　 に
ユ ・コ ロ ン ビ ア 大 学 よるローレンシア盾状地の大陸進化過程)
1 Calladals　 LITHOPROBE　 Prqiecト
collaborative,　 n1111tidisciplil並}rygeoscience
research　 leads　 to　new　 ullderstal1(1illg　 of
COntillelltal　 evOIUtiOI1一
2003年7月2日 鮎 川 勝 極地研 44次 夏隊行動報告
2003年7月9日 神 山 孝 吉 極地研 43次 越 冬の一一年 間
2003年7月16日 高 橋 弘 樹 極地研 昭和基地主要部のスノー ドリフ ト対策観
測 と昭和基地の建築的査
2003年9月3日 PavelPrOsek Head　 of　IIlstihlte　 ofAIltarcti℃ 　Reseal℃h　 Progralnme　 of　Czech
Geology　 Masaryk Republic-Traditiolls,Past,Presellt　all(1
Ulliversity Fllmre
CzechRePubli(:
2003年10月15日 牛 尾 収 輝 極地研 砕氷航 行 デー タか ら リ ッツ ォ ・ホ ルム 湾
の海氷変動 を探 る～ 「しらせ」が教 えて
くれる過去20年 間の氷状～
特別 2003年10月30日 Asgeir　 Brekke 北極圏環境研究セ ンタ Allrola　 Borealis.Culture　 alld　 heritage
一客員教授 ・ノルウェ 北極のオー ロラーその文化 と自然環境遺
一 トロム ソ大学(受 産
入担当教官 麻生教授)
特別 2003年11月25日 北 川 源四郎 統計数理研究所長 私の統計数理研究
特別 2003年12月15日 松 野 陽 … 国文学研究資料館 季節感の 日本文学の表現
特別 2004年1月7日 ThOmas　 StockerClimate　 alld The　 Thermal　 Bipolar　 Seesaw　 :　How
Ellviromelltal　 P}1ysicsNortherll　 alld　 Southerll　 Hemispheres
Ulliversity　 of　Berl1,couple　 durillg　 abrupt　 clill/ate　 chal19ξ ・
Switzerlalld
特別 2004年1月16日 Ja(:k　 Savers亀ド COMNAP　 (南極観 測実Alltal℃tic　 Politics　 (describillg　 t止le　llistoly　 of
施責任者会議)事 務局 territorial　 claims　 leadillg　 to　 the
長) developmellt　 of　tlle　 AIltarctic　 Treaty・ 　alld
Potelltial　 futllre　 pI'oblellls)
特別 2004年2月4日 Alldrew　 McMilll/IIlstiれ1e　 of　AIltar(:tic1.　Antarctic　 Edllcatiol1
alld　 Solltherll　 O(:eal12.　 Prodllctivity　 aIld　 I)hotosyllthesis　f
St　udies,　 UIliversity　 ofAIltarctic　 sea　 ice　 and　 bellthic　 mi℃roalgal
TaSmallia conm/UI/ities
研究会
研 究 課 題 研究代表者 開 催 日
南極海水域の衛星データ検証観測 に関するワークショップ 牛 尾 収 輝 平成16年1月15日
ユ ー ラシア(超)大 陸の構 造 と形 成 に関す る ワー クショ ップ 金 尾 政 紀 平成16年2月23日
「EISCAT/SllperDARNレー ダ ー 研 究 集 会 」 麻 生 武 彦 平成16年3月15日.16日
/
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III.　資料及び研究施設の共同利用
1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南極 観測 お よび北極 にお ける観測 に よって収 集 された極域 生物 の標本 資料 は極域 におけ る生物 多様性 の研究 の ため
に利 用 され る、 これ らに用 い られた資 料 は分類 の証拠 品 と して,あ るいは模式 標本 と して永 久保 存す る こ とが必 要 で
あ る、南北 周極域 よ り得 られた各種生物 標本 は研究が済 み次 第,標 本 デー タ等 を整理 した上 で国 立極 地研究所 の生物
資料 室 に収納 されて いる.、本資 料 部門 は現 在 まで に,世 界公 共植物 標本庫(World　 Herbaria　 NIPR)　 を中心 に,資 料
の収集,管 理 を行 ってお り,世 界の標 本庫 と交換,寄 贈 を通 して収集活 動 を行 って いる,南 極 の ドロニ ン グ ・モ ー ド
ラン ド,エ ンダー ビー ラン ド,及 び イン ド洋 区,ブ リッツ海域 の動植物 のユ ニー クな収集品 は国際 的 に最 も充実 して
い る,,一 方,生 物 標本 の多面 的研究 に向 けて,こ れ まで に極 地植物 の冷凍保 存標本 及び培養 株 を通 じて広 く利用 され
て きた、生物 系資料 部門で は極地の植 物資料 は冷凍保 存や培 養株 に よる長期 の維持 管理が可 能で あ る とい う特性 を利
用 して,生 態,細 胞遺 伝学,地 球環境 変動 の生物へ の影響等 の研究 を行 う、 また,培 養株 カ ルチ ャーの維持,設 備の
維 持管 理 を通 して,培 養株保 存セ ンター,遺 伝子資源保 存 セ ンターの構築 を 目指す、
平成15年 度 は第43次 南 極観 測隊 越冬 隊,44次 夏隊 が持 ち帰 った生物 資料 の 初期処 理,登 録作 業 を行 った、 また,
動物標 本資料 の写真撮 影 を行 い,画 像 デー タベ ース を公 開 した　(http:〃alltllloss.llipLa(;.jP/aspr/hyohon/illdex」11tml)、
(1)植 物標本
極地より得 られた植物標本,並 びに比較標本 としてその周辺域か ら収集された顕花植物,隠 花植物の乾燥標本,液
浸標本は約40,000点 であ り,生 物資料室 に収蔵 されている一
(2)動 物 標 本
極地 より得 られ,登 録が済んで利用に供される剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本は,約2,000点 余であ り,生 物資料
室等に収蔵 されている。
(3)デ ー タ ベ ー ス の 構 築
a.極 域蘇 苔類標 本デー タベー ス
極地 及びそ の周辺域 か ら得 られた標 本は約30,000件,分 類 別,地 域 別で整理 され,検 索 が可 能で ある、　URLは
　　 httl)://alltlllOSS.lliPr.ac.jPA)sdb.htn|.
b.極 域 地衣類標 本 デー タベ ー ス
極地 及か ら得 られ た標 本 は約5,000件,分 類別,地 域 別で整理 され,検 索 が可能 であ る。
c.極 域 生物標本 デ ー タベ ース
極地 及 びその周辺域 か ら得 られ た展 示標本 及び動物 は約50,000件,分 類 別,地 域 別で整理 され,検 索が 可能 で
あ る。
d.極 域 冷凍標 本デ ー タベ ース
極 地 及びその 周辺域 か ら得 られた植物(蘇 苔類,地 衣 類,藻 類,藍 藻類 等)は 約3,000件,分 類 別,地 域 別 で
整理 され,検 索 に より,生 試 料の利 用が可 能であ る
e.動 物標 本画像 デー タベ ース
南極 か ら得 られ た代 表的 な液浸標 本,乾 燥 標 本が約500点,全 写真,記 載 に よる画像 デー タベ ー ス として管 理
され,イ ンター ネッ ト上 で公開 し,利 用 が 可能で あ る　(URLは1二 述),
(4)カ タ ロ グ ・デ ー タ レポ ー ト等 の 出版
南極 海 の海鳥類 ・鰭脚類 ・鯨類(1983)
南極 生物資 料 カ タログ(1987)
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昭 和 基 地 周 辺 に お け る 蘇 苔 類 カ タ ロ グIl987
CatalogofMossSpe℃imellsfrolnAntarcti℃all(lA(1.ja(・entRegi(ms　 1987
極 域 冷 凍 植 物 資 料 カ タ ロ グiil19.92)
JARE　 I)ATA　 REPORTS　 IMarille　 Bi(ogy1-30,1981-2001
(5)イ ンターネッ ト公開状況
W()rl(1正31').～T( 1)lIYtel)ata1)?ls(}.".()1・1(1}Iel-1)al・ia-NII)正{
　 httP://alltmoSs.llil)r.ac,jP/bS(|b.hlm
昭 和 基 地 周 辺 蘇 苔 類 画 像 デ ー タ ベ ー ス　 Alltarcti(・ 　mOSSeS　 I
　 http://alltll)(}SS.nipLaC.jP/ham/indeX_j.html
極 域 動 物 標 本 画 像 デ ー タ ベ ー ス
　 httP://alltmoss.llil)r.a(:.jl)/asl)r/}lyohon/indeX.j.htInl
(6)生 物標本数
値 物 分 類 群 標 本 数
顕 {十 一化 植 物 3,000
羊三
止
[米1 植 物 500
伸
餅 苔 類 30,000
地 衣 類 5,000
藻 類 1,500
ホ亟}或 キ直牛勿セ票オく糸窓委文 40,000
動 物 分 類 群 標 本 数
哺 乳 類 6
鳥 類 42
,魚 類 192
甲 殻 類 145
軟 体 動 物 ユユ9
そ の 他 L539
. 極 域 動 物 †票本総 数 2ρ43
(7)資 料 の 利 用 状 況
平成15年 度共同研究のための生物展示標本の貸出 ・寄贈
(1)平 成15年6月17日
東京水産ノく学 村野 正昭 様 に寄贈
動物標本1点
ナンキ ョクオキア ミ1点
〔2'平 成15年7月24日 ～8月13日
朝 日新聞大阪本社広報宣伝セ ンター 様に貸出
動物標本14点
マ ダラ フルカモ メの剥 製
アデ リーヘ ンギ ンの剥 製1親
ア デ リーヘ ンギ ンの剥 製1仔
アデ リーヘ ンギ ンの剥 製 「卵
魚 類
ヒ トデ類
クモ ヒ トデ類
ウニ類
甲殻 類
巻 貝類
↑直穿勿キ票本1,点
オオハ リガ ネゴケ
13)平 成15年9月24日 ～10月5日
1点
1点
1点
1点
2点
2点
1点
1点
3点
1点
1点
Thailalld　 Natiollal　 Sciellce　 al1(l　Te(・hnology　 I)e、'elopmelll　 Agel|cy
Prof.　 Pairash　 Tha.jc}1とlyal)ong　 村1に 寄H曽 と 貸 出
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(4)
動物標本11点 寄贈
アデリーヘ ンギンの剥製(卵)1点
魚類5点
ヒ トデ類1点
クモ ヒトデ類1点
甲殻類 ユ点
巻貝類1点
二枚貝類1点
動物標本5点 貸出
アデリーヘ ンギンの剥製(親)ユ 点
アデリーペ ンギンの剥製(仔)1点
アデリーペ ンギンの剥製(卵)1点
ヒ トデ類1点
ウニ類1点
平成15年9月24日 ～9月29日
国立極地研究所 酒井 に貸出
動物標本4点
魚類1点
ヒトデ類1点
甲殻類1点
巻貝類1点
平成15年10月8日 ～
豊田市教育委員会(成 瀬憲作)様 に貸出
動物標本4点
オオ トウゾクカモ メの剥製
魚類
甲殻類
タコ類
植物標本
苔群落標本
1点
1点
1点
1点
1点
1点
(6)平 成15年10月21日 ～平成16年1月 末
西海 パ ールセ ン ター(松 永 明久)様 に貸 出
動物 標本14点
魚 類4点
ヒ トデ類2点
ウニ類2点
甲殻類3点
巻貝類1点
二枚 貝類 ユ点
クラゲ類1点
[7)平 成15年12月3日 ～12月9日
NHK　 山形放送局 様 に貸 出
動物 標本2点
コウテ イペ ンギ ン1点
アデ リーペ ンギ ン1点
(8)平 成15年12月12日 ～12月16日
(株)NHKエ デュケ ーシ ョナ ル(丸 本哲Lt)　 様 に貸 出
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動物 標 本2点
コウテ イヘ ンギ ン1点
アデ リーヘ ンギ ン1点
(9}平 成16年1月29日
国立 科学博物 館地学研 究部 占生物 第四研究室i1谷 村好 洋1様 に寄贈
動物標 本2点
ワラ ジム シ類1点
コツブム シの類1点
(10)平 成16年3月22口 ～4月5日
(株)関 電 」[二環境 設備事 業部 ・松 永 重年,様 に貸出
動 物標本1点
コウテ イヘ ンギ ン模 型1点
2)オ ーロ ラ資料 部門
当部 門が担 う業務 は,オ ー ロ ラに関す る公開可 能 な資料 の収 集 とその統 一的整理 ・保管,並 びに収集 され た資料 を
共 同利用 に供す る ことで あ る さらに収 集資料の 至便 な検 索 システムや解析 システムの 開発研 究 を行 う と共 に国際学
術連 合(ICSU)の 勧告 に基づ くオー ロ ラの 世界資 料 セ ンター　1"'DCforAurora)の 運営業 務 を も担 う、
本年度 は,国 内外 の関係 機関 との情 報交換 と平行 して デー タ収集作 業 を実 施 した他,以 下 の ような作業 を行 った。
① 昭和 基地全天 カ メラフ ィルムデー タの ビデ オ化,及 び,デ ジ タル化
(2)オ ー ロ ラデ ジ タルデー タ,地 磁 気 デー タを用 いたサ マ リー プロ ッ ト作成,及 び,ホ ー ムヘー ジを通 した公 開
(31JARE-43持 ち帰 り相関 記録チ ャー トデー タの マ イクロ フ ィルム化
団 ア イスラ ン ド3観 測点(チ ョル ネスノ超 高層 モニ タリングデー タの編集,デ ー タベ ース化,サ マ リー プロ ッ ト
作 成,及 び,ホ ームヘ ー ジを通 した公 開
(5)昭 和 基地,K－ インデ ックス,絶 対観測結 果の デー タベ ー ス化,及 び,ホ ームペ ー ジを通 した公 開
3)低 温資料部門
低温室の共同利用のため,低 温室及び貯蔵室の維持管理,低 温室内での実験に必要 とする基礎的な測器の管理 を行
っている.低 温実験室は一60℃まで冷却することのできる超低温室 と常時一20℃に保たれている低温室の二室及び資料
貯蔵庫 に分かれてお り,南 極大陸で経験する気温に対する環境条件を満 し,低 温下での雪氷学,寒 地工学及び寒冷生
理等の研究に利用 されている
低温資料は,資 料貯蔵庫内の移動棚に収納 されている他,収 納 しきれない分については実験室に分散 されている。
移動棚 は,貯 蔵庫中央の通路 をは さんで両側に配置されてお り,一 方は観測隊の中型 ダンボールに入った低温資料.
(雪氷,生 物,限 石,土 壌な どノが,ま た他方には南極や北極の雪氷 コアがコアケースの まま収納 されている,収 納
能力は,中 型 ダンボール208箱 と氷床コア930m長 相当である
現在これらの両極地域で採取 された氷資料の管理,共 同研究に供する低温資料の配布や基本的な解析の支援 を行っ
ている 特に平成7(1995)年 か ら平成9(1997)年 にかけて南極 ドームふ じ観測拠点で掘削 された長 さ2
,503mの 深
層氷床コアをはじめ とする南極域で採取 された雪氷コア及びグリー ンラン ドやスバールバルなどの北極域で採取 され
た雪氷 コアは,低 温実験室内での解析の他に,全 国の研究者に配布 されて解析 ・研究が進め られた。本年度は43次
南極地域観測隊持 ち帰 りの雪氷資料,明 石資料,蘇 類 ・地衣類資料などが搬 入,整 理 された後,共 同利用研究資料.と
して共同研究者に配布 された
低温室の内部には雪氷資料だけでなく生物資料,阻 石,底 質などの土壌資料 も保管 されてお り,低 温室内が手狭に
なっているため 一部の資料の保管を外部へ委託 しているのが現状である.,
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2.研 究施設 ・設備 の共同利用
1)北 極圏環境研究センター
(1)活 動概要
北極圏環境研究センターは,北 極圏における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動等に関する観測や研究を実施 ・
推進す るとともに,北 極研究に関する情報の提供 ・助 言を行 っている。 また,国 際北極科学委員会(IASC)　 などの
国際会議 ・委員会に対応するとともに,国 際的な共同研究プロジェクトの立案などにも参画 している、 さらに,北 極
研究に関する文献,資 料及び情報の収集を行い,広 く共同利用者の利用に供 している
現在の 主三な研究課題は,北 極域対流圏 ・成層圏の変動 と気候影響,環 北極雪氷掘削コアによる比較環境変動研究,
北極域海洋動態 と生態系変動の研究,北 極域 ツン ドラ環境変動の研究,北 極域 における中層大気 ・熱圏の力学的結合
であ り,国 内外の大学 ・研究機関等の北極関連研究者 とともに研究 を進めている。 これ らの研究を通 して,地 球規模
の気候 ・環境変動の実態 とその メカニズムを,北 極の視点から解明することを目指 している
② 国 際 対 応
セ ンター関係者が参加 した 主な国際会議 などを以 ドに示す
IASC評 議 会
IASC　FARO
AOSB
NySMAC
EISCAT評 議会(ノ ル ウェー ・オスロ,6/4-511/!l-12)
同財務 委員 会
(IAsc　 =国 際北極 科学 委員 会,　FARo　 =北 極研究 責任 者 フ ォー ラム,　NysMAc=ニ ー オル ス ン観測
調 整会議,　EISCAT=欧 州非 干渉散乱 レー ダー科学協 会,　AoSB－ 北 極海洋 科学 会議)
(ス ウ ェ ー デ ン ・キ ル ナ,4/3-4)
(ス ウ ェ ー デ ン ・キ ル ナ,4/3)
(ス ウ ェ ー デ ン ・キ ル ナ,3/29-31)
(ス ウ ェ ー デ ン ・キ ル ナ,4/1;イ タ リ ア ・ロ ー マ,!l/5-6)
1ノ ル ウ ェ ー ・オ ス ロ,5/8)
(3)北 極 観 測 基 地 の 運 営
北 極圏環 境 研究 セ ン ター は,1991年,ノ ルウ ェー ・スバー ルバ ル諸 島ス ピ ッツベ ルゲ ン島,ニ ー オル ス ンに観測
基地 を設置 し,共 同研 究 としての さま ざまな現地観 測 を開始 す る とともに,大 学等研 究者 の利用の ため運営 を行 な っ
て きてい る、'F成15年 度 には延べ479人 目の利 用が あった、観測i・1題は,陸 上 生物生態 や大気 科学 な ど多岐 にわた り,
基地 に設 置 した機 器 による観測 ばか りで はな く,周 辺の野外 調査 も行 わ れた 、
また,ス バ ールバ ル諸 島で の観 測の 便宜 を図るため,ロ ン グイヤー ビーエ ン空港 に隣接 す る宿 舎 を ノル ウェー極地
研 究所 か ら借 用 して いる 、この 空港宿 舎の利用 は,延 べ64人 目であ った 、
(4)情 報 発 信
セ ンターで は,北 極 に関す る情 報 を関係研究 者 に伝 えるため,毎 年 「北極 圏環境研 究 セ ン ター ・ニュ ーズ レ ター」
を和 文で2回,英 文で1回 発行 してい る ニ ュー ズ レター には多様 な情報 が含 まれ てい るが,例 えば,セ ン ターが 収
集 した北極研 究 に関す る文献,資 料,情 報 はニ ューズ レ ター に詳 し くま とめ られ てい る、 また,我 が国の研 究 者の北
極 圏 におけ る活 動 を明 らか にす るため,「 北 極 圏科学観 測 デ ィレ ク トリー」(日 本学 術 会議 極地 研究連 絡 委員 会編 集)
の1二1」行 を2000年 か ら始 めた また,ホ ームヘ ー ジ　(http:〃www-al℃tc.1}ipr.ac.jl)/)　を開設 した。
平成15年 度 に発行 した出版物 等は,以 下の通 りであ る.
*北 極 圏環境研 究セ ンター ・ニュ ーズ レター(和 文)NO.18(9月 刊),No.19(2月 刊)
*　AERC　 News　 letter　(英 文ノNo.8(3月)
*北 極圏 科学 観測 デ ィレ ク トリー2003(10月)
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2)情 報科 学 セ ンター
(1)情 報 科 学 セ ン タ ー の 業 務 と活 動 概 況
情報科学セ ンターは,専 任の教官4名,技 官1名,事 務補佐員,各 グルーフの兼任教官か ら構成 され,南 極 ・北極
域 を中心 とす る極域科学研究 を推進するための情報基盤の開発,整 備,運 用,維 持 を基本的業務 として実施するとと
もに,こ れ らの研究資源を最 ノく限有効に利用 した各個研究を進めている 管理運用する}三なシステムは,1}大 型計
算機 ・極域科学総合デー タラ イブラリシステム,2所 内および昭和基地 ・ 「しらせ」船上 ネットワークシステム,
ならびに3・ 昭和基地多目的衛星デー タ受信設備である これらの情報通信基盤により,大 量の観測データを迅速に
処理 し,国 内外の共同研究を促進 している
(2)シ ス テ ム の 管 理 と 運 用
① 大型計 算機 システム および極域科 学総合 デ ータ ライブラ リシステムの運 用 ・維持
大型 計算機 システムは,'F成11年 度 に並列計算機 であ る 日立SR8000シ ステム を導 入以後,順 調な運 用 を続 けて
い る.本 年 度の研 究課 題数73件 で あった システムの 稼働 実績 を表1に まとめ た,、SR8000シ ステ ムに はデー タ可
視 化の ためAVS社 製AVS　 5を 搭 載 してお り,3次 元デー タの可視 化や動 画デ ー タの生成 を行 う ことがで きる
極域科学 総合 デー タラ イブラ リシステムの デ ィスク割 り'tlて状 況は70.29、,とな り,前 年 よ りも52%増 加 した、
表1平 成15年 度センターシステム稼働状況
|
年 月
CPU時 間 時 間 ・
1
接続時間(時 間)
SR8000
1
SR22(⊃1 POLARIS
デノスク斗一八
フロントエンド
トー バ 合 計
POLARIS
デノスクサー バ
フロントエンド
斗一バ 合 計　 8Node
I
16PE
2003年4月 861.5 16.8 201.0 93.0 11724 2374.0 26062 49802
5月 86952 17.9 555.4 32 9271.7 2994.6 2390.6 53852
6月 11486.6 17.4 14892 8L8 130749 1310.8 2301.9 3612.7
7月 19616.l
I
18.2 1783.0 2.6 21419.9 1400.5 2348.0 3748.4
8月 34650.5
1
245.1 14299 10.6 363362 1125.7 2941.3 4067.0
9月 39018.8 138.0 22432 5.3 41405.3 2406.7 2568.5 49752
10月 38175.6
1
19.1 1972.6 5.5 40172.82660.0 3012.8 5672.8
11月 28122.7
1
17.6 397.4 72 28545.0 1818.0 2925.6 4743.6
12月 17330.6 348 1376.1 lO.9 18752.4 1504.6 27169 4221.6
2004年1月
.
27383.7 14.2 1069.4 6.0 28473.2 2778.3 2363.4 5141.6
2月 20590.1 15.6 803.7 7.7 21417.1 953.8 3138.7 4092.6
3月
.
7541.4 18.5 9092 154.1 8623.1 2378.4 2236.3 4614.7
/2ネ
ッ トワークシ ステムの整備 ・運用
昭和 基地一 極地研 問のデ ー タ通信 用 と して計画 されてい る インテ ルサ ッ ト衛 星回線 シ ステムの導 入に向 けて,シ
ステムの概 要につ いて紹 介す る と同時 に,シ ステム を利用 した研究 観測の計 画 につい て議論 す るため,平 成15年7
月15日 に 「インテ ルサ ッ ト衛 星回線 を利用 したテ レサ イェ ンス と極域 科学観 測 デー タベ ー スに関す る研 究小 集会」
を開催 した.第45次 南極観 測隊 で計 画 されて い る衛 星回線 を利用 した プロ ジェ ク トにつ いて12件 の発 表 を得,28
名の参加 者が あ った、 インテ ルサ ッ ト衛 星 回線 は,2月18日 に開通 し,数 度の試験 を経 て3月 は じめ よ り運 用 を始
めた 、
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センターシステム構成図
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「匡
1〔}OBASE.TX
HITACHISR2201(16PE)
並 列 コン ピ ュー タ
(主 記 憶725GB)
　 HE　 UX/MPP　 tor　SR2201
　 　 　 (sr2dscndpraclP)
10eBASE　 TX
100BASE-TX
FDD[　 Switch
FDDI
所内高速LANへ
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③ 昭和基地 衛星デ ー タ受信 システムの運用 ・維持
44次 隊の越冬 期 間中(2002年2月 ～2003年1月)に 昭和基 地の多 目的衛星 デー タ受信 設備 を用い て各衛星 を受 信
した、 オー ロラ粒 子加速域 の解 明 を目的 とす るEXOS-D衛 星は43パ スを受信 した。地球観測 衛星 であ るERS-2お
よびADEOS　 II　/GLIは,そ れぞ れ28パ ス,15パ スを受 信 した。 米国の 気象衛 星で あ るDMSPお よびNOAA衛 星 は,
そ れぞ れ6387パ ス,2357パ ス受 信 した、.　DMSPとNOAAデ ー タにつ いて は,情 報 科学 セ ン ター内 で編 集処理 した
後,共 同利 用のため,本 年度 新設 した 「極域 科学総合 デー タラ イブラ リシステム」 に登録 保存 を行 った。
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3)南 極圏環境モニタリング研究センター
(1)セ ン タ ー活 動 概 要
セ ン ターで は 大き く大気圏環 境変動,海 洋 ・地殻 圏環境 変動,及 び,生 物圏環境 変動 の3つ の分野 にお いて,南 極
観測 のモ ニ タ リング研究観 測 を円滑 に実施 す るため,国 内 での観測準 備や訓練,南 極現 地 での観測 の実施 ・取 得 デー
タの国内で の処理,に 関す る 一一連 の定常的 な業務 を行 ってい る 同時 にSCAR(南 極研究 科学委 員会)な どの国際
的 な活 動の 中で,モ ニ タ リング観測 デー タセ ン ター と しての役割 を担 っている.こ れ らの諸活動 の実 施状況 につい て
は所 内外 の委員 で構成 されて いる南極 圏環境 モニ タリング研 究セ ンター運営 委員 会 を年 に1回 開催 し,経 過 及び計 画
につ いて検 討 して いる
'F成15年 度 におい ては これ らの定常 的 な業務 を継続 し
,第43次 南極観 測越 冬隊お よび 第44次 夏隊 に よるモ ニ タ リ
ング研究 観測 のサ ンプル とデー タが 年度当初 に持 ち帰 られ,極 地研究所 内外 におけ る資 料処理 ・デ ー タ整理 を実 施 し
た、 また,観 測機 器類 の 整備 ・校 正 な どの保 守点 検 を整 え,第45次 観 測隊 の 出発 に関す る諸訓練 な どを実 施 した、
また,SCARとCOMNAPに よる南 極 デー タ管 理 合同 委 員会　(JCAr)M:　 Joillt　Committee　 of　Alltarctl(・　Data
Managelnent)　 へ の 日本 か らの 対応 を担 った 第7回 のJCADM委 員 会がベ ルギ ーで開催 され,そ の後の 国内 にお
け る メタデー タ登録状 況 を取 りまとめ た、 また,10月 にオー ス トラ リア ・ポバ ー トで 開催 され た第22回 南 極海洋 生
物資 源保 存委員 会にお ける海洋 生態 系 モニ タ リング計 画へ の対応 を担 った
第6回 南 極 圏環境 モ ニ タ リング研 究 セ ン ター運営 委員 会 を平成16年3月5日 に開催 し,平 成7年 に設 置 されて以 降
の 南極観測 のモ ニ タ リング研究観 測の実施 状況 をセ ン ターホー ムヘー ジを直接紹 介 しなが らま とめた、特 に,デ ー タ
アー カイブ状 況,ま た,モ ニ タ リング観測 をベ ー スと した南 極で の 自然現 象の中長期 変動傾 向 に関 す る トピックスを
ま とめた また,南 極観測 事業の 中で定常 的な観測 業務 を担 っている関係機 関 との連絡 調整 のため の定常観 測連絡 会
は,平 成15年5月28日 に第29回 を,及 び,平 成16年1月28日 に第30回 の 同連絡会 を開催 した,モ ニ タリン グ研究観
測 を実 施す る 上で特 に密接 な調 整が必 要 となる宇宙 開発事業 団や気 象庁 とは,夫 ,々地 球 観測 人工衛 星受 信 や 大気観
測 につ いて個 別の定期 的 な協議 を継続 して いる
(2)モ ニ タ リ ン グ観 測 業 務
① 大気圏環境変動分野
第43次 越冬隊の昭和基地での超高層大気及び地磁気の観測デー タの処理 を行い,デ ータレポー トの とりまとめ
を実施 した 大気微量成分観測 に関 しては,持 ち帰 り大気サ ンプルを国内外の共同研究 グループへ配布 し,持 ち帰
り標準ガスの検定 を行った 第45次 越冬隊員への訓練,昭 和基地持 ち込み機器整備など実施 した
② 海洋 ・地殻 圏環境 変動分野
第43次 越冬 隊が取 得 したERS-2　 SARデ ー タについて処 理 を行 な った 過去 のSARデ ー タについ て,国 内 共同研
究 者の 要望 を取 りまとめ た 上,　NASDA/EORCへ 処理 要 求 を行 ない,　JERS/ERSに つ いて レベ ル0お よび レベ ル2.1
処理 を実 施,成 果 をCD-・ROMと して,共 同研究 者 に配布 した 現 在,こ れ ら成 果物 の検索 システ ム を構 築 中であ
る 、また,第42次 隊,第43次 隊 におい て取 得 され た地 震 モニ タ リングデー タは,デ ー タ レホー トと して取 りま と
めた.昭 和 基地で の第44次 越 冬隊 にお けるSAR衛 星受 信 に関 して,デ ー タ取得 要求 を とりま とめ,　NASDA/EORC
へ 要求 を行 なった
③ 生物圏環境 変動分 野
第43次 越 冬隊が 昭和 基地で受 信 し持 ち帰 ったSeaWiFSデ ー タ,第44次 夏隊が しらせ船 上 にお いて取得 した海 洋
生物 観測 デー タ(表 面海水 モニ タ リンデ ー タ,ク ロ ロフ ィルa濃 度,　NORPACネ ッ トサ ンプル,海 水サ ンプル,お
よびCPRサ ンプル)を 処理 した 一　SeaWiFSデ ー タについ てはNASAと の契 約 に基づ き,生 デー タか らLevelOお よ
びLevel　 lデ ー タに変換 後,イ ンター ネッ トを介 してDAAC　 tGSFC/NASA)に 全 デー タを転 送 した、　Level　l以 上 の
プロ ダ ク ト　(Chl.aマ ップ,ク イッ クル ッ クな ど1に つ いて は現 在処 理 を継 続 して いる一海 洋観測 デ ー タについ て
は,各 デー タの変換 ・解 析,検 証,お よびサ ンプル処理 を実 施 し,デ ー タベ ー ス化 を行 って い る、 また,第45次
夏隊 お よび越 冬隊 のための準 備 として,観 測機材 の メンテナ ンス,消 耗品 等の調達 ・梱 包を行 う とともに,し らせ
船 上にお ける海洋観 測訓練 を実施 した
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(3)モ ニタリングデータベース関連成果
・大 気 微 量 成 分 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ:デ ー タ レ ホ ー ト と し て,以 ドの よ う に 公 開 さ れ て い る 。
　 　 JARE　 I)ata　Report　 No.　 251　 (Meteorology　 34),　 Atmospheric　 C()2　Collcelltl'atioll　 Ol)served　 at　Syowa　 Slatioll　 f「om
　 　 　 l984　 to　1992,　 by　S.　Aoki,　 T.　Nakazawa,　 S.　Morimoto,　 G.　Hashida,　 M.　Shiobara　 and　 T.　Yamailoilchi,　 55p,　Jllly　2000.
　 　 JARE　 I)ata　 Report　 N().　269　 (Meteorology　 35),　 Atmospheric　 CO2　 Con℃entl'atioll　 Ot)sel・ved　 at　Syowa　 St?}tiOII　f「om
　 　 　 1992　 to　2001,　 by　S.　Morimoto,　 S.　Aoki,　 T.　Nakazawa,　 G.　Hashida　 and　 T.　Yamanouchi,　 62p,　January　 2003.
・　SeaWiFS人 －L衛 星 観 測 デ ー タ:　 httl)://seaxvifs.sssfc.liasa.sSov/(:gi/hrpt」)rowse.plよ り検 索 可 能
・表 面 海 水 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ ,ク ロ ロ フ ィルa濃 度,海 水 サ ン プ ル:プ ラ ン ク ト ン デ ー タ ベ ー ス と し てCD化
そ の 他,　 JARE　 Data　 Rel)ol'tS　 (Marille　 Biology)　 に シ リ ー ズ と し て デ ー タ を 公 開 し て い る 。
・南 極 海 プ ラ ン ク ト ン デ ー タ ベ ー ス ニhttP:〃polai'is. s(:.llipl'.aC.jl)/-CaellVeM)iOSpl|ere/よ り検 索 可 能
・分 光 放 射 デ ー タ:海 色 セ ン サ ーSeaWiFS,　GLIお よ びMODISに 応 用 す る た め の 南 大 洋 生 物 光 学 ア ル ゴ リ ズ ム 開 発
に 利 用(開 発 完 了 後,南 大 洋 の 標 準 ア ル ゴ リ ズ ム と し て 利 用 予 定)
・地 震 モ ニ タ リ ン グ デ ー タ:デ ー タ レ ポ ー ト と し て,以 ドの よ う に 公 開 さ れ て い る
　 　 JARE　 I)ata　Report　 No.　 272　 (Seismology　 37)　 Seismological　 Bullet　in　of　Syowa　 Statioll,　Antarctica,　 2001,　 by　Yoshihiro
　 　 　 Ito　and　 Masaki　 Kanao,　 66p.　 April　2003.
　 　 JARE　 I)ata　 Report　 No.　 274　 (Seismology　 38)　 Seismologi(:al　 Bulletin　 of　Syowa　 Statiol1,　 Antarcti(la,　 2002,　 by　 Koji
　 　 　 Yoshii　 alld　Masaki　 Kanao,　 63p.　 March　 2004.
4)南 極陽石研究センター
(1)平 成15年 度の事業 と今後の展望
・A-88陽 石の詳細 分類 を行 った
・Y98陽 石 の分類作業 を行 った
・南極 阻石 デー タベ ー スの枠組 み を完 成 した
・今後 の限石処 理,限 石薄片 の管理等 の南極 限石キ ュ レー シ ョンはこの ソフ トウエ アを用い た業務へ と移行す る
・ス リランカ産年代標準 ジル コン候補YBr157の 評価 をお こなっ た
・今 後は,次 イオ ン質量 分析 計 共同利用 に向 けて,地 殻進化 グループ と共 同 して,年 代 標準 ジル コ ン(ダ ルー ス産)
の 分離作 業 をすす め る とともに,ジ ルコ ンの ウラ ン 鉛ー 年 代 測定 を継続 してお こなってい く、.
以 下の 手法 の開発 に取 り組 む 、1)硫 黄同位体 分析 お よび消滅核 種(ア ル ミニ ウム マー グ ネシウム 系お よびマ ンガ ンー
クロム系)年 代 測定 法2)微 量 元素定量 分析 法3)損 石中の ア クセサ リー鉱物(リ ン酸 塩鉱 物,バ デ レア イ ト)
の ウラ ン 鉛ー 年 代 測定法、
(2)情 報公開 ・出版
・南 極 阻 石 通 信No .73を 平 成15年5月15日 に 発 行 した 、
・南 極 損 石 通 信No .74を 平 成15年8月19日 に 発 行 し た.
・南 極 阻 石 通 信No .75を 平 成16年1月30日 に 発 行 し た
・南 極 損 石 通 信No .76を 平 成16年3月12口 に 発 行 し た
・　Meteorite　 Newsletter　 Vol.　12,　No.　 1を'F成15年10月に 発 行 し た こ こ で,　 Asllka-88陽 石192個 の 詳 細 分 類 の 結 果 を
公 表 し た 、
(3)南 極 陽 石 の 配 分
・平成15年8月19日 に,第37回 南極限石研究委員会を開催 し,申 請のあった25件 の研究計画について審査 を行い,
25件 の研究計画に対 して限石の配分を決めた
・平成15年12月12日 に,第38回 南極「1貴石研究委員会を開催 し,申 請のあった25件 の研究計画について審査を行い,
25件 の研究計画に対 して限石の配分を決めた、
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(4)サ ー ビ ス
1)展 示用及び教育用明石貸 し出 し状況
貸 し出 し先1貸 し出 し試料 期 間
一
備 考
福山自動車時計博物館 コンドライトl
i
2003.4.2～9.4
極地研 広報室 鉄限石1 2003.4.18～421
山梨県 、シ1科学館 火星阻石 2003.422～7.15I
MIK　 ;鉄 損石2,コ ンドライト3,パ ラサ イト1 2003.5.16～5.19 番組製イ乍
都立,鷹 高校 鉄 損 石1,コ ン ド ラ イ ト1 2003.530～6.6
極地振興会 鉄1;景石1,コ ン ドラ イ ト1 2003.6.2～6.13
埼玉工業ノく学 鉄損石1 2003.6.5～6.9
一
千葉県白井市文化セ ンター コ ン ド ラ イ ト1,火 星F員 石1,パ ラ サ イ ト2 2003.7ユ5～92
福井県立博物館 火星陽石1 2003.7.16～103
極地研 広報室 鉄 損 石1,コ ン ドラ イ ト1,
エ コ ン ドラ イ ト1
2003.7.17～723
.石
の博物館 火星阻石1,パ ラサ イ ト1 2003.7.18--9ユ
広島市立こども文化科学館 鉄 陽 石1,コ ン ド ラ イ ト1,パ ラ サ イ ト1 2003.722～8.6
大阪 朝 日新聞 鉄F景 石1,コ ン ド ラ イ ト2,
エ コ ン ド ラ イ ト1 ,パ ラ サ イ ト1
2003.7.24～8.12
りくべつ宇宙地球科学館 火星明石1 2003.7.24～9.12
コ ン ドラ イ ト1,鉄 帽 石1 2003.724～2004.1.15
葛飾区郷 土と天文の博物館 火星蹟石 ユ 2003.8.7～10.3
和歌山市立こども科学館 火星慣行1 2003.8.14～9.1
NHK「 南極授業」 火 星1墳 石1,コ ン ドラ イ ト2 2003.8.14～8.19 番組製作
NHK　 放送大学 コ ン ドラ イ ト1 2003.8.14～8.15 番組製作
極地研 広報室 鉄限石1 2003.8.19～825
明石市天文科学館 火星「;員石1 2003.822～9.1
しらせ 鉄 損 石1,コ ン ド ラ イ ト1 2003.8.27～10.6
タイ国での南極展 鉄F員 石1,コ ン ド ラ イ ト1 2003.9.9～!!.10
西は りま天文台 火星損石1,火 星領有薄片1枚 2003.9.19～11ユ7
極地研 広報室 鉄 陽 石1,コ ン ド ラ イ ト2,
エ コ ン ド ラ イ ト1 ,パ ラ サ イ ト1
2003.9.24～102
平塚r枡専物館 火 星「屓石1 2003.926～122
西 海 ハ ー ル シ ー セ ン タ ー コ ン ドラ イ ト1 ,パ ラ サ イ ト1 2003.10.21～2004.129
NHK教 育 フェア 火 星 「屓 イil,　 コ ン ド ラ イ ト1,}2003 .1029～llユ1
エ コ ン ドラ イ ト1 ,鉄 領 有1
神戸大学理学部 火 星F員 石1,コ ン ドラ イ ト1,鉄F貴 石1,
パ ラ サ イ ト1
2003.l!.6～2004.2.5
茨城大学理学部 コ ン ド ラ イ ト2 ,パ ラ サ イ ト212003.ILIO～1218
NHK 鉄損石1 2003.11.11～12.2 ロ ビー展示
NHK　 LII形放送局 コ ン ド ラ イ ト1 ,鉄 「墳 石1 2003.12.3～12.10 ロ ビー展示
NHK「 サ イ エ ン スzero」 火星損石1 2003.ユ2.12～12.15
i 番組製作
極地振興会 コ ン ドラ イ ト2{2003 .12.15～12.25
板橋区熱帯環境植物園 鉄 「1貴石 ユ,コ ン ド ラ イ ト1 2004.129～3.30`
NHK「 科学大好 き土曜塾」1火星明石1,コ ンドライトl
l1
2004.2.13～2.23
千葉県立流山中央高校 1鉄ll貴 石 ユ,コ ン ド ラ イ ト1}20042 .17～226
神戸大学 鉄1墳 石1,コ ン ドラ イ ト1,パ ラ サ イ ト1 2004.224～3.8 沖縄での講演会
沖 縄 タ イ ム ス{コ ン ドラ イ ト1,パ ラ サ イ トll2004225～3 .81
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2)教 育用博片 セ ッ ト(30枚 組)の 貸 し出 し
一
貸 し出 し先 期 間!備 考
東北大学 理学部 2003.4.21～7.25
国立科学博物館 2003.5.13～6.17
山形大学 理学部 2003.6.20～10.15
神戸大学 理学部 2003.ll.5～2004.2.5
東京大学 理学部 2003.lL26～2004.3.10 2セ ッ ト
(5)施 設 ・設備の利用状況
1.二 次 イオ ン質量分析計(平 成10年 度設置)
(規 格)ASI社 製SHRIMP　 II　・　Csイ オ ン源付 き。
(利 用状 況)・ 玄武岩 質限 石お よび地球 上 の岩 石 に含 まれ るジル コ ンの ウラ ン 鉛ー 年 代決 定。
・普通 コン ドラ イ ト損石 中 に含 まれ るかん らん石 のマ ンガ ン クー ロ ム年代決 定。
・微量元 素測定 法の 開発 。
2.波 長分散型X線 マ イクロ アナラ イザ(昭 和54年 度設置)
(規 格)日 本電子 製JXA733,分 光 結晶5チ ャンネル。
(利 用状 況)・ 南極 阻石試料 の初期 分類。 主要元素組 成の定量 分析。
・平成15年 度 をもって運転 を終了 した。
3.波 長分散型X線 マ イクロ アナラ イザ(平 成4年 度設置)
(規 格)日 本電 子製JXA8800M,分 光結晶5チ ャン ネル。
(利 用状況)・ 阻石 お よび地球上 の岩 石鉱物 の観察 お よび鉱物 ・ガラ スの定 量分析。
・南極 産宇宙 塵お よび氷床 中火山灰 の鉱物の化 学組成 の定量 分析 。
・　SHRIMP標 準 物質 の主要元 素の均 質性 の評価。副成 分元素 の定量,
・マ ッピ ング による リン酸塩 鉱物お よび ジル コンの探索 ,鉱 物 分布 に関す る研究 。
・JXA733に 変 わ って平 成15年 度末 よ り,本 装置 にて,南 極阻石試 料 の初期分 類の ための主 要元 素組
成の定 量分析 を始め た。その他 の研究 目的の利 用は地学 グル ープのJXA8200に 移行 。また本装 置 は,
CHIME年 代 測定 に も利用 してい る。
4.低 真空度 走査型電 子顕微 鏡(平 成10年 度設置)
(規 格)日 本電 子製JSM5900LV,エ ネルギ ー分散型X線 分析装 置　(Oxford　 Link-ISIS)　 お よび カソー ドル ミネ
ッセ ンス分 光 システム　(Oxford　Mono　 CL)　 付 き。
(利 用状 況)・ 損石や地球 の岩 石の岩 石組織観察 とエ ネルギー分 散型分光器 による定量分析 、,
・第39次 隊 ・第41次 隊 によ り採 集 された宇宙塵 の同定,分 類,定 性分析 。
・宇 宙塵 の低 真空 モー ドに よる非破壊 分析。
・南 極宇宙 塵や氷床 中火 山灰の形態 の観察。
・　SHRIMP標 準物 質の初期評 価,,
・カソー ドル ミネッセ ンス検 出器 に よるSHRIMP年 代 測定 用 ジルコ ンの組織 観察。
5.限 石試 料処理室(平 成10年 度設置)
(規 格)ク リー ンベ ンチ2台,他 。
(利 用状 況)・ 南 極明石 試料の 初期 分類,
・配分用 阻石試料 の作製。
6.薄 片技術 室(平 成10年 度設 置)
(規 格)二 次切 断機 ・ター ンテ ーブル2台 ・他。
(6)集 会 ・研 究 会
・阻 石 国際 シンポ ジ ウム 「太 陽系物 質 の起 源 と進化:南 極 限石研 究 か らの 新 たな展 開　(Evolution　 of　Solar　System
Materials　 :　A　New　 Perspective　 from　Antarctic　 Meteorites)」 　を平成15年9月3日 ～5日 の3日 間,当 研 究所6階 講
堂 にお いて 開催 した。海外 か らの33名 を含め130名 の 参加 があ った。 口頭 に よる発表68件,ポ ス ター発表15件 で
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あった、
・第5回 南極「環石研 究セ ンター運営 委員 会 を平成15年12月26Elに 開催 した
・研 究小集 会 「イオンプロー ブを用い た惑 星物質研究 の新 たな展 開A'」 を平成16年1月29日 に開催 した
5)そ の他 の研究施設 ・設備の共同利用
(1)オ ー ロ ラ 世 界 資 料 セ ン タ ー
オー ロラ世 界資料 セ ン ター　「wDC　 for　Aurora)は,資 料 系 オー ロラ資料 部門が管理 ・運営 し,管 理 ・資料棟5階 に
床 面積約84inL'の 資 料保管 庫 兼閲覧室 を有 してい る 当セ ンターに保管 され る資 料 は,　WDCパ ネルが示す 作業指針 を
基本 とし,オ ー ロラ物 理学 の進展 に伴 う研究 者の 要望 資料 を も経済 的物 理 的事情 を勘 案 した上で収集す る方針 と して
い る、資料保 管庫 は冷暖房 ・除湿器 を備 えてい る とともに,リ ー ダプ リン ターその他 に よる簡単 な閲覧 と複写が 可能
とな って い る デ ー タ収納 能 力は,35mmマ イクロフ ィル ム約28,000本/100ft巻,計算機 用磁気 テー プ約1,900本,
マ イ クロフ ィッシュカー ド数 丁・枚で あ る　 WDC　 for　Geomaglletisln　 (京都 大学理 学部)と の共 同に よるAEデ ー タブ ッ
クの 出版 も行 って いる
本年 度 まで に収集 したデ ー タの概数 を次表 に示す.
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35nun全 天 カメ ラ編 集済 フ ィルム 1970年 ～1998年 100ft,29年 分
161m//全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1966年 ～1969年 100ft,4年 分
35nun全 天 カ メラ オリジナル フ ィルム 1970年 ～1998年 1,000ft,29年 分
351mll全 天 カ メラ長尺保存 フ ィルム 1970年 ～1978年 1,000ft,9年 分
昭 オーロ ラ全天 カ メラOW) 1980年 ～1998年 19年 分
和 同上Web閲 覧用サ ム ネー ル 1981年 ～1999年 19年 分
基 地磁気3成 分 オ リジナルチ ャー ト記 録 1959年 ～2002年 44年 分
地
地磁気3成 分3打 点チ ャー ト記録
地磁気3成 分3511mlマ イクロフ ィルム
1966年 ～2002年
1972年 ～2001年
37年 分
loon,30年 分
資 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23フ ァ イ ル
料 絶対測定記録書 1966年 ～2002年 3フ ァ イ ル
超高層現象相関記録マ イクロフィルム 1977年 ～2002年 100ft,26年 分
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61フ ァ イ ル
計算機取 り込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
あすか 基地35mm全 天 カ メラ編 集済 フ ィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
同上 オ リジナ ルフ ィルム1987年 ～1991年 82巻/400ft
DMSP衛 星 オー ロ ラ画像 マ イクロフ イルム1 1972年 ～1990年 240巻/100ft
そ SmlthPole基 地 全天 カ メラ フ ィルム 1976年 ～1996年 100ft,21年 分
の HalleyBay基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1978年 100ft,9年 分
他 1982年 ～1987年
の MaWSOII基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1977年 100ft,6年 分
主 1984年 ～1987年
な Casey基 地全天 カ メラフ ィルム 1976年 ～1978年 100ft,3年 分
資 Maqmrie島 基地 全天 カ メラ フ ィルム 1975年 ～1977年 100ft,6年 分
科 1982年 ～1984年
Davis基 地全天 カ メラフ ィルム 1958年,1976年, 100ft,6年 分
1982年,1984年,
1985年,1987年
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L?? ?、?
????
地磁気 マ イ クロフ ィルム 、
地磁気 マ イ クロフ ィッシュ イ
IMP-」 衛 星IMFマ イクロフ ィッシュ
NOAA　 &　TIROS衛 星 オー ロラ粒子チ ー タ
1)MSP衛 星 オー ロラ粒 子デ ー タ
Data　Book等(閲 覧用)
ア イスラ ン ド超高層 モニ タ リングチー タ
日本学術 会議 よ りの管理換 えチー タ
・地磁気 マ イクロフ イルム
・全 天カ メラフ ィル ム
・　DMSPマ イクロフ ィルムデ ー タ
名
1観 測 期 間
数 量
270基 地) 1976年 ～ 約774巻/100ft
約26基 地) 1979年 ～ 約1,370枚
ソ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
粒子デ ー タ1978年 ～2002年 CI)-ROM,25年 分
タ 1979年 ～1996年 CI)-ROM,81ml1,18年分
約370冊
デ 1984年 ～2002年 18年 分
デ
1957年 以降 6,200巻/loon
1957年 以降 6,900巻/100ft
デ ー タ 1972年 ～1980年 132巻/100ft
(2)生 物 資 料 室
ワシントン条約や生物多様性条約に端 を発 した絶滅危倶種の保護 ・保存に関す る国際的な動向に伴い,自 然史科学
の重要性が近年より強 く認識 されるようになってきた。南極の動植物 については南極条約協議 会議の勧告に基づ き,
我が国で も1982年 か ら1大分による保護措置が とられて きた その後環境保護に関する南極 条約議定書が発効 し,特
に環境の厳 しい極地に生息する生物に対する保護 ・保存の問題,さ らには地球規模気候変動を検討する ヒで も基礎的
な知見をもたらす生物標本の意義は益 々増大していると言える、
(2-1)世 界公共植 物標本 庫(World　 Public　Herbaria-NIPR)の 活動
匡匝 極地研 究所で は設 、乞当時か ら極地植物 標 本庫 を設 けて標 本の収 集,管 理 ・運営 を行 って きた、 日本 南極 地域 観
測 隊 によ り昭和基地 の周辺 地域 を中心 に南極 半島地域 等で収 集 され た コケ お よび地衣類 等,ア ラ スカ,エ ル ズ ミア島,
スバー ルバ ルな どの北極 及びその 周辺域へ の調査 に よ り採 集 したツ ン ドラ植 物 な どを保管 し,カ タロ グの 出版,デ ー
タ公開 を行 ってい る1979年2月,世 界公 共植物 標本庫　(World　 Publi(・　Herbaria-NIPR)　 と して登録 され,国 内で は
唯 ・の標 本 を含む標本庫 と して学術 研究 や展示貸 出 しに と利用 されて きた。本標 本庫で は諸外 国 の主要 な公共標 本庫
との標 本,環 境情 報の 交換 を進 め,さ らに充実 した国際 レベ ルの標 本庫 の構築,生 物 標本 の研 究,管 理 ・運営 の 国際
化 を図 ってい る 鮮苔 類の標 本は極域鮮 苔類標 本デ ー タベー ス　(http:〃alltmoss.llipr.ac.jp几)s(lb.htm)か ら検索 可 能 と
な っている、
`L蘇 苔類標本件数
L2)植 物標本件数
被子植物亜門
裸 」な植物亜門
羊歯植物亜門
蘇苔植物亜門
地衣植物亜門
真菌植物亜門
(28,937f牛)
(2,640イ 牛)
554
21
64
72
1324
9
(3}冷 凍植物 標 本件 数(2,449件)
被 子植物 亜 門13
蘇苔 類 亜門1687
車軸藻植物 亜門
緑藻植物亜門
紅藻植物亜門
褐藻植物亜門
藍1藻†直tl,勿亜門
地衣植物亜門
藻類
93
261
144
93
5
184
565
総 標本件 数(34,026件)
(2-2)そ の他の生物標本庫の活動
ヒ記植物標本の他,南 極を主として極域における各調査により採集 された動物,プ ランク トン標本を収集 ・管理 し,
極域生物の研究等共同利用に供 して きた.南 極地域観測で採捕 されたヘンギンやアザラシ,ま た底曳き網,ベ イ トト
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ラ ッ フやSCUBA潜 水 に よ り 採 集 さ れ た 魚,底 生 生 物 な ど の 動 物 標 本 約2,000点 は,研 究 あ る い は 公 共 の 展 示 用 に 貸 し
出 し を 行 っ て お り,一 部 の 動 物 標 本 の 画 像 を 極 域 動 物 標 本 デ ー タ ベ ー ス と し てwwwで 公 開i'httl):〃alltmoss. liPr.ac.
jp/　aspl'/hyohc)IVilldex」.html　 　し て い る
(3)岩 石資料室
第1次 南 極観測隊以 来,ド ロンニ ングモ ー ドラ ン ド,エ ンダビーラ ン ド,ビ ク トリア ラ ン ド,エ ル スワー ス[II脈 な
ど,南 極k陸 各地 におけ る地 質調 査 に よって採 集 され た岩 石,鉱 物 試 料,約10000点 を地殻 活動進 化研 究 部 門が保
管 ・管理 して,共 同研 究や展 示用 に貸出 しを して いる
外 部へ の岩 石試料 の展示の ための貸 し出 しは広 報室 を通 じて受 け付 けてい る
共 同研 究用 ための 岩石試料 貸 し出 しは地殻活動 進化研 究部 門で受 け付 けて いる
岩石試料解析用主要設備(地 殻活動進化研究部門)
証 備 名 利、1設 置年度 規 格 用 途
蛍光X線 分析装置| II5 理学電機製RIX3000 岩 石鉱物粉 末試 料の定
性 ・定量化学分析
{
粉 末X線[・1折 装置lS60 理 学電機 製　 RAI)III 岩石鉱物粉末試料の定性
分析,
試料処理室　　　　　　　　　　 IllO ボー ル ミル他 粉 末試料調 整 鉱物 分
離。
そ日 案{S54 岩 行 一・次 切 断 機,ジ ョ ー ク ラ ッ シ ャ ー 他 「 岩石試料の切断,試 料調
整
(4)低 温 実 験 室
低温資料部門が管理する共同利用施設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却 による実験
室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫からなっている、運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある
本年度の利用状況を図に示す 延べ下川」人数は345人,延 べ利用件数は220件 であった.主 な利用は,資 料の保管
に加えて,南 極や北極で採取 された雪氷コアの処理作業と解析作業,氷 の物性実験,高 山植物の解剖学的研究,氷 床
コア解析 システムの試作実験 ,各 種観測機器の耐寒試験,小 型成層圏大気サ ンプラー開発実験 などで,他 に第45次
観測隊関連の利用があった
低温実験室月別利用人数 ・件数(平 成15年 度)
50-一
40
30
20
lo
??
一
一一 [コ 人 数一 一一 一 一
+件 数
一 一
一一 一ー 一
一ー 一＼一 一一
一
一
/ 一ー一 闇 一 一一 一 一 ー 一一 一 画一 ー 一ー→
一一一 一 一 一 一 ー一 一一ー 一
一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一
4H5月6月7月S月9月1〔)月11月12月1月2月3月
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IV.　 南極 地 域 観 測 事 業
1.第44次 南極地域観測隊
1)編 成
人員60名(越 冬隊40名,夏 隊20名)
(1)越 冬隊
部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 越 冬 隊 長 小 島 秀 康 国立極地研究所南極損石研究セ ンター
副 隊 長 兼 越 冬 副 隊 長 大 日方 一 夫 国立極地研究所事業部(南 部郷総合病院)
定常観測 電 離 層 奥 政之進 通信総合研究所
気 象 江 崎 雄 治 気象庁観測部
杉 田 興 正 気象庁観測部
鳥 井 克 彦 気象庁観測部
高 橋 武 気象庁観測部
安 達 正 樹 気象庁観測部
研究観測 宙 空 系 門 倉 昭 国立極地研究所資料系
佐 藤 薫 国立極地研究所北極圏環境研究センター
横 山 恵 美 気象庁地磁気観測所
中 野 啓 静岡大学工学部
気 水 圏 系 吉 澤 宣 之 大分 工業高等専門学校機械ユニ学科
亀 田 貴 雄 北見工業大学工学部
橋 田 元 国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究セ ンター
藤 田 耕 史 名古屋大学大学院環境学研究科
地 学 系 池 田 博 筑波大学物質工学系
堀 内 順 治 東京学芸大学教育学部附属大泉中学校
設 営 機 械 加 藤 凡 典 国立極地研究所事業部(大 栄電設㈱)
谷 口 健 治 高知工業高等専門学校会計課
内 海 康 徳 海上保安庁警備救難部
正 川 幸 男 国立極地研究所事業部(ヤ ンマー㈱)
山 崎 幸 一・ 沼津工業高等専門学校会計課
鈴 木 充 国立極地研究所事業部(㈱ 関電工)
栗 崎 高 士 国立極地研究所事業部(い す"自 動車㈱)
金 子 弘 幸 国立極地研究所事業部(㈱ 大原鉄工所)
通 信 芝 崎 正 人 総務省関東総合通信局
大 下 和 久 国立極地研究所事業部
調 理 高 橋 曉 国立極地研究所事業部(㈲ 高原荘)
ニヒ 屋 信 国立極地研究所事業部(八 丈島国際観光ホテル)
古 畑 雄 二 国立極地研究所事業部(働 主婦会館)
医 療 宮 田 敬 博 国立極地研究所事業部(池 田診療所)
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部 門 氏 名 所 属
設 営 航 空 川 村 直 司
山 本 隆
宇多川 知 男
国立極地研究所事業部(共 立航空撮影㈱)
国立極地研究所事業部
国立極地研究所事業部(国 際航空輸送㈱)
環 境 保 全 小 西 達 也 国立極地研究所事業部(川 崎重工業 ㈱)
設 営 一 般 添 田 裕 一
下野戸 憲 義
小 田 幸 男
元 村 彰 雄
国立極地研究所事業部　(NECテ レネッ トワークス㈱)
国立極地研究所事業部(日 本放送協会)
国立極地研究所事業部(岩 船地域広域事務組合消防署)
筑波大学学校教育事務部
○ 同行者(昭 和基地 ・しらせ)
氏 名 所 属
佐々木 元
高 橋 直 幸
松 岡 準 志
藤 田 浩 之
日本放送協会
日本放送協会
日本放送協会
日本放送協会
(2)夏 隊
部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 夏 隊 長 鮎 川 勝 国立極地研究所研究系
副隊 長(専 用観 測船担 当) 小 達 恒 夫 国立極地研究所研究系
定常観測 海 洋 物 理 宗 田 幸 次 海上保安庁海洋情報部
海 洋 化 学 太 市 一 芳 海上保安庁海洋情報部
測 地 山 本 嘉 武 国土交通省国土地理院
研究観測 宙 空 系 並 木 道 義
松 坂 幸 彦
齋 藤 芳 隆
宇宙科学研究所観測部
宇宙科学研究所観測部
宇宙科学研究所三陸大気球観測所
気 水 圏 系
(専 用観 測船) 牛 尾 収 輝 国立極地研究所北極圏環境研究センター
地 学 系 川 嵜 智 佑
川 野 良 信
池 田 剛
愛媛大学理学部
佐賀大学文化教育学部
九州大学大学院理学研究院
生物 ・医学 系
生物 ・医学 系
(専 用観 測船)
増 澤 武 弘
工 藤 栄
静岡大学理学部
国立極地研究所北極圏環境研究センター
設 営 設 営 一 般 本 多 実
郷 直 良
福 田 謙 治
大久保 和 郎
遠 藤 伸 彦
内 野 俊 文
国立極地研究所事業部(本 多工務店)
国立極地研究所事業部(飛 島建設㈱)
国立極地研究所事業部(㈱ スギヤマ)
国立極地研究所事業部(㈱ 関電工)
国立極地研究所事業部
国立極地研究所管理部
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○ 同行者(昭 和基地 ・しらせ)
氏 名 所 属
西 田 淳 日本放送協会
黒 岩 英 次 日本放送協会
朝 倉 浩 治 日本放送協会
鈴 木 常 春 日本 テ レコム ㈱
本 庄 正 忠 日本テ レコム ㈱
河 上 哲 生 岡山大学 日本学術振興会特別研究員PD
○ 同行者(専 用観測船)
氏 名
信
純
建
??????
? ???
????
?
???
Sandrlc　Chee　Ye!l　Leong
中 岡 慎 一 郎
????????????
?
???
Narin　BOONTANON
所 属
総合研究大学院大学数物科学研究科
国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究セ ンター
三重大学生物資源学部
三重大学大学院生物資源学研究科
㈱ マリン ・ワーク ・ジャパン海洋科学部
海洋科学技術セ ンター海洋観測研究部
東京大学アジア生物資源環境研究セ ンター
創価大学大学院工学研究科
東北大学大学院理学研究科附属大気海洋変動観測研究セ ンター
総合研究大学院大学数物科学研究科
東北大学大学院農学研究科
京都大学化学研究所
東北大学人学院農学研究科
北海道東海大学工学部
近畿大学大学院総合理工学研究科
科学技術振興事業団基礎的研究発展推進事業 「アイソトポマーによる温暖化気体ソース・シンクの定量的評価」プロジェクト
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2)観 測項 目一覧
(1)昭 和基地及びその周辺における越冬観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 1 担 当機関
電 離 層 ○電離層垂直観測 通信総合研究所
●電波 に よるオー ロラ観測
○ リオ メー タ吸収 の測定
●電界強度測定
OVLF電 波の測定
気 象 ○地 一ヒ気象観測 気 象 庁
○高層気象観測
○特殊ゾンデ観測
○オゾン観測
○ 日身寸 ・方文身寸量 産見浪lj
○天気解析
1潮 汐 ○潮汐観測 海 ト 保 安 庁
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 窪見 損rJ　 J五 目 担 当機関
宙 空 系 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究 国 立極地研究所
・南極圏広域観測網 による太陽風エ ネルギー流入と電磁圏応答の研究
・極域大気圏 ・電離圏の上 下結合の研究
・人1二衛 星 ・大型気球 による極域 電磁圏 の研究
気 水 圏 系 ◎南極域か らみた地球規模環境変化の総合研究
・南極域における地球規模大気変化観測
・氷床 一気候系の変動機構の研究観測
地 学 系 ◎南極域から探る地球史
・総合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動現 象の監視 と解明
生 物 ・医 学 系 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
・低温環境 下におけ るヒ トの医学 ・生理 学的研究
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〔モニタリング研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 極域電磁環境の太陽活動 に伴 う長期変動モニタリング 国立極地研究所
・オーロ ラ粒子エ ネルギーの極域 流 入のモニ タ リング
・オーロ ラ電磁エ ネルギーの極域 流 入のモニ タ リング
・電磁波動 による磁 気圏の モニ タ リング
気 水 圏 系 地球環境変 動 に伴 う大気 ・氷床 ・海洋の モニ タリング
・大気微 量成分 モニ タ リング
・氷床氷縁監視 と氷床表面質量収支のモニ タリング
・南大洋インド洋区における海洋循環 と海氷変動のモニタリング
地 学 系 南極 プ レー トにおけ る地学現 象のモ ニ タリン グ
・昭和基地及び沿岸露岩域 における地震 ・地殻変動のモニタリング
生 物 ・医 学 系 海氷圏変動に伴 う極域生態系変動モニタリング
・海洋生 産モニ タリング
・海洋大型動 物モ ニ タリング
・陸上生態 系長期変動 モニ タリング
共 通
ト
衛星データによる極域地球環境変動のモニタリング
|
(2)船 上及び接岸中における観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
海 洋 物 理 ○海洋物理観測 海 上 保 安 庁
海 洋 化 学 ○海洋化学観測 海 上 保 安 庁
測 地 ○基準点観測 ○航空写真測量 国 土 地 理 院
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〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
人 工衛星 ・大型気球による極域電磁圏の研究
◎南極の窓から見る宇宙 ・惑星研究
大型気球 による宇宙物理学的研究
国立極地研究所
気 水 圏 系 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
沿岸域における海氷変動機構の研究
地 学 系 ◎南極域か ら探 る地球史
東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究n
生物 ・医 学 系 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
・南極湖沼生態系の構造 と地史的遷移に関する研究
〔モニタリング研 究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
気 水 圏 系 地球環境 変動 に伴 う大気 ・氷床 ・海洋 のモニ タリング 国立極地研究所
・大気微 量成 分モニ タ リング
南大洋 イン ド洋区における海洋循環 と海氷変動のモニタリング
地 学 系 南極 プ レー トにお ける地学現 象のモ ニ タリング
・南大洋 にお ける船 上地学 モニ タ リング
一_
生物 ・医 学 系 海氷圏変動に伴う極域生態系変動モニ タリング
海洋生産モニタリング
海洋大型動物モニタリング
・陸h生 態 系長期変動 モニ タリング
(3)専 用観測船による観測
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
生 物 ・医 学 系 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
季節海氷域 における表層生態系 と中 ・深層生態系の栄養循環に関す
る研究
国立極地研究所
気 水 圏 系 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究
南極域における地球規模大気変化観測
・沿岸域における海氷変動機構の研究
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3)訓 練
(1)冬 期 総 合 訓 練
〔日 的〕第44次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資するため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地に
おいて雪中行動等に関す る各種訓練を実施 した
〔期 間 〕'r－成14年3月4日 ～3月8日
〔場 所〕長野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心 とする ・帯
(2)夏 期 総 合 訓 練
〔目 的〕第44次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関す る各種訓練や観測計画等に関す る講義 を行い,所 要の
知識や技術 を習得 させると共に,団 体生活を通 して隊員の相互理解 を深めるために実施 した
〔期 間〕'「成14年6月24日 ～6月28日
〔場 所〕文部科学省菅平高原体育研究場 を中心 とする菅平高原 一帯
(3)部 門 別 訓 練
観測部門別訓練は,南 極地域において必要な機器の取扱いや保守訓練,オ ヘレーションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した
4)行 動概要及び観測概要
(1)夏 期 行 動 経 過 概 要
1往 路の行動 と船上観測
第44次 南極地域観測隊は,越 冬隊40名,夏 隊20名 の総計60名 の観測隊員 と,「 しらせ」に乗船する同行者10名
(NIIK放 送記念事業など報道関係者9名,研 究者1名)及 び 「専用観測船」の同行者16名 で構成 された 観測船 「し
らせ」は,'F成14年ll月14日 東京港を出港 した 観測隊はll月28日 に成田か ら空路でシ ドニー経由パースに向か
い29日 にフ リーマン トルで 「しらせ」 に乗船 した フリーマン トル港で物資の補給及びオース トラリア気象局か ら
依頼 された漂流ブ イ3基 を搭載 し,12月3Llに 同港を出発 した.,,海上重力 ・地磁気,大 気微 量成分等の航走中の観測
及び海洋物理 ・化学,海 洋生物などの停船観測 とオース トラリア気象局の漂流ブ イの投下などを実施 しつつ東経llO
度線を南 ドして,12月8日 に南緯55度 を通過 した 翌12月9日 に南緯60度 の停船観測を実施 した後に,西 航 を開始
した 海洋観測等の航走観測を実施 しつつ西航 し,12月15日 に リュツォ ・ホルム湾北方海域に到達 した、同日18時
00分(1)-time:現 地時間)に 往路の海洋観測等の船h観 測を完結 し,21時30分 頃には氷海航行を開始 した、海氷域
においては,海 氷厚測定 を航走観測 として昭和基地接岸 まで実施 した、、なお,「 しらせ」の船上観測 とは別に,第43
次隊に引 き続 き 「専用観測船」 によるプロジ」ク ト研究観測 を3名 の夏隊員と16名 の同行者で実施 した 「専用観測
船」の詳細は(2)「 専用観測船」による夏期行動経過概要で報告する.
'2
、 輸 送作業 と昭和基地 夏期作 業
2.-1輸 送作業
「しらせ」 は,12月15日 に リュ ツォ ・ホ ルム湾 で氷海航行 を始 め,12月17日 に直距 離12マ イル(約20knD地
点 か ら昭和 基地へ 第1便 を送 った、 引 き続 き夏期 建設作 業等の 隊員 と緊急物 資 を,ま た,明 るい岬へ4名 の地学 地
質調査 隊 を送 り込 ん だtt　その の ち,第H期 氷床 コア深層掘 削計 画の ための 人員 と物 資 を見返 り台(S16)へ 空 輸 し
た　 Sl6へ の空 輸 は,ス リング物 資13便 を含め約92ト ンの物資 量 とな ったS16へ の空輸完J'後,「 しらせ」 は オ
ング ル海 峡へ進 出す る砕 氷航行 を開始 して12月26日07時53分CC-time　:現 地 時間)に 昭和基 地 見晴 ら し岩沖 に
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接 岸 した ただ ちに貨油の ハ イプ輸 送 と大型物 資 等の氷 ヒ輸 送 を開始 した 貨油の ハ イプ輸 送お よび氷 ヒ輸送 に よ
る輸 送物資 量は,そ れ ぞれ約493ト ン及 び約295ト ン となった1月3日 と4E]の2日 間 に第43次 隊の持 ち帰 り物 資
の氷 ヒ輸送 を実 施 し,大 型廃 棄物 を含む約121ト ンを 「しらせ 」へ 積載 した1月5日 に再 び第44次 隊物 資の 氷上
輸送 を行 い,1月6日 か ら17日 まで昭 和 基地へ の本格 空輸 を行 った 空輸 に よる昭和 基地へ の輸送物 資 量 は約345
トンで,昭 和 基地へ揚 陸 した物 資 量は 氷 ヒ輸 送 と貨油輸 送 を合 わせ て約1133ト ン とな った1月18日 よ り持 ち帰
り空輸 作 業を行 い約180ト ンの物資 量を 「しらせ、 に積載 した 日本へ の持 ち帰 り物 資の総 合計 は船上観測 物資 を
含め て約320ト ン となった 持 ち帰 り物資 の う ち約162ト ンが 廃 棄物 であ る 昭 和基地 夏期 オヘ レー シ ョンの輸送
作 業は,2月9日 に第43次 ドー ム隊 等 を,ま た,2月11日 にはSl6～ とっつ き岬 問の ルー ト引継 ぎ業務 等の作 業 を
終 えた野 外行動 隊 をそれぞれSl6か ら収容 し,2月14rlに は昭和基地 等か ら第44次 夏隊 設営 隊員 及びかすみ 岩野外
調査隊 を 「しらせ」 に収容 し,21115口 の 最終 便を もって完結 した、
なお,空 輸作 業の特別 ミッシ コン として,　NIIK緊 急物資 補給の ため に ノボ ラザ レフス カヤ か らSl7滑 走路 に飛来
した ロシヤの 単発 複葉機AN-IIに 対応 す るため の ノY員輸送 を1月28日 と29日 に実施 した
/2…2昭 和基地夏期作業
第44次 隊の夏期建設作 業は,　NHK放 送記念事業に関連する工事を中心 に展開 したが,天 候にも恵 まれて順調に
進行 した 第2廃 棄物保管庫のオーバースライダー改修工事を皮切りに夏期建設作業 を開始 して,　NHK放 送 事業用
の建設作業(直 径4.8mパ ラボラアンテナ ・放送棟 ・発電機小屋 ・ロボ ットカメラ等の建設及びその内部設備 ・送
配電線1:事 等1と,見 晴らし燃料 タンクー昭和基地問の燃料送油管設置の第2年 次 工事 とを同時並行的に推進 した
また,300kVA発 電機1号 機のオーバーホール,基 地側燃料 タンクの防滴堤建設一1.:事,インテルサ ッ トアンテナの
基礎架台部及び レドーム部の基礎 コンクリー ト打設工事,第1廃 棄物保管庫幕体の部分張替え工事,発 電棟上間 下
隙間へのモルタル充填工 事,太 陽光発電パネル改修1二事,観 測棟内部床部材の改装および暖房設備等の改修－L事,
環境科学棟の暖房改修工事,荒 金ダム配管改修1二事,第2夏 宿の太陽光温水ハネル撤去作業,気 象棟バ イオ トイレ
への暖気配管1:事,通 信の受信アンテナ系統のケーブル補修工事などの建設作業を順次実施 した.こ のほか,Bヘ
リポー ト近 くに長年蓄積 されてきた廃棄物のデポ山の処理作業を環境保全関連の作業 として精力的に実施 し,ほ ぼ
持 ち帰 り可能な状態 にデポ山を解体 ・整理 した
観測関係の1:事 としては,電 離層部門のケーブル交換作業,地 震計室の シール ド作業,新 型超伝導重力計および
水素メーザーの新規搬入に伴う重力計室の改装作業,検 潮所 と地学棟問の潮位計ケーブル交換作業,宙 空系関連で
空中電場観測センサー設置作業および耐久試験用PANSYア ンテナ設置作業,宙 空お よび気水圏系関連で観測棟内
部改装工 事に伴う観測装置 ・ケーブル類の再設置作業な どを夏作業として実施 した 、
.3.見 返 り台(S16)
S16へ の物資 輸送 は,昭 和 基地へ の緊急 物品 が終 了した12月22日 か ら始め て25日 までの4日 間の空輸 で完結 した
25日 以 降30日 まで は,物 資 の権積 みつ け支援 要員 として 「しらせ1か ら毎 日6名 の 乗組 員のSl6派 遣 を受 けた ドー
ムふ じ観 測拠 点へ の 内陸行 動 は,S16に お いて9,　MIOO系 雪 上 車5台,35台 の権 に越 冬用物 資 約92ト ンを権 積 み して
12月30日 にS!6を 出発 した ドーム越 冬隊 は,ル ー ト沿い にお いて雪 氷学的 観測,気 象観測,宙 空系の 地磁 気無 人
観測機 の設 置,医 学 観測 な どを実施 しつつ,1月19日 に ドームふ じ観測拠 点 に到 着 した。1月23日 まで 第43次 ドーム
旅行 隊 と引継 ぎを兼ねて協 「pij作業 を行 い,24日 か ら第44次 隊 だけの越冬観測 態勢 に入 った、第43次 ドーム隊 は2月7
LJにSl6に 帰 着 した.第43次 ドー ム隊8名 は,2月9日 まで にS16か らピ ックア ップ して,昭 和 基地経 由で2月10日 に
「しらせ 」 に乗艦 した2月10日,!l日 にS16～ とっつ き岬 間の ルー ト引継 ぎ作業 等 を行 い,今 夏 のSl6で の野外 活
動 を終結 した、
なお,空 輸作 業の特 別 ミッシ ョン として,　NHK緊 急物資 補給 のため に ノボ ラザ レフスカヤか らS17滑 走路 に飛 来 し
た ロシヤの 単発 複葉機AN-IIに 対応 す るための 人員輸 送 を1月28日 と29日 に実施 した.
④ 野外観 測
「しらせ」 ヘ リコプ ター 支援 に よる昭 和基地周 辺地域の野 外調 査は,平 成14年12月17日 か ら平成15年2月14日 の
間に 当初計 画通 り全 ての調査計 画 を実施 した ル ン ドボー グスヘ ッダ,ス カー レン,ス カ レビー クスハ ルセ ン,ス カ
ルブ ス不ス,ラ ングホブデ,と っつ き岬,オ メガ岬,明 るい岬,か すみ岩 お よびオ ングル諸島等 で,地 学 ・地質 調査,
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陸 上生物調査,潮 汐副標観測,基 準点測量,　GPS測 量,広 帯域地震計の保守,氷 床末端域における表面質量収支の測
定および無人磁力計の設置等の野外観測を実施 した また,海 氷調査では,ハ ンダ島沖の定着氷帯で海氷上2ヵ 所か
ら多年氷を採取 した.昭 和基地周辺の野夕権現測は,天 候等にも恵 まれて,全 て計画通 り実施することがで きた、復路
のアムンゼン湾の露岩域で地学地質部門の将来調査計画のための航空機着陸ポイン トの偵察を主たる目的とした観測
計画は,2月17日 から20日 まで4日 間待機 したが,降 雪等の悪 天候のため実施で きなかった、,
'5昭 和基 地 におけ る夏期 観測
夏期 間の大 きな基地観測 計画 として,宙 空系 の南極 周回気球 実験(PPB・4機)と,測 地部 門 のブ リンスオラ フ海
岸露岩域 一帯の航 空写真 観測が あ った、.　PPB飛 翔実験 の物 資 は,全 て緊急輸送物 資 と して夏期 オペ レー シ ョン初動期
にCヘ リポー トへ 優先 的 に空輸 した、,　PPB飛 翔実験 は,12月30日,1月6日お よび1月13日(2機)に 行 っ たが,切
り離 しカ ッター系統 の誤動作,レ ベ ル フラ イ ト機能 の失墜 な どによ り南 極 を周回 させ ての デー タ取得 には至 らなか っ
た,.し か し,2機 の大 気球 同時飛 行 に よる磁 気圏擾 乱 イベ ン トの 同時観 測 に成功 した。2機 分 の観測 システ ムを持 ち
帰 った 一・方,航 空部 門は.平 成15年1月6日 に ピラ タス機 の試験 飛行 と慣 熟飛行 を完 了 して観 測 フラ イ トの準備 を
整 えたが,海 氷滑 走路 の融雪促 進,特 に,北 の浦 の海氷誘導路 が ハ ドル発 生等 で航 空機運 用に不適 当 な状態 になった
為,1月8日 に夏期 の航 空機運用 を中⊥ヒした。
:6.復 路の行 動 と船 上観測
「しらせ 」 は,2月15日 に反転 北上 を開始 して アム ンゼ ン湾 へ 回航 した 、リュツ ォ ・ホルム湾 及び アム ンゼ ン湾の
海 氷域 で は復 路 の海氷 厚測 定 を航 走観 測 として実 施 した,、2月17日 か ら20日 までア ム ンゼ ン湾 内 にお い て地学地 質
調査計 画の オペ レー シ ョンに備 え たが 天候 に恵 まれず 地 質調査 を断 念 した.2月22日 か ら26日 までの 間 は,ア ム ン
ゼ ン湾北 方海域 の49°OO'Eか ら51°OO'Eま で の間 を20分 間隔で63°50㌧66°30,Sの 董亘囲 を南 北測線折 り返 し航 行で 海底地
形測量 を実施 した、,2月27日 に復路 の停船観測 地点St6(64-00S,50-00E)に移動 し,　CTD各 層観測,バ ン ドン採水,
ノルハ ック ネッ ト観測 等 を実 施 した後 に東航 を開始 した 、「し らせ」 は,航 走観 測 と停船 観測 を実 施 しつつ 東航 し,
140°E線 で は 「専 用観測船 」 の観測 海域 で停船観 測 を実施 した、,3月14日 に150°OO'E,64°OO'S付 近 か ら150度 線 に沿
って北 」二を開始 した、北 上過程 では,停 船観 測の ほか,航 走観測 と してXBT,　 XCTD,　 CPR曳 航 観測 な ども実施 したt/
南緯50度(St21)付 近で は漂流 ブ イの投 下 を行 った、 また,地 磁 気8の 字航行 は東就 中 と北 上 中にそれ ぞれ3ヵ 所 で
実施 した 、「しらせ」 は,3月16日 に南緯55度 を通過 して シ ドニー港へ3月21日 に入港 した、,
夏期 オヘ レー シ ョン主要項 目を別表 に示 す、
別表 第44次 隊 夏期オペ レーション主要項 目(「 しらせ」および昭和基地方面の計画)
一
ー一航 走 観 測
一一 ーー ー ー 一 一
船上観測 一
停船観測
一　 一ー ーー 一
注:表 中の下線を印 した項 目は,実 現で きなかった計画を示す
長 水圏素…1-「蕊讐 茎㌶ 露ζ濤 ㍑騙 熱 ア゜嚇 ほ 山監視;
　コ 　 　　　 コロじ　　ヘ ロ 　　　　　 　　　 　　コ 　　 　　 　 　　　 アコ イザ 　
1一ト1地 学 系F-」 海 上 重 力 測 定,地 磁 気3成 分 測 定(8の 字 航 行)
コ 　 ド 　 　 　 　　　コ　ぼ 　 　 　 　　　 　ヨ
ー 生物 ・医 学 系 一 動 植物 プ ラ ン ク トンお よび 海 洋環 境 パ ラ メー タの 観測 ,海 色 衛 星,　CPR専
一{海 洋 物 理 ・化学L表 面採 水 ・分 析,　XCTD/XBT,　 XCP,　 海 底 地形 測 量|
… 生物 ・医 学 系 一 停 船 海洋 生 物 観 測(バ ン ドン採 水 ・ノルバ ッ クネ ッ ト採 集)
・一ー一 海 洋物 理 ・化学　L」　CTDお よ びLADCP各 層観 測,漂 流 ブ イ放 流1
ロ 　 　 　 ヨ ヒ 　 　へ 　　 コ 　　　　 ロ 　　 　　 　 　 ロ 　 　 　　　 　 　 コ ココ　 ココ 　 　　 　 　　 　 コ　　 コ
一ー国 際協 カ 一ー 漂 流 ブ イ放 流 日 一 ス トラ リア 気 象局)
「-1氷 王
`輸 送H
－ バ ル ク車前1差 一 、y車tXti由(420kU
－ 旭 物資_
一 昭和基地
,JP-05(180kl)
SM100×2,SM30×1(浮上 型),小 型航 空 機 ×2,ト ラ ッ ク×1,建 築資 材
CWR-CT型 超伝 導 重 力計(輸 送 注 意),持 ち帰 り大 型 廃 棄物
L観 測 ・設営 機 材,食 料(冷 凍 ・冷 蔵品),夏 期 廃 棄物 持 ち帰 り物 資|
南 極 軽 油 ドラ ム等 屋 久1130本,43次 持 ち帰 り物 資,危 険物,私 物
1空 輸 一一1リュツオ・ホ1レム湾沿岸 一 人員,観 測機 材,採 集 試料,行 動 中 の廃 棄物 等 の持 ち帰 り　 ド　 　コ 　 　 　 　 　ヨ ト 　 　 　 コ
ー・見返 り台(S16)一 人員,観 測 ・
一 アム ンゼ ン湾 周辺_人 員 観 測機 材
設 営 機 材,南 極 軽 油 ドラ ム,中 型機 ×4台 等 の ス リン グ物 資
一174一
夏期観測
・越 冬 産見損IJ準f蒲
ミ日召禾[1基f也 ・
内 陸.一
⊥設 営
ドー ムふ じ観測拠点 ・
一宙 空 系
一 気 水 圏系
…一生物 ・医 学 系
・一気 象
一海 洋物 理
一一 測 地
一}11'B飛翔実験.高3度 気球オゾン'乙そデ予備実験,大 型 ヒ一死予備調査 専一・一一航空機による大気サンフリング
土ー壌微生物の変化のモニタリング
ー・地 ヒオゾン濃度計,ド ブソン分光光度計の比較観測
r－恒 醐 樫1亘 ・-!糧⊥ 乞ゴ ・喧 擾 嫌煙」剛 票産量測.[L張 星海1充騨 ・」一・航空写真撮影 ロ リンスオラフ露岩域}　,　GPS連 続観測装置機器更新 ・保守
一高 空 系 一一、空中電場観測装置新設沮Fレ+ア ンテナ僻 ・弓1継晒 オング・テレメ握 保守 ・弓1継ぎ
観測棟改修工事作業,　DMSP&EXOS-1)衛 星受信 ・引継,オ ーロラ観測フー 1トメ一夕新設
一気 水圏 系 … 観 測棟 改 修 工事 関連 作 業 ,空 気取 入 れ 用タワー(8m:・ 新設,　ERS受 信 二引 継 ぎ.
…一地 学 系 一超伝 導 重 力 計新 型GWR-CTの 新設,　VLBI観 測 ・棺,広 帯域 地 震 観 測 ・引継 ぎ
.一・共 通 一衛 星受 信 観 測 ・引 継 ぎ　(NOAA,　SeaXViFS,　 ERS-2等)
… 電 離 層 一電 離層垂 直観測装 置ケーブル張替 え30Um×2本),112MHzオ ーロラレー ダ新機器 設置…
一 気 象 ・放 射 観 測鉄 塔 ア ーム 部 の 交換 ・改修 ,拡 張 ター ミナ ル収納 箱 新 設
一 建 築 ・土 木
・.一機 械
一・航 空
一・環 境 保 全
… 通 信
.一医 療
一・設 営 一般
・気水 圏 系
一 宙 空 系
生物 ・医学 系
÷比 い「一 一ー、 一 言
日文[コ
ー一気 水 圏系
亘 齪 一(Sl言)二鷺 一
一 測 地
?「
???? ??
?
,放 送 事 業 用 ア ンテ ナ ・放 送 棟 お よび発 電 機小 屋 等 の 建 設,観 測 棟 内部 改 修
インテルサ ットアンテナ 用基 礎工 事,防 滴堤 建設,第2康 保 オーバースライダー改1修 等
300kVA発 電 機 オ ー バー ホ ー ル,燃 料送 油 管 工事,太 陽 光 発電 パ ネ ル交換
放 送 事 業 用放 送 棟 お よび発 電機 小 屋 等 の設 備 ・電 気工 事
一 ヒ ラ タ ス ・セ スナ機 の組 立て
,搬 入 ・運 用,氷 上 滑 走路 ・駐 機場 の新 設
.一二昭 和 基 地毬 よび 野 外調」査 廃 棄物 璽 処 理,大 型 摩 棄物 デ ポ地 の 整理
・一一野 外調 査隊 との 交信
,航 空 機観 測 の 通信 管 制,通 信 回線 の 運 用保 守
一 ・医 療 引継 ぎ
.装 備 品管 理,安 全管 理,放 送事 業 支 援,多 目的 ア ンテ ナ保 守
基 地 内LAN・ サ ー バ ー等 の 管 理,庶 務
…一第H期 ドーム氷床コア深層掘削計画の準備作業,雪 氷学的観測,気 象観測
二 二1、全 天オーロ ラカラー撮像 およびTVカ メラ観測,流 星バ ー ス ト通信 実験 地磁気観 測u－
一寒冷 閉鎖 社 会 にお け る ヒ トの 適 応
,睡 眠,税 目 リズム 等 の 変 化の 観 測
ドームふじ観測拠点の越冬生活圏の確保 ・維持
.t-'一－S16一 とっつ き岬 ルー トの 雪 尺測 定,ル ー ト引 継 ぎ ・保 守
・一 広 帯 域 地 震計 の 保 守 ・引継 ぎ 〔とっつ き岬)
気 象 ロボ ッ ト計 の 保守 ・引 継 ぎ
一 露 岩域 変動 量 測 定
海 氷 多 年 氷 の 採 取 〔バ ンダ 島 沖}
ス カ ー レ ン}
_一 スカー〆ン,ス カ レビークハンセン,ス カルフス素ス,東 西－i'ング〉島
一{リ ュ)!z
-・㌧ レム湾 ・一ー一生 物 ・医学 系 一 ・陸 上生 物 調 査1ラ ング六ブテ,ス 芒 レン,ス かしブスネス,西 オングル,オ ンゲ1レ頸 へ'」.1
ゴ毎蓮物 理 ・.化学 一一・比 較 ・副 標 観測 一－H,水 温 ・塩 分 濃度 観 測(ラ ン グホ ブ デ).一.一.一 一
測 地　　 　　　 _-　GPS精 密 測 地 網 測 量 ・重 力 ・地磁 気測 量(ラ ングホ ブデ,オ ングル諸 島,向 岩)
GpS固 定 局観 測 装 置 の保 守(ラ ン グホ ブ デ)
一一.一設営 系
.沿 岸 調 査 一 ..一 ー ーーー ー ー 咽ー笛 空系
_.デ1ジ ズ牙ラフ海岸 二 二地学 系… …
….一 一ー.一.・ 生物 ・医 学 系
一ー一測 地
無 人磁 力計 の 設 置1ス カー レ ン:・,PPB回 収
氷 河 末端 域 の 氷床 質 量収 支 〔平頭 氷 河),
広帯 域 地 震 計 観測 ・:とっつ き岬,ラ ン グホブ デ,ス カルブ ス ネス,
地 質調 査 ンント:㌻グスへ・タ,
.二.一沿岸青氷帯の航空機滑走路候補地の気象計ロガー回収(ラ ングホブデ近傍1
一 ・無 人磁7J計 の 設 置[オ メ ガ岬;1
一 地 質調 査(明 る い岬,か す み 岩 、
一 ・陸 上 生物 調 査(か す み岩)
一 ・Gps精 密 測 地網 測 量 ・重 力測 量 ・地磁 気測 量 〔かす み岩)
L-一・ア ム ン ゼ ン湾 .一 地 学 系
二 ・地 葺調 査 お よび ヘ リコづ ター着 陸 ポ イ ン トの偵 察調 査(露 岩域 二 帯1.
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(2)「 専用観測船」による夏期行動経過概要
第44次 隊 「専用観測 船」 は,観 測隊 員3名 と同行研 究 者16名 の合計19名 で構 成 された、,先発 した2名 及 び 「海 鷹
丸」 を 下船 して ウェ リン トンへ 向か った4名 を除 く第44次 隊 「タンガロ ア号」 研 究航海 の 乗船 者13名 は,2003年2
月13日,成 田発 オー クラ ン ド経 由で,翌14日14時30分 ウェ リン トン空港へ 到着 した、 ほぼ同時 刻に 「海鷹 丸」 か ら
の4名 が 同空港へ到着 した 同 日15時00分,隊 員 ・同行 者総 員19名 が 「タンガロア号」へ乗 船 した 「タンガロ アリ'」
へ の観測 機材(約450梱 ,5.3ト ン,36mi;)の 荷揚 げ作 業 は,2月15日08時00分 よ り行 われた、
2月17日13時16分,南 極海 の観測 海域へ 向 け出港 した2月20日21時48分,南緯55度 を通過 し,同 日23時15分
頃 にニュー ジー ラ ン ドEEZ外 へ 出 た2月25日 ～3月6日 の間 に停船観 測 を実 施 した 停 船観測 終 了後,ウ ユ_リン ト
ン港へ 向か った、3月9日22時30分 頃,ニ ュー ジー ラ ン ドEEZ内 へ 進 入 し,3月10日00時05分,南緯55度 を北 ヒし
た.3月11日 まで に は殆 どの観測 を終 了 し,各 自撤 収作 業 を行 っ た、3月12日 夕刻 には ウ ェ リン トン港 外へ 到 達 し
た.
3月13日,08時00分 よ り積 み下 ろ し作業 を開始 し,17時00分 には作業 を終 了した 、3月14,15日 には,緊 急物 資
の航 空便 に よる発送 を行 うと ともに,観 測 機材等 の船便 による発送準 備 を行 った、 「海鷹 丸」 か ら乗 船 した 同行 者 を
除 く,隊 員 ・同行 者15名 は3月17日 ウェ リン トン発,オ ー クラン ド経 由 で,同 日成 田空 港へ帰 国 した、,「海鷹 丸」か
ら乗 船 した4名 は,3月17日 ウェ リン トン発,シ ドニー経 由で,翌18日 成 田空港へ帰 国 した
第44次 隊 「専用観測 船」研究航 海の観 測課題 と担 当 者の一覧表 を別表 に示 した
別表 第44次 隊 「専用観測船」観測課題一覧
観 測 課 題 担当者
表面海水中の塩分 ・水温 ・クロロフィル蛍光観測
光合成有効放射観測
工藤
工 藤 ・平言睾
表面海水中のCO2連 続観測
XCTD観 測
中岡
牛尾
中層 フロー ト　(PROVOR)観 測
米国Argoフ ロー ト投 入
牛尾
牛尾
AI)CP観 測
音響調査
牛尾
高橋 ・谷村
CTD観 測
LADCP観 測
牛尾
牛尾
水 中 分 光 放 射
Ult　ra　violet　 radiatioll　 alld　 photo　 syntheti(:ally　 active　 radiatioll　 ill　theノ ＼llt　arctic　 Oceall
平 言睾 ・1二 藤
S.　C.　Y.　LeOllg
溶存酸素,栄 養塩の分布および塩検
クロロフ ィルa濃 度
佐 々木 ・浜中
平課
全 溶 存 無 機 炭 素 濃 度 お よ び そ の 炭 素 安 定 同 位 体 比
Prodllctioll　 alld　collsllmptiolls　 of　dissolved　 N20　 alld　CHI　 ill　Southel'll　 Oceal1
中岡
N.　BOONTANON
水循環 と淡水寄与の見積もり(化 学 トレーサー)
南極海における溶存有機物の分布お よび挙動に関する研究
佐 々木
阿比子
南極海における各態セレンの分布お よび挙動に関する研究
微量生元素の分布 と動態に関する研究
阿比子
則末
植物プランク トンの光吸収係数とサ イズ組成および色素組成との関係
南極海の植物プランク トン光合成生理状態の解析 秋か ら冬への環境変動 との対応関係
平課 ・工藤
工 藤
The　 effect　of　ultra　violet　radiaion　 oll　I)hy　to　l)laIlktoll　ill　the　AIltal℃tic　O(leal1
植 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 組 成 お よ び 光 合 成 光 利 用 特 性 に 対 す る 鉄 濃 度 の 影 響
S.　C.　Y.　LeOI19
吉 川 ・1二 藤 ・ 平 諜
・則 末
光合成色素を指標とした植物プランク トン各分類群の増殖速度および微小動物 プランク トン
による被食速度
植物プランクトン種組成の空間分布
吉川
真壁
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|観 測 課 題 担当者
微小生物群集組成および生物量の時空間分布 岸
希釈培養法によるバクテリアに対する摂餌圧および増殖速度の測定 岸
1)MSお よ び1)MSPプ ロ ダ ク シ ョ ン 笠松
a;1海 水rlII)MSお よ1つドDMSP鉛 【自:分 布
b)　 DMSPpプ ロ ダ ク シ ョ ン
c)　 1)NISPう ナ角子酵 素
d)動 物 プ ラン ク トンによるDMS生 成
e)セ ジ メン トトラ ップ試料 中のDMSP
懸濁粒 」㌃および動物プランク トン糞粒の鉛直分布 真壁
オキ ア ミとカ イア シ類の摂 餌が植物 プラ ンク トンDMS,　DMSP放 出 に与える影響 岡 ・谷 村 ・笠 松 ・
a)　St.Kに おけ る飼 育実験 西LU
i-1)MS実 験
ii－消化管蛍光法 による消化管排出速度の実験
b)St.5に おけ る飼育 実験
主1)MS実 験
il－消化管蛍光法による消化管排出速度の実験
c1オ キ ア ミのGllt　 pigmelltの 日 周 変 化
The　 CIII　 produ(:tion　 from　 Krill　:　oll　1)oard　 iIlcllbそ1tiollexperilllellt N.　BOONTANON
各層採集によって得 られた動物プランクトンの飼育実験 真壁 ・高橋
カイアシ類の脂質代謝に関する実験 高橋
a)脂 質分析用サ ンプル採集
b}飼 育実験
主 カイアシ類の代謝活性度測定実験
iiーカ イアシ類 の摂 餌実験
NORPAC　 IIetル ー チ ン 高橋 ・谷村、
RMTI+8不 ッ ト 谷村 ・岡 ・西山
(3)越 冬 経 過 概 要
第44次 南極地域観測隊越冬隊は,隊 長・J・島秀康以 下40名 とオブザーバー4名 で構成され,オ ブザーバーを含む36
名が昭和基地で,8名 が ドームふ じ観測拠点で越冬 した 昭和基地では2003年2月1日,第43次 隊 より実質的に基地
運営 を引 き継いだ後,2月20日[E式 に越冬が成 立した 翌2004年2月1日 に第45次 隊に引 き継 ぐまでの ユ年間,観 測
及び基地運営に当たった ドーム隊の越冬 もあって,第44次 隊では昭和基地 を基点 にした長期 にわたる内陸旅行は
な く,従 って基地観測が主体 となった
(1:天 候
天候 は年 間 を通 じて 高温で推 移 し,平 均 気温 は平年値 のマ イナ ス10.5℃ を大 き く一ヒ回 るマ イナ ス9.0℃ で 高い方か
ら2番 目の 記録 とな った。 また,月 平均 気温は 一・度 も平年値 を一ド回る こ とは なか った、.特に6月 は'1三年 よ り3.4℃ 高 く,
そ のため 海氷の成 長が遅 れ,極 夜 明 けの強い ブ リザ ー ドで オ ングル海峡 が開 くとい う初めての事態 に寄'∫ したu」'能性
が考 え られ る また,8月 が2.9℃,9月 が2.7℃ それぞ れ平 年値 よ りも高か った この こ とで海 氷の 成長が 著 しく遅
れ た もの と考え られ る12月 を除 くと年 間を通 じて雲 量 も多 く推 移 し,雪 日数 は233日 で観測 史11最 も多か った ブ
リザ ー ドは年 間15回 で,'「 均 の27[[|1の 約 半 分で,少 ない方 か ら4番 目の記録 となった、 最初 の ブ リザ ー ドが4」-J19
日 と例 年 に比べ て遅 く,最 後の15回 目が9月19日 と[i1か った 最初の ブ リザー ドが4月19日 とい うの は3番 目に遅 い
記録 で,10月 以 降 ブ リザ ー ドを記録 しなか ったのは,今 回 の他,9月 以 降 なか った第9次 隊 を除 いて ない15回 の 内
訳は,A級 が4回,B級 が8回,c級 が3回 であ ったA級B級 の 回数は例年 並みでC級 だけが少 なか ったこ とになる
12)海 氷
今回 は越 冬中 を通 して海氷の状 況が悪 か った2002年121Jl8日 にヘ リコプ ターで 基地 に とん だ時 には北の浦 や オ
ン グル海峡 の海 氷に はた く さんのハ ドルが発達 して いてみ るか らに色が 変わ ってい た まだ底 な しとはな って いなか
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ったが,ル ー ト工作 時 にパ ドル に乗る と ミキ ミキ と音 を立 てて割 れ,そ の 下 には10Cmか ら15Cmの 水 の層が で きて
い た 、そ のハ ドル も岩島の風 下側の ものか ら色が濃 くなって ゆ き,底 な しハ ドルに発達 して行 った こ とが 目にみえて
わか った。2月 中旬 に なる とオング ル海峡 の氷が 流れ て北 は三 つ岩付 近 まで海 とな った。 第39次 隊 以来5年 ぶ りであ
った、その後結氷 したが4月 下旬 まで流 れた り凍結 した りを繰 り返 した オ ングル諸 島の南 か ら西側 の海氷状 況で は,
オ ングル カルベ ン島 一おん ど り島 一めん ど り島 一 メホ ル メンを結 ぶ線 に沿 って リー ドが出来 た、5月 に入る と海 氷は
徐 々に成 長 して いった、,例年 だ とこの ま ま海氷 は成 長 して安定 してい くが,今 回 は7月31日 か らの 強いA級 ブ リザー
ドが去 った後,8月3日 に なって,オ ングル海峡 が再 び海 にな ってい るのが 食堂の 窓か らみ えた、極 夜明 け になって
海に なった記録 はこれ まで1度 もなか ったtt　そ の後8月13日 の ブ リザ ー ドで向岩か ら南の氷 が流 れた,そ の後 は海氷
が 成長 し安 定 したが,最 後 に海 氷が流 れ た海域 では氷厚 が70Cmに しかな らなか った、 この厚 さは例年 の1年 氷 の 半
分程 度の厚 さで あ る。 この ため南 方露岩 地域へ の行動 が遅 れ,ラ ングホブデ にた ど り着 けたの は10月1日 であ った
12月 には好 天が続 き,雪 がつか ない裸氷 域で は12月 始 めか らハ ドルが発達 し出 した,そ して1月1日 には オ ングル海
峡 の大陸側半 分の 氷が流 れ,3日 には見晴 し岩 まで 海が広 がった。 これ は第10次 隊の時 と並 んで最 も早 い記 録 にな っ
た,、その後30日 にな って北 の浦 で も北側半 分の海氷 が流 れ海 になった,、
③ 基地 観測
越 冬期 間中,定 常 観測,プ ロジェ ク ト研究 観測,モ ニ タリング研 究観測 は概ね順調 に経過 した。 た だ7月19Elの 午
前3時 ころに発生 した全停 電 のため に,欠 測 や観測機 器 に障害が発 生 した、電 離層部 門で は電 離層垂 直観測,オ ー ロ
ラ レー ダ観 測等 を通年実施 した,第44次 隊 では112MHzオ ー ロラ レー ダの運用 を新た に開始 した。数 多 くあ るア ンテ
ナ群の メンテナ ンス を継続 して行 った。気 象部 門で は毎 日の地 上気 象観測,高 層気 象観 測 に加 え,オ ゾ ン全量 観測,
気 水圏部 門 と共同での オ ゾ ンゾ ンデ観測,エ アロ ゾルゾ ンデ観測 等 を実 施 した なお オゾ ンホー ルは過 去最大 規模 と
な った,、宙空 部門で は2月 末 か ら10月 中旬 までの間,こ れ までで最長 となる128日 間の オー ロラ光学観測 を実 施 した
ほか,　HF　 ・　MFレ ー ダ観測,地 磁 気観測 等 を行 った,ま た,気 水圏部 門 と共 同で,6月 か ら10月 の 間,　Match国 際観
測 と して オゾ ンホー ル生成期 の集 中観測 を実施 したtt　また,引 き続 き10月 か ら12月 まで オゾ ン層 回復期 の集 中観測
を実 施 した,こ の 間に放球 したゾ ンデは145機 に及 んだ、特 に後半 に は南 極で は初 めて とな る高 度40klllま で ヒ昇 す
る高高 度気球 による光学 オ ゾ ンゾンデ観測 を4回 実施 した、t気水圏部 門で は地上 な らびに航空機 を用 いての大 気微 量
成分観 測,　ADEOS-II衛 星受 信 とそれ に伴 う地 上検 証観測,　NOAA衛 星受信等 を実施 した、航 空機 を用 いた観測 では,
地上 か ら約7km上 空 までの 一二酸 化炭素 濃度 の鉛 直分布 観測 を9回 実 施 した。 また,越 冬明 け には第45次 隊 と共 同で
クラ イオジェニ ックサ ンプラー回収 気球実験 を2回 実 施 し成功 した、,地学 部門で は地震観 測,超 伝導 重力計 による 重
力連 続観 測,　GPS連 続観測,潮 汐連 続観 測,　VLBI観 測等 を実施 した、地震 観測 では,基 地 にお け る短 周期 地震 計連
続観 測,広 帯域 地震計連 続観測 の ほか,沿 岸4ヵ 所 に広帯域 地震計 を設 置 して連続 観測 を行 った、重 力連続 観測 に関
しては,第44次 隊で新 た に新超 伝導 重力計CT-043を 導 入 した,立 ち上 げ調整 の後,第34次 隊か ら稼動 してい る超伝
導重 力計TT-70と6ヵ 月間並行 観測 を行い,11月 か ら本格運 用 を開始 した10年 間運用 したTT-70は11月 に解体 し国
内 に持 ち帰 った。 生物 ・医学部 門 には専 任の隊 員が いなか ったが,医 療 隊員が兼 務 してペ ンギ ンの個体 数調査 を実施
した ほか,低 温環境 下 におけ る ヒ トの 医学 ・生理 学的研 究 を行 った。 また,共 通 部門 として 大型 多 目的ア ンテナ を用
いたADEOS-II,　 ERS-2,　 NOAA,　 SeaWiFSな どの衛 星受信 を行 った。
④ 野外行 動
オ ングル海峡の 海氷 が安定 した期 間が9月 下旬 か ら2ヵ 月程 度 に限 られたため,特 に南方 の露岩 地域 や島へ の行動
が 制限 され た,た だ海氷が 流れ たの は三つ 岩か ら南 だった ため,と っつ き岬へ は5月 下旬 には ルー トを作 るこ とが で
きた、例 年 は小岩 島 と見晴 らし岩の 間 をオ ングル海 峡 に抜 けて北上す るよ うに設定す るが,こ の付近 の オ ングル海峡
の氷が 薄か ったため に,基 地 か ら滑走路 の西側 を並行 す るよ うに通 り岩 島 と小 岩島の 間 を抜 ける よ うに設定 した,と
っつ き岬 方面 に本格 的に行動 を展 開 したの は7月 か らであ った。7月 中下 旬 には2回 にわ た ってS16に お ける権 の掘 り
起 こ しと,と っつ き岬へ の車 両 を権 の移動の オヘ レー シ ョンを行 った、南方へ の行動 では,ル ー ト工作 を行 って,ラ
ングホブ デ にた ど り着 け たの は10月1日 であ った 、その後 は10月 下旬 まで に,ラ ングホブ デ,ス カル ブ スネ ス,ス
カー レンでの,地 学部 門の地震計 の メンテ ナ ンス,　GPS観 測,し らせ 氷河 までの撮 影 を実施 した。生物 ・医 学部 門の
ペ ンギ ン個体 数調 査等 を11月 中旬 と11月30日,12月1日 に実施 した,し か し海氷 の状況が 悪化 した ため に これ を最
後 に,南 方へ の行 動 を終 了 した.、内陸旅行 関係 で は9月 末 にみ ず ほ旅 行 を行 い,　ADEOS-IIの 地上検 証観 測 と雪尺測
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定 を行 った また,10月 後 半に無 人磁 力計 ロガー部の回収 とバ ッテ リー保守 のため に,H100へ の旅行 を行 った、
写、 設 営
設営関係 で は電 力,上 〒ド水道,燃 料,通 信,食 料,医 療 とい った生活基盤 の維持 管理 に加え,車 両整備,機 械設備
[事,航 空 機 な らび に滑走路 の メンテ ナ ンス,　LANの 運用,野 外 観測 支援 な ど多 くの作 業 を行 った一.
夏作業 は夏隊 が引 き上げ た2月 中旬 をもって終了 と した その後 夏作業 で手 を付 け た通 称 デポ山の廃 棄物処 理 を環
境保 全部 門 を中心 に継続 させ た 木材屑 はエ コハ ックに詰め てBヘ リポー トに集積 した。金属 ス クラ ップは メッシュ
パ レッ トとステ ィー ルコ ンテ ナー に,ケ ー ブル類は ドラム缶 に詰め,ス テ ィー ル コンテナー と ドラム缶 はAヘ リポ ー
ト近 くに集 積 した 装輪車 や ホバー クラ フ トとメッシュパ レッ トはCヘ リポ ー ト近 くに集積 した。 ほぼ 目処が 立 った
3月 一ヒ旬 に全体作 業で最 後の片 づけ を して デポ山解体宣 言を出 した
機 械 部門で は発電 機 の切 り替 え,点 検 整備,見 晴 ら し岩 タ ンクか らの送 油 を定 期 的 に実 施 した。発電 機 は第45次
隊の 夏作業 で2号 機 をオー バーホ ー ルす る計 画に時 間 を合わせ るため に,1号 機120時 間,2号 機500時 間の交 互運転
で運 用 した 第44次 隊で は通常 の300KVAの 発 電機 に加 え,　MIIK用 の50KVA発 電機 の運 用,な らび に点検 整備 を行
い,大 きな不具 合 もな く1年 間稼動 させ た　tt　また,各 種車両 の整備,施 設 の設備 ・機器の 点検 整 備 な らび に不 具合対
応 を行 った また,ブ リザ ー ドの あ とには他 部 門の隊員の手 を借 りなが ら,主 要道路 や基地 主要部の 建物風 下側の 除
雪 を行 い,長 期 にわ た って ドリフ トが残 る よ うな こ とは なかった 、通信部 門で は毎 日HFに よる ドー ム隊 との定 時 交
信 を行 った 国内,旅 行隊,航 空機 との通信,な らび に基地 周 りにおけ る通信 は良好 に保 たれた。調理 部 門では 日々
の調理 に加 え,ミ ッ ドウ イン ター祭,月 々の誕生 会な どに特 別 メニ ュー を用意 した。 また,月1回 程度厨 房 にお いて
居 酒屋 を企画 した,隊 員個 人個 人の好 みや季節 に応 じた きめ細 か な配慮が あ り好 評で あ った、 医療 は1名 態勢 であ っ
たため,宿 泊 をf半うような行 動 はで きなか った 怪 我や疾 病 に対 して随 時対応 した。2月10日 には 第43次 隊の2名 の
ドク ター,し らせの ドク ター,看 護士 の応援 を得 て,虫 垂切 除の手術 を実施 した 患 者は順 調に 回復 し,他 の隊員 と
変 わ る こ とな く越冬生 活 を送 った なお開腹手 術 は第7次 隊 以来2度 目で あ った。環境 保全 部 門では 日々の廃棄 物処
理,汚 水 処理設備 の保守 に加 え持 ち帰 り廃棄物 の準備 を行 った、食堂か ら出 る汚水 の前処理 を行 うな どの工 夫 によ り,
放 流水 の水質 は比 較 的良好 に保た れた 一 しか し越冬最 終期 には予備食 の冷凍牛 乳や余 った ビール を下水 に廃 棄 したた
め に水 質が悪 化 し,課 題 を残 した、航 空 部門で は ビラ タス機 とセ スナ機 を持 ち込 んだが,8月 に出 され た耐空性 改善
通 報(TCDI　 に対 応で きずセ スナ機 の運用 を断念 したため,ピ ラ タス機 のみ の運用 とな り,航 空機観測 に一部 支障が
出た また,海 氷 の状 況 に恵 まれず滑 走路 の使 用期 間が限 られた こ ともあ って,年 間の飛行 時 間は100時 間 に とど ま
った 設営 ・般 では 多 目的 ア ンテナ はア ンテナの 保守 ,管 理 を行 ったr伝 送技術 はオ ブザ ー バー と協 力 してNHKの
映像 の 制作,伝 送 に当た った 年間 に伝送 した映 像 は153本 にの ぼ った.フ ィー ル ドア シス タン トは 日用品 の管理,
旅行 用装 備の保守,管 理 を行 った ほか,防 災訓練 の企 画,準 備,野 外行動 の指 導 を行 った。庶 務は諸 々の事務処 理 に
対応 したほか,装 備の 日用品の管 理 に協 力 した
(4)ド ー ム ふ じ 観 測 拠 点 に お け る 越 冬 経 過 概 要
2002年12月30日 にSl6を 出発 した第44次 ドー ムふ じ観測拠 点 越冬 隊 員8名 は高 所順 応 につ いて は特 に問 題 な く
2003年1月19日 に ドー ムふ じ観測拠 点 に到着 し,第43次 ドーム旅行 隊の熱 い歓迎 を受 けた。24日 に第43次 ドーム隊
が帰路 に着 き,越 冬 が 開始 され た 初め に生活,設 営,観 測態勢 の確立 に向 けた仕事 を行 った。儀 積み の一一般物資 の
整理 は2月 までか か った 緊急時 に備 え,食 糧,寝 袋,衣 類等 を権,雪1二 車,夏 宿儀 に準 備 したU31日 に防 災訓練 を
実施 した
2月 は ブ リザ ー ドもな く,比 較的穏 やか な天候が 続 いた。最低 気温 もマ イナ ス56.9℃ と,過 去 の越 冬 と比 較 して も
高め であ った,大 気 球充填棟 お よびそ こか ら東に延 びる雪 洞の埋 め戻 し作業 を行 い,冬 期 間の雪取 りはこ こか ら半露
天式 に行 う ことが 可能 とな った.月 の後 半か らケー シングハ イプの抜 去作 業 を開始 したが,ス チ ーム ドリル用 のボ イ
ラーが 高所 に よる低 気圧の ため に不完 全燃焼 し,困 難 を極 めた.
3月 にな る と日を経 る ご とに夜が 長 くな り,3日 に一番 星,6日 にオー ロラを初視認 した 、,14日 には気温 が初 めてマ
イナス60℃ を下 回 り,16日 には初のC級 ブ リザー ドを体験 した ケー シ ングハ イプの抜 去作業 は1時 間毎 に交代 しな
が ら連 続64時 間実施 したが先端 部 まで約1.4mを 残 してスチ ーム ドリルは完 全 に機 能 しな くなった。 その後 は電動 チ
ェ ー ンブ ロ ックや手動 ジャ ッキ等 で引 き 上げつつ ,遠 隔 カ メラで のハ イプ内部,先 端部分 の確認,周 囲 を融解 させ る
ため の暖め たエ タ ノールや灯 油(JP-4)の 注 入等,で きる限 りの方 策 を講 じたが3月 中には抜 去で きなか った、 この
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作 業を行 いつ つ,越 冬 に向 けての燃 料の基地 内搬 入,屋 外 デポ,車 輌 の越 冬準 備,新,旧 掘 削場 の整備 な どを行 った
ド旬 にな ってか らは急速 に気 温がFが り始め た、比 較的気 温の 高 くな った26日 に ピアブ付 き雪 一ヒ車 で新掘 削場 に大
型物資 の扱 人 を行 い,極 夜期 を終 え る まで の越冬準 備は ほぼ終 了した 急激 に寒 さが増 したせいで顔 面の凍 傷や 手足
の冷 え な ど.作 業環境 は急激 に悪化 した22日 には全員でサ ッカーの試 合を行 ったが,と て も苦 しか った、
4月10日 に気温 はマ イナス70℃ を突破,27日 か ら極夜 が始 まった ケー シングハ イプは4L」 になって よ うや く ヒ昇
させ る ことに成功 し,5日 にはすべ て を抜 去,回 収 で きた また この作業 中 に掘 削孔 の底100mに 落 として しまった
隊 員の手 袋 も,そ の後の チ ップ回収 時 に無事 に回収 され た、 ドー ムでは良 い オー ロ ラは あ まり見 られ ない と言われて
いたの だが,か な り良 い状態 の ものが 見 られ る し,昭 和 基地 と違 って晴 れてい るこ とが 多いので,気 温が低 い こ とを
除 けば観測 には かな り良 い こ とが わか った、
5月 ヒ旬 は風の 強い[{が 多 く,5日 と7日 ～9口 にC級 ブ リザ ー ドが 襲来 した ブ リザ ー ド後 の基地 周囲の 積雪 はか
な り多 く,半 露 天式 に してい る雪 取 り用 の雪 洞 内 に周 囲か ら雪 を投 入す る こ とが 可能 で あ ったL　 l2日 にマ イナ ス
76.1℃ を記録 したが,そ の後 はマ イナ ス60℃ 台 に留 まる こ とが 多 く,過 去の記録 にも見 られ るよ うに,ミ ッ ドウ ィ
ンター 前の低気温 の ひ とつの ピー クが あった、 リー ミングを追加 して新 た に挿 入 した ケー シングハ イプは 予定 よ り約
6m浅 い ところでつか えて しまったが,92.8mま で挿 入す る こ とに成功 した,柱 を2本 建 てて新旧掘 削場接 合部 の屋根
の補強 を し,通 路 を拡 張,斜 坑 に し,分 解 しなけれ ば移動 は困難 なの で はないか と考え られた推定2ト ン以 ヒの ウ ィ
ンチ を旧掘 削場 か ら新掘削 場 に移 動す るの に成功 した 、
6月 は時 々雪 の降 る こ とが あ ったが,基 本的 には晴 れてい る こ とが多か った 寒 さの1回 目の ピー クは5月 にあ り,
6月 は気 温が やや高 か ・♪た.23日 には今越 冬4度 目 とな るC級 ブ リザ ー ドが襲 来 した 、掘 削準 備関係 で は,本 格 的 に
床の 基礎1事,床 張 り作 業 に入 り,10日 にはウ ィンチの設 置が完 了 した ミッ ドウ ィン ター祭 は21[]の 前夜祭 と22
日一24Hの3日 間の 本祭 を楽 しん だ 中で も特 筆すべ きはマ イナ ス70℃ で の ドラム缶風 呂 で,温 度 差110数 ℃,髪 の
τ三はバ リバ リに凍 り付 きなが らも満天 の星,オ ー ロラを眺め なが らの最高の体験 で あった その他 には豪 華 フル コー
ス,駄 菓子屋,マ ジ ックシ ョー,ビ ンゴノく会や隊員が料 理 を作 った りして楽 しん だが,大 騒 ぎをす る とい う よ りは休
養 半分 とい う感 じで,ゆ っ くりと過 ごす こ とが で きた一
7月6日 に初 めてのB級 ブ リザ ー ド,12日 にC級 ブ リザ ー ドが 襲 来 した.B級 ブ リザー ドの後 には基地 内の 各所 に
ドリフ トが残 され,除 雪 に苦労 した。23日 に今越 冬の 最低 気温 マ イナ ス79.6℃ を記 録 した、 生活面 で は よ うや く時
間 的 にゆ とりが生 じたため,初 め て ビー ルを醸造 しサ ラダ菜が 収穫 された 、
8月18日 に太陽 の光 が射 すの を観測 し,極 夜 は終 「した、C級 ブ リザ ー ドが1日 ～2日,28日 ～29日 に襲来 した、
13日 に新掘削 場 の基礎 ・床張 り工 事が完 「した、 その後 はマ ス ト起倒 用の ピ ッ トの掘削 を開始 し,月 末 までに5.2m
の 深 さに達 した 世界的 に問題 とな った コンピュー ターウ イルスは,昭 和 基地か ら 「感染 したの で要注意」 との連絡
を受 けて直 ちに外 部 との接続 を遮 断 し,対 策 ソフ トを手 に入れ て防御 したため 事な きを得 た 今 まで毎 日の食 事の時
の 席 は 自由 に して いた が,だ んだ ん固定 化 され て きたので1週 間毎 に席替 えを してマ ンネ リ化 を打 破す るこ とに し
た
9月 の 前'トは概 ね晴 れの 日が続 い たが,後 半は風の 強い 日が 多 く,16日,30日 にはC級 ブ リザ ー ドとなった、,極夜
が 明 けてか らは どん どん明 る さが増 し,月 末 には真夜 中で も水 平線1二 は明 る く,ラ イ トな しで歩 け る程 にな った こ
れ に伴 って,宙 空 の オー ロラ観測 は30日 で終 了した 太陽が 当たる と暖 か く感 じるが,気 温 はマ イナス60℃ 台 の こ
とが 多 く,時 々マ イナ ス70℃ 台 になった 、マ ス ト起 倒用 の ピ ッ ト(幅80Cm,長 さ,深 さ共に10m)は 全 て 芋掘 で完
成 した 越冬 後初め て 歯科の疾患 が2件(歯 冠 脱落,歯 冠破損)発 生 した、.19日 には第2回 家 族会が 開催 され,テ レ
ビ電話 で久 しぶ りに家族 と再 会する こ とがで きた,,
10月 は1日 と12日 ～13日 にC級 ブ リザ ー ドが 襲来 した他 は,概 ね晴 れ また は快 晴 の天気 が 多か った,25日 か ら白
夜が始 まった、気 温 は月の 前 半はやや低 め に経過 して11日 に はマ イナ ス762℃ を記録 したが,後 半 は徐 々に上 が っ
て冬 明け 後始め てマ イナ ス30℃ 台 となった 、マ ス トの組 み 立て ・設置,小 型 門型ホ イス トの改造 ・設置,リ フ ター
設置 部の掘 削,ヒ ッ ト内の樋 の設置 な どが終 了し,掘 削 ドリルの搬 入 も終 了 した 、また,床,階 段,机,ヒ ッ トの蓋
な どの建築関係 の作業 もすべ て終 了 した 気温の上 昇に伴 って外作 業 も多 くな り,10日 には全5台 の雪 ヒ車の エ ンジ
ンが掛 か り,ド 旬か らは トラ ックテ ンシ ョン対 策品 ピン交換 や,第45次 飛 行機 隊の 出迎 え旅行 に向 けて の 車輌 整備
が行 われ た 出迎 え旅 行の準 備 は この他 に も食糧 レー シ ョン作 りや標 識用 赤旗作 りな どが行 わ れた 、 プラ スチ ッ ク
コ ンテ ナに 支柱 を 、7二て,上 に蛍 光灯 を付 けて 周囲 を ビニ ー ルで覆 った 簡 単な装置 で ミニ トマ トを栽培 し,直 径ICin
ほ どの実が収 穫で きた
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!l月 初め は気 温が 高 く,最 高気温 マ イナ ス26.4℃ を記録 した 急 に気 温が ヒが った ため,基 地 内の あち らこ ちら
で 天 井か ら しず くが垂 れた その 後は 平均 気 温が マ イナス40℃ 台 に戻ったが,概 ね快晴 で,全 般 的 に風 も弱 く,本
格的 な 夏の到 来 を感 じる よ うになった 陽射 しが強 くな り,僅 か な時間 で も顔 面露出 部の 日焼 けが お こった5日 に
は 氷霧 を観測 した24日 深夜 には快 晴 の も と皆 既 日食が 観測 され た 皆既 日食の時 間 は午 前2時7分32秒 か ら2時9
分15秒 まで の1分43秒 間で あ ったが,そ の間,周 囲 は暗 くな り,空 には コロナ輝 く黒 い太陽 が浮 か んだ 、'iG日撮 影
され た皆 既 日食の写 真は,国 内の 多 くの新 聞の 第1面 を飾 った 気候 が安定 したの に伴い,本 格的 に外作 業 を行 った、
24Hか らの出迎 え旅 行 に備え,権 積み や,雪 ヒ車 の整 備な どを行 った、掘削 準備 作業 は3,400mの ケー ブルの 巻 き取
り作業 を完 了 し,ほ ぼ 」%萱通 り終 「した 休Hに 散歩 をす るのが 流行 り,MI)732,734に 立て られ た看板 や,そ の先
のMI)736ま で足 を伸 ばす 隊員 もいた 振 替休 日の19日 には,流 しそ うめ んを して楽 しん だ24日 には,第45次 航 空
隊 の出迎 え隊1人 目方,栗 崎,中 野 が ドー ムふ じ観測拠 点 を出発 し,28日 に 予定 どお りARP1に 到 着,滑 走路 整備
を行 った30日 に アル フ レッ ド ・ウェゲ ナー極地 ・海 洋研究所 航空 機 ドルニエ が航 空中継拠 点 に着陸 し,第45次 隊
員5名 が,わ が国 の南極観測 史 上初めて船舶 を使 用 しないで内陸 に到着 した
12Jjは!jを 通 して概 ね晴時 々曇,気 温 は高めで安定 していたが,14日 一15日,27日 ～28日 にか けて はやや風が 強
まって地吹雪 とな り,意 外 に多 くの ドリフ トが付 いた 第45次 飛行隊,出 迎 え隊は5日 に ドー ムふ じ観測拠 点 に到 着
し,13名 で の生 活が始 まった 危惧 されてい た高所 障害 につ いて は軽 い頭 痛 や睡眠 障害 が認 め られた程 度 で,い ず
れ も2週 間 ～3週 間で消 失 した 食事 の時 に食 堂が狭 い と感 じる他 は生活,仕 事 全般 にわ た り とて も うま くい・・た
基 本的 に,わ れわ れは基地 の維持 関 係 を 主と し,第45次 隊 には深層掘 削,コ ア解析 準備 に専 念 して も らった、25日
に は第2期 氷床深 層掘削 計画 で初め ての コアの掘 削 に成功 した
IE月 は元 旦の み休 日に し,ド ラム 缶露 天風呂 を楽 しんだ1月 の気候 は 月を通 して大 きな変化 は な く概 ね晴 時 々曇
であ った18日 に過 去3回 の ドームふ じ観測拠点 での越 冬中の記 録 を更新 す る13回 目のブ リザ ー ド(B級)が 来襲 し,
さらに基地 閉鎖 前[]の22日 にはC級 ブ リザ ー ドが来襲 した 第45次 飛行隊 との生 活 は,先 月 に引 き続 き極め て良好
に経 過 した,ユ9口 か ら基 地 閉鎖作 業に取 りか か り,23日 を もって基 地 を完全 に閉鎖,全 員で帰路 につ いた.深 層掘
削 は14日 に300mを 突破 し,4m弱 の コアが安 定 して掘削 で きる よ うになった ので,第44次 隊 の3名 も ドリラー と し
て掘 削 を させて もらい,作 製 されたマ ニュ アルに従 って行 う と,素 人で もとて も順調 に行 え るこ とが確認 され た、16
Elに 総掘 削 数77回,362.31mで 今期 の掘 削 を終 了 した18日 には掘 削孔 の検 層 を行 ったが,問 題 は なか った 、復路
旅行 で は,45次 夏隊(飛 行隊)のARP2で の ピックア ップは天候不 良の ため不 可能 だ ったが,S17か ら無事 に ピ ック
ア ップ された
5)「 南極地域の環境の保護に関する法律」に係る南極地域活動計画確認申請
「南極地域の環境の保護 に関する法律」の規定に従い,第45次 南極地域観測隊活動 として,観 測船 「しらせ」 に
よる輸送,各 省庁が行 う定常観測,匡 拉 極地研究所が担 当する研究観測,設 営計画等について87項 目の申請を南極
地域観測統合推進本部長である文部科学 ノく臣から環境大臣に対して行った 、その結果,環 境大臣の確認を受け,観 測
隊員,同 行 者及び 「しらせ」 乗員の全員に 「南極地域活動行為者証」が交付 された
この内,一 電離層棟アース[事 」,「 リオ メータアンテナ設置」,「きざは し浜生物観測小屋建設」,「夏期屋外設備作
業」および 「夏期建設 ・　fl木作業」については,初 期的環境影響評価書　・　IEE)　を添付 した、
6)不 要 となった大型南極地域観測用物品の再利用について
当研究所では毎年4月 に南極観測船 「しらせ」 により,南 極地域観測事業で不要となった多数の廃棄物 を持 ち帰っ
ている これらの廃棄物品の有効利用 と南極地域観測事業の 普及のため,全 国の科学博物館等 を対象に展示等を目的
とした譲与,並 びに貸与を行っている
毎年2月 ド旬までに国 、t(1科学博物館 を始め とする全国科学博物館協議会に加盟 している約260の 博物館等 に当該の
物品の展示希望等について照会し.希 望のあった物品に関 して,所 内の南極地域観測廃棄物品再利用検討委員会に諮
った上で,雪 上車 ・建物等について譲与,並 びに貸与を実施 している
昭和57年 か ら平成15年4月 までに譲与,並 びに貸与を実施 した機関等は別表の とお りである、
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廃棄物等の再利用状況
機 関 名 物 品 名 貸与又は譲与 日
貸与,譲 与の別
貸与 譲与
名古屋港文化セ ンター 小型雪上車KC20-1
観測隊員服装1式
昭和60年8月
同上
○
ス ノーモ ー ビル
木製2ト ン権
平 成10年4月13日
同上
○
大型雪上 車SM50-6 平成11年4月13日 ○
西堀栄三郎記念探検の殿堂 大型雪上 車SM100-1
木製2ト ン儀
平成10年12月
平成10年4月13日
○
稚内市青少年科学館 ・」・型雪 上車SM25-1
第10居 住 棟(ラ ウンジ)
木製2ト ン儀
平成10年9月
同上
平成10年4月13日
○
無線棟
小型雪上車KD20
木製大権
テント
寝袋
羽毛服(一ヒ・下)
平 成10年4月1日 ～
昭和57年4月
同一ヒ
同 上
同上
同上
○
陸別町 小型雪上車SM25-2
木製2ト ン権
平成10年
平成10年4月13日
○
紋別市立流氷科学セ ンター ス ノ ー モ ー ビ ル 平成10年4月13日 ○
石川県立航空プラザ ピラ タスポ ー ター1号 機 平 成5年9月1日 ～ ○
いす"自 動車 65kVA発 電 機 平成10年4月13日 ○
ミサ ワ ホ ー ム 第10居 住棟パネル1枚 平成10年 ○
福山自動車時計博物館
l
l
1
小 型雪上車SM25-3
発電 機(45kVA)2台
ハ イシ ョベ ル(MS30)
移動電源車(ZX-24A)
木製2ト ン儀3台
中型雪 上車SM-505
ラ ン ドクル ーザ ー
平 成11年4月13日
平成12年4月13日
平成13年4月13日
同 上
同上
平成14年4月13日
平 成15年4月14日
○
白癩南極探検隊記念館 大型雪 上車KD60-5 平成12年4月13日 ○
ヤ ンマ ーデ ィー ゼル ㈱ 発電機(200kVA) 平成9年3月 ○
新潟県立自然科学館 大型 雪上車KD60-1 平成13年4月13日 ○
※貸与品は国有財産及び貸出 し時点で無償譲与の規定がなく,貸 与された ものである。
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将来の展示需要のため昭和基地で保存する施設 ・物品等
保管物品
1:
保管場所{保 管方法
「
保管開始 備考
大型 雪上 車KD602(8次 隊搬 入1 1見晴らし岩 1裸 展示の需要が出た時に持ち帰 り
大型雪 上 車KD608110次 隊搬 入1見晴 らし岩 裸 同上
大型雪 上車 ス ノー キ ャッ ト　(ll次
隊搬 入) 見晴 らし岩 裸 同 上
旧発電棟部材1第1次 隊) 電離棟横 ・道路 を
挟んで荒金 ダム側
シー ト掛 1994.2～ 同上
旧医務室部材i第1次 隊電離棟1 第2夏 宿脇 シー ト掛 1998.3～ 同上
通信棟部材(第7次 隊) 第2夏 宿脇 シー ト掛 1998.3～ 同上
建物仕様は1次 と同 じ
旧娯楽棟(第1次 隊主屋棟) 1次 隊建設場所 裸
1
1999～ 平成11年 第2回 企画調整会議
で,現 地保存を決める、
建物 は,6次 隊以 前に製作 した もの に限定 した
建設)と 現 地保 存 と した旧娯楽 棟が ある、
車 両は,SM50以 前の物 に限定 した..
現在同様の建物は,地 磁気変化計室(7次 建設),旧 電離棟(7次
2.外 国基地派遣
1)交 換科学者
(1)期 間
平成16年2月16日 ～平成16年3月8日
(2)日 程
平成16年2月16日
17日
18日
21日
24日
28日
3月2口
5日
6U
7日
8日
東京 「成 田)発
ホバー ト着
ホバ ー ト発 火フラ ンス観測船 ノ
南緯55度 通 過
デ ュモ ン ・デュル ビル基地着
観 測 及び調査
デ ュモ ン ・デ ュル ビル基地 発(フ ランス観測 船)
南緯55度 北上
ホバー ト着
打 合せ
ホ バー ト発
東京 「成 田ノ着
(3)派 遣 者
勝田 豊(国 立極地研究所事業部 ・技官)
(4)目 的
デュモン ・デュルビル基地における医療設備の実態 と具体的な遠隔医療体制の調査及びその他の基地設備(発
電,造 水,通 信,環 境保全など)や 輸送体制の調査
一183一
(5)観 測 概 要
フランス観測船の今航海は,今 シーズンの最後(3回 目)に あた り,乗 員は船長以下12名,乗 客は派遣者を含
め往路14名,帰 路47名 であった 航海中は,観 測者2名 とボランテ ィア3名 によって海洋観測が行われていた
基地にはわずか4泊 しか滞在で きなかったが,海 を隔てた大陸上の旅行拠点 も訪れ,内 陸旅行の実態 を調査する
こともできた,デ ュモン ・デュルビル基地は,東 オングル島よりも小 さい島に設けられ,輸 送 も船舶 に頼 ってい
ることなど昭和基地 と共通点が多い基地である 越冬隊員数か らも基地の規模 は昭和基地の半分程度で,発 電 ・
造水などの基本設備はコンパ クトにまとめ られてお り,非 常にすっきりとしたシステムになっていた。基地の規
模と設備のバランスが,非 常に良 くとれている印象を受けた 今回の メインテーマであった医療に関 しては,昭
和基地 と同様に越冬中に急患が発生 した場合に対応できない という同 じ問題を抱えている。遠隔医療への取 り組
みについては,現 状の通信能力(イ ンマルサ ットとイリジウム)で は実現は困難であ り,現 時点で新たな通信 シ
ステムを導入し,遠 隔医療 を実施する計画はないとのことであった。残念なが ら医療に関 しては,参 考 になる情
報は得 られなかったが,柔 軟な輸送 システムや基地設備の メンテナンス方法などJAREに とって参考 になる事
項が多く,非 常に有意義な経験を得ることがで きた
2)外 国共同観測
(1)期 間
平 成15年9月28日 ～12月14日(佐 藤克文)
平成15年10月25日 ～12月8日(葉 原芳 昭)
(2)日 程
(佐 藤 克文)
平 成15年9月28日
9月29日
10月1日
12月12日
12月14日
(葉原芳昭)
平成15年10月25日
10月26日
10月27日
10月30日
12月6日
12月8日
東京(成 田)発
クラ イス トチ ャーチ着
クラ イス トチ ャーチ発
マ クマ ー ド着
マ クマ ー ド発
クラ イス トチ ャーチ着
クラ イス トチ ャーチ発
東京1成 田)着
札幌(千 歳)発
東 京!羽 田ノ着
東 京(成 田)発
クラ イス トチ ャーチ着
クラ イス トチ ャーチ発
マ クマ ー ド着
マ クマ ー ド発
クラ イス トチ ャーチ着
クラ イス トチ ャーチ発
東 京 成 田)着
(3)派 遣者
葉原芳昭(北 海道大学大学院獣医学研究科 ・教授)
佐藤克文(国 立極地研究所 ・助 駒
(4)研 究課題
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海洋中深層域における餌環境 と大型捕食者の潜水行動様式に関する研究
(5)目 的
ア メリカ南極基地 マ クマー ド基地 周辺 に生息す るエ ンヘ ラーヘ ンギ ンをプ ラ ッ トフ ォーム とした 南極海 中深層
域 観 測 の 実 施 及 び ア メ リ カ 南 極 基 地 マ ク マ ー ド周 辺 の 海 氷 上に お け る ,　Dr.　Paul　 PongaIlisを1)rill℃ipalillv(・stigator
と し た エ ン ヘ ラ ー ヘ ン ギ ン 研 究 グ ル ー プ とσ)共 同 調 査
(6)観 測概要
1)日 本 と クラ イス トチ ャーチ(ニ ュー ジー ラ ン ド、間は,民 間機 を利 用 した クラ イス トチ ャーチ か らア メリ
カ南極 基地 マ クマー ド[南 緯77.8度,東 経166.7度)と の 間は,ア メ リカ空 軍 ない しニ ュー ジー ラ ン ド空 軍の
航 空機　ICI7な い しCl30)を 用いて,人 員 ・物 資の輸 送 を行 った
2)マ クマー ド基地 か ら25km離 れた海 氷 ヒにおいてエ ンヘ ラーヘ ンギ ン調査 を行 った、
3)対 象動 物 延べ20羽 にデー タロ ガー を装着 し,1日 ない し3日 間の期 間 を経 た後 に回収 した デー タロガーは,
PI)2GT　 k遊 泳速度,深 度,加 速度,温 度 、お よび1)SL　 l静 止 画像,深 度)を 用 いた
3.昭 和基地等の施 設概要
1)昭 和基地
(1)位 置
昭和 基 地 は東 南極 リュツ ォ ・ホ ルム湾 東岸 の 大陸 氷縁 か ら西 に4　km離 れ た 東オ ングル島 上 にあ り,天 測点 は
69°OO'221|S,39°35t24i,Eで 標高 は29.18mで あ る
(2)建 築物
建物55棟 の総 床 面積 は約6,356.2m－ で発電棟3,作 業棟2,居 住 棟2,観 測 ・研 究棟18,ロ ケ ッ ト関係棟4,多
日的 衛星 デー タ受信 システム,倉 庫3,燃 却 炉棟,廃 棄物 集積場,放 送 ス タジオ棟,イ ンテル シェ ル ター等が,束
オン グル島の岩 盤の 上 に建 て られてい る 他 に,見 晴 ら し岩 西側 に燃 料貯 蔵 タ ンク,観 測棟 東側 と電 離棟 周辺 には
各種観 測用の ア ンテナ群及 びセ ンサ ー類が あ り,基 地 北側の ア ンテ ナ島 に送信 棟 及び送 信 ア ンテナ群が あ る
(3)電 力
発電棟 に300kvA(240kw`2基の発電機 が配f蒲 され てい る 通 常は300kvA発 電機1基 の運 転で基地 全体 の電 力
を賄 ってい る また,非 常 用 と して,基 地 主要部 か ら離 れた 夏期隊 員宿 舎の非常発 電棟 に200kVA発 電機2基 を設
置 して いる そ の他,小 型発電機 小屋 に50kVA発 電 機2基 を設置 してい る
(4)車 両,航 空機
夏 期の 建設作 業には,ク レー ン車,ダ ンプ トラ ック等の装輪車 があ り,冬 期作 業用 として ブル ドーザ ー,パ ワー
シ ョベ ル,小 型雪上 車 内陸や沿 岸域 な どの野外 調査 用 として 大型雪上 車,中 型雪 上車,小 型雪 ヒ車,浮 ヒ型雪L
車,ス ノーモー ビル,小 型航 空機等 が配 置 され ている
(5)通 信
平 成16年2月 か ら,観 測 デー ターの電 送 や電話,フ ァ クシ ミリ,電 子 メール な どの昭 和基 地 と国内 との通信 は
インテルサ ッ ト衛 星を利用 して行 われ るよ うに なった 従 来の インマルサ ッ ト衛星用 設備 は予 備機 と して維持 され
てい る 基地 内での連絡 にはPHS　 l簡 易型携帯 電話 システム ・が利用 出来 る 基地周辺 での作 業や近距 離 までの旅
行 の 基地 との 通信 は,主 にUHS　 ・　VHSト ラ ン シー バーが 使用 され る 内陸 旅行 や ドー ムふ じ基地 との連 絡 には,
HFト ラ ンシーバーが使 用 される また,航 空機 との連絡 用 に航 空用の トランシーバー も運 用 されてい る
(6)医 療
2名 の医療 隊 員が派遣 され てお り,医 療 器 具 も大型 レン トゲ ン装置 か ら歯 科治療 台 まで ・応 の もの は備え付 け ら
れ てい る
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_ノMi5
[]
放球棟「》aQ管 制棟
焼却炉棟
旧電mao
◇
非常発電棟
/熱 ダム
4◇
第1居住棟{
第2居住棟tsa
ミ'
発電棟
第1、2冷 凍庫.
管理棟
旧焼却炉棟
廃棄物集積場
旧娯楽棟
作業工作棟
仮作葉擦
金属貯油タンク
ポンプ小屋
100k1水槽
130kt水槽
欝/
◇
地震計室
9
重力計室
昭和基地建物一覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
旧 娯 楽 棟 1957(1)40
木製パ ネル(断 面図は旧電離棟 と同じ)
常温食糧庫
旧 電 離 棟 1966(7)40
木製パネル
電離層観測,倉 庫
一186一
建 物 名 建設年(隊 次1 構 造
床面積m 現 在 の 用 途
地 磁 気 変 化 計 室 1966(7)12
木製パネル,特 殊 コネクター使用
地磁気絶対測定
旧 」差 イ言 千東
196617・
29
軽量鉄骨,木 製パ ネル,12次 で145mご を増設
観 測 棟 1967(8)
138
高床,木 製パ ネル
気水圏,超 高層観 測,個 室2
放 球 棟 1995(36)
24
高床,木 製パ ネル
気象ゾンデ放球
管 制 棟 1967(8/28
高床,ア ル ミハ ネル
夏期:し らせ電信室
第2夏 期 隊 員 宿 舎
19992000は0,4U
257.5
高床,木 製パネル1旧9ユ3居 住棟移設,機 械室増設)
レ ー ダー テ レ メ ー ター 室
1969(10、 ・
86
高 床,鉄 骨,木 製 ハ ネ ル
ロ ケ ッ ト レ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー
コ ン トロ ー ル セ ン タ ー 1969ほ0)
22
高床,鉄 骨,木 製 パ ネル,12次 で移 設
夏期:し らせヘ リコプ ター管 制
発 射 台 1970(ll)
135
高床,鉄 骨,タ ー ンテー ブル,一 ヒ屋 な し
ロケ ッ ト発 射
観 測 倉 庫 1970(11)
81
高床,軽 量鉄骨,折 板
電離層,気 象を除 く観測部門倉庫
第11倉 庫
1970(!!)
204
軽量鉄骨,鋼 板パ ネル
設営部門倉庫
推 薬 庫 1972(13)
67
高床,木 製 パ ネル
ロ ケ ッ ト格納 庫
気 象 棟 1973(14)
101
高床,木 製パネル
気象観測,屋 上にパラボラアンテナ
気 象 棟 前 室 1973q41
27
高床,軽 量鉄骨,木 製パネル
気象用倉庫
環 境 科 学 棟 1974(15)101
高床,木 製パネル
生物,医 学観測
送 信 棟 1975(16)
72
木製パネル
短波通信送信機室
電 離 層 棟 1977(18)
101
高床,木 製パネル
電離層観測,大 小便所
地 学 棟 1977(18)
101
高床,木 製 パ ネル
地学,雪 氷,地 震観測
旧水 素 ガス発 生機室 1978(19)
8
高床,木 製パ ネル
気象倉庫
第1夏 期 隊 員 宿 舎
(20,21,41)
1979,80.2000
435.4
高床2階,木 製パ ネル
48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所
情 報 処 理 棟 1981(22)
94
高床,木 製パ ネル
宙空観測
発 電 棟
(23,24)
1982.83
425
鉄骨2階,鋼 板パ ネル,木 製パ ネル
300kVA発 電機2基,冷 凍庫,暗 室,風 呂,便 所,洗 面,理 髪室
仮 作 業 棟 1985(26)
112
パ イプ,断 熱 シー ト
航空 ・建築物 品庫,土 木作 業
作 業 工 作 棟 1986(27)
289
鉄骨,鋼 板パ ネル,木 製パネル
車両整備,機 械物品庫
衛 星 受 信 棟 1988(29)
　 ll7
高床,木 製パ ネル
衛星受信設備
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建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積m二 現 在 の 用 途
ヘ リ ポ ー ト待 機 小 屋 1990(31)
32
冷凍庫パネル改造
しらせヘ リ要員待機
重 、り 計 室
1991(32)
49
木製パネル
超伝導等重力観測
管 理 棟
(32,33)
1992.93
722
1階 鉄骨2・3階 集 成材,鋼 板 ・木製 パ ネル
隊長室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯楽室,図 書室,通 信室,倉 庫
旧 焼 却 炉 棟 1993(34)25
鉄骨,鋼 板パネル
木工室
通 路 棟
(35,36)
1994.95
290
高床,鉄 骨,鋼 板パネル
主要部通路
気 水 圏 ボ ン ベ 室
1995(36)
27
高床,冷 凍庫パネル改造
観測用ボンベ格納
第111Fレ ー ダ ー 小 屋
1995(36)
16
高床,冷 凍庫 パ ネル改造
HFレ ー ダー観測
第2HFレ ー ダー小屋
1996(37)
23
高床,冷 凍庫 パ ネル改造
HFレ ー ダー観測
倉 庫 棟
1996(37)
454
鉄骨2階,鋼 板パネル,木 製パ ネル
冷凍室,冷 蔵室,設 営倉庫,設 営事務室
地 震 計 室
1996(37)
42
木製パネル
地震観測
非 常 発 電 棟
1996(37)
63
鉄骨平屋,鋼 板パ ネル
非常発電機2基,200kVA発 電機2基
第1居 住 棟
1997(38)
284
高床,木 製パ ネル
個室21
汚 水 処 理 棟 1997(38)109
鉄骨平屋,鋼 板パ ネル
汚水浄化
第2居 住 棟
1998(39)
284
高床,木 製パ ネル
個室21
通路 棟 ほ曽築部 分)
1998(39)
63.5
高床,鉄 骨,鋼 板
防災区画A～ 発電棟通路
汚 水 処 理 棟 通 路
1999(40)
20.4
高床,鉄 骨,鋼 板
汚水処理棟～倉庫棟
MF　 レ ー ダ ー 小 屋
1999(40)
16.2
高床,冷 凍庫 パ ネル改造
MFレ ー ダー観 測小屋
第2夏 期 隊 員 宿 舎
19992000(40,41)
257.5
高床,木 製パ ネル(旧 第9居 住棟,旧 第13居 住棟 移設,機 械 室増 設)
ベ ッ ド40,ラ ウ ンジ,ト イレ
第1廃 棄 物 保 管 庫
2000(41)
136
ハ イブ,断 熱 シー ト
廃 棄物保管
焼 却 炉 棟
2001(42)
56.3
鉄骨平屋,鋼 板パ ネル
焼却炉,生 ゴミ炭化装置
廃 棄 物 集 積 場 2001(42)30.4
鋼板パ ネル(冷 凍庫パネル改造)
廃棄物集積
光 学 観 測 棟
2001(42)
50.9
鋼板パ ネル(冷 凍庫パネル改造)
光学観測
第2廃 棄 物 保管 庫
兼 車 庫
2002(43)
170
鋼板(コ ルゲー ト)
廃棄物及び車両保管
放 送 ス タ ジ オ 棟
2003(44)
120
高床,木 製パ ネル
小 型 発 電 機 小 屋
`
2003(44)
48.6
高床,鋼 板 パ ネル
60kVA発 電機2基
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建 物 名
エア ロゾル観測小屋
イ ン テ ル シ ェ ル タ ー
合 計
建設年!隊 次1
床 面積mu
2004145)
29.6
20041451
28.0
??
造
現 在 の 用 途
1高1未,3岡 干反ノ、ネ ル
高床,鋼 板 パ ネル
56棟 6β56.2nT
2)み ずほ基地
昭和 基地 の 南 東約270kmの 内 陸氷床 ヒi,70'41i53"S,44"19i54「|E,標 高約2,200m)に あ るこの 基地 は第11次 隊
(昭 和45年)に コルゲー ト棟 を設 置 して以 来年 々拡 充 され たが,第27次 隊 で閉鎖 された 現 在は,ド ームふ じ観測拠
点へ の中継点 となって いるが,基 地周辺 は ドリフ トによ り小高 い 丘とな り建物 はすべ て雪面 下 に埋没 し,内 部の雪洞
は雪 の圧力 に よ り変形 してい るの で,内 部へ の立 ち入 りは原 則 と して禁止 してい る
(1)建 設物
雪 面 下に コルゲー ト棟,観 測 棟,居 住棟,ホ ー レックス棟,超 高層観測室,医 療 棟の計6棟,延 床 面積106m:の
建物 の他,ト レ ンチ を利用 した発電 機室,ボ ー リング場,雪 洞 に よる実験室 があ る また地上 には,通 信 用 ア ンテ
ナ,30mの 気象 タワー な どが設 置 され ている、
(2)電 力 等
ユ6kVA(12.8kW)発 電 機 を有 し,居 住棟,観 測棟等 への暖 房は,発 電 機エ ンジ ンの冷 却水熱 を利 用 してで きる よ
うになってい るが,基 地内部へ の 、?1ち入 りが制 限 されてい るこ とか ら整備 され てい ない－t
、'
みずほ基地平面図
8.雪 氷実験室
9.ボ ー リ ング作 業場
10・ 装 備庫
ll　・　12kVA発 電機
12・16kVA発 電機
黒 塗 り部 は埋 め もど し域
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3)あ すか観測拠点
ブ ラ イ ド湾か ら約120kmの 内 陸氷床 上に入 った氷床 ヒ(71°31134"S,24°08,17'iE,標 高約930m)に あ る この 観測
拠点 は,第26次 隊か ら建設が 始 ま り,第28次 隊 か ら32次 隊 までの5年 間越 冬観測 を行 った。 その後,観 測 は中断 さ
れ現 在 に至 ってい る 、
あすか観測拠点までのルー ト
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(1)建 設物
建物配置を図に示す
なる
建物総 面積 は約433.6m－ で,E屋 棟 ・発電 棟 ・観 測棟 ・通路 兼倉庫 ・冷凍 庫 ・飯 場棟 か ら
あすか観測拠点配置
+;:}㌫ 輕_欝 ㌫ ㍍1讐 ㌘1、1
㌧三 豊1
「}二不曼「[ll＼
あすか観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年 「隊次) 構 造
床 面積ln1 現 在 の 用 途
30マ イ ル 小 屋
1984(25) 鋼板塩ビ加工パネル
259 30マ イル点 の居住
飯 場 棟
1984(26) 鋼板塩 ビ加工パネル
14.6 1986年(27次1で 移設、倉庫
主 屋 棟 1984人261 木製 パ ネル
100.0 厨房 ・食堂 ・通信 ・寝室
発 電 棟
1985(271 木製パネル
95.0 発電機室 ・風 呂 ・便所
観 測 棟
1986〔28) 木製パ ネル
105.0 観測室 ・医 務室 ・寝 室
通 路
1986(28) 鉄 バ イブ ラチ ス ・木 製パ ネル,一 部分不燃 パ ネル
93.1 倉庫兼用
(2)電 力
常 用電源 と して30kVA(24kW)発 電機2機 が発電 棟 に設置 され てい る
そ の他 に5　kV,　 3　kVA発 電機 が非常用 と して保管 され てい る
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4)ド ームふ じ観測拠点
(1)位 置
昭和基 地の約1,000km南 の氷床 ヒの 頂部 に位置 す る観 測拠 点で,氷 床 ボ ー リ ングの ため に1995年2月 よ り3年
間の越冬 運用 を行 った後,し ば ら く中断 し,2003年2月 か ら1年 間越冬 した そ の後 は,夏 基地 と して氷床 ボ ー
リングを行 ってい る 位 置は,77'19,01"S,39°42}12t|Eで,標高は3810mで あ る
(2)建 設物
建物9棟 の総床 面積 は406.7m2で,発 電棟 ・食堂 棟 ・居住 棟 ・観測棟 な どの地上施 設の他,雪 面下 の ドリル作 業
室 と掘 削制御室 か らな る 避 難施 設 を除 く地 上建物 は通路で つ なが れ食糧保 存庫等 に使 用 してい る、
ドームふじ観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 床面積(mう 構 造
発 電 棟 1995「35) 446 冷凍室パ ネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍室パ ネル改造
居 住 棟 1995「35) 36.5 冷凍室パネル改造
雀見|貝1」 干東 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
医 療 居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
避 難 施 設 1994(34) 459 ハ イプ トラス,断 熱帆布
ド リ ル 作 業 室 1995(35ノ 32.4 冷}東室パネル改造
掘 削 制 御 室 1995(35) 9.7 冷凍室パネル改造
」重 星各 牛勿 占占 涯章 1995(35) 107.8 木軸,断 熱鋼板パネル
大 う式{観 損|J十束 1997(38) 20.3 冷凍室パ ネル改造
新掘削 コン トロール室 2002(43) 9.7 冷凍室パ ネル改造
(3)電 力 等
常 用電 源 と して28kVA(22.5kW)2基が発電 棟 に設置 されて い る.こ の ほ か に ドリル作 業室 に掘 削 用 と して
28kVA発 電 機1基 が あ る 生活用 発電機 は,常 時1基 で運転 してい るが,掘 削 用は必 要な時 に運転す る、生 活区画
の暖房 はエ ンジンの余 熱 とボ イラーで行 い,造 水 は雪 ブ ロ ックを融か して行 う
(4)車 両
物資 の補給 はすべ て昭和 基地か ら,大 型雪 上車 を使 って行 う 現地 にはこれ らの車 両 とクレー ン車,小 型パ ワー
シ ョベル な どがあ る
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4.南 極地域観測資料整理
平成15年 度 の南極 地域観測 に係 る資料整理 は,以 下 の資料等 につ いて実施 された、
これ らの資 料 整理 は順調 に進 み,研 究 発 表 は,学 会等 にお け る 口頭 発 表 の他Memoirs,　 南 極資 料,　JARE　 Data
Reports及 び関係学 会誌にお いて行 われてい る,
1)観 測 デ ーター覧
(1;昭 和 基地観 測デ ータ
定常観測 ・電離層定常部門 担当者 奥 政之進
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
電離層垂直観測 イ オ ノ グ ラ ム
(0.5-15.5MHz}
2003/2--
2004/1
8mmデ ー タ カ ー ト リ ソジ 24巻 通信総合研究所
FM/CWレ ー ダ イ オ ノ グ ラ ム
(3.046.OMHz)
2003/2-
2004/1
DVD-RAM 24枚
外 付 け ハー ドデ ィス ク 1台
50MHzオ ー ロ ラ
レ ー ダ
POWER　 ・　VELOCITY2003/2
2004/1
DVD-RAM 5枚
外 付 け ハー ドデ ィス ク　 U12MHzと 併 用) 1台
112MHzオ ー ロ ラ
レ ー ダ
POWER　 ・　VELOCITY200312
2004/1
DVD-RAM 12枚
CD.R 12枚
外 付 け ハー ドデ ィス ク(50MHzと 併 用) 1台
リオ メー タ吸収 測
定
20MHz・
30MHz(A),(B!
2003/2
2004/1
イ ンマ ルサ ノ トHSD回 線 に よる デ ー タ転 送 。(越 冬途 中
にMOド ラ イブ が故 障 した ため デ ー タび)バ ックア ップ
を断念)VLF電 波測定 強 度 ・位 相 2003/2-
2003/12
定常観測 ・気象部門 担当者 江 崎 雄 治
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地 上気象観測 現 地 気 圧 ・海 面 気圧 ・
気温 ・露 点温 度 ・蒸 気
圧 ・風 向 風 速 ・日照 時
間 ・全 天 日射 量 ・雲 ・
視程
2003/2/1-一 一
2004/1/31
観測野帳 2冊 気象庁
観測原簿 2冊
3.5イ ン チMO 10枚
高層気象観測 地 上 か ら上 空約30km
まで の 気 圧 ・気温 ・風
向風 速 一40Cま で の
湿 度
2003/2/1
2004/1/31
観測原簿
　
2f冊
3.5イ ン チMO 1枚
特殊ゾンデ観測 オゾン量の鉛直分布 2003/2/5-
2004/1/28
3.5イ ン チMO 1枚
粒径別エアロゾルの鉛
直分布
2003/4/13
2004/1/7
3.5イ ン チMO 1枚
オゾン観測 オ ゾ ン全 量 ・オ ゾ ン反
転
2003/2/1
2004/1/31
3.5イ ン チMO 1枚
地上オゾン観測 オゾン濃度 2003/2/1-
2004/1/31
自記記録紙 12冊
3.5イ ン チMO 1枚
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定常観測 ・気象部門 担当者 江 崎 雄 治
観測項目 デー タ内容 記録期間 記'憶 な某イ本 ・言直垂乗イ士季茉 ・言己霊泉†幾 数量 保管機関
地 ヒ日射 ・放射観
測
ノく気温濁度 2003/2/1--
2004/1/31
自記記録紙 12冊 気象庁
3.5イ ン チMO 1枚
波長別紫外域日射量 2003/2/1
2004/1/31
3.5イ ン チMO 1枚
直 達 日射 ・一ド向 き放射
量(全 天 日射 量 ・散 乱
日射 量 ・紫外 域 日射
量 ・長 波 長放 射 量)
2003/2/1-一 一
2004/1/31
3.5イ ン チMO 1枚
ヒ向き放射量(可 視領
域放射量 ・紫外域放射
量・長波長放射量)
2003/2/1--
2004/1/31
3.5イ ン チMO 1枚
その他の観測 ロボ ッ ト気 象 計 に よ る
S16(P50)の 気 圧 ・気
温 ・風 向風 速
2003/2/1--
2003/6/12
2003/7/16-一 一
2004/1/31
3.5イ ン チMO 1枚
簡易気象観測装置によ
るとっつき岬の気圧 ・
気温 ・風向風速
2003/2/10-一 一
2003/4/11
2003/7/23一 一
2003/7/31
3.5イ ン チMO 1枚
海 氷 一上(,化 の浦)の 積
雪
2003/3/19-一 一
2003/12/22
観測記録紙 1枚
3.5イ ン チMO 1枚
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 門 倉 昭
観測項目 デー タ内容 記録期間 言己↑意媒 体 ・言己全景仕 様 ・言己鋳辞幾 数量 保管機関
流星バースト通信
予備実験
統計 デ ー タ,生 デ ー タ 2003/2/1
2004/1/31
HD 1個 静岡大学
デ ー タ伝 送生 デ ー タ 2003/2/1-一 一
2004/1/31
FD,21-ID,12MB 12枚
高精度高時間分解
能磁場観測
フ ラ ッ ク スゲ ー ト磁 力
言t3成 分 デ ー タ
2003/2/22--
2004/1/
HD 1個 京都大学
オ ー ロ ラ光学 観 測 ATV全 天 ビデ オ 画像 2003/2/26
2003/10/15
S-VHSビ デ オ テ ー プ ・180分 227巻 国立極地研究所
ASI単 色全天画像 2003/2/24
2003/10/15
DVD-RAM　 ・　9.4GB 13枚
天頂 テ ィルテ ィ ング フ
弓 トメ一 夕デ 一 夕
2003/2/25
2003/10/15
3.5イ ン チMO・640MB 39枚
天頂 多波 長 フ ォ トメー
タデ ー タ
2003/2/25--
2003/10/15
フ ァ ブ リペ ロ ー イ メ ー
ジ ヤ デ ー タ
2003/3/1
2003/10/15
DVD-RAM　 ・　5.2GB 6枚
無人磁力計磁場多
点観測
スカ ー レン磁 場3成 分
デ ー タ
2003/1/15
2003/10/14
pCMCIAメ モ リ カ ー ド ・192MB 1枚
オ メガ岬 磁 場3成 分 デ
ー タ
2003/1/31--
2004/1/28
PCMCIAメ モ リ カ ー ド ・192MB 1枚
H100磁 場3成 分 デ ー
タ
2003/1/2
2003/10/22
PCMCIAメ モ リ カ ー ド ・192MB 1枚
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フ゜ジ クト研究観測 商3鄙 門 担当者 門 倉 昭
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 言己'匡まな某f本 ・言己f最イ土樽ミ・言己翁絆幾 数量 保管機関
1-100Hz電 磁 波 動
観 測
波 形 生デ ー タ 2・03/2/1-iDVD.1{晶152GB
2004/1/31
37枚 東北大学
EXOS-D　 (あ けぼ
の1衛 星デ ー タ受
信
テ レ メ ー タ生 デ ー タ 2003/1/24-一 一
2004/10/1
磁 気 チ ー フ2400ft 11巻 宇宙航空研究開
発機構 宇宙科
学研究本部
フ ロシ ・ク ト研 究観 測 ・宙 空 部 門 担 当者 佐 藤 薫
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己↑童女某イ本 ・言己全景イ士f羨 ・言己霊泉宇幾 数量 保管機関
HFレ ー ダ ー エ コ ー チ ー タ 2003/2/1--
2004/1/31
MO　 1.3GB 31 国立極地研究所
DI)S4チ ー フ 66
2003/2/1-
2003/3/31
cD-R・650MB 9
MFレ ー ダ ー エ コ ー チ ー タ 2003/2/1--
2003/7/31,
2004/1/1
2004/1/31
Dr)S4チ ー フ 14
風 速,電f－ 密 度 チ ー タ 2003/2/1
2004/1/31
MO　 1.3GB 6
大型 大 気 レー ダー
予備 調査
クラ ソター測 定 デ ー タ 哩2003/2/19 ノ・一 ドデ ィ ス ク 6NIB
電波測定データ 12003/1/28 ノ・一 ドデ ィ ス ク 1MB
地形調査データ 2003/1/26 ノ・一 ドデ イ ス ク 333MB
積雪調査 2003/9/21 ノ・一 ドデ ィ ス ク lMB
オゾンゾンデ集中
観測
光学 オ ゾ ン ゾ ンデ デ ー
タ
2003/11/6-一 一
2004/1/9
ノ＼ ドデ ィ ス ク 81MB
ECCオ ゾ ンゾ ンデ デ ー
タ
2003/6/11
12/21
ノ・一 ドデ ィ ス ク 518MB
プロジ ・クト研究観測 ・宙空部門 担当者 横 山 恵 美
観測項目 デ ー タ内容 記録其胴1 言己↑意女某イ本 ・言己垂景イ士オ羨 ・言己多衆1幾 数量 保管機関
空中電場観測 空 中電 場 デ ー タ 2003/1/19-
2004/1/10
3.5イ ンチMO　 640MB 3枚 地磁気観測所
DMSP衛 星受信 OLS可 視 ・赤 外 画 像 デ
ー タ
2003/2/1-
2004/1/31
DDS-1チ ー フ 11巻 国立極地研究所
SSJ/4デ ー タ 2003/2/1-
2004/1/31
DDS-1チ ー フ 285巻
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 門 倉 昭
観測項目 デ ー タ内容
|1記 録期間
記'憶媒 体 ・言己釘ミ仕 材ミ・言己垂最手幾 数量 保管機関
イ メー ジ ン グ リオ
メー タ観 測
2次 元 ℃NAデ ー タ 2003/2/1--
2004/1/31
35イ ンチMO・640MB 24枚 国立極地研究所
オ ー ロ ラ光学 観 測 SPM掃 天 フ7ー トメ 一 夕
デ 一 夕
2003/2/25-
2003/10/15
3.5イ ンチMO　 640MB 7枚
超 高 層 モ ニ タリ ン
グ
新ATLASデ ー タ
(MAG,　℃LF,　 CNA,
VLF)
2003/2/4-一 一
2004/1/31
3.5イ ンチMO　 640MB 47枚
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モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 横 山 恵 美
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記'憶媒 イ本 ・言己霊泉イ士様 ・言己霊泉ホ幾 数量 保管機関
地磁気絶対観測 地 磁 気絶 対値,
K.index
2003/2/1-
2004/1/31
3.5イ ンチMO・640MB 1枚 国立極地研究所
地磁気絶対値 2003/2/1-
2004/1/31
2つ 穴 フ ァ イル 1冊
磁場3成 分連続観
測
地磁気変化計データ 2003/2/1-一 一
2004/1/31
打点式チャート記録 8巻
超 高層 モ ニ タ リ ン
グ
ATLASデ ー タ
(MAG,　 ULF,　 CNA,
VLF)
2003/2/1-一 一
2003/6/30
3.5イ ンチMO　 230MB 10枚
ATLASデ ー タ
(MAG,　 ULF,　 CNA,
VLF)
2003/7/1
2004/1/31
3.5イ ン チNIO　 640MB 14枚
ATLASデ ー タ
(MAG,　 ULF,　 CNA,
VLF)
2003/2/1
2004/1/31
感熱 式 チ ャー ト記録 13巻
プ ロジ1ニ ク ト研究 観 測 ・気 水 圏部 門 担 当者 橋 田 元
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己憶媒 イ本 ・言己多泉イ士ホ茉 ・言己霊泉1幾 数量 保管機関
エ ア ロ ゾ ル ・雲 の
リ モ ー トセ ン シ ン
グ
マ イ クロ パ ル ス ラ イ ダ
ー記 録
2003/2--
2004/1
CD-R 2枚 国立極地研究所
エ ア ロ ゾ ル ・雲 の
リモ ー トセ ン シ ン
グ
スカ イラ ジオ メー タ記
録
2003/2…
2004/1
CD-R 1枚
航空機一二酸化炭素
濃度連続観測
NDIR出 力記 録 2003/5-一 一
2004/1
電子 メー ル にて 送付 済 み
プロジ.、クト研究観測 ・気水圏部門 担当者 吉 澤 宣 之
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己憶 媒 体 ・言己録 仕 様 ・言己録 機 数量 保管機関蠣ー
ー
衛 星 デ ー タ 2003/2-一 ・
2003/9
M1サ イズDlカ セ ッ トテ ー プ 3巻 国立極地研究所
受信ログ 1冊
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 吉 澤 宣 之
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己1意媒 イ本 ・言己霊泉千土オ羨 ・言己多乗才幾 数量 保管機関
ADEOSS-II
地 ヒ検 証 観 測
放射収支測定記録 2003/2-
2004/1
」
電子メールにて送付済み 気象研究所
プロジ 、ーク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 橋 田 元
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己↑意媒 イ本 ・言己多呆仕†羨 ・言己霊泉キ幾 数量 保管機関
Ar)EoSS-II
地 上検 証 観 測
分光放射測定記録
積雪粒径測定記録
2003/9--
2003/12
電 子 メー ル に て送 付 済 み
|
気象研究所
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モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 橋 田 元
観測項目 デ ー タ内 容 記期 間1記 麟 体 ・記録イ上様 ・記織 数量 保管機関
二酸化炭素濃度
連続観測
NDIR出 力 記録 2003/2.一 一.
2004/1
3.5イ ン チFD 24枚 国立極地研究所
プ リ ン ター用 紙 1冊
ヘ ン レ コ ー ダ チ ャ ー ト紙 12冊
メタン濃度
連続観測
GC/FIr)ク ロ マ ト グ ラ
ム 記 録
2003/2-
2004/1
3.5イ ン チFD 24枚
ク ロ マ トハ ソク チ ャ ー ト紙 12冊
地上オゾン濃度
連続観測
オ ゾ ンモ ニ タ出 力記録 2003/2-
2004/1
3.5イ ン チFI) 24枚
プ リ ン ター用 紙 15巻
ヘ ン レ コ ー ダ チ ャ ー ト紙 12冊
一酸化炭素濃度
連続観測
GCク ロマ トグラ ム記
録
2003/2.-
2004/1
3.5イ ン チFD 4枚
ク ロ マ トハ ッ ク チ ャ ー ト紙 14冊
粒径別粒子数濃度
連続観測
光 学 式 パ ーテ ィク ルカ
ウ ン タ ・凝 縮 粒 子 カ ウ
ン タ記録
2003/2..
2004/ユ
cD-R 1枚 国立極地研究所
福岡大学
名古屋大学
沿岸消耗量観測 雪 尺 測定 記 録
・とっつ き山甲－S16
・昭和 基 地 とっ つ き
岬
・平 頭 氷 河
2003/2
2003/12
電 子・メー ル にて 送付 済 み 国立極地研究所
1
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 吉 澤 宣 之
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 言己'憶女業イ本 ・言己霊泉イ士梼ミ・言己全景†幾 数量 保管機関
NOAA衛 星受信 AVHRRデ ー タ 2003/2--
2004/1
4nlmDATチ ー フ'DD92 102巻 国立極地研究所
JPG画 像 2003/2-
2004/1
cD-RW 6枚
プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 池 田 博
観測項目 デ ー タ内容 記録期間
1 記↑意媒 体 ・言己会式仕材ミ・言己錆財幾 数量 保管機関
超伝導重力計連続
観測
超 伝 導 重力 計 信 号,
Tide,　 Mod,　 GGP1,
気 圧,室 温 各1秒 サ ン
プ リ ングデ ー タ
2003/2--
2004/1
3.5イ ン チNIO・640MB,　 cD-R 3枚 国立 天 文台 ・水
沢
超伝 導 重力 計,　Tide,
Mode,　 GGP1,気 圧,
室温1
2003/2
2001/1
1
チ ャ ー ト紙}125-1Z/理 化 電 機6ヘ ン式 レ コ
ー ダ ー
|
12冊
1
199一
フ ロジ ・ク ト研 究 観 測 ・地学 部 門 担 当 者 池 田 博
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己憶 媒 体 ・記 録イ士様 ・言己録機 数量 保管機関
VLBI観 測 VLBIデ ー タ 2003/4/10
2003/4/11
D1カ セ ッ トテ ー プ(Lサ イ ズ1 9巻 国立極地研究所
2003/8/6
2003/8/7
Dlカ セ ッ トテ ー プ(Lサ イ ズ) 9巻
2003/11/19
2003/11/20
Dlカ セ ッ トテ ー プ(Lサ イ ズ) 4巻
2003/11/26
2003/11/27
D1カ セ ッ トテ ー プ(Lサ イ ズ) 7巻
2003/12/3・ 一.-
2003/12/4
D1カ セ ッ トテー プ(Lサ イズ) 4巻
2004/1/7
2004/1/8
D1カ セ ッ トテ ー プ(Lサ イ ズ} 8巻
観測ログ 2003/4/10
2004/1/8
3.5イ ン チFD 1枚
堀 内 順 治
モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 池 田 博
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 言己↑意力某イ本 ・言己釜泉イ」牙兼 ・言己垂衣†幾 数量 保管機関
地電位連続観測 地電位,地 磁気3成 分 2003/2--
2004/1
3.5イ ン チMO・640MB,　CD-R 5枚 国立極地研究所
短周期 ・広帯域地
震計連続観測
HES地 震計 ア ナ ロ グ記
録
2003/2/1-一 一
2004/1/31
感熱 記 録 紙81)23 24冊
STS地 震計アナログ記
録
2003/2/1-一 一
2003/12/31
感熱記録紙SD23 11冊
STS地 震計広帯域アナ
ログ記録
2003/2/1-
2004/1/31
チ ャー ト紙R66 12冊
HES地 震 計POS出 力 ア
ナ ロ グ記 録
2003/2/1
2004/1/31
チ ャー ト紙RD2212 12冊
HES　 ・　STS地 震計 デ ィ
ジ タル記 録
2003/2/1-
2004/1/31
DATカ セ ッ トテ ープ 4本
沿岸露岩域におけ
る広帯域地震計に
よる連続観測
地震計ディジタル記録 2003/2/1-.
2004/1/31
3.5イ ン チMO・640MB 12枚
沿岸露岩域におけ
るGpS観 測
GPSデ ー タ 2003/2/1
2004/1/31
3.5イ ン チNIO　 ・　640MB 1枚
GpS連 続観測 GPSデ ー タ 2003/2/1
2004/1/31
3.5イ ン チNIO　 ・　640MB 1枚 国土地理院
海洋潮汐連続観測 潮位アナログ記録 2003/2/1-.
2004/1/31
チ ャ ー ト紙IllR-180 12冊 海上保安庁海洋
情報部
潮位デ ィジタル記録 2003/2/1
2004/1/31
3.5イ ン チMO・640MB 1枚
一200一
フ ロ ジiク ト旬fラモ観 測 ・生 牛勿 ・[天'学部 門 灯!当 者'宮 「H苛 文 博:
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己'[童な某イ本 ・言己錆対士†羨 ・言己釦絆幾 数量 保管機関
食 事 ・睡 眠 ・疲 労
.調査
ア ン ケ ー ト 2002/12/11
2003/12/12
ア ン ケ ー ト冊-i一 231冊 国立保健医療科
学院
食事画像
2003/12/12
2・・2/12・11i3.・ イ ・ チ ・1・ ・23・MBIl枚1
1
プ ロジ ・ク ト研 究 観 測 ・生 物 ・医学 部 門 担 当 者 宮 出 敵 陣
観測項目 デ ー タ内容 !記 録期間1 言己'憶攻某で本 ・言己茅最イ士干茉 ・言己釘計装 !数 量 保管機関
ヘ ンギ ンセ ンサ ス ル ソカ リー画 像 2003/11/21135mmカ ラ ー ス ラ イ ド 12枚 国立極地研究所
調査結果 ・画像 2003/11/13.
2003/12/4
3 5イ ン チNIO　 ・　230NIB
i
1枚
モ ニ タ リン グ研 究 観測 ・生物 ・医学 部 門 担 当者 吉 澤 宣 之
観測項目 デー納 容1記 録螂 一 言己憶媒体 記録仕様.記 垂衣機 1数 量 保管機関
SeaWiFS衛 星受 信衛 星 デ ー タ|2003/2
i2004/1
41nmDATテ ー つDDS3 19巻 国 、ラ:極地研 究 所
NOAA衛 星受信 衛星 デー タ12。 。3/2
,
12004/1
[
4mmDATチ ー フDDS3 .15巻
モニタリング研究観測 ・共通 担当者 吉 澤 宣 之
観測項目 デ ー タ内容 記録期間
| '
言己↑意媒 イ本 ・言己霊泉仕材ミ・言己釣針幾 数量 保管機関
ADEos-　 H衛 星 受
信
衛 星 デ ー タ
1
2003/2
2003/9
NI1サ イ ズ1)1カ セ ッ トテ ー プ 3巻 国靖亟地研究所
2003/2
2003/9
受信ログ 1冊
モニタリング研究観測 ・共通 担当者 堀 内 順 治
観測項目 データ内容 記録期間 言己'匡勲某f本 ・言己f泉f士†莱 ・言己妻求†幾 数量 保管機関
ERS-2衛 星受 信
1合 成 開
口 レー ダi2003/2川
2004/]/31
|
NIサ イ ズDlカ セ ソ トテ ー フ 8 宇宙開発事業団
受信ログ 1冊
`2)ドームふじ観測拠点観測データ
[舘 酬 気 象細 担当者 杉 田 興 1王
観測項目 デ ー タ内容 1 記録期間 記憶媒体 ・言己録仕様 ・記録機
1
数量 保管機関
地 ヒ気 象 観 測
(ド ー ム ふ じ ・
現 地 気 圧 ・気温 ・風 向
風 速 ・全 天 日射 量 ・
雲 ・視 程
!
2°°3/川 一口 観測原簿1
2004/1/201
1冊 気象庁
CD.R　 l 1枚
ミ
　　　　　　　　　 CD-Rll　 lユ枚 国1[極地研究所北見工業大学
移 動 気 象観 測
(ド ー ム ふ じ)
現 地 気 圧 ・気温 ・風 向
風 速 ・雲 ・視程
120
02/ユ2/211CD-R
2・・4/1/31-1
2003/1ユ/241
2003/12/5,
{2・・4/1・211{
|2004/2/6il
1枚
1
気象庁
国立極地研究所
北見一1:業大学
一201一
プ ロ ジ.Lク ト研 究 観 測 ・宙 空 部 門 担 当 者 中 野 啓
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
全天 オー ロ ラTV オ ー ロ ラ動 画 2003/3一 VHS・3時 間 ・　VHSデ ッ キ 418巻 国立極地研究所
カ メ ラ 2003/9
(ド ー ム ふ じ)
全天 オー ロ ラ カ ラ オー ロ ラ画 像 2003/3-一 DVD-RAM　 ・　9.4Gbyte　 ・　1)VD-RAMド ラ イ ブ71枚
一撮像観測 2003/9
(ド ーム ふ じ)
地磁気変動観測 地磁気データ 2003/2一 MO・650MB}1e・MOド ラ イ ブ 13枚
(ド ー ム ふ じ) 2004/1
無人磁力計観測 地磁気データ 2003/2 CD-R　 ・　700MBvte　 ・　CD-Rド ラ イ ブし 1枚
(ド ー ム ふ じ) 2003/5
流 星 バ ー ス ト通 信 通信記録のログ 2003/2 CD-R　 ・　700MByte　 ・　CD-Rド ラ イ ブ 1枚 静岡大学
端 末 に よる デ ー タ 2003/12
伝送予備実験
(ド ー ムふ じ)
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 亀 田 貴 雄
観測項目1デ ータ内容 記録期間 言己↑意女業イ本 ・言己多最徒 卒長 ・言己垂乗機 数量 保管機関
積雪量 15日 毎の 積 雪 深(36 2003.1 CD-R 1 北見工業大学
(ド ーム ふ じ) 本雪尺の測定結果) 2004.1 国立極地研究所
表面積雪笹度(ド 15日毎の表面積雪密度 2003.2一 CD.R 1
一 ムふ じ)
(0-3cn1,0＼10c:nl, 2004.1
0～20cm深)
ドー ムふ じ観測 拠 1ケ 月毎 に90時 間の 連 2003.2一 cD.R 1
点の位置,高 度 続GPS観 測 2004.1
降雪粒子の粒径お 1分毎の降雪粒子の粒 2003.2 CD-R 1 長岡雪氷防災研
よび数(ド ー ムふ 径 お よび 数(SPCσ)よ 2004.1 究所
じ) る測定結果) 北見工業大学
雪温 10分毎の測定結果(深 2003.1一 CD-R 1 北見工業大学
(ド ー ムふ じ) 度 は,0,0.05,0.1,0.2, 2004.1 名古屋大学
0.4,0.8,12,L5,2, 国立極地研究所
3,6,11m深 〉
雪面昇華量 1日2回 の雪面昇華量 2003.2 cD-R 1 北見工業大学
(ド ー ム ふ じ) の測定結果 2004.1
積雪圧密速度 1時 間毎の表層の積雪 2003.2 CD-R 1
(ド ー ム ふ じ) の沈 降 量(0-40cm, 2004.1
0一 ユ50cm,0～270cm,
150-270cm深)
降雪結晶 実体顕微鏡による写真 2003.2 CD-R 1
(ド ー ム ふ じ) (カ ラ ー ネ ガ) 2004.1
ゆ き ま りも 写真,密 度,静 電容量 2003,4一 CD-R 1
(ド ー ム ふ じ) 2003.10
露点温度 10分 毎 に測 定(バ イサ2003.2 CD.R 1
(ド ー ムふ じ) ラHMT327を 使 用) 2004.1
ドー ムふ じ観測 拠 8地 点で10分 毎に測定2003,2一 CD-R 1
点内の気温 (熱電対を使用) 2004.1
雪尺 Sl6か ら ドー ムふ じ ま 2003.1-一 一 CD.R 1 国立極地研究所
で の ル ー ト上2km毎 2004.1
1
一202一
フロジ⊥クト研究観測 ・気水圏部門 担当者 亀 田 貴 雄
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己†意力某イ本 ・言巴里乗イ士椅き・言己睾泉†幾 数量 保管機関
雪尺網 Sl6カ ・ら ドー ム.ふ じ ま 2003.1 CD-R 1 国立極地研究所
で ル ー ト ヒ4今 所 2004.1
嶋16,み す ほ 基地,中
継 拠 点,NID560
氷床表面高度 ドー ムふ じか らS16ま 2004.1… Cl).R 1 北見工業大学
での ルー ト上30秒 間 2004.2 国立極地研究所
隔 の 連 続GPSデ ー タ
氷床表面高度 ドー ム ふ じ 一サ ミ ノ ト 2003.12, CI).R 1
－DF80一 ドー ム ふ じ 2004.1
お よ び トー ムふ じ近 傍
での10秒 間隔の連続
GPSデ ー タ
表面積雪の形態 S16カ ・ら ドー ム ふ じ ま 2003.1お よびCD-R 1 北見工業大学
での ルー ト上10km毎 2004.1
の写真
無人気象観測 げ Sl6　 (T,　 wS,　 wD),2003.1-一 cD-R 1
一 夕 ロガ ー 方式) みす ほ 叩,MDl80 2004.1
(T,WS,wD),中 継
拠 点(T),MD550(T,
Ws,　 WD),　 ドー ム ふ
じ(T,　 wS,　 WD)
無人気象観測 み ず ほ(T,　 WS,　 wD,2003.1-一 CD-R 1
(Argos方 式) P),中 継 拠 点(T,wS,2004.1
WD,P),ド ー ム ふ じ
(T,　 WS,　 WI),　 Pl
プロジLク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 藤 田 耕 史
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶 媒 体 ・言己録 仕 様 ・言己録 機 数量 保管機関
降雪粒子観測 シ ー ロ メ ー タ ー 2003/2 CD.R 6枚 名古屋大学
2004/1
放射観測 短波 ・長波放射計 2003/2-一 CD-R 2枚
2004/1
雪温観測 雪温計 2003/2-一 CD.R 1枚
2004/1
結晶粒径観測 JPG画 像 2003/2… cD-R 10枚
2004/1
2)採 取試料一覧
(t)昭 和基地観測データ
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 橋 田 元
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
MVIに よるエ ア
ロ ゾ ル採 取
粒径別化学成分分析用
試料
2003/2
2003/12
昭和基地 ニ ュ クレポアフ ィル タ(2枚)
テ フ ロ ンフ ィル タ(1枚)
114セ ット 名古屋大学
NILUサ ンプ ラ に
よ る酸性 ガ ス ・ア
ンモ ニ ア 分析 用 試
料 採 取
酸性ガス分析用試料
アンモニア分析用試料
戸
プ レカ ッ ト用
2003/2
2003/12
昭和基地 メンブ ラ ンフ ィル タ(4枚)
テ フ ロ ンフ ィル タ(1枚)
ユ14セ ット
一203一
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 橋 田 元
観測項目 試料名 採取期間 1採取場所 試料の形態 数量 保管機関
地上大気採取 ハ ロ カー ボ ン類 分 析 用 2003/2-
2004/1
昭和基地 ステ ン レス容 器 24本 東京大学
地 ヒノ(気採取 温室効果気体分析用 2003/2
2004/1
昭和基地 パ イ レ ンクス ガ ラ ス容 器 50本 東北大学
地 ヒノ(気採取 温室効果気体分析用 2003/2--
2004/1
昭和基地 パ イ レ ッ クス ガ ラ ス容 器 24本 米 国 ・ノ(気海 洋
庁
地 上大 気 採取
(℃02精 製)
炭素同位体比分析用 2003/2
2004/1
昭和基地 ガ ラ スア ンプ ル 59本 匡庭 梅地研究所
地 ヒ大気採取 酸素 ・窒素比分析用 2003/2
2004/1
昭和基地 パ イ レ ッ クス ガ ラ ス容 器 52本 プ リ ン ス トン大
学
地 ヒ大気採取 酸素 ・窒素比分析用 2003/2-
2004/1
昭和基地 パ イ レ ッ クス ガ ラ ス容 器 24本 東北大学
地上大気採取 ア ー カ イブ用 2003/2
2004/1
昭和基地 ア ル ミ容 器 8本 国立極地研究所
航空機大気採取 温室効果気体分析用 2003/5一 一
2004/1
昭和基地上空 パ イ レッ ク スガ ラ ス容 器 48本 東北大学
フ ロ ジ ・ク ト研 究 観 測 ・生物 ・医 学 部 門 担 当 者 宮 田 敬 博
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
寒冷刺激下におけ
る脂肪酸 ・アミノ
酸代謝動態
血漿 2002/12/15-
2003/12/13
往路船内 ・昭
和基地
2mlス ピ ッツ 冷 凍 693本 鹿児島大学
② ドームふ じ観測拠点観測データ
フロジ ・クト研究観測 ・気水圏部門 担当者 亀 田 貴 雄
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
表面積雪 表面 積雪(ド ー ムふ
じ)
2003.1--
2004.1
トー ムふ じ
(5日 毎)
250m1サ ンプ ル瓶 300 国立極地研究所
表面積雪 表面 積雪(ル ー ト) 2004.1 S16一 ドー ム ふ
じ ル ー ト ト
10km毎
250mlサ ンプ ル瓶 100
ピ ン ト ドー ム ふ じで の3.8m
ピ ッ ト
2003.2 ドー ムふ じ 1001nlサ ン フ'ル 瓶 100
ヒ ン ト DF80で の2.5mピ ン ト
(バ ル ク サ ン プ ル)
2003.12 DF80 20cm×30cm×25cmの 塊 12
霜 霜(ド ー ム ふ じ) 2003.1--
2004.1
ドー ムふ じ 250mlサ ンプ ル瓶 20
蛸1・士Eヨ木目1:
口日日
1
霜 結 晶 の レプ リカ 2003.1
2004.1
ドー ム ふ じ レプ リカ(実 寸) 10 北見工業大学
1プ ロジLク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 藤 田 耕 史
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態
1数 量
保管機関
降積雪試料 トーム ふ じ試 料 2003/2-
2004/1
ドー ム ふ じ 9ccス クリ ュー 管瓶 冷 凍保
存
1,888本 名古屋大学
一204
フ ロ シ ・ク ト研 究 観 測 ・医 学 部 門 担 当者 大 日方 一 夫
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 、 試料の形態 数量 保管機関
高所適応について 検 血 ・血 液 生 化学 ・動 脈 2002/ユ2-一
1
往 路 し ら せ ・3.5イ ン チMO| 1枚 国立極地研究所
の研究 【nLガス 分 析 ・歩 数 ・1血 2004/2 往路 旅 行 ・ド1
ri三・動 脈 血 酸 素飽 和 度 ・
`
一 ム ふ じ ・復
f本章 ・イ本月旨目方・辛三・皮 ド月旨
1
路 旅 行 ・昭 和
肪 厚 ・肺 活 量 握 力 ・尿 基地
量等 1
高所適応について If且清 2002/12-一 往 路 し らせ ・5ml試 験 管 90本
の研究
120(y1/2 往路 旅行 ・ド
1 一 ム ふ じ ・昭
1 和基地
高所における睡眠 生体 環 視 モ ニ ター デ ー`2003/3一 1トー ム ふ じ3.5イ ン チMO 1枚
の研究 タ2004/1
一 一 1 |
高所における睡眠 ビデオ撮影画像 し003/13一 ドー ム ふ じ 3.5イ ン チNIO 1枚
の研究 2004/1
睡眠覚醒 リズムの
季節変動
24時 間採 血 に よ る血 12003/6,11
清 ・血 漿1
ドーム ふ じ 専用容 器
|
312本 山梨大学医学部
睡眠覚醒リズムの 睡眠表 ・気分の変化表 2003/67, ドー ムふ じ 記 入 用紙 512枚
1季節変動 10¶1「
5.南 極地域観測事業の推移
年
度
隊
次
主 な観 測 テ ー マ,特 記 事 項
}
隊員数/人 備 考
内1二
越冬
出発 年月日
帰国年月日
内は越冬
隊長名
●は越冬隊長
副隊長名
は越冬隊長
30 一
国 際 地球 観測 年 日GY)の ・環 ヒ しての 南 極 観 測
へ の 参加 につ い て 閣議 決 定 ・30.IL4b
一 一 一　
31 1
第1次 隊1宗 谷 」 で 出発,海 鷹 丸随 伴,東 オ ング
ル島 に 「昭 和 基 地 」開設32 .1.29ノ,帰 路 「宗 谷」
ソ連[オ ビ号 」 の 救 援 を受 け る
1ユ 卍
31.11.853
1
32,424
(33.324)
永田 武 :西堀栄三郎
32 2 氷状悪化のため1宗 谷1接 岸できす,越 冬断念
l　o)
50
32.102ユ 33,428 永田 武 村L1」 雅美
33 3
南極ノく陸調査旅行実施,物 資輸送を航空機輸送
に切換え,前 年基地に残置 した樺太犬 「タロ」
1ジロ1生 存発見
U41
37
33.11.12
34.4.13
(35.3.19) 永田 武 村山 雅美
34 4
や ま と 山 脈 発 見,調 査,福 島 紳 隊 員 遭 難
(35.10.10}
U5)
36
34.10.31
35.4.23
B6.3.31)
立見 辰雄 鳥居 鉄也
35 5
南 緯75度 に至 る調 査 旅 行,越 冬 観 測 を 第5次 ま
で 延 長 決定(35.9.2閣 議 決 定)
日6)
35
35.ll.12
36.5.4
B7.3.16)
＼ 村 山 雅 美
守田康太郎
36 6
南 極 観 測 中断,昭 和 基 地 閉 鎖1372.7),南 極 条
約 発効(36.623)
10}
18
36.10.30 37,4」7 吉川 虎雄 原田 美道
37 一 残務整理
|
一 一ー 一 一ー ー 一 一 一
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隊長名
〔)は越冬隊長
副隊長名
のは越冬隊長
38
南極地域観測再開を閣議決定(38.820),再 開準
備費及び新船建造費計上
7rb 一一
一 一 一
39 一 自衛隊法改正,輸 送は防衛庁が担当 一 一 一 一
一
40 7
新潮測鉛 「ふじ」完成,第7次 隊により昭和基地
再開
U8)
40
40.11.20
41.4.8
(42.320)
村山 雅美 (》 武 藤 晃
41 8
プ ラ トー基 地(米)に 至 る 調査 旅行(南 緯75度),
恒 久基 地 と して 拡 充 強化 権見測 棟他)
(24)
40
41,12.1
42.4.19
(43.3,13)
○ 鳥居 鉄也 楠 宏
42 9
極 点 に至 る往 復 調 査 旅 行 〔5.182kIn,928-2.15
q41日 間)村 山 以 下11名 〕,福 島 隊 員 の 遺 体 発
見(43.2.9)
(28)
40
42.11.25
43.4.12
(443.26)
◎ 村山 雅美 清野善兵衛
43 10
ロケ ッ ト関 係 施 設 の建 設,気 球 に よ る オー ロ ラX
線 観測
(28)
40
43.11.30
44,425
(45.4.8)
◎ 楠 宏 村越 望
44 ll
ロ ケ ソ ト(S-160)2機 試 射 に 成功,み ず ほ 観 測
拠 点 設 置,「 ふ じ 」右推 進翼4枚 切 損,蜜 群 氷 に
ビセ ソト(452.15)
(30)
40
44.11.25
45.5.9
(46.4.10)
の 松田 達郎 川口 貞男
45 12
ロ ケ ソトに よる オ ー ロ ラ観測 開始(S-160,S-210
計7機 打 上),み ず ほ観 測 拠 点 で越 冬 観 測,「 ふ じ」
右 推 進 翼1枚 切損,(46⊥10),「 ふ じ」 推 進 装 置
の 事 故調 査 会 議 引 き続 き同 改 善 会議 設 け る
(29)
40
45.1125
46.5.4
(47.4.22)
○ 小口 高
村越 望
大瀬 正美
46 13
ロ ケ ソトに よ るオ ー ロ ラ観 測(7機 打 上),「 ふ じ1
推 進 翼 新 材 質 に換 装
(30)
40
46.11.25
47.5.16
(48.3.21)
清野善兵衛
◎ 川口 貞男
國分 征
47 14 (7機 打 上)第1期 ロ ケ ッ ト観 測 最 終 年 度
(30)
40
47.1L25
48.4.20
(493.20)
楠 宏 平澤 威男
48 15
地 学 系,環 境 科 学 系 観 測 重 点(2一 い,や まと限
石 多数 発 見,小 型 航 空 機(セ スナ185)昭 和 基 地
に設 置,新 谷 「ふ じ」 乗 組 員 遭 難 死(49⊥1),
南極 将 来 問題 検 討 会議 設 置
(30)
40
48.1125
49.4.20
(50.3.19)
村山 雅美
㌻ 村越 望
城 功
49 16
地 学 系,環 境 化 学 系 観 測 重 点(2-2),コ ウテ イ
ペ ンギ ンル ッカ リー 発 見
(30)
40
49.11.25
50,420
(51.321)
◎ 星合 孝男 吉田 栄夫
50 17
国 際 磁 気 圏 観 測 計 画　(IMS)　 の 初 年 度 ロ ケ ッ ト
(S-2106機,S-3101機)打上,人 工 衛 星 テ レ
メ トリー 観 測 開 始.超 高層 立 体 同 時 観 測 成 功,
「南 極地 域 観 測 事 業 の将 来 計 画 基本 方 針 」 策定
(29)
40
50.1L25
51.4.19
(52.322)
● 芳野 赴夫 平澤 威男
51 18
五MS第2年 次,ロ ケ ッ ト(S-2104機,S-3102
機)打 上
(30)
40
51.11.25
52.4.20
(53.3.20)
c楠 宏 國分 征
52 19
IMS第3年 次,ロ ケ ッ ト(S-2102機,S-3104
機)打 上,南 極 輸 送 問 題 調 査 会議 設置,「 みず ほ
観 測 拠 点 」 を 「み ず ほ 基 地 」 と 名 称 変 更
(53.322)
(30)
40
52.11.25
53,420
54.3.20)
○ 平澤 威男 大瀬1王 美
一206一
年 隊 い韻 致/人{
{
備 考
度 次
主な 観測 テ ーマ,特 記 事項
1{
越ll;1出 綱 目
帰 国年月日
内,越 冬
1隊 長名
:＼は 越 冬 隊 長
副隊長名
は越冬隊長
地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重点(3-U,や ま と明 石
53 20 3.OOO個 発 見,小 型 航 空 機1ヒ ラ タ スPC.61機
購 入
[30、
42
53.11.25
「
54.4.20
(55.3.2U 吉田 栄夫 山崎 道夫
54 21
地 学 系,気 水圏 系 観 測 重 点(3-21,新 観 測 船 建
造 に着 手(4-U,セ ス ナ機 流 出
IB3
154
.112143{
55,4」9
56.3.2211
木崎甲子郎 川口 貞男
55 22
地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重点(3-3),新 船 建 造 第2
年 次 汗 しらせ 」 ヒ命 名)
(34)
44
55.ll.25
56,420
(57.3.2山
◎ 吉田 栄夫 神沼 克伊
福西 港
中層大気国際協同観測 ぽ一山,南 極海洋生態
系 ・生 物 資 源 に関 す る 国 際 共 同 観 測(5-1},東
56 23
34ノク ィー ンモ 　 ドラ ン 剛 贈 氷 地 学研 究(τ1・i
44開 始,新 船 建 造 第3年 次66.12.11進 水1,セ ス
56.ll.25
57.4.20
〔58.3.21)
ハ 星合 孝男 前 晋爾
ナ機導入
中 層 大 気 国 際 協 同 観 測 ・4-2),南 極 海 洋 生 態
57 24
系 ・生 物 資 源 に 関 す る 国 際 共 同 観 測(5-2L東
ク イー ン モ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地学 研 究(7一
〔35,
45
57.1125
58.4.20
(59.3.20)
◎ 前 晋爾 大山 佳邦
2),新 船 建 造 第 最 終 年 次(57.11,12完 成)
中層 大 気 国 際協 同 観 測 ・↓3},ロ ケ ノ ト(S-310
3機)打 上,南 極海洋生態系 ・生物資源に関する
58 25 国 際 共 同 観 測(5-3),東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド
地 域 雪 氷 ・地 学 研 究(7一 ③,新 観 測 船 「しらせ 」
(36)
47 58.11.14
59.4.19
(60.325)
○ 平澤 威男 内藤 靖彦
就 航(58.11.14!
中 層 大気 国 際 協 同 観 測(4-41,ロ ケ ソ ト(S-310
3機)打 上,南 極海洋生態系 ・生物資源に関する
59 26 国 際 共 同 観 測(5-4),東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド
地 域 雪 氷 ・地 学 研 究(7-4),あ す か 観 測 拠 点 の
65)
48
59.ll.14
60.4.20
(61.3.25)
川口 貞男 福西 浩
設置
南極海洋生態系 ・生物資源に関する国際共同観
60 27
測(5-5),東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・
地 学 研 究(7-5),豪 州 観 測 船 「ネ ラ ・ダ ン 号」
(35)
50
60.11.14
61.4.20
(62.3,25)
吉田 栄夫 内藤 靖彦
救 出160.ユ2.16)
東 ク イー ンモ ー ド ラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
61 28
[7-6・,気 候 変動 に 関 す る総 合研 究(5-P,陸 上
生 態 系 構 造 ぴ)研究 国 －P,あ す か 観 測 拠 点 で 越
{37〕
52
61.1ユ.14
62,420
(63.3,27)
星合 孝男 大山 佳邦※ 鮎川 勝
冬 観 測 開 始'62.12.16!
東 ク イー ン モ ー ドラ ン ト地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
62 29
(7-7),気 候 変 動 に関 す る総 合研 究5-2・,陸 上
生 態 系構 造 の 研 究(4-2),南 大 洋 の 地学 研 究(5-
1)
i37・
52
62.11.14
63,327
-
(兀.3.28)
O渡 邊 興亜
※ 矢内 桂三
佐藤 夏雄
第n期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
63 30
研 究(8-1),気 候 変 動 に関 す る総 合研 究(5-3),
陸 上 生 態 系構 造 の 研 究 〔4-3),南 大 洋 の 地 学 研
(37)
54
63.11.14
一一
兀.3.28
(2.3.28)
1江 尻 全機
※ 召田 成美
竹内 貞男
究(5-2) l
l
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元 31
第n期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-2),気 候 変動 に 関 す る総 合研 究(5-4),
陸 上 生 態 系 構 造 の研 究(4一 山,南 ノく洋 び)地学 研
究 〔5-3)
(38)
55
元.11.14
2.3.28
B.328)
ハ 内藤 靖彦 ※ 白石 和行
佐野 雅史
2 32
第H期 東 ク イー ン モ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-3),気 候 変動 に 関 す る 総 合研 究(5-5),
南大 洋 の 地 学 研 究(5-4),ポ ー ラ ー パ トロ ー ル
気球 に よる超 高層 大気 の観 測(3-1)
〔39)
55
2.l!.14
3.3.28
(4.3.27)
國分 征
'藤 井 理行
※ 巻田 和男
3 33
第n期 東 ク イー ン モ ー ドラ ン ト地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-4),南 大 洋 の 地学 研 究(5-5),ポ ー ラ ー
パ トロ ー ル気 球 に よ る超 高 層 大気 の 観 測(3-2),
氷床 ドー ム深 層 掘 削 観 測 計 画(5-1),海 氷 圏 生
物 の 総 合研 究(5-1)
(37)
53
3.11.14
4,327
(5.3.28)
C福 地 光男 佐野 雅史
4 34
第n期 東 ク ィー ンモ ー トラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-5),ポ ー ラ ー パ トロ ー ル 気 球 に よ る超
高 層 大 気 の 観 測(3一 ③,氷 床 ドー ム 深 層 掘 削 観
測計 画(5-2),海 氷 圏 生物 の 総 合研 究(5-2)
〔39)
55
4.11.14
5,3.28
(6.3.28)
∵、 佐藤 夏 雄 成瀬 康一1
5 35
第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-6),氷 床 ドーム 深 層掘 削 観 測計 画(5-3),
海 氷 圏生 物 の 総 合研 究(5-3)
(40)
56
5.11.14
6.3.28
(7.3.28)
渡邉 興亜 パ 横山宏太郎
6 36
第 口期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-7),氷 床 ドー ム深 層掘 削 観 測 計 画(5-4),
海 氷 圏 生物 の 総 合研 究(5-4)
(40)
56
6.11.14
7,3.28
(8.3.27!
上田 豊
`召 田 成美
石沢 賢 」
7 37
第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-8),氷 床 ドー ム深 層 掘 削 観測 計 画(5-5),
海 氷 圏 生物 の総 合 研 究(5-5)
(40)
56
7.11.14
8.3.27
(9.3.28}
◎☆藤井 理行
神田 啓史
川田 邦夫
8 38
南 極 域 熱 圏 ・中 間 圏 へ の エ ネ ル ギ ー 流 入 と 大気
変 質 の 研 究(5-1),極 域 大 気 一一雪 氷 一一海 洋 国 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る 研 究(5-1),南 極
大 陸 の 進 化 ・変 動 の 研 究(5-U,南 極 環 境 と生
物 び)適応 に関 す る研 究(5-U
(40}
58
8.ユ1.14
9,328
(10.3,28)
く 山内 恭
☆ 金戸 進
山岸 久雄
9 39
南 極 域 熱 圏 ・中 間 圏 へ の エ ネル ギ ー 流 入 と大 気
変 質 の 研 究(5-2),極 域 大 気 一一雪 氷 海 洋 国 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る研 究(5-2),南 極
大陸 の進 化 ・変 動 の 研 究(5-2),南 極 環 境 と生
物 の 適応 に関 す る研 究(5-2)
(40)
58
9.11.14
10,328
(11.3.28)
◎ 澁谷 和雄 森 脇 喜 一
10 40
南 極 域 熱 圏 ・中 間圏 へ の エ ネ ルギ ー流 入 と大 気
変 質 の研 究(5-3),極 域 大 気… 雪 氷 … 海 洋 国 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る研 究 〔5-3),南 極
大陸 の進 化 ・変 動 の 研 究(5-3),南 極 環 境 と生
物 の 適 応 に 関 す る研 究 〔5-3),豪 州 観 測 船 「オ
ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リ ス号1救 出dO .12.181
(401
60
10.11.14
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V.北 極 における観測
地球規模の気候 ・環境変動は,気 候の温暖化,オ ゾン層の破壊,降 水の酸性化などの諸現象に代表 されるように生
態系のみならず人類生存にもかかわる最重要の問題になっている、北極域は,地 球規模の気候 ・環境変動が最 も顕著
に現れる地域であるとともに,当 該地での環境変化が地球規模変動の引き金になると考えられている。 さらに,フ ィ
ー ドバ ック機構により北極域の環境の変化が一段 と増幅されるとも考えられている、地球規模の気候 ・環境変動 を正
確に予測す る上で,北 極域における気候 ・環境変動の実態を克明に把握 し,変 動メカニズムを解明することは,早 急
に取 り組 まねばならぬ緊急の課題である。
このため,平 成11年 度か ら 「北極 における気候 ・環境変動に関する研究」を,大 気科学,雪 氷,海 洋,陸 域生態,
超高層大気の分野で,国 内外の共同研究 として進めている
平成15年 度に実施 した観測の概要を分野別に示す、
A.北 極 域対流 圏 ・成層圏物 質の変 動 と気候 影響
北 極域 の対流圏,成 層 圏 におけ る温室効 果気体 やエ ア ロゾル,オ ゾ ン,雲 の変動 を明 らか に し,そ の 原因 とな る輸
送 や生成 ・消滅過程 の解 明 をはか り,南 極域 と対 比 しつ つ,放 射効 果 な どを通 じた気候へ の影響 を評価 す るこ とを目
的 と し,以 下の結 果 を得 た、,
山 スバ ールバ ル諸 島ニ ー オルス ン基地 にお いて,温 室効 果気 体 につ いての大 気サ ンプ リ ング観測 や地一ヒ気 象,オ
ゾ ンの連続 観測 を継続 し,気 体 濃度 の分析 として は従 来か らの二酸 化炭素,メ タン,一 一酸 化二窒 素濃度 の他,新
し く酸 素 ・窒 素比,長 寿命 のSF6濃 度等 も加 え,ま た,二 二酸 化炭素 中の炭素 同位体,酸 素 同位体,メ タン中の 炭
素同位 体の比率 を導 出 した
(2)地 上か らのエ アロゾル ・雲 の リモー トセ ンシ ングと して進 め てい るマ イクロ ・パル ス ・ラ イダー観測 か ら,年
間 を通 じた雲 の高度 分布特性 が求 め られ た、 また,冬 期 の ラ イダー観測 に よ り極 成層圏雲 の観測 を実施 した、 さ
らに,ペ アー ア イラン ドで行 わ れてい る レー ダ観測 と対比 して,引 き続 きレー ダ,マ イクロ波 放射計 観測 を継続
した,,
(3,)北 極対 流圏 エ アロゾ ル放射 総 合観測(ASTAR2000)の高次 の デー タ解 析 を進め,航 空機 に よって測 定 され た
エ ア ロゾル数濃度 や組成 か ら光学 特性 を導出 し,航 空機 による直接測定 による光学特性 と良い対応 を得 た。 さら
に この結果 を北 極領 域気 候 モデ ル に入力 し,地 域的 に偏 在す る大 きな放射 加熱 領域 が 出 るこ とが 明 らか に され
た,,
(4}2002年3月 実 施 の北極 海横 断航 空機大 気観 測　(AAMP　 O2)　の 結果 の解析 を さらに進め た。・今年度 は,二 酸 化
炭 素濃 度や硫化 カルポニ ル　(COS)濃 度 の分析結 果か ら,成 層 圏の標準 的値 や極渦 との 関係,長 距 離輸 送の効 果
が 示 された、
(5)2004年5～6月 に計画 して いるASTAR　 O4の ための準備作 業,試 験 飛行 観測 を9月 に ドイツ ・ブ レーマ ーハー
フェ ンにて実施 した。
B.環 北極雪氷掘削コアによる比較環境変動研究
国内でのコア解析研究に加え,環 北極域でのコア研究 ・雪氷観測 を実施 した,、
(1)国 際共同研究へ の参加:デ ンマー クを中心 に して ヨーロ ッパ各国,米 国 と日本の共同で実施 されている
NorthGRIP　 (北グリー ンランド氷床コア計画)に 現地参加 し,岩 盤 まで深 さ3084.99mの グリーンラン ド氷床で
最深コアの採取に成功 した。この北極域での過去12万 年以上 を遡 る地球環境の変動 を記録 している深層氷床コ
アの解析 と南極の ドームふ じで掘削 された深層氷床コアの解析結果を比較することにより,南 北両極における氷
期サイクルの比較を実施 し,大 規模 な気候変動 メカニズムの研究を行 っている。
(2)ア ラスカ,マ ッコール氷河調査:昨 年度の観測域であるカナダのマウン トローガンで掘削 したコアとにより南
北対比 を行うため,ア ラスカの北極海側 ・ブル ックス山脈中にあるマ ッコール氷河においてコア掘削の予察を含
めた雪氷調査 を行った。氷河上流部の標高2300m地 点が酒養域 と推定でき,ア イスレーダー観測から氷厚は150
～190m程 度 と推定 した また水当量で約lmの 酒養量が確認で き,今 後の雪氷掘削の基礎資料 を取得 した,な
お自動気象観測 システムの設置,氷 河流動測定のためのGPS設 置など通年観測の態勢を整備 した、次年度以降に
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今年度設置 した各種自動観測装置の結果 をまとめ,氷 河全体の積雪堆積環境 を把握する予定である、
間 ロシア,ア ルタイ山脈における岩石氷河調査:過 去数十年進行 している地球温暖化が,ユ ーラシア大陸中央部
に位置するアルタイ山脈の岩石氷河 に及ぼす影響を明らかにするため,ア ルタイ山脈南チュユスキー山群,ア ッ
コール谷において,国 立アル タイ大学 との共同研究を開始 した。観測対象として3岩 石氷河の選定,流 動観測点
の設置,温 度デー タロガーの設置,末 端湧水温度計測,年 輪採取 を行った。
C.北 極域海洋 動態 と生態 系変動 の研 究
本研 究 課題 の解明 の ため,カ ナ ダ ・ラバ ル大学 を核 とす る世 界10カ 国 に よる国際共 同研 究 であ るCanadian　 Arctic
Shelf　Exchange　 Stu(iy　(CA.SE.S)　 計画 に参 加 してい る,,　CASES計 画は,大 き く9つ のサ ブ グルー プに分か れて お り,
そ れぞ れのサ ブ グルー プが 相互 に関 わ り合 い,計 画 の 目的達 成 に寄 与す る仕組 み になってい る。9つ のサ ブグルー ブ
にはそれ ぞれ以 下の よ うな 目的 があ る、.1.沿岸域 の水循環 と大気,海 氷お よび河 川水 流入の関係 を明 らか にす る こと、,
2.大 気 一海洋 間の ガ ス交換 や 生物 に及 ぼす影響 を明 らか にす る こと。3.光 ・栄 養塩環 境 と基礎生 産 お よび移出生 産
との関係 を明 らか にす る こ と4.微 小 動物 プ ラン ク トンや バ クテ リアの現存量,種 組成 お よび生理 活性 な どを明 らか
にす る こと、5.食 物網 構造 を明 らか にす るこ ど.6.有 機物 お よび無 機物 フラ ックス を明 らか にす るこ と。7.海 底 に
おけ る炭素循 環 を明 らかにす る こ と。8.10年 か ら1000年 周期 の河 川水の流 入,海 氷環境 お よび炭素 フラ ックスの変
化 を明 らか にす る こ と。9.以 上の研究 で明 らか になった生物,化 学,物 理学 的デ ー タを用 いて炭素循環 や気候 お よび
海 氷変動 の モ デルの構 築 を行 うことであ る。 これ らのサ ブ グルー プが 相互 に関 わ り合い,　CASES計 画で は ボー フ ォ
ー ト海南東 部 のアム ンゼ ン湾 に形成 され るCape　 Bathurst　polynya,　更 にマ ッケ ンジー河 口流域 か ら大陸棚域,ま たそ
の北 方海 盆域 との 間を研 究対 象海域 と し,こ れ らの 海域 におけ る生態 系の構造 と機 能の解明,お よび物質循 環過程 を
明 らか にす るこ とを目的 とす る
平成15年 度 はCASES計 画の本 格的 な航 海で あ るCASES2003航 海が実 施 され,そ の航 海へ参 加 した。　CASES予 備
航 海 は2002年 の9月 に2隻 の観 測船 を用い て実 施 された、,一隻 は カナ ダ沿岸警備 隊の砕氷 船Sir　Wilfrid　Laurier号 であ
り,主 に係留 系の設 置 を行 った 係留 系 は合計8点 に係留 されたtこ れ らの係留 系 は研 究対 象海域 にお ける海流 の流
向 ・流 速,お よび粒 子 の鉛 直輸送 量 を計 測 す るため に設置 され た..2003年 の本 観測 航海 は,予 備航 海 で設 置 した係
留 系 を回収 し,更 に再 係留 を実施 し,合 わせて これ ら係留測 点 及び海洋観測 点 におい て海 洋観測 を分担 した、,主な観
測項 目はCTDに よる塩分濃 度お よび水温 の測定,ク ロロ フ ィルa濃 度,粒 状 態お よび溶存態 有機 炭素濃度 お よび栄養
塩 濃度 測定 な どの ための ロゼ ッ ト採 水器 に よる層 別採水 であ る。 また プラ ンク トンネ ッ トの鉛 直曳 きお よび斜行 曳 き
に よ る 動 物 プ ラ ン ク ト ン採 集,海 底 堆 積 物 採 集 の た め の ボ ッ ク ス コ ア リ ン グ,海 氷 コ ア の 採 集 で あ っ た 。
CASES2003航 海は合 計9レ グか ら構 成 され,日 本 か らの延 べ乗 船者9名 を含 め,延 べ 百数 十 名が参加 した,,採 集 さ
れ た試 料や 得 られたデ ー タは現在解析 中であ る。
D.北 極 域 ツ ン ドラ環 境変 動の研究
カナ ダ北 極,エ ル ズ ミア島の 氷河域 におけ る生態系変動 の研 究 を主 に行 い,主 と して,菌 類 と蘇類,種 子植 物の 関
連 につ いて検討 した。北 半球 に広 く分布す る担 子菌類Typhula層 雲腐病 菌　(T.　incarnate,　 T.　ishikariensis)　 は北 極,
シベ リアでの非 農耕 地域 にお ける分布 には不 明 な点 が 多い一　T.　ishikariensisは 異 なる2種 の 交配型,生 物 種1及 びH
に大別 され る 生物 種1は ユ ー ラシア大陸全域 に広 く分布す るが,生 物種Hの 分布 は不 連続 でバ ル ト諸 島 ・ロシア欧
州部 か ら中央 シベ リア まで には採 取 されな かった、.また,グ リー ンラ ン ド,ス バー ルバ ル,ノ ル ウェー北極 圏(フ ィ
ンマ ー ク),シ ベ リア,ロ シア極東北 極圏 で採取 された菌株 の 多 くは至 適温 度 は4℃ 以下 で あった。10℃ を超 え る と
熱 ス トレスに よるコロニ ー形態以 上が観 察 された(通 常 の菌株 の至適 温度 は10℃ 程度)。 しか し,こ れ らの極地優勢
種 は高 い耐凍1生 を得 るこ とに よって,生 息地へ の環境 に適 応 してい る と考 え られ る。
…方 ,植 物 遺骸 リターの堆積 物 を測 定 し,　Salix　arcticaの 落葉 分解の過 程 を菌 類 の定着 と種組 成 に注 目 して調査 し
た、.調査地 は最終 氷期以 降,氷 河 が停滞 を繰 り返 しなが ら後退 を続 けて い る地域 で あ り,　Cassiope　 tetragona　 Dryas
integlifera,　Saliz　arcticaが 優先す る、年代 が異 な る5モ レー ン軍(最 古期,古 期A,古 期B,新 期,最 新期)に おいて
地 上 部 リ タ一蓋 積量 を測 定 したLリ ター量 は最 新期 か ら最古 期 に か けて増 加 して いた。 各モ レー ン群 にお い てS.
arcticaの コロニー直 下か ら葡萄 枝年枝 を手が か りに,3種 類 の落葉(老 衰葉,落 葉後1～5年 目,落 葉後5～10年 目)
を採取 し,そ のLMA(面 積 あ た りの乾燥 重量),化 学組 成 を調べ た結 果,菌 糸長 は分解 に伴 って増加 す る傾 向が 認め
られ,胞 子未形 成株 の1タ イプが高 頻度で 分解 されたが,菌 糸量 と種組 成 はモ レー ン間で ほ とん ど差 が なか ったc、
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E.北 極域 にお ける中層大気 ・熱圏 の力学的 結合
オー ロ ラ帯 の トロム ソに流 星 レー ダー システム をあ らた に設 置 し同所のEISCATレ ー ダー,MFレ ー ダー との 詳細
な比 較 に よる研究 が可能 とな った。 また同時 にデー タ収 集 ・アー カイブシステ ムの整備 を行い,北 極超高 層観測 デー
タの集積 に よる総 合解析の資 源 としだ 、個 々のテ ーマの成果 は以 下の通 りであ る、,
(1)　EISCATレ ー ダー:下 部 熱 圏 にお け る大 気潮 汐 波,準2日 波 につ いて調 べ るた め,2003年11月 に8日 間の
EISCATに よるキ ャ ンヘー ン観 測 を実 施 し,デ ー タ解 析 を行 った。 またGeotai1が 通過す る時刻 に合 わせ,ト ロム
ソのEISCATヒ ー ター を用 いて電離圏 を加熱 し,得 られ る強 いエ コー観 測か ら,周 期 の異 な る地磁 気脈動 が 伝播
機構 を全 く異 にす る ことを確認 しそ の機 構 を提 唱 した。
(2)流 星 レー ダー:ト ロム ソに流星 レー ダー を新 設 し,　EISCATレ ー ダー との比較 観測 が な され た、,また従来 か ら
の スバルバ ール流 星 レー ダーがほ ぼ3年 連続観 測で大 気潮汐波 の クラ イマ トロ ジー を明 らか に しつつ あ る、
(3)HFレ ー ダー　:　SuperDARN　 HFレ ー ダーの時 系列解 析 手法 による流星風 観測 に関 し,オ ーバ ーサ ンプ リン グや
干渉言権見測 手法等 を用い,観 測高度 の精度 を向上 させ る試み を行 い,成 功 しだ,又,こ の時系列 観測 手法の 熱圏
観測へ の応用 につ いて も考察 を行 った,,
(4')オ ー ロラ大気光 スヘ クロ トグラフ:オ ー ロラスペ ク トログ ラフ　(ASG)　 とEISCATス バ ルバ ール レー ダーデー
タを用い て,　EISCATで 顕 著 な イオ ン上昇 流が観測 され た2001年12月 の イベ ン ト解析 を行 い,低 エ ネルギ ー電 子
の振 り込み に よる電 子温度 上昇が電 子 ガスの両極性拡 散 を もた らし,こ のため に生 じた電 場が イオ ンを ヒ向 きに
駆動 した もの との極域 電離圏 での イオ ン上昇流 生成 につい てひ とつの説 明が な され た。2003年 度の 全天 スヘ ク ト
ログ ラフを用 い たオー ロラ酸 素 イオ ン発光 の分光観 測 は,極 域電 離圏 か らの イオ ン上昇 の メカニ ズム解 明 を 目的
と したS　E　R　S　I　O　 (Svalbard　 EISCAT　 Rocket　 Study　 of　lon　Outflows)　 ロケ ッ ト観測 キ ャ ンペー ンに対 応 した地
上観測 と して実施 された、1ロケ ッ トは2004年1月22日08時57分00秒(世界時)に 打 ち上 げ られた 、 この とき酸
素 イオ ンオー ロラの増 光 も認 め られ,分 光観測 デー タはEISCATデ ー タと合わせ て現在解析 が進 め られ て る、
(5)多 色光 でのALIS光 学 観測 とEISCATヒ ーテ ィング,　EISCATレ ー ダーの 同時観測 デ ー タと理論 モ デルか ら,励
起発光 に関 与す る電子 エ ネルギーの テー ルにおけ る分布 の推定 を行 った。
(6)(D～(3)で 得 られ た大気 ダ イナ ミックス観 測デ ー タと数値 モ デ リングの比 較検討 が継続 され た、,対流 圏か ら熱圏
上端 まで を含む大気 大循環 モデ ルを用 いて,中 層大 気 ・熱 圏 にお け る潮 汐波 につい て研 究 を行 った。特 に,超 高
層大 気 にお け る潮汐波 の 日々変動 と下層大気 にお ける 日々変動 との関連性 に注 目 し解析 を行 った。
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VI.　総合研究大学院大学
1.総 合研究大学院大学
総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院 学校教育法第68条 の規定に基づ き学部を持 たず大学院
だけを置 く大学 ・として,昭 和63(1988v年10月 に設置 された国 、itl大学である
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割をはた している大学共同利用機関の うち14研 究機関(高 エ
ネルギー加速器研究機構(素 粒子原子核研究所,物 質構造科学研究所,加 速器研究施設),国 立極地研究所,国 、乞遺
伝学研究所,統 計数理研究所,国 際 日本文化研究センタ,ー国 立天文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構
(分1'一科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所1,国 立民族学博物館及び国立歴史民俗博物館)と の緊密な連
携 ・協力の下に,そ れらの優れた人材 と研究環境を基盤 として博士後期課程の教育研究を行 うことを特色 としている
こうした特色を生か して教育研究活動を活発に進め,新 しい学問分野を開拓するとともに,そ れぞれの専門分野にお
いて学術研究の新 しい流れに対応することので きる優れた研究者を養成することを目的 としている.
2.総 合研究大学院大学への参画
国 、Z極地研究所は,平 成5i'1993'i年 度から総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関 として同大学数物科学研
究科に設置された極域科学専攻 「博士後期課程)の 教育研究指導を行うこととなり,16名 の学生が在籍 している
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が一つの大きな自然系を構
成 している 極域科学は,こ の自然系に係 る幅広い研究分野の基礎の 上に立ち,地 球の自然 を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程 とその相互作用を地球規模のシステム科学 として究明することを目的 としている、,本専攻において
は,南 北両極域の自然現象を中心に全地球的環境をも視野に入れた教育 ・研究を行い
,高 度の研究能力を具備 し,か
つ,幅 広い地球科学研究 に従事できる優れた研究者を養成する、
極域科学専攻教官 定員 現員
(平成15年4月 現 在)
区 分 講 座 定 員 現 員 (現 員)一(定 員)
教 授
極 域 気 圏 科 学 4 7 3
極 城 木 陸 圏 科 学 5 9 4
計 9 16 7
助教授
極 域 気 圏 科 学 4 1 △3
極 域 水 陸 圏 科学 5 2 △3
計 9 3 △6
助 手
極 域 気 圏 科 学 8 6 △2
極 域 水 陸 圏 科 学1 10 12 2ト
言f I!8!18
※渡邉興亜専攻長は極域水陸圏科学教授現員に含める
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学生数
学生数/学 位取得者数 一覧(数 物科学研究科
学位取得者数
極域科学専攻)
1年 次 2年 次 3年 次 合計 学 位取得月 課程博士 論文博士
小 計 合 計
平成5年 度 5 / / 5 9月3月
平成6年 度 2 5 7
9月
3月
平成7年 度 5 2 5 12
9月
3
3月 3 0 3
平成8年 度 6 5 4 15
9月 2 0 2
2
3月 0 0 0
平成9年 度 3 6 7 16
9月 1 0 1
2
3月 1 0 1
平成10年 度 5 3 9 17
9月 1 0 1
6
3月 4 1 5
平成ll年 度 5 4 7 16
9月 2 1 3 6
3月 2 1 3
平成12年 度 3 5 6 14
9月 0 2 2
6
3月 4 0 4
平成13年 度 4 3 5 12
9月 0 0 0 2
3月 1 1 2
平成14年 度 3 4 8 15
9月 0 0 0
1___-
3月 1 0 1
平成15年 度 2 3 11 16
9月 2 0 2
6
3月
1
4 0 4
※学生数は,各 年度とも4月1日 現在の人数
授業内容一覧
平成5年 度～7年 度
大講座 教育研究指導分野
概 要 授 業 科 目
極 域 電 磁 圏 極域電 磁 圏 ・磁 気圏 は,太 陽 か らのエ ネルギ ーの流 れ 地球電磁エネルギー論
の中で,地 球への力学的及び電磁的エネルギーの流入路 電磁圏物理学特論
として主要な役割 を担 っている この極球電磁圏内で発 電磁波動論
極 生す るオーロラなどの さまざまな電磁諸現象の理解や,
域 エネルギー輸送 とその変換過程 に関する教育 と研究 を行
気
う,
圏 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 大気物理学特論
と物 質循 環,気 候 ・環境 変動 メカニ ズム,そ して グロー 気候 システム論
科 バルな環境の中での極域大気圏の応答及び役割に関す る 大気 ・雪氷圏物質循環論
学 教育と研究を行 う。
極域気 圏共通 極域気圏環境科学特論
極域気圏観測法
一214一
大講座 教育研究指導分野 概 要 授 業 科 目
極 域 水 圏 極球水圏を構成する海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ 雪氷圏構造 ・変動論
極
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動に関する教育
と研究を行 う また,そ こに生息する生物の環境適応 と
海洋学特論
生物生産 ・適応論
域 生物生産及び生物生産が環境変動に及ぼす影響 に関する
教育 と研究を行 う
水
陸 極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成からパ ンゲアの発展 と 固体惑星 ・地殻進化論
分裂,氷 床発達 に至る変動 史,並 びに,現 在の変動現象固体地球物理特論
圏 に関 す る教 育 と研究 を行 う、 また,氷 床 ・氷河 変動 に と 寒冷地形論
科 もなう陸圏環境変化が生物の適応 と維持にどの ような影 周氷河生物学持論
響 を与えるかに関す る教育 と研究を行 う
学
極域水陸圏共通 極域水陸圏環境科学特論
極減水陸圏観測法
平成8年 度～平成10年 度
大講座 教育研究指導分野
{
概 要 授 業 科 目
極 域 電 磁 圏 極域電磁圏 ・磁気圏は,太 陽からのエネルギーの流れ 極域電磁圏科学特論1
の中で,地 球への力学的及び電磁的エ ネルギーの流 入路 極域電磁圏科学特論II
として主要な役割 を担っている この極域電磁圏内で発 極域電磁圏科学特論m
極 生するオーロラな どの さまざまな電磁諸現象の理解や,エ ネルギー輸送 とその変換過程に関する教育 と研究 を行
極域電磁圏科学演習1
極域電磁圏科学演習H
域 う
気 極 域 大 気 圏 極球大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 極域大気圏科学特論1
圏 と物 質循環,気 候 ・環境 変動 メカニ ズム,そ して グ ロー 極球大気圏科学特論II
科
バルな環境の中での極域 大気圏の応答及び役割 に関する
教育 と研究 を行 う
極域大気圏科学特論m
極域大気圏科学演習1
学 極域大気圏科学演習H
極域気 圏共通 極域気圏環境科学時論
極域気圏科学特別研究
極域気圏観測法
極 域 水 圏 極域水圏を構成する海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ 極域水圏科学時論1
ネルギー収 支と物質循環 及びその長期変動に関する教育 極球水圏科学特論H
と研究を行 う また,そ こに生息する生物の環境適応 と 極域水圏生物特論1
生物生産及び生物生産が環境変動に及ぼす影響に関する 極域水圏生物特論n
極 教育 と研究を行 う 極域水圏科学演習1
域 11
根城水圏科学演習II
極域水圏科学演習
水
陸
極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成からパンゲアの発展 と
分裂,氷 床発達 に至る変動史,並 びに,現 在の変動現 象
極域地圏科学特論1
極城地圏科学時論n
圏 に関 す る教 育 と研究 を行 う、 また,氷 床 ・氷 河変動 に と 極城地圏科学特論m
科 1も なう陸圏環境変化が生物の適応 と維持 にどのような影1響を与えるかに関する教育 と研究を行 う1
極域陸圏生物持論
極城地圏科学演習1
学 極城地圏科学演習H
極球陸圏生物演習
極域水陸圏共通 極域水陸圏環境科学特論
極域水陸圏科学特別研究
| 極域水陸圏観測法
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平成11年 度～平成15年 度
大講座 教育研究指導分野
概 要 授 業 科 目
極 域 電 磁 圏 極域電磁圏 ・磁気圏は,太 陽か らのエ ネルギーの流れ 極域電磁圏科学特論1
の中で,地 球への力学的及び電磁的エ ネルギーの流 入路 極域電磁圏科学特論H
として主要な役割を担っている この極域電磁圏内で発 極域電磁圏科学特論IU
極 生するオーロラなどの さまざまな電磁諸現象の理解や,エ ネルギー輸送 とその変換過程 に関する教育 と研究 を行
極域電磁圏科学演習1
極域電磁圏科学演習H
域 う
気 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 極球大気圏科学特論1
圏 と物 質循 環,気 候 ・環境 変動 メカニ ズム,そ して グロー 極域大気圏科学特論II
バルな環境の中での極域大気圏の応答及び役割に関する 極域大気圏科学特論m
科 教育 と研究を行 う 極域大気圏科学演習1
学 極域大気圏科学演習n
極域 気圏 共通 極域気圏環境科学特論
極域気圏科学特別研究
極域気圏観測法
極 域 水 圏 極域水圏を構成する海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ 極域水圏科学持論1
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動 に関する教育 極域水圏科学特論H
と研究 を行 う、 また,そ こに生息する生物の環境適応と 極域水圏生物特論1
生物生産及び生物生産が環境変動に及ぼす影響 に関する 極域水圏生物特論H
極 教育 と研究を行う、 極域水圏科学演習1
極域水圏科学演習n
域 極域水圏生物演習
水
極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成からパンゲアの発展 と 極城地圏科学特論1
陸 分裂,氷 床発達 に至る変動 史,並 びに,現 在の変動現象極城地圏科学特論H
圏 に関する教育 と研究 を行 う.ま た,氷 床 ・氷河変動 にと
もなう陸圏環境変化が生物の適応 と維持 にどのような影
極城地圏科学特論m
極球陸圏生物特論
科 響 を与え るか に関す る教育 と研究 を行 う,、 極城地圏科学演習1
、、' 極城地圏科学演習n字 極域陸圏生物演習
極域水陸圏共通 極域水陸圏環境科学持論
極域水陸圏科学特別研究
極域水陸圏観測法
共 通 極域科学全般 にわたる国内外の研究状況 について,各
分野の先端的な課題を取 り上げ講述する
先端極域科学通論
2)専 攻学生一覧
15年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
荒 井 頼 子 極 域 水 圏
鮎 川 恵 理 極 域 陸 圏 呼 成15年9月 修 「)
梅 田 晴F 極 域 水 圏 (平成15年9月 修了)
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 一三 極 域 電 磁 圏
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
門 崎 学 極 域 大 気 圏
北 村 圭 吾 伺え 土成 陸ll巻1
新 海 雄 ・ 極 域 電 磁 圏
高 橋 邦 夫 極 域 水 圏
松 岡 東 香 極 域 陸 圏
山 下 幹 也 極 域 陸 圏
2年 次
小 倉 康 子 極 域 大 気 圏
笠 松 伸jI二 極 域 水 圏
玉 置 美奈 子 極 域 陸 圏
1年 次
Uし之[-Il筆 力極 域 陸 圏
鈴 木 香寿恵 極 域 大 気 圏
14年 度
13年 度
学 年 !氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
荒 井 頼 ゴ・ 極 域 水 圏
鮎 川 恵 理 極 域 陸 圏
梅 田 晴 ゴ㌘ 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
門 崎 学 極 域 大 気 圏
北 村 圭 吾 極 域 陸 圏
三 谷 曜 了・ 極 域 水 圏
2年 次
新 海 雄 ▲ 極 域 電 磁 圏
高 橋 邦 夫 「極` 域 水 圏
松 岡 束 香 1極 域 陸 圏
Ll|「 幹 也 1極 域 陸 圏
1年 次
小 倉 康 」㌃ 極 域 大 気 圏
笠 松 伸 江 極 域 水 圏
一1三置 美奈 」㌧ 極 域 陸 圏
学 年 ミ 氏 名1 教育研究指導分野 備 考
上 野 健
分
極 域 陸 圏
1鮎
1
川 恵 理 極 域 陸 圏
3年 次
|
梅 田 晴 了・ 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
門
1
崎 学 極 域 大 気 圏
2年 次 北 村 一圭 吾 極 域 陸 圏
三 谷 曜 ゴ・ 極 域 水 圏
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
ユ年次
新 海 雄 一一 極 球 電 磁 圏
高 橋 邦 夫 極 域 水 圏
松 岡 東 香 極 域 陸 圏
山 下 幹 也 極 球 陸 圏
12年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
上 野 健 極 域 陸 圏
山 本 麻 希 極 域 水 圏
飯 塚 芳 徳 極 球 水 圏
高 橋 晃 周 極 球 水 圏
Ropert-Colldert
Yan　 Michel
極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏
2年 次
鮎 川 恵 理 極 域 陸 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 球 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
1年 次
門 崎 学 極 域 大 気 圏
北 村 圭 吾 極 球 陸 圏
三 谷 曜 子 極 域 水 圏
11年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
鈴 木 里 子 極 球 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏 (平 成11年9月 修 了)
外 田 智 千 極 域 陸 圏 (平 成11年9月 修 了)
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 球 陸 圏
山 本 麻 希 極 域 水 圏
2年 次
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
Ropert-Coudert
Yan　 Michel
極 球 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏
1年 次
鮎 川 恵 理 極 域 陸 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
1年 次
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
10年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏 (平 成10年9月 修 了)
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 球 水 圏
外 田 智 千 極 球 陸 圏
2年 次
上 野 健 極 球 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 球 水 圏
1年 次
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
福 原 哲 哉 極 域 陸 圏
Ropert-Coudert
Yan　 Miche1
極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏
9年 度 学 年
1
氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
市 川 収 極 域 陸 圏 (平成9年9月 修了)
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
2年 次
一一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏
外 田 智 千 極 域 陸 圏
1年 次 一ヒ 野 健 極 域 陸 圏
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
1年 次
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 球 陸 圏
8年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
岡 田 格 極 域 大 気 圏 (平成8年9月 修了)
木 部 剛 極 域 陸 圏 (平成8年9月 修了)
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
2年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一ー一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 球 水 圏
1年 次
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 陸 圏
外 田 智 千 極 域 水 圏
7年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
2年 次
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
1年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
6年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
2年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
220
5年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
1年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
3)学 位取得者一覧
平成16年3月24日 現在
氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
鮎 川 恵 理 南極におけ るコケ植物の繁殖特性 と群落の成 博士(理 学) 平成15年9月30日
立過程
梅 田 晴 子 光学式 プランク トン計測装置 を用いた南極 に 博士(理 学) 平成15年9月30日
おけるカイアシ類群集の分布に関す る研究
富 山 隆 將 Lコ ン ドライ ト母天体の熱変成過程 に関す る 博士(理 学) 平成16年3月24日
物質科学的研究
北 村 圭 吾 岩石の鉱物組み合わせ及び微細構造が弾性波 博士(理 学)
速度に与える影響に関する実験的研究 平成16年3月24日
新 海 雄 一 SllperDARN　 HF　 レー ダーに よる高緯 度電離圏博士(理 学) 平成16年3月24日
Pc3-4脈 動現象に関する研究
高 橋 邦 夫 Life　 cycle　 strategy　 of　 herbivorolls　 copepod博士(理 学) 平成16年3月24日
Calalloides　 acutlls　 (Crustacea,Calallolda)　 ill　the
Alltarctic　 Oceall
4)担 当教官
平成15年 度極域科学専攻併任教官
教 授 番 号 氏 名 講 座 名 備 考
専攻長 渡 邉 興 亜 極域水陸圏科学講座
1 江 尻 全 機 極域気圏科学講座
2 佐 藤 夏 雄 t,
3 麻 生 武 彦 〃
4 藤 井 理 行 〃
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番 号 氏 名 講 座 名 備 考
5 山 内 恭 〃
6 神 山 孝 吉 〃
7 和 田 誠 〃
8 白 石 和 行 極域水陸圏科学講座
9 澁 谷 和 雄 〃
10 森 脇 喜 … ,,
11 本 吉 洋 一 〃
12 内 藤 靖 彦 〃
13 福 地 光 男 rr
14 小 達 恒 夫 〃
15 神 田 啓 史 〃
助教授 番 号 氏 名 講 座 名 備 考
1 宮 岡 宏 極域気圏科学講座
2 船 木 實 極域水陸圏科学講座
3 三 澤 啓 司 〃
助 手 番 号 氏 名 講 座 名 備 考
1 行 松 彰 極球気圏科学講座
2 岡 田 雅 樹 〃
3 菊 池 雅 行 〃
4 堤 雅 基 〃
5 平 沢 尚 彦 〃
6 森 本 真 司 〃
7 牛 尾 収 輝 極域水陸圏科学講座
8 古 川 晶 雄 〃
9 金 尾 政 紀 〃
10 三 浦 英 樹 〃
11 今 榮 直 也 〃
12 土 井 浩一郎 〃
13 山 口 亮 〃
14 海 田 博 司 じ,
15 佐 藤 克 文 〃
16 平 言睾 享 〃
17 外 田 智 千 〃 新 規
18 内 田 雅 己 〃 新 規
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VII.　大学院教育に対する協力
大学共同利用機関は,国 立学校設置法第9条 の規定に基づ き,大 学の要請に応 じて大学院学生 を受け入れることが
で きることになっている これに基づ き,国 立極地研究所では,昭 和56・11981')年 度から極地科学及びこれに関連
する分野の大学院学生(特 別共同利用研究員1を 毎年受け入れている
平成9年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
市 川 正 裕 東海大学大学院工学研究科
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
丸　 Lll　奈緒 美 東北大学大学院理学研究科
斎 藤 享 名古屋大学ノく学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
青 木 真 一 東海大学大学院工学研究科
気 象 ・雪氷学
河 野 美 香 岡山大学大学院自然科学研究科
竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科
内 藤 望 名古屋大学大学院理学研究科 、極地雪氷学
飯 塚 芳 徳 北海道大学大学院地球環境科学研究科
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極地気象学
地 学
白 坂 瑞 樹 横浜国立大学大学院教育学研究科
極地地形学 ・地質学
斉 藤 紀 子 横浜国立大学大学院教育学研究科
青 木 賢 ノ＼ 東京大学大学院理学系研究科
百 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
酒 井 聡 愛媛大学大学院理工学研究科
濱 本 拓 志 新潟大学大学院自然科学研究科
井 川 崇 千葉大学大学院自然科学研究科
南極固体地球物理学白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
福 原 哲 哉 信州大学大学院理学研究科
南極明石の岩石 ・鉱物学海 田 博 司 東京大学大学院理学系研究科
生 物 学
南 川 真 吾 京都大学大学院理学研究科
極域海洋生態学
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
平 群 享 東京水産大学大学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
平成10年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
極域超高層物理学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
浦 島 智 京都大学大学院工学研究科
村 田 洋 三 山形大学大学院理学研究科
北 川 英 嗣 電気通信大学大学院電気通信学研究科
横 田 稔 東海大学大学院工学研究科
気象 ・雪氷学 竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科 極地雪氷学齋 藤 冬 樹 東京大学大学院理学系研究科
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研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
気象 ・雪氷学
LI」　 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極地気象学
納 谷 美也子 東京水産大学 大学院水産学研究科 極地海洋学
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極地地形学 ・地質学
古 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科
白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
南極固体地球物理学山 内 哲 文 信州大学大学院理学研究科
井 川 秀 雄 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
極域海洋生態学
1
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
u」 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
大 濱 妙 子 東京水産大学大学院水産学研究科
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
平成11年 度
1研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科
極地雪氷学中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科
極地気象学
金 田 真 一一 千葉大学大学院自然科学研究科
門 崎 学 高知大学大学院理学研究科
越 中 洋 金沢大学大学院自然科学研究科
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極地地形学 ・地質学亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科
澤 田 忍 神戸大学大学院自然科学研究科 南極「環石の岩石 ・鉱物学
生 物 学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
極域海洋生態学
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
畑 瀬 英 男 京都大学大学院農学研究科
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
早 坂 祥 彦 信州大学大学院工学系研究科 極域陸上生態学
橋 本 泰 助 静岡大学大学院理工学研究科
平成12年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
川 野 圭 子 九州大学大学院理学研究科
細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科
松 井 靖 宏 東海大学大学院工学研究科
土 井 寛 子 東海大学大学院工学研究科
坂野井 和 代 東北大学ノく学院理学研究科
気象 ・雪氷学 山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
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研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
気象 ・雪氷学
戸 山 陽 子 北海道教育大学大学院教育学研究科
極地雪氷学中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科
福 井 幸太郎 東京都立大学大学院理学研究科
金 田 真 一 千葉大学大学院自然科学研究科
極地気象学
吉 識 宗 佐 京都大学大学院理学研究科
冨 川 喜 弘 東京大学大学院理学系研究科
矢 吹 正 教 千葉大学大学院自然科学研究科
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
地 学
尻 抜 神戸大学大学院自然科学研究科
極地地形学 ・地質学板 東 昌 利 東北大学大学院工学研究科
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
石 原 吉 明 金沢大学大学院自然科学研究科
南極固体地球物理学湯 山 高 士 金沢大学大学院自然科学研究科
吉 井 弘 治 京都大学大学院理学研究科
生 物 学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
極域海洋生態学
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
畑 瀬 英 男 京都大学大学院農学研究科
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
橋 本 泰 助 静岡大学大学院理工学研究科
極域陸上生態学美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科 |
平成13年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科
土 井 寛 子 東海大学大学院工学研究科
坂野井 和 代 東北大学大学院理学研究科
泉 谷 恭 明 東北大学大学院理学研究科
小 泉 尚 子 東北大学大学院理学研究科
片 岡 龍 峰 東北大学大学院理学研究科
児 玉 理 東北大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極球海洋学
吉 識 宗 佐 京都大学大学院理学研究科 極地気象学
中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科 極地雪氷学
冨 川 喜 弘 東京大学大学院理学系研究科
極地気象学矢 吹 正 教 千葉大学大学院自然科学研究科
福 井 幸太郎 東京都立大学大学院理学研究科
極地雪氷学戸 山 陽 子 千葉大学大学院自然科学研究科
田 上 美 枝 横浜国立大学大学院環境情報学府
大 谷 さやか 国際基督教大学大学院理学研究科 極地気象学
地 学
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
極地地形学 ・地質学関 根 孝太郎 東北大学大学院工学研究科
臼 井 佑 介 金沢大学大学院自然科学研究科 南極固体地球物理学
鈴 木 美穂子 千葉大学大学院自然科学研究科
極地地形学 ・地質学森 田 秀 彦 千葉大学大学院自然科学研究科
中 山 佳 典 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
極域海洋生態学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産科学研究科
河 野 孝 史 北海道大学大学院水産科学研究科
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科 極域陸上生態学
高 橋 裕 子 東北大学大学院農学研究科 極域海洋生態学
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平成14年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
片 岡 龍 峰 東北大学大学院理学研究科
川 野 圭 子 九州大学大学院理学府
尾 花 由 紀 九州大学大学院理学府
出 口 大 樹 九州大学大学院理学府
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科 極地雪氷学
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極域海洋学
矢 吹 正 教 千葉大学大学院自然科学研究科 極地気象学
福 井 幸太郎 東京都立大学大学院理学研究科 極地雪氷学
戸 山 陽 子 千葉大学大学院自然科学研究科
鈴 木 香寿恵 筑波大学大学院環境科学研究科
極地気象学大 谷 さやか 国際基督教大学大学院理学研究科
山 崎 高 北海道大学大学院工学研究科
地 学
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
極地地形学 ・地質学
原 淳 子 東北大学大学院工学研究科
斉 藤 哲 横浜国立大学大学院環境情報学府
佐 藤 桂 愛媛大学大学院理工学研究科
中 山 佳 典 千葉大学大学院自然科学研究科
新 開 英 介 横浜国立大学大学院環境情報学府
南極固体地球物理学後 藤 美 穂 熊本大学大学院自然科学研究科
臼 井 佑 介 金沢大学大学院自然科学研究科
鈴 木 美穂子 千葉大学大学院自然科学研究科 極地地形学 ・地質学
森 田 秀 彦 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
衣 田 憲 京都大学大学院理学研究科
極域海洋生態学
高 橋 裕 子 東北大学大学院農学研究科
五 味 泰 史 東北大学大学院農学研究科
岸 弘 二 東北大学大学院農学研究科
岩 館 由 美 石巻専修大学大学院理工学研究科
美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科 極域陸上生態学
箱 田 暁 穂 大阪府立大学大学院農学生命科学研究科
岡 信 和 三重大学大学院生物資源学研究科 極域海洋生物学
平成15年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
片 岡 龍 峰 東北大学大学院理学研究科
極域超高層物理学
川 野 圭 子 九州大学大学院理学府
出 口 大 樹 九州大学大学院理学府
新 堀 淳 樹 東北大学大学院理学研究科
坪 根 克 也 東北大学大学院理学研究科
只 野 佑 介 東北大学大学院理学研究科
上 本 純 平 東北大学大学院理学研究科
知 野 明 裕 富山県立大学大学院工学研究科
中 村 智 一一 大阪市立大学大学院理学研究科
気象 ・雪氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科
極地雪氷学
瀬 川 高 弘 東京工業大学大学院生命理工学研究科
植 村 立 東京工業大学大学院総合理工学研究科
直 木 和 弘 千葉大学大学院自然科学研究科
武 藤 淳 公 千葉大学大学院自然科学研究科
井 上 誠 日本大学大学院総合基礎科学研究科
極地気象学阿 部 順 行 埼玉大学大学院教育学研究科
田 村 岳 史 北海道大学大学院地球環境科学研究科 極地海洋学
地 学
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
極地地形学 ・地質学
斉 藤 哲 横浜国立大学大学院環境情報学府
佐 藤 桂 愛媛大学大学院理工学研究科
中 山 佳 典 千葉大学大学院自然科学研究科
森 田 秀 彦 千葉大学大学院自然科学研究科
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研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
地 学 岡 崎 綾 北海道教育大学大学院教育学研究科 極地地形学 ・地質学
Bayaraa　 Ba亡khlsh19東北大学大学院環境科学研究科
生 物 学
高 橋 裕 子 東北大学大学院農学研究科
極域海洋生態学
五 味 泰 史 東北大学大学院農学研究科
渡 辺 伸 一 琉球大学大学院理工学研究科
松 本 経 北海道大学大学院農学研究科
渡 辺 佑 基 東京大学大学院農学生命科学研究科
箱 田 暁 穂 大阪府立大学大学院農学生命科学研究科 極域陸上生態学
植 田 彩容子 愛媛大学大学院農学研究科 生物学
真 壁 竜 介 東北大学大学院農学研究科
極域海洋生物学岡 信 和 三重大学大学院生物資源学研究科
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VIII.　図 書 ・ 刊 行 物
1.図
?
1)図 書室の概要
当図書室 は,大 学共 同利用機 関 と して,極 域科学 の学術 情報 セ ンターの機能 を果 たす ため に,極 域研究 に関す る 多
数 の探検 報告,学 術 雑誌,図 書 ・資料 を収 集 ・整理 し,こ れ らの所 蔵資料 を開架 方式 で研究 者の 利用 に供 してい る、
また,研 究 ・教 育機 関の 図書室 と して,極 地 に関 す る自然科学 全般,例 えば,超 高層物 理,気 象,地 球物 理,雪 氷,
地 学,海 洋,生 物,医 学,寒 地 設営 工学,限 石,情 報科学 な どの分野 に関す る文献 ・資料 の収 集,整 理,充 実 に も努
めて いる、,ホームヘ ー ジ国立極地研 究所 図書室　(http://ww・.llipLaC.jl)/library/)　 を開設 し,新 着 図書 案 内等最新 情報
を公開 してい る、2)に 過去7年 間の年度 別蔵書数 及び増加 冊数 を,3)に 年度別所 蔵雑誌 タイ トル数 を示 す。
平 成8年ll月 か ら学術情 報セ ンター(現 国立情報 学研究所)に 接 続 し,図 書 及び雑誌 の所 蔵情報 を提供 して いる。 平
成16年3月31日 現 在 の登録所 蔵 レコー ド数 は,図 書(和 洋共)17,198件,雑 誌(和 洋共)2,936件 で,今 年度 の ロ シ
ア語 図書 入 力 の結 果,遡 及 入 力 は完 了 した。 平 成12年 度 よ り図書 館 シス テ ムが 整備 され,書 誌情 報 の 目録検 索
(OPAC)が,現 在所外 か ら も可能で あ る。
また,2月 よ り103万 件 にお よぶ極域 関係文 献検索　(Arctic　 &　Antarctic　 Regions)　 が,所 内LAN接 続 の端 末か ら
IP認 証 で インター ネッ トを介 し,利 用可能 であ る。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数
区 分 平成9年 度 平成10年 度 平 成11年 度 平成12年 度 平成13年 度 平成14年 度 平成15年 度
単 行 本
和 書
洋 書
5,879
(140)
12,486
(313)
6,069
U90)
12,895
(409)
6,194
(125)
13,050
(155)
6β80
(186)
13,275
(225)
6,598
(218)
13,534
(259)
6,741
(143)
13,700
(166)
6,284
(-457)
13,690
(-10)
計
18β65
(453)
18,964
(599)
19,244
(280>
19,655
(411)
20,132
(477)
20,441
(309)
19974
(-467)
小 冊 子
和 書
洋 書
1,518
(10)
1β07
(17)
1,527
(9)
1β27
(20)
L527
(0)
1329
(20)
L633
(106)
1,449
(120)
1,668
(35)
1,484
(35)
1,754
(86)
1,510
(26)
1,842
(88)
1,553
(43)
計
2β25
(27)
2,854
(29)
2,856
(2)
3,082
(226)
3,152
(70)
3,264
(112)
3β95
(131)
製 本 雑 誌
和 雑 誌
洋 雑 誌
2,125
(92)
17,046
(643)
2,194
(69)
17,675
(629)
2,215
(21)
17985
(310)
2,237
(22)
18,321
(336)
2,291
(54)
18,802
(481)
2,361
(70)
19278
(476)
2,256
(.105)
19,447
(169)
計
19,171
(735)
19,869
(698)
20,200
(331)
20558
(358)
21ρ93
(535)
21,639
(546)
21,703
(64)
合 計 40β61
(1,215)
41,687
(1.326)
42β00
(613)
43,295
(995)
44377
Uρ82)
45344
(967)
45,072
(-272)
3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数
区 分 平成9年 度 平成10年 度 平 成11年 度 平成12年 度 平成13年 度 平成14年 度 平成15年 度
和 雑 誌
洋 雑 誌
793
2β26
803
2β47
806
2β49
812
2,356
826
2,374
844
2,399
866
2,417
合 計 3,ll9 3,150 31155 3,168 3,200 3,243 3,283
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2.研 究成果刊行物
1)刊 行物の概要
当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回 定 期 刊 行 物),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Reseal℃hヲ
Series　 A,　B,　C,　D,　E,　F,　Special　 Issue　 (不 定 期)が あ る　tt　さ ら に 平 成9年 度 か ら はAntarctic　 Meteorite　 Research
(Proceedings　 of　the　 NIPR　 .SylllP()siUIII　 ()ll　Antarctic　 Meteoritesの 継 続 後 誌)・ 年1回),平 成10年 度 か ら はPolar
M・t・ …　 1・9y　a・d　Glaci・1・gy,　 P・1・・　G…　 ci・n・e,　P・1・・　Bi…　 iellce　 (Pr・ ・eedi・9・ 　・f　the　 NIPR　 Symp。,ilM}　 。n　P。lar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 AIltarctic　 Geosciences,　Polar　 Biologyの 継 続 後 詰)(各 年1回),平 成11年 度 か ら は
Ad・ances　 i・　P・1・・　UPpe・ 　Atm・ ・PhelDe　R・ ・ear・h　 !P…　 eedi・g・ 　・f　the　NIPR　 SymP・ ・iuln　・ll　Uppe・ 　Atm・ ・Phe,,　 Plly、i,、
の 継 続 後 誌)(年1回)とProceedingsoftheNIPRSymposiull1とし て 出 版 さ れ て い た 欧 文5誌 の 誌 名 が す べ て 変 更 さ
れ た 。 こ の5誌 の 通 称 名 を 極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル(Jounlal　 of　NIPR)と し た.JAREDataReports(不定 期,10カ テ
ゴ リ ー の う ち 年 約10回) ,　NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　Special
Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　Catalog　 (不 定 期)が あ る 。 平 成12年 度 よ り 新 し い ジ ャ
ン ル と し て 極 地 選 書 を 出 版 す る(不 定 期)、 こ れ ら の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る
。2)に 平 成15年 度 の 研
究 所 成 果 刊 行 物 を,3)に 過 去7年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 を 及 び 真 数 を 示 す、
2)研 究所成果刊行物
2.1)南 極 資 料(3冊)
Vol.47,No,2(July2003,p.101-313)
本ti」秀 明 ・森 本 真 司 ・渡辺 興 亜:ク ロム 還元 法 に よる 水素 同位 体 比 の 測定 法 と極域 雪氷 試 料 へ の 適 用,101-110(研 究 ノー ト).
平 野 伴 明 ・笠 松伸 江 ・工 藤 栄:サ ロ マ湖 か ら単 離 した珪 藻7株 の形 態 と増 殖特 性,111-118(研 究 ノー ト).
本 吉 洋 一:第42次 南 極 地 域 観 測 隊越 冬経 過 報 告2001-2002,119.-170(報 告).
東 島 圭 志郎 ・佐藤 健 ・安 ケ平 ・也 ・村 方 栄 真 ・河 原 恭 一:第40次 南 極 地 域 観測 隊 気 象 部 門報 告1999,171-271(報 告).
伊 村 智 ・工 藤 栄 ・坂 東 忠 司 ・大 谷 修 司 ・瀬 戸 浩 二 ・伴 修 平 ・神 田 啓 史:南 極 湖 沼 に お け る 生 態 ・地 史 学 的 研 究 計 画　CREGAL
Project)　 一一こ れ まで の 経 過 と 今 後 の 計 画 一,272-281(報 告).
氏 家 宏 之 ・木 津 暢 彦:南 極 ・昭 和 基 地 周 辺 域 に お け るVHF/UHF通 信 感 度 測 定,282-287(報 告).
岩 井 雅 夫 ・伊 村 智 ・神 田 啓 史:[イ タ リ カ 号 」 に よ る ロ ス 海 調 査 航 海:第14次 イ タ リ ア 南 極 観 測 隊(ANTA98/99)参加 報 告 ,288-
303(報 告).
三 瓶 真 ・佐 々 木 津 ・服 部 寛 ・福 地 光 男:　 (]tmadian　 Ar(・tic　Shelf　 Ex(:hange　 Stu〔ly　 〔CASES)計 画 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ 報 告
,
304-3131シ ン ポ ジ ウ ム/会 合 報 告).
Vol.47,N().3(November2003,p.315-471)
故 松 田 達 郎 先 生 を 悼 む,i-iv.
　 M・tsl1・k・ ・　Haruka　 '　Funaki・ 　Min・r・ 　:　Cham・t・ ・i・t1…　 f　the　natural　 ・emalle・t　 m・glletizati・ ・　(NRM)　 。fa　c。,e　c。ll,,t,、l　f,。1.　。ff、h。,,
　 　 　 　 Wilkes　 Land,　 East　 Alltarcti(・a.　315-327　 (scielltific　paper).
高 田 守 昌 ・飯 塚 芳 徳 ・庄 子 仁 ・宮 本 淳 ・本 堂 武 夫 ・藤 田 秀 二 ・藤 井 理 行:第 二 期DomeFuji氷 床 コ ア プ ロ ジーLク ト に 用 い る 光 学 層
位 記 録 装 置 の 開 発,328-3371研 究 ノー ト).
牛 尾 収 輝:頻 発 す る 南 極 リ ュ ツ ーa・ホ ル ム 湾 の 海 氷 流 出 一1980年 一2003年 の 海 氷 状 況 か ら 一,338-348(研 究 ノ ー ト).
石 塚 英 男:東 南 極 ナ ピ ア 及 び レ イ ナ ー 岩 体 に お け る 日 本 南 極 地 域 観 測 隊 地 質 グ ル ー プ の 活 動:成 果 の 総 括 と 今 後 の 課 題
,349-369
(レ ビ ュ ー).
高 橋 弘 樹 ・金 濱 晋 ・神 山 孝 吉 ・古 川 晶 雄:内 陸 沿 岸 地 域(地 点H68)の2002年 夏 期 の 積 雪 ・気 象 特 性 ,370-379(報 告).
高 田 真 秀 ・戸 田 茂 ・神 谷 大 輔 ・松 島 健 ・宮 町 宏 樹:JARE-43人 工 地 震 探 査 に お け る ア イ ス レ ー ダ ー に よ る 氷 床 厚 測 定 ,380-394
(報 告).
松 島 健 ・山 下 幹 也 ・安 原 達 二 ・堀 口 浩 ・宮 町 宏 樹 ・戸 田 茂 ・高 田 真 秀 ・渡 邉 篤 志 ・渋 谷 和 雄:投 下 型 地 震 計(ペ ネ トレ ー タ)の
南 極 ・み ず ほ 高 原 で の 試 験 観 測 一 第43次 夏 隊 報 告 一,395-408(報 告).
佐 藤 健 ・東 島 圭 志 郎 ・安 ケ 平 一也 ・村 方 栄 真:昭 和 基 地 の 地 上 気 象 観 測 装 置 更 新 前 後 の デ ー タ の 均 質 性 に つ い て,409-471(報 告).
Vol.48,No.1(March2004,1-89)
　 　 Odate,　 Tsuneo　 ・　Sasaki,　 Hiroshi　 ・　Fukllchi、 　Mitsuo　 :　Vertic:al　flux　 of　chlol`ophyll　 a　under　 fast　ice　l/e,lr　Syowa　 Statioll、　Antarctica,　 in
　 　 　 allstral　sllmmer,　 1991/1992、 　1-6　(sciel/tlfic　note),
± 井 浩 一一郎 ・今 栄 直 也 ・岩 田 尚 能 ・瀬 尾 徳 常:第41次 南 極 地 域 観 測 隊 に お い て 実 施 さ れ た 南 極 氷 床 」二に お け るGPS観 測
,7-18(研
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究 ノー ト).
小 達 恒 夫:第44次 南 極 地 域 観測 隊 夏 隊 「専 用観 測 船 」 行 動報 告2003,19-35(報 告).
鮎 川 勝:第44次 南 極地 域 観 測 隊 夏期 行 動 報 告2002--2003,36-65(報 告).
金 尾政 紀:「 グ ロー バ ル地 震 学 に お け る極域 研 究 の現 状 と将 来展 望 に関 す る研 究 小 集 会」 報 告,66-76(シ ンポ ジ ウム/会 合報 告).
金 尾 政 紀 ・澁 谷和 雄 ・小 林 励 司:「 南 極 プ レー トの構 造 と進 化 に関 す る国 際 ワー ク シ ョ ップ(SEAP2003)」 報 告,77-89(シ ンポ ジ
ウ ム/会 合報.告).
南 極 資 料投 稿 の 手 引(抜 粋)
2.2)　 Memoirs　 of　National　 lnstitute　 of　Polar　 Research
　 　　N().　58:　Bio-logging　 Sciel/ce,　 ed.　by　Y.　Naito　 et　al.　250　p.　March　 2004
2.3)極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル 　 (Journal　 of　NIPR)
　　 Advallces　 ill　Polal'　Upper　 Atmosphere　 Research
　　 　 　 No.　17,　179　p.　September　 2003　 (10　scientific　 papers、 　2　research　 notes,　 2　reports)
　　　 Polar　Meteorology　 and　Glaciology
　　 　 　 No.　17,　125　p.　November　 2003　 (6　scientific　 papers,　 3　scientific　 notes,　 2　reports)
　　　 Polar　Geos(:ienc:e
　　　　　No.　16,　260　p.　October　 2003　 (14　scientificpapers)
　　　 Polar　 Bioscience
　　　 　 No.　 1Z　 141　p.　February　 2004　 (9　scientific　 papers,　 !　review,　 3　scientific　 notes)
2.4)　 JARE　 Data　 Reports
　 　 No.　274　(Seismology　 38)　 Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 StatioR,　 Anta}℃tica,　 2002,　 by　Koji　Yoshii　 and　 Masaki　 Kallao.　 63　p.　!　larc:h　2004
　　 　No.　 275　 (lonosphel・e　 73)　 Radio　 observation　 data　 at　Syowa　 Statiol1,　AIltarctica　 during　 2002,　 by　Noriaki　 Obara　 and　 Kenro　 Nozaki.　 119　p.
　　　　　　Nlarch　 2004　.
　 　 No.　 276　 (Meteorology　 36)　 Automatic　 Weather　 Station　 (AWS)　 data　 collected　 by　the　 33rd　 to　42nd　 Japanese　 AIltarctic　 Resea1℃h
　 　 　 　Expeditioiis　 during　 1993-2001,　 by　S}mhei　 Takahashi,　 Takao　 Kameda,　 Hiroyuki　 Enomoto,　 Hideaki　 Motoyama　 and　 Okitsugu　 Watanabe.
416p.Mal℃h2004,
　 　 　No.　 277　 (Meteorology　 37)　 Meteorological　 and　 oceanographi(:　 data　 al〔)ng　the　traverse　 routes　 over　 sea　ice　il/　LUtzow-Holm　 Bay　 ill　2002
　 　 　　 (　JARE-43),　 by　Nobuhiko　 Kizu　 and　 Kokichi　 Kamiyama.　 49　p.　March　 2004.
N〔〕.　278　 (Meteorology　 38)　 Data　 of　project　 oTI　atmospheric　 circulatiolいmd　 material　 cycle　 in　the　Antarctic,　 Part　 3.　 B:lckscatterillg
　 　 　　 propernes　 of　tropospheri(:　 clollds　 and　 aerosols　 observed　 by　a　lidar　at　Dome　 Fuji　Station　 ill　1997,　by　Masahiko　 Hayashi,　 Masaki　 Sudo,
Koui〔:hi　Shiraislli,　Naohiko　 Himsawa,　 Takashi　 Yamal/ouchi,　 Takashi　 Shibata,　 Yasunobu　 Iwasaka,　 Masahiro　 Nagat三mi　 alld　Akim　 Nakada.
105p,March2004.
2.5)　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series
　 　　Sheet　 39:　Skallen　 (Revised　 Edition),　 1/10000　 (March　 2004)
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3)年 度別出版冊数及び頁数
区 分 平成9年 度冊数(真 数}
平成10年 度
冊数 噴 数)
平成11年 度
冊 数(頁 数)
平 成12年 度
冊 数(真 数)
1平 成13年 度
冊 数(頁 数)
平成14年 度
冊数(頁 数)
平成15年 度
冊数 頂 数)
南極資料 3(441) 3(420) 3(444) 3(376) 3(304) 5(630) 3目60)
Mem.　 NIPR」 1(32) 2(483:1 1(520) 1(5201 2(507) 1(206) 1〔250)
Proc,2 4(809) 1(180)
APUAR3 1(199) 1(243) 1(203) !d91) 1(179)
PMG1 1(177} 1U65) 1(118) 1(149) 1(165) ユ[125)
PG三 1(277) 1(274) 1(204} 1(265) 1q52) 1(260)
AMRI・ 2(704) 1(249) ユ(349) 1(114) 1(184) 1(247)
PB7 1(116) 1(154) 1日31) 1(131) 1(114) ユ(141)
JARE　 DRs 6(574) 10(864} 7(675) 7(703) 6(542) 9(811) 5(752)
NIPR　 ADR　 " 1(46) ユ(254) 1(204)
AGMS川 1(42) 1(29)
SPMu 1〔46) 1地 図の み 1(29) 1地 図 の み
Catalog
学術雑誌目録
Gazetteer 1(225)
出 版 リ ス ト 1(13)
極地選書 1(194) 1(190)
計 18(2.652)21(2、766) 19(2、781) 18(2645) 19(2,679)20(2、516) 14〔2、196)
I　Memoirs　 of　National　 IIlstitute　 of　Polar　 Research
、　Special　 Issue
2　Proceedings　 of　the　 NIPR　 SymPosil11n
:;　Advan(tes　 ill　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research
l　Polar　 Meteoro|ogy　 and　 Glaciology
5　PolarGeosciellce
"　Alltarctic　 Meteorite　 Research
7　Polar　 BiOsciellce
s　JARE　 Data　 Reports
t)　NIPR　 Ar(ltic　 Dat乏i　 Reports
l°　AIltarctic　 Geological　 Map　 Series
u　Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 ()f　Polar　 Res
ealて:h
3.刊 行 物 一般
極地研ニュース(隔 月)
国立極地研究所要覧2003
南極地域観測隊第43次 報告(2002～2003)
日本南極地域観測隊隊員名簿(第1次 隊～第44次 隊)
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D(.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議員会
研究所の事業計画その他管理運営 に関する重要事項について所長に助言する。
第15期 評議員名簿 (任 期13.9.29～15.9.28)
荒 木 徹 京都大学名誉教授 鈴 木 昭 憲 秋田県立大学長
池 淵 周 一 一 京都大学防災研究所附属水資源研究センター長 隆 島 史 夫 東京水産大学長
今 井 通 子 医師,登 山家 田 中 浩 名古屋大学名誉教授
尾 池 和 夫 京都大学副学長 中 村 洗 慶応義塾大学名誉教授
大 門 隆 福山平成大学長 西 田 篤 弘 宇宙科学研究所名誉教授
久 城 育 夫 東京大学名誉教授 林 田 英 樹 独立行政法人国立科学博物館長
小 池 勲 夫 東京大学海洋研究所長 日 高 敏 隆 総合地球環境学研究所長
小 平 桂 一. 総合研究大学院大学長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授
佐 々木 毅 東京大学長 松 尾 弘 毅 宇宙開発委員会委員
清 水 良 一 統計数理研究所名誉教授 若 土 正 曉 北海道大学低温科学研究所教授
第47回 評 議 員会 平 成15年9月10日(水)
1.諸 会議等について
2.第44次 南極地域観測隊越冬隊の現況,第45次 南極地域観測実施計画について
3.平 成16年 度概算要求について
4.法 人化について
5.そ の他
第16期 評議員名簿 (任 期:15.9.29～16.3.31)
荒 木 徹 京都大学名誉教授 清 水 良 一 統計数理研究所名誉教授
池 淵 周 一一 京都大学防災研究所附属水資源研究センター長 鈴 木 昭 憲 秋田県立大学長
今 井 通 子 医師,登 山家 隆 島 史 夫 東京水産大学長
尾 池 和 夫 京都大学副学長 田 中 浩 名古屋大学名誉教授
大 門 隆 福山平成大学長 中 村 洗 慶応義塾大学名誉教授
久 城 育 夫 東京大学名誉教授 西 田 篤 弘 宇宙科学研究所名誉教授
小 池 勲 夫 東京大学海洋研究所長 日 高 敏 隆 総合地球環境学研究所長
小 平 桂 一一→ 総合研究大学院大学長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授
佐々木 毅 東京大学長 松 尾 弘 毅 宇宙開発委員会委員
佐々木 正 峰 独立行政法人国立科学博物館長 若 土 正 曉 北海道大学低温科学研究所教授
第48回 評 議 員会 平 成16年3月15日(月)
1.諸 会議等について
2.南 極地域観測隊の現況について
3.平 成16年 度予算案について
4.総 合研究大学院大学研究科再編について
5.そ の他
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2)運 営協議員会
極地観測の実施その他の研究所の運営 に関する重要事項で所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応 じる、
第15期 運営協議員名簿 (任 期13.929～15.9.28)
ヒ 田 豊 名古屋大学大学院環境学研究科教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
岩 坂 泰 信 名古屋大学大学院環境学研究科教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
岩 田 修 二 東京都立大学大学院理学研究科教授 神 田 啓 史 国立極地研究所教授
齋 藤 孝 基 明星大学理工学研究科長 山 内 恭 国立極地研究所教授
島 村 英 紀 北海道大学大学院理学研究科教授 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
谷 口 旭 東北大学大学院農学研究科教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
寺 崎 誠 東京大学海洋研究所附属海洋科学国際沿岸海洋研究センター 長 福 地 光 男 国立極地研究所教授
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科附属大気,毎洋変動観測研究センター 長 白 石 和 行 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本文理大学工学部教授 澁 谷 和 雄 国立極地研究所教授
松 本 紘 京都大学宙空電波科学研究センター教授 麻 生 武 彦 国立極地研究所教授
森 岡 昭 東北大学大量院理学研空利附属惑星フラスマ ・大気研究センター 長
ト
第107回 運 営 協 議 員 会 平 成15年6月16日(月)
議 題
1.第45次 南極 地 域 観 測実 施 計 画(案1に つ い て
2.第45次 南極 地 域 観 測 隊ぴ)編成(案1に つ い て
3.第46次 南 極 地 域 観 測計 画i案)及 び平 成16年 度 外 国 共 同観 測(案!に つ い て
4.平 成16年 度 予 算 要 求 につ い て
5.教 官 人事 につ い て
6.そ の他
第108回 運 営協議 員会 平成15年9月25日(木)
議 題
1.第45次 南極地域観測隊員候補者について
2.第45次 南極地域観測隊同行者候補者について
3.平 成15年 度交換科学者派遣候補者について
4,第44次 南極地域観測隊航空機運航計画変更(案)に ついて
5.そ の他
第16期 運営協議員名簿 (任 期15.9.29～16.3.31)
上 田 豊 名古屋大学大学院環境学研究科教授 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
岩 坂 泰 信 名古屋大学大学院環境学研究科教授 江 尻 全 機 国立極地研究所教授
岩 田 修 二 東京都立大学大学院理学研究科教授 神 田 啓 史 国立極地研究所教授
齋 藤 孝 基 明星大学理工学研究科長 山 内 恭 国立極地研究所教授
島 村 英 紀 北海道大学大学院理学研究科教授 藤 井 理 行 国立極地研究所教授
谷 口 旭 東北大学大学院農学研究科教授 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所教授
寺 崎 誠 東京大学海洋研究所附属海洋科学国際沿≒≒青津研究センタ 長ー 福 地 光 男 国立極地研究所教授
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科附属大気、ξ洋変動観 ヨ1研究センター 長 白 行 和 行 国立極地研究所教授
平 山 善 吉 日本文理大学工学部教授 澁 谷 和 雄 国立極地研究所教授
松 本 紘 京都大学宙空電波科学研究センター教授 麻 生 武 彦 国立極地研究所教授
森 岡 昭 東北大学大学院理学研空相附属惑星フラスマ・大気研空センター 長i
l
第109回 運 営協議 員会 平成16年2月17日(火)
議 題
1.国 立極地研究所名誉教授の称号について
2.平 成16年 度共同研究について
3.そ の他
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3)南 極地域資源特別委員会
(1)南 極 鉱 物 資 源 特 別 委 員会
所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。
(2)南 極 海 洋 生 物 資源 特 別 委 員 会
所長の諮問に応じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題を調査審議する。
4)共 同研究委員会
所長の諮問に応 じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究に関する事項について調査審議する。
委員会の審議の円滑化 を図るため,所 内に共同研究連絡会を設置している。
5)南 極陽石研究委員会
所長の諮問に応 じ,南 極阻石の研究計画に関する事項その他南極阻石に関する事項について調査審議する。
6)氷 床 コア研究委員会
所長の諮問に応 じ,氷 床コアの研究計画に関する事項 について調査審議する。
7)編 集委員会
所長の諮問に応 じ,極 地観測の成果その他研究成果等の編集について調査審議する。
8)南 極地名委員会
研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助言する。
9)専 門委員会
所 長の諮 問 に応 じ,及 び運営協議 員 会か ら求 め られ た南 極観測事 業の実 施 に関す る専 門的事項 につ いて,以 下の6
専 門委員 会にて調査 審議す る。
一 宙空専門委員会
二 気水圏専門委員会
三 地学専門委員会
四 生物 ・医学専門委員会
五 定常観測専門委員会
六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会
所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務 に従事する者,及 びその候補者等の健康に関す
る事項について調査審議する、,
11)北 極科学研究推進特別委員会
北極研究及び観測の推進に関する事項その他北極研究及び観測に係 る事項等 について調査審議する,、
12)そ の他の会議等
ア 運営会議
工 教授会
キ 教授打合せ会
コ 低温資料委員会
ス 機種選定委員会
タ 北極圏環境研究センター運営委員会
テ 広報編集委員会
イ 顧問会議
オ 教官人事委員会
ク 教官系連絡会
サ 職員レクリエーション委員会
セ 図書委員会
チ 情報科学センター運営委員会
ト 発明委員会
ウ 部課室長連絡会議
力 教官会議
ケ 移転問題検討会議
シ 大学院教育協力委員会
ソ ー般資料委員会
ツ 総合計画特別委員会
ナ 押売等防止対策協議会
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??
防災対策委員会
南極地域観測準備連絡会議
広報委員会
非干渉散乱 レーダ委員会
ヌ
ノ、
/＼
マ
隊長等選考委員会 ネ 危機管理委員会
南極観測企画調整会議 ヒ 国際交流連絡会
南極圏環境モニタリングセンター運営委員会
SCS事 業委員会 ミ 損石研究センター運営委員会
2.地 域社 会 との交流
1)見 学受け入れ状況
日 時 団 体 名 参加人数
平 成15年4月18日 八戸市根城中学校 11名
5月12日 板橋区高齢者団体 「いちご会」 28名
5月29日 板橋区立板橋第四小学校 7名
6月5日 大阪府河内長野市立東中学校 6名
6月6日 板橋区立金沢小学校 ll6名
6月27日 板橋区立金沢小学校 60名
7月14日 板橋区立板橋第四小学校 62名
7月17日 八王子市 明館中学校 34名
9月30日 群馬県立高崎女子高校 60名
平 成16年1月29日 品川区立荏原第一中学校 3名
12月10日 板橋区立加賀中学校 4名
他個人申込み 4件 計6名
2)講 演会
【主催事業】
日 付 内 容 場 所 講 演 者 参加人数
平 成15年4月19日 白い大陸からのメノセージ 南極観
測 「講演と映画の会」
国立極地研究所 神山孝吉 40名
7月21日 白 い大 陸 か らの メ ノ七一 ジ 南極 観
測 「講 演 と映 画 の 会」
高山市民文化会館 神山孝吉 450名
8月8日 夏 休 みKlds環 境 教 室 国立極地研究所 江尻全機 130名
9月27日 白い大陸からのメソセージ 南極観
測 「講演と映画の会」
愛知県碧南市芸術文化ホール 神山孝吉 300名
(朝日南極教室2004)
日 付 テ ー マ 講 師
平 成15年5月17日 「南極 って どん な とこ?」 渡邉興亜
6月14日 「南極 は地 球 の タ イム カ プセ ル」 本吉洋一
7月19日 「南極の海 北極の海」 小野延雄
8月30日 「オ ー ロ ラの ナ ゾ」 國分征
9月27日 「南極 の生 き もの た ち」 神田啓史
10月25日 「マ イナ ス70度 の世 界」 藤井理行
11月22日 「南極でのお医者さんの役割」 関口令安
12月20日 「ペ ンギ ン ・アザ ラ シは どこ まで 潜 る 」 内藤靖彦
平 成16年1月24日 「南極 の気 象 とオ ゾ ンホ ー ルの なぞ 」 山内恭
2月21日 「南極から地球の未来を考える」 柴田鉄治
3月27日 「南極 海 の プ ラ ン ク トン」 小達恒夫
一235一
【協力事業】
日 付 内 容 場 所 講 演 者 参加人数
'F成15年8月19日 こども国連環境会議全国大会 国立極地研究所 渡邉研太郎 90名
8月29日 一30口 南極探検スクール
ー昭和基地とテレビ電話交信一
多治見市文化工房 200名
【講師派遣等】
日 付 内 容 場 所 講 演 者 参加人数
平成15年4月24日 白岡町教育研究会研修会 白岡 町 コ ミュニ テ ィー セ ン ター 福地光男 80人
4月30日 総合教育への協力 中野区立第七中学校 伊村智 140人
5月26日 創立記念講演会 新潟県立長岡高等学校 内藤靖彦 42人
6月2日 総合教育への協力 厚木市立藤塚中学校 佐藤克文 177人
6月6日 特別講演会 青森県立一三沢高等学校 本吉 洋 一 100人
6月7日 公 開 講 座 「白 い大 陸 か らの メ ソセ ー
ジ 」
埼玉工業大学 岡田雅樹 140人
6月9日 総合教育への協力 京都府長岡京市立長岡第し小学校 佐藤克文 500人
6月23日 飛島建設掬安全大会 東 条 インペ リア ルハ レ ス 白石和行 350人
6月25日 環境月刊記念講演会 板橋区文化会館 江尻全機 130人
6月28日 市民大学講座 佐倉市 立中央公民館 和田誠 120人
7月26日 板橋 教 会オ ー プ ンチ ャー チ の講 演 会 日本キリスト合同教会 板橋教会 渡邉研太郎
7月28日 日立市夏季教員研修会特別教育講演
会
日立 市視 聴 覚 セ ン ター 本吉洋… 160人
8月3日 第18回 親子ふじ大学 名 古屋 港 ポー トビル 神山孝吉 160人
8月6日 平成15年 度南極にみる科学大発見
講座
千葉県総合教育センター 和 田誠 ・今栄 直 也 ・
海 田博 司
24人
8月9日 核燃料サイクル開発機構 「ふれあい
講演会1
テ ク ノ交流 館 リ コ ソテ ィ 江尻全機 130人
8月15日 上北町成人式記念講演 上 北 町民 文 化 セ ン ター 本吉洋一 100人
8月29日 スー 八 一サ イエ ンス ハ イス クー ル講
演 会
新潟県立長岡高等学校 佐藤克文 42人
9月17日 彩 エ ン スボ ラ ンテ ィア に よる 科学 授
業
埼玉県総合政策部 牛尾収輝 50人
9月25日 ㌶福島県婦人団体連合会創立50周
年大会
福 島 県 文化 セ ン ター 江尻全機 1300人
10月11日 秋期特別展 「火星大接近2003」 特
別講演会
平塚市博物館 今栄直也 40人
10月17日 「特別活動1の 授業への協力 新居浜工業高等専門学校 神山孝吉 200人
10月23日 特別講演会 愛媛大学農学部 内藤靖彦 30人
ll月5日 特別講演会 統計数理研究所 山内恭 80人
11月6日 校内研修会 船橋市立西海小学校 本吉洋一 40人
11月8日 平成15年 度三校連絡会の講演会 城南小学校 渡邉研太郎 300人
11月25日 11月 第 二例 会で の 講演 会 上尾 ラ イオ ンズ クラブ 福地光男 80人
11月28日 総合教育への協力 上福岡市立福岡中学校 藤井理行 600人
12月6日 船橋市塚田地区青少年の環境を良く
する市民の会の講演会
塚田公民館 本 吉 洋 一 180人
平成16年1月16日 南極のお話を聞 く会 山梨県玉穂町立玉穂小学校 本 吉洋 一一 260人
1月16日 理数教育への協力 新潟県立長岡高等学校 森脇 喜 一一 65人
1月31日 NHKハ イビ ジ ョ ン ス ヘ シ ャルIIISKIP
シテ ィ ハ イ ビジ ョンサ イエ ン ス トー ク
彩 の国 ビ ジュ ア ル プ ラザ 映像 ホ ー ル 佐藤夏雄
」
300人
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日 付 内 容 場 所 講 演 者 参加人数
2月14日 研究遂行への協力 九州大学総合研究博物館 今栄直也 200人
3月3日 千・葉北 ロ ー タ リー クラブ 第292回 例
会
ホテ ルホ ー トフラ ザ ち ば 本 吉 洋 一一 100ノ ＼
3月10日 総合教育への協力 世田谷区立千歳中学校 渡邉興亜 200人
3月22日 国 際 ワ ー ク シ ョ ップで の 講演 会 独立行政法人国立環境研究所 渡邉興亜 50人
3月24日 塔地球科学技術総合推進機構 「第
2回21世 紀地球科学技術を考える
会での講演」
東京商工会議所ビル 渡邉興亜 100人
3.職 員の外 国出張等
1)外 国出張
熊 谷 宏 靖
15.4.1-16.3.30
野 木 義 史 助 教 授
15.4.5-15.4.13
森 本 真 司 助 手
15.420～15.4.27
山 岸 久 雄 教 授
15.4.30-15.5.12
庶務課学術振興係員
江 尻 全 機 教 授
15.4.30-15.5.4
桑 田 悟 会 計 課 長
15.5.7-15.5.10
堤 雅 樹 助 手
15.5.7-15.5.10
堤 雅 基 助 手
15.5,11・15.523
佐 藤 夏 雄 教 授
15.5.17～15.525
行 松 彰 助 手
15.5.ユ7-15.5.26
渡 邉 興 亜 所 長
15.5.20-15.5.22
藤 井 理 行 教 授
15.5.20-15.522
海 老 原 祐 輔 助 手
15.5.21～16.5.30
塩 原 匡 貴 助 教 授
矢 吹 正 教
15.6.1-15.6.15
本 山 秀 明 助 教 授
15.6.1-15.6.28
麻 生 武 彦 教 授
15.6.3-15.68
渡 邉 興 亜 所 長
15.6.7～15.6.14
渡 邉 研 太 郎 助 教 授
15.6.7-15.6.22
ス ウ エ ー デ ン
フ フ ン ス
中 国
ア メ リ カ
ア イ ス ラ ン ド
イ ギ リス
ア メ リ カ
ノ ノレ・ンエ.一
ノJレ ウーL－
ペ ル ー
フ ィ ン ラ ン ド
フ ィ ン ラ ン ド
韓 国
韓 国
ア メ リ カ
研究機関研究員
ノ ノレ弓7エ、一
グ リ ー ン ラ ン ド
ノ ノレウ ー[一
ス ペ イ ン
ス ペ イ ン
ス トックホ ル ム海 外 連絡 セ ン ター にお いて ,国 際 事 業 に係 る情 報 ・資 料 の 提 供,収 集等 を
行 う と と もに諸 外 国 の学 術 機 関 との学 術 の 国際 交 流 ・協 力 の推 進 に つ い ての 調 査 を行 う
EGS-AGU-EUG2003合 同学 会 参 加,ゴ ン ドワナ大 陸 復 元 に 関す る研 究 成果 発 表
研 究 プロ ジ ェ ク ト2-1「 大 気 中の 物 質 循環 に及 ぼ す 人 間活 動 の 影響 の 解 明 」 に 関す る計
測 シ ステ ム イ ン ス トー ル講 習
南 極 にお け る宇宙 物 理 ・宇 宙 天 気 に関 す る将 来 計 画研 究 集 会,イ メー ジ ン グ リオ メ一 夕国
際 共 同研 究 打 合 せ,イ メー ジ ング リ オ メー タ用 パ ソコ ンの 修 理,観 測 機 の 点検,共 同 観 測
打 合せ
南 極 宇宙 物 理 と宇 宙 天 気 ワー クシ ョップ にて 「南 極点 全 天 イ メー ジ ャ に よる研 究1の 発 表
と討論 参 加
EISCAT財 務 委員 会 出 席
EISCAT財 務 委 員 会 出席
第10回 国 際MSTレ ー ダ ー ワー クシ ョ ップ出席
研 究 代 表 者 会議 出 席 及 び事 前打 合せ,国 際SuperDARNワ ー クシ ョップ 出席
SllperDARN　 2003　workshop出 席,　SuperDARNデ ー タ解析 研 究 に関 す る打 合せ
南 極 観測 にお け る 日韓 の協 力 及 び雪 氷 分野 の 共 同研 究 に関 す る打 合せ
第10回 ソ ウル極 域 科 学 国際 シ ンポ ジ ウ ム参 加
磁 気 圏電 離 圏撮 影 衛 星 を 用い た磁 気圏 にお け る荷 電 粒 子環 境 と極 域 電 離 圏 との 結 合 に 関す
る研 究
北 極エ ア ロゾ ル放 射 地 上観 測 お よび機 器 調 整
ノー ス グ リ ップ キ ャ ンプ(北 緯75.1度,西 経42.3度)に て北 グ リー ン ラ ン ド氷床 コ ア掘 削
計 画 に参 加
第60回 欧州 非 干 渉 散 乱 レー ダー 科学 協 会 評議 会出 席,　EISCATレ ー ダー等 に関す る研 究打
合せ
第26回 南極 条 約協 議 国会 議　〔ATCM)　 代 表者 会議 及 び 全体 会 議 出 席
第26回 南極 条 約協 議 国会 議　(ATCM)　 代表 者 会 議 及 び 全体 会 議 出席
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野 木 義 史 助 教 授
15.6.14-15.6.19
山 内 恭 教 授
15.6.14-15.6.22
佐 藤 克 文 助 手
15.6.15-15.6.25
福 地 光 男 教 授
15.629-15.7.5
平 講 亨 助 手
15.629-15.7.5
伊 村 智 助 教 授
15.7.1-15.7.11
渡 邉 興 亜 所 長
15.7.4-15.7.14
白 石 和 行 教 授
15.7.4-15.7.15
石 澤 賢 二
15.7.5-15.7.13
神 田 啓 史 教 授
15.7.8-15.7.11
東 久 美 子 助 教 授
15.7.8～15.7.14
内 田 雅 己 助 手
15.7.8-15.8.2
藤 井 理 行 教 授
15.7.23-15.728
三 浦 英 樹 助 手
15.723-15.8.3
三 澤 啓 司 助 教 授
15.723-'15.8.4
山 口 亮 助 手
15.723-15.8.7
海 田 博 司 助 手
15.7.26-15.8.5
野 木 義 史 助 教 授
15.727-15.8.1
今 榮 直 也 助 手
15.727-15.8.3
Ropert,-Coudert,Yan
15.7.27--15.8.10
森 本 真 司 助 手
15.7.29-'15.8.2
藤 井 理 行 教 授
15.82-15.8.13
内 田 雅 己 助 手
15.8.5-15.9.18
牛 尾 収 輝 助 手
158.17-15.8.24
宮 岡 宏 助 教 授
15.8.20-15.8.31
藤 井 理 行 教 授
15.823～15.8.30
環境影響企画室長
ノノレウ.LL－
スペ イ ン
ロ シ ア
ベ ル ギ ー
ベ ル ギ ー
イ タ リア
ドイツ
フ ラ ンス
ドイ ツ
フ ラ ン ス
フ ラ ン ス
カ ナ ダ
ア メ リカ
カナ ダ
ノ}し1').t－
ア メリカ
イギ リ ス
ドイツ
オ ー ス トリア
トイツ
ドイツ
ア メ リカ
ド イツ
研 究 機 関 研 究 員
オ ー ス トラ リア
中 国
ロシ ア
東 ブ レ ッガー 氷 河 周辺
ノル ウ エー
カナ ダ
ア メ リカ
イ タリア
統合国際深海掘削計画(IODP)　 MATRIXWorkinggroup,統 合国際深海掘削計画(IODP)
暫定汚染防止安全パネル(iPPSP)委 員会出席
第26回 南極条約協議国会議　(ATCM)　 全体会議出席
パイカルアザラシの潜水行動に関する研究
第7回SCAR/COMNAP合 同JCADM会 合出席,国 内データセンターの活動およびアジア地
区準備状況の報告,今 後の国際的なデータ管理についての討議
北極海洋観測メタデータの登録方法についての討議
RISCCワ ークショソプ(地 球規模気候変動に対する南極生態系σ)地域的感受性の研究)出
席
DROMLAN計 画打合せ,第15回 南極観測実施責任者評議会事前会議及び全体会議出席,
DROMLAN計 画各国打合せ
極地科学コロキウム参加,第15回 南極観測実施責任者評議会　(COMNAP)　 及び南極の設
営 と行動に関する常置委員会出席
第15回COMNAP会 議出席及びフランス国設営活動の調査
ツンドラ域環境調査に向けての研究打合せ
雪氷コア解析に関する研究打合せ
ツンドラ域環境調査研究,ツ ンドラ域環境調査前後の研究打合せ
北極域における気候変動研究に関する国際会議出席
国際第四紀学会大会参加,第 四紀の南極氷床変動に関する研究成果発表,氷 床変動 ・海面
変動研究に関する研究打合せ
隅石試料の観察 ・切断および分化した損石に関する研究打合せ,第66回 限石学会出席・論
文発表,分 化した明石に関する研究打合せ
リースおよびスタインハイムクレーターでの明石衝突により形成された地質の調査,衝 撃
変成作用に関する研究打合せ
第66回 国際阻石学会出席 ・研究発表,分 化した限石に関する研究打合せ
統合国際深海掘削計画(10DP)暫 定サ イト・サーベイパネル　(ISSP)委 員会への出席
第66回 阻石学会出席 ・発表 ・ポスター発表
「リトルペンギンの採餌努力量と繁殖への投資の調節」の研究に関する調査及び研究打合せ
研究プロジェクト2一一1「 大気中の物質循環に及ぼす人間活動の影響の解明」に関する計
測システム講習
北極圏における環境変動機構に関する調査打合せおよび気候資料収集,ア ッコール谷付近
の岩石氷河調査,来 年の調査打合せ
ツンドラ域環境調査研究
アラー トにおける北極圏研究観測打合せ,現 地施設の視察および研究打合せ
EISCAT2003シ ンポジウム出席
第7回 国際南極雪氷シンポジウム出席
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福 地 光 男 教 授
小 達 恒 夫 教
平 言睾 亨 助 一手
15,823・15.8.30
本 山 秀 明 助 教 授
15.825・15.8,30
和 田 誠 教 授
15.826-15.9.11
本 吉 洋 一ー一 教 授
15.8.30-15.9.14
白 石 和 行 教 授
15.8.30-15.9.14
船 木 實 助 教 授
15.9.6-15.9,14
金 尾 政 紀 助 手
15.9..6-15.9.20
野 木 義 史 助 教 授
15.9.6-15.9.15
山 内 恭 教 授
15.9.7-15.9.11
三 浦 英 樹 助 手
15.9.7～15.9.14
渋 谷 和 雄 教 授
15.9.7-159..17
外 田 智 千 助 手
15.9.7-15.9.14
岡 田 雅 樹 助 手
15.9.15-15.9」9
三 浦 英 樹 助 手
15.9.17-15.921
佐 藤 夏 雄 教 授
15.9s.17-15.10.4
神 田 啓 史 教 授
野 元 堀 隆
15.923-15926
内 田 雅 己 助 手
15.9.24・15.10.3
堤 雅 基 助 手
15.927・15,10.5
宮 岡 宏 助 教 授
15.9.30-15,10,11
塩 原 匡 貴 助 教 授
15.10.13-15.1123
Asgeir　 Brekke
15.10.16-15.10.26
船 木 實 助 教 授
15.10.18-15.10.30
渡 邉 興 亜 所 長
15.10.20-15ユ0.22
渡 邉 興 亜 所 長
15.1024-15.1029
福 地 光 男 教 授
15.10.24＼15.11.4
オ ー ス トラ リア
イ タ リア
ドイツ
ノル ウL
ドイ ツ
ドイツ
ドイツ
ドイツ
ロ シ ア
ドイツ
ドイ ツ
ドイ ツ
ドイツ
ドイツ
オ ラ ン ダ
ア メ リカ
ア イス ラ ン ド
一事業課企画係長
外国人研究員(客 員分]
タ イ
ア メ リ カ
オ ー ス トラ リ ア
ノ ノレ・ン1-一
ア メ リ カ
中 国
ア メ リ カ
韓 国
ア メ リ カ
オ ー ス トラ リ ア
日本学術振興会日案科学協力事業(セ ミナー)[南 極海と地球環境に関する研究セ ミナー1
出席
第7回 国際南極雪氷研究シンポジウム　(ISAG7)　にて研究成果発表
北極域大気の対流圏 ・成層圏物質の変動と気候影響に関する機器のメンテナンスと観測,
日本 ドイツの南極における大気共同観測の打合せ
第9回 国 際南 極 地 球 科学 シ ンポ ジウ ムの 一環 と して 行 わ れ る プ レ ・シ ンポ ジ ウム地 質巡 検
参 加,第9回 国 際 南 極地 学 シ ンポ ジ ウム 参 加,ゴ ン ドワ ナ大 陸 復 元 に関 す る研 究 成 果発 表
第9回 国際 南 極 地球 科学 シ ンポ ジ ウ ムの た めの プ レ ・シ ンポ ジ ウム 〔野 外 討論 会)参 加,
第9回 国際 南 極 地球 科 学 シ ンポ ジ ウム 「汎地 球 科学へ の 南 極 か らの 貢 献 」 出 席
第9回 南 極地 学 国際 シ ンポ シウ ム(ISAES-2003)出 席
第9回 南 極 地学 国際 シ ンポ ジウ ム(ISAES-2003)出 席,　Millennium国 際研 究 集 会参 加
南 極地 震 デ ー タ ・ラ イブ ラ リ ・ワー クシ ョ ソブ参 加 ,東 南極 の 地 磁 気 ・重 力 デ ー タに関 す
る情 報 収 集,第9回 南 極地 学 国 際 シンポ ジ ウム参 加 ・研 究 発 表,60W-60Eの 東西 南極 お よ
び ゴ ン ドワナ 分裂 に 関 す る ワー ク シ ョ ップ参加 ・研 究 発 表
北 極対 流 圏 エ ア ロゾ ル放 射 総 合 観測(ASTAR2004)お よ び南 極 共 同航 空 機 観測 打 合せ 出席
国際南極地学シンポジウム参加,第 四紀の南極氷床変動に関する研究成果発表
WEGAS研 究打 合せ,第9回 国 際 南 極地 学 シ ンポ ジ ウム 出 席 ・発 表,　LakeVostokに 関 す る
研 究打 合せ
第9回 国際 南 極地 球 科 学 シ ンポ ジ ウム に て研 究 発表
宇宙飛翔体と宇宙環境の相互作用に関する数値モデリングのワークショソフ　(SPINE　.)に
出席 し,能動的プラズマ放出の地上実験と数値解析に関する研究成果発表と資料収集を行う
西南極氷床ワークショップ参加,第 四紀の海面変動と南極氷床変動に関する研究成果発表
オ ー ロ ラの共 役 点観 測,ア イ スラ ン ド大 学 での 研 究打 合せ
タイ政府主催科学技術週間展示会で開催される南極展への協力
国際ツントラ実験計画　CITEX)　会議への出席,北 極湖沼調査の研究打合せ
MFレ ー ダ ー ワ ー ク シ ョ ソフ 出 席
EISCATに 関 す る打 合せ,　EISCAT財 務 委 員 会出 席 及 び事 前 調 査
能 動 型 リモ ー トセ ンシ ン グに よる極 域 の 雲 とエ ア ロゾ ルの モ ニ タ リン グ に関 す る研 究
EISCAT研 究協力についての研究打合せ,第10回 宇宙物理学会参加及び研究打合せ
NASAか 開 発 して いる 無 ノ＼機　(Magplane)　 の 開 発状 況 調 査,飛 行 試 験 立 会 い,無 ノ＼機搭 載
磁 力 計の 研 究 ・情 報 収 集
韓 国海 洋 研 究 所 ヒのCOMNAPに 関 す る打 合せ,第10回 極 域 科学 ソ ウ ル国 際 シ ンポ ジ ウム
参 加
南極観測実施責任者評議会の執行委員会出席
第22回 南極海洋生物資源保存委員会出席
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行 松 彰 助 手
15.1027-15.11.12ニュ ー ジ ー ラ ン ト
南 極 地 域
堤 雅 基 助 手
15.1027-15.11.12ニュ ー ジ ー ラ ン ド
南 極 地 域
白 石 和 行 教 授
15.10.30-15.11.4南ア フ リ カ
古 川 晶 雄 助 手
15.10.30～15.11.4南ア フ リ カ
伊 藤 ・ 助 教 授
15.112～15.11.8イ タ リ ア
森 本 真 司 助 手
15.11.4-15.11.6中 国
B.j・mGllstavss(・ll　 研 究 機 関 研 究 員
15.11.8-151129ス ウ ェ ー デ ン
ノ ル ウ[-
Asgelr　 Brekke　 外 国 人 研 究 員(客 員 分)
15.119-15.11.18デ ン マ ー ク
ノ ル ウT－
麻 生 武 彦 教 授
15.119-1511.18デ ン マ ー ク
ノ ノレウ.〔-
Ropert-Coudert,　 Yan　 研 究 機 関 研 究 員
15.1111-15.12.12南ア フ リ カ
宮 岡 宏 助 教 授
15.11.12-15.11.29ノレウr－
森 本 真 司 助 手
15.11.15-15.11.23ノレウL-
AsgeirBrekke　 外 国 人研 究 員(客 員 分)
1511.29.-15」2.10ノル ウ ー[,一
田 口 真 助 教 授
野 木 義 史 助 教 授
1512.8-15.12.13
塩 原 匡 貴 助 教 授
16⊥6-16⊥10
行 松 彰 助 手
16ユ.11-162.29
金 尾 政 紀 助 手
16.1.12-16.130
麻 生 武 彦 教 授
16.L18-16121
渡 邉 興 亜 所 長
16.120-16.125
三 澤 啓 司 助 教 授
16.122-16.3.7
小 達 恒 夫 教 授
16.123-162.21
神 山 孝 吉 教 授
遠 藤 伸 彦
16129-162.9
渡 邉 研 太 郎 助 教 授
162.4～162.7
野 元 堀 隆
米 村 裕 次 郎
162.4-16.2.7
ア メリ カ
中 国
イギ リ ス
ロ シ ア
テ ンマ ー ク
ロ シア
ノル ウL－
オー ス トラ リア
オー ス トラ リア
南極 地域
観測協力室係員
中国
タイ
事業課企画係長
会計課用度第二係長
タイ
南極活動の打合せ,南 極点基地観測機器設置作業と運用の打合せ,観 測機材等別送品手続
き
共同研究の打合せ,南 極活動の打合せ,南 極点での活動打合せ,全 天撮像装置の設置作業
と運用の打合せ,観 測機材など別送品手続き
ドロ ンニ ングモ ー ドラ ン ト航 空網　(DROMLAN)　 ミーテ ィン グ出席 の た め
南極氷床観測のための国際共同航空機利用計画に関する研究打合せ
へ
研 究 プ ロ ジ ェ ク ト2-1「 大 気中 の物 質循 環 に及 ぼ す 人 間活 動 の影 響 の 解 明 」 に関 す る研
究打 合せ 及び調 査
EISCATヒ ー テ ィング/ALIS観 測 実 験 に関 す る研 究打 合せ,観 測 準 備,　EISCATヒ ー テ ィン
グ/ALIs観 測 実 験,オ ー ロ ラ観 測,観 測 装 置撤 収
ニ ー オ ル ス ン観 測 調 整 会議　(NvSMAC　 )　出席
EISCAT評 議 会出 席,ト ロム'ノ ・ア カ デ ミ ソク等 で の 会 合 及 び研 究打 合せ
第61回 欧州非干渉散乱レーダー科学協会評議会事前打合せ及び出席,　EISCAT関 連研究観
測打合せ及び機器整備
海洋高次捕食者による中深層生物に関する研究のための野外調査
EISCATト ロム ソ観測 所 にお け る レー ダー ・オーuラ 同時 観 測,共 同研 究打 合せ
北極域対流圏 ・成層圏物質の変動と気候影響の研究に関する観測機器のメンテナンス,北
極域対流圏 ・成層圏物質の変動と気候影響の研究に関する打合せ
学術的問題 とEISCATに 関する会合,　EISCATの 将来と財務に関する会議,オ ーロラサイ
エンスについての講義,学 術的問題に関する会議に出席
アメリカ地球物理学連合2003年 秋季k会 参加,　IPY関 連情報収集
第3回 アジア ・エアロゾル国際会議に参加し,船 上エアロゾル観測の解析結果を報告発表
する
昭和基地HFレ ーダーとレスター大学CUTLASSレ ーダーを用いた共役点極域超高層
大気の観測装置と研究計画の打合せ
シベリアクラ トンーバイカルリフト域の異常厚化地殻の構造の起源に関する調査研究(平
成15年 度:在 外研究員(創 造開発研究)派 遣)
ICARpn　 (第2回 北極研究計画国際会議)運 営会議出席
IPY1の 会議 出 席 とIASCと の 研 究協 議 の ため
微小領域同位体質量分析に関する研究開発動向の調査
「南極海の時系列現場観測による植物プランクトンと硫化ジメチル生成に関する研究]に
係る現場観測の実施
中国南極地域観測隊 ・冬季訓練参加
タイ国チュプロンコーン大学における講演,科 学技術大臣への表敬,タ イ人JARE参 加候
補者との共同研究に関する打合せ
タイ人研究者のJARE参 加に関する訓練,費 用負担,装 備品,日 程等に関する事務打合せ
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福地 光 男 教 授
ユ62.10・162.15オー ス トラ リア
佐藤 克 文 助 手
162.18・162.26タ イ
伊藤 一一 月力教 子受
16.223-16.2.27デンマ ー ク
矢 吹 正 教 研 究 機 関研 究 員
16.2.24・16.3.4ノレ・ンr.一
内 藤靖 彦 教 授
162.28・16.3.61くイツ
フ ラ ン ス
寺 岡伸 章 事業 部 長
石沢 賢 二 環境 影響 企画 室 長
吉 田治 郎 観 測協 力室 専 門 職 員
大 塚 英 明 事 業課 業 務 係 長
16.229.-16.3.3
塩 原 匡 貴 助 教 授
16.3.6-16.3.14
船 木 實 助 教 授
16.3.10-16.3.31
内 藤 靖 彦 教 授
16.3.12・16.3.18
岡 田 雅 樹 助 手
16.3.12-16.3.19
藤 井 玉里そテ 孝文 圭受
16.3.13-16.3.17
江 尻 全 機 教 授
佐 藤 哲 夫
外 田 恵 子
16.3.13-16.3.19
三 澤 啓 司 助 教 授
16.3,13-16.3.21
山 口 亮 助 手
16.3,13-16.3.21
海 田 博 司 助 手
16.3,13-16.321
渡 邉 興 亜 所 長
16.3.15--16.3.17
内 藤 靖 彦 教 授
石 沢 賢 二
16.3ユ9-16.3.24
渡 邉 研 太 郎 助 教 授
16.320-16.3.27
堤 雅 基 助 手
16.3.22、16.328
伊 藤 一 助 教 授
16.3.30-16.42
中 国
ス イ ス
イ ン ト
ア メ リ カ
ス ウ ユー デ ン
ア メ リカ
観測 協 力室 長
環 境 影 響 企 画 室係 員
ニ ュ ー ジー ラ ン ド
ア メ リ カ
ア メ リカ
ア メ リカ
中 国
環 境 影 響 企 画室 長
オ ー ス トラ リア
ノル ウ[一
ア メ リカ
フ フ ン ス
南極魚類図録作成作業
3次 元海洋計測 ・環境動態システムの開発に関するジュゴン調査及び打合せ
グ リー ンラ ン ド大 気 観測 につ い ての 研 究打 合せ
北極域対流圏 ・成層圏物質の変動と気候影響の研究のための大気観測機器の整備調整
1)SL　q)eep　Sea　Look)　 共同研 究 成 果打 合せ ・　DSL魚 類 画 像 デ ー タの 同定 作 業 と研 究 評 価
日中両国の南極観測隊の推進体制及び輸送,建 築,安 全管理,廃 棄物処理などの設営一般
について,中 国極地研究中心との間で情報交換及び意見交換会を開催
エ ア ロゾ ル光 学特 性 の長 期 観 測 全球 ネ ッ トワ ー クに関 す る 、鳳IO/GAW専 門 家 会議 お よ び
WMO/GAW/SAG委 員 会 出席
結 状鉄 鉱 床 と ロー ナ ー陽 石 ク レー ター で の岩 石 採 集 及 び岩 石 磁 気学 的 研 究打 合せ
ToPP計 画(太 平洋大型動物センサス計画)国 際運営委員会出席
第6回 ヨー ロ ッパ宇 宙 飛翔 体 プ ラ ズマ相 互作 用研 究 ネ ソトワー ク会 議 に 出席,　SPIS'ノ
フ トウ[ア に 関す る研究 打 合せ
ア イス コア 科学 研 究 に 関す る国 際 ワ ー クシ ョ ソフ出 席
ア メ リカ/ニ ュ ー ジー ラ ン ド南 極 観 測事 業 調 査,南 極 点 基地 観 測 打 合 せ,南 極 活 動 と展 示
につ い て調 査,南 極観 測 事 業 調査 及 びデ ー タデ ィレ ク トリ打 合せ
限石学会評議委員会出席,第35同 月惑星科学会議出席,分 化した限石の年代学研究に関
する研究打合せ
第35同 月惑星会議において,月 領有の岩石学的成因に関する研究発表,月 起源の限石の
成因および月地殻形成過程に関する研究打合せ
第35同 月惑星科学会議登録 ・出席
ア ジア に お ける 極域 観 測 フ!一 ラ ムの 立 ち 上げ に関 す る協 議
南極地域観測隊員の帰国に伴う渡航事務手続き及びオーストラリア南極局との南極観測の
運営に関する情報収集
南極条約観光問題専門家会合出席
南 極 ・北 極 の レー ダー ヒラ イダー デ 一 夕 を用 い た 大気 潮 汐波 研 究 の打 合せ
国際共同極域大気観測についての研究打合せ
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2)南 極地域観測事業のための外国出張
◇ 第44次 越 冬 隊
出張 期 間
※平成15年4月1日 一平 成16年3月27日
(※出発 日は平成14年11月28日1
小 島 秀
大日方 一
事 務 官
◇ 第45次 夏 隊
出張 期 間
平成15年11月28日 ～平成16年3月27日
(ド ーム ふ じ観 測 拠 点 派遣)
出張 期 間
平成15年11月24日 一平成16年2月13日
◇ 第45次 越 冬 隊
出張 期 間
※平成15年11月28日 一平成16年3月31日
(※帰国 日は平成17年3月28日)
?????????????????????
????
??????????
?
?????????
?
??
???????????????????
?????
?
???????????????????????????????
??
?????
????????????????
?????
???????
?????????????
??
????
3)海 外研修旅行
船 木 實 助 教授
15.422～15.4.30
内 藤 靖彦 教 授
159.11-159.18
本 吉 洋 一 教 授
野 木義 史 助 教授
15.1020～15.10.24
ア メ リカ
ア メ リカ
韓国
第1回 磁 気 ・磁 気 履 歴特 性,　FORC法 ワー クシ ョ ップ参 加
ア クオ ・パ イオ メ カニ ソクス国 際 シ ンポ ジ ウム参 加,
ロ ジ ・ク ト打 合せ
第10回 極域 科学 ソ ウ ル国際 シ ンポ ジ ウ ム参 加
ハワイ大学海洋研究所とのTOPPプ
4.外 国人研究者
1)外 国人研究員
???
?
???
?
???
?
????
????
?
???
?
???
?
?????
クー イマ ン ジ[,ラ ル ド エ ル　(Kooyman　 Gerald　L)
カ リフ →ルニ ア大 学 サ ンデ ィエ ゴ校 ・教 授
平 成15年2月18日 ～平 成15年5月19日
海 洋動 物 の 潜 水生 理 学 研 究
研究 系寒 冷 生 物学 第一 研 究 部 門
ア ン ドレア ス ボ ー ド ハ ー ハ 　ー(AndreasBodeHelber)
ア ル フ レ ソドウェ ーゲ ナ ー極 地 海 洋研 救 助 ブ レー メルハ ー フェ ン気 候 シス テ ム部 門 ・主任 研 究 員
平 成15年2月25日 ～平 成15年6月14日
南 極 にお け る エ ア ロ ゾル 大気 混 濁 度 モ ニ タ リ ン グに 関す る研 究
南 極 圏 環 境 モ ニ タリ ン グ研 究 セ ン ター
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???
?
???
?
???
?
???
ア ル キホ フ セ ルゲ イ ミハ イ ロ ヴ ィ ソチ　[　Arkhipov　 Selglle1　Mikhallovich)
ロシ ア科 学 ア カ デ ミー 地理 学 研 究 所 ・上 級 研究 員
平 成15年3月3日 一平 成15年6月5日
南極 氷 床 に お け る微 生物 学 的 研 究
南極 圏 環 境 モ ニ タリ ン グ研 究 セ ン タ 一ー
???
?
???
?
???
?
?????? ベ ル ナー ト フ レム　(　Berbard　 Prameノ
ス リ ラ ンカ地 質調 査 及 び鉱 山 局 ・主 任 研 究官 兼 副 所 長
平成15年8月1日 ～平 成16年1月31日
海 洋 動物 の潜 水 生理 学 研 究
研 究 系 地殻 活 動 進 化研 究 部 門
???
?
???
?
??
?
????? ?
ア スゲ イル ブ レ ソケ　〔　Asgeir　Brekke　)
トロム ソ大学 ・教 授
平 成15年9月23日 ～平 成16年1月17日
EISCATレ ー ダー を軸 と した極 域 電 離 圏 ・熱 圏 ダ イナ ミッ ク スの研 究
北 極 圏環 境 研 究 セ ン ター
????
?
????
?
???
?
???? ??
ア ン ドリュ ウ マ ソク ミン　(AIldrew　MacMlm/　 )
タ スマニ ア大 学 南極 南 大 洋研 究 所 ・所 長
平 成15年1月14日 ～平 成16年4月13日
海 洋生 態 学
南極 圏 環 境 モ ニ タリ ン グ研 究 セ ン ター
????
?
????
?
???
?
?????
シュ タオ フ ァー ベ ル ンハ ル ド ア ー ル(Stallffer　 Bemhard　 R.　)
ベ ル ン大 学物 理 学 科 ・教 授
平 成16年2月3日 ～平 成16年5月6日
氷 床 か ら取 得 した氷 試料 の国 際 的 共 同解 析
北 極 圏 環境 研 究 セ ン ター
2)日 本学術振興会外国人特別研究員
????
?
??
???
???
?
????
ロペ ル クデ ル ヤ ン　(ROPERT-COUDERT.　Yan)
総 合研 究 大学 院 大学 ・大 学 院 生
平 成13年4月25日 一平 成15年4月24日
先 端技 術 を用 い た 海洋 大 型 動物 の補 食 行動 の定 量 化 と生態 系 研 究
内 藤靖 彦 教授
???
?
???
?
???
?
?????
ブ キ ャナ ン ホ ー ル ク ラ レ ンス　(BUCHANAN　 Palll　Clarence)
ウ ィ ソ トウ ォー ター ス ラ ン ド大 学 ・研 究 員
平 成14年3月28日 一平 成16年3月27日
分 化 した明 石 の岩 石 鉱物 学,同 位 体 年代 学 研 究
三澤 啓 司 助 教 授
(3氏 名
所 属 ・ 職
受 入 期 間
共同研 究 課題
担 当 教 官
トレフ ァ イゼ ン レナ ー ト エ リザベ ス　(TREFEISEN　 Renate　 Elisabeth)
ア ル フ レ ノ ド ・ウ 〔ーゲ ナ ー極 地 海 洋研 究 所 ・ボ ス ドク
平成14年5月8日 一平 成15年4月25日
北 極 域 にお け る対 流 圏 エ ア ロ ゾ ルの挙 動 とそ の放 射 効 果 に 関す る総 合研究
山内 恭 教授
????
?
??
???
???
?
???
ダニ エ ル ジ ョゼ フ ダ ン ク リ 　ー(Danlel　JosephDUNKLY)
名古 屋 大学 ・研 究助 手
平 成14年5月8日 一平 成15年4月25日
東 南 極 リュ ソツ オ ・フ ォルム 変 成岩 体 の 仁Pb地 球 年 代 学
本 吉 洋 一 教授
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3)外 国人来訪者
'P成15年
6月10日 一6月24日
6月21日 一6月28日
6月22日 一6月28H
6月25日 一7月6日
6月25日 一7月6日
6月25日 一7月12日
6月28日 一8月3日
7月1日 一7月6日
7月3日 一7月6日
7月3日 一7月17日
7月7日 一7月14日
7月8日 一7月22U
7月8日 一7月22日
7月9日 一7月10日
7月9日 一7月17H
7月10日 一7月12日
7月11日 一7月13日
7月11日 一7月15日
7月11日 一7月17日
7月1ユ 日 一8月3日
7月12日 一7月13日
7月12日 一7月14日
7月16日 一7月18日
7月17日 一7月20日
7月17日 一7月27日
7月17日 ・7月27日
7月17日 一7月27日
7月28日 一8月3日
7月31日 一8月1　 Fl
8月1日
8月31日 一9月6日
8月31日 ～10月5El
9月1日 一9月8日
9月1日 一9月13Eヨ
9月1日 一9月15日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 ～9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 ・9月5日
9月2H-9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 ・9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一s9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
Bemard　 lllgram　 (南 ア フ リ カ 地 質 調 査 所 プ レ ト リ ア 支 所 ・研 究 員)
Magdalena　 Loub.ser　 (プ レ ト リ ア 大 学 地 質 学 教 室 ・研 究 員)
SungminHong　 (韓 国 海 洋 研 究 所 ・先 任 研 究 員)
Yanhua　 Zhao　 (国 家 海 洋 局 極 地 考 察 弁 公 室 ・副 処 長)
HuigenYang　 (中 国 極 地 研 究 所 ・副 所 長)
Hongqiao　 Hu　 (中 国 極 地 研 究 所 ・副 主 任)
Natalia　 lt'urieVlia　(フ ィ ン ラ ン ド気 象 研 究 所 ・研 究 員)
PeterWasilewskl　 〔ゴ ダ ー ド宇 宙 飛 行 セ ン タ ー,　NASA・ 研 究 員)
Pierre　 Roc;hette　 (CEREGE　 UIliversity　 of　Aix-I　ilarseille　・教 授)
Pmmod　 KUmar　 Agrawal　 (イ ン ド国 立 地 球 物 理 研 究 所 ・副 所 長)
BernardHenry　 (フ ラ ン ス 地 球 物 理 学 研 究 所 ・研 究 員)
1)iana　Jordanova　 (チ ュ ー ビ ン ゲ ン 大 学 ・研 究 員)
ViktorHoffmann　 (チ:1一 ビ ン ゲ ン 大 学 ・講 師)
Maria　 Allamcheva　 (ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー ・研 究 員)
Marthall　 N　Bester　 (プ レ ト リ ア 大 学 哺 乳 動 物 研 究 所 ・教 授)
Edgar　 A　Bering　 (ヒ ュ ー ス トン 大 学 ・教 授)
OregNagomov　 (ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー ・地 理 学 研 究 所 ・研 究 員)
Larry　 Bro、m　 (コ ー ネ ル 大 学 ・教 授)
Rama(;handrEa　 Reddy　 (イ ン ド国 立 地 球 物 理 研 究 所 ・主 任 研 究 員)
Natalia　 Ymliema　 (}anushkina　 (フ ィ ン ラ ン ド気 象 研 究 所 ・研 究 員)
Tatiana　 Khromova　 (ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー ・研 究 員)
Vladimir　 Papitas止lvili　 (米 国 科 学 財 団 極 地 観 測 室 ・室 長)
ValevySVuglinsky　 (ロ シ ア 国 家 水 文 研 究 所 ・副 所 長)
Alldy　JSmith　 (英 国 南 極 調 査 所 ・研 究 員)
Hongqiao　 Hu　 (中 国 極 地 研 究 所 ・副 主 任)
Huigeli　 Yamg　 (中 国 極 地 研 究 所 ・副 所 長)
Yanhua　 Zhao　 (国 家 海 洋 局 極 地 考 察 弁 公 室 計 画 財 務 装 備 処 ・副 処 長)
Stevell　 Robert　 Marple　 (ラ ン カ ス タ ー 大 学 通 信 ユニ学 科 ・助 手)
Rizwall　 Ralla　 (大 阪 市 立 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 ・大 学 院 生)
Bemard　 Prame　 (ス リ ラ ン カ 地 質 調 査 及 び 鉱 山 局 ・主 任 研 究 員 兼 副 所 長)
AlisgarGreshake　 (フ ン ボ ル ト大 学 自然 博 物 館 ・研 究 員)
AFedkin　 (シ カ ゴ 大 学 ・研 究 員)
Pavel　 Prosek　 (マ サ リ ッ ク 大 学 ・地 質 研 究 所 長)
LENyquist　 (ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ジ ョ ン ソ ン ス ペ ー ス セ ン タ ー ・研 究 員)
Gary　 R.　Huss　 (ア リ ゾ ナ 州 立 大 学 ・研 究 員)
Sac;hiko　 tAtlnari　(ワ シ ン ト ン 大 学 ・研 究 員)
Ahmed　 El　Goresy　 (マ ソク ス プ ラ ン研 究 所 ・教 授)
Meel/akshiWadhwa　(フ ィ ー ル ド ミュ ー ジ ア ム ・研 究 員)
Scott　R.　Messenger　 (ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ジ ョ ン ソ ン ス ペ ー ス セ ン タ ー ・研 究 員)
組drew　 M.　Davis　 (シ カ ゴ 大 学 ・研 究 員)
Robert　 N.　Clayton　 (シ カ ゴ 大 学 ・教 授)
Thomas　 H.　Burbine　 (ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ゴ ダ ー ド ス ベ ー ス フ ラ イ トセ ン タ ー ・研 究 員)
RainerWieler　 (ス イ ス連 邦 テ ク ノ ロ ジ ー 研 究 所 ・教 授)
BemardMarty　 (国 立 科 学 研 究 所 ・教 授)
Stevell　 B.　SiMOII　 (シ カ ゴ 大 学 ・研 究 員)
S.VS.Murty　 (物 理 学 研 究 所 ・教 授)
LaurenceE.Nyquist　(ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ジ ョ ン ソ ン ス ペ ー ス セ ン ター ・研 究 員)
chi-Yu　 Shih　 (ロ ッ キ ー ドマ ー チ ン ス ペ ー ス オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・研 究 員)
AlisgarGreshake　 (自 然 博 物 館 フ ン ボ ル ト大 学 ・研 究 員)
廣 井 孝 弘(ブ ラ ウ ン 大 学 ・研 究 員)
Gary　 R.　IIuss　 (ア リ ゾ ナ 州 立 大 学 ・教 授)
Alexei　 Fe(lkin　 〈シ カ ゴ大 学 ・研 究 員)
西 泉 邦 彦(カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 バ ー ク レ ー 校 ・教 授)
Gregory　 Herzog　 (ラ トガ ー ズ 大 学 ・教 授)
Salldra　 Pizzarello　 (ア リ ゾ ナ 州 立 大 学 ・教 授)
Lav～TellceGrossnlall　 (シ カ ゴ 大 学 ・教 授)
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9月2日 一9月5日
9月2日 ・9月5日
gjj2Eヨ ・9∫ 」5日
9月2日 一9月5日
9月2日 ・9月5日
9月2日 一9月5E」
9月2日 ・9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 一9月5日
9月2日 ・9月5日
9月2日 ・9月5日
9月2日 一9月5日
9月4日 一9月5日
9月22日 ・9月23日
10月16日 ・　lo月17日
10月16日 ・10月17日
10月17日 一10月18日
10月17日 ・10月18日
10月17日 一11月1日
11月16日 ・11月24日
11月18日 一11月19日
11月21日 一12月8日
11月23日 一11月29日
11月23日 一11月29日
11月23日 一11月29日
11月24日 一12月2日
11月25日 ・11月29日
12月2日 一12月6日
12月2日 一12月8日
EmilJagoutz　 (マ ソ ク ス プ ラ ン研 究 所 ・研 究 員l
Gerlind　 I)reil川slマ ッ ク ス プ ラ ン研 究 所 ・研 究 員l
Go「dOn　 A.　Mckay　 (ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ジ ョ ン ソ ン ス ヘ ー ス セ ン ター ・研 究 員)
」0止mH.　 .Jones　 lア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ジ ョ ン'ノ ン ス ヘ ー ス セ ン タ ー ・研 究 員}
中 村 圭 子1ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 シ ョ ン ソ ン ス ヘ ー ス セ ン ター ・研 究 員}
PlerreHudon　 (ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ジ ョ ン ソ ン ス ヘ ー ス セ ン ター ・研 究 員)
AlexanderN.Krot　 cハ ワ イ大 学 ・研 究fi　,i
Gero　 KUrat　 (自 然 史 博 物 館 ・教 授)
KeVinRighter　 〈ア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ジ ョ ン ソ ン ス ヘ ー ス セ ン タ ー ・研 究 員)
Qingzhti　 Yin　 (カ リ フ1ル ニ ア 大 学 デ イ ビ ス校 ・研 究 員 ノ
Kyeong　 J.　Kim　 〔ニ ュ ー メ キ シ コ 大 学 ・研 究 員)
Davicl　S.　M(・Kay　 lア メ リ カ 航 空 宇 宙 局 ジ ョ ン ソ ン ス ヘ ー ス セ ン タ ー ・研 究 員)
AmoldGUcsik　 (岡 山 理 科 大 学 理 学 部 応 用 物 理 科 ・研 究 員)
AsgeirBrekke　 〔トロ ム'ノ 大 学 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー ・教 授)
M.　Satish　 KUmar　 [青3岡 大 学 理 学 部 ・助 手)
-Joseph　 Kokonyangi　 (大 阪 市 、乞大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 ・大 学 院 生)
Clla1・lesNzolang　 (新 潟 大 学 大 学 院 自然 科 学 研 究 科 ・大 学 院 学 生)
JacquesMBatllmike　(島 根 大 学 大 学 院 総 合 理 工 学 研 究 科 ・大 学 院 生)
Huang　 I)ehong　 (中 国 極 地 研 究 所 ・助 手)
SANnN　 Dems　 〔ブ リ ュ ソセ ル 自 由 大 学 ・大 学 院 生)
EvgeniISENKO　 (北 海 道 大 学 大 学 院 地 球 環 境 科 学 研 究 科 ・大 学 院 生)
Graham　 Hosie　 (オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 局 ・主 任 研 究 官)
LouisLegendre　 l:ヴ ィ ル フ ラ ン シ ュ 海 洋 研 究 所 ・所 長)
Fereidoun　 Rassoulzadegan　 (ヴ ィル フ ラ ン シ ュ 海 洋 研 究 所 ・教 授)
Bernard　 Queguiner　 (Aix-Nlarseille大 学 ・教 授)
Tom　 Gr玉「deland　 (　ト ロ ム ソ大 学 ・ボ ス ド ク)
SallvellrBeMso　 (Aix-Marseille大 学 ・教 授)
Wilma　 P.　Bastos-Ramos　 [ポ ー リ ス タ 州 立 大 学 ・教 授)
HalveyMarchallt　 (オ ー ス トラ リ ア 南 極 局 ・主 任 研 究 官)
平 成16年
1月7日
1月7日 一1月13日
1月12日 一1月 ユ9日
1月13日 一1月20日
1月13日 一4月13日
2月3日 一5月6日
2月18日 一2月20日
2月23日 一3月1日
2月23日 ・3月1日
3月2日 一3月3日
3月6日 一3月13日
3月7日 一3月13日
3月7日 一3月13日
3月7日 一3月13日
3月7日 一3月13日
3月8日 一3月12日
3月8日 一3月12日
3月8日 一3月12日
3月22日 一3月30日
3月22日 一3月30日
Thomas　 F.　Stocker　 (ベ ル ン 大 学 ・教 授)
Grahan)　 XVilliani　Hosie　 (オ ー ス トラ リ ア 南 極 局 ・主 任 研 究 員)
Jack　 Sayers　 〔南 極 観 測 実 施 責 任 者 評 議 会 ・事 務 局 長)
HugoDecleir　 (ブ リ ュ ソセ ル ヴ ィ リ ー ジ ュ 大 学 地 理 学 研 究 所 ・教 授)
AlldrewMcMilu1　 (タ ス マ ニ ア 大 学 南 極 南 大 洋 研 究 所 ・所 長)
BemhardR.Stauffer　(ベ ル ン 大 学 物 理 学 科 ・教 授)
PilipenkoX'ia(:heslav　 〔九 州 大 学 宙 空 環 境 研 究 セ ン タ ー ・外 国 人 客 員 教 授)
Dalyl　 Lee　 Belbil1　 (オ ー ス トラ リ ア 南 極 局 デ ー タ セ ン タ ー ・主 任 研 究 員}
DaVidJohnWatts　 〔オ ー ス トラ リ ア 南 極 局 デ ー タ セ ン タ ー ・研 究 員)
Bayaraa　 Batkhishlg　 〔東 北 大 学 大 学 院 環 境 科 学 研 究 科 ・大 学 院 生)
AlidreasHerber　 (ア ル フ レ ッ ド ・ウ 〔一 ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 ・研 究 員)
Wilfried　 Jokat　 (ア ノレフ レ ソ ド ・ウ ェ ー ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 ・研 究 員)
Uwe　 Nixdorf　 (ア ル フ レ ノ ド ・ウー[一 ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 ・研 究 員)
RadovallKrejci　 (ス ト ソク ホ1レ ム 大 学 自然 科 学 部 ・研 究 員)
ReriateTreffeisen　 (ア ノレフ レ ソ ド ・ウ ェ ー ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 ・研 究 員)
Yong　 AI　 (武 漢 大 学 電 子 信 息 学 院 ・教 授)
ZhengyuZHAO　 (武 漢 プく学 電 子 信 息 学 院 ・教 授)
Bei-ChenZang　 (中 国 極 地 研 究 所 ・助 教 授)
Timothy　 YeOmal1　 〔レ ス タ ー 大 学 物 理 天 文 学 部 ・講 師)
DarrenWright　 (レ ス タ ー 大 学 物 理 天 文 学 部 ・　PPARC高 等 特 別 研 究 員)
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5.職 員
1)名 簿
所 長
企画調整官 教授
研究系
研究主幹(併 任)
(地球物理学研究部門)
教 授
助教授
(超高層物理学第一研究部門)
教 授
教 授
助 手
助 手
助 手
(超高層物理学第二研究部門)
教 授 喀 員)
助教授(客 員)
(極域大気物質循環研究部門)
教 授 溶 員)
教 授(客 員)
(雪氷学研究部門)
教 授
助教授
助教授
助 手
(地学研究部門)
教 授
教 授
助教授
助教授
助 手
助 手
(地殻活動進化研究部門)
教 授
助 手
(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)
教 授(客 員)
助教授(客 員)
(生理生態学研究部門)
教 授
助教授
助 手
(寒冷生物学第 一研究部門)
助 手
雪氷学
海洋生態学
地球化学
雪氷学
磁気圏物理学
超高層物理学
磁気圏物理学
プラズマ物理学
磁気圏物理学
磁気圏物理学
大気物理学
大気物理学
雪氷化学
大気物理学
雪氷水文学
雪氷物理学
雪氷学
自然地理学
地質学
岩石磁気学
固体地球物理学
第四紀地質学
固体地球物理学
地質学
地質学
岩石学
地形学
生物海洋学
植物生態学
微生物生態学
海洋生態学
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????????????
??
?
?
?
?????
???
????????????
?
?????? ? ?? ?? ? ?? ??????
???
?????
????????
???? ??????????
?
???
????
? ?? ??
? ??? ?
????? ? ? ?? ?? ? ? ? ???????
?????
?????
??????
(寒冷生物学第二研究部門)
教 授(客 員)生 理学
助教授(客 員)生 態系生態学
(極地設営工学研究部門!
教 授 極地設営工学
非常勤講師 喀 員教授)建 築学
助教授1客 員ノ 流体力学
助 手 建築構造 学
資料系
資料主幹(併 任)
(生物系資料部門1
教 授 植物分類学
助教授 海洋生態学
(オーロラ資料部門1
助教授 磁気圏物理学
北極圏環境研究センター
センター長(併 任)
教 授 氷河気候学
教 授 超高層物理学 ・
電子応用計測学
教 授(客 員)雪 氷学
助教授 海洋雪氷学
助教授 大気科学
助教授 水圏生態学
助教授(客 員)大 気物理学
助 手 極域海洋学
助 手 大気物理学
助 手 大気物理学
情報科学センター
セ ンター長(併 任)
教 授 磁気圏物理学
助教授 プラズマ物理学
助 手 気候学
助 手 プラズマ物理学
南極圏環境モニタリング研究センター
セ ンター長(併 任)
教 授 海洋生態学
教 授 固体地球物理学
教 授 大気物理学
助教授 超高層物理学
助教授 大気物理学
助教授 測地学
助 手 極域大気科学
助 手 海洋生物光学
南極陽石研究センター
セ ンター長(併 任)
教 授 阻石学
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獣医博
理博
理博
工博
工博
工修
理博
工博
工博
理博
理博
理博
理博
理博
理博
工博
理†専
理博
学術修
工博
水産博
理博
理博
理博
理博
理博
理博
理博
理博
???
?
芳 昭
孝 之
???
?
???
???????
??
?
??????
???
??????
?????????
???
???? ?????
???????????????
????????
?
?????? ?????
???????
?????
??
??
非常勤講師(客 員教授)
助教授
助教授(客 員)
助 手
助 手
助 手
非常勤研究員
図書室
図書室長(併 任)
事 務
管理部長
庶務課長
会計課長
享業部長
事業課長
観測協力室長
環境影響企画室長
観測施設
昭和基地長(併 任)
みずほ基地長(併 任)
宇宙地球化学 ・放射化学
宇宙化学
鉱物学
明石学
阻石学
鉱物学 ・阻石学
理博
学術博
理博
理博
理博
理†専
?????
????
????????
?????????
Ph.D.　 BjomGustavsson
理 博 矢 吹 正 教
理 博 山 崎 雅
理 博 上 野 健
理 博 　　　Ropert-Colldert,　 Yan
山 内 恭
?????
????
??????????
? ????? ????
2)人 事異動
平成15年4月1日
[転 入]
管理部長
管理部庶務課長
事業部事業課長
図書室図書係長
管理部会計課用度第一一係
[昇 任]
管理部庶務課専門員
管理部庶務課人事係長
管理部庶務課庶務係長
管理部会計課用度第二係長
事業部観測協力室設営第…係主任
[配置換]
事業部観測協力室設営総括係長
事業部観測協力室設営第二係
事業部環境影響企画室調査係
北 原 勇(新 潟大学経理部長)
岩 越 俊 治(福 井大学総務課長)
齋 藤 彰(東 京医科歯科大学経理部経理課長)
川 村 順 子(京 都教育大学附属図書館情報サー ビス係
長)
小 城 哲 夫(東 京大学生産技術研究所経理課司計掛)
稲 田 敏 行(東 京ノく学教育学部 ・教育学研究科庶務掛
長)
古宇田 稔(東 京大学柏地区学務課研究交流掛主任)
逸 見 一・ 葉(事 業部環境影響企画室調査係主任)
米 村 裕次郎(管 理部会計課用度第二係主任)
大 下 和 久(事 業部観測協力室設営第…係)
勝 田
遠 藤
外 田
豊(事 業部観測協力室設営第二係長)
伸 彦(観 測協力室設営総括係)
恵 子(管 理部会計課用度第 一二係)
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平成15年4月1日 付けで事 業部観測協力室 専門職員吉田治郎 に事業部観測協力室設営総括係長兼務を免ずる
平成15年4月1日 付けで図書室図書係長川村川真子に図書室出版係長兼務を命ずる
[転 出]
大阪ノく学研究協力部長 野 明 省 三(管 理部長l
T・葉県教育委員会企画管理部企画財務課予算 ・給 与担当主幹
池 田 三喜男(管 理部庶務課長1
大阪大学研究協力部研究協力課長
東京大学施設部企画課課長補佐
文部科学省研究開発局海洋地球課極域研究振興係長
東京大学総務部人事課給与第二掛長
東京大学総務部総務課総務掛 主任
東京大学経理部契約課用度掛
[採 用]
研究系助手
非常勤研究員(気 水圏)
非常勤研究員(地 学)
[併 任]
研究 主幹
資料 主幹
図書室長
情報科学センター長
南極圏環境モニ タリング研究センター長
管理部庶務課
平成15年5月1日
[採 用]
非常勤研究員(生 物)
平成15年6月1日
[転 出]
北海道大学低温科学研究所助教授
平成15年7月1日
[昇 任]
研究系教授
南極圏環境モニタリング研究センター助教授
平成15年10月1日
[昇 任]
国立若:狭湾少年自然の家
庶務課長
平成15年10月16日
[昇 任]
管理部庶務課広報係長
[転 出]
総合研究大学院大学総務課
[併 任]
管理部庶務課
?????????????
江 尻
神 田
山 内
佐 藤
福 地
坂 本
夫(事 業部事業課長)
治(管 理部庶務課専門員)
文1管 理部庶務課庶務係長1
樹(管 理部庶務課人事係長)
一(管 理部庶務課庶務係主任)
幸(管 理部会計課用度第一係)
???
?
??
?? ??
機
史
恭
雄
男
司(総 合研究大学院大学総務課)
Ropel't-(Joudert,　 Yall
青 木 茂(南 極 圏環境 モニ タリング研 究セ ン ター助
f・)i
小 達 恒 夫 、研究系助教授)
土 井 浩 一郎(南 極圏環境モニタリング研究センター助
和
酒 井 量 基(管 理部庶務課広報係長)
坂 本 好 司1総 合研究 ノく学院 大学総務課企画 ・連携協
力係極域科学専攻事務主任1
平 野 晴 香(管 理部庶務課学術振興係)
・F野 晴 香(総 合研究大学院大学総務課)
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平成16年1月1日
[転 入]
管理部庶務課庶務係 山 口
平成16年1月26日
[採 用]
管理部会計課総務係 大 川
平成16年2月27日
[辞 職]
山 本
平成16年3月1日
[昇 任]
東京大学海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センター助教授
佐 藤
平成16年3月24日
[採 用]
事業部観測協力室設営総括係 井 上
平成16年3月31日
[転 入]
事業部観測協力室設営第二係主任 千 葉
[転 出]
海上保安官公安職　　　　　　　　　　　　　　　　　LI1　本
[退 職]
内 藤
北 原
高 橋
正 人(千 葉大学医学部附属病院医事課)
由美子
貴 志(管 理部会計課総務係)
克 文(研 究系助手)
剛 介
政 範(名 古屋海上保安部巡視船みずほ主任整備
士)
隆(事 業部観測協力室設営第二係主任)
靖 彦(企 画調整官)
勇(管 理部長)
弘 樹(研 究系助手)
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3)研 究者 の流 動性
(1)極 地研教官としての在職年数(職 種別)
在 職 年 数(教 授)
!o-一 一一一ーー ー ー ーー ー 一 一　 一－tT'"一 ー一
6'一 ー 一 －
HS〈6ト 　 一 ー ーー ーー 一暴
くで4-一 一 ー 一一ー ーー 一ー一
2「 一　 … 一一 　 -
O　 L--rm-一 二 ー-0
～D5～1010-s-1515-2020-2525-30
年 数
在 職 年 数(助 教 授)
平成16年3月31日 現 在
一一一　
一　
一 一 、
　
、
一 一
　
、 囹 II-〒 一一
30～3535～40
15-2020-2525～3030～3535～40
年 数
一一4
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(2)客員研究部門
区分
年度
教 授 助教授 計
昭和48 1 1 2
49 2 2 4
50 3 5 8
51 2 4 6
52 0 4 4
53 5 3 8
54 5 5 10
55 4 5 9
56 5 4 9
57 5 4 9
58 5 5 10
59 7 5 12
60 6 6 12
61 6 6 12
62 6 6 12
63 5 7 12
平成元 5 7 12
2 6 6 12
3 6 6 12
4 6 6 12
5 5 7 12
6 5 7 12
7 5 7 12
8 6 6 12
9 6 6 12
10 6 6 12
11 6 6 12
12 6 6 12
13 5 7 12
14 7 7 14
15 8 6 14
(3)外国人客員研究部門
区分
年度
教 授 助教授 外国人研究員 計
昭和53 1 1
　
54 1 1
55 1 1
56 2 2
57 3 3
58 2 2
59 3 3
60 2 2
61 2 2
62 2 2
63 2 2
平成元 1 2 3
2 1 1 2
3 1 4 5
4 1 4 5
5 1 3 4
6 1 2 3
7 2 1 3
8 2 1 3
9 1 2 3
10 2 2 4
ll 3 2 5
12 1 3 4
13 4 4 4
14 0 3 3
15 0 4 4
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4)教 官の補充状況
平 成16年3月31日 現在
年 度 退職者等の数 官 職(人 数)
|
補 充 方 法
採 用 転 入 昇 任
昭和48
49
50
51 1 助教授(L 1
52
53
54 1 助 手(11 1
55
56 1 教 授(1) 1
57
58
59 2 所 長 教 授(1) 2
60 1 教 授(1) 1
61 1 助教授(1) 1
62
63 1 所 長 1
平成元 一
2 1 助 教授(1) 1
3
4 4 教 授(1!助 手(3) 3 1
5 3 教 授(1)助 手(2) 3
6 2 所 長 助教授(1) 1 1
7 2 助教授(1)助 手(1) 1 1
8 2 教 授(1)助 手(1) 1 1
9
10
11 2 教 授(11助 手(1) 1
12 1 所 長 教 授(1) 2
13 1 教 授(ll 1
14
1
15 2 助 手(2) 1 2
6.研 究所 日誌
平成15年
4月1日
4
7
10
13
15
17
教官系連絡会
広報編集委員会
教官会議,教 授連絡会
総研大 ・運営委員会
しらせ帰港1晴 海埠頭}
掘削技術委員会
総研大 ・入学式,学 生入学セ ミナー(葉 山)
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18
19
21
22
23
24
25
30
5月6日
7
9
12
13
14
15
16
20
21
22
23
26
27
28
30
6月2日
3
4
総合計画特別委員会輸送問題分科会
企画調整会議
南極観測準備連絡会議
講演と映画の会
総研大 ・極域科学専攻入学者ガイダンス
研究課題発表会
危機管理委員会極地観測安全対策常置分科会
研究談話会
総合計画特別委員会法人化対応分科会
総合計画特別委員会
国際企画委員会
運営会議
総研大 ・専攻委員会
教官系連絡会
教官会議,教 授連絡会
特別研究談話会
研究委員会
情報科学センター運営委員会
地学専門委員会
広報委員会
宙空専門委員会
生物 ・医学専門委員会
研究談話会
しらせ後継船検討会
総合計画特別委員会
総合計画特別委員会南極中長期目標計画分科会
気水圏専門委員会
大学院教育協力委員会
通信分科会
研究委員会
航空分科会
建築分科会
機械分科会
食糧分科会
総研大 ・選考委員会
企画調整会議
航空作業委員会
教官系連絡会
設営連絡会
定常観測連絡会
運営会議
施設整備委員会
教官会議,教 授会 ・教官人事委員会
教授連絡会
国際企画委員会
研究談話会
総研大 ・人学者選抜委員会
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57
ユO
l1
12
16
18
19
20
23
25
26
7月7日
11
14
15
17
18
21
22
25
28
29
31
8月1日
5
8
13
19
25
26
27
28
29
南極輸送問題検討会(文 部科学省分館)
編集委員会
講演 と映画の会(埼 玉工業ノく学、
広報編集委員会
極地観測隊員健康判定委員会1明 治記念館!
第2回 南極観測隊医療体制整備に関する懇談会
第4回 南極地域観測準備連絡会議
第107回 運営協議員会
北極の氷河後退域生態系に関する研究小集会
南極本部総会1霞 ヶ関東京會舘
特別研究談話会
企画調整会議
極地研公開シンポジウム
総研大 ・評議会(東 条インヘリアルハレス)
第45次 観測隊夏期総合訓練(菅'F)(-27日)
法人化準備委員会(学 術情報センター)
総研大 ・専攻委員会
顧問会議(明 治記念館)
運営会議
教官会議,教 授連絡会
隊員空聞き
臨時教授連絡会
第5回 南極地域観測準備連絡会
研究小集会
企画調整会議
第1回 五音連絡会
総合計画特別委員会法 人化対応分科会
講演 と映画の会1岐 阜 ・高山市、
図書委員会
施設整備委員会
広報編集委員会
メンタルヘルス講習会
運営会議
総研 ノく・運営 会議
第27回 超高層シンポジウム い一8月1　 rD
極地研連(日 本学術会議1
専用観測船による海洋観測に関する研究小集会!そ の2'
白いノく陸か らの メッセージ ・夏休みkids環 境教室
総合計画特別委員会南極中長期H標 計画分科会
第37回 南極陽石研究委員会
第2回 極域科学公開シンポジウム
教官系連絡会
企画調整会議
広報編集委員会
しらせ後継船勉強会
45次 隊地学観測研究小集会
45次 隊第1回 全員集合
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9月1日
2
3
?
?
19
24
25
26
29
29
10月1日
2
???
?
14
15
16
17
21
27
28
30
31
11月4日
5
7
10
教官会議,教 授連絡会
南極昭和基地における医療 ・医学研究に関する研究小集会
商極限石シンポジウム(～5日)
研究委員会
総合計画特別委員会法人化対応分科会
総研大 ・専攻委員会
データロガーを用いた海洋 大型動物研究小集会
総研大 ・テレビ会議
第47回 評議員会(東 条 インヘ リアルパレス)
総研大 ・所長会議
国際企画委員会
総研大 ・数物科学研究科教授 会(東 条 インヘ リアルバ レス)
第44次 越冬隊家族会
編集委員会
SCS事 業委員会
第108回 運営協議員会(明 治記念館)
危機管理委員会所内外安全対策常置分科会
運営会議
極地研創立30周 年記念祝賀会
共同研究委員会
教官系連絡会
総研大 ・学位授与式(葉 山)
第45次 隊第2回 全員集合
第45次 観測隊壮行会
広報編集委員会
危機管理委員会極地観測安全対策常置分科会
施設整備委員会
教官会議,教 授連絡会
総合計画特別委員会法人化対応分科会
危機管理委員会極地観測安全対策常置分科会
総研大 ・評議会(葉 山)
総研大 ・入学式(葉 山)
企画調整会議
研究談話会
第23回 南極地学 シンポジウム
総合計画特別委員会南極中長期目標計画分科会
第45次 観測研究小集会
設営専門委員会航空分科会
総研大 ・専攻委員会
共同研究委員会幹事会
教官系連絡会
特別研究談話会
運営会議
教官会議,教 授連絡会
研究談話会
南極OB会(東 条インヘリアルハレス)
法人化に関する職 員説明会(第1回)
一256一
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12月1日
????
4
5
9
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1月5日
6
7
9
南極本部総会(明 治記念館),家 族会,壮 行会
しらせ出航(晴 海埠頭)
広報委員会
危機管理委員会
極域 におけるテ レサイェ ンス技術の現状 と展望に関する研究小集会
第26回 極域気水圏シンポジウム1～20日)
南大洋における海洋 ・海氷変動に関する研究小集会
南極準備連絡会議
極地研究連絡委員会 〔日本学術会言詞
観測隊(ド ーム隊)出 発
教官系連絡会
総研大 ・専攻委員会
特別講演会
南極 ・南大洋の野外調査研究 と新生代の氷床 ・気候モデリング研究の接点について考える研究小集会
総合計画特別委員会法人化対応分科会
企画調整会議
運営会議
観測隊(本 隊)出 発
教官会議,教 授連絡会
大学院教育協力委員会
教官等組織再編 に関する公聴会
研究談話会
全学テーマ別 ヒアリング(学 総センター)
第26回 極域生物 シンポジウム1～5日 ノ
所内外安全対策常置分科会
組織再編に関する全教職員説明会
国際企画委員会
南極明石研究委員会
耳哉員健康言参桂斤
特別講演会(国 文学研究資料館長
北極研究特別推進委員会
編集委員会
第1回 南極地域観測準備連絡 会議
SUperr)ARNレ ー ダー網 による極域電磁圏 と ド部熱圏 ・中間圏環境変動の研究
総研大 ・運営会議 卜21日}
広報編集委員会
教官系連絡会
企画調整会議
運営会議
仕事納め
総合計画特別委員会法人化対応分科会
南極阻石研究セ ンター運営委員会
仕事始め
教官会議,教 授連絡会
研究談話会
総研大 ・専攻委員会
非P渉 散乱 レーダー委員会
一257一
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2月2日
3
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5
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3月1日
総研大 ・博士論文公開発表会
EISCAT研 究小集会
気水圏専門委員会
南極地域観測準備連絡会議
地学専門委員会
総研大 ・運営委員会
南極海氷の衛星検証ワークショップ
総研大 ・博士論文公開発表会
特別研究談話会
建築分科会
通信分科会
総研大 ・博士論文公開発表会
機械分科会
航空分科会
総合計画特別委員会法人化対応分科会
総研大 ・博士論文公開発表会
教官系連絡会
設営連絡会
生物 ・医学専門委員会
総研大 ・運営会議(霞 山会館)
定常観測連絡会
運営会議
宙空専門委員会
教官会議,教 授連絡会
共同研究委員会
特別研究談話会
広報編集委員会
総研大 ・基盤機関代 表者会議(霞 ヶ関東京會舘)
総研 大 ・運営諮問会議(東 海大学校友会館)
総合計画特別委員会法人化対応分科会
危機管理委員会所内外安全対策常置分科会
共同研究委員会
総研大 ・専攻委員会
企画調整会議
総合計画特別委員会
第109回 運営協議員会(明 治記念館)
第45次 ドーム隊帰国
オーロラ会
国際企画委員会
総研大 ・運営 会議(霞 山会館)
北極圏環境研究センター運営委員会
教官系連絡会
広報編集委員会
総研大 ・数物科学研究科教授 会 凍 条 インヘ リアルパ レス)
運営会議
地学研究小集会
教官会議,教 授連絡会
一258一
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?
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12
15
19
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法人化に関する職員説明会(第2回)
研究委員会
AUvに よる海氷域海洋観測に関する研究小集会
最近の極域科学研究に関する研究集会
南極モニ タリング研究セ ンター運営委員会
第46次 南極地域観測隊冬期総合訓練(乗 鞍)(～12日)
日独共同航空観測ワークショップ
総研大 ・教育研究交流セ ンター運営委員会
総研大 ・運営会議
氷床 コア委員会
ノく学院教育協力委員会
EISCAT/SllperDARNレ ーダー研究集会
第48回 評議員会1東 条インヘリアルパ レス)
企画調整会議
輸送問題分科会航空部会
総研大 ・入学者選抜委員会
職員説明会(会 計関係)
総研大 ・専攻委員会
総合計画特別委員会南極中長期 目標計画分科会
総研大 ・評議会,学 位授与式(葉 山)
IPY-4計 画検討打 ち合せ
総合計画特別委員会
内藤企画調整官退官記念講演
総研大 ・数物科学研究科運営委員会
運営会議
観測隊帰国(成 田)
教官系連絡会
一259一
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